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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多 く残されて

います。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であ り、本県の歴史や文化、伝統を正 しく

理解するのに欠 くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であ

り、将来にわたって大切に保存 し、活用を図らなければ成 りません。

一方、豊かな県土づ くりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境 との調和はもちろんのこと、地中に埋 もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護 との調和 も

求められるところです。 当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調

整のもとに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を

保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、緊急地方道路整備事業と県営ほ場整備事業下門岡地区に関連 して平成 14・ 15年度に

発掘調査された北上市金附遺跡の調査成果をまとめたものです。

遺跡は、北上川に非常に近 く何百年に一度の大洪水では水につかってしまうような低い場所にあ

りますが、縄文時代中期末から断続的に利用されていました。最 も栄えたのは縄文時代晩期の終わ

り～弥生時代初めで、村が作 られ、後背湿地を利用 した捨て場から大量の上器や石器などが発見さ

れました。石器の大部分は未成品 (お そらくは失敗 したため、途中で捨てたもの)で、ここで大量

に石器を作っていたことがわかります。

本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、

学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解 とご協力をいただきました岩

手県北上地方振興局土本部、農林部農村整備室、北上市教育委員会をはじめとする関係各位に対 し、

深 く感謝の意を表します。

平成 18年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合 田   武



例   百

1 本報告書は、岩手県北上市稲瀬町字金附 195-1ほかに所在する金附遺跡の発掘調査の結果を収録 したもの

である。

2 今回の調査は、緊急地方道路整備事業及びほ場整備事業下門岡地区に伴う事前の発掘調査である。

調査は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課 と岩手県北上地方振興局土木都および農林部農村整備室の

協議を経て、(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

3 岩手県遺跡台帳に登録される遺跡番号は ME76-2058で ある。

4 発掘調査期間、担当者、調査面積 (委託者)、 遺跡略号は次の通 りである。

平成 14年 4月 11日 ～ 8月 22日  高木 晃・早坂 淳・藤原大輔 800∬ (土本部)、 947∬ (農林部)

平成 14年 10月 17日 ～ 11月 14日  高木 晃・藤原大輔 142∬ (農林部)以 上、遺跡略号はKT-02

平成 15年 4月 9日 ～ 10月 10日  金子昭彦・藤原大輔 2,000笛 (土木部)、 205だ (農林部)KT-03

5 室内整理 と担当者は、次の通 りである。

平成 14年 11月 1日 ～平成 15年 3月 31日 高木晃・藤原大輔

平成 15年 4月 1日 ～ 10月 31日  金子昭彦 (10月 10日 まで野外調査と併行 )

平成 15年 11月 1日 ～平成 16年 3月 31日 金子・藤原

平成 16年 4月 1日 ～平成 17年 3月 31日 金子

6 本報告書の執筆は、第 I章 を北上地方振興局土本部、第Ⅱ章第 2節、第Ⅲ章 1(2)① ～③、2(1)、 第Ⅳ章 を高

木、それ以外を金子が担当し、金子が編集 した。

7 遺物の分析・鑑定は次の方々に依頼 した。なお、放射性炭素年代については、国立歴史民俗博物館の御厚意

で、土器付着炭化物ほかの年代測定も行っている。

石器使用痕分析 :株式会社アルカ、花粉 。大型植物化石・炭化材樹種分析 :古代の森研究舎、

動物骨、炭化植物、炭化種子同定、放射性炭素年代測定 :パ リノ・サーヴェイ株式会社、石質 :花筒岩研究

会 (代表 矢内圭三)

8 報告書作成に当た り、次の方々に御協力・御指導いただいた (敬称略)。

石川 日出志 (明治大学 )、 稲野裕介、君島武史 (以上、北上市立埋蔵文化財センター)、 小林圭― ((財)山

形県埋蔵文化財センター)、 小林謙― (国 立歴史民俗博物館 )、 小林 克 (秋田県埋蔵文化財センター)、 鈴木

俊成 。加藤学・荒川隆史 ((財 )新潟県埋蔵文化財調査事業団)、 高橋龍三郎 (早稲田大学)、 田中耕作・鈴木

暁 (新発田市教育委員会 )、 冨樫秀之 (朝 日村教育委員会 )

9 調査成果はこれまでに現地説明会資料や調査略報に発表 してきたが、本書の内容が優先するものである。

10 本遺跡の調査で得 られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターに保管 している。

H 遺構等の平面位置は、平面直角座標第X系を利用 している (座標値は第Ⅲ章参照 )。 基準杭は、日本測地系 に

基づいて設定 したが、当センターの方針により、世界測地系に変更 した値を示 している。

12 土層の色調は、『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修 1990)を 参考にした。

13 凡例等は、第Ⅲ章に掲載 した。

14 脚注、参考文献はそれぞれの章、節、項の後に記 している。
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I 調査に至る経過

金附遺跡は、主要地方道一関北上線下門岡地区緊急地方道路整備 (交付金 B)事業の実施に伴い、その事

業区域内に存することから、発掘調査を実施することになったものである。

本路線は、通勤及び工業団地への物資運搬の経路になっており、交通量はH2:5,019台 /日 → Hll18,819台

/日 と10年間で 1,76倍 と大幅に伸びている。しかしながら本地区は、緩和区間の不設置かつ曲線長の不足の

ためにH8～ H12ま での 5年間で事故が 58件起きている (内死亡事故 1件 )。 上記理由により、交通の安全

と円滑な流れの確県を目的とし、既に着手 (HH)し ている圃場整備事業と調整を計 りながら、平成 14年度

より事業着手予定である。

本地区は、岩手県教育委員会が既に金附遺跡として確認しているため、岩手県教育委員会は、北上地方振

興局と協議を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることと

した。 (北上地方振興局土木部)

Ⅱ 立 地 と 環 境

1 位置・地形・調査範囲 (第 1図～第6図 )

金附遺跡は、北上駅の南約 3.5km、 主要地方道一関北上線沿いにある。北上川と和賀川の合流点から南に約

2 5kmに 位置し、江刺市との境に近い北上市稲瀬に所在する (第 1図～第 3図 )。

北上川東岸の自然堤防上に立地し (第 4図 )、 遺跡の西限は北上川の氾濫原、東限は段丘崖に沿う後背湿地

である。調査で確認された埋没地形を第 6図 に示 した。縄文時代には、東側の幅約 40mの広い自然堤防のみ

が南北に連なり、その西側は北上川の氾濫原、縄文時代晩期末～弥生時代前期には、幅約 20mの細い自然堤

防が加わって同じく南北に連なり、二つの自然提防の間は川のように細長い後背湿地となっていたようであ

る。新 しくできた自然堤防の西側はやはり北上川の氾濫源になっていた。この自然堤防がいつできたのか ?

層序からは、縄文時代後期中葉と縄文時代晩期中葉 (大洞 C2式期)の 間としか言えない。

この後背湿地は、縄文時代晩期末～弥生時代前期の廃棄によつてほぼ埋まり、その後 9世紀後半までに再

び起こった大洪水による砂でほば完全に埋まったが、いくらか窪んでいたようである。南北に連なる微高地

が二列 (東側の方が高い)と いう地形は近世まで続き、近世には微高地の間の窪みに大溝が掘られた。

この地形は、調査が行われた遺跡の北側にのみ当てはまり南側は異なっている可能性がある。第 3節 に記

したように、試掘調査では北と南で異なる調査結果が得られているからである。

調査範囲は、遺跡の北端に当たり (第 3図 )、 主体となる道路部分は幅約 20mの トレンチを斜に入れた形

になる。現況は、第 5図に示したように水田であり標高は 53m前後である。

なお、第 1図 には、岩手県内の著名な弥生時代前半の遺跡を掲げておいた。また、第 3図に掲げた周辺遺

跡については、第 7図の相当遺跡を参照 していただきたいが、破線の遺跡および金附遺跡北東の上台という

地名と寺院があり範囲が逆三角形を呈する遺跡については、本章第 3節 (2)の冒頭部分を参照。

参考文献

岩手県企画開発室 (北上山系開発)1976『北上山系開発地域土地分類基本調査 北上』

-1-



1 位置・地形・調査範囲
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第 1図 岩手県における遺跡位置 (●印)



Ⅱ 立 地 と 環 境
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1 位置・地形・調査範囲
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立 地 と 環 境
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第 5図 周辺の地形 (網がかかっている部分が調査範囲)



I立 地 と 環 境

2基 本 層 序

①基本層序

調査区内の各区域で差異があるが、基本的には以下のような堆積状況である。

I 層 表土。現在の水田耕作土。底面に床土の酸化鉄層形成。

Ⅱ 層 黒色土～黒褐色土。砂質シル ト。やや明色の上部 (Ⅱ a層 )、 暗色の下部 (Ⅱ b層 )に 区分できる

地点がある。下部Ⅱb層 は古代の遺物包含。

Ⅲ 層 砂層。洪水堆積層。層厚は最大 lmに達する。無遺物層。ラミナ発達。

Ⅳ a層 黒色土～黒褐色土。シル ト質。縄文時代晩期末～弥生時代初頭遺物包含層。

最上部に褐色粘土質層 (層厚 15～ 20cm程 )が分布する地点がある。

Ⅳ b層 褐色土シル ト質層、ないし砂層。洪水堆積層。層厚 20cm程度 (北東部)。 南西部では本層が地山

となる。

Ⅳ c層 黒色土～黒褐色土。縄文中・後期遺物包含層。上部 1/3程はより暗色でⅣ cl層 として区別した地

点がある。

V 層 砂層。洪水堆積層。層厚は中央部で lm以上。

Ⅵ 層 段丘基盤礫層。

このように北上川の洪水により短期間に堆積 したと見られる砂層が複数存在 し、それに扶まれる工層、Ⅳ

a層、Ⅳ c層の黒色土～黒褐色土が基本的に遺物包含層となっている。洪水堆積層の時期はⅢ層が弥生時代

前期以降、平安時代以前。Ⅳ b層が縄文時代後期中葉以降、晩期末以前。V層が縄文時代中期末以前、と想

定される。

②埋没地形

上記の基本層序が見られる地点は調査区を南北方向で東 。中央・西と3分割した場合に東側に限られてお

り、中央部と西側では様本目が異なる。東狽1の 区域では基盤礫層のレベルが低 く、その上位に複数の砂層・粘

土層を主体 とした自然堆積層と、それらに狭まれた遺物包含層が残存する。概ね上記のⅡ層からV層 までが

模式的に堆積する地点となる。

一方、中央部では自然堤防状の埋没地形となっており、基盤礫層のレベルが高い。現況の水田はこの自然

堤防状の微高地を削平 して造成されているため、中央部では I層 の水田床土を除去 した時点でV層の褐色土

層が露出する地点もある。大グリッドではJVoJⅥ・KV・ KⅥ グリッドを中心とした一帯が該当する。こ

の付近から東西に向かってV層上面が一定の緩い傾斜で落ち込み、上位に堆積する基本層序の層界 もV層上

面の傾斜から概ね等間隔となる。このため I層下面では、中央部にV層が帝状に分布 し、そこから東西に向

かい基本層序順にⅣ c層、Ⅳ b層 ・・がそれぞれ南北に細長い帯状に露出する状況が観察できる。

また、西側では前述のようにⅣ b層 とV層が連続すると見られ、Ⅳ c層が分布 しない。南西側調査区では

Ⅳb層上位にはST01と して精査を行つた弥生時代初頭の捨て場が厚 く堆積する。北西側調査区ではⅣb層が

急傾斜で西に向かって落ち込んでお り、この上位にST03と した弥生時代初頭の捨て場が分布する。Ⅳc層以

下は確認していない。

③遺構検出面

遺構検出は以下のように各層界で可能であるが、実際に検出作業を行つた面は第1面のⅢ層上面、第3面

のⅣb層上面、第5面のV層上面が主体である。

-7-



2基 本 層 序

0      1:800      2tlm

IVb層上面の地形

0南東区南部のカクラン

縄文晩期以降の

-8-

第 6図 V層上面 (最終地山面)の地形



H立 地 と 環 境

第 1面

第 2面

第 3面

第 4面

第 5面

Ⅲ層上面。古代～中近世の遺構検出。

Ⅳ a層上面。弥生時代初頭以降の遺構検出。sTol～ 03の捨て場範囲も同面で確認している。

Ⅳ b層上面。縄文時代晩期末～弥生時代初頭遺構検出。

Ⅳ c層上面。南西部の一部のみで同面での検出作業を行った。黒色土中に上位Ⅳ b層 自然堆積層

が落ち込む状態で遺構プランが確認される。

V層上面。縄文時代中期末～後期中葉遺構検出。中央部のV層以上が削平されている区域では各

時代の遺構が同面で混在 して検出されている。

3 これまでの調査 と周辺の遺跡

(1)こ れまでの調査

通常の遺跡立地よリー段低 く現況が水田であることもあり、本遺跡が遺跡 として登録されたのは最近のこ

とである。今回の事業に伴う事前調査で初めて遺跡として登録されたのだが、分布調査の時点では遺跡とし

ては確認できず、平成 13年 10・ ■ 月に行われた県教育委員会による試掘調査では、遺跡名はなく、あくま

で遺跡の「可能性ありの地点」にとどまっていた。 しかし、この試掘調査で明確に埋蔵文化財が確認され、

平成 14年 1月 に行われた追加調査では既に金附遺跡の名称が付けられている (北上市教育委員会の命名)。

これらの試掘調査の結果は、文献 70に まとめられ、南東方向の宅地が集中している部分を除いて遺跡のほ

ぼ全域に幅約 160cmの トレンチが lo9本設定されている。その結果、南北で異なる様相が見られ、第 3図の

金附遺跡の北東部分に破線で示 した遺跡のす ぐ南で県道が「く」字状に屈曲する部分があるが、そこを境に、

それより北では縄文時代～弥生時代初頭の遺構 と遺物、南では平安時代の遺構 と遺物が確認されている。破

線遺跡の南に隣接する道路の延長上で遺跡範囲幅の中央付近に位置するトレンチからは、弥生時代前期の大

型重 と浅鉢の合わせ口土器棺が出土 している。

平成 14年 3月 には、試掘調査で遺構が確認された部分に砂利敷きの農道の敷設が決定 したため、県教育委

員会が遺構確認調査を行つている (文献 71)。 第 3図遺跡範囲中央を横断する道路のす ぐ北で、北東方向か

ら斜めに県道に接続する道路のほぼ延長方向にあ り、遺隊範囲幅の中央付近に位置する (文献 70の 試掘 トレ

ンチ 1を 東西に延長して南北に縦断する道路、地境に一状に接続)。 調査面積は約 270� で、平安時代の竪穴

住居跡 1棟、時期不明の土坑 1基、溝跡 1条が検出されている。竪穴住居跡のカマ ド部分から土錘 1点 と

「佛」と線刻された砥石が 1点出土した。

(2)周 辺 の 遺 跡

以下は、平成 16年 4月 に当センターの図書室にある既刊の報告書と平成 12年度版の岩手県の遺跡台帳

(CD―ROM)に基づいて作成した。作成後に平成 15年度版の遺跡台帳 (CD‐ROM)が配布され、周辺の遺跡

が幾つか追加されていることを知つた。しか し、ほとんどが分布調査によるものなので詳細は不明で、あえ

て追加訂正は行わなかった。ただし、弥生土器が近接 した遺跡で出土 しているので、第 3図 には含めておい

た。金附遺跡北東の上台という地名と寺院があ り範囲が逆三角形を呈する遺跡がそれで、安楽寺遺跡 と言い、

分布調査の結果縄文、弥生土器、土師器、須恵器が出土 しているようである。平成 14年度に新規に登録され

た。第 3図のその他の周辺の遺跡については、第 7図の相当箇所の遺跡を参照 していただきたいが、逆に、
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3 これまでの調査と周辺の遺跡

第 7図 21の 遺跡は、平成 15年度版にも登載されておらず範囲が不明なので―第 3図の図幅内ではあるが―記

入しなかった。なお、第 3図の破線の遺跡は、縄文土器が出土したのみで、金附遺跡で主体 となる縄文時代

晩期末～弥生時代前期の遺物は出土 していないが、隣接 してお り今後の調査で出土する可能性 もあるので、

図示 した。北東側の遺跡は、前田遺跡で、平成 9年度に登録、縄文土器、最J片が出土している。南西の遺跡

は、中谷起遺跡、平成 9年度登録、縄文土器が出土。さらに、図示はしなかったが、本遺跡の南に隣接 し、

県道に沿って本遺跡 と同様の広が りを示す遺跡が平成 13年度に新規登録されている。境遺跡と言い、土師

器 。須恵器が出土 し平安時代の遺跡と確認されているが詳細は不明である。その広が りから、本遺跡同様自

然堤防上に立地しているものと思われる。

今回の調査で、金附遺跡からは、縄文時代中期末、後期中葉、後期後葉、晩期～弥生時代前期、古代、中

世、近世の遺構、遺物が出上 した。晩期は末葉がほとんどである。以下、各時期ごとに周辺の遺跡を見てい

くが、多 くのものが出土 した時期を重点的に扱う。

金附遺跡を考える上で特に重要なのは、牡丹畑遺跡である。金附遺跡と同様の立地を示 し、中期末が見ら

れず、大洞 C2式 を主体 とする以外は、金附遺跡と同様の出土傾向を示 している。

(a)縄文時代中期末、後期中葉、後葉の遺跡

今回の調査で、中期末は、竪穴住居跡も検出されている。Ⅳ c層 は中期末と後期中葉の遺物包含層で、平

成 14年度の調査区で特に多 く、土坑 も検出されている。後期後葉は、ほんの僅かの出土である。

・中期末の遺跡

北上市は、中期前半 (第 1表 18・ 28・ 63・ 94な ど)や後期初頭 (第 1表 2・ 11)の名だたる遺跡が多いが、

その間の中期末は意外にもあまり振るわない。

金附遺跡の南東約 1.凱mに国指定史跡樺山遺跡がある (第 7図 )。 大木 7b～ 8a式期の住居跡の上に大木

8b式～後期初頭の配石遺構が作 られているようだが (高橋ほか 1996ゃ .63)、 該期の土器はやはり少ない (文

献 1ほか)。 金附遺跡の南約 1.51talに は、江刺市五十瀬神社前遺跡がある (第 7図 127の 北 )。 金附遺跡同様

自然堤防上に立地する小規模な集落跡で、土偶や斧状土製品なども出土 している(文献 59)。 その南の瀬谷子

遺跡 (第 7図 127)で も該期の上器片が出土 している (文献 59)。 対岸国見橋たもとにある人木畑遺跡でも、

土器片が発見されている (文献 60)。 約 21Q4北 の対岸にある鬼柳西裏遺跡は (第 7図 25)、 自然堤防上の小

規模集落である (文献 61)。 その北の館Ⅳ遺跡も (第 7図 19)、 河岸低地～沖積段丘に立地する小規模集落の

ようだが (文献 95)、 人体文付土器が出土 している。大規模な集落跡は、対岸の段丘上の柳上～上鬼柳Ⅳ遺

跡 (第 7図 46、 47)に 見られるが、後期初頭まで継続する (文献 82・ 100)。

。後期中葉の遺跡

岩手県一般に当てはまるように (お そらく東北地方北部全体に。ただ し青森県はやや多いか)(金子

2001,60)、 この時期の遺跡は少ない。上川岸Ⅱ遺跡で比較的多 くの上器が出土 し (第 7図 22)、 竪穴住居跡

や土坑 も検出されている。牡丹畑遺跡 (第 7図 23)、 横欠遺跡 (第 1表 2)、 人天遺跡 (第 1表 11)、 草刈場

遺跡 (文献 18)な どにも見られるが、臥牛遺跡で最 も多く出土 している (文献 1)。

・後期後葉の遺跡

後期中葉よりさらに少なく、幾つかの遺跡で土器が散見される程度で (第 1表 1・ 38・ 46。 70・ 75)、 七折

遺跡が最もまとまっているか (第 1表 90)。 金附遺跡でも土器片が数点出土 しただけなので、詳述しない。

(b)縄文時代晩期～弥生時代前期の遺跡 (第 1表、第 3・ 7図 )

今回の調査で出土遺物の大半を占めた時期だが、晩期末以前の出土は少ない。前後の時期を含めた晩期初
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第 1表 周辺の縄文時代晩期～弥生時代前期遺跡一覧表 (( )内 は地名で遺跡名ではない)

No 遺跡名 所在地 立  地 遺跡の性格 遺櫛 遺物 調査→機関 年号 (lll) 備  考 文献

1 臥牛 北上市 自然堤防止 唐 I、 工、B～ A(C2主)土偶 (後半主)独鈷石 市 S40(ト レンチ ) 1

C2土偶 市 S46(約 200) 5

2 横 欠 北上市 段 丘 土坑 (A3、 だ 1)cI?、 A～ A′ (A′ 主)土器 市 S54(500)

3 外 山 耳ヒ上市 「縄文土器 (晩期)J 県遺跡台帳から

大竹廃寺跡 北上市 Bc P土 器片 市 S61(確 認 ) 市史に大竹出上のC2、 Al式土器

5 堀 ノ内 北上市 微高地 山王 Ⅲ層式土器 県 S50(2,400)

6 成 田 北上市 中位段丘 C2～ A土器片 (鉢、深鉢 ) 市Hl～ 2(2 ЮOり 市史に遮光器土偶 1,27,30

坊館跡 北上市 中位段丘 住 (前 ?1ほか1)、 屋外炉 1?、 焼1?、 坑 (晩 1)B土器片 セ S63(1,360) 県台帳二子城

8 加賀館 北上市 中位段丘上 C2P土器片 市 S60(確 認 ) 県台帳二子城 18

9 物見崎 北上市 中位段丘 竪穴住居跡 (A 新)A′ 土器 刺突文土偶 5点 セ Hl(1,945) 県台帳二子城

馬場野 北上市 中位段 丘 土坑 (C2～ A′ P5?)c2～ A 土器片 市 H3(3,000) 県台帳二子城

11 人 天 北上市 段 丘 Cl式土器片 市 SSO～ 52(?)

12 神行田 北上市 大型進光器系統 C2式土偶頭部 1

13 鴻ノ巣 I 北上市 環状石斧

14 黒岩宿 北上市 自然堤防 A ～山王Ⅲ層式上器 市 H12(確 認 ) マ ンホール部分 のみ本調査

土坑 ? C2～ A土器 セ H13(4,681) 111

15 (下川端 ) 北上市 A2～ A 土器片 キ刈造跡のことP「川端」出土品も I

中居俵 Ⅱ 北上市 低位段丘 C2～ A式上器片 セ HH(800)

17 野田 I 北上市 自然堤防上 C2～ A 土器片 県 S51(3,000) 市史にも「野口出土」土器あり 1,60

横 町 北上市 中位段丘 C2、 A′ 土器 ? セ H6(1,980) 106

19 館 Ⅳ 北上市 河岸低地 A～ A′ 土器片 (鉢、浅鉢 P) セ Hl～ 3(8,952)

妻ノ木 北上市 (詳細不明 ) 館Ⅳ遺跡 とほぼ同一地点 3

立花南 北上市 沖積 地 C2?土 器片 県 H14(約 40) 71

あいの沢 北上市 (詳ネB不明) 3

(岩脇1～ 3ト レンテ) A土器片 市 S58(確 認 ) 遺跡名なし 21に 隣接 14

21c (博物館周辺 ) 土坑 山王Ⅲ層式土器 市 S59(確 認 ) 遺跡名なし 21に 隣接 16

上チ岸 I 北上市 河岸低地 住 (Al)、 坑 (Al)C2～ A土器 セ S63～ Hl(5,300)

牡丹畑 北上市 自然堤防 B～ A(C2主、前ほとんどなヤう独鈷石、石冠、岩版、石剣類 A 古土器あ り ? I

Cl～ 2土器片 市 S62(確 認 )

古代遺梅覆土か らほぼ完形の石刀 市 s63(約 120?)

土坑(中葉、末～弥生初頭)、
ta(中 葉)、 埋(初頭、弥生前卸)C2多、と偶他 市 H13(290) 山王Ⅱ層式土器、サメ歯、ヒスイ勾エ 44

九年橋 北上市 湿 地 住(BC～ Cll、 C2～A2?)坑 (晩 9)ツパ 9～ Aを中心にしたケ種 多三遺物 市 S48～ 61(1,398) 7,8,10,12,13,15,1719,21,23115

土坑 (後半 7)Bc～ A 結髪土偶 県 H8(20?)

大由南 北上市 自然堤防止 C2～ A土器 土偶 ? 九年橋遺跡に相当 3

鬼柳西裏 北上市 自然堤防 山王Ⅲ層式土器 県 S50～ 51(4,400)

南 舘 北上市 中位段丘端 晩期集石 ? BC(鉢 )、 C2(粗 製深鉢)?破 片 県 S48(4,660)

27 本宿 北上市 低位段丘 (孟 ) 市 H3(270) 31

晩期末土器片 ? 市 H7(150)

鳩岡崎 北上市 中位段丘 ? フラスコ状土坑 (前 1、 中1)B(鉢 )?、 Bc(i莞鉢、鉢)、 cI(鉢 ) 県S48～ 51(5,000?)

藤沢 北上市 中位段丘 ? 弥生 中期土器片 P 県 S49(1,600)

A～ A′ 土器片 市 H63(不 明 )

Aフ ラスコ? A土器 市 Hl(約 4,600?)

堰ノ下 北上市 「縄文土器 (晩期)J 県遺跡台帳から

31 平和観音堂 北上市 丘陵端 「後～晩期と思われる土器片が採集J

北藤根 北上市 「晩期土器」

33 上 中野 北上市 低位段丘 「晩期中葉の注目土器と思われる破片J

蔵屋敷 北上市 低位段丘 山王Ⅱ層式土器、岩偶 村 S56～ 57(確認 )

山王 Ⅲ層式上器片 県 H14(約 160)

念仏草 北上市 弥生前期末～中期土器 蔵屋敷遺跡の続 き

下長沼 北上市 「晩期の上器片が採集されたという」 念仏車遺跡の続 き ?

37 一本柳 北上市 低位段丘 C2壺 分布

飯島 北上市 自然堤防上 瘤 I Cl、 A 晩期後葉小型土偶 分布

自然堤防上 坑 (中 1、 後1ほ か7)B～ A土器 (ω 主)、 岩版、土版、石剣 市 H4～ 5(598)

段丘上 A2式土器片

千刈 田 北上市 低位段丘 Cl～ A(Cl、 C2注目)土器 分布

I立 地 と 環 境
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3 これまでの調査 と周辺の遺跡

No 遺跡名 所在地 立  地 遺跡の性格 遺構 造物 調査→機関 年号 (ln) 備 考 文献

鍛冶屋 北上市 段 丘 山王Ⅲ層式上器 ? 分布

畑 中 北上市 「晩期土器片が採集されたという」

上長沼 コ 北上市 「晩期の上器片が採集できたという」 県台帳では上長沼

鳥谷脇 Ⅱ 北上市 低位段丘 CI(浅 鉢 ) 町 Hl(3.000)

弥生前期土坑 2 町 H2(7,000)

大橋 北上市 扇状地端 住居、盛土遺構、配石 C2式を中心にした多種、多量遺物 セ H14～ 15(6,494) 遺物紐茂九年橋にll今年度報告喜刊行 H2113

田屋 北上市 「縄文土器 (晩期)」 県遺跡台帳から

柳 上 北上市 低位段丘 B、 BC、 C2～ A 土器 (A主 )、 弥生 中期 ?土器 セ Hl～ 3(4,930)

上鬼柳Ⅳ 北上市 低位段丘 フラスコ状 (前 2、 弥前1ほか)B～ Cl、 A、 弥生中～後期土器 セ H2(9,1夕0)

上鬼柳 Ⅲ 北上市 中位段丘 土坑 (末)Cl.A～ A′ 破片 セ H2(8,370)

上鬼柳 Ⅱ 北上市 中位段丘 A破片 セ H2(300)

上鬼 llll I 北上市 低位段丘 焼 (弥初1)坑 (弥初2)埋 (弥初1)B～ BC、 C2～ A′ 破片 セ H2～ 3(8,700)

六軒 北上市 「縄文土器 (晩期)」 上鬼柳 I～ Ⅳに相当? 県台帳から

52 岩崎台地遺跡群 北上市 段丘 C2(鉢、深鉢)、 A(1よ完高イ、浅鉢)、 A′ (浅鉢 ?)(A主 ) セ S63～ H3(46,267)

低位段丘 弥生前期～後期土器片 セ S63～ H2(15,047)

梅 ノ木第Ⅲ、Ⅵ区 北上市 低位段丘 (鉢)土器片 県 S49～ 50(4,000?) 県遺跡台帳「岩崎城Jに相当

54 岩崎城西 寸ヒ上市 低位段丘 B、 C2～ A(少 )、 山王Ⅲ層 ?土器 セ Hl(5,550)

梅 ノ木台地 I 北上市 低位段丘 Bl(注口 ?)、 BC(台 付鉢)破片 セ Hl～ 2(9,000)

梅 ノ木台地 I 】し上市 低位段丘 弥生墓 焼 (弥前?)坑 (弥 ?)埋 (末 ～弥初)BC、 A ～弥生後期土器 セ H3(3,890)

57 兵庫館跡 】ヒ上市 低位段丘 弥生雲tl 屋外炉、雲、埋3、 配石 CI、 A～ 弥生後剤土器、這賀‖系 セ Hl、 3(3,130)

上反町 北上市 Cl深鉢 セ H2、 3(4,710)

媒 孫 北上市 低位段丘 A土坑墓 ? A2式土器 セ H2～ 3(15560)

法量野 I 北上市 中位段丘 坑 (Cl?1ほか 2)P C2～ A′ 土器 (A′ 主 ) セ H2、 3(9,990)

中屋敷 北上市 中位段丘 貯蔵欠様土坑 (末 2、 弥前 9ほか 1)C2～ 弥生後期土器 セ H3(6,080)

林崎館 北上市 中位段丘 C2土器片 (台付鉢 ?) セ H2(14,150)

本郷 北上市 中位段丘 弥生前翔墓BC～ CI破片、殊生前～中期土器、動物意[、 七版、石実J類 ? セ Hと 、2(15,490) 87

石曽根 北上市 中位段丘 住 (A～ だ 1)、 坑 (中 ～後 1)C2～弥生前期土器 セ H ～ 2(3,150)

月館跡 北上市 践 丘 弥生土器片 ? セ Hl(3,590)

人幡館跡 北上市 段丘 前期土坑 ? 前期土器、土偶、独鈷石 セ Hl(3,820)

入幡野 Ⅱ 北上市 低位段丘 B(浅鉢 )、 A(深鉢片 ) セ Hl～ 3(58,070)

田中館跡 耳ヒ上市 低位段丘 埋設土器 CI(埋 設土器のみ ) セ Hl～ 2(5,980)

千手堂 北上市 河岸平野 ? C2～ A′ ?破片 (鉢、台付鉢、瓶 ) セ H4(6,900)

羽黒山麓 I 北上市 低位段丘 土坑 ?(C2?)C2～ A土器 セ H4(4.300)

羽黒山麓 I 北上市 低位段丘 B(粗製深鉢 ) セ H4(3,900)

馬場館 北上市 段 丘 (巽 、高杯 ) セ HS(5,200)

73 新田真平 耳ヒ上市 台地先端部 山王Ⅲ層式土器片 P

小吹野 北上市 段 丘 B(鉢 )、 C2(発 ) セ H5(5,400)

田代 北上市 段丘  川そば 瘤 I、 C2～ A 結髪土偶

鳥屋森 耳ヒ上市 「縄文土器 (晩期)」 県遺跡台帳から

77 岩沢 I 北上市 「晩期土器片」

岩沢 I 北上市 ¢晩期土器片」

下岩沢 ] 】ヒ上市 下位段丘 CI破片 セ S62(3,832)

下岩沢Ⅲ 北上市 舌状台地 C2土器片

下岩沢Ⅳ 北上市 舌】犬台地 赤石工遺跡の説明の所に「晩期土器片が採集Jと ある

下岩沢 V 北上市 段 丘 「晩期土器片が採集されたという」

83 赤石 Ⅱ 北上市 舌状台地 「晩期土器片が採集されたという」

人当 I 北上市 低位段丘 縄文前～晩土坑 ? C2～A?土器片 セ H3(400)

人当 Ⅱ 北上市 段 丘縁 辺 C2土器片

土場 北上市 低位段丘 81土器破片 セ HS(570)

荒屋沢 北上市 沢岸 CI赤彩壺

望野 I 北上市 扇状台地 C2瓶 ?

蒲沢 北上市 丘陵斜面 「縄文土器 (晩期)」 県遺跡台帳か ら

七 折 耳ヒ上市 段丘上 瘤I～ Ⅲ、BC(注 目)、 Cl(鉢 )、 C2P(鉢 P)大面付注目土器 ? 町 s63(72)

成沢 Ⅱ 北上市 中位段丘 Bl新、 A土器片 市 ■9(2,000)

下成沢 I 北上市 中位段丘 Cl～ A′ P土器 県 S47(1,200)

丸子館 北上市 低位段丘 住居 (C2) 市 S47(?)他
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No 遺跡名 所在地 立  地 遺跡の性格 遺構 造物 甜査→機関 年号 (ll) 備  考 文 献

C2土器 市S53～ 55(ト レンテ)

滝ノ沢 北上市 中位段丘 台付鉢台部 (前葉 ?)(実 測図版三五 ) 市 S59(確認 )

土坑 (前葉)B～ Bc土器、土偶 ? 市 H9(450)

BC～ cl土器片 市 H13,14(934) 43

沓前森 北上市 段 丘上 C2～ A土器片 市 S56(2000) 37

(平林 ) 北上市 独鈷石 南部工業団地内遺跡に合まれる t

身6b 南部工業団地内 北上市 中～低位段丘 BC、 C2～ A 土器 市 63～ Hl(P)

(山 根 ) 耳ヒ上市 B2～ BC土 器 相芸城 ? 1

上大谷地 北上市 中位段丘 C2土器片 ? 県 S47(2,500)

和 田尻 北上市 「縄文土器 (晩期)」 県遺跡台帳か ら

和田前 北上市 B～ A土器、大型進光器土偶、土版、耳飾 り、石剣類 市 S39(ト レンチ ) 1

新田Ⅳ 北上市 市史に国内町新田出上の B2式上器片 県遺跡台帳 1

新田 I 北上市 県遺跡台帳 〕

新田Ⅲ 耳ヒ上市 県遺跡台帳 〕

104 新田 Ⅱ 北上市 県遺跡台帳 J

長 洞 北上市 「縄文土器 (晩期)」 県遺跡台帳か ら

宝積 Ⅱ 北上市 「縄文土器 (晩期)」 県遺跡台帳か ら

茶 畑 北上市 「縄文土器 (晩期)J 県遺跡台帳から

八王子森館 北上市 A′ 土器
I

109 岩協 北上市 中位段丘 弥生前期土器破片 (台部 ) セ H6(1,800)

C2土器片 ? 市 H7

110 斉羽場 北上市 C2土器片 ほか 県 H3(試掘 )

111 金 附 北上市 自然堤防 今 回報告 H2,113

晩期後葉～弥生前期土器片 県 H14(270) 71

112 相 田 北上市 段 丘上 BC～弥生前期土器 (中 葉主 )、 石刀、独鈷石

BC～ A土器片 石剣類 市 S60(確認 )

晩期末～弥生前期土器片 県 H■ (試掘 )

(上寒田清水西 ) 北上市 A 式土器破片 相去町 位 置不明

(大谷地 ) 北上市 晩期末～弥生土器片 相去 町 位置不明

千貫石 I 金ヶ崎町 A′ 土器片

千貫石 Ⅱ 金ヶ崎町 A土器片

千貫石Ⅳ 金ヶ崎 町 A式土器片 町 s48(810)

稲 沢 金ケ崎町 変形工字文土器片

萱刈場 金ヶ崎町 BC、 A′ ～山王Ⅲ層式土器片

長坂下 金ヶ崎町 合わせ口発槍 山王Ⅲ層式中心

(笹 森西 ) 金ヶ崎町 段 丘 A～ A 式上器片、独鈷石未製品 P 県台帳では笹森遺跡

柏山館跡 金ヶ崎 町 高～低位段 丘 C2土器片 セ H4～ 6(6,713)

122b 館 山 金 ケ崎町 C2土器片 セ S55(18,385) 柏山館跡の一部

清水畑 金 ヶ崎町 低位段丘 瘤Ⅳ～ A′ 土器 (Bc主 ) ■4117

124 取場石 金 ヶ崎 町 「沖積地J 晩期末～弥生初頭土器片

上餅 田 金 ヶ崎 町 低位段丘 BC(台 付鉢、注目 ?)土器片 県 S49～ 50(5,600)

(稲瀬付近 ) 江刺市 変形工学文土器片 稲瀬古墳群に相当 ? 115

瀬谷子 江刺市 C2土器片 県 S49(2400)

鶴羽衣台 江刺市 自然堤防 C2～ A土器片 県 S49(960)

沼の上 江刺市 沖積台地 山王Ⅲ層式土器 セ S52(確認 ) 000言 調査

宮地Ⅲ 江刺市 沖積台地 A 式半完形半精製鉢 市 H10(1、 523)

131 反 町 江刺市 自然堤防 竪穴住居跡 (B、 弥生前期 )、 水田跡 (弥 生前期 ?) 市 Hll～ 12(9,000)

朴の木 江刺市 沖積微高地 「表採として、 1、 2片 J(p232)の 弥生土器 セ S53 73

133 落合 Ⅱ 江刺市 沖積微 高地 弥生前期浅鉢 ?(図版 43) 県 S49(2,420) 県遺跡台帳 落合遺跡」に統合

落合 Ⅲ 江刺市 沖積微高地 「表採として、 1、 2片J(p232)の 弥生土器 セ S53 ,440) 県遺跡台帳 落合遺跡Jに統合

133c 落合 I 江刺市 沖積微 高地 弥生時代前期土器片 ? 県 S49 県遺跡台帳「落合遺跡」に統合

落合遺跡第 1地点 江刺市 1中 積微高地 C2～弥生前期土器 (蓋 も) 県 H4(試掘 ) 県遺跡台帳 落合遣跡Jに統合

134 兎 I 江刺市 沖積微高地 弥生前～後期土器 籾圧痕土器 (弥生前半壷内面 ) セ S53(2,640) 県遺跡台帳「力石 兎I遺跡」に統合

力石 Ⅱ 江刺市 沖積微高地 弥生前期浅鉢 セ S53(2.160) 民遺跡台帳「力石 亮I歯跡」に統合 73

松サH 江環J市 自然堤防 C2土器片、弥生前～後期土器 セ S63(1,130)

137 下醍醐 江刺市 谷底平野 墓媛 (A?)? A?土 器 セ H10(4、 600)

工 立 地 と 環 境
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3 これまでの調査と周辺の遺跡

頭～弥生時代中期について周辺の遺跡を詳 しくみてい く。               ｀

北上市についてはできるだけ網羅 したが、金ヶ崎町、江刺市については、金附遺跡付近以外は、調査 した

遺跡と採集量の比較的多い代表的な遺跡だけを取 り上げた (第 1表、第 7図 )。 番号は、原則として北から南

につけているが、北上川を和賀川の合流点まで下り、その後和賀川を西に遡 り、その南側を再び下つてきて、

北上川の合流点の西側を南下 した後、東側を南下。北上市内はここまでで、その後再び対岸の金ヶ崎町の西

側の標高の高い方から東に下つてきて、北上川の姑岸の江刺市に入 り南下 している。以上が原則だが、あま

り川の両側を行つたり来たりしないように付けている。第 7図の0は、今回の調査で出土した晩期中葉大洞

C2式～弥生時代前期山王Ⅲ層式までの土器が確認された遺跡で、▲は、それ以外の晩期初頭～弥生時代中期

の遺跡である。

第 1表の遺跡の性格・遺構・遺物の欄は略記 し、時期を示す瘤付土器第 I～Ⅳ段階 (高柳圭- 1988)は

瘤 I～Ⅳ、大洞 B～ A′ 式 (山内 1930)は Bl～ A′ とした。「ほ完」はほぼ完形の略である。調査→機

関・年号 (∬)の欄は、調査の有無を示 し、調査機関・調査年号 (調査面積)を記 している。市、町、村は

市町村教育委員会、県は県教育委員会、セは (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターである。文献

は、本文の最後にまとめている。

なお、北上市に寄贈された「柴田善三郎コレクション」中に、「鳩岡崎」と注記された弥生時代中期の土器、

「泉」と注記された弥生時代前期 ?の土器が見られるが (文献 46)、 詳細が不明なので一覧表には含めなかっ

た。また、本節冒頭で北東に近接する安楽寺遺跡にふれたが、確認された弥生土器の詳細な時期は不明であ

る。

金附遺跡の主体 となる晩期末～弥生時代前期については、土器片が出土 した遺跡は多いが、遺構やまと

まった量の遺物が出土 した遺跡は少ない。これまでに遺構が検出された主な遺跡は、物見崎遺跡 (第 1表 9①

第 7図の北上川北端から約 3 5km遡 った北上川が大きく蛇行する部分の西岸段丘上に立地)と 隣接する馬場

野遺跡の集落跡、和賀川南岸段丘崖に連続する、上鬼柳 I遺跡 (50)と 周囲の集落跡、梅ノ木台地I(第 1

表 56)、 兵庫館跡 (57)等 の墓地跡、およびその周囲に広がる土坑群などである。何れも規模は小さい。

該期の遺跡は、これまで同様段丘上など比較的標高の高い場所に立地する (第 1表 108)と 共に、沖積地

中の自然堤防など低い場所にも顕著に立地するようだ (第 1表 15な ど)① 特に顕者なのが、江刺市の北上川

東岸の遺跡群であ り (第 1表 129～ 135。 第 7図 127か ら南東に約 毀m)、 金附遺跡 も同様の地形に立地する。

しかし、牡丹畑遺跡 (第 1表 23)も 同様の地形だが、大洞 C2式期が主で、今のところそれ以後の出土量は

少ない。その他の自然堤防上立地遺跡についても同様で、該期の出土量は少ない。

むしろ、段丘上 も含めて川に近い場所に主だった集落が存在すると考えた方が良いのかもしれない。第 7

図 34の蔵屋敷遺跡では、岩偶が発見され、第 1表 120の 長坂下遺跡では、山王Ⅲ層式期の合わせ口甕棺が出

土 している。長坂下遺跡の南南東約 4.5kln、 胆沢川の対岸にある胆沢町清水下遺跡では、弥生時代中期の石

包丁が出土 してお り、北上川にほど近い江刺市や姑岸の水沢市でも中期の有名な遺跡は多 く、この地方でも

中期に稲作が行われていたのは確実であろう (高橋ほか 1996ゃ p81～ 84)。 なお、第 1表 131の 反町遺跡

では前期の水田が報告されているが、根拠が非常に弱い (文献 58:p.25)。

“川に近い場所 ‖で特に忘れてならないのは、晩期後半の大量に遺物を出土する遺跡である。金附遺跡の周

囲には、第 1表 23の牡丹畑遺跡 (大洞 C2式主)、 44の 大橋遺跡 (第 7図の和賀川の端から約 31ttn西 に遡つ

た場所。大洞 C2式主)、 24の 九年橋遺跡 (大洞 C2～ Al式主)があり、大洞 A′ 式を主体とする金附遺跡は、

これらの遺跡からの移住先とも考えられるが、大洞A2式期を多 く出土する遺跡が欠落 しているので、相当遺
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第7図  周辺の遺跡 (晩期～弥生時代中期)(● は、大洞C2式～山王Ⅲ式土器が確認された遺跡で、▲はそれ以外)



Ⅱ 立 地 と 環 境

跡があるいはまだ周囲に眠っている可能性 もある。

金附遺跡を理解する上で重要なのが、第 1表 ■2の相田遺跡である。非常に近い場所にあ りながら同じ時

期の土器が多量に出土 している。相田遺跡は段丘上に立地 し金附遺跡より前の晩期中葉の上器も多 く出土す

る。金附遺跡の立地と石器組成の特殊性を考えれば、相田遺跡が本来の集落で、金附遺跡は石器製作を主と

する作業場であった可能性が高い。周囲に点在する該期の遺弥 (第 1表 108～ 110)も 、相田遺跡の活動範

囲と考えられる。

なお、金附遺跡と近接 した遺跡は、第 3図 に遺跡推定範囲を掲げた。遺跡名は、第 7図の相当遺跡を参照

していただきたいが、破線の追跡および金附遺跡北東の上台という地名と寺院があり範囲が逆三角形を呈す

る遺跡については、本章第 3節 (2)の 冒頭部分を参照。

また、第 1図には、岩手県内の著名な弥生時代前半の遺跡を掲げておいた (▲の遺跡)。 参考になれば幸い

である。

(c)古代～近世の遺跡

金附遺跡の古代については、縄文時代に次いで多 くの遺構や遺物が発見され、竪穴住居跡 も検出されてい

るが、遺跡内に散在 し密度は薄い。中世は火葬墓が主である。近世は溝跡や墓が検出されたが、遺物は非常

に少ない。

・古代の遺跡

本遺跡は、背後に国見山廃寺跡 (極楽寺跡)(第 7図北東約 2 5km)、 南南東約 31Qnに瀬谷子窯跡 (第 7図

127)、 南約 7kmの姑岸には胆沢城跡という場所にある。

本遺跡からは、8世紀後半と 10世紀初めころの土器が得られている。これは、同じく自然堤防上に立地す

る牡丹畑遺跡 (第 7図 23)の傾向と合致 してお り (文献 22・ 24・ 44)、 共通する背景として志波城の移転に

関係する 9世紀初頭を中心にした自然環境 (降水量)の変化が暗示されよう。姑岸約 2hiヒ にある鬼柳西裏

遺跡 (第 7図 25)も 同様だが (文献 61)、 その南に隣接 し同じく自然堤防上に立地する西野遣跡は、10世紀

に限られるようである (文献 60)。 さらに南で国見橋たもと付近の人木畑遺跡でも lo世紀の土器片が得 られ

ている (文献 60)。 金附遺跡の南約 31Q4、 第 7図 127のすぐ北にある谷地遺跡 (文献 59)や鶴羽衣遺跡 (第

7図 128のす ぐ南)も 、同様の遺跡である。これらの集落は、伊藤博幸氏が指摘するように、9世紀末から

10世紀初頭前後を境に起 きてきた小規模集落の拡散化という動きの中で生まれてきたものであろう (伊藤

1998)。 すなわち、低位や中位の段丘面縁辺部や沖積地自然堤防上に2～ 3棟一組ずつ小塊をなして、散村が

増える傾向である。北上川西側の段丘上にも同様の集落が見られ (例 えば第 7図 95の蒼然森遺跡)、 秋田自

動車道建設関連で多 くの遺跡が調査されたが、ここでは割愛する (西野 199844)。 なお、国見山廃寺跡で

も lo世紀の土器が出土 している (文献 42)。

。中世の遺跡

今回の調査では、埋葬関係の遺構 と古銭、陶器片 (常滑)が得られている。対岸約 21gm北 北西にある南舘

遣跡 (第 7図 26)か ら墳墓 6基検出されているが、中世末～近世初頭と、本遺跡より新 しいようである (文

献 61)。 南舘遺跡は中位段丘の端に立地し、その北の鬼柳西裏遺跡 (第 7図 25)は 、自然堤防上に立地する

遺跡で、溝跡が検出されている (文献 61)。 その他、県の遺跡台帳に登録されている付近の中世遺跡として、

鬼柳西裏の西側に隣接する観音館遺跡 (城館跡)、 金附遺跡の北約 2knaに ある陣ヶ岡遺跡 (城館跡)、 同じく

北東約 38bnに ある一夜館 (城館跡)(第 7図 108の東で「地」の字の東)、 同じく約 1.凱m南南東にある下

門岡ひじり塚 (塚)(樺山遺跡の北東約 500m)、 対岸南西約 放mに岩の目館 (城館跡)がある。これより西
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側の段丘面には多 くの城館跡が確認されてお り、第 7図 97の相去城 もその一つである。また、第 7図 93の

丸子館跡 とその西側約 l kmに ある鹿島館跡 (文献 6)イよ、和賀一族鬼柳氏の居城であ り、発掘調査が行 わ

れている。丸子館跡は 14～ 15世紀、鹿島館跡は 16～ 17世紀で、丸子館から鹿島館へ造 り替えが行われた

ようである (本堂 1993)。 丸子館跡は近年 も発掘調査が行われている (文献 45ほ か)。 鹿島館の南約 500m

には、葛西壇がある。 1280年 に存命であつた葛西清基の墳墓であると言われている (本堂 1999)。 なお、

前述のひじり塚は、1223年 に没 した河野通信の墓 と推定され、県指定史跡 となっている (本堂 1999)。

・近世の遺跡

今回の調査では、溝跡、墓墳、陶磁器小片などが得 られている。江戸時代、広大な江刺平野に灌漑用水 を

提供するため、現在の北上市稲瀬町の北上川から取水する大堰が造 られた (文献 55ゃ .524)。 今回の調査で検

出された SD08溝跡は、まさしくこの方向に向かつてお り、何 らかの関係があると推測される。金附遺跡か

ら約 l ltm ttに ある岩脇遺跡 (第 7図 109)で は、塚 2基、火葬墓 4基、土坑墓 41基などが検出され、修験

山伏一族累代墓地 と推定されている (文献 104)。
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22)1988『黒沢尻地区遺跡詳細分布調査報告書』(第 50集 )
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亘 立 地 と 環 境

23)1989『藤沢遺跡 (1988年度)』 (第 54集 )

24)1989『牡丹畑遺跡 (1988年度)』 (第 55集 )

25)1991『 国見山廃寺跡発掘調査報告』 (第 62集 )

26)1991『滝ノ沢遺跡Ⅲ (1984・ 86・ 87 88・ 90年度調査)』 (第 63集 )

27)1991『成田遺跡 (I)』 (第 64集 )

28)1991『 九年橋遺跡第 10次 (補遺)調査報告書』(第 66集 )

29)1992『 馬場野遺跡』北上市埋蔵文化財調査報告第2集

30)1992『成田遺跡 (Ⅱ )』 (第 3集 )

31)1992『本宿遺跡』 (第 5集 )

32)1993『南部工業団地内遺跡 I(1988・ 1989年度)』 (第 9集 )

33)1993『藤沢遺跡Ⅲ (1989年度調査)』 (第 13集 )

34)1994『飯島遺跡』 (第 15集 )

35)1995『横欠遺跡 (図版編)』 (第 20集 )

36)1996『北上遺跡群 (1995年度)本宿・岩脇』(第 23集 )

37)1996『蒼前森遺跡J(第 24集 )

38)1997『横欠遺跡 (本文編)』 (第 30集 )

39)1998『成沢Ⅱ遺跡』 (第 32集 )

40)1999『 滝ノ沢遺跡V(1997年度調査)』 (第 40集 )

41)2001『 黒岩宿遺跡』(第 47集 )

42)2003『 国見山廃寺跡』(第 55集 )

43)2003『 滝ノ沢遺跡Ⅵ (2001・ 2002年 度調査)』 (第 56集 )

44)2003『牡丹畑遺跡 (2002年度)』 (第 58集 )

45)北上市立埋蔵文化財センター2002『北上市埋蔵文化財年報 (2000年度)』 (丸子館遺跡)

46)北上市立埋蔵文化財センター2003『北上市埋蔵文化財年報 (2001年度)』

。江釣子村 (北上市に合併)(断 りのない限り、教育委員会発行)

47)1982『江釣子遺跡群_昭和56年度発掘調査報告―』

48)1983『江釣子遺跡群_昭和57年度発掘調査報告―(鳩岡崎上の台遺跡・蔵屋敷遺跡』
・和賀町 (北上市に合併)(断 りのない限り、教育委員会発行)

49)1989『和賀町内遺跡分布調査報告書 I』 和賀町文化財報告書第18集

50)1989『′鳥谷脇Ⅱ遺跡発掘調査報告書』(第 19集 )

51)1990『和賀町内遺跡分布調査報告書Ⅱ』 (第 23集 )

52)1991『′鳥谷協Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 (第 26集 )

53)1991『和賀町内遺跡分布調査報告書Ⅱ』 (第 28集 )

・金ヶ崎町 (断 りのない限り、教育委員会発行)

54)1973『千貫石・長根前遺跡』
・江刺市 (断 りのない限り、教育委員会発行)

55)江刺市 1983『江刺市史第一巻 通史篇 原始・古代・中世』

56)江刺市 1981『江刺市史第五巻 資料編 考古資料』

57)1999『宮地ⅢA遺跡発掘調査報告書』江刺市埋蔵文化財調査報告書第17集

58)2001『平成 12年度市内遣跡発掘調査報告書 (反町下層遺跡)』 (第 27集 )

・岩手県教育委員会

59)1979『東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書 I』 岩手県文化財調査報告書第33集 (落合 I、 鶴羽衣、鶴羽衣台、瀬谷子、

五十瀬神社前、谷地遺跡)

60)1979『東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書 H』 (第 34集)(八木畑、西野、野田正、堀ノ内遺跡)

61)1980『東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅵ』(第 50集)(南舘、鬼柳西裏、落合Ⅱ遺跡)

62)1981『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅸ』(第 58集)(梅ノ木第Ⅲ・Ⅵ地区)

63)1981『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告X』 (第 59集)(上餅田遺跡)

64)1982『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書XV(江釣子村鳩岡崎遺跡)』 (第 70集 )

65)1982『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書XⅦ (北上地区)』 (第 72集 )(藤沢、下成沢、上大  谷地遺跡)

66)1992『岩手県内遺跡詳細分布調査報告書Ⅲ』(第 91集)(斉羽場遺跡)

67)1993『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成4年度)』 (第 93集)(落合遺跡)

68)1997『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成8年度)』 (第 99集)(九年橋遺跡)

69)2000『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成 11年度)』 (第 108集 )(相田遺跡)

70)2002『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成 13年度)』 (第 114集)(金附、大橋遺跡)

71)2003『岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成 14年度)』 (第 ■6集)(立花南、蔵屋敷、金附遺跡)

・(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (旧称、(財)岩手県埋蔵文化財センター)
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72)1978『江刺市沼の上遺跡 (昭和52年度)』 岩手県埋文センター文化財報告書第5集

73)1979『 主要地方道一関・北上線関連遺跡発掘調査報告書』 (第 8集 )(力石Ⅱ、兎Ⅱ、落合Ⅲ、朴ノ木遺跡)

74)1983『館山遺跡第2次発掘調査報告書』(第 65集 )

75)1989『 下岩沢 I発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 141集

76)1990『松川遺跡発掘調査報告書』 (第 143集 )

77)1989『坊館跡発掘調査報告書』(第 145集 )

78)1990『 岩崎城西遺跡発掘調査報告書』 (第 148集 )

79)1991『 月館跡・八幡館跡発掘調査報告書』(第 149集 )

80)1991『上川岸亜遺跡発掘調査報告書』(第 153集 )

81)1990『物見崎遺跡・監物館跡発掘調査報告書』(第 157集 )

82)1991『上村貝塚発掘調査報告書』 (第 158集 )

83)1992『上鬼柳Ⅳ遺跡発掘調査報告書』(第 160集 )

84)1992『上鬼柳Ⅱ・Ⅲ遺跡発掘調査報告書』(第 161集 )

85)1991『梅ノ木台地I遺跡発掘調査報告書』(第 162集 )

86)1992『林崎館遺跡発掘調査報告書』 (第 163集 )

87)1992『本郷遺跡発掘調査報告書』 (第 164集 )

88)1992『石曽根遺跡発掘調査報告書』 (第 165集 )

89)1992『 田中館跡発掘調査報告書』 (第 166集 )

90)1992『 岩崎台地遺跡群発掘調査報告書』(第 176集 )

91)1992『 上鬼柳 I遺跡発掘調査報告書』(第 179集 )

92)1993『 兵庫館跡・梅ノ木台地亜遺跡発掘調査報告書』(第 180集 )

93)1993『 上反町遺跡発掘調査報告書』 (第 181集 )

94)1993『 法量野I遺跡・中屋敷遺跡発掘調査報告書』 (第 182集 )

95)1993『八幡野Ⅱ遺跡発掘調査報告書J(第 183集 )

96)1993『館Ⅳ遺跡発掘調査報告書』 (第 187集 )

97)1993『 人当I遺跡発掘調査報告書』(第 193集 )

98)1994『 煤孫遺跡発掘調査報告書』 (第 196集 )

99)1993[千手堂・羽黒山麓 I・ Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 (第 198集 )

100)1995[馬 場館・小吹野遺跡発掘調査報告書』 (第 210集 )

101)1995『柳上遺跡発掘調査報告書』 (第 213集 )

102)1995『岩崎台地遺跡群発掘調査報告書』 (第 214集 )

103)1995『土場遺跡発掘調査報告書』(第 222集 )

104)1996『沢田・仙人東遺跡発掘調査報告書』(第 230集 )

105)1996『岩脇遺跡発掘調査報告書』(第 235集 )

106)1996『横町遺跡発掘調査報告書』(第 236集 )

107)1996『柏山館跡発掘調査報告書と(第 242集 )

108)1999『下醍醐遺跡発掘調査報告書』 (第 325集 )

109)2000『 中居俵Ⅱ遺跡発掘調査報告書』(第 362集 )

110)2001『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成 12年度)』 (第 370集 )(飯島遺跡)

111)2002『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成 13年度)』 (第 397集)(黒岩宿遺跡)

112)2003『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成 14年度)』 (第 423集 )(大橋、金附遺跡)

113)2004『岩手県埋蔵文化財発掘調査略報 (平成 15年度)』 (第 455集 )(大橋、金附遺跡)

。その他

114)法政大学文学部考古学研究室 1990『法政大学所蔵 伊藤鉄夫・陽夫考古学資料目録 I‐ 伊藤陽夫収集資料編―』

115)法政大学文学部考古学研究室 1996『法政大学所蔵 伊藤鉄夫・陽夫考古学資料目録Ⅱ―伊藤鉄夫収集資料編―』

116)藤村東男 1991「岩手県九年橋遺跡検出の遺構について」『研究紀要』8慶應義塾女子高等学校

117)森  一欽 1999「岩手県清水畑遺跡採集の縄文晩期土器」『法政考古学』25法政考古学会

3 これまでの調査 と周辺の遺跡
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Ⅲ 調査・整理の方法と経過

1野 外 調 査

(1)調 査 経 過

平成 14年度については第Ⅳ章、平成 15年度については第V章の冒頭に記 した。

(2)特 記 事 項

①調査区域

調査原因となる事業は、遺跡中央部を北東から南西方向で横断する県道用地と、北西に分岐して伸びる回

場整備関連道路用地区域、南西部のポンプスタンド用地区域の 3地区からなる。また調査区の埋没地形によ

り、東に隣接する幹線用水に面した低地部分、中央を南北に縦断する自然堤防の微高地部分、西側の段丘崖

に面した低地部分ではそれぞれ土層堆積状況が異なり、調査手順 もこれに応 じている。

従って、県道用地内にある東側斜面～低地部分を「東区」、南東部のポンプスタンド用地の低地部分を「南

東区」、県道用地内の中央微高地部分を「中央区」、県道用地内の南西側低地部分を「南西区」、北西側の国

場整備関連道路用地部分を「北西区」と便宜的に区分 した。

②グリッド設定

今回の調査区をカバーするグリッドは次のように設定 した。グリッド基準線は座標南北軸に合わせ 10m

四方の大グリッドと2血 四方の小グリッドを組んでいる。グリッド名称は大グリッドの北から南に A・ B・

C・ ・のアルファベット大文字、西から東に I・ Ⅱ・I・ ・のローマ数字による名称を与え、その組み合わ

せをグリッド名称 とする。小グリッドは大グリッド北西隅から東に向かって 1・ 2・ ・25ま での算用数字によ

る名称を与える。なお遺物の注記等の際には出土地点記録を大グリッドまででとどめている場合は末尾に大

文字のG、 小グリッドまで表す場合は末尾に小文字のgを付けて、FⅧ G、 GⅧ 17g等 と呼び区別している。ま

た、杭の名称はグリッド北西隅の点とした。なお、次年度調査では、検出時の遺物取 り上げ区画としては、

大グリッドも小グリッドも扱いにくいと考え、大グリッドを 5mご とに4等分 した中グリッドを使宜的に用

いた。大グリッドの後に①～④と書かれているのがそれで、北西区画を①、北東区画を②、南西区画を③、

南東区画を④とした。

委託測量により設置した基準点の座標値は、基準点■X=-83605。 176 Y=24978.891 基準点 2:X=-83575.176

Y=25008.891で ある。なお上記の数値は日本測地系で、これに基づいて基準杭を設定し、測量実測を行っ

た。巻末の抄録の緯度、経度は、これを世界測地系に変換して示したものである。

③平成 14年度の遺構の検出・精査

Ⅲ層、V層 は基本的に砂層のため、ジョレンによる検出作業が可能であったが、Ⅳa層、Ⅳb層、Ⅳ c層

上面では粘土質シルトの部分が含まれ、スコップを併用して検出する。精査は基本的に半裁して断面記録後

に完掘している。遺物の取り上げは層位毎に行うよう努めたが、遺構内堆積土出土一括で取り上げているも

のが相当数含まれる。写真記録は6× 9cm判 カメラ1台 (主に白黒)、 35nlm判 カメラ2台 (カ ラーリバーサ

ル、白黒)を使用している。実測は平板、簡易遣り方により適宜縮尺を決定している。

遺構は精査着手順に登録した。遺構名はSI(竪穴住居跡)、 SK(土坑)、 SD(溝跡)、 SN(焼土遺構)SR
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2 室内整理と報告書の作成

(土器埋設遺構 土器棺墓含む)、 ST(捨て場)、 SX(そ の他)の略号と2桁の数字を組み合わせている。

④平成 15年度の遺構の検出・精査

平成 14年度に準じているが、6× 9カ メラでなく6× 7カ メラを使用した。その他、第V章第 5節の冒頭

に細かい部分を若干補足している。

2 室内整理 と報告書の作成

(1)平成 14年度の整理作業

①遺構

平成 14年度調査の遺構については、冬季に第 2原図の作成、原稿執筆等を行い、平成 15年度に野外調査

と平行 して トレース、遺構図版原稿作成、遺構写真図版作成を行つた。

②遺物

出土遺物は以下の大別種類で仕分けし、出土地点・層位 と関連づけた番号により登録 した。

遺物大分類遺構内外層位 (B遺構外の場合)

A:4電文・弥生土器 A:遺構内 A:I～ Ⅱb層包含

B:土 師器・須恵器 B:遺構外 B:Ⅲ 層包含遺物

C:陶磁器  CtST01   C:Ⅳ a層包含遺物

D:土製品  D:ST02   D:Ⅳ b層包含遺物

E:石器・石製品  E:ST03 E:Ⅳ c層包含遺物

F:金属製品 F:表採・排土出土

G:自 然遺物  層位不明

これにより、例えばⅣ c層 出土の縄文土器は「ABE十 数字 (連呑)」 、遺構内出土金属製品は「FA半 数字

(連呑)」 というスタイルとした。

遺物水洗は野外調査 と平行 して夏期の内にほぼ終了させており、冬季の作業は土器接合から開始した。平

成 14年度出土遺物のうち、半数以上を占める ST01試掘 トレンチ出土遺物については、次年度調査出土遺物

との接合、出土層位対応関係を確認してから着手すべ きということで登録作業を含めて先送 りとし、他の地

点出土遺物についての登録、掲載資料選抜、図化作業を優先させた。

掲載資料 としたものは ST02・ 03、 遺構内出土資料を中心に、縄文・弥生土器 547点 (実測 194点、拓本

353点 )、 古代土器 37点、石器類 385点 (う ち 267点実測未了)、 土製品 72点 となる。その他、玉類、金属

製品類、自然遺物類があるが、仕分けまでしか実施せず登録作業は未着手のまま次年度に引き継いでいる。

(2)平成 15～ 16年度の整理作業

(a)作業経過

平成 15年度の整理作業は、平成 15年 4月 1日 ～平成 16年 3月 31日 に作業員 12名で行った。調査員は、

10月 31日 まで 1名、11月 からは 2名である。

10月 10日 までは、野外調査と併行 しての整理であ り、基本的に作業員のみの作業を行つた。作業員 12名

で、7月 までは前年度整理作業を継続 し、遺構 トレース、土器 トレース (拓影合成 トレース含む)、 石器実
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皿 調査・整理の方法と経過

測・ トレースを行つた。8月 からは今年度出土遺物の水洗を行っている。

10月 14日 に調査員が引き上げてきてからも水洗を継続 し、11月 一杯 までかかった。12月 からは、8名で

土器の接合・復元、残 りの 4名で遺構内出土遺物の整理 (ト レースまで)を行い、3月 一杯で全て終了 した。

4名 は、遺構外の土・石製品の実浪1も 行っている。この間、調査員は遺構関係の整理作業を行い、図版、写

真図版作成のみ残 した。

平成 16年度の整理は、平成 16年 4月 1日 ～平成 17年 3月 31日 に調査員 1名 と作業員で行ったが、作業

員の人数は変動が大 きく、4月 は 5名、5月 前半は 13名、5月 後半～ 6月 前半 14名 、6月 後半～ 10月 は 15

名、11月 ～ 12月 は 11名 、1月 は 10名 、2月 ～ 3月 前半 9名、3月 後半 8名である。

4月 は、作業員数が少ないので、遺構の図版、写真図版の作成と土・石製品の実測を行った。調査員は前

段部分の原稿執筆を行っている。5月 ～ 6月 上旬は、調査員も併せて全員で石器の粗分類を行った。

6月 中旬～ 7月 一杯、作業員 9名で土器実測、4名で拓本を行い、拓本はそのまま 10月 一杯までかかった。

7月 からは遺物の写真撮影が始まって作業員 2名がその準備・補助を行い、11月 一杯までかかった。土器実

測を行っていた 9名のうち 3名は、8月 ～ 10月 一杯拓本土器の断面実測を行い、6名は9月 中旬まで石器の

細分類を行った。その後、1名 が断面実測に移 り、残 り5名で石器・石製品実測を lo月 一杯まで行った。調

査員は、この間実測図の点検、原稿執筆を行っている。

10月 からは、撮影補助の 2名 を除いて、3名が土器 トレース、5名が土器拓影合成 トレース、1名が遺物集

計表等の入力を行った (入力は 1月 一杯まで)。 写真撮影は 11月 一杯でほぼで終了したので、2名 は引 き続

き土製品、石製品、その他遺物の写真図版の作成を行った。土器関係の トレースは 12月 一杯で終了 したので、

1月 からは、4名がその他の遺物の トレースを行い、2名が土器図版の作成、2名が石器写真図版の作成、2

名が重量等の計測に入った。その他の遺物 トレースは、2月 中旬に終了し、そのまま図版作成に入った。各

自の作業終了後は他の作業を手伝い、その結果 3月 中旬に図版、写真図版の作成は終了したので、割付 を行っ

た後、収納に入った。調査員は、この間遺物観察表作成、原稿執筆を行つた。

(b)特記事項

①遺物の全体量と報告書掲載基準について

平成 14年度調査から引き継いだ分の詳細は、第Ⅵ章冒頭部分参照。平成 15年度の調査では、土器類 (30

×40× 30cmの コンテナ)163箱、石器類 (30× 40× 20cmの コンテナ)761箱、土製品が約 300点、石製

品が約 380点出土した。掲載基準は、概要を整理方針に後述したが、各遺物の組成および掲載基準の詳細は、

第Ⅵ章を参照いただきたい。

②整理方針について

金附遺跡調査の「セールス・ポイント」は、石器製作址、縄文時代晩期末～弥生時代初頭には比較的珍し

い大規模な捨て場、その厚い捨て場を層位的に調査したことであろう。報告書では、この三つの特長を生か

すべく、整理期間を考慮して、次のような整理方針を立てた。第一に、優先順位の高い方から、(1)土製品・

石製品等の数が少ない人工遺物→ (2)遺構出土遺物→ (3)捨て場出土遺物→ (4)その他とし、まず 1、 2

について。日よ原則として全点掲載、2は、遺構の数は少ないが伴出遺物も少ないので、形が復元できない土

器片については4× 4cm以上 (無文や地文のみのものは 10× 10cm以上)、 石器は原型がわかるものだけ掲載

し、残りは、土器については重量を、石器については器種を文章で記した。また、掲載方法は、図は図化す

る意義のあるものに限り、陶磁器小片や焼粘土塊等は写真のみで済ませた。さらに、石剣類の未成品は、数
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2 室内整理と報告書の作成

が多 く、1点 1点掲載する意味があるのかわか らないので、半分程度割愛 した。

第二。3の捨て場出土遺物のうち土器については、良好な層位的出土資料に恵まれず型式編年も十分に確

立されていない時期であり、本遺跡の資料が該期の土器型式編年に寄与するところ大と考えられること、さ

らに、土器以外の捨て場出土遺物の時期を推定するには出土層の形成時期を確定する必要があり、そのため

には土器の検討が不可欠で、その結果を客観的に示すためには、ある程度以上の量の提示が必要とされるこ

となどから、遺構出土と同様の扱いとした。ただし、文様を持たない口縁部以外の上器片については、器形

が復元できる以上のものを掲載した。

第三は、3の捨て場出土遺物のうち石器について。石器製作址としての性格を示すことが報告書作成の際

の重要点と思われたが、必ずしも図を多く掲載することがそれに繁がるわけでもない。そこで、まず分類と

点数を数えることを第一義として行い、これ以降は、整理期間と第一、二の方針との兼ね合いとした。

第四は、4のその他。土器で出上位置がはつきりしているもの (グ リッド出土)は、“できるだけ減らす方

針 "で、同じ時期のものは一つで代表させるようにした。 トレンチ等から出土した出上位置がはつきりしな

い土器は、“選ばない方針 Wで、他からの出土土器の中にない時期や型式のみ選んだ。石器は、器種分類して

数を数えただけで基本的に選んでいない。

第一、二、四については、ほぼ目的を達成したと思われるが、第三については全く不十分であつた。量が

多いため、粗分類だけでも、調査員と作業員約 14名 が朝から晩までへとへとになるまでやっても一ヶ月か

かってしまった。石器を理解するには属性表と計淑1表の作成がまず必要のようだが、残 り9ケ 月では表の作

成だけで終わってしまう。逆に、それだけのことをしても、その先に十分な成果が得られるか自信が持てな

い。結局、分類を代表する遺物の実測と一部石器の使用痕分析を委託するにとどまった。本当は属性表作成

も委託したかつたが、経費的にとても不可能であった。

大量に出土する縄文石器の整理方法というのは未だよく見えない(金子 1998)。 使用痕など特別な属性を

提示する場合以外に図は必要がないというのはわかつてきたが、それではどのように整理したら良いのか。

出土石器全点について属性表と計測表を作成するのか。それを提示した上で(あ るいは CD‐ROMの ような形

か)、 統計的な処理を中心とした分析結果を提示すれば良いのか。基礎となる一覧表が要らないなら、その分

析結果が正しいとする根拠はどうやつて示されるのか。図が要らないなら、属性の観察結果の妥当性は、ど

のように示せば良いのか。また、石器研究者のほとんどが一致を見て観察を必要とする属性とは何か。何を

見ればわかるのか。

石器研究者の話を聞いていると、報告書における石器の記述というのは、既に動植物遺体の記述になぞら

えるのが適当なくらい専門的になっている気がする。動植物遺体なら、通常そんなに大量に出土することは

ないし、大量の出土が予想される場合には、保存するか、それなりの予算措置をするか、事前に手が打てる

ので問題がないが、縄文石器は大量に出土するのが普通であり、これまで一般的な人工遺物と理解されてき

たので、委託に出すための高額の予算確保は理解されにくい。

また、大量に出土するなら、 “全頭検査"を避けて部分で全体を判断する統計的手法を欧米などでは使用

するはずであろうが、日本では理解されにくいし、その方法も開発されていない。逆に、動植物遺体は、自

然遺物なので全点の属性表は必要とされないようである。

何れにしろ、石器の場合は記述・報告というより分析研究という次元に既にあるような気がする。研究な

ら、個人の好きずきであリコストなど気にせず思う存分石器を観察できる。問題は、これを行政調査で行う

ことである。コストなど、もう少し現実に見合った報告書作成用の石器整理方法があっても良いような気が
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する。

ともあれ、今回は、分類を代表する一部石器の実測と一部石器の使用痕分析しかできなかった。報告者 (金

子)の怠慢であることは間違いない。お詫びするとともに、今後金附遺跡の石器を研究する個人、団体が現

れることを望むものである。

③遺構図版の点検・I多整について

平面図と断面図の照合等の図面点検は、現地で全て行った。合わない場合は計り直したが、どうしても合

わない場合やセクション・ポイントがないなどの不備は、そのままにし本文中にその旨記している。ただし、

1/20の縮尺で lmm(原寸では 2cm、 報告書では0.5mm)の違いについては誤差範囲とし、特にふれていない。

報告書に嘘を書いてはいけないという方針 (金子 1998ゃ。10、 13)に よるものであり、御容赦願いたい。

④遺物の接合・復元・注記について

土器は基本的に報告書に掲載したものだけに注記した。土製品、石器・石製品については、1点、1点別の

小袋にしまって、その袋に出土位置等を記載し、注記はしていない。石器素材剥片の接合は行っていない。

土器の接合は、約 15∬ のスペースで作業員約 4名が約4ケ 月行つた。原則として同じ袋、同じ遺構、同じグ

リッドの中でのみ試み、遺構間や異なるグリッドの間での接合は行つていない。出土土器のほとんど全てを

占める捨て場出土分については、第V章第 5節 (9)の遺物の整理・掲載方法に詳述。

⑤遺物の実測、拓本・トレースについて

遺物の実測・トレースは作業員が行い、それを調査員が点検した。特に石器については、調査員がよくわ

かっていない部分があるので、点検はタト形と不自然な点がないかに留めた。

(3)報告 書 につ い て

報告書の体裁は、基本的に既存の報告書に倣ったが、一部違うところがあるので、以下にそれを記す。最

も違うところは、遺構の記載と遺物 (特 に遺構内の遺物と遺構外の土器)の記載である。

①遺構図版の凡例について

本章末にある。

②遺構出土遺物の掲載・記載の位置について

遺構出土の遺物も第V章で掲載・記載しているが、遺構図版の後に遺構内遺物集成図として縮尺を落とし

てまとめてもいる (第 78図～第86図 )。 その代わり、遺物は次に述べるように出上位置に従って並べた。そ

の理由は、金子 (1998)の pp.15～ 16参照。

③遺物の分類・掲載順序について

遺物は、原則として、縄文土器や石器などのそれぞれの種類ごとに、出土位置の順 (遺構内→遺構外)に

並べており、遺構内、外それぞれ年度別に並べ (平成 14年度→平成 15年度)、 遺構外は、それぞれの年度ご

とに、はっきりしているもの→不明なもの、はっきりしているものはグリッドの若い方から順に並べている。

つまり、平成 14年の遺構内→平成 15年の遺構内→平成 14年の遺構外 (グ リッド順)→平成 15年の遺構外

(グ リッド順)である。

ただし、土製品・石製品は、全体像が見えにくくなるため、細別種類 (土偶など)を優先し、同じ種類の

中で、平成 14年の遺構内→平成 15年の遺構内→平成 14年の遺構外 (グ リッド順)→平成 15年の遺構外

(グ リッド順)と した。本来なら石器も同様に扱うべきだが、14年度と15年度の分類 。選別方法が大きく

異なるため、原型を全く失う形に混ぜてしまうことに躊躇したためである (分類記載自体は、15年度のやり
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方で行つているが)。

遺構外から出上 した土器を、型式学的分類ではなく出土位置によって並べた理由については、金子 (1998)

のpp.15～ 16参照。

④遺物の記載の仕方について

遺物の記載は基本的に観察表で行い、表に入りきらない場合や表の項目に当てはまらないことは本文中に

記し、その頁を表の「本文記載」という欄に記した。

⑤遺物図版の凡例について        ´

本章末にある。

⑥註・引用参考文献の掲載位置について

原則としてそれぞれの節の最後にまとめているが (例 えば、第 1節縄文土器)、 遺構の場合はかなり離れて

しまうので、当該遺構の最後に記した。

⑦本文、表、図版のレイアウトについて

原則として本文は本文、図版は図版とまとめている。報告書は通して読まれるということはほとんどない

と思われるので、“捜し易さ‖を優先すべきと考えたためである。

③様式の不統一な点について

第Ⅳ章と第V章の遺構の記述方法、遺物実測図の線の太さ (第Ⅵ章冒頭部分参照)な どに、前年度と次年

度で不統一な点がある。読みづらい点、お詫びしたい。前年度担当者の異動後に十分な話し合いの時間が持

てなかったのが主たる原因である。あえて変更して統一しなかったのは時間がなかったせいであるが、報告

書についての討議がほとんどといって良いほどなされない現状の中、両方の代表的な記載方法を一書の中で

比較して、どちらが読みやすいか比較してみるのも有意義と考えたためもある。今後の議論の高まりに期待

したい (金子 1998)。

参考文献

金子昭彦 1998「埋蔵文化財センターの考古学」『紀要』XⅧ (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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Ⅳ 平成 14年度の調査・遺構

1 調査結果の概要

①終了区域

〔東区Ⅲ層上面〕

土坑4基、溝跡6条 (古代以降)がある。土坑のうち1基は中世末期頃の上媛墓である (SK01)。

〔東区Ⅳa層上面〕

土坑2基、捨て場 1ケ所 (ST02)が ある。土坑のうち1基は中世末期頃の土墳墓で本来はⅢ層上面が検出

面となる (SK07)。 ST02は一部北区東端にまたがって南北方向の帯状に分布する。

〔東区Ⅳb層上面〕

土器棺墓1基 (sR02)、 風倒木痕 2ケ所がある。SR02 1よ ST02の南端に隣接し、同時期のものと捉えられ

る。

〔東区V層上面〕

土坑 31基がある。うち 1基 (SK68)は縄文晩期頃の土墳墓である。残る30基は縄文中期末～後期の年代

が想定され、フラスコ状土坑を含む (sK50)が、大部分は性格等不明の上坑である。

〔南東区Ⅲ層上面〕

土坑 1基、溝跡 4条 (古代以降)がある。溝跡は3条が平行し、土坑もこれらと接しており、一連のもの

と想定される。

〔南東区Ⅳc層上面〕

土坑 2基 (縄文晩期頃)がある。

〔南東区V層上面〕

土坑 5基 (縄文中期末～後期)がある。東区V層上面から分布が連続する。

〔中央区V層上面〕

JV・ JⅥ グリッドを中心に土坑 20基、焼土遺構 1基が分布する。出土遺物から見て縄文中期末～後期中

葉の時期の遺構が主体となる。フラスコ状土坑が複数含まれる。これらとやや離れて南西側のKⅦ グリッド

に土坑 5基がある。縄文晩期頃の土坑墓と思われるもの2基を含む。

〔北区〕

竪穴住居跡 1棟 (古代)、 土坑 4基 (縄文)、 溝跡 1条 (古代以降)、 火葬骨埋納遺構 (中 世か ?)、 Ⅳa層

捨て場 (ST03)が ある。

〔南西区〕

溝跡 1条 (SD08 近世)、 土器棺墓 1基 (sR01 縄文晩期末～弥生初頭)を精査した。縄文晩期末～弥生

初頭の捨て場 (ST01)は トレンチによる範囲の確認にとどまる。

②調査未了区域

〔東区〕

北東端の三角形の区域、約 500∬ はⅣc層除去まで終了し、V層上面での遺構検出が未了となる。

〔南西区〕
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l 調査結果の概要

基 1付近から南西側の区域、約 500ゴ はⅢ層上面の遺構精査途中、及びⅣ a層 の ST01の 分布状況を確認

途中段階で、ST01の精査は未着手 とな り次年度に持ち越す。

〔南東区〕

本年度野外調査終了後に新規に発掘対象区域に加わった部分である。

③調査経過

〔平成 14年度第 1次調査〕

4月 11日 に器材を搬入 して開始 した。まず調査区全域の試掘から着手する。 トレンチは 2m× 6～ 8m程

の規模で 13ケ 所設定 した。 トレンチの断面観察により、現況が平坦でありながら表上下位の状況が地点によ

り大きく異なっていることがわか り、全域の層序姑応関係を把握するのに時間を要 した。

4月 後半から東区用水際の一帝から重機によるⅡ層上半までの掘削を開始する。Ⅱ層下部には古代遺物を

包含する地点があるため人力により掘 り下げ、5月 にはⅢ層上面の遺構検出作業、遺構精査に入った。SK01

土坑他、複数の上坑、溝を検出し精査を行った。平行 して北区では調査区南壁側に沿い連続 したサブ トレン

チを入れた。東端では表土直下にST02捨て場の広が りを検出、中央部ではS101住居跡他、土坑等の検出、精

査を行う。北区西端ではⅢ層が厚 く堆積 してお り、この下位にあるST03捨て場の確認は7月 以降にずれ込む。

5月 末には東区Ⅲ層を重機により除去 し、下位の ST02捨 て場全体の検出、精査に入る。2mの小グリッド

に分割 し、西側の斜面上位から東に向かって掘 り進める。包含層の層厚は 20～ 30cm程度で、遺物包含密度

も極端には多 くなかったため、実質 10日 間程度で主要な部分の掘 り下げが終了する。同時に ST02の南側で

検出した土器棺墓 (SR02)の 精査を行う。なお 6月 14日 には北上市立照岡小学校からの申し出により、6年

生の社会科授業の一環として体験発掘を実施する。参加は児童 17名 、引率教員 1名で 6班に編成し、実質 2

時間をかけて ST02の掘 り下げ、遺物取 り上げを行つた。

ST02の精査と平行 して、5月 末～ 6月 第 1週にはⅢ層中位までで中断していた南西部の試掘 トレンチを拡

張、掘 り下げた。その結果、地表下 lm下位にⅣ a層包含層 (ST01)が極めて良好な状態で保存されている

ことがわかった。T8内サブ トレンチでは包含層の厚さが最大 1.3mに 達することを‡巴握 し、また T13内では

土器棺墓 (SR01)を 検出、精査する。6月 第 3週は ST01の範囲を掴むために トレンチ (TYl～ 9)を入れ、

最大 500だ の広が りを持つとの認識に至る。これらの状況から、今年度の予定期間、7月 末までの調査終了は

困難と判断し、6月 20日 に事業者、県教委生涯学習文化課と現地で協議を行い、南西部捨て場の調査を平成

15年度に廷期することに決定する。なお、南西区のⅢ層上面で検出していた大溝跡 (SD08)は上記の トレ

ンチ調査 と併行 して精査を行つた。

7月 中旬からは東区のⅣ b層除去、Ⅳ c層上面での検出作業、Ⅳ c層の人力と重機 を併用 しての掘 り下げ

を行う。また中央区の表土直下でV層が露出する一帝では、東区の作業と平行 して 7月 下旬にかけてV層上

面での遺構検出、精査に入る。7月 下旬から8月 上旬にかけては東区V層上面での遺構検出、精査を行う。東

区北部は時間切れのため次年度に持ち越 しとなる。

南西区で ST01が地表からlm下位で検出されたことを受け、北区西端でも中断 していたⅢ層下の確認作業

を7月 下旬に行う。この区域では地表から最大 2m20cm下 位にⅣ a層の上面が確認され、ST03捨 て場として

掘 り下げに着手 したが、調査区の幅が約 5mと 狭 く、安全面から可能な範囲での調査にとどめている。

7月 30日 には遺跡全域の空撮、8月 6日 に終了確認を行い、終了区域と未了区域が確定される。この後、

盆休みを挟んで、次年度に再調査する ST01捨 て場合域と東区北端の土嚢及びシー トによる養生を行い、8月
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Ⅳ 平成 14年度の調査・遺構

22日 に撤J又する。

なお、本年度調査では遺跡の核心部分 と見られるST01捨て場の調査が次年度に先送 りとなったため、現地

説明会は実施 していないが、下記の団体による見学の申し込みに対応 した。

6月 28日 、北上市ひまわり広場―行現地見学会 (10名 )。

8月 1日 、北上市埋蔵文化財センター野クト作業員一行現地見学会 (40名 )。

〔平成 14年度第 2次調査〕

10月 17日 、現地に調査機材を搬入 して調査開始、現場設営を行う。雨天続きのため実際の調査作業は 10

月 23日 に重機によるⅡa層除去から開始する。以下、工b層人力による掘 り下げ、Ⅲ層上面遺構検出・精査、

Ⅲ層重機による除去、Ⅳ a層上面遺構検出、Ⅳ a層人力による掘 り下げ、Ⅳ b層上面遺構検出、Ⅳ b層人力

による掘 り下げ、Ⅳ c層上面遺構検出・精査、Ⅳ c層重機による除去、V層上面遺構検出・精査、全体の断

面図・平面図実測、という経過で進めた。基本層序の層界では極力遺構検出に努めたが、実際にはⅢ層上面、

Ⅳ c層上面、V層上面での遺構検出となった。また遺物の包含の可能性を考慮 してⅡb層、Ⅳ a～ b層 を人

力により掘削したが、実際の遺物出土は僅少であった。11月 13日 には作業を終え撤収する。

2遺   構

(1)竪穴住居跡

北区で検出した古代の竪穴住居跡 (S101住居跡)1棟がある。

S101住居跡

遺 構 (第 15'16図、写真図版 9,10)

北区中央部、EⅣ ・Vグ リッドに位置する。調査区南壁側のサブ トレンチ内で確認してお り、南側の一部

とカマ ド煙出し孔の一部を破壊 してしまっている。検出面はV層上面である。

カマ ドが取 り付 く東壁狽1は残存状況が良い。ほぼ直線的に伸びてお り36m以上の長さが確認される。西

壁は北半で歪な状態で確認されるが、南半は削平により形状が不明瞭となる。ただし、調査区南壁断面では

住居西壁の立ち上が りと思われる段差を検出している。これから東壁までの長さを住居東西長 とすると最大

5.08m。 南北壁は調査区外側にありいずれも形状が不明である。調査区の幅から住居南北長は 482m以上 と

想定される。東壁の方位は N-9°‐E。

床面は北東側では概ね平坦であり、V層 中に設けられ硬化が著 しい。カマ ド手前部分は縄文時代の土坑 2

基 (SK05・ 06)を 埋め戻 して床面としている。この土坑との切 り合い部分を中心に2× 1.6m程 の範囲が 5

～ 10cm程落ち込む。南西側では西壁から続 く緩い段差が南東に向かい連続 し、床面が 2段となっている状態

である。

住居堆積土は基本的に3層 に分層され、水平に堆積する。1層 はにぶい黄褐色上でしまりが強い。2層 は均

質で爽雑物の少ない黒褐色土、3層 は褐色土ブロックと黒褐色土ブロックが斑状に含まれる暗褐色土である。

全体に炭化物細片が含まれる。

カマ ドは東壁の南よりに設置される。本体、燃焼部は確認できない。割 り貫き式の煙道が住居壁 と直交 し

て伸びる。先端に円筒形の煙出し孔があり、この側壁は全体が被熱により赤 く変色 している。煙道、煙出し

孔の内部には炭化物、焼土粒を含む層が堆積する。煙出し孔を含めた煙道全長は 1.19m、 煙道の直径は 25cm、

煙出し孔の直径は 60cm。
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2遺   構

柱穴で明確なものは確認できない。北側の東壁際に壁面を若千狭 り込むように掘 られた土坑がある。楕円

形で中央部が一段深 くなる。長径が 55cm、 床面からの深さは 20cmで、壁面側が 5cm以上狭れる。堆積土は

炭化物を含む黒褐色土である。

遺 物

第 78図 1・ 2の土器、1～ 4の上師器が出土。

土器は細片が約 50片 出土するが、大部分は弥生時代初頭の土器でありST03捨て場からの混入 と思われる。

遺構の時期を示すものとしては、カマ ド煙出し孔、住居堆積土から顎部に段を持ち内外面刷毛目調整の上師

器甕細片が出土 している。

小結 古代の竪穴住居跡である。まとまった出土遺物がなく時期の判断は難 しいが、前述の土師器より8世

紀頃の年代が考えられる。

(2)溝  跡

平成 14年度の調査で精査 した溝跡は SD01～ 12の合計 12条である。このうち SD07が北区、近世後半と

見られる SD08が南西区に位置する他は、東区、及び南東区の平坦面、及び斜面下部のⅢ層上面で検出して

いる。SD09～ 12は 第 2次調査での精査である。いずれも古代以降の溝跡だが出土遺物が少量もしくは皆無

で時期を明確にできるものはない。

SD01'青跡

遺 構 (第 17図、写真図版 30)

東区斜面下部、GⅧ グリッドに位置する。Ⅲ層上面検出。斜面方向に沿い東西に伸びる。延長は3.43m、 幅

は 60～ 43cm、 深さは最大 39cm、 走向は N-84°‐E。 断面形状は逆台形。堆積土は黒褐色土主体で均質である。

遺物の出土はない。

SD02溝跡

遺 構 (第 17図、写真図版 31)

東区平坦部、GⅧグリッドに位置する。Ⅲ層上面検出。東西に伸びる。延長は 2.28m、 幅は 32～ 18cm、 深

さは最大 12cm、 走向は N…84°―E。 断面形状は逆台形。堆積土は黒褐色土主体。遺物の出土はない。

SD03溝跡

遺 構 (第 17図、写真図版 31)

東区平坦部、HⅧグリッドに位置する。Ⅲ層上面検出。ほぼ東西方向に伸びる。延長は 2.46m、 幅は 29～

24cm、 深さは最大 10cm、 走向は N-70°…E。 断面形状は半円形。堆積土は黒褐色土主体で炭化物を含む。

遺 物

第 78図 3の土器が出土。

SD04溝跡

遺 構 (第 17図、写真図版 31)

東区斜面下部から平坦面にかけてのGⅧ～GⅨ グリッドに位置する。斜面方向に沿い東西に一直線に伸び
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Ⅳ 平成 14年度の調査・遺構

る。西側で SD05溝跡を北に分岐する。延長は H.85m、 幅は 81～ 18cm、 深さは最大 15cm、 走向は N-88°―W。

断面形状は逆台形。推積土は黒掲色土主体で掲色土ブロックが含まれる。

遺 物

第 78図 5の土師器が出土。5は杯破片で内面黒色処理がなされる。

SD05清跡

遺 構 (第 17図、写真図版 31)

東区斜面下部、GⅧグリッドに位置する。斜面裾に沿い南北に伸びる。南端は SD04溝跡に接する。延長

は 4.26m、 幅は 48～ 12cm、 深さは最大 20cm、 走向は N-12°ぃW。 断面形状は逆台形。堆積土は黒褐色土主体

で褐色土ブロックが含まれる。遺物の出土はない。

SD06溝跡

遺 構 (第 17図、写真図版 31)

東区北端、DⅧ～ DⅨグリッドに位置する。東西に伸びると思われるが一部のみの検出で全体は不明であ

る。検出長は 105m、 幅は 80～ 60cm、 深さは最大 40cm、 走向はN-84°―W。 断面形状は半円形。堆積土は暗

褐色砂質シル トである。遺物の出土はない。

SD07溝跡

遺 構 (第 18図、写真図版 31)

北区西側、EⅣ グリッドに位置する。中央微高地から西側に向かつて落ち込む斜面の上部を南北に横断し

て伸びる。検出長は 3.76m、 幅は 1.89～ 1.36“、深さは最大 46cm、 走向は N‐ 9°―E。 断面形状は逆台形。堆積

土は黒褐色土主体で炭化物、褐色土ブロックを含む。遺物の出土はない。なお南西区で検出した sD08溝跡

の延長上にあたり、連続する一連の溝であつた可能性が考えられる。

SD08溝跡

遺 構 (第 19図、写真図版 32)

南西区、LⅡ 'MI・ NⅡ グリッドにまたがって位置する。南西区で最も低 くなる南北方向の窪地に方向

を揃えて伸びる。検出長は 30。 92m、 幅は 5,4～ 4,17m、 深さは最大 83cm、 走向は N-13°‐E。 断面形状は逆台

形。プラン西側の輪郭は不規則な出入 りが見られる。底面はほぼ平坦となる。堆積土は暗褐色～褐色を呈す

る細砂 もしくは砂質シル トが主体となり、締まりは弱い。水成堆積の状況と考えられる。

遺 物

第 78図 7～ 9の土師器、6の須恵器、1の土製品、1・ 2の石製品が出土。

全体が下位の ST01捨 て場に位置 してお り、これから混入 したと見られる縄文時代末～弥生時代初頭の土

器片、及び石器類が相当数出上 している。また古代の土師器、須恵器が若千含まれる。遺構の年代に近いも

のとしては図版 244の 1～ 6の磁器片がある。

SD09溝跡

遺 構 (第 20図、写真図版 32)
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2遺 構

南東区平坦面、KⅨ～ LⅨグリッドに位置する。南端が SK70土坑に接 し、SD10溝跡を分岐して南北に仲

びる。延長は 57m、 幅は 55～ 36cm、 深さは最大 18cm、 走向は N-12°―E。 断面形状は逆台形。堆積土は炭化

物を含む黒褐色土でⅡb層 に相当する。遺物の出土はない。

SD10溝跡

遺 構 (第 20図 、写真図版 32)

南東区平坦面、LⅨ・Xグ リッドに位置する。西端が SD09溝跡に接 し、これと直交 して東西に伸びる。延

長は 5,37m、 幅は46～ 21cm、 深さは最大 15cm、 走向は N… 84°―W。 断面形状は逆台形。堆積土は黒褐色土で

Ⅱb層 に相当する。遺物の出土はない。

SDll溝跡

遺 構 (第 20図、写真図版 32)

南東区平坦面、LⅨ・Xグ リッドに位置する。西端が SK70土坑に接 し、北側の SD10溝跡 と平行して東西

に伸びる。東端は本年度の調査区外に出る。検出長は 554m、 幅は 84～ 50cm、 深さは最大 13cm、 走向は N‐

87°―W。 断面形状は浅い逆台形。堆積土はⅡb層 と同質の暗4rs色土である。遺物の出土はない。

SD12溝跡

遺 構 (第 20図 、写真図版 32)

南東区斜面下部、LⅨ グリッドに位置する。東西に伸び、両側が本年度調査区外に出る。北に 10cm程の間

隔を開けて SDll溝 跡 と平行 してお り、SK70土坑 とほぼ接する位置にある。検出長は 704m、 幅は 142～

0.56m、 深さは最大 24cm、 走向は N-86°‐W。 断面形状は逆台形。堆積土は炭化物を含む暗褐色土である。

遺 物

第 78図 10の上師器、3の土錘、鉄津が出土。

(3)土  坑

平成 14年度の調査で登録、精査 した土坑は SK01～ 77ま でで、このうち SK16は平面図記録の欠落があ

り欠呑とした。また SK57は 登録時点のミスにより当初から欠番である。従つて土坑の総数は75基 となって

いる。各土坑は東区の中央平坦部～斜面部を中心に分布するが、検出面は多様でありその年代 も幅がある。

また土坑の性格 も土媛墓、貯蔵穴と思われるフラスコ状土坑、性格不明のものなど一様ではない。ここでは

最初に検出面毎に概要を記 し、次いで個別の土坑について記載する。

〔Ⅲ層上面検出〕 SK01・ 02・ 03・ 04'70の 5基である。東区の斜面部付近にまとまって分布する。年代の

上限は平安時代と考えられる。土坑の性格が明確なのはSK01で、人骨、渡来銭で構成される副葬銭の出土

により中世末頃の土葬墓と判断できる。SK02は柱痕跡の存在により掘立柱建物跡の柱穴と判断できるが、

やや規模が大きいため土坑として精査を行つた。柱穴としての登録 (P。 )に は変更していない。なお周辺

に複数の柱穴状小ピットが開口しているが、建物には組めていない。

〔S101住居跡床面検出〕 古代の住居跡に切られるもので SK05'06の 2基が該当する。検出面からの年代は

下限が古代という点のみ確定できるが、長楕円形の形状、縄文晩期土器片の出土から縄文時代後期以降の上

墳墓ではないかと考えられる。
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Ⅳ 平成 14年 度の調査 。遺構

〔Ⅳa層上面検出〕 SK07・ 10の 2基がある。このうち SK07は 人骨、副葬銭の出土から中世末頃の土葬墓

と判断できる。本来の検出面であるⅢ層上面では気がつかず、検出できなかったものである。SK10はⅣ a2

層上面から掘り込まれ、Ⅳ al層 に覆われているため弥生時代初頭に年代が限定される。

〔Ⅳb層上面検出〕 土坑の検出はない。

〔Ⅳc層上面検出〕 南東部の SK71'72がある。両者とも小規模で遺構の性格は良くわからないが、縄文晩

期頃の遺構と考えられる。

〔V層上面検出〕 上記以外で合計 64基がある。区域によつては検出面と本来の掘り込み面に食い違いを持

つ可能性があるため、以下区域のまとまり別に概観する。

・東区平坦部 HⅧ・HⅨ ・IⅧ ・IⅨ ・JⅨ グリッドに位置し、SK42・ 43・ 46・ 47・ 48・ 55。 56・ 58・ 59・

61・ 62・ 64・ 65'66土坑の計 14基が該当する。この区域はⅣ c層の堆積が一定の層厚となってお り、検出

ミスを除けば本来の掘 り込み面がV層上面であったと考えられる。年代は縄文中期末～後期中葉前後に押さ

えられよう。土坑の形状、規模は様々でその性格を判断できる材料を欠 く。V層上面の起伏や植物根による

攪乱を誤認しているものが含まれる可能性 もある。SK65は 2m以上の規模を持つが、これは風倒木痕の一部

かも知れない。

・東区斜面下部 HⅧ・IⅧ ・JⅧ グリッドに位置する SK44・ 45。 49・ 60・ 63の 5基が該当する。層準の状

況としては東区平坦部とほぼ等 しい地点であり、遺構の内容も同様である。

・東区斜面上部 IⅧ ・Ⅷグリッドに集中してお り、SKll・ 17～ 20・ 50～ 54・ 67～ 69の 13基が該当する。

この区域はⅣ a層の分布が途切れる ST02の 南西限付近にあたり、同様にⅢ層、Ⅳ b層、Ⅳ c層 も途切れが

ちとなる。検出面よりも本来の掘 り込み面が上位に位置していた可能性を否定できない遺構を含んでいる。

遺物の出土は SK68以外になく、時期決定は難しいが縄文後期～晩期、ないし弥生時代初頭にかけてのもの

と思われる。形状は SK50の フラスコ状土坑があるが、他は皿状に窪む楕円形等が主となり東区平坦部のよ

うに自然現象による撹乱等を誤認 したものを含む恐れがある。SK68は長楕円形で一端に赤色顔料を散布 し

た土媛墓である。時期の詳細は不明だが縄文晩期前後と考えられる。

・南東区平坦部 第 2次調査で検出した、KⅨ・LⅨ グリッドの土坑で、SK73～ 77の 5基が該当する。Ⅳ

c層の堆積が良好な場所で、年代は縄文中期末～後期中葉前後に限定 して良いかと思われる。北に隣接する

東区平坦部と同様に不定形で浅いものが主となり、植物根による攪乱を含む恐れがある。SK73は長軸 3mを

超えるもので底面付近に焼土ブロックの堆積が見られるが、遺構の性格は不明である。

。中央区平坦部 大グリッドではIⅥ ・JV・ JⅥ ・KV・ KⅥ ・KⅦグリッドにまとまって分布する、SK12

～ 15。 21～ 41土坑の 25基が該当する。この区域は表土 I層直下でほぼV層が露出する場所にあたり、Ⅱ層

～Ⅳ c層が大幅に削平を受けているものと考えられる。そのため、遺構によっては本来の掘 り込み面がV層

より上位に位置するものを含んでいる可能性がある。年代の上限は縄文中期末と押さえられるが、下限は不

明である。これらの土坑にはSK27・ 30・ 32の フラスコ状土坑、円筒形に掘 り込まれ深さが50cmを 超えるSK29

といった貯蔵穴としての性格が想定される土坑が含まれる。SK29・ 30・ 31'32等 からは縄文後期中葉の土

器、土偶等の出土があり、この時期の集落に伴う貯蔵穴がある程度まとまって構築されていた区域 と考えら

れる。前述のように本来の土坑の深さが現状より大きい数値だったとすれば、これら以外にも同様な遺構が

含まれているかも知れない。SK12・ 21は楕円形の平面形状で、SK12に は赤色顔料、SK21か らは石鏃の出

土があり、縄文晩期前後の時期の上墳墓ではないかと考えている。

・北区 V層上面の検出土坑は SK08・ 09の 2基がある。Ⅳ c層の堆積が良好な地点であり、検出面から縄
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文中期末～後期前葉前後の年代が想定される。遺構としては不定形で出土遺物 もなく、性格は判断し難い。

V層上面の起伏や植物根による攪乱を誤認 した可能性 もある。

SK01=上坑

遺 構 (第 21図、写真図版 11)

東区中央平坦部、HⅧグリッドに位置する。検出面はⅢ層上面。平面形状は若千歪な長方形で規模は長径

145cm、 短径 105cm、 深さ 26cm。 主軸方位は N‐ 3°‐W。 断面形状は逆台形を呈 し、壁面は急傾斜で立ち上がる。

底面の中央部は堅 く締まりほぼ平坦である。堆積土は炭化物を含む黒褐色上の 1層 と褐色土ブロックを含む

暗褐色土の 2層 に区分される。人為的に埋め戻 した状態と捉えられる。

中央部からは埋葬された人骨 1体分、及び副葬銭が出土 している。人骨は北頭位で顔面を西に向けた仰臥

屈葬と判断される。人骨の保存状況は全体に不良だが頭骨、下顎の一部、四肢骨の一部、腰骨が部分的に原

位置を保つた状態である。歯列の保存状況は良好で上下臼歯列が確認できた。副葬銭は中央部と南側の2箇

所からまとまって出土 した。中央部は胸の位置付近で永楽通宝 2枚、同 4枚がそれぞれ密着 した状態となっ

ている。南側は下肢の位置に相当し洪武通費、永楽通宝が 1点ずつ確認される。銭貨以外では鉄製品の破片

が埋土中に 1点あるが器種不明で副葬品かどうかは判断できない。

遺 物

第 78図 1～ 8の古銭が出土。

人骨 (写真図版 360、 第 4表 )

歯式は次の通 りである。咬耗が進んでお り、壮年～老年の個体であろう。

76 43

765432

小結 本土坑は渡来銭のみからなる副葬銭、焼成を受けていない人骨の状態から見て、寛永通宝鋳造以前、

中世末期の土葬墓と考えられる。

SK02:上坑

遺 構 (第 21図、写真図版 11)

東区中央平坦部、FⅧ グリッドに位置する。検出面はⅢ層上面。平面形状は若干歪な方形で規模は長径 91cm、

短径 86cm、 深さ 23cm。 主軸方位は N-80°―E。 断面形状は浅い逆台形で、壁面は急傾斜で立ち上がる。底面は

ほぼ平坦である。堆積土は炭化物を含む黒4r5色土の 1層 と暗褐色土の 2層 に区分される。人為堆積かどうか

は判断できない。北東側の壁面付近、及び底面の壁際にかけて焼土粒、炭化物が集中している。現地性の焼

土ではなく、二次的に移動 して堆積 した焼土ブロックである。遺物の出土はない。

〔小結〕 本土坑は検出面から古代以降の年代が考えられる。堆積土に焼土を含むが土坑の機能と関わるか

どうかは不明である。

SK03三上坑

遺 構 (第 21図、写真図版 H)

東区北側平坦部、FⅧグリッドに位置する。

短径 56cm、 深さ 45 5cm、 主軸方位は N-55°―E。

検出面はⅢ層上面。平面形状は歪な楕円形で規模は長径 66cm、

断面形状は円筒形を呈 し、壁面は急傾斜で立ち上がる。底面
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Ⅳ 平成 14年度の調査・遺構

は北東側がやや浅 くなる。堆積土は炭化物を含む黒褐色土の 1層 と、中心よりやや西狽1に底面付近まで落ち

込む炭化物を含んだ黒色上の 2層、暗褐色土の 3層 に区分される。1・ 2層が柱痕跡、3層 は埋め戻 し土と思

われる。

遺 物

第 78図 4の上器、1の石器が出土。

底面よりやや上位の北東壁面付近から円礫 と砥石が出土 した。

小結 本土坑は検出面から古代以降の年代が考えられる。断面の状態から柱穴と判断されるが、他の柱穴と

の組み合わせが不明で建物には組めていない。

SK04■坑

遺 構 (第 21図、写真図版 12)

東区南側斜面上部、KⅧ グリッドに位置する。検出面はⅢ層上面。平面形】犬は円形で規模は長径 47cm、 短

径 44 5cm、 深さ 30cm。 断面形状は情鉢形である。堆積土は焼土粒、炭化物、焼骨細片、及び 2層土起源のブ

ロックが含まれる暗赤褐色土の 1層 と、少量の焼土粒と焼骨の微細破片をわずかに含む黒褐色土の 2層から

なる。層界は混入物の差で捉えられる。1層下部に少量の焼成を受けた粘土ブロックが見受けられる。lt積

土全体を通して焼土粒、焼骨細片が混入 しているが、遺構底面、及び壁面には焼成の痕跡は見られない。遺

物の出土はない。

小結 本土坑は検出面から古代以降のものと考えられる。堆積土中に焼土粒や焼骨が存在することから、削

平により消失 した竪穴住居跡に関わる諸施設、貯蔵穴、カマ ド煙道等の残存部の可能性が考えられる。

SK05三上坑

遺 構 (第 22図、写真図版 12)

北区中央、EV・ FVグ リッドの境界に位置する。土坑全体が S101住居跡に切られてお り、検出面は住居

床面である。平面形状は楕円形で長径 117cm、 短径 68cm、 深さ 33cm、 主軸方位は N-85°―E。 断面形状は皿形

を呈 し、壁面は緩やかに立ち上がる。堆積土は概ね締まりの弱い黒褐色土と捉えられたが、調査手順の手違

いにより記録を欠 くため、詳細は不明である。内部からlo～ 20cm大の角礫、亜角礫が 10個前後、密接する

ように出土している。ほぼ底面に接 してお り、土坑底面を覆うように人為的に配置された可能性、もしくは

土坑上部の配石に由来 し陥没により落ち込んだものの可能性が考えられる。

遺 物

第 78図 2の石器が出土。

小結 検出面から古代以前の上坑であり、形状から見て縄文時代後半期～弥生時代の土墳墓の可能性がある

が、埋葬遺体、副葬品等の判断材料はなく確実ではない。

SK06三上坑

遺 構 (第 22図、写真図版 12)

北区中央、EV・ FVグ リッドの境界に位置する。前述 した SK05土坑の南側至近距離にあり、同様に S101

住居跡に切られる。また南東隅の一部は調査区外に伸びる。検出面は住居床面。平面形状は長楕円形で長径

200cm、 短径 57cm、 深さ 20cm、 主軸方位は N-52°―W。 断面形状は浅い皿形を呈 し、壁面は緩やかに立ち上が
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る。底面は平坦だが中央からやや南東側は一段深 く掘 り込まれている。堆積土は炭化物、褐色土ブロックを

含んだ黒褐色土の単層である。

遺 物

第 78図 5の土器が出土。堆積土内から縄文時代後期中葉と思われる土器片が出土 した。

小結 形状から見て、SK05土坑と同様に縄文時代後半期～弥生時代の土壊墓の可能性がある。SK05と 堆積

土、規模等が類似 してお り、同時期のものではないかと見られる。

SK07二上坑

遺 構 (第 22図、写真図版 12)

東区中央斜面下部、IⅧ グリッドに位置する。検出面はⅣ a層上面だが、掘 り込み面はⅢ層上面以上になる。

平面形状は隅丸長方形で、長径 88cm、 短径 65cm、 深さ 14cm、 主軸方位は N-2°―E。 断面形状は皿形を呈 し、

壁面はタト傾 して立ち上がる。底面は概ね平坦。堆積土は黒褐色土の単層である。

遺 物

第78図 9の古銭が出土。北側底面付近から永楽通宝が出土 している。人骨と思われる骨細片の出土 もある

が、保存状況は不良で部位は不明、出土位置も記録できなかった。

小結 本土坑は出土遺物から中世末期の上媛墓と考えられる。

SK08三上坑

這 構 (第 22図、写真図版 13)

北区東側、FⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 126cm、 短径 88cm、 深

さ 12cm、 主軸方位は N-22°―W。 断面形状は浅い皿形を呈 し底面中央にやや凹凸がある。壁面は緩やかに立ち

上がる。堆積土は褐色土ブロックを含んだ暗褐色土の単層である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期と考えられる。遺構の性格は不明。

SK09E上坑

遺 構 (第 22図、写真図版 13)

北区東側、FⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形は歪な楕円形で長径 81cm、 短径 30cm、 深

さ 20cm、 主軸方位は N-71°―E。 断面形状は概ね皿形を呈 しているが、底面は若干起伏がある。底面から壁面

にかけて緩 く立ち上がる。堆積土は炭化物を含む暗褐色上の 1層のみ。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面からSK08土坑と同様に縄文中期末～後期 と考えられる。遺構の性格は不明。

SK10土坑

遺 構 (第 22図、写真図版 13)

東区南側斜面下部、KⅨ グリッドに位置する。南半は第 2次調査で精査を行つた。検出面はⅣ a2層上面。

平面形状はやや歪んだ楕円形で長径 126cm、 短径 H4cm、 深さ 37cm、 主軸方位は N-55°―E。 断面形状は逆台形

を呈 し、壁面は東側の一部で上半の傾斜が緩 くなる部分を持つが、全体としては一定の傾斜で立ち上がる。

底面は4FIね平坦である。堆積土は災化物を含む暗褐色土の 1層 と、やや粗粒な暗褐色土の 2層からなる。な

お、Ⅳ al層 の褐色土は本土坑を覆う。
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Ⅳ 平成 14年度の調査・遺構

遺 物

第 78図 6の縄文後期の土器片が出土 している。

小結 本土坑の時期は検出面から見て縄文晩期末から弥生時代初頭に限定される。遺構の性格は不明。

SKll土坑

遺 構 (第 23図、写真図版 13)

東区中央斜面上部、IⅦ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状はほぼ円形で長径 102cm、 短径

96cm、 深さ 23cm。 断面形状は浅い円筒形で壁面は垂直に立ち上がる。底面は概ね平坦である。堆積土は炭化

物と焼土粒の混入する 1層 と焼土粒を含み締まりの弱い 2層からなる。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降、弥生時代初頭にかけての年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK12土坑

遺 構 (写真図版 14)

中央区南側平坦部、KⅦ グリッドに位置する。検出面はV層上面。歪んだ楕円形のプランを検出し、北西

側の端に赤変する部分を確認 した。赤色顔料が散布されている土墳墓の可能性を考慮 し、半裁、掘 り下げを

行ったが、断面では堆積土と地山の区別がつかず底面と壁面が把握できなかった。このため完掘記録を欠 く。

検出時点でのプランでは c字状に近い楕円形で、規模は長径 157cm、 短径 82cm、 深さは不明、主軸方位は N―

60°―W付近となる。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。赤色顔料の分布から見て土墳墓の可能性が

あるが精査では判断がつかなかった。

SK13土坑

遺 構 (第 23図、写真図版 14)

中央区南側平坦部、KⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 122cm、 短径

73cm、 深さ 20cm、 主軸方位は N-63°―E。 断面形状は皿形。壁面は緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。

堆積土は褐色土ブロックを少量含む暗褐色土単層である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK14土坑

遺 構 (第 23図、写真図版 14)

中央区南側平坦部、KⅦ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 90cm、 短径 58

cm、 深さ 20cm、 主軸方位は N-7°‐E。 断面形状は逆台形。壁面はIFIね緩 く内湾して立ち上がる。底面はほぼ平

坦。堆積土は均質な細砂質の暗褐色土主体で、底面に酸化鉄層が形成される。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK15土坑

遺 構 (第 23図、写真図版 14・ 15)

中央区南側平坦部、KⅦ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 102cm、 短径
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68cm、 深 さ 29cm、 主軸方位は N‐ 15°―E。 断面形状は壁面が急傾斜で立ち上がる逆台形を呈する。底面は概ね

平坦。堆積土は黒掲色土ブロックを少量含む暗褐色土単層である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定 される。遺構の性格は不明。

SK16土坑

東区 IⅧ グリッド付近に位置 してお り、V層上面で検出 し登録 したが、精査手順のミスにより実測・写真

記録を欠 き詳細が不明となって しまったため、欠番扱い とする。メモ記録 を参照すると径 lm未満の楕 円形

を呈する小規模な土坑であ り、遺物出土はない。

SK17土坑

遺 構 (第 23図、写真図版 15)

東区中央斜面上部、IⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状はプランに出入 りのある不整

形を呈 し、規模は長径 160cm、 短径 128cm、 深さ 16cm。 断面形状は皿形で底面は平坦。壁面は概ね外傾 して

立ち上がる。堆積土は褐色土ブロックを含む黒褐色上である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降弥生時代初頭にかけての年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK18土坑

遺 構 (第 23図、写真図版 15)

東区中央斜面上部、IⅧ グリッドに位置する。南側で SK19土坑を切る。検出面はV層上面。平面形状は楕

円形で長径 80cm、 短径 56cm、 深さ 22cm、 主軸方位は N-77°中WO断面形状は逆台形を呈 してお り、壁面は西

側に段を持つ。底面は概ね平坦。堆積土はシル ト質の黒褐色土である。全体的に均質だが、下半は暗褐色に

漸変する。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降弥生時代初頭にかけての年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK19土坑

遺 構 (第 23図、写真図版 15)

東区中央斜面上部、IⅧ グリッドに位置する。SK18土坑に北側で切られる。検出面はV層上面。平面形】犬

は残存部分から見て長楕円形を呈 し長径 138cm以上、短径 64cm、 深さ23cm、 主軸方位は N-34°一E。 断面形状

は概ね皿形だが南西端が一段深 く掘 り込まれる。壁面は緩 く立ち上が り、底面は概ね平坦である。堆積土は

褐色土ブロックを含む黒褐色土である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降弥生時代初頭にかけての年代が想定される。遺構の性格は不粥。

SK20三上坑

遺 構 (第 24図、写真図版 16)

東区中央斜面上部、IⅦ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状はほぼ円形で長径 58cm、 短径

50cm、 深さ 31cm。 断面形状は南西側に段はあるものの概ね壁面がなだらかに立ち上がる橋鉢形を呈する。堆

積土は全体に均質な黒褐色土単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降弥生時代初頭にかけての年代が想定される。遺構の性格は不明。
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Ⅳ 平成 14年度の調査・遺構

SK21 EL坑

遺 構 (第 24図、写真図版 16)

中央区中央平坦部、KⅧ グリッドに位置する。調査開始時点で入れた試掘 トレンチにより南西側半分を掘

り過ぎてしまい、 トレンチ壁面で遺構の存在に気付いた。平面的な検出面はV層上面。平面形状は残存する

部分から楕円形と推定。長径 122cm、 短径 77cm、 深さ 14cm、 主軸方位は N-72°―W付近と見られる。断面形】犬

は浅い逆台形を呈 している。壁面は平坦な底面から概ね緩やかに立ち上がるが傾斜の強い部分もあリー定で

はない。堆積土は暗褐色土の単層である。

遺 物

第 78図 3・ 4の石器が出土。中央と南東偵1に各 1点の石鏃が出土 している。出土レベルは底面より数cm上

位にある。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。形状が楕円形を呈する点、石鏃が 2点出土

する点から、縄文晩期頃の土壊墓の可能性 も考えられる。

SK22 E上 坑

遺 構 (第 24図、写真図版 16)

中央区南西側平坦部、JⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形で長径 94cm、 短径 87

cm、 深さは 55cm。 断面形状は北東側が深 く落ち込み、壁面は徐々に傾斜を強めて立ち上がる。底面は平坦な

部分もあるが北東側で落ち込む。堆積土はしまりの強いにぶい責褐色土が主体。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK23■坑

遺 構 (第 24図、写真図版 16)

中央区南側、KⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 170cm、 短径 94cm、

深さ 42cm、 主軸方位 N-71°―W。 断面形】犬は逆台形で壁面は緩 く立ち上がる。底面には若子の起伏があり東側

がやや下がる。堆積土は底面に明褐色土の 3層が広が り、上位に 3層上のブロックを多量に含む僅かに彩度

の強い明褐色の 4層 、にぶい黄褐色土の 2層、掲色土の 1層 で構成される。全体にレンズ状の層界で自然堆

積と考えられる。

遺 物

第 78図 7の縄文後期中葉の上器片が堆積土中より出土 している。

小結 本土坑は検出面、出土遺物より縄文後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK24二上坑

遺 構 (第 24図、写真図版 17)

中央区平坦部、JⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は長楕円形で長径 190cm、 短径 76cm、

深さ 27cm、 主軸方位は N-66°―W。 断面形状は逆台形で壁面の立ち上が りは急傾斜。底面は平坦。堆積土はに

ぶい責褐色土主体である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。
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SK25三上坑

遺 構 (第 24図、写真図版 17)

中央区平坦部、JⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形で長径 90cm、 短径 82cm、 深

さ 19cm。 断面形】犬は逆台形で壁面は急傾斜で立ち上がる。底面はやや起伏があるものの411ね平坦である。

堆積土はにぶい黄褐色土が主体となる。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK26三上坑

遺 構 (第 25図、写真図版 17)

中央区平坦部、KⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 70cm、 短径 55cm、

深さ 15cm、 主軸方位はN-3°―E。 断面形状は皿形で底部中央から緩 く立ち上がる。堆積土は細砂ブロックが少

量混入するにぶい黄褐色土である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK27二上坑

遺 構 (第 25図、写真図版 17)

中央区平坦部、JⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状はやや歪な円形で断面形状はフラ

スコ状となる。底面は皿状に中央が窪み、括れ部分から上部が浅 く広がる。規模は開口部径が 138× 106cm、

底面径 108× 102cm、 深さ 74cm。 堆積土は最下層に炭化物と褐色土ブロックを含む暗褐色土、中位にほぼ水

平に堆積する褐色土層、上半に砂質の褐色土層に区分される。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。いわゆるフラスコ状土坑であり貯蔵穴と考

えられる。

SK28三上坑

遺 構 (第 25図、写真図版 18)

中央区平坦部、JⅥグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 80cm、 短径 67cm、

深さ 25.5cm、 主軸方位は N-56°―W。 断面形状は逆台形で壁面は一定の傾斜で立ち上がる。底面は平坦である。

堆積土は炭化物を含む褐色上が主体となる。

遺 物

縄文晩期と思われる土器片が少量出土 した。

小結 本土坑は検出面と出土遺物から縄文晩期の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK29二上坑

遺 構 (第 25図、写真図版 18)

中央区平坦部、JⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形で長径 85cm、 短径 78cm、 深

さ 55cm。 断面形】犬は円筒形で壁面は平坦な底面から急傾斜で立ち上がる。堆積土は褐色上の 1層、炭化物を

含む暗褐色土の 2層、明褐色土の 3層、1層土より彩度が若千強い褐色土の 4層 に区分される。

遺 物
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Ⅳ 平成 14年度の調査・遺構

第 78図 8の縄文後期中葉の土器片が堆積土中から、焼成粘土塊、土坑底面の 3箇所から琥珀原石破片が出

土 している。

小結 本土坑は検出面、出土遺物から縄文後期中葉の年代が想定される。円筒形を呈することから貯蔵穴の

可能性がある。

SK30三上坑

遺 構 (第 25図、写真図版 18)

中央区平坦部、JⅥグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形、断面形状は円筒形 となる。

底面は皿状に中央が窪み、壁面はほぼ垂直に立ち上がるが、南側ではオーバーハングしておリフラスコ状に

近い。規模は開口部径が H4× 106cm、 底面径 100× 94cm、 深さ 69cm。 堆積土は褐色上の 1・ 3層 と炭化物

を含むにぶい責褐色土の 2層からなる。

遺 物

第 78図の縄文後期中葉の土器 9～ 13、 剥片石器 5・ 6が出上 している。

小結 本土坑は検出面、出土遺物から縄文後期中葉の年代が想定される。いわゆるフラスコ状土坑に近い形

状であり、貯蔵穴と考えられる。

SK31:上坑

遺 構 (第 25図、写真図版 18)

中央区平坦部、JⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形で長径 114cm、 短径 102cm、 深

さ 17cm。 北西側で柱穴状ピットP85に 切られる。断面形状は皿形を呈 してお り、平坦な底面から緩やかに外

傾 しながら壁面が立ち上がる。堆積土は褐色土の単層である。

遺 物

縄文後期前葉～中葉の土器片が出土している。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK32 E上 坑

遺 構 (第 26図、写真図版 19)

中央区平坦部、JⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形。断面形状は平坦な底面か

ら垂直に近い立ち上が りで壁面中位がわずかに括れるフラスコ状 となる。規模は開口部径が ■8× 108cm、

底面径 107× 90cm、 深さ 112cm。 堆積土は褐色土、にぶい責掲色土が主体 となり、底部付近に壁面の崩落ブ

ロックと思われる責褐色土層が見られる。層界は中央が下がるレンズ状を呈 し自然堆積 と考えられる。

遺 物

第 78図 14の土器、5～ 7の土製品が出土。

底面から縄文時代後期中葉の土偶と土器片が出土 している。

小結 本土坑は検出面、出土遺物から縄文後期中棄の年代が想定される。フラスコ状を呈 してお り貯蔵穴と

考えられる。完形に近い土偶の出土が特筆される。

SK33■J尤
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遺 構 (第 26図、写真図版 19)

中央区平坦部、KVグ リッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は歪な楕円形で長径 138cm、 短径

118cm、 深さ 23cm、 主軸方位は N-3°―W。 断面形状は底面中心部に向けて開口部から緩やかに落ち込む皿形を

呈する。底面北側と中央にそれぞれ柱穴状の落ち込みがある。北側は径 56cm、 深さ 1 5cl■、中央付近狽1は径42

cm、 深さ 28cm。 堆積土は黄褐色土ブロックが少量入るにぶい黄褐色上が主体となる。

遺 物

堆積土中より縄文中～後期と思われる土器ネ田片が出土 している。

小結 本土坑は検出面、出土遺物より縄文中期末～後期の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK34三上坑

遺 構 (第 26図、写真図版 19)

中央区平坦部、JVグ リッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は歪な円形で長径 102cm、 短径 94cm、

深さ 34cm。 断面形状は浅い円筒形で多少起伏のある底面から壁面が急傾斜で立ち上がる。堆積土は褐色土

ブロックと炭化物を少量含む暗褐色土からなる。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK35二上坑

遺 構 (第 26図、写真図版 20)

中央区平坦部、JVグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形で長径 76cm、 短径 65cm、 深

さ 29cm。 断面形状は逆台形を呈 し平坦な底面から壁面が急傾斜で立ち上がる。堆積土はしまりの弱い暗褐

色土の 1層 と、それよりやや明るい色調の暗掲色± 2層 に区分される。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK36三上坑

遺 構 (第 26図、写真図版 20)

中央区平坦部、JⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形で長径 123cm、 短径 ■Ocm、 深

さ 13cm。 断面形状は皿形を呈で底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は炭化物を多 く含む暗褐色上の単層。

遺 物

弥生時代初頭と思われる土器片が少量出土 している。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK37三上坑

遺 構 (第 27図 、写真図版 20)

中央区平坦部、JVグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形で長径 86cm、 短径 82cm、 深

さ 12cm。 断面形状は皿形を呈してお り、僅かな起伏のある底面から緩やかに立ち上がる。堆積土は炭化物を

含む暗褐色上の単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。
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SK38三上坑

遺 構 (第 27図、写真図版 20)

中央区平坦部、JVグ リッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は隅九方形で長径 68cm、 短径 66cm、

深さ 28cm。 断面形状は逆台形を呈 し、平坦な底面から壁面が急傾斜で立ち上がる。堆積土は褐色土旗や炭化

物を含む暗褐色土単層である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK39■坑

遺 構 (第 27図、写真図版 21)

中央区平坦部、IⅥ グリッドに位置する。調査開始時点で入れた試掘 トレンチにより南西側の一部を掘 り

過ぎてしまい、 トレンチ壁面で遺構の存在に気付いた。平面的な検出面はV層上面。残存部でみると平面形

状は楕円形 と思われ、長径 130cm以上、短径 133cm、 深さ 21cm。 断面形状は皿形を呈 し、僅かに起伏のある

底面から壁面は緩やかに立ち上がる。堆積土は炭化物を多 く含む黒褐色上の 1層 と、下部に堆積する暗褐色

と褐色の砂質シル トブロックで構成される。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK40 E上 坑

遺 構 (第 27図、写真図版 21)

中央区平坦部、JVグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形で長径 58cm、 短径 52cm、 深

さ 24cm。 断面形状は逆台形を呈 し、平坦な底面から直線的に立ち上がる。堆積土は炭化物を含む暗褐色上の

単層で構成される。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK41 E上 坑

遺 構 (第 27図、写真図版 21)

中央区平坦部、IⅥ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状はやや歪な楕円形で長径 136cm、 短

径 80cm、 深さ 20cm、 主軸方位はN-24°―W。 断面形状は逆台形を呈 し、底面は南西側が若干低 くなり、急傾斜

で立ち上がる。堆積土は戊化物を含む暗掲色土の 1層 と、遺構下部から北東側上部まで炭化物、及び暗褐色

土ブロックを含む褐色土の 2層 に区分される。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK42三上坑

遺 構 (第 27図、写真図版 21)

東区中央平坦部、JⅨ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形、長径 106cm、 短径 80

cm、 深さ 20cm、 主軸方位はN-14°―W。 断面形状は逆台形を呈 し、壁面は外傾 し立ち上がる。底面は概ね平坦

だが南側にやや下がる。堆積土は褐色土粒を含む黒褐色土の単層からなる。

遺 物

第 78図の縄文時代後期中葉の土器片 15～ 20が堆積土中から出土 している。
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小結 本土坑は検出面、出土遺物より縄文後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK43三上坑

遺 構 (第 28図、写真図版 22)

東区中央平坦部、IⅨ グリッドに位置する。検出面はV層上面。調査時の手違いにより南狽1の一部を掘 り

すぎてお り、本来の形状は確実ではないが楕円形と思われる。規模は長径 174cm、 深さ 30cm、 主軸方位は N―

84°―W付近。断面形状は皿形を呈するが、底面に大きな起伏がある。壁面は急角度で外傾 しながら立ち上が

る。堆積土は焼土粒が集中する赤掲色上の 1層 、焼土粒 と炭化物を含む暗褐色土の 2層 、炭化物を含む暗褐

色土の 3層 に区分される。壁面、及び底面に焼成の痕跡がみられないため現地性のものとは考えにくい。遺

物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK44三上坑

遺 構 (第 28図 、写真図版 22)

東区南側斜面下部、JⅧグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は南東側がやや張 り出す楕円

形で長径 126cm、 短径 101cm、 深さ 3 1cm、 主軸方位は N-69°―E。 断面形状は皿形を呈 しており、底面東側に起

伏をもち、壁面は急傾斜で立ち上がる。堆積土は炭化物を含んだ暗褐色上の単層でⅣ c層下部の層相に類似

する。自然堆積と考えられる。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK45二上坑

遺 構 (第 28図 、写真図版 22)

東区南側斜面下部、JⅧグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は円形で長径 70cm、 短径 64cm、

深さ 20cm。 断面形状は皿形を呈 し、底面は東側に傾斜する。壁面は緩やかに立ち上がる。堆積土は炭化物を

含んだ暗褐色上の単層でⅣ c層下部の層相に類似する。自然堆積 と考えられる。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK46三上坑

遺 構 (第 28図 、写真図版 22)

東区南側平坦部、JⅨ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は不整形で長径 114cm、 短径 78cm、

深さ 26cm、 主軸方位は N‐ 12°‐E。 北側に径 46cm程の落ち込み部分がある。断面形状は底面に起伏はあるが皿

形を呈する。壁面は概ね緩やかに立ち上がる。堆積土は黒褐色上の 1層、褐色土ブロックが混入する暗褐色

上の 2層 に区分される。褐色土ブロックの入 り方から人為堆積と思われる。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK47三上坑

遺 構 (第 28図、写真図版 23)

東区中央平坦部、IⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 84cm、 短径 60cm、
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Ⅳ 平成 14年度の調査・遺構

深さ 14cm、 主軸方位はN-36°―E。 底面は掘 りすぎた部分があり正確には把握できないが、起伏が大きいと考

えられる。壁面は急角度に立ち上がる。堆積土は黒褐色土の単層。断面図の 2層 は掘 りすぎたV層砂層であ

る。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK48土J克

遺 構 (第 28図、写真図版 23)

東区中央平坦部、IⅨ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 136cm、 短径 70cm、

深さ 40cm、 主軸方位は N‐ 82°‐E。 断面形状は悟鉢形を呈 してお り、底面は窪みをもち、壁面は急傾斜で立ち

上がる。堆積土は褐色土ブロックと炭化物の入る黒褐色土の単層からなる。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK49土J九

遺 構 (第 29図、写真図版 23)

東区中央斜面下部、JⅧグリッドに位置する。検出面はV層上面。調査時の手違いにより東側半分を掘 り

すぎている。平面形状は楕円形 と見られる。規模は長径 186cm、 短径は残存部で 52cm、 主軸方位は N-7°―W

付近。断面形状は悟鉢形で、北側が緩 く、南側はやや急角度で立ち上がる。堆積土は炭化物、褐色土ブロッ

クを少量含む黒褐色土の単層からなる。

遺 物

第 78図の縄文中期末と思われる土器片 21が堆積土中から出土した。

小結 本土坑は検出面、出土遺物により縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK50■坑

遺 構 (第 29図、写真図版 23)

東区中央斜面上部、IⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形】犬は円形で、断面形状はフラスコ

状 となる。底面は概ね平坦で西側の壁面がオーバーハングして立ち上がる。規模は開田部径が 83× 69cm、

底面径が 108× 102cm、 深さ 69cm。 堆積土は炭化物を含む黒褐色土の 1層 、崩落土と思われる褐色上の 2層、

炭化物を含む暗褐色土の 3層 、暗褐色土の 4層 に区分される。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。いわゆるフラスコ状土坑であり貯蔵穴と考

えられる。

SK51 EL坑

遺 構 (第 29図、写真図版 24)

東区中央斜面上部、IⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 60cm、 短径 44

cm、 深さ 28cm、 主軸方位は N… 89°―E。 断面形状は逆台形で中央部から東側が一段低 くなり、壁面は急傾斜で

立ち上がる。堆積土は炭化物を含む掲色上の単層である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。
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SK52三上坑

遺 構 (第 29図 、写真図版 24)

東区中央斜面上部、IⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 100cm、 短径 64

cm、 深さ 32cm、 主軸方位は N‐ 12°‐E。 断面形状は皿形を呈 し、平坦な底面からなだらかに立ち上がる。堆積

土は炭化物を含む黒褐色土の単層である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK53三上坑

遺 構 (第 29図 、写真図版 24)

東区中央斜面上部、IⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は不整形。長径 63cm、 短径 58

cm、 深さ 30cm、 N-28°‐W。 断面形状は逆台形を呈 し、底面は概ね平坦、壁面は外傾 し立ち上がる。堆積土は

炭化物を含む黒褐色上の 1層 と、褐色土の 2層 に区分される。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK54三上坑

遺 構 (第 29図 、写真図版 24)

東区中央斜面上部、IⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は長楕円形で長径 87cm、 短径

38cm、 深さ 21cm、 主軸方位は N-10°一E。 断面形状は皿形を呈 し、壁面は緩やかに立ち上がる。堆積土は黒褐

色土の単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK55土J丸

遺 構 (第 30図 、写真図版 25)

東区中央平坦部、HⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 104cm、 短径 67

cm、 深さ 19cm、 主軸方位は N-12°―W。 断面形状は皿形を呈 してお り、平坦な底面からなだらかに立ち上がる。

堆積土は褐色土ブロックを含む黒褐色土の単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK56二上坑

遺 構 (第 30図 、写真図版 25)

東区中央平坦部、H1411グ リッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 112cm、 68cm、 深

さ 39cm、 主軸方位はN-71°―E。 断面形】犬は橋鉢形を呈 しており、底面は中央が窪み、壁面は緩やかに立ち上

がる。堆積土は炭化物を含む暗褐色上の 1層 と、焼土ブロックと炭化物が集中する赤褐色土層の 2層 からな

る。壁面や底面に焼成痕は見られない。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不 FIB。

SK58土坑

遺 構 (第 30図、写真図版 25)
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東区中央平坦部、HⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は長楕円形で長径 79cm、 短径 31

cm、 深さ 24cm、 主軸方位は N-22°―W。 断面形状は逆台形を呈 してお り、概ね平坦な底面から壁面は急傾斜で

立ち上がる。堆積土は褐色土ブロック、及び炭化物を含む黒褐色上の単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK59三上坑

遺 構 (第 30図、写真図版 26)

東区中央平坦部、HⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 103cm、 短径 45

cm、 深さ 23cm、 主軸方位は N-56°―W。 全体は浅 く皿状を呈するが南西部の一部が落ち込む。壁面は急傾斜で

立ち上がる。堆積土はⅣ c層下部に相当する黒褐色上の単層である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK60二上坑

遺 構 (第 30図、写真図版 26)

東区斜面下部、IⅧグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 78cm、 短径 58cm、 深

さ24cm、 主軸方位はN-31°‐W。 断面形状は逆台形。壁面は緩やかに外傾 し立ち上がる。南東側底面に径 28cm

程一段落ち込む部分がある。堆積土は炭化物を含むⅣ c層下部に相当する黒褐色土の単層。遺物の出土はな

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK61 E上 坑

遺 構 (第 30図、写真図版 26)

東区平坦部、HⅧグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は歪んだ楕円形で長径 63cm、 短径 42

cm、 深さ 46cm、 主軸方位は N-45° ―E。 断面形状は半円形で、壁面は急傾斜で立ち上がる。堆積土は炭化物を

含む黒褐色上の 1層 と、しまりの弱い暗褐色土の 2層 に区分される。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK62三上坑

遺 構 (第 31図、写真図版 26)

東区平坦部、HⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状はプランに出入 りのある不整形を呈

し、長径 72cm、 短径 56cm、 深さ24cm、 主軸方位はN-28°―E。 断面形状は半円形で南西側に落ち込みがある。壁

面は急傾斜で立ち上がる。堆積土は炭化物を含む黒掲色土の単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK63土J九

遺 構 (第 31図、写真図版 27)

東区斜面下部、HⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は歪な楕円形で長径 86cm、 短径 42

cm、 深さ 29cm、 主軸方位は N-81°―E。 断面形状は半円形で壁面は急傾斜で立ち上がる。堆積土は炭化物を含
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む黒褐色土の 1層 と、暗掲色土の 2層 に区分される。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK64三上坑

遺 構 (第 31図、写真図版 27)

東区平坦部、HⅧグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は歪な楕円形で長径 68cm、 短径 44cm、

深さ24cm、 主軸方位は N‐50°―E。 断面形状は逆台形を呈 し、壁面は急傾斜で立ち上がる。底面はほぼ平坦で

ある。堆積土は炭化物を含むⅣ c層下部に相当する黒褐色土の単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK65三上坑

遺 構 (第 31図、写真図版 27)

東区平坦部、HⅨ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状はプランに出入 りのある不整形を呈

しており、東側は調査区外 となる。検出範囲での最大径 240cm、 深さ 100cm以上。底面は南狽1が落ち込み、

全体に凹凸や段差が見られる。南壁側が急傾斜、北壁側が緩やかに立ち上がる。堆積土はⅣ b層の落ち込み

ととれる褐色土の 1層、炭化物を含む暗褐色土の 2層、掲色土ブロックを含む暗褐色土の 3層に区分される。

自然堆積 と考えられる。

遺 物

第 78図の砥石 7が堆積土中から出土 している。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明だが規模や不整な

形状から見て風倒木痕の可能性がある。

SK66三上坑

遺 構 (第 31図、写真図版 27)

東区平坦部、HⅨ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は歪んだ円形で長径 66cm、 短径 58cm、

深さ 22cm、 主軸方位は N-80°―E。 断面形状は西側に落ち込みがあり、東側は皿形を呈する。壁面は急傾斜で

立ち上がる。堆積土は暗掲色土単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK67二上坑

遺 構 (第 32図、写真図版 28)

東区斜面上部、IⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は南西部に突出のある楕円形で長

径 77cm、 短径 50cm、 深さ 13cm、 主軸方位は N… 17°‐E。 断面形状は中央にやや高まりを持つ皿形。壁面は緩や

かに立ち上がる。堆積土は褐色土ブロックを含んだ黒褐色上の単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK68土坑

遺 構 (第 32図 、写真図版 28)
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東区斜面上部、IⅧ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は長楕円形で若千 C宇状に曲がつ

た形となる。規模は長径 154cm、 短径 54cm、 深さ 12cm、 主軸方位は N-52°一E。 断面形状は皿形。壁面は緩や

かに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は褐色土ブロックを含む黒褐色土の単層である。南西端底

面には、径 25cm程 の円形の範囲で赤色顔料の分布を確認 した。この部分から管玉が 1点出土 している。

遺 物

第 79図 3の石製品が出土。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。底面に赤色顔料がみられ、管玉も出土する

ことから縄文後期～弥生時代初頭にかけての土墳墓の可能性が高い。

SK69三上坑

遺 構 (第 32図 、写真図版 28)

東区斜面上部、IⅧグリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 84cm、 短径 44cm、 深

さ 12cm、 主軸方位はN-13°―E。 断面形状は西側が落ち込み、東側は皿形を呈する。壁面は東側は緩やかに、西

側は急傾斜で立ち上がる。堆積土はⅣ c層下部と思われる黒褐色土の単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末以降の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK70三上坑

遺 構 (第 32図 、写真図版 28)

南東区平坦部、LⅨ グリッドに位置する。検出面はⅢ層上面。SD09'SDll溝 跡と接 しているが、堆積土

に違いが観察されず、同時存在ではないかと考えられる。平面形状は長方形で長径 216cm、 短径 95cm、 深さ

46cm、 主軸方位は N-18°―E。 断面形状は逆台形。壁面は急斜面で立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積

土は炭化物を含む暗褐色土の単層で、褐色土ブロックが多 く含まれてお り人為的に埋め戻された状態と見ら

れる。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より古代以降の年代が想定される。遺構の性格は不明である。

SK7刊 E上坑

遺 構 (第 32図、写真図版 29)

南東区平坦部、KⅨグリッドに位置する。検出面はⅣ c層上面だが、堆積土はⅣ a層が落ち込む状態であ

り、本来はⅣ b層上面が掘 り込み面であった可能性がある。平面形状は円形で長径 60cm、 短径 53cm、 深さ

29cm。 断面形状は逆台形。壁面は急傾斜で立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土はⅣ a層 と類似する

暗褐色上の単層。

遺 物

第 79図の縄文時代晩期と思われる土器片 22が出土。

小結 本土坑は検出面、出土担物より縄文時代晩期頃の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK72土坑

遺 構 (第 32図、写真図版 29)

南東区平坦部、KⅨ グリッドに位置する。検出面はⅣ c層上面。平面形状は円形で長径 57cm、 短径 54cm、
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深さ 15cm。 断面形状は逆台形。壁面は急傾斜で立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は暗掲色上の

単層で底面に酸化鉄層が形成されている。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文晩期頃の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK73三上坑

遺 構 (第 33図、写真図版 29)

南東区平坦部、KXグ リッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形を基調とするがプランに

出入 りのある不整形となっており、規模は長径 369cm、 短径 216cm、 深さ 58cm、 主軸方位は N-1°‐W。 中央が

舟状に低 くなり北側に段差を持つ。北壁際には径 52cm、 深さ 14cmの 柱穴状の落ち込みがある。横断面の形

状は悟鉢形を呈 し、壁面はなだらかに立ち上がる。堆積土は炭化物を含みⅣ c層上部に相当すると思われる

黒色上の 1層、暗褐色上の 2層、褐色土ブロックを含む黒褐色土の 3層、炭化物、及び下部に焼土ブロック

を含む褐色土の 4層 に区分される。底面には焼成痕が見られず焼土ブロックは二次的に移動 したものと思わ

れる。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面、堆積土より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK74E上坑

遺 構 (第 33図、写真図版 29)

南東区平坦部、KⅨ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は歪んだ長楕円形で長径 150cm、 短

径 80cm、 深さ 29cm、 主軸方位は N-84°―E。 西側に径 44cm、 深さ24cmの柱穴状遺構を有する。断面形状は逆

台形。壁面は北側が急傾斜で、南側はなだらかに立ち上がる。底面はほぼ平坦で狭い。堆積土は炭化物を含

む暗掲色上の単層。

遺 物

堆積土中より縄文時代後期～晩期と思われる土器片の出土がある。

小結 本土坑は検出面、出土遺物より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK75二上坑

遺 構 (第 33図、写真図版 30)

南東区平坦部、KⅨ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は楕円形で長径 164cm、 短径 113cm、

深さは 29cm、 主軸方位は N‐75°ぃE。 断面形状は皿形を呈 し、壁面は緩やかに立ち上がる。底面は凹凸が多い。

堆積土は黒褐色上の単層である。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK76三上坑

遺 構 (第 33図、写真図版 30)

南東区平坦部、KⅨ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は東側がやや広がる楕円形で、長

径 107cm、 短径 78cm、 深さは 37cm、 主軸方位は N-84°―W。 底面東側に径 28cm、 深さ27cmの柱穴状の落ち込

みがある。断面形状は情鉢形を呈 し、壁面はなだらかに立ち上がる。堆積土は黒褐色土の単層。遺物の出土

はない。
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小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

SK77 E上坑

遺 構 (第 33図、写真図版 30)

南東区平坦部、KⅨ グリッドに位置する。検出面はV層上面。平面形状は歪んだ楕円形で長径 94cm、 短径

60cm、 深さは 19cm、 主軸方位は N-56°―W。 断面形状は皿形を呈 し、底面にやや起伏がある。壁面は緩やかに

立ち上がる。堆積土は暗褐色上の単層。遺物の出土はない。

小結 本土坑は検出面より縄文中期末～後期中葉の年代が想定される。遺構の性格は不明。

(4)土 器 棺 墓

SR01土器棺墓

遺 構 (第 34図、写真図版 33)

南西部の ST01捨 て場西狽1、 O18グ リッドに位置する。試掘 トレンチ T13内部で検出、精査 したもので

ある。T13は ST01の範囲を確認する目的で設定 し、Ⅲ層下位に層厚 10～ 30cmで堆積するⅣ a層包含層を検

出、伍含層層の掘 り下げを行つた。この作業の終盤段階で トレンチ西端において横位の土器表面と複数の円

礫を検出し、周囲を精査 した結果楕円形の掘 り方が見られたため土器棺墓 として登録 した。検出面はⅣ a層

下位の砂層であり、掘 り方堆積土と地山の区別は容易である。

なお調査は土器上面の露出→記録→土器上半のたち割 (縦断面)→土器内部断面の記録→土器内部の完掘

→土器下位破片の平面記録→掘 り方の半裁→掘 り方断面記録→掘 り方完掘→平面記録、という手順で行つた。

掘 り方の平面形は楕円形に近いが、北東部と南西部がいくらか角度を持つコーナーとなっており、北東～

南西方向に長軸を有する不整多角形とも言える形状である。西側の一部が トレンチ西壁に掛かっており、こ

の部分の形状は確認 していない。開口部の規模は長軸方向で69cm、 短軸方向で 60cm。 断面形状は底面が概ね

平坦で下端から四周とも一定の角度で立ち上がる舟底形を呈 し、深さは 19cm。 長軸の方位は N-49°‐E付近。

掘 り方内部にはシル ト質のにぶい黄褐色が堆積 しており、この層からの遺物出土はない。

土器棺は掘 り方の長軸に合わせて、上部を北東方向、底部を南西方向に向け、ほぼ 90度横倒 しの状態で埋

設している。口縁部を欠損する甕形土器が使用されており、上から見て土器上部が広がる扇形の状態で遺存

する。土器は割れが進んでお り、また横断面形状を見ると紡錘形に潰れているものの、破片の位置関係はほ

ぼ埋設時の状態をとどめることから、恐らく埋設された後で土圧により潰れたと考えられる。

頸部の欠損部分を観察すると8割方は輪積みした粘土紐の接合面から剥落している。この剥落面は土器を

正位に置いた場合、部位によりずれが見られる。体部最大径を取る上半の屈曲部から上に数えて、半周の低

い部分の剥落面は2段 日、反姑側の半周の高い所では 7～ 8段 目の接合面が剥落面となる。埋設は前者の低

い所が上位、高い所が下位になる状態に設置されている。偶然このように欠損 した土器を利用 したとも取れ

るが、あるいは意図的に口縁部を段違いに打ち欠いて埋設した可能性 もある。

また土器の下位にあたる側、つまり剥落面の高い側中央部には計 2～ 3cmの 楕円形の貫通子とが開く。この

部分に相当する破片は見つからないため、埋設当初に穿孔されたものと思われる。貫通孔の内面側では周囲

の表面が剥落するため、土器の外偵1か らの敲打により穿子しされた可能性が高い。また貫通孔の縁は凹凸が取

れており、細かく調整を加えているものと考えられる。

下位の土器下面は掘 り方底面に密着する部分がある。穿孔部から掘 り方下方に向かって何 らかの痕跡が続
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くかどうかは確認できなかった。日縁狽1に は計 10cm強 の偏平な円礫が 5点ほど、開田部を塞ぐ形に添えられ

ている。このうちの 1点 は断面図に見られるように土器上部を仕切る状態に直立する。

土器内部は底部付近に平均的に堆積する 2層のしまりが強い褐色土と上半の 1層 しまりがないシル ト質の

暗褐色土に分層できる。前述の仕切 りと見られる礫のタト側には 2層が見られない。このため埋葬遺体が腐朽

して 2層が生成 した可能性が考えられる。また土器底面を覆うように赤色顔料の散布が確認できた。微細な

赤色の粒子が堆積土内に混 じるような状態である。

出土遺物は土器内部中央付近の2層上部から4の管玉がある。また日縁付近の円礫群に伴い、8の石鏃が出

土する。なお遺体の骨他の組織は残存 しない。

遺 物

第 79図 23の土器が理設されていた他、8'9の石器、4の石製品が出土。

小結 本遺構は赤色顔料、副葬品と考えられる管玉の出土より、人骨の検出はないものの上器棺墓と判断で

きる。土器の横位利用、埋設時の土器底面の穿子しが特徴的である。時期は土器棺からの詳細な年代が捉えに

くいが、縄文時代晩期最終末～弥生時代前期初頭の頃と思われる。

SR02土器棺墓

遺 構 (第 34図、写真図版 34)

北東部の ST02捨て場南狽J、 IⅧ H・ 16グ リッドに位置する。この場所は東側に落ち込む斜面の上部から

中央部平坦面に至る傾斜変換線付近である。捨て場Ⅳ a層の精査段階で、範囲を確定するために周辺のだめ

押 しを行つた所、Ⅳ b層上面から掘 り込まれる土坑内部に逆位の浅鉢形土器が検出され、土器棺墓の可能性

が高いと判断して精査を行った。この結果、前述の土器が土坑上部に蓋として設置されていることがわか り、

また下位の土坑下部から小玉が計 6点出土 している。

付近のⅣb層 は層厚 5cm内外 と薄くなる地域にあたり、土坑はⅣ c層からV層 にかけて掘 り込まれている。

土坑の形状は北西～南東に長軸方向を持つ楕円形ないし卵形で、開口部の規模は長軸方向で 82cm、 短軸方向

で 65cmで ある。底面が緩 く窪み、壁面が急傾斜で立ち上がる断面形状となっており、深さは最大 34cmと な

る。長軸の方位は N‐59°―W付近である。掘 り方内部は 3層の暗褐色土が堆積する。3層 は全体に締まりが強

い。底部付近には 3～ 5cm程 の厚さでやや赤みがかる部分がある。赤色顔料を散布 した痕跡と考えられる。

開口部の壁面付近には埋没の過程で入 り込んだ状態で 卜2層の暗褐色土がある。Ⅳ b層 に由来する崩落 した

ブロックと考えられるが、人為的に埋め戻 した痕跡かどうかは判断がつかない。

土器は土坑上部の北西寄 りに底部を欠損する浅鉢形土器を倒立状態で設置 している。底部は欠損するが同

様の形態となる土器の類例から見て恐らく台付浅鉢であろうと考えられる。底部欠損部分は底縁で水平に巡

る沈線に相当し、輪積面から剥落している部分が日立つ。人為的に打ち欠いたかどうかは判断できない。ま

た、土器は2/3周程の残存であり全周 しないため、破損 した土器を再利用 した可能性が高い。残存する土器

片は互いの位置関係があまり乱れない状態で出土 してお り、設置後に撹乱を受けたり二次的に移動された状

態ではないと考えられる。土器底部の欠損部、すなわち蓋として埋設された状態の中央開日部には長 20cm程

の楕円形の円礫が 2点置かれている。状況から見て、開口部を塞 ぐ意味で設置された可能性がある。

検出段階ではこの上器を合口土器棺の蓋と認識 したが、「身」となる土器は一切見られない。また土器以外

の有機質等の容器が用いられた痕跡があるかどうかも検討 したが、断面等の観察では明らかにすることはで

きなかった。容器を用いずに土坑に直接埋葬して蓋に土器と礫を設置したとも考えられる。
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出土遺物は土坑中央部の底面付近に小玉が 6点ある。互いに若千のレベル差があり、また 1列 とも言い難

い位置関係であるため、紐等で連なっていた状態で副葬されたかどうかは不明である。

遺 物

第 79図 24の上器が理設されていた他、10の石器、5～ 10の石製品が出土。

小結 本遺構はSR01と 同様に赤色顔料、副葬品と考えられる小玉の出土より、人骨の検出はないものの土器

棺墓と判断した。土器は蓋 として設置されており、棺の本体になる容器の存在が不明である。前述 したよう

に土坑墓に蓋をした形状とも捉えられる。時期は使用された土器から、縄文時代晩期最終末段階と想定される。

(5)焼 土 遺 構

SN01焼土遺構

遺 構 (第 34図、写真図版 32)

中央区、JVグ リッドに位置する。平坦なV層上面が焼成を受ける。掘 り込み等は見られない。範囲は約

130cm四 方の不整な範囲に広がる。中央の約 50cm四方の部分が被熱による変色の程度が強いが、全体に変色

はあまり顕著ではない。焼土の厚さは最大 15cm程で断面ではレンズ状に焼成が及ぶ。伴出遺物はない。

(6)火葬骨埋納遺構

SX01火葬骨埋納遺構

遺 構 (写真図版 34)

位置は北区西側のEⅣ 18グ リッドで、西側の低地部分に落ち込む斜面の最上部に相当する。Ⅱ層下部の黒

褐色土をⅢ層上面まで掘 り下げる作業の途中で、Ⅱ層最下部中に焼成を受けた人骨骨片が散乱する状態で出

土 し、周囲と下部の精査を慎重に行ったが明瞭な掘 り込み等は発見できなかった。

骨片の分布は全合では 60cm四 方程度の範囲に広が り、中央部の 50× 30cm程の部分に集中する。ほぼ同一

面に散乱する状態であ り骨片の出土レベルに大きな高低差は持たないが、一部はⅢ層上部に食い込む状況と

なっている。骨片の集中部には焼け焦げた角礫と炭化物の集中があることから、この場所で火葬にした可能

性が高いと考えられる。

遺 物 (写真図版 362～ 364、 第 4表 )

(7)捨 て 場

ST02捨て場

遺 構 (第 35図、写真図版 3)

東区北側の斜面に広がるⅣ a層の遺物包含層である。調査区中央部の微高地から東に向かい下がる斜面の

上部にあたり、南北に細長い範囲に遺物が集中する。北側は調査区外に伸びることが確実で、その分布範囲

を正確に把握することはできないが、およそEⅧ グリッドからIⅧ グリッド付近までの南北 50m、 東西 20mと

いった範囲と捉えられる。この区域は 2範 の小グリッド単位で遺物を取 り上げてお り、その分布状況によれ

ばFⅧ・GⅦ ・GⅧ・HⅧグリッドが出土の中心となり、これから周辺部に向かい遺物の出土量は少なくな

る。東側の範囲はⅣ a層 の連続が追えることから、大グリッドⅧ・Ⅸの境界となる南北ラインを東限とする

ことができる。一方、西側ではⅣ a層 自体が削平されているため、HⅦ・HⅧ グリッドの境界付近で遺物分

布が急に途切れる状態 となっている。本来は南～西側にもう少 し広が りを持っていた可能性が高い。
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遺物を包含するⅣ a層 は全体に上位のⅢ層砂層と下位のⅣ b層砂層に挟まれた状態となる。色調、含有物

により上部の暗褐色砂質シル トⅣ al層 と、下部の黒褐色砂質シル トⅣ a2層 に分層可能である。 しか し掘 り

下げにこの分層を反映させることができず、一括 して遺物を取 り上げた地点が多い。層厚は全体で 20～ 30

cm程で、下位のⅣ b層 の傾斜に沿つて平均的に堆積する。遺物が多い地点では層中に炭化物の含有が 日立つ。

遺物の種類による分布の偏在は見られない。土器は複数の小グリッド間にまたがって接合するものが多 く、

斜面を二次的に移動 している状況と考えられる。

ST03捨て場

遺 構 (第 37図 )

北区西端、EⅢ ・EⅣ グリッドに分布する。Ⅳ a層遺物伍含層が調査区西側に向かって落ち込む状態であ

る。調査区外の北 。南・西狽1に連続 してお り、中央の自然堤防状微高地から西に下がる斜面に形成 された、

帯状に南北に分布する捨て場のごく一部を調査 したものと考えられる。範囲は東限が E Ⅳ 13・ 18・ 23グ リッ

ド付近で、調査区内では東西約 12m以上の幅となる。

地表下に最大 3m近 く掘 り下げてお り、幅の狭い調査区の壁面に勾配、ステップをつけている。これによ

り調査区底面の幅は2m程度になったことから、小グリッド等に地点を分割しての遺物取 り上げを断念 し、

層位別に一括 して取 り上げている。このため、遺物の分布状況は把握 していない。

Ⅳ a層 に相当する暗褐色～黒褐色シル トは上位よりⅣ al層 (褐色粘土質シル ト層)、 Ⅳ a2層 (暗褐色粘土

質シル ト層)、 Ⅳ a4層 (暗褐色シル ト層)、 Ⅳ a5層 (黒褐色シル ト層)、 Ⅳ a6層 (黒褐色シル ト層)の順に

堆積 してお り、中間に細砂～粗砂で構成される洪水堆積層と見られるⅣ a3層が介在する。上位のⅢ a層、Ⅲ

c層 とⅣ a3層 はほぼ同質の砂層である。Ⅳ b層 も砂層であ りこれらはいずれもラミナが発達 した洪水堆積層

と見られる。

底面のⅣ b層上面は傾斜の強い部分と平坦な部分を繰 り返しながら、西側に向かい落ち込んでい く状態が

断面から観察される。この上面に沿ってⅣ a4～ 6層が層厚 40～ 60cm程度で平均的に堆積 し、平坦になった

東側をⅣ a3層 の砂層が覆う。Ⅳ a3層上面は西側に一定の傾斜で下 り、この上位にⅣ al・ 2層が層厚 40～

80cmで堆積する状況である。

なお、Ⅳ b層下位のⅣ c層 に相当する黒褐色土は、東側の E Ⅳ 23グ リッド付近では確認されるが遺物は

ほとんど含まれていない。西側の FⅢ グリッド内では、実際に掘 り下げた底面から lm以上検土杖で探つた

ものの、確認できなかった。より強い傾斜で落ち込むか、あるいはⅣ c層の分布が途切れ、Ⅳb層 とV層が

連続するか、いずれかが考えられる。

遺物の包含はⅣ a3層 の砂層より上位のⅣ al・ 2層が多 く、下位のⅣ a4～ 6層では少ない。また上下での

時期差は顕著ではない。

③柱穴状ピット

Ⅲ層上面では主に東区北半の FⅧ グリッド周辺、Ⅳ b層上面の東区中央斜面部 KⅧグリッド周辺、V層上

面の中央区 KⅥ グリッド周辺、及び東区の HⅨ・IⅨ ・JⅧ ・JⅨ・KⅨ グリッド周辺で、概ね直径 10cm程

度の柱穴状 ピットを検出している。総数では 200基弱になる。半裁して断面、堆積土を確認 し平面図に記入

しているが、確実に柱穴と捉えられるものは少なく、木根の痕跡等も含んでいる恐れがある。遺構配置図に

位置を記入 しているが、個々の記載は省略した。
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1 調査の 目的と結果の概要

前年度の調査で、今年度の調査では捨て場がメインであることがわかっていた。そこで、ここにできるだ

け多くの時間を割こうと努め、端折れるところは涙を飲んでできるだけ端折った (南東区南部の上層を重機

で剥いだこと、近世墓の調査を割愛 したことなど。第 2・ 3節参照)。 しかし、後背湿地に形成されていると

いう捨て場の全体像がなかなか1国 めなかったため、無駄な時間を過ごし、また期間延長の申し出が遅 くなっ

た (7月 18日 (金))こ とは否めない。前年度の積算 と今年度の実際の最大の融齢は、捨て場の覆土を重機

で 1日 で剥げるとしていた点である。実際には、捨て場は後背湿地の底に主として形成されて覆土はv字 に

近い形にあ り傾斜が急で重機のアームがうまく届かないこと、覆土の厚さの地点差が大きいことなどから、

人手で剥がざるを得なかった。ベル ト・コンベアーも使つてかなり急いだが、7月 約 lヶ 月程度を費や して

いる。この他、今から思えば、捨て場のある南西区 (第 38図 )の北側部分の捨て場が及ばない部分に余分な

時間を費や している。遺物包含層を初めとする層の見極めがなかなかつかなかったためだが、ここのⅣ c層

がはっきりしないのは遺物がほとんどでないためであり (包含層が未発達)、 そうとわかった トレンチの時点

で層に見極めがつかなくても重機で剥いでしまえば良かったのだ。もし、そうしたら一週間程度早まってい

た可能性がある。

8月 7日 (木)の調査延長についての打ち合わせに間に合わせるため、捨て場覆土除去が終了した 7月 28

日 (月 )か ら急いで全容を掴むための トレンチを入れた。このため、 トレンチ内の遺物の上下関係は端折 ら

ざるを得なかった。西側の自然堤防上 (第 6図)の捨て場に柱穴が検出されることは、前年度の調査および

トレンチの時点でわかっていたが、いくら丁寧に検出しても上面では確認できないことから捨て場中の検出

はあきらめ、Ⅳ b層 でまとめて検出することにした。捨て場が後背湿地に主として形成されているとわか り、

さらに トレンチを入れた結果から、竪穴住居跡などの大きな遺構が検出される可能性は低いと判断し、出土

遺物を層位的に取 り上げることに全力を注 ぐこととしたのである。遺物包含層は最大で厚さ約 16mに もな

り、現地で瞥見 した限りでは層位的に良好に出土 しているようである。この時期は層位的資料に乏しく、土

器型式編年さえ明確には確立されていない。本遺跡が考古学において最大に寄与することになるのは、この

点であると考えた。また、土器以外の遺物についても、層位的に取 り上げておけば将来にわたって使える資

料となる可能性が高い。道具はスコップが主となるなど、微細遺物については目をつぶらざるを得なかった

が、ある程度の目的は達成できたと考える。

2調 査 経 過

平成 15年度の調査区は三つに分かれる。東区 (土木北区)、 南東区南部 (農整区)、 南西区 (土木南区)で、

東区は基本的に最終検出面 (V層上面)での遺構検出と精査のみ残ってお り、南西区は、南西側 12は表土

剥ぎを残 し、それ以外は表土剥 ぎは終了しSD08溝跡の検出・精査も済んでベル トが残っているという状態

であった。南東区南部は、今年度一からの調査である。

3月 25日 (火)に、担当調査課長補佐、前年度担当者、今年度担当者、事業者との打ち合わせを現地で
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2調 査 経 過

行った。南西区はかなり深 くなるので、安全上、法部分をつけるため工事予定範囲よリー回 り (幅 2m程度)

多 く掘削することをお願いした。また、安全柵、ベル ト・コンベアーの導入も予定され、業者に委託するこ

とになった。

4月 9日 (水)午後に器材搬入して調査開始。概ね、4月 は東区、5月 は南東区南部、6月 ～ 10月 は南西区

を調査 した。この順番に調査を行ったのは、大量の排土が予想される南西区の排土置き場として東区を確保

したいこと、南東区南部は事業者が異なり工事期間の関係で調査を急がれていたためである (た だし4月 は

前年度調査部分の工事が続いていて入れなかった)。

東区は、覆われていたブルー・シー トを剥がすことから開始 した。すぐV層上面の検出を始めたが、金子

は前年度の調査を全 く見ていないので遺構覆土がどんなものか想像できず苦労 した。以前、南に隣接する江

刺市で同様の遺跡を調査 し、その時遺構覆土が非常にわか りにくかつたという記憶から、検出された不整形

のシミを片端から断ち割ることとした。結局その中に遺構 となるものはなく、遺構は残されていた土層観察

用ベル ト中と前年度調査区の境で検出された土坑のみであつた。遺構覆土が不明だったため、2日 程度の余

分な時間を過ごしたことは確かである。

5月 は南東区南部を主として調査 したが、重機で表土を剥いでいるときなどは南西区のクリーニングを

行ったり試掘 トレンチを入れた。南東区南部の調査は、Ⅲ層までの深さを知るために人力で試掘 トレンチを

入れるところから始めたが、前年度工事 した場所に隣接するため、表土が攪乱填圧され、掘るのは容易でな

かった。この結果に基づいて重機でⅡ層下部まで剥いだのだが、予想よりはるかに東西方向の傾斜が急で

あったこと、その傾斜は直線的でなく途中で段をなすようなものであつたこと、基本層序が黒掲色土と責褐

色砂層の互層であつたたことなどから、東端では確かにⅡ層下部だったのだが、段の部分などでは同じ黒褐

色のⅣ a層下部まで下げてしまった。結局、層を正 しく把握できたのは、本調査区の終盤になってからであ

る。

Ⅲ層で遺構を検出した後 (SK80土坑のみ)、 再び重機でⅣ a層 を下げ、Ⅳ b層で検出したが遺構は確認さ

れなかつた。Ⅳ c層からは遺物が出土 したため、人力でV層 まで下げ、遺構を検出した (SK80土坑、SN02

焼土以外の遺構 )。 重機で土層を下げた理由は、ここの調査区のⅡ層、Ⅳ a層 にほとんど全 く遺物が入らな

かったこと、後の調査日程が厳 しかったことなどである。調査終了後、南東区南部は埋め戻 した。

南西区の法部分および南西端に残っていた表土剥 ぎは、5月 半ばに重機で行った。調査は、南東区南部が

ほぼ終了した 5月 末、SD08溝跡より東側から始めた。幅 2m弱、東西に延びる橋状にかかつていた SD08の

土層観察用ベル トを挟んだ南側 (MⅢ ～Ⅳグリッド付近)は、Ⅲ層までしか出ていなかったが、前年度調査

区隣接区 (K～ L列のグリッド)は既にV層 まで出ていたのに、Ⅲ層とV層が洪水堆積層というほとんど同

じ性質を持つ砂層であることと、地形的にも連続 して見え、当初 K～ L列 もⅢ層が出ているのかと勘違いし、

Ⅲ層面での調査後、この面もさらに下げて検出作業を進めてしまった。Ⅳ層の遺物包含層がなかなかでてこ

ず、おかしいと思っていたのだが。6月 10日 (火)に前年度担当者に現場に指導に来ていただき、やっと明

確に層を捉えることができた。

6月 下旬、大きな自然堤防上 (Ⅳ列のグリッド以東)は V層、その西側 (SD08よ り東)は Ⅲ層の調査がほ

ぼ終了 したので、Ⅲ層の土を人力で剥 ぎⅣ a層 を露出させた。急斜面となり遺構は確認できなかったので、

Ⅳ列グリッド以東を排土置き場とするため、先に終了させようと考えた。遺物包含層であるⅣ c層 を確認す

るため東西方向に何本も幅 lm程度の細い トレンチを入れたが、急傾斜で深 くなりなかなか見つからない。

結局この部分は遺物包含層が未発達であることがわかり、V層上面までスコップで剥いだ。7月 上旬に終了
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した。調査区境の竪穴住居かどうか悩んで トレンチを入れ続けていた S102がやはり住居だとこのころ見極

めが付 き、7月 中旬に SD08以東の調査は全て終了した。

SD08の東側の調査に目途がつき始めた 6月 半ばころから、新 しい自然堤防上に手をかけ始めた。併せて作

業員も5名増員 した (計約 30名 )。 自然堤防上は、Ⅳ a層上面で 2回検出したが、遺構を確認することはで

きなかった。試掘 トレンチの結果、自然堤防上は遺物包含層が薄いとわかつていたので、西端から精査を進

め、それ以外は覆土を剥いだ。捨て場全体の覆土を剥ぎ終わつた 7月 末から捨て場本体に トレンチを入れ、

8月 半ば以降本格的な精査に取 りかかった (捨て場の詳しい調査経過については第 5節 (9)参照)。 層境ご

とに遺構の検出を繰 り返 したが、上面で検出された遺構は少なかった。確認された土坑はす ぐ精査 したが、

炉跡や焼土は、柱状に残 し捨て場除去後まとめて精査した。捨て場の調査に目途が立った 9月 の半ばから炉

跡や焼土の精査に入った。そのまま自然堤防上Ⅳ b層上面の検出に移 り、おびただしい数の柱穴状土坑を調

査 している。その調査 も9月 中にほぼ終了し、10月 には僅かに残った捨て場精査を行い、10月 9日 (金)午

前に器材を搬出して全て終了 した。

ベル ト・コンベアーは、7月 1日 (火)に搬入されたが、先端に置 く「馬」の材料調達・製作等にしばら

くかかり、また雨の日が続いたため、7月 15日 (火)か ら稼働 した。捨て場の覆土撤去から精査まで使用 し、

最大時には 8台連続 して使用 した。天気の関係で土が只占り付いたため、休み時間ごとに土を取 り、メンテナ

ンス専門の作業員を 1名つけた。また、先端には穴を掘 り土を溜めたが 1日 で埋まってしまうため、コンマ

2のパワー・シヨベルを常時張 り付け、ある程度量がたまると調査が終了 した東区にキャリア・ダンプで逗

ぶということを繰 り返 した。

予定では8月 一杯で調査終了だったが、当初見込みと違って捨て場は主として自然堤防の間にあり傾斜が

急で重機で覆土 (Ⅲ 層)を剥 ぐことができなかったこと、平均 して当初見込みより厚かったことなどから、

実質 30日 程度長 くかかつてしまった。その調査期間延長の打ち合わせを、8月 7日 (木)に現地で委託者、

調査第一課長、担当者で行つている。

現地説明会を9月 6日 (土)に行い、約 60名 の参加。8月 27日 (水)近 くにある照岡小学校 6年生 16名

を汁象に体験学習を行つた。5月 27日 (火)に東区と南東区南部、9月 30日 (火)に南西区の終了確認を行

い、委託者と県教育委員会、当センターの調査第一課長および担当者が出席 した。

この年の4月 は平年並みに定期的に雨が降 り、5月 に入ると雨の日は少なくなり、それが 6月 中旬まで続

き非常に乾燥 した。6月 下旬以降は、平年より雨が多 く、ほぼ一週間に 1日 以上雨が降り作業が中止となった。

7月 下旬にはヤマセで冷えた日もある。9月 中旬以降はそれほどひどくはなくなったが、雨は定期的に降 り、

米は平成 5年以来の不作 となった。梅雨明けが特定できなかった年である。8月 ～ 9月 中旬は毎日のように

排水 しなければならず、滑 り止めのためムシロや荒縄を用意するなど調査に影響を及ぼしたが、捨て場の厚

い覆土を人力で剥 ぐ時期に冷えたこと、分層 しなければならない時期に曇や雨の日が続いたことは、調査に

良い影響を与え、本遺跡の場合は結果としてプラスにもマイナスにもなっていないと思われる。

3 調査区ごとの概要

久年度の調査区は、三区に分かれ、それぞれの間が離れているので調査区ごとに記載する (第 38図 )。

(1)東区 (土木部北区)l-3真図版0
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3 調査区ごとの概要

本調査区は、前年度の続きで、基本的に最終検出面 (V層上面)での遺構検出と精査のみを行つたが、土

層観察用ベル トが残 してあったので、それに含まれた遺構の精査 も行っている (SK78土坑)。 調査区は、縄

文時代以来の大きな自然堤防の東端～後背湿地への斜面に相当する。南西端の自然堤防上は、表土直下 (地

表下 40～ 50cm)が V層 となってお り (一部Ⅳ c層残る)、 水田時の影響を大きく受けている (はぜ杭等)。

調査面積は、600～ 700niである。

検出された遺構は、縄文時代の土坑 1基である (SK79土坑)。 風倒木痕等の擬似現象は多 く確認され、全

て断ち割ってみたが、遺構になるものはなかった。また、この他、土層観察用ベル ト中から検出された弥生

時代と思われる土坑が 1基ある (本来的にはⅣ a～ b層で検出。SK78土坑)。 風倒木痕は、土層観察用ベル

ト中と北東端に検出された。

出土遺物は、遺物包含層の調査は前年度に終了しV層上面まで下げられていたため、少ない。縄文時代中

～後期 と思われる土器片が、小コンテナ (30× 40× 10cm)1箱 出土している。ほとんどが小破片だが、北

西隅の低い部分で、中期末 (大木 10式 )の完全に近い土器が壊れた状態で発見された。取 り上 tデた層は、V

層であるが、実際にはⅣ c層が落ち込んでいた部分と考えるべきであろう。掲載 した以外に、D～ F、 H、 I

グリッドⅣ c層 出土土器が、約 500g(約 30点、7× 6cmの縄文のみの土器片を最大とし残 りは5× 5cm以下、

縄文中期がほとんどだが、晩期末～弥生時代初頭の土器片も 1点ある)あ り、GⅦ～Ⅸグリッドにはベル ト

や杭が残つていたので様々な層から出土土器があり、 I層から約 190g(摩耗 した縄文中期深鉢底部 1/4周辺

1、 その他 3× 3cm以下 10点、縄文後期、晩期末～弥生時代初頭の土器片)、 Ⅲ層約 50g(3× 3cm以下 13点、

晩期末～弥生時代初頭の上器片あり)、 Ⅳ a層約 590g(9号 袋約 1/5、 縄文晩期末～弥生時代前期の土器片主

体)、 Ⅳ b層約 80g出土 している (4× 4cm以下 9点、ほとんど縄文のみ、縄文後期 ?)、 Ⅳ c層 (約 70g、 3

×3cm以下 30点、縄文中期の縄文のみ主体、摩耗多い)。 石器類は、磨石、砥石などの礫石器がほとんどで、

小コンテナ 1箱出土している。

本調査区は、次年度の調査で最初に取 り掛かつた地区である。遺構覆土についての見通 しもないまま、い

きなり遺構検出に立ち向かい途方にくれた。本遺跡の南の江刺市で、同様の立地の遺跡を調査 したことがあ

り、その遺構検出の難しさに苦 しんだことがあったためである。最初に検出した際、多 くのシミが確認され

た。あまりに多 く単なる汚れと区別できなかつたため、検出面を20～ 30cm下 げてみた。それほど減 りはし

なかったが、取りあえず、あやしいと思ったシミは全て断ち割つた。結果として、遺構となるものはほとん

どなかった。この調査区の大部分が、縄文時代には自然堤防から外れ後背湿地となっていたからであろう。

(2)南東区南部 (農整区)(写真図版 7・ 8)

調査区は、前年度調査 したポンプ・スタンド用地の続きで、取水部分に相当する。前年度の南側に隣接す

るM字形の変則的な調査区205∬ である。

本調査区は、縄文時代以来の大きな自然堤防の東端～後背湿地への斜面に相当する。西端の自然堤防上は、

表土直下がV層 となるが、東端では基本層序の全てがそろい厚 く堆積する (東端で表土からV層上面まで約

180cm)。

検出された遺構は、縄文時代の焼± 1基 (SN02)、 土坑 2基 (SK81・ 82)、 古代の土坑 1基 (sK80)、 近世

と思われる溝跡 2条 (SD13・ 14)である。この他、自然堤防上から近世の墓娠が 2基検出された (詳細は次

節の近世の項参照)。 埋蔵文化財 として扱う範囲についての文化庁の指示および後の調査 日程を考慮 して、

墓の位置のみ記録 し、供養の後無縁仏扱いで近所の寺に再埋葬した。位置は、SD14溝 、SK81土坑のす ぐ南
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側である (写真図版 7下写真中央の四角い部分、第 6図右下図)。 また、近世墓のす ぐ東、M字状の調査区

中央の窪んだ部分には、最近掘 られたと思われる墓 と同様の形‖犬の深いカクランがあった。

遺物の出土は、遺構内外 とも少ない。遺物包含層か らも少なく、縄文時代の包含層 (Ⅳ c層 )か ら、縄文

中期の上器が 30× 40× 20cmの コンテナで約 1箱、石器がほぼ同 じくらい出土 した程度である。

(3)南西区 (土木部南区)(写真図版2・ 8・ 50～ 51)

前年度の続きで、調査面積約 1,400ポ。前年度に近世の大溝跡 (SD08)の 精査が終了 していた (第 8図 )。

この大溝は、縄文時代晩期の後背湿地にほぼ重なるもので (後背湿地の方がもっと幅広いが)、 この溝より

東側は、縄文時代以来の大きな自然堤防、西狽Iは縄文時代晩期以降の新 しい自然堤防となる。大 きな自然堤

防上は表土下がV層 という状態だが、端の斜面 (Ⅲ とⅣグリッド列の境界付近より西)にはⅡ～Ⅳ c層が堆

積 している。前年度の調査で、大溝の両側の表土は取 り除かれⅡ層下部～Ⅲ層上面 (自 然堤防上はV層上面)

が露出していた。ただし、新 しい自然堤防上は、試掘 トレンチを入れた状態で表土は残っていた。

次年度に検出した遺構は、縄文時代中期の竪穴住居跡 1棟 (S102)、 縄文時代中～後期の遺物包含層 1箇所、

縄文時代晩期末～弥生時代前期の炉跡 4基 (sNQ01～ 04)、 焼± 27基 (sN04～ 30)、 土坑 6基 (sK86～

91)、 柱穴状土坑多数 (縄文時代晩期以降自然堤防上柱穴群)、 土器埋設遺構 1基 (sR03)、 遺物包含層 1箇

所、捨て場 1箇所 (ST01)、 平安時代の土坑 3基 (sK83～ 85)、 古代以降の焼± 1基 (sN03)、 遺物包含層

1箇所、近世の溝跡 (SD15'16)、 柱穴状土坑 8基 (大溝東柱穴群)である。出土遺物は、土器類が 30× 40

×30cmの コンテナで約 160箱、石器類が 30× 40× 20cmの コンテナで約 800箱 出土 したが、大部分は捨て

場から出土 し、他に多かったのは竪穴住屋跡から出土 したものくらいである。

検出された遺構は、時代ごとに場所が偏っていて、縄文時代中～後期は縄文時代以来の自然堤防上～斜面、

古代以降も同様、縄文時代晩期末～弥生時代前期は、後背湿地～新 しくできた自然堤防上である。

この新 しくできた自然堤防は、縄文時代後期中葉以降 (Ⅳ c層中に土器含有)、 晩期中葉以前 (Ⅳ a層最下

部に大洞 C2式土器含有)と いうだけで、遺跡内には時期を特定する材料がない。

この調査区は地形の変化が大きい。東から西に向かって、縄文時代以来の大きな自然堤防、川のように細

長い後背湿地、新 しくできた細い自然堤防と続き、何れも南北方向に展開する。縄文時代以来の自然堤防上

は、表土下がV層、新 しくできた自然堤防上は、表土下がⅣ a層 となる。Ⅳ a層の下はⅣ b層 となるが、Ⅳ

c層がないため、Ⅳ b層以下 2m近 く下げたがV層 との境は見つけられなかった。二つの自然堤防の間、後背

湿地の斜面～底は、表土の下がⅡ層で、以下、Ⅲ、Ⅳ a、 Ⅳ b層 と続 く。東側斜面は、Ⅳ b層の下に、Ⅳ c、

V層 を確認できたが、それより西については新 しい自然堤防上と同様であつた。ただし、東側斜面について

も、はっきりとⅣ b層 を確認できたのは斜面上方だけで、下方はV層の再堆積がやや汚れた程度で遺物 もほ

とんど出土 しなかった。

4 時代 ごとの概要

今年度検出された遺構を中心に述べる。

(1)縄 文 時 代 (第 38図 。第39図 )

(a)中 期
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南西区の北側、縄文時代以来の自然堤防の落ち際で竪穴住居跡 (S102)を 確認 している。南東区南部の上

坑 (SK81・ 82)は、この時期の可能性があ り、焼土 (SN02)も 、そうかも知れない。今回の調査では、こ

の時期の遺物は少ない。東区で、土器が小コンテナ (30× 40× 10cm)1箱弱、石器類 も小コンテナ 1箱弱

(磨石、砥石などの礫石器がほとんど)、 南東区南部で、土器が中コンテナ (30× 40× 20cm)で約 1箱、

石器がほぼ同じくらい、南西区で、土器が大コンテナ (30× 40× 30cm)1箱程度 (復元する前)、 石器類が

中コンテナ 1箱程度出土 した。南西区の出土遺物のほとんどは、竪穴住居跡から出上 したものである。

(b)縄文時代後期

この時期と特定された遺構はない。前年度確認された後期中葉の土器が、各調査区から十数点～数点ずつ

出土 しており、南西区後背湿地の東斜面から比較的多 くの上器が出土している。また、東区の風倒木痕から

後期後葉の土器片が数点出土 した。

(c)不明

縄文時代 としか特定されない土坑が、東区から 1基 (sK79)検出されている。

(2)縄文時代晩期中～後葉 (大洞C2式期～大洞Al式期)

南西区後背湿地東斜面底付近から、この時期の土器が出土 している。

(3)縄文時代晩期末～弥生時代前期 (大洞A2式期～山王Ⅲ層式期)(第 39'40図 )

遺構は、東区に残されていたベル ト中から 1基土坑が検出された以外は (SK78)、 全て南西区の後背湿地

から西側で検出。炉跡 4基 (SNQ01～ 04)、 焼± 27基 (sN04～ 30)、 土坑 6基 (sK86～ 91)、 柱穴状土坑

多数 (縄文時代晩期以降自然堤防上柱穴群)、 土器埋設遺構 1基 (SR03)、 遺物包含層 1箇所、捨て場 1箇所

(ST01)。 捨て場は、新 しくできた自然堤防から後背湿地に掛けて形成され、土坑 2基 (SK86、 88)、 焼± 1

基 (SK30)が後背湿地の捨て場上面から検出された以外は、全て新 しい自然堤防上に作 られている。

遺物は、捨て場からおびただしい量が出上 し、土器類が 30× 40× 30cmの コンテナで約 160箱、石器類が

30× 40× 20cmの コンテナで約 800箱 出土 した。比較的まとまった量が出土 した土坑 もあるが (SK89)、 そ

のほとんどが本来捨て場に帰属するものと思われる。土器は、他の調査区からも十数点～数点ずつ出土 して

いる。

(4)古代 (平安時代)(第 41図 )

南東区南部から土坑 1基 (sK80)、 南西区から土坑 3基 (sK83～ 85)が検出されている。南西区の古代

以降とした焼± 1基 (SN03)は、古代の可能性がある。SK80'84は 10世紀の可能性が高いが、他の詳細な

時期は不明である。出土遺物 (ほ とんど全て土器)は、土坑内が最も多いが、南西区 LⅢ③④付近、MⅢ②

④付近からも土師器、須恵器片が十数点出土 している。

(5)中   世

常滑焼の陶器片が遺構内 (SD08)と 遺構外から1点ずつ出土している (両方とも図示)。

(6)近   世 (第 41図 )

南東区南部から溝跡2条 (SD13・ 14)、 南西区から溝跡2条 (SD15・ 16)が検出されている。SD13は前
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年度検出された SD04溝跡の続きである可能性が高 く、SD15、 16は 前年度検出された sD08に続 くようであ

る。その他に、南西区の SD08溝跡東側から柱穴状土坑が 8基 (大溝東柱穴群)検出された。また詳細な記

録は省略 したが、南東区南部から近世の墓娠 2基検出され、中から人骨が出土 し、1基からは、六道銭 (寛

永通宝)、 キセル、磁器の小皿も出土した。埋蔵文化財として扱う範囲についての文化庁の指示および後の調

査日程を考慮して、墓の位置のみ記録し、供養の後無縁仏扱いで近所の寺に再埋葬した。位置は、SD14溝、

SK81土坑のすぐ南側である (写真図版 7下写真中央の四角い部分、第 6図右下図)。

出土遺物は非常に少なく、陶磁器小片が遺構外から数点出土したのみである。

5 検出された遺構

次年度に検出された遺構は、縄文時代中期末の竪穴住居跡 1棟、縄文時代の焼± 1基、土坑 3基、遺物包

含層、縄文時代晩期末～弥生時代前期の炉跡 4基、焼± 27基、土坑 7基、柱穴状土坑群、土器埋設遺構 1基、

遺物包含層、捨て場、平安時代の土坑 4基、古代～近世の遺物包含層、古代以降の焼± 1基、近世の柱穴状

土坑群、溝跡 4条である。

調査区は前述のように三箇所に分かれ、各調査区の呼称は第 38図 にある。調査区ごとの概要は本章第 3節、

時代ごとの概要は第 4節 を参照 していただきたい。また、地山の地形 (原地形)は第 6図、今回の調査全体

で検出された遺構は第 8図、次年度に検出された遺構については、第 38図 ～第 41図 に時代別に示 した。

遺構の名称 (番号)は、前年度に続けた (基本的に奈良文化財研究所の方式に則っている)。 担当者が異

なるので混乱をおそれて変更は一切行わなかった。番号がアチコチに飛んで読者にご不便をおかけするが御

容赦いただきたい。本章の遺構種別記載順序は、遺構然としたもの→そうでないもの、古いもの→新 しいも

のを原則とし、(1)竪穴住居跡の後に (2)炉跡、(3)焼土と続けたのは、これらが炉跡の可能性があるため

で、(4)土坑の後に (5)柱穴状土坑を続けたのは形態の類似性、その後は原則に従って、(6)土器埋設遺構、

(7)溝跡、(8)遺物包含層と続け、 (9)捨て場を最後にしたのは (8)の特殊なものであることを考慮 して

である。

本章を読む際に注意 していただきたい点。凡例は、第Ⅲ章の最後にある。遺物の記載、掲載場所について。

遺構内出土遺物は、遺構図版の後に遺構内遺物集成図としてまとめてはいるが (第 80図～第 86図 )、 詳 しい

記載 (観察表)、 実測図は、第Ⅵ章に掲載 しているので、そちらを参照 していただきたい (番号は共通であ

る)。 なお、前年度も同様である (第 78図 ・第 79図 )

平面図と断面図の照合等の図面点検は、現地で全て行っている。合わない場合は計り直しているが、どう

しても合わない場合は、そのままにし本文中 〔図・精査状況〕欄ににその旨記している。ただし、1/20の 縮

尺で lmm(原寸では 2cm、 報告書では0 5mm)以 内の違いについては誤差範囲とし、とくにふれていない。本

文記載中の深さは、言うまでもなく検出面からの深さである。

遺構の検出状況。砂層 (Ⅲ 層、Ⅳb層、V層)と 遺物包含層 (Ⅳ a層、Ⅳc層 )の交互層で、遺構の検出

には難があったと言わざるを得ない。砂層は色は黄褐色でわかりやすいのだが崩れやすく、崩れて砂で埋

まったものについては検出するのはまず無理である。S102住居跡は、まさにこの状態で、間に遺物を多量に

含む黒褐色土があり、それが壁際で検出面まで上がっていなければ、検出できなかっただろう。捨て場中の

遺構についても、断面で柱状土坑があるのがわかっても上面で検出することはできなかった。やむを得ずⅣ

b層 まで下げて検出した。今回の調査で、遺物の出土量の割に検出された遺構が少ないのは、このような事

-61-



5 検出された遺構

情 もあるものと思われる。

土。砂層は掘 りやすいが、水につかってシル ト質になったところは掘 りにくかった (後背湿地のⅢ層ほか)。

遺物包含層は、粘土質の部分が多 く本来掘 りにくいと思われるが、南東区南部を除き、精査中は雨が多かっ

たので、さほどでもなかった。遺構内遺物の取 り上げについて。半裁時には一括 して取 り上げ、完掘時には

基本的には層ごとに取 り上げているが、時間がなくて一括 した場合があ り、また層に変化がなくて識別しに

くかった場合には一括せざるを得なかった。残 りの良い土器や、床・底面出土遺物は、出土状況を図や写真

等で記録 したが、該当例は少ない。捨て場については、捨て場の頂参照。

遺構の実測について。平面図は、基本的には一般的な簡易遣 り方で作成 したが、一部を平板実浪1や光波 ト

ランシットによる測距を基に作成 している (平板実測の測量の部分を光波 トランシットで行ったのに相当)。

(1)竪 穴 住 居 跡

本年度に検出された竪穴住居跡は、1棟のみである。縄文時代中期末の住居が南西区に検出された。

S102住居跡 (第 42・ 80・ 81図、写真図版 35・ 36、 260)

〔位置・検出状況〕南西区中央。L～ MⅣグリッド。縄文時代以来の自然堤防の南端に近い部分。東側の調

査区外に半分続く。表土下に確認された黄褐色砂 (Ⅳ c?、 V?)層 を20cm下げたところ、黒い土が lm程度

の範囲で確認された。ぼんやりしてプランは掴めなかったので、 トレンチを入れてみたところ、土器が大量

に出土した。これは遺構の可能性が高いと、周囲の上面を改めてクリーニングしたが、プランは掴めなかっ

た。そこで、 トレンチを思い切り長く仲ばしてみた。それと直交する方向にもトレンチを入れてみた。相変

わらず立ち上がりや床ははっきりしなかったが、黒土が壁から中心に向かつて傾斜し、いわゆるレンズ状堆

積の一部をなしていること、その黒土の底に土器が並んでいることから、竪穴住居跡と考えるのが妥当であ

ろうとの結論に達した。プランは、最初にトレンチを入れた住居の南側 1/5周 ほどが黒土が検出面に達して

いるため明瞭で、その北側のトレンチを入れた部分は全く見えず、そのトレンチの北側は、不明瞭ではある

が、周囲のV層 とは明らかに異なった汚れた土であった。この検出状況の原因については、覆土の項参照。

〔図・精査状況〕住居覆土断面 B―Bア 、1層の上限が不明瞭のため上場平面図と合わない。トレンチでもはっ

きりせず最終的に遺物出土状況で住居と判断したような有様なので、壁、床はしつくり来ない。

〔重複〕調査した範囲ではなかったと思われる。

〔覆土・堆積状況〕壁際第一次堆積土 (4・ 5層 )の上に特徴的な黒褐色土 (3層 )が広がり、V層再堆積土

(2層 )で埋まっている。2層が、レンズ状堆積のレンズ部分に相当する。その上に堆積する 1層は、水平に

広がり、周囲のV層 とほとんど区別できない。ただし、周囲のV層が砂質であるのに姑し、シルト質である

ことから、Ⅳc層の可能性もあるかもしれない。Ⅳcで なければV層の最堆積ということになる。2層 にも土

器片が混じっているが、3層から多くの土器が出土した。3層 は、炭化物を含む黒褐色上ではあるが、地点に

より濃淡がある。住居の北半分でプランが子国みにくかつたのは、壁際に4・ 5層が堆積していたことと2層が

壁際まで広がっていたこと、3層が淡かったためである。

〔平面形・規模〕表土を剥いだ調査範囲外には、その続きが見え、礫が並んでいるのは壁と思われる (写真

図版 35)。 直径4.5m程度の円形か。

〔壁・床・掘り方〕壁・床は、V層①掘り方は、確認できなかった。

〔柱穴〕遺物取り上げ後丁寧にクリーニングしたが、調査範囲内に確認できなかった。地山の性質 (砂)を
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考えれば、あったとしても検出するのは難 しいか も知れない。

〔炉跡〕底面砂層にうっすらと焼けた焼土を確認したが、炉跡と言えるかどうか。

〔その他の付属施設〕上述のように焼土を確認。

〔出土遺物〕(出土状況)ほ とんどが 2層 中から出土し何れも住居中央に向かって傾斜している。

(遺物)第 80図 の土器、第81図 の土製品、石器・石製品、写真図版260の ■の焼粘土塊 ?が出土。8は 円

盤、9。 10は何かの一部である (10は 図では耳飾のように見えるが、上側の先端はほぼこれで終わりで尖り

気味である)。 11は石棒の未製品で、出土土器から考えると縄文時代中期末に伴う可能性が高いが、この時

期にも石器製作を行つていたのだろうか。図示した以外には、土器片が 9号袋約 3袋分、約 5 5kg、 石器は、

石鏃 2点 (欠損未製品 1点 )、 磨石 3点 (破片でない)、 ハンマー類 26点 (破片 H点 )、 台石破片 3点、砥石

10点 (破片 5点 )、 石棒破片 1点、剥片 A類 356.318ヽ 剥片 B類 371.048出土している。

〔時期〕出土土器から、縄文時代中期末 (大木 10式期)。 土器は、柳澤清一氏のいう大木 10式 b類付近に

偏っているような気もするが (註 )、 研究の現状から一般的な大木 10式 (本間宏氏の言う大木 10b式 )と と

らえておく。

言主

後期初頭への系統的変遷を重視して型式学的に見れば、柳澤氏の言うように細分されるように思われるが (柳澤 1988)、

岩手県大迫町観音堂遺跡 (大迫町教育委員会 1986)を初めとして層位的には裏付けられない。近年調査が行われた岩手県一

関市清水遣跡 5～ 7ト レンチの状況を見ても同様である ((財)岩手県文化振興事業団 2002)。 さらに、後期初頭への系統的

変遷についても、本間宏氏のように系列差と考え一見古 く見える特徴も後期初頭に受け継がれるのだとすれば、問題ないこと

になる (本間 1994,15)。

参考文献

大迫町教育委員会 1986『観音堂遺跡』大迫町埋蔵文化財報告第 ■集

(財 )岩手県文化振興事業団埋葬文化財センター 2002『清水遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報

告書第 382集

本間宏 1994「大木 10式上器の考え方」『しのぶ考古』10(福島県目黒吉明氏)

柳澤清- 1988「「大木 10式上器論」続考」『北奥古代文化』第 19号 北奥古代文化研究会

(2)炉   跡

奈良文化財研究所の遺構分類には、炉跡という項目はなく焼土 (sN)に含まれるようだが、本遺跡の炉跡

は基本的に住居の一部であり、両者を弁別することが大事と考えた (焼土にも地床炉になりそうなものが含

まれているが)。 焼土 (SN)に 配石 (SQ)を 組み合わせ、SNQと いう略号を便宜的に付けた。

焼上の中にも立派で炉跡になりそうなものもあるが、一応礫を伴うものを炉跡とした。該期の炉跡は石囲炉

が主となるためである (小田野 1988、 金子 2000)。 新しくできた自然堤防上に、4基検出されている。

2基は炉体土器も検出され土器埋設石囲炉だとわかった (sNQ01・ 02)。 何れも、縄文時代晩期末～弥生時代

前期である。出土遺物は、周囲の土層から出上したものを含んでいる。

捨て場中に発見された炉跡は周囲の焼土と共に島状に残し (写真図版 51)、 後でまとめて精査した。なお、

以下の覆土の記載は、室内で周囲の捨て場堆積状況のメモから判断したもので厳密ではない。

SNQ01炉跡 (第 43・ 81図、写真図版 36)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。OI～ PIグ リッド。縄文晩期以降自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含

層にトレンチを入れた時点で確認。当然竪穴が確認されるものと思い、上面を丁寧に検出し断面でも検討し
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たが、検出できなかった。

〔図・精査状況〕A‐ A′ 断面、北から二番目の礫、断面実測時の目測のズレ (水糸の真下を測っていない)

により平面図と合わない。炉体土器とその上にある礫も全く合わないが、測り間違いかどうか不明。時間の

余裕がなく合わせることができなかったことをお詫びする。B―B′ 断面、セクション・ポイント平面図と合わ

ないのは、平面図の方を後から光波測距により付け足したため。B側の礫は断ち割り時に崩れたため断面図

にない。

〔重複〕表土に近い場所にあるため、西側の一部が壊されていて、その礫の一部が炉の中央に倒れている。

〔覆土〕捨て場遺物包含層 1層 と思われる。〔構築層〕捨て場遺物包含層 2層 と思われる。

〔種類・平面形・規模・掘り方〕土器埋設石囲炉で、石囲い部分は、一辺 1.1～ 1.2mの方形。北側、南側の

辺等、二重に石で囲んでいる部分がある。火を受けているように見える礫もあるが、全体としては不明瞭で

ある。埋設土器は、粗製深鉢 (口縁部欠損)を正位に埋設①真っ赤に焼けている。口縁部を除き完形であつ

たと考えられるが、取り上げ後に欠損した部分が二次焼成のため脆 く粉々になってしまい接合できない。

〔焼土〕炉石に囲まれた部分は、ほぼ全域焼土が見られる。約 20c範 と厚く、レンズ状に形成されている。

〔付属施設〕確認できなかった。

〔所属施設〕周囲に確認された柱穴状土坑は、本遺構を中心に同心円状に分布するものが多いので、これら

からなる竪穴住居あるいは平地住居の炉跡の可能性が高い。ただし、竪穴住居であつた場合でも、底はⅣb

層までは達していない。

〔出土遺物〕60は炉体土器、61は精査時に周辺から出土したものである。図示した以外にも、精査時に土器

片や石器が出土しているが、これらは本来炉が構築された捨て場に帰属するものと思われるので詳細につい

ては割愛する。

〔時期〕炉体土器から縄文時代晩期末～弥生時代前期と思われるが特定できない。構築層から晩期末～弥生

時代初頭の可能性がある。

SNQ02炉跡 (第 43・ 81図、写真図版 37)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。OI～ Ⅱグリッド。縄文晩期以降自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含層

にトレンチを入れた際に確認。 トレンチの断面から、竪穴が確認できないか検討してみたが、層境が炉のレ

ベルに対応することは確かだが (第 60図下の炉と書いてある部分の 2層 と3層の間)、 立ち上がりは確認で

きなかった。したがって、平地住居の炉跡の可能性はあるが、竪穴住居である可能性は低い。

〔図・精査状況〕断面図、A― A′ のセクシヨン・ポイントは平面図とほぼ合っているが礫の位置や炉体土器

は合わない。平面実測時に測り間違ったもののようで、既に断ち割つてしまったため修正できない。B― B′

は、セクション・ポイントが平面図と合わないが、B′ を2mm(実際には2cm)手前にすれば合う。セクシヨ

ン・ポイントは後に光波測距で入れたためであり、時間的な余裕がなく現場で未点検だったため合わせられ

なかった。

〔重複〕炉跡自体にはないと思われる。

〔覆土〕捨て場遺物包含層2層。〔構築層〕捨て場遺物包含層3層。

〔種類 。平面形・規模・掘り方〕土器埋設石囲炉。石囲い部分は、40× 30cmの楕円形に近い。西側に礫が

並ばないのは、元々残りが悪かったところに調査時に礫を飛ばしてしまったためと思われる。礫は、断ち割

り時ベルトをかけた東側の2個は明瞭に赤く焼けているが、その他ははっきりしないものが多い。炉体土器
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についてだが、第43図の炉体土器に接 している底部は同定できたのだが (第 81図 63)、 肝心の炉体土器が

見つからない。取り上げ後に粉々になったのかと思い捜したのだが、それらしいものを見つけることはでき

ず炉体土器と書かれた袋自体見つけられなかった。お詫び申し上げる次第である。

〔焼土〕炉石に囲まれた部分は、ほぼ全面焼土が形成されている。16cmと 厚くレンズ状に形成されている。

〔付属施設〕確認できなかった。

〔所属施設〕柱穴状土坑は周囲に確認できず、むしろ空白域をなし、はつきりしないが上記のように平地住

居の炉跡の可能性があろう。

〔出土遺物〕第81図 62～ 74の 土器、12の上偶足が出土。63は炉体土器の下から出土し、その他も精査時

に周辺から出土したものである。図示した以外にも周辺から土器や石器が出土しているが本来捨て場に帰属

するものと思われる。

〔時期〕構築層と出土土器から、縄文時代晩期末 (大洞 A′ 式古期)の可能性が高い。

SNQ03炉跡 (第 44・ 81図 、写真図版 37)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。N119～ 24グ リッド。縄文晩期以降自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包

含層にトレンチを入れた時点で確認。包含層が薄いせいもあるのか (第 59図中央の炉と描いてある部分)、

竪穴は確認できなかった。上面に焼けた礫が見られたので、炉跡として登録。

〔図・精査状況〕セクシヨン・ポイントA′ 、断面図と平面図合わない。セクション・ポイントは後に光波

測距で入れたためであり、時間的な余裕がなく現場で未点検だったため合わせられなかった。

〔重複〕炉跡自体にはないと思われる。

〔覆土〕捨て場遺物包含層 1層。〔構築層〕捨て場遺物包含層4層。

〔種類・平面形・規模・掘り方〕礫は 1つ しか確認されなかったが、石囲炉か。焼土の範囲は、平面図に示

した範囲で66× 59cmの楕円形。礫は、火を受けて赤く焼けている。

〔焼土〕平面図に示した範囲。厚さ17cmと レンズ状に形成されている。

〔付属施設〕確認できなかった。

〔所属施設〕周囲に柱穴状土坑が広がり、平地住居の炉跡の可能性が高い。

〔出土遺物〕第 81図 75～ 77の土器が周囲から出土。図示した以外にも土器や石器が少し出土しているが本

来捨て場に帰属するものと思われる。

〔時期〕構築層と出土土器から、縄文時代晩期末 (大洞 A′ 式古期)の可能性が高い。

SNQ04炉跡 (第 44・ 81図、写真図版37～ 38・ 260)

〔位置 。検出状況〕南西区南西端。OⅡ 6～ 7グ リッド。縄文晩期以降自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含

層掘り下げ中に確認。二つの焼土が連続しているように見えたが、片方に立石が認められたので、炉跡と認

定。

〔図・精査状況〕礫が一つしかなく、隣のSN05焼土と連続しているので通して断ち割った。

〔重複〕炉跡自体にはないと思われる

〔覆土〕捨て場遺物包含層 1層。〔構築層〕捨て場遺物包含層2層。

〔種類・平面形・規模・掘り方〕礫 (立石)が一つしか残っていないが、石囲炉と言えるか。礫の上面は、

火を受けて赤くなっている。平面図に示した約 90× 70cmの範囲に焼土が形成されている。
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〔焼土〕図に示した範囲で上述のとおり。13cmと 厚くレンズ状に形成されている。

〔付属施設〕確認できなかった。

〔所属施設〕すぐそばに柱穴状土坑は検出されているが、その周りにはむしろ空白域があり、竪穴住居や平

地住居は見えにくい。

〔出土遺物〕第81図 78～ 80の土器が周囲から出土。第 81図 81～第 82図 91の土器、第 82図 13の 円盤状

土製品、12の石製玉、13の不明石製品、写真図版 260の 14の焼粘土塊 ?は、島状に残したSNQ04と SN05

焼土を同時に断ち害よつた際に出土したものである。図示した以外にも土器や石器が出土しているが本来捨て

場に帰属するものと思われる。

〔時期〕構築層から弥生時代前期の可能性が高い。

参考文献

小田野哲憲 1988「 岩手県における弥生時代の住居址」『紀要JⅦ (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

金子昭彦 2000「岩手県における縄文時代晩期の遺構」『紀要』XⅨ (財 )岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター

(3)焼   土

29基検出した (炉跡は別に報告 した)。 南東区南部の 1基 (SN02)は 、縄文時代中期末以降～晩期、南西

区中央の 1基 (SN03)は古代以降で、その他は縄文時代晩期末～弥生時代前期で、捨て場上面～新しくでき

た自然堤防上面に検出された。出土遺物は、周囲の土層から出土 したものを含んでいる。

縄文時代晩期末～弥生時代前期の焼土のうち、捨て場中に発見された焼土は、炉跡と一緒に島状に残 し(写

真図版 51)、 後でまとめて精査 した。炉跡の可能性のある SN04、 05については通常どおりに記録 し、SN30

も同様だが、SN06～ 29は、時間の余裕がなかったため、平面図のみ記録 し (写真は集合写真のみ)、 断面

はスケッチのみで図、写真 とも記録 していない (SN17、 28は 後述の理由で土坑の断面図に掲載)。 SN06～

29は 同時に精査 し、香号は南から北へ連続 して付けている。覆土の記載は、室内で周囲の状況のメモから判

断したもので厳密ではない。

なお、SN17は SK89土坑の上面、SN28は SK90土坑の上面に検出され、特に SK90と は特別な関係があり

そうである。

SN02焼土 (第 45図、写真図版 38)

〔位置・検出状況〕南東区南都。MⅨ グリッド。調査区境の土層断面図 (第 63図)を作成するため、断面

を垂直に切 り落とす最中に確認。Ⅳ c層が薄 く、Ⅳ b層 との間に局地的な層が挟まる部分があり、その局地

的な層 (第 45図 4層 )の上面に位置する。

〔図・精査状況〕検出位置から簡易遣り方を組むのが難しく、平面図は光波測距で作成したため焼土の位置

が断面図と大きく異なってしまう。セクシヨン・ポイントは lrlm(実際には2cm)ま で合わせたのだが。

〔重複〕不明。

〔覆土〕Ⅳ btt。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕上述の理由で、北側を大きく壊してしまっているため、不明。

〔燃焼状態〕砂層に形成されているため、淡く赤くなっているだけである。

〔形成層〕Ⅳb層 からⅣc層の漸移的な性質を持つ、局地的な層 (第 45図 4層 )。
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〔所属施設〕今回の調査では、弥生時代以降の自然堤防止以外は、焼土の検出が非常に少なく、竪穴住居や

平地住居の炉跡の可能性もあるかと思われる。確かに、焼土上面のラインは、焼土外に水平に続き、付近か

らは、柱穴状土坑 (SK82)も 検出され、出土土器も多い。しかし、土器は下のⅣc層から主として出土して

おり、局地的な落ち込み (第 45図 3・ 4・ 6層 )は、Ⅳc層 まで下がらないので、竪穴住居の炉跡の可能性は

低い。平地住居の可能性は残るが、Ⅳb層 との境界のラインは、地形に沿つて緩やかに傾斜しており、床面

とするには、やや厳しいかもしれない。

〔出土遺物〕断面クリーニング時に3× 2cm以下の上器片 3点 (1点 は土師器)、 石鏃の未製品1点が出土し

たが、図化に耐えなかったので掲載していない。

〔時期〕形成層から、縄文時代中期末以後～晩期。

SN03焼土 (第 45図、写真図版 38)

〔位置・検出状況〕南西区中央。NⅢ グリッド。Ⅲ層上面。近世の大溝跡 (SD08)のすぐ東脇。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕不明。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕焼土の形成が良くないが、焼土が見られる場所は不整形なU字形を呈す。

抜けている部分がカクランされている可能性もあるが、炭化物が多く分布しているので現状を保っているも

のと判断した。厚さ 8cnt。

〔燃焼状態〕形成層が砂のためか、あまり良くない。〔形成層〕Ⅲ層。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕周囲から2× 2cm以下の土器片3点出土し、2点は土師器、1点は縄文土器である。図化に耐え

なかったので掲載しなかった。

〔時期〕形成層から古代以降と思われる。

SN04焼土 (第 45・ 82図、写真図版 39)

〔位置。検出状況〕南西区南西端。O15グリッド中心。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包

含層にトレンチを入れた際に確認。島状に残し、周囲の捨て場の掘り下げが終了した後に精査した。

〔重複〕一部近接する柱穴状土坑がある。

〔覆土〕捨て場遺物包含層2層か。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕60× 60cmの不整円形。厚さ15cm。

〔燃焼状態〕包含層中に形成されているため、比較的しっかり焼けている。

〔形成層〕Ⅳa層下部。捨て場遺物包含層 3層 (第 45図 の2層)か。

〔所属施設〕確認できなかった。周囲には柱穴状土坑が見られる (第 40図 )。

〔出土遺物〕第 82図 92～ 100の土器が焼土下から、第82図 22の剥片石器が焼き土内から出土した。図示

した以外にも周囲から土器や石器が多く出土しているが (土器9号袋 1.5袋、石器はほとんどが剥片だが約

170点 )、 捨て場に帰属するものと判断する。

〔時期・所見〕出土遺物と形成層から、弥生時代初頭の可能性が高く、その規模から考えて、竪穴住居ある

いは平地住居の地床炉の可能性が高い。
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SN05焼土 (第 44・ 81～ 82図 、写真図版 37～ 38、 260)

〔位置 。検出状況〕南西区南西端。OⅡ 7グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含層

掘り下げ中に確認。SQ04炉跡のすぐ東側。

〔図・精査状況〕平面図に載っている土器は、断面クリーニング時に取り上げてしまったので断面図にない。

隣のSNQ04炉跡と連続しているので、通して断ち害よつた。

〔重複〕焼土下から柱穴状土坑が検出されている。

〔覆土〕捨て場遺物包含層 1層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕55× 40cm程度の不整楕円形。周囲の礫は、特に火は受けていないようで、

焼土下の包含層中にも同様の礫が見られることから、抜かれた炉石ではないと思われる。約 9cm。

〔燃焼状態〕良く焼けている。

〔形成層〕Ⅳa層下部。捨て場遺物包含層2層。

〔所属施設〕確認できなかった。周囲に柱穴状土坑は見られるが、少ない (第 40図 )。

〔出土遺物〕主として焼上下から第 82図 101～ 104の土器、焼土中から第82図 23の剥片石器が見つかつて

いる。図化した以タトに9号袋 1袋、石器剥片等約25点出土。第 81図 81～第 82図 91の上器、第 82図 13の

円盤状土製品、12の石製玉、13の不明石製品、写真図版 260の 14の焼粘土塊 ?は、島状に残したSNQ04と

SN05焼土を同時に断ち割つた際に出土したものである。

〔時期〕構築層から弥生時代前期の可能性が高い。

SN06焼土 (第 47・ 82図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。P16グ リッド①縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺跡の状況

を把握するため試掘トレンチを入れた際に確認。検出は5月 、精査は9月 。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層2層か。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕60× 60cmの三角形に近い。最大厚 10cmの レンズ状。

〔燃焼状態〕比較的はっきりと焼けていた。

〔形成層〕Ⅳa層最下部 (下 はⅣb層 )。

〔所属施設〕確認できなかった。周囲に柱穴状土坑は疎 (第 40図 )。

〔出土遺物〕第82図 105～ 107の土器片等が出土。図化した以外に5× 4cm以下の上器片が5点、石器剥片

等が約7点出土している。

〔時期〕形成層から縄文時代晩期末の可能性がある。

SN07焼土 (第 47図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。P12グ リッド。縄文晩期以降の自然提防上Ⅳb層で検出。柱穴状土坑

検出時に確認。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層2層。
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〔平面形・規模・断面形・厚さ〕故り散りになって、ほとんど残つていない。最大厚 lcm。

〔形成層〕Ⅳ btt。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕出土していない。

〔時期〕形成層から縄文時代晩期末の可能性がある。

SN08焼土 (第 47図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。P12グリッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳb層で検出。柱穴状土坑

検出時に確認。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕下から柱穴状土坑を検出。

〔覆土〕遺物包含層2層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕散り散りになって、ほとんど残つていない。最大厚 3cm。

〔形成層〕Ⅳ btt。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕石器剥片B類 1点が出土。

〔時期〕形成層から縄文時代晩期末の可能性がある。

SN09焼土 (第 47・ 82図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。O124グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含層

精査中に確認。ややカクランを受けている。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕不明。

〔覆土〕遺物包含層 1層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕60× 20cmの 三日月状で、不整形なのは撹乱を受けているためか。レンズ

状に形成。最大厚 6cm。

〔形成層〕遺物包含層2層上面。Ⅳb層上面から22cm。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第82図 108'109の土器が出土。図化した以外に9号袋 1/6の上器、石器ハンマー類 1点、石

器剥片B類 5点出土している。

〔時期〕形成層から弥生時代前期の可能性がある。

SN10焼土 (第 47図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。O117グリッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳb層 で検出。柱穴状土坑

検出に確認。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕下から柱穴状土坑を検出。

〔覆土〕遺物包含層2層。
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〔平面形・規模・断面形・厚さ〕ほとんど残つていない。最大厚2～ 3cm。

〔形成層〕Ⅳb層上面。

〔所属施設〕確認できなかった。周囲には柱穴状土坑も少ない (第 40図 )。

〔出土遺物〕石器ハンマー類の破片が 1点出土。

〔時期〕形成層から縄文時代晩期末の可能性がある。

SNll焼土 (第 47・ 82図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。O120グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含層

精査中に確認。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層 1層か。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕40× 22cmの不整楕円形。薄いレンズ状で面をなす。最大厚 5cm。

〔形成層〕遺物包含層2層 中 (上面 ?)。

〔所属施設〕確認できなかった。周囲はむしろ柱穴状土坑の空白域になっている (第 40図 )。

〔出土遺物〕第82図 ■0の土器、石器剥片A類 1点が出土している。

〔時期〕形成層から弥生時代前期の可能性がある。

SN12焼土 (第 46図、写真図版 51)

〔位置。検出状況〕南西区南西端。N122グ リツド中心。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳb層で検出。柱穴状

土坑検出時に確認。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層4層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕60× 24cmの不整楕円形。最大厚 15cm。 明瞭なレンズ状に形成。

〔形成層〕Ⅳb層上面。

〔所属施設〕確認できなかつた。周囲に柱状土坑も疎らであるが、本焼土を中心に弧を描いているようにも

見える。

〔出土遺物〕遺物は出土しなかった。

〔時期〕形成層から縄文時代晩期末の可能性がある。

SN13焼土 (第 46・ 83図、写真図版 51)

〔位置。検出状況〕南西区南西端。N117グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa～ b層で検出。遺物包

含層精査中に確認。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕柱穴状土坑と重複するか。

〔覆土〕遺物包含層4層か。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕50× 48cmの 方形に近い。最大厚 10cm。 レンズ状に形成。
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〔形成層〕Ⅳa層最下部～Ⅳb層上面。砂。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第83図 111・ 112の 土器が出土。図化した以外に、3× 3cm以下の上器片4点、石器ハンマー

類 1/21点 、剥片A類 2点が出土している。

〔時期〕形成層から縄文時代晩期末の可能性がある。

SN14焼土 (第 46・ 84図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。N111グ リッド中心。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳb層で検出。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕カクランを受けているか。

〔覆土〕遺物包含層4層 か。

〔平面形・規模・断面形 。厚さ〕約 70× 50cmの不整楕円。最大厚 14cm。 レンズ状堆積。

〔形成層〕やや汚れている気もするが、Ⅳb層。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第84図 H3の土器片が出土している。図化した以外に、2× 2cm以下の土器片2点、石器ハン

マー類破片 1点、剥片類7点出土。

〔時期〕形成層から縄文時代晩期末の可能性がある。

SN15焼土 (第 46・ 83図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。M124グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含

層精査中に確認。SN16に近接。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層卜2層か。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕規模大きい。約 100× 80cmの不整楕円形。最大厚6cm

〔燃焼状態〕明瞭に焼けている。

〔形成層〕遺物包含層2層上面～2-3btto Ⅳ b層上面から60cmの高さに形成。

〔所属施設〕確認できなかった。周囲は柱状土坑も少ない (第 40図 )。

〔出土遺物〕第83図 114～ ■7の土器片が出土している。図化した以外に、4× 4cm以下の上器片約20点、

石器剥片A類 1点出土。

〔時期〕形成層と出土土器から、弥生時代前期の可能性がある。

SN16焼土 (第 46・ 83図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。M125グリッド中心。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物

包含層精査中に確認。SN15に近接。

〔図・精査状況〕平面図のみ。周囲の包含層断面図は第58図にある。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層2層。
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〔平面形・規模・断面形・厚さ〕カクランのせいか、ブロック状になっている部分があり不整形だが、面的

に広がる部分があり、現地性のものであることは間違いない。約 76× 64cmの不整楕円形。最大厚 8cm。

〔形成層〕遺物包含層 2-3b層 、3層上面。Ⅳb層上面から54cmの 高さに形成。

〔所属施設〕確認できなかった。周囲は柱状土坑も少ない (第 40図 )。

〔出土遺物〕第83図 118の 土器が出土。図化した以外に、4× 4cm以下の上器片約 15点、石器ハンマー類

1点、剥片5点出土。

〔時期〕形成層と覆土から、縄文時代晩期末の可能性がある。

SN¬ 7焼土 (第 46・ 83図、写真図版 51)

〔位置。検出状況〕南西区南西端。N110グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳb層で検出。遺物包含層

除去後に確認。SK89土坑の上面にある。SN18に近接。

〔図・精査状況〕断面図はSK89土坑参照 (第 50図 )

〔重複〕SK89土坑の上面にある。

(覆土〕遺物包含層5層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕約 54× 36cmの不整楕円形。厚さ約 6cm。

〔燃焼状態〕砂が焼けたものなので不明瞭。

〔形成層〕SK89土坑覆±2層。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕焼土中から第 83図 ■9、 120の土器片が出土した。図化した以外に3× 2cmの縄文のみの上器

片 1点、石器ハンマー類破片 1、 剥片B類 1.79g出 土。

〔時期〕覆土及び土坑から、縄文時代晩期末の可能性が高い。

SN18焼土 (第 46・ 83図、写真図版 51)

〔位置 。検出状況〕南西区南西端。NⅡ 6グリッド中心。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包

含層にトレンチを入れた際に確認。SN17焼土に近接。

〔図・精査状況〕平面図のみ。周囲の包含層断面図は第 60図 にある。

〔重複〕ないものと思われる。

〔覆土〕遺物包含層3層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕一応レンズ状に形成されているが、一様でなくまだら。約48× 48cmの 方

形。厚さ8cm程度。

〔形成層〕遺物包含層4層上面 (砂再堆積に炭混じりの土)。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第83図 121の上器片、図化した以外に、2× 2cm以下の上器片2点、石器剥片7点出土。

〔時期〕覆土と形成層から、縄文時代晩期末の可能性がある。

SN19焼土 (第 46図、写真図版 51)

〔位置。検出状況〕南西区南西端。N114グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳb層で検出。遺物包含層

精査時に確認。SN20焼土に近接。
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〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層4層。

〔平面形・規模・断面形 。厚さ〕形成層が砂層のため、明瞭な線を描かないがレンズ状に形成。78× 40cm

程度の不整楕円形。厚さ10cm。

〔形成層〕Ⅳb層上面 (あ るいは包含層最下層である4層 )。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕断ち割り時に、3× 2cm以下の上器片4点、石器ハンマー類 1/21点 、剥片3点出土。

〔時期〕覆土と形成層から、縄文時代晩期末の可能性がある。

SN20焼土 (第 46・ 83図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。N114グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含層

精査時に確認。SN19に近接。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層3層か。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕散り散りのブロック状だが堅く広がる部分もあり、現地性かどうか判断が

難しい。範囲は44× 40cm程度の三角形に近い。最大厚 2cm。

〔形成層〕遺物包含層最下層 (4層 )。 Ⅳb層上面から20cmの高さに形成。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第83図 122の土器底片、図化した以外に、3× 2cmの縄文のみの土器片 1点、石器剥片 A類 2

点出土。

〔時期〕覆土と形成層から、縄文時代晩期末の可能性がある。

SN21焼土 (第 46・ 83図、写真図版 51)

〔位置 。検出状況〕南西区南西端。N118～ 23グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳb層 で検出。遺物

包含層精査後に確認。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕柱穴状土坑と重複し、切られる。

〔覆土〕遺物包含層4層か。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕重複を受けて散り散りだが、全体としてはレンズ状に形成。約 84× 60cm

の楕円形。最大厚 8cm。

〔形成層〕Ⅳb層上面。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第83図 123の土器片、図化した以外に、2× 1 5cm以下の土器片3点、石器ハンマー類破片 1

点、剥片 1点出土。

〔時期〕覆土と形成層から、縄文時代晩期末の可能性がある。
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SN22焼上 (第 46図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。N124グリッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含層

精査後に確認。下げすぎたと思う。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思うが、周囲に柱穴状土坑が近接。

〔覆土〕遺物包含層 1層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕約 34× 21cmの楕円形。断面形は不整形だが、レンズ状に近い。最大厚

7cm。

〔形成層〕遺物包含層最下層。Ⅳb層上面から12cmの高さに形成。

〔所属施設〕確認できなかつた。

〔出土遺物〕1.5× 1.5cm以 下の剥落した土器片 1点、石器剥片B類 2点出土。

〔時期〕覆土と形成層から、弥生時代前期の可能性がある。

SN23焼土 (第 46図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。N125グリッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含層

を精査した際に確認し、柱状に残しておいたが、ぶつかって壊れてしまった。明らかに掘りすぎている。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層2層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕20× 14cmの楕円形。レンズ状に形成。最大厚 10c伍。

〔形成層〕遺物包含層3層か。Ⅳb層上面から22cmの 高さに形成。

〔所属施設〕確認できなかつた。

〔出土遺物〕石器ハンマー類 1点、剥片4点出土。

〔時期〕覆土と形成層から、弥生時代前期の可能性がある。

SN24焼土 (第 46・ 83図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。N124～ O14グリッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa～ b層で検

出。遺物包含層精査後に確認。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層 1層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕約 44× 14cmの長楕円形。散り散りだが、全体としてはレンズ状に形成。

最大厚 4cm。

〔形成層〕遺物包含層最下層 (4層 )かⅣb層上面。

〔所属施設〕確認できなかつた。

〔出土遺物〕第 83図 124の 土器片、図示した以外に、石器ハンマー類 5A破片 1点出土。

〔時期〕覆土と形成層から、弥生時代前期の可能性がある。
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SN25焼土 (第 46図、写真図販 51)

〔位置 。検出状況〕南西区南西端。O14グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳb層 で検出①前年度試掘

トレンチを入れた際に確認。上にカクランあり。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕柱穴状土坑と重複し、より新しいようだ。

〔覆土〕遺物包含層 2・ 4層。カクランあり。

〔平面形・規模 。断面形・厚さ〕124× 46cmの 不整楕円形。周囲に検出された焼土の中で最も整ったレンズ

状。最大厚 10cm。

〔形成層〕Ⅳb層上面 (一部遺物包含層最下層含む ?)。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕4× 2.5cm以下の土器片2点 (1点 は円盤状土製品の破片 ?)、 石鏃未製品2A類、剥片4点出土。

〔時期〕覆土と形成層から、縄文時代晩期末～弥生時代前期。

SN26焼土 (第 46・ 83図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。OⅡ lグ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺物包含層

精査中に確認。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕柱穴状土坑と重複し、より新しいようだ。

〔覆土〕遺物包含層2層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕60× 36cmの不整楕円形。上面は面的に広がっているが、断面は不整形。最

大厚 6cm。

〔形成層〕遺物包含層 3層上面。Ⅳb層上面から30cmの 高さに形成。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第 83図 125。 126の 土器片、図示した以外に、土器片 6× 3cm以下約4点、磨製石斧未製品lA

類 1/21点 、最J片 8点出土。

〔時期〕覆土と形成層から、紀文時代晩期末～弥生時代初頭の可能性がある。

SN27焼土 (第 46・ 83図、写真図版 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。N Ⅱ 21～ OⅡ 2グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳa層で検出。遺

物包含層精査中に確認。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層2層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕78× 64cmの不整楕円形。底は面的に広がるが不整形。最大厚 8cm。

〔形成層〕遺物包含層 3層上面 (シ ルト質)。 Ⅳb層上面から30cmの 高さに形成。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第 83図 127の 土器片、図示した以外に、2× 2cm以下の土器片約5点、石器剥片 H点出土。

〔時期〕覆土と形成層から、縄文時代晩期末～弥生時代初頭の可能性がある。
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SN28焼土 (第 50・ 84・ 85図 、写真図版 43)

〔位置・検出状況〕南西区南西。N Ⅱ 20グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳb層で検出。遺物包含層精

査後に確認。SK90土坑上面にある。

〔図・精査状況〕SK90土坑 (第 50図)参照。

〔重複〕SK90土坑上面にある。

〔覆土〕検出面≒掘り込み面なら、遺物包含層牛5層。

〔平面形 。規模・断面形・厚さ〕110× 93cmの不整楕円形。約 6cm。

〔形成層〕SK90土坑覆土。

〔所属施設〕SK90土坑のほぼ全面を覆っており、また、SK90では2層 を挟んで再び焼土層と、互層になっ

ていて、本土坑に伴うと考えるのが自然であろう。

〔出土遺物〕SK90土坑 1層 出土遺物 (第 84・ 85図 )。 詳細はSK90土坑参照。

〔時期〕検出位置と出土遺物から、縄文時代晩期末と思われる。

SN29焼土 (第 47図、写真図版 51)

〔位置 。検出状況〕南西区南西端。O16グ リッド中心。縄文晩期以降の自然堤防上Ⅳb層で検出。グリッ

ド杭の下で柱穴状土坑検出時に確認①自然堤防西端落ち際。

〔図・精査状況〕平面図のみ。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕遺物包含層2層か。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕50× 30cmの楕円形。カクランを受けているが、明瞭にレンズ状に形成さ

れ、最大厚 13cm。

〔形成層〕Ⅳb層。

〔所属施設〕確認できなかった。周囲に柱穴状土坑は少ない。

〔出土遺物〕出上しなかつた。

〔時期〕覆土と形成層から、縄文時代晩期末～弥生時代前期の可能性がある。

SN30焼土 (第 45・ 83図、写真図版 39)

〔位置・検出状況〕南西区中央南端。NⅢ 8グ リッド付近から南の調査範囲外に続く。縄文晩期以降捨て場

として使用された後背湿地Ⅳa層の上面に近い場所で検出。遺物包含層にトレンチを入れた際に確認。8月

初めに確認したが、精査を行つたのは遺物包含層精査直前の9月 中旬である。

〔図・精査状況〕捨て場上面にあつたため時間の余裕がなく、平面図は光波測距で作成したせいか、セクシヨ

ン・ポイント、土器の位置、断面図と合わない。包含層卜2層下で検出した際には、それほど広がるように

は思えなかつたが (写真図版 39)、 記録後焼土を土壌サンプルとして採取しようと考え、焼土を追ったとこ

ろ、下にもぐりこんで南西方向にどんどん広がつてしまい、調査範囲外まで進んでしまった。どこまで続く

か見当がつかないことと調査期限も迫っていたことから、調査範囲外については精査を断念した。周囲の包

含層断面図は第59図 にある。

〔重複〕不明だが、調査範囲内にはないと思われる。
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〔覆土〕遺物包含層 1-2層。

〔平面形・規模・断面形・厚さ〕調査範囲外に続くので不明だが、調査した限りでは最大長約 190cm、 厚さ

約 lo側。

〔燃焼状態〕比較的良く焼けており、周囲に炭化物広がる。

〔形成層〕Ⅳa層。遺物包含層 2-3b2層 上面か (第 59図 )。

〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕焼土中に骨片や土器も含む。周囲に炭化物広がる。第 83図 128～ 134の土器片、図示した以外

に、9号袋 1/2の土器片、砥石片 2点、石器剥片 2点 出土。

〔時期〕覆土と形成層、出土遺物から、弥生時代前期の可能性が高い。

(4)土   坑

14基検出した。縄文時代が 3基、縄文時代晩期末～弥生時代前期が 7基、平安時代が 4基である。東区に

検出された SK78は弥生時代前期、SK79は 縄文時代、南東区南部に検出された SK80は平安時代 (10世紀 )、

SK81・ 82は縄文時代、南西区北東側 (sD08よ り北東)に検出された SK83～ 85は 平安時代、SK86～ 91は、

南西区捨て場 (ST01)中 ～下に検出されたもので、縄文時代晩期末～弥生時代前期 と思われる。

SK90は 、覆土に焼土 (sN28)と 黒色上の交互層が見られ、黒色土には大量のクルミが含まれていた。SK89

上面にも焼土 (sN17)が認められた。SK87・ 89・ 91は 、現地では気づかなかったが、掘立柱建物跡を構成

する柱穴かも知れない (第 40図 )。 SK82・ 86・ 88は疑似現象の可能性がある。SK80は壁～底が火を受け、

SK84は 炉跡状の付属施設を持ち、特殊な機能が予想される。

SK78土坑 (第 48図、写真図版 39)

〔位置・検出状況〕東区南端。GⅧグリッド。前年度から残されていた土層観察ベルト中に落ち込みを確認

し、土坑と認定。断面でも平面でも、ほとんど周囲の土と変わらなかったが。

〔図・精査状況〕断面で周囲と比較してやっと土坑と認識できた程度なので、壁と底の把握は難しかつた。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕Ⅳa層 とⅣb層 の境のラインが土坑状に落ち込んでおり、Ⅳa層 とほとんど変わらない

土で埋まっている。

〔平面形・規模〕約 57× 43cmの楕円形。

〔断面形・深さ〕丸みを帯びた浅鉢形。約 20cm。

〔壁 。底〕はっきりしない。壁は外反。

〔出土遺物〕出土していない。

〔時期〕掘り込み面から、弥生時代前期の可能性がある。

SK79土坑 (第 48図、写真図版 39)

〔位置・検出状況〕東区南端 (昨年度の調査区である土木中央区に入っている)。 IⅦ グリッド。検出面 (V

層)を lo～ 20c血 下げたところで、比較的はっきりと確認。覆土は一様であったが、輪郭はぼんやりしてい

た。周囲の土との境がボンヤリしており念のため断ち割つたところ、立ち上がりがはつきりと確認されたの

で、土坑と認定。周囲に確認された多くの土坑状のシミは、半裁した結果、全て擬似現象であつた。なお、
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実測前はわからなかったが、本遺構は昨年度の調査範囲に含まれることが半J明 した。

〔図・精査状況〕セクション・ポイント (お そらくA)断面図と平面図で合わないのは、斜めに水糸を張る

ピンを刺し、ピンを基点 (Ocm)と したためか。一番東 (A′ )側の上場、 トレンチの上場合わないのは、完

掘時に掘りすぎたためか。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上半は灰黄褐色土、底は粘性の強い黒土、その上は黄褐色土。

〔平面形・規模〕82× 74cm程度の小判形か。

〔断面形・深さ〕浅鉢形。32cm。

〔壁・底〕上部は崩れている。

〔出土遺物〕出土しなかった。

〔時期〕検出位置から、縄文時代の可能性がある。

SK80土坑 (第 48・ 83図、写真図版 40)

〔位置・検出状況〕南東区南部。M Ⅳ20グ リッド。斜面下方、Ⅲ層上面を5cm下 げたところで検出。上層

の砂再堆積層はわかりにくかつたが、下層の黒土が壁際に広がっていたため、はっきりと確認できた。

〔図・精査状況〕南東 (A)側の下場完掘時に掘り広がったため、断面図と平面図合わない。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上半はⅢ層再堆積砂層。下半は、黒土に砂ブロックを含む層で、埋め戻した土と思われ

る。土器多く、礫を含む。

〔平面形 。規模〕約 56× 40cmの 楕円形。

〔断面形・深さ〕U字形に近い。約 32cm。

〔壁・底〕壁 。底は、Ⅲ層で、火を受けているのか赤黒い砂である。壁は、垂直～オーバーハング気味。底

は、根穴か掘り方か、黒土が点々としている。

〔出土遺物〕(出土状況)西壁際で、拳大の礫の下に土師器の大きな口縁部破片が内面を上に向けて横倒し

になって出土 (第 48図、写真図版40=第 83図 12)。 同一個体破片が、そのすぐ東側と、南壁近く (半裁し

断面を記録した場所のすぐ東側)から出土している (第 83図 11)。 第 83図 Hと 12は、同一個体だが接合

しない。

(遺物)上述のように第83図 11=12の上師器が出土した。図示した以外に約 130g(10× 6cmの 同時期の土

師器甕胴部 1片、同じく6× 4cm 2片 、後は3X3cm以下の土師器細片 5、 2× 2cm以下の縄文土器片 1)出

土。土師器片は、何れも第 83図 11=12と 同一個体と思われるが、全て合わせても全体の 1/3に もならず、残

りの2/3は出土していない。

〔時期〕検出面と出土土器から、平安時代 (10世紀)と 思われる。

〔所見〕壁・底の様子、覆土、礫などから、墓 (火葬墓 ?)の可能性があるが、骨が出土せず規模が非常

に小さい。出土土器の残存状況も中途半端である。逆に、規模と覆土、出土土器からは、柱穴の可能性もあ

るのかも知れない。

SK81土坑 (第 48図、写真図版 40)

〔位置・検出状況〕南東区南部。L Ⅷ 14グ リッド。縄文時代以来の自然堤防の東端。表土下に検出されたV
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層をlo～ 20cm下げたところで確認。全て砂の地積土でわかりづらかったが、半裁の結果立ち上がりが確認

されて、土坑と認定。表土下にあったため、根等によるカクラン多く、汚れている。

〔図・精査状況〕覆上の性質とカクランのため、わかりづらく、半裁時には下に大きく掘りすぎている。

〔重複〕SD14溝跡に切られる。

〔覆土・堆積状況〕全て砂の再堆積で、上 (1)層 は、黒く汚れた砂の再堆積、下 (2)層 は、1層 とV層が

混在したもの、断面図を作成した部分には見えなかったが、半裁時に残つた部分の 1層 と2層の間には、1-

2層 という、1層 より顕著に黒い層があつた。3層 は掘りすぎ。

〔平面形・規模〕約 72× 65cmの 隅丸方形。

〔断面形・深さ〕浅鉢形。約 30cm。

〔壁・底〕壁～底Vtt。 底のV層は、カクランを受けていたので、半際時大幅に掘り過ぎた。

〔出土遺物〕出上しなかった。

〔時期〕覆土と検出状況から、縄文時代の可能性が高い。

SK82土坑 (第 48図、写真図版 40)

〔位置・検出状況〕南東区南部。M Ⅸ 15グ リッド中心。斜面下方、V層上面で検出。炭化物が集中する場

所があり、断ち割ったが、周囲にもえ化物が散り、あまりそれらしくなかった。しかし、周囲に多く見られ

た擬似現象と異なり炭化物が顕著なこと、近くで土器が多く出土したこと、SN02焼土を伴う住居の柱穴の可

能性もあると考え、遺構と認定した。

〔図・精査状況〕頼りになるのは炭の含有量だけで、壁、底ともはっきりしない。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上層は、灰責褐色土に炭化物が散り、下層は、周囲のV層 とほぼ同じ黄色の砂層に炭化

物が散る。

〔平面形・規模〕ひしゃげた隅九長方形。約 42× 30cm。

〔断面形・深さ〕U字形。約 20cm。

〔壁・底〕壁～底は、V層。しかし、覆土は上記のような状態で、また、周囲のV層にも炭化物が散り (根

によるカクランか)、 壁～底ははつきりしない。

〔出土遺物〕図示しなかったが、約20gの上器片 (摩耗した斜縄文土器片 1、 1× lcm以下の細片 2)、 石器

剥片A類 0.06g出土。

〔時期〕検出位置と出土土器から、縄文時代の可能性が高い。

〔所見〕上記のように住居の柱穴の可能性を考え、遺構としたが、sK02焼土に記したように、住居が存在

した可能性は薄く、遺構でないかも知れない。

SK83土坑 (第 48・ 83図、写真図版 41)

〔位置・検出状況〕南西区中央。M Ⅲ 13～ 19グ リッド。近世の大溝跡 (SD08)のすぐ東に隣接 (縄文時代

以来の自然堤防西端斜面上)。 Ⅱ層下部～Ⅲ層上面。輪郭はぼんやりし、近世の遺構のようには見えなかっ

た。また、周囲から出土したものは土師器ばかりである。

〔図・精査状況〕一部掘り過ぎた部分がある。

〔重複〕ないと思われる。
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〔覆土・堆積状況〕SK85土坑に似るが、より明るく砂っばい。Ⅲ層ブロックを多く含み霜降り状を呈して

いたように思う。上部から、3mm程度の骨片状のものが出土した。

〔平面形・規模〕約 208× 207cmの 円形。

〔断面形・深さ〕皿状。約 20cm。

〔壁・底〕壁～底、Ⅲ層。壁の一部にブロック状の灰白色火山灰 (十和田a降下火山灰 ?)が見られた。

〔出土遺物〕第 83図 13、 14の土師器片、第 83図 135の 弥生?土器片、24の砥石片、図示した以外に、約

280gの土器片 (3× 3cm以下の細片約40点、1/4が縄文～弥生土器片、残りは平安時代土器片)、 石器ハン

マー類破片4(lBc類 2、 lA類 2)、 砥石片2点、剥片 A396g、 剥片 B35.08g出土。

〔時期〕検出面と出土土器から、平安時代の可能性が高い。

SK84土坑 (第 49・ 83図 、写真図版 41)

〔位置・検出状況〕南西区中央よりやや北。MⅣグリッド。近世の大溝跡 (SD08)か らやや離れた東側に立

地。工b層 中に検出。かなり高い面で確認できたが、周囲に遺構があるか否かはっきりしなかったので、本

遺構を島状に残して検出を続けた。

〔図・精査状況〕断面図 C― C′ 、C側の礫の右端、断面実測時の目測のズレ (水糸の真下を測っていない)

により平面図と合わない。壁がはっきりと立ち上がらず、掘りすぎ多い。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕下層は、より暗い土。

〔平面形・規模〕おおむね隅九方形だが、壁が不明瞭なため不整形である。140× 120cm程度か。

〔断面形・深さ〕約 18cm。

〔壁・底〕壁～底は、Ⅱb層最下部～Ⅲ層上部。壁は、グラグラと立ち上がる。

〔付属施設〕坑底中央に三つ礫が並び (一つは明らかに立っている)、 石も周囲も火を受け赤くなっている。

〔出土遺物〕(出土状況)礫に囲まれた部分から、土師器郭 ?の底部片 (第 83図 18)が出土。

(遺物)第 83図 15～ 18の上師器、136の剥落した底部片 (弥生土器と考えていたが土師器の可能性が高い)、

図示した以外に約 180gの上器片 (弥生土器片 2× 2～ 3cm 2点、他は全て土師器、最大 7× 6cm l点 、5×

5cm 3点、それ以下約8点、甕胴部破片がほとんどだが、1片郭口縁部小片)、 石器ハンマー類 5A類 1点出土。

15は 、接合した土器片の残存状況がかなり異なる。

〔時期〕検出状況からは近世とも考えられるが、半完形土器の第 83図 15の存在などから、平安時代 (10世

紀)の可能性が高い。

〔所見〕付属施設などから考えると、墓 (火葬墓)な どの可能性もあるのかも知れない。

SK85土坑 (第 49・ 83図 、写真図版 41～ 42)

〔位置。検出状況〕南西区中央やや北寄り。LⅢ～MⅣ グリッド。前年度入れたトレンチ (大溝の土層観察

用ベルトに沿つて掘り下げた部分)を クリーニングして確認。作業進行上の都合でMⅣグリッドは既にⅢ層

まで下げてしまっていたが、実際にはⅡb層から掘り込まれており、MⅢ グリッドでは、ぼんやりとではあ

るがⅡb層で確認できた。

〔図・精査状況〕断面図 A‐ A′ 、A′ 側上場、完掘時掘りすぎたせいか平面図と合わない。B― B′ 、B′ 側の

下場掘りすぎて平面図と合わない。東壁、掘りすぎ。
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〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕2層に分けたが、ほとんど同じで、Ⅲ層ブロックを含む、ややシルト質の土。

〔平面形・規模〕楕円形。298× 228cm。

〔断面形・深さ〕皿状。約45cm。

〔壁・底〕壁は、Ⅱb層、底は、Ⅱb層下部～Ⅲ層最上部。壁は、工b層から調査できた部分は、垂直に近

い状態で立ち上がる。

〔出土遺物〕第83図 137・ 138の弥生 ?土器片、25の石器の掻・削器類 (石箆 ?)、 図示した以外に、土器約

460g(9号 袋 1/6、 全て4× 4cm以下、縄文土器 4/5、 土師器 1/5)、 石器掻・削器 1点、ハンマー類 6点 (lA

類片 1、 完形 1、 lBc類片 2、 5B類片 1、 不明破片 1)、 砥石類 6点 (1類片 3、 4A類完形 1、 4B類完形 1、 5

類片 1)、 台石片 2点、磨製石斧原料 ?1点、剥片 A類 27595g、 剥片 B類 76.51g出 土。

〔時期〕検出層と出土土器から、平安時代の可能性がある。

SK86土坑 (第 49・ 83図、写真図版 42)

〔位置・検出状況〕南西区中央。MⅢ グリッド。捨て場 (湿地底すぐ東)Ⅳ a層上面で検出。壁に沿つて並

ぶ炭化物で、はつきりと確認。

〔図・精査状況〕上がわかりづらいので念のため半裁時かなり下げた。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕大部分は、黄褐色のシルト質層、その下に薄く炭化物を多く含む層が底から壁まで広が

る。

〔平面形・規模〕楕円形。約 82× 58cm。

〔断面形・深さ〕浅鉢～悟り鉢状。約 18cm。

〔壁・底〕壁～底、Ⅳa層。

〔出土遺物〕第 83図 139の弥生?土器片、図示した以外に、同じく2層から3× 2cmの斜縄文の土器片 1、

1.5cm以 下の土器片 1点 (計、約 10g)出 土。1層 から石器剥片A類 37.29g出土。

〔時期〕検出位置から弥生時代前期か。

〔所見〕壁、底付近の一部は、グライ化して灰色のブロックを呈している。水に原因が求められよう。穴が

埋まった後の可能性もなくはないが、おそらく窪んでいる最中に、その影響を受けたものと思われる。この

ことと断面がやや変わつた形であることから、自然現象 (植物?)の可能性もあるのかもしれない。SK88も 、

同様である。

SK87土坑 (第 49'83図、写真図版 42)

〔位置・検出状況〕南西区南。NIグ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上。Ⅳb層上面で検出。輪郭はボヤー

としてはっきりせず、半裁しても、壁や底は、はっきりしなかった。悩んだが、一応壁と底らしきものを認

識できることから、土坑と認定した。

〔図・精査状況〕断面図A― A′ 、A側の上場、完掘時崩れたため平面図と合わない。

〔重複〕柱穴状土坑2基 (1・ 2層 )に切られる。

〔覆土・堆積状況〕柱穴状土坑に相当する部分 (1・ 2層 )以外は、単層 (3層 )で、褐色土に黄褐色の砂の

ブロックを多量に含む。ただし、3層 は、根による汚れに見えなくもない。
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〔平面形・規模〕楕円形。約 120× 80cm。

〔断面形・深さ〕不整形な浅鉢。約 40cm。

〔壁・底〕壁～底は、Ⅳb層 だが、はっきりしない。

〔出土遺物〕第 83図 142・ 143の縄文?土器片、26の石鏃、図示した以外に、縄文～弥生土器片約230g(9

号袋 1/7、 5× 4cm以下)、 石器ハンマー類2点 (lBc類破片 1、 5B類破片 1)、 砥石 2点 (5類完形 1、 欠損

1)、 剥片A類 68.53g、 誤Jtt B類 281.87g出土。

〔時期〕検出層から、縄文時代晩期末の可能性がある。

〔所見〕SK87と SK81は柱穴状の土坑で、掘立柱建物を構成する可能性があり、位置関係から (第 40図 )、

本土坑も、その一角を担う可能性がある。そうなると、重複と考えていた柱穴状土坑は本遺構に伴うのかも

知れない。しかし、建物を構成する柱の4本 目の位置に土坑は検出できなかったので確証はない。

SK88土坑 (第 50・ 83図、写真図版 42)

〔位置・検出状況〕南西区中央。MⅢ グリッド。捨て場 (湿地底すぐ西)Ⅳ a層上面に近い部分で検出。sK86

と同様、黒い土が壁際に入るので、はっきりと確認できた。

〔図・精査状況〕覆上が周囲とはっきり異なっており掘りやすかった。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上から、洪水堆積砂層 (Ⅳ b層 ?)の再堆積層、グライ化した灰色土、暗褐色土の順。

〔平面形・規模〕楕円形。約 80× 70cm。

〔断面形・深さ〕V字形。約 30cm。

〔壁・底〕壁～底、Ⅳ att。

〔出土遺物〕第83図 144～ 148の弥生前期土器、図示した以外に、縄文～弥生土器片約290g(9号袋 1/7、

7× 7cmの底部片 1、 他はほぼ5× 5cm以下、斜縄文の胴部片がほとんどだが、3× 2cm以下の口縁部沈線文

様を持つ破片 2)、 石器ハンマー類 lBc破片 1点、剥片A類 7 1lg出 土。

〔時期〕検出層と出土土器から、弥生時代前期の可能性がある。

〔所見〕底が、グライ化して灰色を呈し、またその周囲に赤い酸化鉄が見られる。sK86同様水の影響を受

けており、覆土から考えると、湿地にあった木などが倒れた跡か。

SK89土坑 (第 50・ 84図、写真図版 43)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。NIグ リッド。縄文晩期以降の自然堤防上。包含層除去後、すぐ確認。Ⅳ

b層上面。

〔図・精査状況〕極端に底が狭まり、また地山が砂で覆土下部が砂の再堆積のため、掘りづらかった。

〔重複〕上面にSN17焼土がある。

〔覆土・堆積状況〕Ⅳb層 の再堆積が主。

〔平面形・規模〕楕円形。

〔断面形・深さ〕上場が広がり、下場が尖るT字形。

〔壁・底〕Ⅳb層。壁が広がり始める中間場付近にグライ化している部分がある。

〔出土遺物〕第84図 149～ 164の縄文土器、27、 28の石器ハンマー類、図示した以外に約 1 58kgの縄文～

弥生土器片 (9号袋 1、 ほとんどが胴部斜縄文片で、同一個体が9号袋 1/7く らいあり、沈線文様を持つ土器
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片 も4～ 5片、5× 4.5cm以下の台部片あ り、大洞 A′ 式新 ?)、 石器磨製石斧未製品破片 6点 (0類 2、 lA

類 2、 2類 2)、 ハ ンマー類 4点 (lA類破片 1、 2類完形 1、 )、 台石破片 1点 、砥石 3点 (4A類破片 1、 完形

1、 5類完形 1)、 剥片 A類 205。 16g、 剥片 B類 96019g、 石製品石棒未製品破片 1点 出土。

〔時期〕検出層と出土土器から、縄文時代晩期末の可能性が高い。

〔所見〕断面形から柱穴の可能性がある。掘立柱建物跡で、SK91は同様の土坑で、SK87も 含めて建物を構

成する可能性もあるが (第 40図 )、 残りの部分に相当する土坑は検出できなかった。

SK90土坑 (第 50・ 84・ 85図、写真図版 43)

〔位置・検出状況〕南西区中央南端。NⅡ グリッド。捨て場 (湿地底すぐ東側)Ⅳ b層で確認。包含層除去

後、SN28焼土を確認し、その周囲に黒土が広がることから、土坑の可能性を考え、半裁後確定した。

〔図・精査状況〕覆土が明瞭で掘 りやすかった。

〔重複〕上面にSN28焼土があるが、その位置から一体のものと考えるのが自然であろう。

〔覆土・堆積状況〕焼土と黒色土の互層。2層 には大量のクルミ (1,49061g)、 不明種子 (729g)を 含む。

〔平面形・規模〕楕円形。tt H5× 100cm。 〔断面形・深さ〕はっきりしないが皿状か。約 20cm。

〔壁・底〕壁～底、Ⅳ btt。

〔出土遺物〕(出土状況)炭化物層を中心に、クルミなどの多くの植物遺体が出土し、完掘時に残った土は

全て持ってきて洗った (不手際で重量計測忘れ)。

(人工遺物)第 84図 165～ 176の縄文土器片、第84図 29～第 85図 38の石器 (ハ ンマー類が主体で磨製石

斧の未製品を含む)、 図示した以外に約680gの縄文～弥生土器片 (9号袋 1/4、 無文の同一個体片 1/10、 残り

はほとんど5× 5cm以 下の斜縄文片)、 石器磨製石斧未製品破片 4点 (0類 3、 2類 1)、 ハンマー類 11点 (lA

類破片 2、 完形 1、 lBc類破片 1、 3B類破片 1、 完形 1、 4C類破片 1、 5A類破片 2、 5B類破片 1、 6類完形

1)、 台石破片 1点、砥石 8点 (1類破片 1、 完形 3、 4A類破片 1、 完形 1、 6類完形 2点 )、 剥片 A類 87.51g、

剥片 B類 675。 18g出 土。

(自 然遺物)焼土層を中心に、ギギなどの魚骨、カエルやスズメ、不明獣類骨が出土し、炭化物層を中心に、

大量のクルミ、大量の不明種子、樹皮、秤などが出土している。第Ⅵ章第 4表および第Ⅸ章第4節参照。

〔時期〕検出層と出土土器から、縄文時代晩期末の可能性が高い。

〔所見〕出土した自然遺物から食物加工に関係する土坑かと思われたが、出土石器からは裏付けられない。

これら全体を供献品と考え墓と位置づけるべきなのであろうか。

SK91土坑 (第 50・ 85図 、写真図版 43)

〔位置・検出状況〕南西区中央南端。NⅡ グリッド。捨て場 (縄文晩期以降の自然堤防の東端)Ⅳ b層で検

出。包含層除去後に確認し、輪郭がはっきりしないのでただの落ち込みの可能性も疑ったが、半裁の結果深

かったので、土坑と認定。

〔図・精査状況〕完掘時下場掘り広がったため、断面図A側の下場平面図と合わない。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上面中央に広がる2層 は、黒褐色土にⅣb層 ブロックを含む。下部は汚れⅣb層再堆積。

〔平面形・規模〕楕円形。約 120× 100cm。

〔断面形・深さ〕T字形の変形。約 60cm。
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〔壁・底〕壁～底、Ⅳ b層。中段は、やや汚れていて覆土のようにも想像されるが、炭化物は含まないので

地山であると判断した。中断の一部にグライ化したところがある。

〔出土遺物〕(出土状況)2層上面に大量の土器が広がる。

(遺物)第 85図 177～ 183の土器、図示した以外に、約 650gの縄文～弥生土器片 (9号袋 1/4、 最大 12×

9cmの斜縄文胴部片、9× 5cmの底部片、比較的大きな破片多い)、 石器剥片ハンマー類 1点 (5A類完形 1)、

砥石 1点 (1類完形 1)、 A類 158.18g、 剥片 B類 155.34g出 土。

〔時期〕検出層と出土土器から、縄文時代晩期末の可能性がある。

〔所見〕断面形から考えると柱穴の可能性がある。掘立柱建物跡が存在した可能性があり、SK89は 同様の上

坑で、SK87も 含めて建物を構成する可能性もあるが (第 40図 )、 残りの部分に相当する土坑は検出できな

かった。

(5)柱 穴 状 土 坑

直径30cm未満の月ヽさい土坑である。厳密にはSK82も ほぼこれに相当するが、周囲にこれ 1基のみしか検

出できず柱穴状土坑とするには問題が多いので土坑とした。

近世の大溝跡 (SD08)の東側Ⅲ層上面で検出されたもの (大溝東柱穴群)と 、縄文時代晩期以降の自然堤

防上Ⅳb層上面で検出されたもの (縄文時代晩期以降自然堤防上柱穴群)の二群がある。前者は、建物を構

成しそうもないが近世の可能性があり、後者は、縄文時代晩期末～弥生時代前期の平地住居の柱穴の可能性

がある。後者は、捨て場除去後のⅣb層上面でまとめて検出を行つたが、捨て場中のトレンチ断面に掘り込

みが見られたものもあり、実際には捨て場中から掘りこまれたものも多いと思われる。

大溝東柱穴群 (第 41図 )

Ⅲ層上面で、近世の大溝跡 (SD08)の 東側に8つ の柱穴状土坑が検出された。これらは、大きくニケ所に

分かれる (LⅢ柱穴群とMⅢ Ⅳ柱穴群)。 両者は位置が違うだけでほとんど同じ。

・LⅢ柱穴群 (第 50図、写真図版 43～ 44、 242の 19)

〔位置・検出状況〕南西区中央～北。LⅢ グリッド。Ⅲ層上面。幾つか柱穴状土坑らしきものを検出したが、

半裁の結果遺構と判断したのは2基のみ。MⅢ Ⅳ柱穴群とは、位置が違うだけでほとんど同じ。

〔図・精査状況〕pitlの 断面図セクシヨン・ポイントBが平面図と合わないのは、断面図作成時に基点 (0

cm)を垂直に下ろさなかったためと思われる。pit2の 下場が断面図と平面図で合わないのは、完掘時に特に

A側が掘り広がったためと思われる。

〔重複〕ないと思われる。

〔配置・規模〕2基のみだが、間隔は、MⅢ Ⅳ柱穴群とほとんど同じ。

〔柱穴〕2基のみだが、形態はかなり異なる。覆土は、MⅢ Ⅳ柱穴群とほとんど同じ。pitlは 壁～底Ⅲ層、

pit2は 壁Ⅲ層、底Ⅳ a層 。

〔炉等の付属施設〕〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕pitlの 2層から、2× 2cm以下のロクロ土師器郭 (内黒)口縁部破片が出土している (写真図

版242の 19)。

〔時期〕検出層と出土土器から古代以降で、柱穴状土坑の形状から近世の可能性がある。

〔所見〕柱穴状土坑の形状と間隔から、M ⅢⅣ柱穴群と一連のものと思われる。
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。MⅢ Ⅳ桂穴群 (第 51図、写真図版 44)

〔位置・検出状況〕南西区中央。MⅢ～Ⅳグリッド。Ⅲ層上面で検出し、怪しいと思って半裁したものの中

から、深さ等によって遺構の可能性が高いものを選別。したがつて、同じ覆土でありながら、浅いものは認

定しなかった。

〔図・精査状況〕以下は、何れも平面図と断面図との照合である。pitlの下場が全く合わないのは完掘時の

掘りすぎらしい。pit2の下場が合わないのは、底が平らでないための認識の違い。pit3、 4の C側の下場が合

わないのは完掘時の掘りすぎらしい。pit5の E側の上場合わないのは完掘時の掘りすぎのため。

〔重複〕ないと思われる。

〔配置・規模〕pitl・ 6・ 5な どのように、一部並んでいるように見える場所もあるが、全体としては不規則

に散在。

〔柱穴状土坑〕柱穴状の規模はほぼ同じだが、形や深さは様々である。覆土は、濃淡の違いはあるが、黒褐

色～灰責掲色土にⅢ層ブロックを含むもの。基本的にpit4は 、壁～底Ⅲ層、それ以外は、壁上部Ⅲ層、壁下

部～底Ⅳ att。 掘り方は、pi“ にはそれらしいものも見られたが、基本的に確認できなかった。

〔炉等の付属施設〕〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕出土しなかったようである。

〔時期〕検出面および覆土から、近世と思われるが、遺物による裏づけはない。

〔所見〕柱穴状土坑の形状と間隔から、LⅢ柱穴群と一連のものと思われる。

縄文時代晩期以降自然堤防上柱穴群 (第 40・ 52・ 86図、写真図版 50～ 51)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。NI～ PIグ リッド周辺。一部遺物包含層Ⅳa層 中で検出できたものも

あるが (第 60図左下、第 40図 )、 ほとんど全てⅣb層上面で検出。本来的には、ほとんどがⅣa層 中に掘 り

込み面を持つものと思われる。しかし、前述のような例は偶然 トレンチ断面にかかったため確認できたので

あり、平面で検出することはできなかった。Ⅳa層の各細別層を掘 り上げるたびに、上面をきれいにして検

出を試みたのであるが、柱穴を見つけることは全くできなかったのである。岩手考古学会での報告の席上、

宮古市教育委員会の竹下脂男氏から柱穴の調査方法に問題があるとの指摘を受けたが、もし、柱穴の検出を

第一義に調査を進めるのなら、薄く断ち割っていくしか方法はなかったと思われる。検出面を平面的に薄く

剥いでいく方法を採つたとしても、どの程度検出できたか疑間である。薄く断ち割るという方法を採つた場

合、莫大な時間と手間がかかり、急げば今度は遺物の取り上げに支障を来たす。そして、そのような時間と

手間をかけて例え柱穴が高い位置で検出できたとしても、柱穴が群在すること、自然堤防上Ⅳa層 は薄く細

別層にほとんど時期差はないこと、各細別層は基本土層のように大きな広がりはもたないことなどから、柱

穴の組み合わせを特定することは非常に難しい。前年度および次年度の試掘 トレンチの結果から、このよう

に推測され、得られるものに対してコストがかかりすぎると判断して遺物を層位的に取り上げることに重点

を置き、基本的にⅣb層上面で検出することに決めたのである。

〔図・精査状況〕平面図のみ。検出された柱穴状土坑らしきものは、全て半裁し、その結果遺構と判断され

たものだけ記録した。断面図は、この時点で既に予定期間を超過していたこと、掘り方は確認できなかった

ので個々の断面図を作成することにどれだけの意義があるか疑間であることなどから、作成しなかった。

〔重複〕SK87土坑覆土を切る柱穴状土坑が 2基ある。SN05'08'10・ 21・ 25焼土下に検出されたものがあ

り、その他焼土や炉跡に近接するものが多く存在する。柱穴状土坑同士の重複は少ない。
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〔配置 。規模〕所々に集中地点が見られるが、組み合わせを特定することはできない。なお、試掘 トレンチ

によって確認できなかった部分も存在する (第 55図 )。

〔柱穴〕直径 30cm程度の規模の小さなものがほとんどで、地山が砂層のためか掘り方は確認できなかった。

深さは、様々であり、覆土も、Ⅳa層起源の上が多いが砂で埋まっている場合もあり、多様である。これは、

炉跡や焼土と同様、掘り込み (構築)面 も多様であったことを意味するのであろう。

〔炉等の付属施設〕〔所属施設〕確認できなかったが、周囲に存在する炉跡や焼土と関係すると考えるのが

自然であろう。竪穴は確認できなかったことから、平地住居の柱穴と考えるのが妥当かもしれない。

〔出土遺物〕第 86図に時期のわかりそうな土器片を掲げた。掲載以外に、N Ⅱ21Ⅳ b層柱穴として取 り上

げられた縄文土器片が約 140g(5× 5硼 以下の破片約 10点、ほとんど縄文、無文のみ)、 N11 8pit3か ら剥

片 A類 988ヽ O13pit2か ら剥片 A類 lg、 P116pitlか ら剥片 B類 457gな どが出土しているが、ほとんど

全て混入で、本来帰属するのは捨て場包含層と思われる。

〔時期〕検出層と出土土器から、縄文時代晩期末～弥生時代前期にわたり、各柱穴状土坑は、この間でマチ

マチと思われる。

〔所見〕周囲の同様の層から炉跡や焼土が検出されており、これらと関係があると考える方が自然であろう。

竪穴は確認できなかったことから、平地住居の柱穴と考えるのが妥当かもしれない。

(6)土 器 埋 設 遺 構

1基のみ検出した。合わせ国で弥生時代前期と思われる。前年度調査 した sR01と は約 5mし か離れていな

い 。

SR03土器埋設遺構 (第 51・ 86図、写真図版 45)

〔位置・検出状況〕南西区南西端。N116～ 17グ リッド。縄文晩期以降の自然堤防西端のⅣb層上面で検

出。20cm程度の薄い遺物包含層に幅50cmの トレンチを入れたときに確認。前年度の試掘 トレンチにかかっ

た SR01か ら5m離れている (第 14図 と第 40図、第 8図 )。

〔図・精査状況〕セクション・ポイントA′ が、平面図と断面図合わない。平面図のセクション・ポイント

を光波測距で後から追加したためと思われる。時間の余裕がなくて現地で確認できず訂正できなかったこと

をお詫びする。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕本遺構に限定される覆土が存在するかどうかについては確認できなかった。捨て場遺物

包含層 4層が相当するかも知れない。

〔埋設土器の出土状況・掘り方〕甕を正位に埋設し高不を逆さにして蓋をした状態。高杯の口縁および高台

部は一周久けていて、高郭は甕の中に完全に入り込み (台部の片端は甕の口縁より高く外に出ていたが)、

日縁側先端の欠けた部分は甕の内部の土に埋まっていた。そして、甕の肩の部分には、高郭の回縁部破片が、

日を下に向けて (割 国が上)、 元の状態のように並べられていた (写真図版 45)。 断ち割った結果、朝瞭な掘

り方が確認されたが、埋土は遺物包含層とよく似た土で、上面では検出できなかった。掘り方の立ち上がり

を見る限り、明瞭な土坑状を呈するようではない。

〔埋設土器〕底部穿孔された完形の菱 (第 86図 207)と 口縁と台部先端を欠いた高郭 (第 86図 208)。 高郭

の口縁部は、上述のようにわざと欠いて周囲に並べていたものである (208a)。 接合してみたが足 りない部分
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が多い (208b)。 甕は、内面は二次焼成で真っ赤、外面の一部 も帯状に同様、下部は黒斑、一部ススが付着す

るというもので、転用と考えられる。

〔土器内部の様子〕中の土を全て水洗したが何も出てこなかった。

〔付属施設〕確認できなかった。〔所属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕埋設土器の他、図示しなかったが、周囲から土器片 (50g、 7× 5cmの縄文のみの奏肩部片 1点、

3× 2側 以下の縄文のみ、無文の土器片3点 )、 掘り方埋め土から石器剥片 (A類 2562g)が僅かに出土して

ヤヽる。

〔時期〕埋設土器から、弥生時代前期 (山王Ⅲ層式)と 思われる。

(7)溝   跡

南東区南部から2条、南西区北東側から2条検出された。何れも近世の可能性がある。南東区南部から検

出された 2条は、前年度調査された溝跡に続 く可能性がある (SD13は SD04、 SD14は SD12)。 (第 8図 )。 南

西区に検出された 2条は、平行に走 り、昨年調査 した sD08大溝跡に注 ぐ (sD15・ 16)。 その SD08溝跡にも

一部新たな知見が得 られたので補足する。

SD08溝跡の張り出し部 (前年度の補足)(第 41・ 53・ 86図、写真図版 45)

〔位置・検出状況〕南西区中央。前年度から予測されていたようだが、東側に張り出し部を持つことがわかっ

た。前年度土層観察用ベルトが設定されていた部分である。ベルトを除去した後、Ⅱb層上面で溝の覆土が

半円形に広がるのがわかった。壁が崩れて覆土が広がっているだけかと思い、試しに掘ったところ、深く、

遺構自体が広がっているのだとわかった。

〔平面形・規模〕長さ5mの範囲で最大 50cm程度東側に張り出す。形は不整形である。

〔壁・底〕壁はⅡb～Ⅲ層で、比較的なだらかに立ち上がるようである。底は周囲と同じⅢ層。

〔出土遺物〕第 86図 209～ 215の 弥生前期を中心にした土器、20の ロクロ土師器郭の口縁部片、7の 中世陶

器 (常滑重)片、図示した以外に、約 2.lkgの土器片 (9号袋 1つ。縄文～弥生土器がほとんどだが土師器の

小片も。陶磁器はない。縄文～弥生土器は、縄文時代中期が多いが、晩期～弥生時代前期、縄文後期もある)、

石器類 82点 (半分以上剥片だが、ハンマー類や砥石、台石、磨製石斧・石棒の未製品も)出土。何れも混入

と思われる。

〔時期〕昨年度の調査で近世と推定されている。

SD13清跡 (第 53・ 86図、写真図版 45)

〔位置・検出状況〕南東区南部。LⅨ グリッド。斜面Ⅲ層上面で検出。北側の調査範囲外に伸びており、前

年度調査した sD04溝跡に続く可能性が高いが (第 8図、第 H図 )、 北偵1ほ どはっきりしており、南に行 く

につれ浅くなってばんやりし、やがてカクラン部分にぶつかり、消えてしまう。これは、この面の地形が本

来南から北に向かって傾斜しており、検出時にほぼ平らに削ってしまったことに原因が求められよう。すな

わち、本来は、図示した部分よりずっと南に続いていたものと想像される。なお、このカクランは、根等が

腐ったシミ状のもので、その根は、水辺に生える繊維質が強い植物である。このカクランは、周囲にも見ら

れる。

〔図・精査状況〕浅く輪郭もボンヤリしており、わかりづらかったので、サブトレンチを3箇所入れて、そ
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の間を辿るという方法を採つた。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕濃淡はあるが、全て、Ⅲ層再堆積土に暗褐色砂がぼんやり混じる感じ①

〔平面形・規模〕調査した範囲では、長さ約 3m、 幅約 20cm。 昨年からの続きでは約 13mの長さになるが、

直交する部分もあるので、全体としてはT字状を呈す。今年度調査した範囲も、上述のように、もっと南に

続いていたものと思われる。

〔断面形・深さ〕浅い逆カマボコ形。5～ 10cm。

〔壁・底〕壁はⅢ層、底はⅣ att。

〔出土遺物〕SD13か 14か、調査後に帰属がわからなくなってしまった土器片があるが (第 86図 216・ 217)、

縄文時代晩期末～弥生時代初頭の土器である。

〔時期・所見〕検出層から古代以降であり、形状から近世の水田の水路等の可能性がある。

SD14溝跡 (第 54・ 86図、写真図版 45～ 46)

〔位置・検出状況〕南東区南部。LⅧグリッド。縄文時代以来の自然堤防の東端。表土下に検出されたV層

をlo～ 20cm下げたところで確認。前年度の SD12溝跡に続く可能性もあるが (第 8・ 11図 )、 規模、方向に

若干違いが見られる。

〔図・精査状況〕検出面の覆土と地山の色の違いは比較的はっきりしていたが、念のため各所にサブトレン

チを入れて、その間を辿るという方法を採った。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕基本的には二層からなり、上層は黒くのっぺりとしたⅡ層に近い層、下層は上層とV層

の混土。

〔平面形・規模〕確認できた範囲では、全長 7m程度の鍋づる状を呈すが、これが、本来の形なのか、SD12

に続く「本流」と二つの分岐した溝からなっているのか、判断が付かない。幅 10～ 74cm。

〔断面形・深さ〕底の凹凸が激しいので、地点によって異なる。8～ 39cm。

〔壁・底〕壁～底Vtt。 底は凹凸が著しく、浅いところでは痕跡的になっており、東端は、カクランを受け

ているのか、急に深くなっている。西端は、地山がカクランを受けているようで、黒っぽいばんやりした土

が下に続く。境界が曖味な不整形なので遺構ではないと思う。

〔出土遺物〕SD13か 14か、調査後に帰属がわからなくなってしまった土器片があるが (第 86図 216・ 217)、

縄文時代晩期末～弥生時代初頭の土器である。他に、約70gの土器片 (約 4× 4cm 2片、約 3× 2cm以下 6

片で、全て縄文や無文のみ。無文の小片の中に土師器あり?)、 石器類 7点 (4点剥片、他はハンマー類、砥

石)出土したが、混入と判断し掲載しなかった。

〔時期〕SD13、 14が前年度に検出された SD04、 SD12に続くなら、重複関係からSD13よ り新しい。時期を

判断する材料がないが、形状と検出状況から近世の可能性がある。

SD15清跡 (第 54図、写真図版 46)

〔位置。検出状況〕南西区北。LⅢ～Ⅳグリッド。縄文時代以来の自然堤防の西端V層上面で明瞭に検出。東

西方向に伸び、南北に伸びるSD08溝跡に接続する。比較的明瞭に確認。東側の、より高い部分に続かない

のは、水田にする際に削平されたためかもしれない。北側にSD16溝跡が併走する。
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〔図・精査状況〕覆土が明瞭で精査は比較的容易だった。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕暗褐色土に細かいV層ブロックを含む。近世に良く見られる覆土である。

〔平面形・規模〕やや弧を描くが、ほぼ直線。検出できた範囲では約 10mの長さ。幅約 40cm。

〔断面形・深さ〕逆カマボコ形。深さ5～ 20cm。

〔壁・底〕確認できた範囲では、V層。

〔出土遺物〕約420gの 上器片 (9号袋 1/6。 縄文～弥生土器のみで縄文中期がほとんど)、 石器類 18点 (1/3

剥片、他はハンマー類、T_R石、磨製石斧・石棒の未製品)出土したが、混入と判断し掲載しなかった。

〔時期〕覆土と検出状況とSD08と の関係から、近世の可能性が高い。

〔所見〕併走するSD16溝跡との関連性が窺われる。

SD16清跡 (第 54図 、写真図版 46)

〔位置・検出状況〕南西区北。LⅣ グリッド。縄文時代以来の自然堤防の西端。東側部分は、V層上面で明

瞭に確認できたが、それは西側の大溝跡 (SD08)に 向かう途中で消えてしまう。しかし、その延長には直線

状に並ぶ礫の集積が見られた。礫はⅡ層中に集中している。礫が集中するというので、たまたま土山として

残しておいたものである。断ち割つても溝の底は確認できなかったが、地形は西に向かって下がっているた

め、溝の端の底と礫群の底の高さが対応しそうなこと、何よりも、その方向が明らかに一致していることか

ら、礫群部分も、溝跡と考えた。南側にSD15溝跡が併走する。東側に続かないのは、SD15と 同様の理由か

もしれない。

〔図・精査状況〕覆土が明瞭で精査は比較的容易だったが、礫部分の底～壁は周囲がⅡ層のためか確認でき

なかった。

〔重複〕ないとフ嵌われる。

〔覆土・堆積状況〕SD15と ほぼ同じで暗褐色土に細かいV層ブロックを含むが、礫を含む点が異なる。

〔平面形・規模〕大溝跡に接続していると考えれば、直緯吠で、東端の確認できた部分から約 12m。 幅約 50cm。

〔断面形・深さ〕溝跡として確認できた部分では、緩やかなカマボコ形。深さ約 4～ 10cm。

〔壁・底〕溝跡として確認できた部分は、V層で底は凹凸が著しいが、上記のような状況から、大部分はⅡ

層にあったと考えるのが自然であろう。

〔出土遺物〕約 570gの土器片 (9号袋 1/7。 縄文～弥生土器のみで、ほとんどが縄文中期土器)、 73点の石

器類 (ほ とんどがハンマー、砥石類で、磨製石斧・石棒の未製品や剥片も少しある)出土したが、混入ある

いは転用と判断し掲載しなかった。石器類のほとんどは集石を構成していたものである。

〔時期〕覆土と検出状況とsD08と の関係から、近世の可能性が高い。

〔所見〕礫群部分も溝跡なら、SD15と異なり、非常に緩やかな傾斜で大溝に注ぐことになる。併走する SD15

溝跡との関連性が窺われる。

(8)遺 物 包 含 層

東区 (土木北区)は、前年度にV層上面まで下げてお リベル ト以外に遺物包含層は残つていなかったので、

ここでは、南東区南部 (農整区)と 南西区 (土木南区)の遺物包含層について、その概要を述べる。

南東区南部は、縄文時代の包含層 (Ⅳ c層 )以外未発達で、南西区は、古代以降、縄文時代晩期末～弥生

-89-



5 検出された遺構

時代前期、縄文時代中～後期のそれぞれがあ り、特に縄文時代晩期末～弥生時代前期が発達 しており、その

主体部は捨て場 (ST01)と して次項に改めて報告 した。縄文時代中～後期のそれは、南西区ではあまり発達

していない。

南東区南部 (農整区)。 遺物包含層 (第 38・ 63図、写真図版 7・ 8)

本調査区は、縄文時代以来の大 きな自然堤防の東端～後背湿地への斜面に相当する。自然堤防上以外は、

厚さの違いはあれ、基本層序の順に堆積 していたはずであるが、表上のカクランがひどく、I層 (近世～古

代)は東端 しか残っておらず、西側ではⅣ a層 (縄文晩期後葉～弥生前期)も 影響を受けていると思われる。

ただし、この地点ではⅣ a層からほとんど遺物が出土 しなかった。Ⅳ c層 (縄文中～後期)は、比較的多 く

の遺物が出土したが、中期ばかりのようである。SN02焼土～ SK82土坑付近に多く出土した。土器は、30

×40× 20cmの コンテナで約 1箱、石器も、磨石等の礫石器を主体に同程度出土している。

南西区 (土木南区)。 古代以降の包含層 (第 38図、写真図版 8)

Ⅱ層 (古代以降の包含層)は、大溝跡 (SD08)の東側では、基本的に前年度に剥いであつたが、溝隊に設

置した北側の幅の広い土層観察用ベルトの南北両側 (LⅢ 、Ⅳ、MⅢ、Ⅳグリッド付近)は、Ⅱ層が厚く堆

積していたため残つていた。特に南側は多くの上師器片が出土した。なお、この部分は、逆にⅢ層がはつき

りしない。

大溝跡の西恨Iは、前年度の試掘結果ではⅢ層上面まで剥いだことになっていたが、Ⅲ層と判断された砂質

層は、実は大溝跡を掘った際のつF土 (Ⅲ 層)をてん圧したものであることがわかった。そこで、前年度の試

掘 トレンチ (第 55図 のT6～ 8、 TYl～ 8)の断面をクリーニングするとともに、各、中グリッドの北辺と

西辺に「状に幅 50cmの トレンチを入れ、Ⅲ層上面までの土層堆積状況を改めて才巴握することにした。

その結果、MⅢ グリッド杭付近が最も深くて80cmく らいの厚さがあり、その周囲はこの部分に向かって傾

斜して厚くなるが、MⅡ①と②の境あたりは 10～ 20cm程度の厚さしかなく、その西側はほとんどⅡ層が堆

積しておらず、この部分で急激に厚くなることがわかった。これは後にはっきりしたのだが (第 55図、写真

図版 49)、 西側は南北方向に自然堤防が走っており、その東狽1は、自然堤防に沿つた川のように細長い後背湿

地になっていたためである。

この部分のⅡ層は、上下に分かれ、上層は、黒褐色土 (10YR2/3)砂 質シルト、炭化物、土器含む。層厚

0～ 40cm。 下層は、黒掲色土 (loYR3/2)砂 、炭化物含み、土師器、須恵器比較的多く出土。Ⅲ層汚れ再堆積。

Ⅱ層が厚い部分は、下層が厚いことによるもので、上層はそれほど変化はない。また、MⅢ グリッド杭付

近が特に厚いのは、この部分にⅢ層がなくⅣa層上面までⅡ下層が堆積しているためである。杭下は下層が

60cmも あるが、その周囲は20cmほ どしかなくⅢ層が40cm程度の厚さで堆積している。

MⅡ④の北半部では、Ⅱ下層の途中に炭化材が検出され、また出土遺物も比較的多かったこと、さらにⅢ

層がなくⅡ下層が落ち込んでいたことから、何らかの遺構が存在していた可能性があるが、確認できなかった。

南西区 (土木南区)。 縄文時代晩期中葉～弥生時代前期の包含層 (第 38・ 55～ 62図、写真図版 5・ 46。 49)

Ⅳa層 (縄文時代晩期中葉～弥生時代前期の包含層)は、上層、中層、下層に分けられる。上層は、Ⅲ層

との漸移層であり、中層は、庚化物や遺物を多く含む、いわゆる捨て場の土である。下層は、Ⅳb層の再堆

積 (シ ルト質の場所が多い)に比較的少ない遺物を挟むもので、いわゆる遺物包含層である。中層について
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は、「捨て場」として、次項で扱う。

上層 (Ⅳ a層上部)は、Ⅲ層が厚いところに目立ち、後背湿地の底が埋まった場所に存在するようである。

すなわち、低い場所で水がたまっていたような窪んだ場所に形成されているようである。それを裏付けるよ

うに、上面に黄灰色土 (25Y5/1)の ブロックが並び周囲に褐色 (loYR44/4)の酸化鉄が見られる。Ⅳa層上

部自体は、灰黄褐色土 (10YR4/3)で、Ⅲ層に非常によく似るがシルト質である。最も厚いⅢ①③グリッド

列では、25～ 30cmの 厚さがあった。LⅢ③④付近はもっと深く、40cmの厚さがあった (Ⅲ 層も70cmあ り

人力で剥ぐのは大変だった)。 遺物は出土するが、中層ほどではない。なお、Ⅲ層との区別が難しいため (低

い場所ではⅢ層もシルト質)、 Ⅲ層を取り除く前に、各中グリッドの北辺と西辺に「状に幅 50cmの トレンチ

を入れ、Ⅳa層上面までの土層堆積状況を把握してから人力で掘り進めた。前年度の見通しでは、Ⅲ層は重

機で 1日 で取り除くという計画になっていたが人力で約 lヶ 月かかったため、年度当初の調査計画と大きな

飢締を来たすことになった。

下層は、基本的に、川のように細長い後背湿地を埋めるように存在するが、中層 (捨て場)が発達した西

側斜面にはほとんど見られなかった。ⅢとⅣグリッドの境界ラインの lm東側くらいから西側の後背湿地底

付近に向かって形成されている。地点によって異なり、LⅣ③グリッド杭付近では炭化物が多く散り非常に

わかりやすかったが、それより南でははっきりしなかった。下のⅣb層～Ⅳc層 との境もはっきりしない。

出土遺物は、上層と同じ程度だが、時折完形に近い土器が単独で出土する。縄文時代晩期中～後葉の大洞 C2

式～Al式である。

南西区 (土木南区)。 縄文時代中～後期の包含層 (第 38図、写真図版 46)

Ⅳc層 (縄文時代中～後期の包含層)は、本調査区では、当時の地形の関係で、縄文時代以来の自然堤防

の西側斜面にしか存在しない。本調査区では、出土遺物が非常に少なく、また地形の関係でしばしばV層が

崩れ再堆積を繰り返していたせいで、Ⅳb層、V層 との区別は非常に難しい。

最もはっきり確認されたのは、ⅢとⅣグリッドの境界ラインが北側の調査区境にぶつかる辺りで、炭化物

や土器も多かった。後期中葉の土器が出土している。それ以外の地点では非常にわかりづらく、地山に僅か

に炭化物が混じるといった程度の場所が多かった。MⅣグリッドの西端中央付近ではloocm以上の深さから

土器片が出上している。これより西狽1の斜面下方では、 トレンチを入れた限りでは土器は確認できなかった。

湿地底でⅣb層上面から約 lm下 げても土器は出土しなかった。これより下にⅣc層が存在した可能性もある

が、人力で掘り下げるのは危険であり、また工事による掘削は全く及ばないので、敢えて掘り下げて確認す

ることはしなかった。

(9)捨 て 場

遺物包含層のうち特に出土遺物が多 く一時的な廃棄によって形成されたと考えられるものを捨て場として

報告する。昨年度確認されていた sTolの みである。sTolは 、縄文時代晩期以降の自然堤防から東側の後背

湿地に形成されたもので (第 6・ 40図 )、 縄文時代晩期末～弥生時代前期の捨て場である。

ST01捨 て場 (第 40・ 55～ 62図 、写真図版 46～ 51)

〔位置 。概要〕南西区 (土木南区)南半。縄文晩期以降の自然堤防上～東側の川のように細長い後背湿地。

後背湿地の東側斜面では、底から僅かに東側上方に認められるだけである。前項で述べたⅣ a層の中層に相
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当する。

〔規模〕調査範囲内に確認されたのは、約 500∬ (幅約 15m)、 深さ0.3～ 1.6m、 平均 lm。 約 500だ。

〔調査経過〕精査に入るまでの経過、試掘 トレンチ、覆土撤去を中心に述べる。

県教育委員会による試掘では確認されず、前年度調査の試掘 (T8)で捨て場の存在が確認されたものであ

る。前年度に試掘 トレンチが 11本入っていた (第 55図 T8・ 13、 TYl～ 10・ 8は欠番 )。 T8と T13は 、表土

から、それ以外は調査中に発見された捨て場の範囲を知るためにⅢ層上面から入れたものである。その結果、

捨て場が最 も厚いのが TY3、 7で、T8か ら南西方向に向かうと薄 くなることが確認されていた。TY3では、

Ⅲ層直下に層厚約 20cmの弥生包含層があり、その下に層厚 80cmの 純粋な砂層、さらにその下に層厚 lm以

上の弥生包含層が確認され、疑間が持たれていた (後に、上部の弥生包含層は、SD08溝跡の掘削土を填圧

したもの、その下の砂はⅢ層とわかつた)。

次年度は、他の調査区をほぼ終了 した 5月 半ばから南西区に着手した。排土の関係で SD08溝跡より北側

の検出・精査から始めたが、同時に捨て場の全体像把握にも乗 り出した。重機で表土を剥 ぎ終わった後、ま

ず、前年度の トレンチ T8を クリーニングすると共に、前年度まだ道路として使われていたため調査できな

かった部分にトレンチを基盤層まで入れ (Tl～ 3)、 前年度の見通しを変更する必要がないか確認 した。

変更する必要がなさそうだったので、排土を調査区 (遺跡端)か ら続 く南西側の道路用地にも出すため、

Iグ リッド列から西側 (MIグ リッド除 く)を先に終わらせようと考えた。今度はⅣ a層上面までの深さを

探るため トレンチを入れ (T4、 5)、 周囲の前年度 トレンチ (T13、 TY9、 10)を クリーニングした。その結

果に基づいて、そのままⅢ層を剥 ぎ、Ⅳ a層上面を露頭させ遺構を検出した (6月 前半)。 遺構が検出されな

かったので、6月 半ばから精査を開始 した (小 グリッドごとにL字状に トレンチを入れ、堆積状況を記録 し

次に全体を層ごとに掘 り下げ、各面ごとに検出作業を行う)。

このころまでに SD08溝跡より北側の遺構精査にほぼ目途が立ったので、Ⅳグリッド列より東側を終了さ

せ排土を出そうと考え、グリッドに沿つて東西方向にV層 まで トレンチを入れた。その結果西に向かつてか

なりの急傾斜であることがわかった (7月 初め)。 また、前年度未確認だつた TY3の疑問を解決するため、

SD08溝底に トレンチを入れた (T6)。 溝底なら浅 くて済むのではないかと考えたのである。しか し、なかな

か底 (Ⅳ b層 )は出ない。

とりあえず、Ⅱグリッド列から東側のⅢ層を、南 (OⅡ グリッド)か ら北に向かって剥ぎ始めた (7月 初

め)。 前年度の積算では重機で剥 ぐことになっていたが、重機が入れない T8よ り南西側は、大した厚さでな

いので入力で行った (一輪草で運搬 )。 N工 から北は詳しいⅢ層の厚さもわかっていなかったので、中グリッ

ドごとに、原則としてグリッドの南～東端に沿わせて L字状にトレンチを入れなが ら剥いだ。 トレンチ 8よ

り南西側のⅢ層の厚さは20～ 30cm程度だつたが、北東側になると急に厚 くなり始めた。それも、東に向かつ

て急に深 くなるようである。ここに至って、SD08溝跡東側の調査結果と併せて、やっと自然堤防の間の川の

ように細長い後背湿地に捨て場の中心があるのだとわかった (第 40・ 55図 )。 T7は、この考えを裏付けるた

めⅢ層の厚さを確認するために入れた トレンチである (第 55図 )。

T8よ り北側は、Ⅲ層が 40cm以上あ り特に底付近は 50cm以上あった。LⅢ③④付近は最 も深 く、Ⅲ層も

70cmあ り人力で剥 ぐのは大変だつた。重機で剥ぎたかったが、川底のため急傾斜であリアームが十分に届

かないこと、さらにⅢ層の下層がシル ト質でⅣ a層 との区別が難 しい地点が多 く、人力でやらざるを得な

かつた。7月 7日 から本格的に開始。7月 中旬からベル ト・コンベアーを使用 しつF土 は北側に出したが (た まっ

た土はキャリア・ダンプで、調査の終了 した東区に逗び積み上げた)、 暑さもあってなかなか進まなかった。
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前年度の見通しと若千異なっていたこともあり、Ⅳ a層 (中 層)を露頭させることができたのは、7月 24

日であった。当初計画では8月 一杯で調査終了となってお り、調査期間延長を上司に願い出たが、難 しいか

もしれないとのことであった。積算では捨て場の覆土Ⅲ層は重機で 1日 で剥 ぐことになっていたが、前述の

理由で人力で剥がざるを得ず、この作業に一ヶ月かか り、これが積算との大 きな皿婦になった。

期間延長についての打ち合わせは 2週間後 となり (8月 7日 (木 ))、 それまでに、どの くらい延長する必

要があるか見通 しを立てておかなければならないので、 トレンチもその頃までにほぼ終了 してお く必要があ

る。そのため次項のように思い切った方法を採った。作業員も追加募集 し計約 34名 となる。捨て場本体の

トレンチは、7月 28日 (月 )か ら入れ始め、8月 8日 (金)に ほぼ終了した。打ち合わせの結果 1ケ 月半程

度の延長ということで落ち着 く。

時間がないので、トレンチの済んだところから分層を始めた (詳細は分層の項参照)。 この年は晴れの日が

少なく土が見やすかったため分層は大いに捗 り、8月 12日 (火)に ほぼ終了 した。この間、先に着手 してい

た Iグ リッド列から西側 (MIグ リッド除 く)の調査もほぼ終了していた。

盆明けの 8月 19日 (火)か ら、層断面図実測・層序記録と併行 し、精査 (層の掘 り下げ)を 開始 した (詳

細は記録、精査の項参照)。 排土は、底が地表から35mと 深いため、ベル ト・コンベアーを 8台繁げて使用

した。この作業は、8月 19日 (火)か ら lo月 9日 (木)ま で、調査終了までかかったが、9月 中旬からは作

業員の半分を新 しい自然堤防上の遺構調査 (検出・精査)に振 り向けた。9月 一杯でそれも終わり、10月 か

ら主力は片づけに入 り、捨て場の精査は数人で細々と続けた。9月 下旬には、精査の終了 した東側斜面に ト

レンチを入れ、縄文の遺物包含層 (Ⅳ c層 )の確認を始めたが、lm以上下げても見つからなかった。

精査の中心は、7月 28日 ～ 9月 上旬にあ り、この間は、一日の遺物量が土器類が 30× 40× 30cmの コン

テナ 6箱、石器類が 30× 40× 20cmの コンテナ 20箱に及んだ。すぐにプレハブー杯になるので週に2度セ

ンターヘヮゴン車で逗んでもらった。

この夏は天候不順で、特に捨て場を精査 していた 7月 ～ 9月 は雨が多く、作業が中止になった日が 9日 、

半日が 7日 あり、特に8月 25日 (月 )～ 29日 (金)はひどく、半日作業となった 27日 、28日 の他、25日 、

26日 もにわか雨で待機さざるを得ない時間があった。元々斜面であることもあり、包含層は雨に濡れると滑

りやす く、滑 り止めのためムシロや荒縄を活用 した (写真図版 47)。 特に後背湿地の底は、にわか雨の後水

につか り、毎日ポンプで排水する有様であった。底は本来は砂層で水がたまらないのだが、包含層が雨で流

出し底に土がたまるため水を通さなくなるのである。雨で包含層断面に一度引いた線が見えなくなり、もう

一度引き直すこともしばしばであった。土器や石器が落ちて帰属が不明になったものも多い。しかし、それ

でも太陽の光線がなくて分層がスムーズにいった点の方が有 り難かった。

なお、この間、8月 7日 (木)と 9月 2日 (火)に古代の森研究舎の吉川夫妻に植物遺存体等について現

地指導いただき、花粉分析用の土壌を採取 していただいた。

〔Ⅳ a層への トレンチ〕捨て場は、主な居住域である新 しい自然堤防止まで広がっていたが、ここは 30～

50cmと 薄かったので、2× 2mの小グリッドごとにL字状に幅 50cmの トレンチを入れた (グ リッド内部)。

グリッドは上下左右連続 しているので、残った部分は島状に浮き一周観察できることになる。

さて、メインである後背湿地の捨て場は、その立地から遺構が検出される可能性は低 くく、捨て場を調査

するに当たっては、遺構 よりも遺物の取 り上げに重点を置く方が良いと考えた。したがって、ベル トを残 し

て調査を進めるのではなく、 トレンチを入れて、残つた部分を層位的に掘 り下げるという方法を採った。

遺物を層位的に取 り上げるには、できるだけ小 さい区画で、平面と共に断面を観察 しながら行うのが一番
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である。断面を観察するにはトレンチを入れる必要があるが、その数と幅が問題になる。

たくさんトレンチを入れれば表面に現れない隠れた層が減って良いが、 トレンチ出土遺物はどうしても取

り上げ層位がはっきりしなくなってしまうので、たくさん入れるほど層で取 り上げる遺物が減ることになる。

幅についても同様で、広げれば明るく見えやすくなり層を観察するのに都合が良いが、層で取り上げる遺物

が減ってしまうことになる。また、安全上の理由から、厚く (深 く)堆積していれば広げざるを得ない。

今回の調査では、川底にあって深いこと (1.2m以 上)か ら、幅は lmよ り狭 くはできないと考えた。数に

ついては、かなり悩んだが、この時点で調査予定期間は残りlヶ 月となっていたこと、期間延長についての

打ち合わせは2週間後となっており、それまでに、どのくらい延長する必要があるか見通しを立てておかな

ければならないので (事前の感触から2ケ 月以上の延長は無理であろうと推測)、 トレンチもその頃までにほ

ぼ終了しておく必要があること。そこで、次のようにトレンチを設定した。

最小取り上げ区画 (小グリッド)を 2× 2mと し、それを4つ合わせて4× 4mの 区画を考え、その縁に

幅50cmの トレンチを一周入れた。これらの区画は上下左右に連続しているため、結局幅 lmの トレンチを3m

ごとに交叉するように縦横に入れたことになる (第 55図下、グリッドに沿わない区画は試掘 トレンチ)。

〔分層〕先に終了していた自然堤防上の層から追いかけ、辻後が合うように分けた (釘で断面に層名を記入)。

その作業の中で、新しく出てきた層は、前後の層との関係を明示するように名を付け (例 えば、3層 と4層

の間に出てきたら3-4層 )、 層の広がりにも′ふを配ったが、行政調査で作業員のいる中での作業のため、全体

を通して検討することはできず、この点に関しては十分な成果を上げていない。例えば、4b、 4c層 は、3‐4

層の下に位置するはずだが、関係する全ての層が一箇所で同時に確認されたわけでもないので、出土土器を

見ると、4b、 4c層では青木畑式、3-4層 で大洞 A′ 式と逆転。しかし、それぞれのグリッドの中での層序関

係は、問題はないようだ。

トレンチと併行して進めざるを得なかったので、最終的に一部かなり無理をした所がある (同 じ層と思わ

れるものを二つに分けたり)。 これは、本遺跡の土層の特徴による部分も大きい。層は連続しているのだが、

途中でその性質が大きく異なっている場合が非常に多いのである。例えば、本来炭化材を多く含み砂も含ん

でいる層が、途中から砂に僅かに炭化物が混入している層に変わってしまうのだ。層境は明らかに連続して

いるのにである。これは、整地している可能性が高いことにも原因があるかも知れない。

このような点も考え合わせ、今回は層を「遺物取り上げ単位」と割り切ることにした。周囲と辻棲が合っ

ていなくても、そのグリッド内の上下関係には影響ないだろう。また、逆に、周囲に比べ非常に細かく分か

れる部分があっても、幅 (高 さ)locm未満のものは敢えて分けず○層の上層、下層として一括して扱った。

〔記録〕土層断面は、南北 トレンチは西面、東西 トレンチは北面を、端から端まで通 して実測 した。南北断

面は4面、東西断面は7面ある (第 55～ 62図 )。 そして、遺物の取 り上げの際使用するため、島状に残った

部分 (小 グリッド4つ合わせた区画からトレンチ分を除いたもの)ごとに、東西南北面をスケッチし層名を

記入 した (第 64～ 77図 )。 これらの作業も精査と併行 して行ったので、実測班は 2名、スケッチは 1名 の作

業員にお願いした。

〔精査・遺物の取り上げ〕一つの島は4つの小グリッドからなる (第 55図 )。 このうち、北西と南東グリッ

ドを先に、北東と南西グリッドを後に原則として調査した。上面をきれいにし、遺構の有無を確認した後、

断面で層が途中で途切れているものについては、上面に釘で線を引いて層のつながりを作業員に示した。こ

の作業を各層ごとに行った。北西、南東グリッド除去後、残つたグリッドは、北西、南東グリッドに接して

いて線を引けなかった断面も分層して、一周り層の連続性が確認できるようにしてから、同じ作業を行つた。
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遺物は各グリッド層ごとに取り上げたが、その掘り下げは、時間の関係でスコップを基本とし、移植ベラ

を補助として使わざるを得なかった。石器類は、石器製作跡としての性格と、大量の石を石器とそうでない

ものに分ける時間的余裕がなかったことから、原則として全て取り上げてきた。実際、第Ⅵ章に記すように、

材料とも推測できないただの石はほとんどなかった。

大量に遺物が出土するので、収納する袋のラベル書きも容易でない。調査員一名の他、作業員一人を専従

にしてこれに当たった。

期間に余裕がなく、また人工遺物だけでも多量であったため、現地で水洗することはできず、石器チップ

などの微細遺物を回収することはできなかった (土器や石器類も、ほとんど全て室内で洗った)。 ただし、M

Ⅱ16付近の 2‐ 3b、 2‐3b2層 は、肉眼でも炭化した種子などが見えたので、土のう袋 4袋分土を詰めて持ち帰

り室内で水洗した。

〔包含層の様子〕後背湿地東斜面は、炭化物や焼土など生活廃棄物の混入が少なく、Ⅳb層の再堆積に遺物

が混入しているという「遺物包含層」といったニュアンスが濃い (第 55図以下の A― A′ ～ D‐ D′ 断面)。 新

しくできた西側の自然堤防上 (NIの北、東面を除いた部分より西、OIグ リッドより西)は、包含層が 20

～ 30cmと 薄く、西狽1に行くにつれ、さらに薄くなり、Ⅳb層の再堆積に遺物が混入しているという「遺物包

含層」といったニュアンスが濃くなる (第 55、 59図 の F― F′ 断面)。

以上の間が、捨て場としての主要部分になり、新自然堤防の東端～後背湿地 (東側斜面の上がり初めまで)

が相当する。この間は、炭化物や焼土など生活廃棄物の混入が顕者である (特にM Ⅱ 16付近の 2‐ 3b、 2‐3b2

層は純黒層に近かった。写真図版47の分析資料採取地点KTA)。 出土遺物も多い。後背湿地の一香深いとこ

ろには、薄い縞状の水成堆積層が見られ (第 57図下の8層 )、 確かに湿地だったことを物語っている。

層の境を追っていくと、それぞれの層は厚さ20cm程度で安定的に広がっていく場合がほとんどだが、層の

内容を見ると、いつの間にか変化していることが多い。すなわち、例えば本来炭化材を多く含み砂も含んで

いる層が、途中から砂に僅かに炭化物が混入している層に変わっているということである。別の層が始まっ

たのかと層境を追っていくと途切れず続き途中で分けられるようには見えない。

〔分層補足〕B‐ B′ 断面では、3b層 、3‐4層 は、それぞれ二つの層に細分できそうである。D‐ D′ 断面では、2-

3b2層 は、三つの層に細分できそうである。L Ⅲ 16グ リッド杭を中心とする島の南面は、3上層と2-3b2層

の境はっきりしなくて、ややこじつけ気味。L Ⅲ 16の 島とMⅢ lの島は、3-4層 =3層 の可能性が高い。M

Ⅲ llグ リッド杭を中心とする島は、3-4=7層の可能性がある。M Ⅲ 21グ リッド杭を中心とする島と、東隣

の 23グ リッド付近で、西、南から順に精査を進めたところ、辻棲が合わなくなってきたので、2-3b層 の拡

大で乗り切った。NⅢ 6グ リッド杭を中心とする島で、3層がいつのまにか責色の砂層になっており、1-2b=3

層の可能性が出てきてしまった。これは、N Ⅱ 19グ リッドの堆積状況からあり得ないので、東面で何とか辻

複を合わせた。同じく、NⅢ 6の島で、4=4b層 になりそうになったので、4bを 石の多い層として無理やり

分けた。

〔包含層補足〕1上層は、M Ⅱ 14グ リッド杭を中心にする島の東端で確認され、1層 に似るが責色い。Ⅳ a

層上層に相当か。lb層 は、NⅢ 8グ リッド杭を中′ふにした島の北西隅～西側に続く。黄色土に炭混じり。ト

2層の上。1-2b層 は、N Ⅱ 18、 19、 23、 24グ リッド付近に確認され、2層の分層か ? 2層の上にあり、黄色

と灰色の部分がある。1-2c層 は、NⅢ 6、 16グ リッド杭を中心にする島で確認された黄色い砂層である。N

Ⅲ6の島の東面で 3層 といつしよになってしまい苦労した。上は2-3b2層 、下は 卜2b tt。 2b層 は、MⅡ 7、

8グ リッドに確認。1層 と2‐3b層 の間にあり、黒土である。M Ⅱ24グ リッド杭を中心にする島では、2b=1-
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2層の可能性がある (一応 1-2層 の下に 2b層が入るとしたが)。 2c層 も、MⅡ 7、 8グ リッドにあり、2b層

と2-3b層の間に入る黒土である。2d層 は、NⅡ 9グ リッド杭を中心にする島の北東隅に少 し確認された層で、

2層 と 2‐3b層 の間に入る。炭化物多いが黄色い上が混 じる。2c層 は、NⅢ 6グ リッド杭を中心にする島の北

東隅～ NⅢ 8の 島の北西隅に確認され、少ししか存在 しない。黄色い砂層に炭化物混 じる層で、1-2層 の下、

2-3b2層 の上に存在する。2-3b層 は、N15～ NⅡ lト レンチで確認された層で、2と 3層の中間に出てき

たが、2-3層 とは関係ない。北に続き、真っ黒な土に続 く。南は炭化物ほとんど含まないが、そのまま連続す

る。黒い場所は限られてお り、捨て場東側では炭化物ほとんど含まない。2‐3b2層 は、M120、 M116グ

リッド付近に確認され、真黒な土だが、周辺は責褐色土に炭化物混 じりの上。M Ⅱ16～ 17グ リッドでは、三

層に分かれそう。2-3b層 同様、黒い場所は限られ、捨て場東側では炭化物ほとんど含まない。

3上層は、MⅡ 7、 8グ リッドに確認され、2-3b2層 と3層 の間に入る。基本的には、砂の再堆積だが、上

部にシル ト質の上を含み、そこに遺物がある。3層は、本来黒土だが砂混 じり層のため、ほとんど砂だけの地

点もある。3中層は、MⅡ 4グ リッド杭を中心にする島の東端で確認され、灰や炭化物を多 く含み、厚いと

ころは、上面に厚さ 10cm程 度のシル ト質黄色層を含む。3b層 は、M Ⅲ ll、 13グ リッド杭を中心にした島

で確認され、3層 および 3上層の下、3-4層 の上に位置する。褐色～暗褐色砂層で、遺物少ない。

3-4層 は、M Ⅲ 21グ リッド杭を中心にした島の北～東面で確認され、砂の縞状を呈するが、ボヤーとして

炭化物 も比較的多い。3層の下、牛5層 の上にある。4b層 は、N15～ NⅡ lト レンチで確認され、4層 と

同様に砂地に炭、灰多量に含むが、北に向かって途中から始まってお り、4層 と別物の可能性が高いので、

別に認定した。4c層 は、NⅢ 6、 16グ リッド杭を中心にする島で確認された黄色と灰色の混土である。4層

と4-5層 の間に入る。4c上、中、下層は、NⅢ 8グ リッド杭を中心にする島の北西隅に確認され、4c層が厚

くなって細分されるものである。上層は褐色砂層、中層は暗褐色の礫層、下層は掲色砂層である。牛5層 は、

N Ⅱ 18、 19、 23、 24グ リッドで確認され、4と 5層の間にあり、炭化物多 く、一番下に礫多い。

6層は、M Ⅱ 14グ リッド杭を中心にする島の東端で確認され、3層の下、7層の上に位置する黒土で、東

に続 く。7層 も、M Ⅱ 14グ リッド杭を中心にする島の東端で確認され、シル ト質で色は少 しにごつた黄色の

地山再堆積土で、最初Ⅳ b層 と勘違いし掘 り足らない部分が多かった。8層 は、M Ⅲ 21グ リッド杭を中心に

する島や M Ⅲ 13、 23グ リッドで確認され、水成堆積で、きれいな縞状の砂層が高さ 1～ 3cmと 薄く連続す

る。9層 は、8層 と同じ場所に確認され、8層の下にある暗褐色土で、炭化物が比較的多い部分がある一方、M

Ⅲ23の東の方では炭化物ほとんど入らない堅い縞状堆積になる。10層 は、M Ⅲ llの グリッド杭を中心にし

た島から北東に確認され、Ⅳ b層 に似るが炭化物含む。

SⅡ ～Ⅲ層は、調査区最南西端、自然堤防の西端落ち際の覆土である。おそらく基本層序のⅡ～Ⅲ層に相

当すると思われたが確信が持てず、南側を意味する Sを頭に付けた。砂の再堆積がほとんどである。

〔精査補足〕M125グ リッド杭を中′とヽにする島は、調査区境にあるため、南東グリッドの 25を先に調査 し、

その後 20と 24を 調査 した。N Ⅱ 19グ リッド杭を中心とする島は、北側に前年度の試掘 トレンチが入つてい

るので三角形の変則的な形をしているが、精査は、13グ リッドとその】ヒ側に残った僅かなNⅡ 8グ リッドを

同時に、19グ リッドとその北側に僅かに残った 14グ リッドを同時に行つている。

調査区境にある L Ⅱ 18グ リッドでは、3層下部に、投げ捨てか現地性かわからない焼土があったが、確認

する前に掘 り上げられてしまった。区境に残った断面を見る限り、投げ捨ての可能性が高いが。

〔捨て場の形成過程〕後背湿地底を中心にして西斜面と東斜面に分かれるが、東斜面のほとんどは自然堆積

層に近 く、砂の再堆積がシル ト化 したものに土器や炭を疎らに挟むといった感 じで、所謂捨て場によく見ら
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V 平成 15年度の調査・遺構

れる炭化物や土器等を多く含む層は、東斜面では、川底からやや上がった地点までしか見られず、この層が

西側から供給されたことは確実である。したがつて、この捨て場のほとんどは、西側から投げられて形成さ

れたと考えられる。このことは、この時期の遺構が西側の自然堤防上に顕著なことと符合する。

なお、本捨て場は、後背湿地に形成されたと考えられるが、薄い縞状の水成堆積層は、最も深いところに

しか見られず (第 57図下の8層 )、 かなり早い段階で乾燥したようである。この結果は、花粉分析からも裏

付けられている (第Ⅸ章参照)。

〔遺物の出土状況〕年度当初の期限を延長しての調査であり (前年度の調査開始からは三度目の延長となる)、

時間の余裕がなく、遺物を層位ごとに取り上げることにほぼ専念せざるを得なかったため、出土状況の観察

は十分でない。礫は、集中して出土することが多いE「象を受け (写真図版47～ 48)、 NⅢ 7グ リッド (写真

図版47の分析資料採取地点 KTB)|ま 階段状の遺構ではないかという指摘を受けたが、精査した限り雑然と

並び遺構には思えなかった。

〔出土遺物の概要〕前年度試掘分を併せて、土器類は30× 40× 30cmの箱で約200箱、石器類は30× 40X

20cmで約 800箱 (整理後に、石器原料でもなく「ただの石」とせざるを得なかったものが約 60箱あった)、

土製品が約350点 、石製品が約400点 。詳細は第Ⅵ章参照。土器もさることながら石器の多さには困惑した。

砥石や原料など重いものも多いので逗ぶのは大変であった。

〔遺物の整理・掲載方法〕土器の接合は、当センターの一般的なやり方で、基本的に同じ袋、同じ小グリッ

ド間で行つたが、できるだけ隣接したグリッドは一緒に広げ接合も試みた。ただし、スペースは約 15� しか

なかったので、出土量の多いグリッドは部分的にしか広げられなかった。接合は、約 4人で4ケ 月行つた。

土器の選別基準は、原則として、ミニチュア土器は全て (ミ ニチュアとわかるもの)、 文様のある土器片は 5

×5cm以上、粗製深鉢の口縁部は 10× 10cm以上、それ以外はほぼ一周あるものであるが、地点ごとの出土

量の多少に配慮して若千出入りさせた。点数がかなり多くなったため、実測は文様がほぼ一周しているもの

に限り、できるだけ拓本で済ませた。

石器は、調査員が粗分類した後、調査員の作成した分類表を元に作業員が細分類し、点数 徐」片類は重量)

を数えた。分類の具体例として、作業員 4名 ・2ケ 月間で実測できる程度の量を抽出した。使用痕の分析に

出す関係で、石匙、凹石の一部は全点実測した。

石製品、土製品は、全点掲載したが、写真のみで済ませたものもある。

自然遺物。作業員の粗分類 (同 じもの)に基づいて、同定に耐えそうなもののみ委託に出した。同じもの

が多量にある場合は一部のみ委託した。

〔時期〕東斜面最下層の砂の再堆積層からは、大洞 C2式やAl式 も出土したが、所謂捨て場層は大洞 A2式

～山王Ⅲ層式で、ほとんどが大洞 A′ ～青木畑式期である。

〔所見〕大洞 C2～ Al式期には、縄文時代以来の東側の自然堤防で細々と何らかの活動をしていたと思われ

る。自然堤防上から崩れ落ちた土に土器が混じっている。その頃の後背湿地底は、若千水がたまっていたよ

うである。大洞 A2式期以降、新しい自然堤防上に住み始め、大洞 A′ 式古以降は格段に多くなり、石器製

作を盛んに行つたようである。山王Ⅲ層式期ころ、後背湿地がほぼ埋まりきつたころ突然人はいなくなった。

埋まりきつた捨て場上面に東側の縄文時代以来の自然堤防上から砂が崩れてきて、雨が降ると若千水がた

まっていたようである (遺物包含層の所で述べたⅣa上層)。
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5 検出された遺構
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第 8図 遺構全体図
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5 検出された遺構
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第 10図 東区V層上面検出遺構
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5 検出された遺構
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第 12図 中央～南東区Vtt Vb、 Vc層検出遺構
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第 15図 S101住居跡 (1)
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5 検出された遺構
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第 18図 SD07清跡
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5 検出された遺構
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1:40                 2m
断面図
0
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第 20図 SD09～ SD12溝跡



V 平成 15年度の調査・遺構

●SK01土坑

■10YR2/3 黒褐色 シル ト
2,10YR3/4 暗褐色 シル ト

炭粒含む 褐色土粒 (5%)

褐色土プロック (20~309/p)

Ａ卜
Ａ引

SK01
0 1:20                 1m

SK01以外
0                1140                2m

卜__  L=53000m   一―引

1づYR3/2 暗赤褐色 砂質ンルト

炭化物粒 (径5～ 10ml1 10～ 15%)

焼土粒 (5YR4/6赤褐色 径5～ 10m1 5～8%)
焼土粒 (5YR3/3～ 3/4暗赤褐色 径5～ 20nl1 59/O)

2層 のブロック (径10～ 30a n 5%)が全体として斑状に混在する

焼骨細片わずかに含む
2〒 5YR3/2黒褐色 砂質シル ト 均質

焼土粒 (5YR4/6赤褐色 径5～ 10411 2～ 3%)
Ш層褐色砂ブロック (2～3%)がそれぞれ含まれる

焼骨微細破片ごくわずかに含まれる
※1・ 2層 は混入物の差で明瞭に分かれる

L=52600m

■10YR2/2 黒褐色 シルト
2 111YR3/4 暗褐色 シルト

●SK03土抗

A poA

A         A
片 L=52600冊――→

ギ
Ⅷけ

■10YR2/2 黒褐色 シルト 戊粒含む
2:10YR2/1 黒色 シルト しまり弱

炭粒合む  (柱痕)

例 OYR3/4 暗掲色 シルト しまり強 埋戻土

●SK04土坑

しまり弱 災粒含む狂
く
鼓

歯
　
　
　
　
　
　
　
　
骨
　
　

　

楽

腿
　
　
　
　
永ヽ

大

第 21図 SK01～ SK04土坑
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5 検出された遺構

●SK05土坑

●SK07土坑

●SK09土坑

OA′

¬ドダ"か
ら東Nm

A′

●SK06土坑

±10YR2/3黒 褐色 シル ト 炭粒含む

褐色土ブロック含む (5%)

ぱ

／

。

明確な坦め戻し痕跡はない

合尊嵐

oA´

り次

L=52600m

■10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト しまり中～強
褐色土ブロック

●SK10上 坑
oA′

A0

A
卜 L=52500m Ａ引

■10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト 炭粒含む

0                1:40               2m

L=50860m

17 5YR3/3暗褐色 シルト 炭粒合む (loO/o)

数lCIYR3/3 暗褐色 シルト (やや砂質)

Ⅳb層 に近いが炭粒集中 (10%)で
埋土と認識した

※Ⅳ〕署上部のしまる粘土質シル ト (75■ R勺6褐色)

が遺構を覆う

北、′2
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第 22図  SK05～ SK10■J尤



OSK13土坑

〆

V 平成 15年度の調査・遺構

A               A
卜   L=52800m  引

■10YR3/4 暗褐色 砂質シルト

褐色土ブロック含む (lo%)

A
卜  L=52.800m

1:10YR3/4暗 掲色 砂質シル ト

黒褐色土ブロック斑状含む

(5～ 1079)

Ⅶ13

Ａ引Ａ卜 L==52800m

OA
焼土粒含む

(大)含む

焼土粒含む

●SK15土坑   A

Ａ引

・Stt 19・tt A

1づYR4/3  にぶい赤褐色 砂質シルト

炭粒含む 褐色土ブロック
多7 5YR3/3 暗褐色 シルト しまり弱

1

●SK14■坑

底面に酸化鉄層形成

●SK17土坑

0              1:40             2m

■ltlYR3/2黒褐色 シル ト 褐色土ブロック含む (5～ 1079)

A′

」

■lCIYR3/2 黒褐色 シルト 下半10YR3/4暗褐色へ漸変

B                                B′

1:10YR3/2黒 褐色 シルト 褐色土ブロック含む (5～ 10%)
※SK18と の切 り合い不明

引≦
Ⅶはり東Nm

OB′

第 23図  SKll、 SK13～ SK刊 5、 SK17-SK19」ヒ坑
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伴 L=婢0磐

5 検出された遺構

●SK20土坑

A AO②

°A

■10YR3/2黒 褐色 シル ト 均質

牟一― L=52950m ――今
タ

OSK21土 坑

1:10YR3/2 砂質シルト

土坑

L=52.900m

■10YR4/6 褐色 細砂 しまり無 し 粘性無 し
微10Ⅵ【勺9 にぶい責褐色 シル ト 粘性弱 しまり強
3η 5YR5/8 明褐色 シル ト 粘性弱 しまり中

3層上のブロック (30～ 50H ll)が 入る (40%)
4η.5YR5/6 明褐色 シル ト 粘性弱 しまり中

OSK25土坑

L=52900m

―

_‖‖雪
江15

し

色
無

褐
性

暗
粘

●SK22土坑

抗

勲▲Ｈ嘩ＪⅥ２２

OSK23

A
A0

義Ⅵv

Ａ引Ａ卜

0
A′

1■ OYR4/3
2■ OYR4/6

.塩 2よ り
東へlm

にぶい黄褐色 シルト

褐色 シル ト 粘性弱
粘性弱 しまり強
しまり中

0                1:40               2m

トガポ3瑳郷αサ
KⅦ 朴 豆

A
卜   L=52900m

1:10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト

粘性弱 しまり強
微10YR4/4褐色 シル ト
粘性弱 しまり中

■10YR4/3 にぶい黄褐色
蟄10YR4/4 褐色 シルト

シルト 粘性弱 しまり強
粘性中 しまり中
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第 24図  SK20´彰SK25E上坑



●SK26土坑

●SK28土坑

●SK30土坑

馬協

仁 L=鰤Om雪
′

±10YR4/3 1こ ぶい黄褐色 シル ト

粘性中 しまり中

A嗚
13蝋

ごL529側 m

OSK29土 坑

V 平成 15年度の調査・遺構

細砂ブロック (10YR4/6褐色

粘性無し しまり無し 10～ 20nun)

入る

OA′

●SK31土 坑、P85

鵠 23

1110YR4/4褐 色 砂質シル ト 粘性無し
しまり中
細砂ブロック (10YR4/6褐色
粘性無し しまり弱 10～ 20tul)が

7%程度入る
多10YR4/6褐 色 細砂 粘性無し しまり弱

砂質シル トブロック (10YR4/43色
粘性無し しまり弱 5～ 10Hul)が

10%程度側面に入る
3:10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 粘性極少

しまり中
細砂ブロック (10YR4/6褐色

粘性無し しまり弱 5～ 10dul)が

57D程度入る
※全体に5～ 10null程度の炭粒が2%程度入る

コハク    分lKIYR3/4 暗褐色 シルト 粘性弱
しまり弱 炭粒含む

3,5YR5/6 明褐色 砂質シルト 粘性弱
しまり中

41CIYR4/6 褐色 シルト 粘性無し
しまり弱

OA′

L=52950m

1110YR4/4

2:7 5YR4/6

色
色

褐
褐

ンルト 粘性中 しまり中 炭粒含む
ンルト 粘性弱 しまり弱

_‖「 ビ彊8

~件
砿13

A
ト L=52900m

■10YR4/4掲 色 シルト 粘性無し しまり弱
210YR4/3 1こ ぶい黄褐色 ンルト 粘性弱 しまり中

炭粒含む (30%)
3:10YR4/6褐色 砂 粘性無し しまり弱

Ａ引

■10YR4/4褐 色 砂質シルト 粘性極少 しまり中

0                1:40                2m

第 25図 SK26～ SK31土坑
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土器片

5 検出された遺構

P

■10YR4/4 褐色 砂質シルト 粘性弱 しまり中 炭粒含む
2,/5YR4/6褐色 シルト 粘性中 しまり弱

1層 土ブロック (20～ 404ml)が入る (30%)
3:10YR4/3 にぶい責褐色 砂質ンルト 粘性弱 しまり弱

4層 土ブロック (10～ 204ull)が 入る (5%)
410YR5/6 黄褐色 細砂 粘性無し しまり弱

壁上の崩落土と思われる

57.5YR4/4褐色 砂質シルト 粘性中 しまり弱
4層 土ブロック (20～ 50HIll)が 入る (30%)

●SK33土坑

KV15

L=52.950m

1:10YR勺8 にぶい黄褐色 砂質シルト 粘性極少 しまり中
シルトブロック (10YR5/6黄褐色 粘性弱
しまり中 20～ 50Hul)力 為%入る

欽10YR4/4 褐色 シルト 粘性極少 しまり中

oA´

OSK“上抗
A

AO(

卜 L=52950m引

1:10YR3/3 暗褐色 シルト
2 10YR3/4 暗褐色 シルト

A′

しまり弱
●SK34土坑

古A
JV 15よ り
東へlm

OSK36土 坑

A

oA′

件 L=2絲Om Ａ引

■lCIYR3/3 暗褐色 シルト 炭粒含む

褐色土ブロック少量含む
分10YR3/4 暗褐色 シルト 炭粒含む

輪 6

HOYR3/4 暗褐色 砂質シル ト 炭粒多く含む

0                 1:40                2m
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第 26図  SK32´Ψ SK36三上坑



V‐ 平成 15年度の調査 `遺構

OSK37土坑

ギ
V5

イ

1:10YR3/3.暗 褐色 砂質シルト 炭粒含む

OSIC39■坑

■10YR2/3 黒褐色 ンルト 炭粒多く含む しまり弱
ZltlYR3/4 暗褐色 砂質シルト
後10YR4/4-4/6 褐色 砂質シルトの大プロック

●SK38土抗

OSK42土 坑 ▲

０

JV4よ り平tT的

Ｏ
Ａ

●SK40主抗

A
AO③

Ａ卜

OSK41土抗

A′

11111YR3/4

2:10YR4/4

トー L=52.4004-引

幅壇
色
ぇ通多1答憲粒籍嬉色プロック含む

0            1140            2m

卜  L=53.000暉  引

暗褐色 砂質シルト
え粒・褐色土粒含む

oAr

■10YR3/4 暗褐色 シルト 炭粒含む

L=Sl.600m  _」
′

生10W/3 黒褐色 シルト 褐色土粒含む (5%)
土器片多

第 27図  SK37´Ψ SK42三二坑
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5 検出された遺構

雌
Ａ

● S 坑

1づYR4/6 赤褐色
微10YR3/3 暗褐色
&10YR3/4 暗褐色

シルト 焼土粒集中
シルト 焼土粒・炭粒含む
シルト 炭粒含む

Jll115よ り

東 に lm南 に lm

OA´

■10YR2/2 黒褐色 シルト

褐色土ブロック (5p/。 )

蝕lCIYR3/4暗褐色 シルト

褐色上ブロック (1:1)

●SK45土坑

●SK48土坑

OSK47土坑

Ａ引

悴 L==52250mゴ

■10YR3/3 暗褐色 シル ト 炭粒含む Ⅳc層下部に類似

oA

IⅨ llよ りA
南へlm l_一  L=51750m

■10YR2/2 黒褐色 シルト
2:10YR4/4 褐色 シル ト

2層 との境に酸化鉄層有り
(堀 りすぎか?)

●SK44土坑
A

OSK46土 坑

A0

名 μより
東へlm南へlm

L=52270m

■10YR3/3 暗褐色 シルト 炭粒含む
Ⅳc層下部に類似

A0

枠 司ωO吋
′

■10YRラ狛 黒褐色 シル ト 均質 炭粒含む

褐色土ブロック混じる

0                  1:40                2m
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第 28図  SK43～ SK48土坑



●SK49土坑

L=52200m

L10YR2/2黒褐色 シルト 炭粒含む 褐色上ブロック (2～ 39/O)

OSK52土坑

●SK50土坑

●SK51土 坑

●SK53土坑

V 平成 15年度の調査・遺構

■10YR2/2 黒褐色 シル ト 炭粒含む
銭10YR4/4 褐色 砂質シル ト 崩落土
&10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト 炭粒含む
4:10YR3/4 暗褐色 細砂  (掘 りすぎか?)

ｒ。

塙 9

A          A′
卜  L=52300m 引

Ｏ

Ａ

●SK54土坑

IⅧ

1:10YR4/4褐 色 シル ト 炭泣含む

0                1:40               2m

1:10YR2/2 黒褐色 シルト 炭粒含む
2110YR4/4褐色 粘土

A′

A           A
I――

―L=52400m引

■lCJYR3/2黒褐色 シル ト

第 29図 SK49～ SK54土坑
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5 検出された遺構

●SK55土 坑

合 A

北Ⅷb

北 Ⅸ16よ り
南にlm

●SK56土坑

A
L=51,700m 引

■10YR2/3 黒褐色 シル ト 褐色土ブロック含む

Ａ引

的
訟

∩
鵜
民

●

OSK60土 坑

Ａト L=51800m Ａ引

■lljYR3/2 黒褐色 シルト

褐色土プロック含む 炭粒含む

~‖巧品肛20 Ｏ
Ａ

Ａ卜
A

L==51 800rn― ――→

1:10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭粒含む Ⅳc層下部

A
卜  L=51,700m

掘りすぎ

■lCIYR3/3 暗褐色 シルト 炭粒含む

敷5YR4/6 赤褐色 焼土ブロックと炭化物集中
3:10YR4/6褐色 粘土質シルト (掘 りすぎ)

■10YR3/2 黒褐色 シルト Ⅳc層下部

AA

A        A′
卜‐ L=51 8tlClm― 引

■10YR2/3 黒褐色 ンルト 戻粒含む

多10YR3/4 暗褐色 ンル ト しまり弱

0                  1:40                2m

I土坑

    ク
〃́

ミ

)°

A
●SK59

/
/僻り。●HⅧ 15よ

東にlm

●SK61土坑
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第 30図  SK55、 SK56、 SK58～ 61土坑



仁 L=引劇Om■
′

V 平成 15年度の調査・遺構

OSK62■抗

A

OSK66土抗

●SK63土坑

A

AOiと
ζ []ラ

》

告 峠 !
1■ llYR3/2黒褐色 シ,ル ト 炭粒含む

●SK64上坑

1■OYR3/2黒褐色 シルト
え粒含も Ⅳc層下部

OA

■10YR2/2黒褐色 シルト 災粒含む
2■9YR3/4 暗褐色 シルト

●SK65土抗

L=51,600m

1■OYR4/6褐色 粗砂  (Ⅳ帽 の落ち込み?)

2,10YR3/3 暗褐色 炭粒含む
徴10YR3/4 暗褐色 ンルト

シルトプロック (loYR4/63色  5Clavl程度)が30%混在する

0                 1140                2m

嗚 区6

A′

|―
――L=51剰mm一_引

1■ OYR3/4 暗褐色 シルト

―十三hx7

悴 L=蜘Om封
′

第 31図 SK62～ SK66土坑
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5 検出された遺構

●SK67土坑

北Ⅷょ;

東にlm

A´

OSK69土 坑

Ａ
引

Ａ
卜

●SK72土抗

■10YR3/3 暗褐色 シルト 戻粒含む

褐色土ブロックが109/。 入る

埋め戻したような雰囲気

1110YR3/3 暗褐色 シルト 均質
砂ブロックが下部に一部入る (酸化層)

oAタ

粋
=52700吋

´

ー

1

17 5YR2/2黒 褐色 シルト

褐色上プロック含む

性 26叫′

涎 ～
―

1:10YRη3 黒褐色 シルト Ⅳc層下部

禅 =‐鮒0吋
KⅨ 15

■10YR3/3 暗褐色 シルト 均質 Ⅳ」雷と類似

・
電子A

翻
赤色顔料分布

●SK70土坑

L=52.500m

0             1:40            2m

咎 2側吋
′

ー

17 5YR2/2黒 褐色 シルト

褐色土プロック含む

OA′
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第 32図  SK67～ SK72土坑



●SK73土坑

17.5YR2/1黒 色 粘土質シルト え含む  (ⅣJ臀上部に相当)

分10YR3β 暗褐色 粘土質ンル ト 均質
3▼ .5YR2/2黒 褐色 粘土質シルト 褐色土ブロック含む
410YR4/4 褐色 炭含む 下面に焼土ブロック含む

●SK76土抗

L=51.500m

●SK74土 坑

KⅨ 25

V 平成 15年度の調査・遺構

●SK75土坑

A

■10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト λ含む

1:10YR3潟 暗褐色 粘土質シル ト

0                  1:40                2m

A                  A′
トーー       L=51900m       ~~引

■10YR2/3 黒褐色 粘土質シル ト

●SK77土坑

A

)。 A′
    

鯖
り

Ａト Ａ引
Ｏ

Ａ

俸 巧叩Om封
′

1:10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト

嘉 33図  SK73-SK77=上 坑

- 123 -



5 検出された遺構

A
卜 L=52100m

OSR01土 器棺墓

７　舜　胸

則●

土器検出状況

OA´

完掘・玉出上位置

OA′

L=53.000m

1:10YR3/3 暗褐色 砂質ンルト

崩落したものと思われるⅣb層 土ブロック
多1層土と同じ
3:10YR3/3 暗掲色 シル ト 周囲に比べややしまり弱

均質に見える 上半やや均質
4わずかに赤色顔料散布の痕跡が残る部分 (小玉出土層位)

OSN01焼土

引〒V14

L=53 1Clllm

1

上部上器片検出状況

完掘

OA′

許郡

Ａ引
Ａ引Ａト

録  1:焼土
2i V層

3

赤色顔料分布

エ

暗褐色 シルト 粘性無し しまり無し 崩れやすく表面は

国粒構造を呈する

褐色 シルト 粘性弱 しまり強
下部に赤色顔料のようなものが少量分布する範囲有り
にぶい責褐色 シル ト 粘性弱 しまり中 炭粒含む (1%)

1:7 5YR3/4

2:7 5YR4/3

3:10YR4/3
SR01、 02
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，
３

合′

SN01
o                 l:40                21n

- 124 -

第 34図  SR01、 SR02三上器棺墓、 SN01'完土
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5 検出された遺構

0           1:300          10m
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第 36図 ST02捨て場土器出土量分布図
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第97図 ST03拾て場



5 検出された遺構
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大部分次年度
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第 38図 縄文時代中～後期遺構全体図 (次年度)



V 平成 15年度の調査・遺構

（
）
　
　
　
　
Ⅷ

0中 グリッドの呼称

① ②

③ ④

第 39図 晩期～弥生時代遺構全体図 (1)(東区)(次年度 )



5 検出された遺構

◎SK88土 坑

・
NⅢ

坑土８６
Ｃ
ＳＫ

SN15焼土

●ぎ
拓
午
土

° ~■ NⅡ

●Ⅳa層中検出遺構
。   SN17焼土

°◇。

Sギ命焼土 ●・
「

偽 削 8hIL

土器埋設〇尋N(停土ff)づNQ3り器3抵N2
池琴

● °  ct

卜 G  ホⅡ

●IVb層上面
検出遺構

23焼土

SK90土坑
SN28焼土

O

Ｆ潮

子ことを導軍任
著与ラ

ン
をita層分布範囲

0       1:300     75m
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第 40図 晩期～弥生時代遺構全体図 (2)(南西区)



V 平成 15年度の調査・遺構

MX
+  SK80土坑

LV

SD16溝与

や SD15ユ毒跡
君罫

LIE柱 穴群 sK85と坑
+

前年度

一部次年度 (最終

大部分次年度

次年度

□

□

麗

■ ぱ

0       1:500     125m

第 41図 古代～近世遺構全体図 (次年度 )
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5 検出された遺構

●S102住居跡
トレンチ )

/ /焼土
＼/ か

15

※1～16は土器、17、 18は石器

L=52600m

式、町

Ｃ
引

Ｃ
ト

Ａ
卜

1づ YR4/2Fx3色  砂 V層が焼けたもの
27 5YR3/2黒褐色 砂 炭化物混じる? V層 が焼けたもの

A´

引

Ｂ
引

Ｂ
ト

L=52 6tXlm

L=526C10m

0:10YR4/4褐 色 シルト 炭化物含む 遺物少なくあまり暗くない力Wc層と思われる
■10ЧttV4褐色 砂質ンルト 砂(V層 ?)の再堆積に炭化物、土器含むV層との境界不明瞭
210YR3/2黒 褐色 砂質シ,琳 炭化物、遺物多量に含む
争10YR3μ暗褐色 シルト 炭化物比較的多い 5層との境界不明瞭
410YR4/43色  砂 焼土粒多く含む
,10YR4/40色  砂 遺物含む所も多いが基本的にはV層と思われる
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第 42図 S102住居跡

0                 1:40                 2m



OSNQ01炉 跡

●SNQ02炉跡

1,5YR4/4褐色 砂 焼土

210YR4/2灰 黄褐色 砂質シルト シルト質のⅣb層ブロック、炭化物含む

3層に似るが淡い 炉石の掘り方埋土か

3:10YR3/1黒 褐色 砂質シルト シルト質のⅣb層プロック、炭化物含む 弥生包含層の3層

410YR4/3に ぶい黄褐色 砂質シルト ⅣЪ層が汚れた部分

A´

引

L=52100m
B´

引

O           r20          1m

く
T

ｇ
δ
ｏ
Ｈ
い
い
＝
ロ

Ｂト

Ａ

。

+P14

く上

±10YR3/3暗掲色 砂質シルト

2う YR4/4にぶい暗褐色 砂
併10YR3/2黒掲色 砂質シルト

410YR3/3暗褐色 砂質シルト

V 平成 15年度の調査・遺構

炭化物多く含む 炉覆土およびカクラン

焼土

炭化物含む 炉石埋土

弥生包含層(Wa層 )の2層

L=51940m

第 43図 SNQ01 ・02炉跡
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5 検出された遺構

跡師

　
　
Ａ

ｏ

０ＱＮＳ●

仁_L=5194甲 、

17`YR4/4掲色 砂
2,10YR4/2灰黄褐色

鶏Ⅱ%

●sNQ04炉跡

北Ⅱ協

1づYR3/2 暗赤褐色 砂 焼土
多10YR4/2秒  上面焼土粒多く炭化物含む 炉石の掘り方坦土か
&10YR3/1黒褐色 砂 弥生遺物包合層 (Ⅳ所雪)の 3層

焼土
砂 弥と包含層 (V森動 の利野

0                   1:20

OSNOS焼土

i
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第 44図  SNQ03・ 04炉跡、SN05焼土



●SN02焼土

1,5YR4/4褐色 砂 焼土粒、ブロック多く含む 炭化物含む

ケ5YR4/3にぶい赤褐色 砂 砂層が火を受けたもの

争10YR4/2FA責褐色 砂 炭化物、焼土粒わずかに含む ⅣЫ層が汚れたもの

■10YR4/3に ぶい責褐色 砂質シルト全体的にシルト質で貼床の可能性も考えられる力湘′b層の一部か

,lCIYR5/4に ぶい責褐色地に10YR3/2黒褐色混じる 砂 4層に似る方沙  Ⅳb層の一部か

&10YR3/2黒褐色 砂質シルト WЪ層とⅣc層 の漸移層 (Ⅳc層 に近い)

■10YR4/40色 砂質シルト V層に似るがンルト質強い 風倒木の可能性も考えられるが

周囲に黒土は広がらない

V 平成 15年度の調査・遺構

MⅨ 19

●SN30焼土

■10YR3/1(黒褐色)地に7 5YR4/4(褐 色)のブロック シルト 炭化物、灰混じり 撹乱
275YR4/43色  砂 焼土

a10YR3/2黒褐色 砂 Wa層 (23b2層 )
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■10YR4/2(灰黄褐色)地に5YR4/4(にぶい赤褐)色混じる カクラン

雰5YR4/41こ ぶい赤褐色 砂 焼土

チ10YR4/2灰黄褐色 砂質シルト Ib層か

OSN04焼土

L=51840m

16YR4/4に ぶい赤褐色 砂 焼土

敷10YR4/2「k責褐色 砂 炭化物含む

Ａ卜

第 45図 SN02～ 04、 30焼土
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5 検出された遺構

OSK73土坑

悴  L=釧∞m 封
|

OSK80土坑
MⅨ20詢

南にlm

ギ
血m

A'

OSK79」二坑

■10YR5/4(に ぶい黄褐色)地に10YR4/2(灰黄褐色 )

上場が崩れた部分の覆土

雰10YR4/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト V層 粒子含む

争10YR4/4掲色 粘土質シル ト 炭化物わずかに含む

Ⅳc層 の一部?

の斑 砂 V層 再堆積土に2層 の■

Ⅳc層 の一部 ?

5層が汚れたような土

―一
情鼠江3

Hll12よ り

ぎ〒
Nm

1:10YR2/2黒 褐色 シル ト 粘性中 しまり強

▲
Ａ
に
に
ハ

　

Ａ
。

1,5Y4/3オ リーブ褐色 砂 切唇の25Y3/1(黒 褐色)土プロック (5‐ 10om)含 む

Ⅲ層の再堆積か?

銭75Y4/3(オ リーブ褐色)と 25Y3/1(黒 褐色)の混土 砂質シル ト プロック状 に1層 土入る

土器多 礫含む 埋め戻 した土か?

OSK33土坑

OSK81土坑

Ａ卜
A'

L=52500m引

410YR3/1黒褐色 粘土? 5層 土含む Ⅳc層 の一部?

5■ OYR5/4に ぶい責褐色 に一部 10YR4/4褐色土入る 砂質シル ト

V層上面で汚れている部分
6,10YR5/4に ぶい黄褐色 砂  V層

LⅧ 14より
紬

叶 Ａ

０
Ａ

０

1110YR3/2 黒掲色 砂 汚れたV層 再堆積
銭10YR4/4 褐色 砂質シル ト V層 と1層 の混土

3・ V層 が撹乱 を受けて汚れたもの

OSK82土坑

嗚 Ⅲ24

Ａ卜
L=52200m

■10Ч駅守Bにぶい黄褐色 砂 固 くしまる 炭化物含む

Aも多
I瞥

'

札x拓

■lllYR3/2黒褐色 砂 3～10Hu大 の炭化物多い V層 起源の黄色い砂混 じる

2:lllR/4(に ぶい黄褐色)地に10YR3/2(黒褐色)のプロック 砂
1層 と黒、黄褐色逆転 したもの 2cll大 の炭化物 もある

3:2層 とほとんど同じだが大きな炭化物少ない よリー様 に見える

4:V層 に2層の上が混 じったもの (根 による撹乱か?)

1:40                 2m

- 138 -

第 48図  SK78～ 83土坑



OSK84土坑

A嗚

OSK85土坑

塩 25

A

V 平成 15年度の調査・遺構

ぜ
Ⅳ3

レンチ

Ａ脂
L=52800m

Ｃ卜

2b

L=52700m Ｃ
引トレンテ

A― A'、 B― Bi
l :10YR4/2灰責褐色 砂 2 5Htの 炭化物含む 水田の床土 (5Y4/1)散る
2a■ OYR2/2黒 褐色 砂 炭化物多く含む Ⅲ層の再堆積多い
2b■ OYR4/3に ぶい責褐色 砂 2aleと 同じと思うがⅢ層の再堆積より多く明るい

※掘つた結果%層 と同じだつた
3 ■OYR4/4(褐色)に 5Y4/1(灰色)の プロック (水日の床土)混 じる

I層 上部が本田時の撹乱を受けたもの

C― C'
17 5YR3/2黒褐色 砂 炭化物多く焼土粒含む
25YR3/2暗赤褐色 砂 Ⅲ層 (砂)力舟暁けたもの

a10YR4/3に ぶい黄掲色 砂  Ⅲ層が汚れたもの

Ａ

０ 北Ⅳ釧 札 Ⅲ9

靭
たたに〔Ａ。

Ａト
L=52.600m

L=52600m

■10YR2/2黒掲色 砂 径5at程度の10YR勺 4褐色プロック含む

周囲に広がるⅡb層 より明るい

分10W/2(黒 褐色)地に10YR4/4(掲色)の霜降 り 砂

Ｂ卜

L=52800m
P    P

OSK861二
'売

A            A'
卜__L=51000m引

■10YR4/2灰 黄褐色 ンル ト 粘性強
ⅣJ冒 のシル ト質の部分の再堆積 にわずかに炭化物散 る

雰10YR3/2(黒 褐色)地に10YR2/1(黒色)のブロック ンル ト 炭化物多 く含む

争10YR3/3暗褐色 砂質シル ト

汚れたⅣJ雷の再堆積 にλ化物多 く散る Ⅳ」唇 (23b28?)

7土坑

Al

北13

■10YR3/2黒掲色 砂 炭化物、Ⅳb再堆積土含む 柱穴 と思 われる

雰10YR3/2(黒 褐色)地に10YR4/4(褐色)の斑 砂 炭化物含み、Ⅳb再堆積土 も

年10YR3/3暗褐色 砂 炭化物含む Ⅳd層 がボヤーと汚れた感 じ

0                 1:40                 2m

第 49図  SK84-87E上坑
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札Ⅲn

l:10YR4/4褐 色 シルト
多10YR4/1褐仄色 シルト
3:10YR2/2黒褐色 シルト

4 10YR4/3にぶい責褐色
仇10YR4/1褐灰色 シルト

‐Ｏ

Ａ

OSK90」二】売 (_LttSN28焼二上)

鶏 Ⅱ20

1〒 5YR4/4褐色 砂 SN28焼 土
微10YR1 7/1黒 色 シルト 炭化堅果類の層

37 5YR3/2黒 褐色 砂 非常にもろい 焼土
4:7 5YR3/1黒 褐色 シルト 炭化物含む

OSK91土坑

1:10YR3/1(黒褐色)と 10YR4/4

微10YR4/4(褐 色 )地 に 10YR3/1

3:10YR3β 暗褐色 砂質シルト

ンルト質のⅣb層 の再堆積
1層 がグライ化したものか (周 囲に酸化かも)

災化物多
ンルト 弥生包含層 (2-3b2層 ～3上層?)

利署カラロこつかつて?グライイとしたもの 周囲に酸化かも

1,5YR4/6褐色 シルト SN17焼土 一部Ⅳb層再堆積含む

2,10YR3/2黒 褐色 砂質シルト 灰～炭化物層に Ⅳb層 再堆積含む

3:10YR4/6褐 色 砂質シルト ンルト質Ⅳb層 の再堆積 (人為堆積?)

410YR3/2黒褐色 砂 炭化物多く、一部Ⅳb層再堆積含む

a10YR4/2灰黄褐色 砂 Ⅳb層 再堆積

5 検出された遺構
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■10YR4/1褐灰色
分10YR3/1黒褐色
3:10YR3/2黒 褐色

■10YR3/1黒 褐色
2 10YR3/2黒褐色

砂
砂
砂
　
砂
砂

(褐色)の混土 秒 炭化物多く含む

(黒褐色)混 じる シルト 炭化物含む

炭化物わずかに合む 汚れ砂再堆積

⑨

BごCム
°

塩H

L=52 40Clm引

Ⅲ層粒子多
Ⅲ層粒子多
ややシルト質 Ⅲ層粒子多

Ⅲ層粒子合む LⅢ P■ 1よ りずつと黒い
ややシルト質

0           1:40           2m
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第 50図  SK88～ 91三上坑、SN28焼土、LⅢ柱穴群



OM III Ⅳ柱穴群
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V 平成 15年度の調査・遺構
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■10YR3/3暗 褐色 砂 2～ 5mlの炭化物含む 砂多く含む
多1層 とほとんど同じだが、やや淡く炭化物少ない 周囲との境不鮮明で
多く検出された疑似現象とほとんど同じ土
舒10YR4/2灰 黄褐色 砂 粘性あり
410YR2/2黒 褐色 砂 1層 より炭化物多く、焼土含む

OSR03土器埋設遺構

米 Iη

L=52565m

■10YR4/2灰 黄褐色 砂 炭化物わずかに含む 汚れ砂 掘り方埋土
2:10YR4/4褐色 砂とシルト両方あり Ⅳb層
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第 51図 MⅢ Ⅳ柱穴群、SR03土器埋設遺構
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5 検出された遺構

/°
ぴ準   。 ホⅡ

ハ〕

や
。

0。 9

0  °

⑤ 0

紳
0

。。 自屯阜二L 
″。

  亀

6   。 今
 。

◇  _ 0

●・
0

脚 浮9 0  0

0。メ急 
°患
ど亀げl最二|。  

。♂◇  |。∝
P,声

~評
 ンゞ1

。きな°丸
P4

N118
0 Pl°NfO ず静

°
こ。

A       る 0

fir警 。も。 
霞を―   熱:。 |N123

P3 。

0               1:200              10m

-142-
第 52図 縄文晩期以降自然堤防上柱穴群



■ltlYR5/4(に ぶい責褐色) と10YR4/2(灰 黄褐)の混土

V 平成 15年度の調査 。遺構

卜 55165m 〆
引

―一―＼
Ⅱb

2(I」薯相当)

Ⅳa                皿

0                 1:100               5m

OSD13溝跡

前年度調査区

0                1:40               2m

A
ト

札 Ⅳl

0                1:200               1tlm

粋も野0吋

第 53図  SD08、 13溝跡

- 143 -



5 検出された遺構

OSD14溝跡

A    だ

卜とfどJ 3町

軋 ラン

C          C′
畔

=5■300m4

跡溝‐６Ｄ‐５

Ａ

Ｓ●

■10YR4/4(褐色)地に10YR3/2(黒 褐色)の シミ 砂 V層が汚れたもの?

2・ 10YR3/2黒 褐色 砂質シルト Ⅱ層あるいはⅣc層 に似る
2b:10YR3/2(黒褐色)と 10YR4/4(褐 色)の斑 砂質ンル ト

2層 に10YR4/4褐色の砂が入ったもの

後ltlYR3/2(黒 褐色)と 10YR4/4(褐 色)の混土 砂質シルト
V層の再堆積に力唇の上が混 じったもの

0                 1:40                2m

■10YR3/1(黒褐色)地に10YR4/4(褐 色)の細かい斑 砂 Ⅲ層プロック含む
微ltlYR3/1黒 褐色と10YR4/4(褐 色)の混土 砂質シルト 炭化物含む場所もある

SD08
溝跡

北ml 北Ⅳ鬱

A L=528∞mA
卜    引

3Lリ
絃

1:40                 2m

■10YR3/1(黒褐色)地 に10YR4/4(褐 色)の細かい斑 砂 Ⅲ層ブロツク含む
多ltlYR3/1(黒褐色)と 10YR4/4(褐 色)の混土 砂質シルト 炭化物含む場所もある

- 144 -

第 54図 SD14～ 16溝跡



● iVa層上面の地形と

試掘 トレンチの位置

碍g

●Ⅳb層上面の地形

＼
ヽ

―

１

／

ｔ
＼

η
／
／
ヽ
へ
、
―
―
―
―
＼

V 平成 15年度の調査・遺構

●包含層 トレンチと土層断面実測位置
(数字は小グリッド)

北 Ⅱ

51.8m

TY5

TY7
″

第 55図 ST01捨て場 (1)

- 145 -



∽ 　 蒔 巨 け 芦 洋 肺 離

ズ
引

― Ｉ Ａ 卜

― 　 ド ヽ も 　 ―

L 
Ⅱ
20

L5
2 
1K
XJ
m

M1
2

L=
52
 6
0C
lm

LⅢ
16

M1
3

LⅢ
17

LⅢ
 1
8

LⅢ
19

LⅢ
20

南
北

ト
レ
ン
チ

‐ ‐ Ｂ 卜

糾 伽 ｏ 図 　 ∽ 引 宣 薔 ぺ 舗 （ じ （ 洲 ≧ 醇 耐 弾 鴻 獣 図 ）

lヽⅡ
4

α
lC
IY
R3
/4
 

暗
褐

色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
中

 5
 H
In
～

lc
m程

度
の

炭
が

ま
ば

ら
に
入

る
と
10
YR
3/
4 

暗
褐

色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

や
や

あ
り
 

し
ま

り
強
 

炭
粒

含
む

1 
21
0Y
R2
13
黒

褐
色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

や
や

あ
り
 

し
ま

り
強
 

炭
粒

多
く
含

む
雰
10
YR
4/
4 

褐
色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

や
や

あ
り
 

し
ま

り
強
 

λ
粒

含
む

2‐
併
ll
lY
R3
/4
暗

褐
色
 

砂
質

ン
ル

ト
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
弱
 

炭
粒

わ
ず

か
に
入

る
10
YR
6/
8 

明
黄

掲
色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
中

が
斑

に
入

る
よ
10
YR
4/
2 

灰
黄

褐
色
 

砂
質

シ
ル

ト
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
強
 

戊
粒

が
ま

ば
ら

に
入

る
41
0Y
R3
/4
 

暗
褐

色
 

砂
質

シ
ル

ト
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
中
 

炭
粒

が
ま

ば
ら

に
入

る
10
YR
4/
6 

褐
色
 

砂
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
な

し
が

1～
2a
lの

プ
ロ

ッ
ク
で

入
る

5:
10
Ч
R守

9 
に

ぶ
い

黄
褐

色
 

砂
質

ン
ル

ト
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
弱
 

炭
粒

が
わ

ず
か

に
入

る
10
YR
4/
6 

褐
色
 

砂
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
な

し
が

斑
に
入

る
Ъ

:1
0Y
R2
/3
 

黒
褐

色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
弱
 

炭
粒

多
く
含

む
2‐
3b
10
YR
5/
4に

ぶ
い

黄
褐

色
 

粘
土
 

粘
性

強
 

し
ま

り
強
 

炭
粒

含
む

ll
lY
R3
/3
 

暗
褐

色
 

粘
土
 

粘
性

強
 

し
ま

り
強

が
斑

に
入

る

部
分

的
に

ll
lY
R1
 7
/1
(黒

色
)粘

土
質

シ
ル

ト
 

粘
性

や
や

強
 

し
ま

り
強

の
炭

層
?に

変
化

す
る

2‐
3b
歩
  
 l
lJ
YR
1 
7/
1(
黒

色
)粘

土
質

シ
ル

ト
 

粘
性

や
や

強
 

し
ま

り
中
 

戊
の

層
10
YR
4/
6(
褐

色
)粘

上
 

粘
性

強
 

し
ま

り
強

が
と

こ
ろ

ど
こ

ろ
に
入

る

M1
5

1‐
2b
:1
0Y
R4
/4
褐
色
 
砂
質
シ
ル

ト
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
中
 
炭
粒
入
る

10
YR
5/
4に

ぶ
い
黄
褐
色
 
砂
 
粘
性

な
し
 

し
ま
り
弱
が

1～
2c
ll
程

の
プ
ロ
ッ
ク
で
混
在
す
る

4,
10
YR
3/
4暗

褐
色
 
砂
質
シ
ル

ト
 
粘
性
弱
 

し
ま
り
弱
 
炭
粒
多

く
含
む

下
部
に
お
い
て
炭
粒
多
い
ま
ま
lo
YR
4/
6(
掲

色
)シ

ル
ト
 

粘
性
強
 

し
ま

り
弱

に
変
化
す
る

2b
10
YR
2/
2 

黒
褐
色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
強
 

し
ま

り
強
 
炭
粒
多

く
含
む

下
部

に
お
い
て
炭
粒
多
い
ま
ま
lo
YR
4/
4(
褐

色
)シ

ル
ト
 

粘
性
弱
 

し
ま

り
強

に
変
化
す
る

2α
 i
tl
YR
5/
3 

に
ぶ
い
黄
褐
色
 
シ
ル

ト
 
粘
性
強
 

し
ま
り
強
 
炭
粒
含
む

10
YR
3/
2(
黒

褐
色
)ン

ル
ト
 

粘
性
強
 

し
ま

り
強
が
炭
粒
含
み
つ
つ
斑

に
入
る

3上
:1
0Y
R5
/3
に

ぶ
い
黄
褐
色
 
砂
 
粘
性

な
し
 

し
ま
り
な
し
 
下
部
は
や
や
粒
子
が
粗

く
な
る

全
体
的
に
炭
粒
が
わ
ず
か
に
入
る

1上
:l
tl
YR
3/
4暗

褐
色
 
シ
ル

ト
 

粘
性

わ
ず
か
に
あ

り
 

し
ま
り
強
 
炭
粒

や
や
混

じ
る

10
Y
R4
/6
掲

色
 
砂
 
粘
性

な
し
 

し
ま

り
な

し
が

lc
n程

の
ブ
ロ
ッ
ク
で

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
入

る
0 
  
  
  
  
  
  
  
 1
:6
0 
  
  
  
  
  
  
  
 3
m

|

引



一
　

　

　

　

　

　

？
【
日

や

ＴＩ
Ｉ
　
甲
♭
牌
∞
ｏ
ｏ
日

―とレI―

(国ξξ窮翠哩聯障¥)(8)箭2辞卜0上S 国と9髪

① Ｔ

Ｉ

Ｉ

　

Ｆ
ｗ
強
や
ヽ
ｏ
Φ
Ｂ

翌

吋

ブ
ぐ

＜
】

〓

日
〓

ｇ

日
ヽ

ツ
【
日

い

〓

日
ヽ

〓
日

上∞__

〓

日
嵌

〓

雪
〓

∩
、

―
―
上

〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
一
６
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
Ｂ

肝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

肝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

勲富・▽陛⑫郵ウξI翠土 A



― Ｉ Ｄ 卜

Ｉ 　 Ｈ ヽ ∞ 　 ―
Li
52
 4
00
m

M1
24

M 
Ⅱ
25

隣
51
90
0m

S

NⅡ
6

∽ 　 癖 巨 け 芦 洋 耐 離
レ
ン
チ

南
北 ト

レ
ン
チ

．
限 卜 　 ２ ．３
ｂ 　 ・Ｐ

M1
25

MⅢ
21

N1
7

M1
21

MШ
22

P 
S 
S

M1
22

MⅢ
23

NⅡ
9

M 
Ⅱ
23

MШ
24

M1
24

M皿
25

|

引

2-
3b

P
2-
3b
2

南
北 ト

レ
ン
チ

P

Ｄ
引

チ
ン 　 Ｐ

識 レ

削 伽 ∞ 図 　 ∽ 引 宣 帯 べ 舗 （ も （ 洲 澄 醇 耐 再 韻 執 図 ）

| ト

N1
8

01
0Y
R3
μ

 
暗

褐
色
 

砂
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
な

し
 

炭
粒

多
く
含

む

下
部

に
し
た

が
い
lo
YR
4/
2(
灰

黄
褐

色
)シ

ル
ト
 

粘
性

強
 

し
ま

り
弱

炭
化

物
含

む
が

斑
状

に
混

在
す

る

7:
10
YR
4/
6 

褐
色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

中
 

し
ま

り
な

し

下
部

に
な

る
ほ

ど
砂

質
シ

ル
ト
に
変

化
し
、

粘
性

弱
、

し
ま

り
な

し
の

状
態

に
な

る
。

3中
:1
0Y
R3
/4
暗

褐
色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

強
 

し
ま

り
中
 

炭
粒

多
量

に
混

じ
る

10
YR
5/
3(
に

ぶ
い

黄
褐

色
)シ

ル
ト
 

粘
性

強
 

し
ま

り
弱

の
2～

3c
m程

の

プ
ロ

ッ
ク

が
散

在
す

る

下
部

に
近

い
ほ

ど
砂

質
シ

ル
ト
、

粘
性

弱
、

し
ま

り
弱

に
土

質
が

変
化

す
る

。
2■

ll
lY
R3
/4
 
暗

褐
色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

中
 

し
ま

り
強
 

炭
粒

多
く
入

る
10
YR
6/
4(
に

ぶ
い

黄
橙

色
)粘

土
質

シ
ル

ト
 

粘
性

強
 

し
ま

り
強

が
と

こ
ろ

ど
こ

ろ
に

lc
ln
ほ

ど
の

ブ
ロ

ッ
ク

で
見

ら
れ

る
1つ

α
10
YR
5/
6責

褐
色
 

砂
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
中
 

炭
粒

含
む

10
YR
4/
4(
褐

色
)砂

 
粘

性
な

し
 

し
ま

り
中

が
斑

に
入

る
4α

10
YR
4/
4 

褐
色
 

砂
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
弱
 

炭
粒

含
む

0 
  
  
  
  
  
  
  
 1
:6
0 
  
  
  
  
  
  
  
 3
m

E 卜
L=
52
50
0m

比
■
r 

―

南
北

ト
レ
ン
チ



N1
9 
1 
  
  
  
 N
11
0

卜
L=
51
70
0m

‐ ‐ Ｅ 引

皿
Ｎ

2α
 1
0Y
R3
/4
暗

褐
色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
強
 

し
ま

り
強
 
炭
粒
含
む

10
Y
R4
/4
褐

色
 
細
砂
 
粘
性
や
や
あ

り
 

し
ま

り
中
が

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

1～
2c
m程

の
ブ
ロ
ッ
ク
で
入

る
lb
・

10
Y
R3
/2
黒
褐
色
 
砂
質

シ
ル

ト
 
粘
性
や
や
あ

り
 

し
ま

り
中
 
炭
粒
が
強

く
入
る

10
YR
4/
6褐

色
 
砂
質

シ
ル

ト
 

粘
性
や
や
あ

り
 

し
ま

り
中
が

5m
ll
～

lc
ln
程

の
わ
ず
か
な
ブ
ロ

ッ
ク
粒

と
し
て

と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
散

る
4c
上

:1
0Y
R4
/6
褐

色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
強
 

し
ま

り
強
 
戊
粒
含
む

10
YR
5/
6黄

褐
色
 
砂
 
粘
性

な
し
 

し
ま

り
弱
が

1～
5m
ll
ほ

ど
の
上
粒

と
し
て
わ
ず
か
に
散

る
4c
中

:1
0Y
R3
/4
暗
褐
色
 
砂
質

シ
ル

ト
 

粘
性
弱
 

し
ま

り
中
 
え
粒
含

む
10
YR
4/
2灰

黄
褐
色
 
砂
 
粘
性

な
し
 

し
ま

り
弱

に
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
変
化
す
る

4c
下

:1
0Y
R4
/4
褐

色
 

シ
ル

ト
 

粘
性
強
 

し
ま

り
強
 
炭
粒
多

く
含

む
3-
4上

部
は

10
YR
4/
4褐

色
 
粗
砂
 
粘
性

な
し
 

し
ま

り
な

し
下
部

は
10
YR
4/
4褐

色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
強
 

し
ま

り
強

と
土
質
が
ゆ
る
や
か
に
変
化
す

る
全
体
的
に
炭
粒
が
入

る
も
の
の
、
下
部
の
方
が
若
干
多

く
含

ま
れ
て
い
る
。

N1
17
  
  
  
1 
  
  
  
N1
18

N1
19

N1
18

N 
Ⅱ
19

0 
  
  
  
  
  
  
  
 1
:6
0 
  
  
  
  
  
  
  
 3
m

Ｆ
卜

削 い ｏ 図 　 ∽ 引 宣 勝 ぺ 舗 （ ９ （ 川 澄 甫 醐 再 消 執 図 ）

く 　 椒 灘 ～ 命 灘 ⑤ 謎 餅 ・ 誌 蔀

― 　 ド ヽ ０ 　 １

N0
19

と
=5
2 
3t
Xl
m

N1
16

|

卜

N1
16

N1
20

L 
52
 3
01
Jm

N1
17



り 　 が 離 け 苦 洋 離 離

＆ ～ α

Ｉ 　 μ り 〇 　 ―
a 
lt
lY
R5
/3
に

ぶ
い
責
褐
色
 
砂
質
シ
ル

ト
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
弱

10
YR
4/
6褐

色
 
砂
 
粘
性

な
し
 

し
ま

り
な

し
10
YR
4/
4褐

色
 
シ
ル

ト
 

粘
性
強
 

し
ま

り
中
 
炭
粒
含

む
a、

も
、
cが

板
状
、

ま
た
は
ラ

ミ
ナ
状

に
何
重

に
も
重

な
っ
て
い
る
。

aは
あ
っ
て

も
lc
ll
l程

の
厚

さ
で

b、
cは

5c
m程

の
厚

さ
に
な
る
。

10
YR
3/
4暗

褐
色
 
砂
 
粘
性

な
し
 

し
ま

り
中
 
炭
粒
含

む
10
YR
5/
6黄

褐
色
 
砂
 
粘
性

な
し
 

し
ま

り
弱
の

1～
2c
Hl
程
の
ブ
ロ

ッ
ク
が

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
入

る
la
 1
0Y
R4
/6
褐

色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

中
 

し
ま

り
中
 

炭
粒

ご
く
わ
ず

か
に
入

る
10
YR
4/
6褐

色
 
砂
 
粘
性

な
し
 

し
ま

り
な

し
が
斑
状

に
入

る
SⅡ

～
Ⅲ
:1
0Y
R4
/4
褐

色
 

シ
ル

ト
 

粘
性

な
し
 

し
ま

り
中
 

炭
粒

ご
く
わ
ず

か
に
入

る
10
YR
5/
8(
黄

褐
色
)砂

 
粘
性

な
し
 

し
ま

り
な

し
が

1～
2c
m程

の
ブ

ロ
ッ
ク
で

ま
ば

ら
に
入

る

M1
1

MⅡ
6 
  
  
 1 引

OⅡ
ll

H′

引

0 
  
  
  
  
  
  
  
 1
:6
0 
  
  
  
  
  
  
  
 3
m

潮 ト
レ
ン
チ

期
Sト

レ
ン
テ

― Ｉ Ｈ ト

糾 ｏ Ｏ 図 　 ∽ 引 ｑ 膵 べ 節 （ ｅ （ 川 澄 甫 醐 再 鴻 執 図 ）

MI
ll

L巧
26
k1
0m

NⅡ
ll

L-
52
60
11
m

MⅡ
16

NⅡ
16

ト
レ
ン
チ
 2
-3

MⅡ
21

N 
Ⅱ
21

| 卜

骨
?粘

土
?柱

穴
?



M1
18

M■
23 O1
3

ト
レ
ン
チ

(昨
年
度

)

I 
NⅡ

8

引

劾 　 チ
ン

麺 ψ
麺 ト

レ
ン
チ

糾 ２ 図 　 ∽ 引 宣 薔 ぺ 舗 （ ｄ （ 洲 澄 醇 醐 再 器 獣 図 ）

く 　 引 灘 ～ 命 潮 ⑤ 削 齢 ・ 曲 離

刺 ト
レ
ン
チ

ｌ 　 μ 翰 μ 　 ｌ

NⅡ
8

卜
 L
=5
2.
30
0m

ト
レ
ン
チ
  
 

凍
西

(昨
年
度
) 
 

ト
レ
ン
チ

|

細 ト
レ
ン
チ

M1
20

OⅡ
8

L1
20
 1
  
  
  
  
  
LⅡ

25

J 卜
 L
=5
18
00
m

頼 ト
レ
ン
チ

MⅡ
5

M1
10

M
11
5



「

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

■

「

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

■

日

ф
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
〕
一
導　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

へ
出
日

房

一―ちヽ〇
い
由
Ｚ

［
日
潟

［
銀
日
ロ

』
＝
日

ロ

い
日
Ｚ

5 検出された遺構

ヽ
ふ

晨二

η

［

之

戯

日
〓

漁

日
憂

Ｌ

日

潟

日
ｏ
ｏ
ヾ
Ｈ
い
＝
０
【　
　
―
―
―
上Ｖ

［
瀾
日
却

ｇ

ｏ
ｏ
∞

導
い
＝
凸
【　
　
・Ｉ
Ｉ
Ｉ
上

〇
い

日

一２

第 62図 ST01捨 て場 (8)(実測位置は第 55図 )

- 152 -



Ａ
卜

卜
53
40
0m

卜
 L
=5
3 
40
Cl
m

ト
ー
ー
 L
=5
3.
40
11
m

カ
ク
ラ
ン

0あ 4b
l

0 
  
  
  
  
  
  
  
 1
:6
0 
  
  
  
  
  
  
  
 3
m

削 ⑥ ω 国 　 酎 川 図 副 当 副 迪 卜 嗣 野 団

く 　 ｋ 爵 ～ 命 測 ○ 謎 畔 ・ 肺 蔀

Ｉ 　 Ｐ り ω 　 ｌ

0あ
: 

礫
多
量
に
含
む
昨
年
の
カ
ク
ラ
ン

0い
: 

呉
教
委
試
掘

ト
レ
ン
チ

0う
: 

水
田
時
の
カ
ク
ラ
ン

1あ
: 
5V
R4
/1
灰

色
 
砂
質
シ
ル

ト
 
酸
化
鉄
含
む
 
水

田
耕
作
土

1)
 5
YR
4/
1灰

色
と

10
YR
4/
4褐

色
の

ll
l土
 
砂
質

シ
ル

ト
 
水

田
時
床
土
 
酸
化
鉄
層

2 
 

言
Ⅱ
層
 
西

に
行

く
ほ
ど
砂
が
多

く
混

じ
っ
て
淡

く
な
る
 l
oY
R2
/2
黒

褐
色

～
10
YR
4/
2灰

黄
褐
色

2い
: 
10
YR
3/
3暗

掲
色
 
砂
 
砂
の
再
堆
積

2う
: 
10
YR
3/
2黒

褐
色
 
砂
質
シ
ル

ト
 2
Te
よ

り
暗
い
 I
b層

ら
し
い

a 
 =
Ⅲ

層
 1
0Y
R4
/4
褐

色
3望

aあ
: 
10
YR
4/
3に

ぶ
い
黄
褐
色
 
砂
 
汚
れ
砂
層
再
堆
積
 4
aい

層
の
可
能
性
が
高
い

3“
aい

: 
10
YR
4/
3に

ぶ
い
黄
褐
色
 
秒
質
シ
ル

ト
 

汚
れ
砂
層
再
堆
積

4a
い
層

に
似

る
が
根
が
入

つ
て
汚
れ
て
お

り
、

よ
り
暗
い
。

4a
い

:1
0W
R守

琢
責
褐
色
 
砂
質
シ
ル

ト
 

汚
れ
砂
層
再
堆
積

通
常
の
Ⅳ
」
冒
よ
り
砂
の
再
堆
積
多

く
(中

央
カ
ク
ラ
ン
よ
り
下
は
特

に
砂
多
い

)、

汚
れ
た
砂
層

と
い
っ
た
感

じ
。
遺
物
、
炭
化
物
な

し
。

4a
あ

:l
ll
YR
3/
2黒

褐
色
 
砂
質
シ
ル

ト
 5
1m
程

度
の
炭
化
物
顕
著
で
砂

も
含
む

Ⅳ
aそ

う
と
思
わ
れ
る
 4
aい

層
よ

り
暗

く
炭
化
物
含

む
4b
: 
=Ⅳ

b層
 1
0Y
R4
12
1こ

ぶ
い
黄
掲
色

Ъ
い
:1
0Y
k守

I荻
黄
褐
色
 
砂
 2
～

5B
Il
の
炭
化
物
含
む
 
Ⅳ
〕
冒
の
一
部

と
思
わ
れ
る
が
、
よ
り
暗
い
。

4b
 c
あ

:1
0Y
R4
/3
に

ぶ
い
責
褐
色
、
一
部
5Y
R5
/1
灰

色
と
10
YR
4/
40
色

の
ブ
ロ
ッ
ク
含

む
 
砂

砂
顕
著
で
4b
い

層
よ
り
明
る

く
、
Ъ
層

よ
り
自
つ
ぼ
い
。

あ
‐ c

ヤ
ヽ

7 
5Y
R4
/4
褐

色
 
砂
質
シ
ル

ト
 
焼
土

わ
‐ o
う

:1
0Y
R4
/3
1こ

ぶ
い
黄
褐
色
 
砂
 
汚
れ
た
砂

 4
b‐

cお
層

と
ほ
と
ん

ど
同

じ
カ
ク
ラ
ン
?風

倒
木
痕

?

4b
_c
え

:l
oY
R4
/4
PB
色
 
砂
質
シ
ル

ト 
5層

と
ほ
と
ん
ど
同

じ
 

カ
ク
ラ
ン
?風

倒
木
痕

?

Ъ
cお

:1
0Y
R4
/4
褐

色
 
砂
 
周
囲
の
V層

よ
り
は
る
か
に
砂

っ
IF
い

4b
 c
う

層
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
 
カ
ク
ラ
ン
リ
乳
倒
木
痕

?

4c
: 
=Ⅳ

c 
ll
lY
R3
/2
黒

褐
色
 
砂
質
シ
ル

ト
4c
い

:1
0Y
R3
/1
黒

褐
色
 
砂
質
シ
ル

ト
 V
層

の
プ
ロ
ッ
ク
多

く
1～

5H
tの

炭
化
物
多
い

4c
層

よ
り
暗

く
、
炭
化
物
多

く
、
遺
物

も
多
い
。

, 
=V
層

と
思
わ
れ
る
が
、
シ
ル

ト
質
、
粘
性
あ

り
。
 1
0Y
R4
/3
1こ

ぶ
い
黄
褐
色

0ヤ
ヽ

カ
ク
ラ

ン



5 検出された遺構

OLⅡ 15,20,LⅢ ll,16グ リッ ド

・南面

OLⅢ 12,13,14,15,17,18,19,20グ リッド
・ 西面

・東面

1

OME2グ リッド
・南面   屈曲点

グリッド位置

グリッド位置

20

グリッド位置

- 154 -

第 64図  ブロック別層序模式図 (1)(位置は、第 55図参照)



OLⅡ 23,24,MⅡ 3,4グ リッ ド

・東面

V 平成 15年度の調査・遺構

・東面

1

23b2

3‐4

OLⅡ 25,LⅢ 21,ME5,MⅢ lグ リッド

・北面

グリッド位置

グリッド位置

第 65図  ブロック別層序模式図 (2)(位置は、第 55図参照)

- 155 -



5 検出された遺構
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3 5
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３
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一
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Ⅳc下部かV

OM 115グ リッド

・南面 。東面

- 156 -

第 66図  ブロック別層序模式図 (3)(位置は、第 55図参照 )
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3
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。東面

。南面

V 平成 15年度の調査・遺構

・西倒 トレンチ

ツ ド

・東面

グリッド位置

グリッド位置

第 67図  ブロック別層序模式図 (4)(位置は、第 55図参照)
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5 検出された遺構
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3」二 3

7

7 9＼ ＼Ю
13

3-4?8の可能性も

- 158 -

第 68図  ブロック別層序模式図 (5)(位置は、第 55図参照)
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。東面

V 平成 15年度の調査・遺構

・南面

・西面

グリッド位置

グリッド位置

第 69図  ブロック別層序模式図 (6)(位置は、第 55図参照)
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5 検出された遺構
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・北面
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第 70図  ブロック別層序模式図 (7)(位置は、第 55図参照)
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・北面

V 平成 15年度の調査・遺構
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17 20 〈

ケ
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．
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一
一
一

一
一
一

グリッド位置

第 71図  ブロック別層序模式図 (8)(位置は、第 55図参照 )
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5 検出された遺構
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S 4b

ONE3,4,8,9グ リッド

・北面

。画面　　爾［一い【いいけ四Ｓ

渤
輛
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5

鵬
グリッド位置

土器

- 162 -

第 72図 ブロック別層序模式図 (9)(位置は、第 55図参照)
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・北面

V 平成 15年度の調査・遺構
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・北面

グリッド位置

2 3 ／

９7 8/

グリッド位置

第 73図  ブ回ック別層序模式図 (10)(位置は、第 55図参照)
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5 検出された遺構
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4

- 164 -

第 74図 ブロック別層序模式図 (刊 1)(位置は、第 55図参照 )
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V 平成 15年度の調査・遺構

ON E21,22,OⅢ l,2グ リッド

・北面

2

3

・ 西面

グリッド位置

グリッド位置

第 75図  ブロック別層序模式図 (12)(位置は、第 55図参照)
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5 検出された遺構

ON E23,24,OⅢ 3,4グ リッド

・北面

グリッド位置

・東面

OOⅡ 6,7,11,12グ リッド

β 3

・南面
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2

3  1地山へ 3

1

2

S   3
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第 76図  ブロック別層序模式図 (13)(位 置は、第 55図参照)



●O119,20,24グ リッド

・北面

・北面 (ト レンチ内側 )

土器

1

一
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・西面 (ト レンチ内側 )
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・】箇

V 平成 15年度の調査・遺構
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3
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S
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１

一
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第 77図 ブロック別層序模式図 (14)(位置は、第55図参照)
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5 検出された遺構

黍 11  島岳轟墓下ラτ ‰ ‖鎌 鮎 部

Ｉ　　　　　　Φ

SK05土 坑

第 78図  S101住居跡、SD03～ SD12溝跡、SK05～ SK65土坑出土遺物

(土器・礫石器 V5、 剥片石器・土製品・石製品・銭貨 1/3)
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V 平成 15年度の調査・遺構
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SR02土器棺墓

第 79図 SK68～ 71土坑 。SR01～ 02土器棺墓出土遺物 (土器・礫石器 1/5、 剥片石器 。石製品 1/3)
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5 検出された遺構
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第 80図 S102住居跡出土遺物 (1)(土器 1/5)
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V 平成 15年度の調査・遺構

幽
慧
Ｘ

一

―働―DQ
～0吐  

釧

―
∈事) 

―

~8

-6勝

(こ)      9

》́一
2層 O Ю

S102住居跡  (2)

朝 蒔
68

≦ 乱
75

＠

胚

SNQ04炉跡、SN05焼上

第 8刊 図 S102住居跡 (2)、 SNQ01～ SNQ04炉跡、SN05焼土出土遺物

(土器・礫石器 1/5、 剥片石器・土製品 。石製器 1/3)
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5 検出された遺構
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第 82図 SNQ04炉跡、SN05焼土 。SN04焼土～ SNll焼土出土遺物

(土器・礫石器 1/5、 剥片石器・土製品・石製品 1/3)
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斡葬|ヒU ttV覧
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第 83図 SN13～ SN30焼土 。SK80～ SK88土坑 出土遺物 (土器・礫石器 1/5・ 剥片石器 1/3)
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5 検出された遺構
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第 84図 SK89。 90土坑 (1)出土遺物 (土器・礫石器 1/5、 剥片石器 V3)
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第 85図  SK90(2)。 91土坑出土遺物 (土器・礫石器 34～ 371/5、 礫石器 381/6、 石製品 V3)
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5 検出された遺構
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今回出土した遺物は、縄文・弥生土器が大コンテナ (30× 40× 30cm)で約 208箱 、土師器・須恵器は大

コンテナ (30× 40× 30cm)1箱 に満たない (土師器が 2/3以上)。 陶磁器は、中世のもの 2点、近世 (後半)

は、30点 以下である。

土製品は 397点 で、耳飾 2点、小玉・垂飾品 3点、土偶 99点、動物形土製品 2点、動物形把手 4点、土版

2点、「スタンプ状」土製品 2点、円盤状土製品 184点、三角状土製品 1点、焼粘土塊 77点 (以上)、 土錘

2′点、不明 17点である。

石器は、原料も含めると、30× 40× 20cmの コンテナで約 780箱 出土 している。石器は23,453点、剥片類

は683,65913g出 土 した。内訳は、石鏃 223点 、石鏃未成品 411点 、石錐 144点、石匙 16点、石箆 18点、

掻・削器等 A類 (Uフ レイク・Rフ レイク、ピエス・エスキーユ含む)68点、掻・削器等 B類 9点、磨製

石斧 24点、磨製石斧未成品 5,008点、打製石斧 1点、「ハンマー類」13,181点、台石 1,037点 、砥石 3,000点、

石皿 22点、凹石 58点、磨石 231点、不明 2点、剥片石器製作時の剥片 221,404.96g、 その他 (磨製石斧の製

作剥片主体)の剥片 462,254.17gが調査で出上 した。「ハンマー類」13,181点のうち、2,086点 は多面体石で、

また 493点 は通常の凹石に分類される可能性がある。

石製品は457点 で、岩偶 1点、玉類 14点、その未成品 69点、垂飾品 6点、その未成品 lo点 、有孔石 6点、

琥珀 3点、環状石斧 4点、その未成品 61点、独鈷石未成品 31点、石冠未成品 2点、陽物型石製品 1点、石

棒 (ほ とんど未成品)8点、石剣類未成品 219点 、不明 (完成品)4点、不明 (未成品)18点である。

鉄製品は 7点、鉄津は 9点出土 した。銭貨は 11点出土 した (中世末期の土坑墓の副葬品が多い)。

自然遺物として、アスファル ト塊 1点、生粘土塊 3点、動物遺体 (人骨含む。魚骨ではギギあり)、 植物遺

体 (炭化クルミほか)、 赤色顔料・赤鉄鉱、その他大量の炭化物 (樹種はクリが多い)が出土 している。

遺物の記載は図・写真図版と表で行い、本文中にはその補足 と概要のみ記 したので、ここで、図版、写真

図版、表を見る際の留意事項について述べておく。

本章では遺構出上の遺物 も含めているが、それぞれ、その種類の遺物の中で最初に並べている。遺構出土

の遺物は、第V章の後に遺構 ごとの集成図を掲げているので参照 していただきたい (第 78図 ～第 86図 )。

個々の遺物 (遺構内)の出土状況は第Ⅳ章、第V章を参照 していただきたい。

遺物の掲載順序については、各種類の冒頭部分を参照していただきたいが、原則として、遺構→遺構外、

前年度→次年度の順に並べている。なお、捨て場は遺構外に含めた。

遺構外出土の遺物は、遺構出土遺物の後に出土位置の順 (は っきりしているもの一はっきりしないもの、

はっきりしているものはグリッド順としているが、若干混乱がある)に並べている。出土位置の欄の遺構の

①、②等については第V章の冒頭部分、グリッドの①、②については第Ⅲ章を参照していただきたい。sT01

捨て場のⅣa層 トレンチ出上分については、例えば「M124～ 4・ Ⅳa層 トレンチ」のように、○～△と出

土グリッドが示されているが、これは二つのグリッドにまたがって トレンチを入れたためである。煩雑さを

避けるため△ (後)の方は省略 して記 しているので、正確なグリッド名については第 55図 を参照 していただ

きたい。なお、「～」でなく「、」となっている箇所もある。

観察表中のグリッドの後のアラビア数字の層は、捨て場 (Ⅳ a層 )の細分層である。残念ながら (調査時

の袋書きから)注記 ミスが多い。例えば 3b層 を2b層 に書き間違うなど。第 67～ 77図等を参照 して、正 し

物Ⅵ
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いものが半」明した場合には直しているが、層序模式図にないからといって、そのグリッドにないとも限らな

い。内部にその層が存在 し認定 したこともあったからである。

観察表中の石器 。石製品の石質欄の (奥羽)、 (北上)等の略称については、本文中各種類ごとの冒頭に記

している。

なお、第Ⅲ章に記 したように、本遺跡の調査は途中で担当者に変更があり、引き継 ぎの際、前年度出土品

の整理は、次の段階まで進んでいた。図化で残っていたのは、陶磁器、剥片石器のごく一部、礫石器、石製

品の玉類、銭・金属製品だけである。拓影貼 り (土器断面 トレースも含む)以外は、縄文・弥生土器、土師

器・須恵器、土製品については トレースまで終了していた

観察表は全て次年度の担当者が作成 したが、特に前年度担当者の記載を記す必要があるときは、表中括弧

(「 」)内に示 した。また、次年度担当者がうつかりしたため、図の表現 (ト レースの際の線の太さ)が年

度ごとに違い、前年度は隆帯下端を細 く、上 (頂部)を太 くしているのに、次年度は逆になってしまった。

お詫びする次第である。

1 縄 文 ・ 弥 生 土 器 (第 87図 ～第 396図、写真図版 52～ 241、 観察表は図の方にある)

〔概要〕前年度は、大コンテナ (30× 40× 30cm)で約 45箱、次年度は約 163箱、計約 208箱出土した。縄

文時代中期末の土器が 2～ 3箱、縄文時代後期初頭 ?、 前葉、中葉、後葉～末、晩期前半、弥生時代中期 (桝

形囲式のみ)の土器が 1～ 2箱 (各いずれも数片程度だが、後期前～中葉はやや多く十数片程度)、 晩期中～

後葉が 2～ 3箱、その他のほとんど全ては、縄文時代晩期末 (大洞 A′ 式)～弥生時代前期 (山王Ⅲ層式)

と思われる。

〔掲載基準〕前年度は、登録土器を選抜 し (仮番号を打ちノー トに出土位置を記録 )、 その中からさらに選

抜 して掲載土器を決定 した。ST02、 03捨て場出土土器は、細片まで極力登録対象とし、STol捨て場分 (ト

レンチ出土分)は、次年度扱いとし登録を見送った。登録土器の点数は、ST02捨 て場 1,477点 、03捨て場

303点 、遺構内 27点、遺構外 184点である。登録されなかった土器は、大コンテナ約 45箱 中 14箱 である。

次年度の掲載基準は、遺構内および ST01捨て場のうち出土位置の明瞭なもの、ST01捨て場の出上位置の

不明瞭なもの (ト レンチ出土分ほか)、 その他の三つで異なる。遺構内云々は、文様のある部分は4× 4cm以

上、小型土器は 1/2以上のものを掲載 し、胴部や底部破片など時期の特定できないものは割愛 した。遺構内

はこの限りでなく、基準を満たさない土器でも必ず 1点以上は掲載 しているが、新 しい自然堤防上の縄文時

代晩期末～弥生時代前期の柱穴状土坑出土土器の場合は、本来は ST01捨て場の方に帰属するものと思われ

るので、基本的に「捨て場のうち出上位置の不明瞭なもの」として扱い、一部のみ掲載 した。また、出土点

数が少ない時期・型式、他と大きく異なる特徴を持つ土器も、この限りでなく積極的に掲載 しているが、概

ね時期の不明な土器については通常よりかなり幸めで基本的に選んでいない。

ST01捨 て場で位置の不明瞭なものは、文様を持つ土器でも形を復元できるものや特に目立って変わった

ものしか選んでない。その他については、「基本的に選ばない」方針で、完形に近い土器や他に出土 してい

ない時期・型式に限って掲載 した。

次年度は以上の方針で選別した結果、概算で3,000点 になり、まあ妥当な数字ということで作業を進めてい

たが、拓影用土器を登録する段になって 4,000点 を越えていることがわかり(概算 したときに数えていなかっ

た土器があつたことが半J明 )、 これでは多すぎるので約 1,000点減らそうということになった(8月 11日 )。 多
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めに選んでいる捨て場から削ることとし、最初自然堤防上で層序に乱れが想定される捨て場周縁部から減ら

したが、とても足 りず、次に、文様があつても5× 5cm以下のものや、それより大きくても時期が特定でき

ないもの (水平沈線のみなど)、 形が推測できない破片を取 り除いて、やっと現行の 3,000点弱とした (前年

度を含めて 3,691点 )。

なお、次年度出土分のうち、掲載土器と同一個体破片で接合 しないものについては、原則 として、1点の

み掲載 して、その他の破片については観察表や文章で補足するに留めたが、一部徹底 していない所がある。

〔掲載順序〕本章冒頭に述べたように、出土位置に従って並べた。大きくは、遺構内→遺構外で、それぞれ

の中は年度順にした (前年度→次年度)。 各年度ごとの遺構外は、原則としてグリッド順、層順に並べてい

るが、統一が取れていない部分が多い。特に、3層 の後に 3上層が来てしまっていることなど。3115は、3

層なのに牛5層の後にある。記載 ミスや入カ ミスも多 く、1352が ここに位置しているのは、グリッド名のN

Iを MIに 書き間違ったためである。また、複数の地点から出土 した土器片が接合 した土器については、原

則として一番 “若い Wグ リッド、層に合わせて配置 しているが、徹底 していない場合が多い。

〔記載要領・表の見方〕記載は基本的に図と表で行ったので、最初にその作成要領、表を見る際の留意事項

について述べておく。なお、掲載土器が多量のため、観察 していくうちに考えが変わつてきても、途中から

遡って変更することはできなかったことをお断 りしておく。

番号。仮番号の段階では同一個体については A、 Bと ふつていたのだが、本番号付けの段階で手違いで違

う番号をふられてしまい、わかりづらくなってしまった。

出土位置等の欄に示 した分数は、掲載土器のうちその場所から出土した土器がどれだけの割合あるのかを

示す。

器種のうち、「袋物」とは、重や注口土器などの袋状を呈 した土器の総称である。蓋の部位は、把手と傘

部分に分け、どちらも土器の端は口端と表現 した。本遺弥からは弥生時代前期の土器も比較的多 く出土して

いるのだが、縄文時代晩期末からの系統性を考え、「萎」という用語は使用せず、全て「深鉢」で統一した。

観察をしていくうちに器種名称にブレが生 じてしまっている (特に深鉢と鉢)。 器高 20cm程度で文様を持つ

ものは、プロポーションは深鉢でも鉢に分類 している。

外面、内面の観察事項の欄の「→」は施文順序を表す。水平沈線は、破片の場合、全体が水平だという保

証はない。

備考の欄。「赤色付」は赤色付着物の略である。「スス」「オコゲ」「黒斑」については註 1。 「焼けはじけ」

とは、煮炊 きによつて土器の表面に直径 05～ lcm程度の円がたくさんできたように剥落 した状態を示 し、剥

落がひどい場合を「ただれている」と表現 している。

上記以外の事項については本章の冒頭部分を参照 していただきたい。なお、掲載順序についても、冒頭に

述べたとお りなのだが、不注意で不手際が生 じている。

〔図〕前年度出土分については、整理作業を引き継いだときには基本的にトレースまで済んでお り、拓影貼

り合わせなど一部残っていた作業は、調査員が野外に出ている間に進められた。次年度出土分については通

常どお り調査員のいる中で作業は進められたが、いざ図版作成の段になって、できあがった トレース表現に

違いが認められることがわかった。それは特に隆帯や貼付表現に顕著で、前年度は低い方を細 く高い方を太

くしているのに、次年度は逆なのである。わか りづらいが、既に時間的に1笏正は不可能であったので、その

まま掲載することにした。

〔出土状況〕遺構内遺物の個 の々出土状況は、第Ⅳ章、第V章を参照していただきたい。出土量の大半を占
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める縄文時代晩期末～弥生時代前期の土器は、捨て場 (Ⅳ a層遺物包含層)か らほとんどが出土 し (一部遺

構からも)、 縄文時代中期末の上器は、竪穴住居跡と遺物包含層 (Ⅳ c層 )か ら、縄文時代後期中葉の土器は、

土坑を中心に出土し、その他の時期の土器は、基本的に遺物包含層から他時期 と混 じって出土している。

本遺跡の土層の堆積状況は、基本土層に区分 したように遺物包含層が洪水堆積層にパックされることを特

徴 とし、該期の場合は、縄文時代晩期中葉～弥生時代中期 (Ⅳ a層 )、 洪水堆積層 (Ⅳ b層 )、 縄文時代中期

～後期中葉 (Ⅳ c層 )と なる。縄文時代後期後葉～晩期前葉の土器も出土 しているが、数が極端に少なくて

細片が多 く、また出土位置もカクランを中心にマチマチで、どちらに帰属するか明確でない (可能性として

は、晩期初頭を中芯に上下層に分かれそうだ)。

縄文時代以来の大きな自然堤防の西斜面と東斜面には、前記二つの包含層が存在するが、両者は洪水堆積

層によって隔てられているので、二つの時期の土器は基本的に混 じっていない。新 しい自然堤防 (Ⅳ b層で

構成)上は、Ⅳ c層 は存在 しない。縄文時代以来の自然堤防上は、洪水堆積層が及んでいないので、各時期

の遺物が混 じる可能性があるが、遺物自体の出土量が少なく、また遺構の重複も少ないので、あまり混じっ

ていない。このように、本遺跡の出土状況は極めて良好で、特に縄文時代晩期中葉～弥生時代中期と縄文時

代中期～後期中葉の両者間は明瞭に区分される。また、それぞれの中での細かい時期差も、包含層の中での

上下関係 (層位差)や遺構を含めた地点の違い (地点差)に現れ、良好であると言える。

出土量の大半を占める (〔 IFA要〕参照)、 縄文時代晩期末 (大洞 A′ 式)～弥生時代前期 (山王Ⅲ層式)は、

その5/6近 くが新しい自然堤防上～後背湿地底に存在するST01捨 て場から出土しているが、残りの 1/61ま 、こ

の後背湿地の北側延長部分に相当する ST03捨 て場 (第 6図、第 8図、第 9図参照)、 縄文時代以来の自然堤

防の西側斜面の一部に相当するST02捨て場から出土している (第 6図、第 8図、第 36図 )。 ST03捨 て場は

調査できた部分が少ないので、残り1/6の 大半は ST02捨て場からの出土である。

〔残存状況〕高杯の台部と本体の間の欠損が顕者に見られたり、小型の重や浅鉢は残 りがよいという、構造

上弱い部分が壊れているという傾向で、特に変わった状況は読みとれなかった。3404の 蓋は、傘、把手とも

口端が一周欠けているが、これは使用状況に関係するか。

〔器種組成〕縄文時代晩期末～弥生時代初頭では、高さ 10cmく らいの小型の鉢と大形浅鉢が一般的な組成を

なしているようである。縄文時代晩期後半では、胎土や整形に見るように大洞 A′ 式古まで精粗の分化があ

まり顕著でなく、より顕在化するのは大洞 A′ 式新期以降である。

〔型式学的特徴〕朝台土)縄文時代晩期末～弥生時代前期では、胎土は砂を混入するのが普通なので、観察

表では特に多いものだけ記した。粗製土器では砂が目立つのに対し、精製土器では金雲母を混入するのが普

通 (特 に山王Ⅲ層式)で、当時の人の分類・扱いが示唆される。この点で、縄文のみの蓋は、金雲母が見ら

れず、粗製土器の一種と言える。また、金雲母の混入は、大洞 A′ 式古辺りから始まり、それ以前は精製土

器と言えど基本的に見られず、大洞 A2式と思われる3514に はないし、もちろん後期中葉にもない。

(成形)245日よ、蓋の傘天丼に網代痕が見られ、製作工程を示唆するものかも知れない。

(形)縄文時代晩期末～弥生時代前期では、高郭の胴部と浅鉢の違いとして、高イの方が大きく開いており

胴部の角度は緩やかで、さらに底部から口縁に向かって丸く弧を描いているのに対し、浅鉢は胴部の角度は

急で底部から口縁に向かつて直線的である。観察表作成途中で気づいたので、初めの方は十分に区別できて

いない。

(文様・装飾)縄文時代晩期末では、隆帯上に刻目列を持つものが比較的多く見られ(例えば 1767、 1909、 2868、

3311、 3314、 3381)、 地域性を示しているのだろうか。やや異なるが、弥生時代前期にも刻目列が認められた
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(2648、 3636)。 変形工字文の施文技法変遷について、本遺跡の傾向から、古い段階で、粘土を大きく彫 り去

り (その一部を)左右に寄せ集めて粘土粒を作っていたのが、新 しい段階で粘土粒を別のところから調達 し、

彫 り去っていた部分が刺突やナブリとなるという見通しを持っていたのだが、粘土粒を明らかに貼付 してい

る例が大洞 A2式にあり (2268)、 一概には捉えられないかも知れない。

(地文・縄文原体)(弥生時代前期)の蓋は、縄文を転がした後触 らざるを得ないことが多いらしく、ナデ

で縄文がつぶれている箇所多い。縄文時代中期の土器は、縄文原体が複節らしいものが多 く、単節に見えた

ものも複節の可能性が高い。縄文時代晩期末～弥生時代前期の粗製土器の胴部縄文の施文方向は、肩部がヨ

コ、胴上部がナナメ、胴下部がタテ、底部付近ヨコ、ナナメを原則とし、転が しやすさを考えているようだ

が、大 きさによっても異なり、厳密ではない。

(整形)縄文時代晩期末～弥生時代前期の粗製深鉢でもミガキが施されているものがある (例 1455)。

縄文時代晩期末～弥生時代前期の重に表面剥落 しているものが多いのは、整形上の理由であろうか。2900も 、

表面の “皮 "が浮き上がってきている。

(色調)弥生時代前期山王Ⅲ層式になると、それまで赤～朱色を基本とする色調だったのが茶色を基本とす

る色調に顕著に変わる。

(修理)746は 、補修孔が 10、 2565は 、補4笏孔が 6つ もある。3629は、補修孔が未貫通である。

(再利用・転用)2449は 、把手端の割口を整形 している。2273も 、転用「紅皿」か。3182は 、壷を鉢に転

用 したものか。

〔用途が推定できる土器〕赤色顔料容器と考えられるものが比較的多 く出土 している (1lo8、 1177?、 1343?、

1882、 1884?、 2273?、 2902)。 1343に は、内面に赤鉄鉱の塊が見られた (土含む)。

〔ミニチュア土器・異形土器〕 ミニチュアおよびやや小型 と思われる土器は、132、 154、 165、 170、 171?

(や や)、 174、 198、 205、 221(や や)、 229(やや)、 269、 275(や や)、 290、 321(やや)、 325、 348(や や)、

360、 373(や や)、 387、 391(や や)、 414(やや)、 438(やや)、 496、 537、 657(やや)、 673(やや)、 678、

731、 886(や や)、 898(や や)、 H53(や や)、 1511(や や)、 1324、 1683(や や)、 1697(や や)、 1726(や

や)、 1732(小 蓋 ?)、 1744(や や)、 1748(や や)、 1775、 1828(や や)、 1903(や や)、 1906(や や)、 1948

(や や)、 1949(やや)、 1951(や や)、 1958(やや)、 1981、 2029(や や)、 2078(や や)、 2127(や や)、 2174、

2182、 2190、 2235(や や)、 2241、 2290(や や)、 2273(や や)、 2303(や や)、 2328(やや)、 2335(や や)、

2362(や や)、 2424(や や・把手 とアンバ ランス)、 2460、 2506、 2527、 2541(や や)、 2628(や や)、 2856

(やや)、 2753、 2806、 2917、 30■ (やや)、 3134(や や)、 3148(小 ?)、 3214(所謂袖珍土器)、 3321、 3334、

3427(や や)、 3455(高 杯としてはやや小)、 3466、 3484、 3489、 3544(や や)、 3618(やや)、 3681(や や)、

3690(や や)、 3691(や や)

異形あるいは、やや変わった土器と思われるのは、157、 224、 452、 739、 889(特大蓋 )、 ■42、 1188(変

わった器形の高郭)、 1189(や や)、 1229(や や)、 1339(や や)、 1477(やや)、 1628(特 大深鉢)、 1809と

1872(註 2)、 1874、 、2093(器 種不明)、 2106、 2181、 2182(や や)、 2195、 2220、 2240、 2252、 2271、 2304

(異形重)、 2307(特 大深鉢)、 2313(や や)、 2318、 2427(や や)、 2782(壷 ?)、 2854(やや)、 2864、 2887、

2991(手 づ くね)、 3009、 3035(や や)、 3068、 3088(や や)、 3205、 3215=3221、 3263、 3291、 3395、 3408

(や や)、 3429、 3465、 3479(や や)、 3492、 3551(器形やや変)、 3677(や や変わった蓋 )、 3686。

〔クマ形突起〕265は、クマ形突起を持つ。土製品で扱う、写真図版253の 120の動物形把手は、言うまで

もな く土器の一部である。3241も 、動物形把手 ?? 3624は 、クマ形突起 ?
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〔異系統土器〕かなり注意 してみたが、遠賀川系の土器は確認できなかった。この地域の地域性として、石

川日出志が指摘するようとお りである (石川 2003:p363、 2005ゃ 。2)。

弥生時代前期の 1524、 2645?は 、東北地方北部の粗製系。特に 1524は、砂沢式の粗製深鉢の搬入品か。弥

生時代初頭の 3094は、東北地方北部系の深鉢 ? 2864は 、砂沢系か。3645の 突起も、砂沢式の影響か。

その他、平成 17年 7月 24日 の岩手考古学会の際、識者から次の点が指摘 された。3514は 、文様、さらに

丸底で色が黒っばい (他の土器より明らかに黒い)こ とから、阿武限川流域 (仙台市赤生津遺跡より南)か

らの搬入品であろう。2318は 、仙台湾周辺からの搬入品か。2822、 2823も 、仙台湾からの搬入品か (原式

?)。 2056、 2658、 3619は 、鱚沼式 (搬入品 ?あ るいはそのもの)ら しい。3619は 、内面の整形が雑なので台

かと思つたが、筒形土器のようである。2975は 、砂沢式の搬入品のようである。3221は、福島県辺 りからの

搬入品か①3613は、内面ハケメ整形で明らかに弥生系の甕のようである。

1317は 、大船渡市下船渡貝塚の土器によく似ているようだ (文様が頼 りなげで確かに他 と違う)。 2040は 、

秋田県横長根遺跡の土器に似るが、そのものではない。2427は 、山形県小田島城跡などの土器に似るが、交

点の処理の仕方が異なる。

大洞 A2式、砂沢式、籠沼式には、変形 していない「そのもの」の上器が存在するようだ。特に阿武隈川

流域との結びつきは継続的で、それはむしろ地理的に近い松島湾と比べて顕著である。すなわち、本遺跡で

は、山王Ⅲ層式とlAf形囲式の間を、鱚沼式よりはるかに地理的に近い寺下囲式が埋めるものと考えていた。

しかし、寺下囲式に相当するものは見出せず、その欠落に悩んでいたのだが、それは寺下囲式ではなく籠沼

式が分布するためであったのである。

〔付着物・圧痕、その他〕赤色付着物は、全体的に残 りが悪 く、沈線底に痕跡的に見られる程度である。

1786は 、外側に特にぶ厚いススが付着 している。2385の 内面には、“漆状 ‖の付着物が見られ、皮のように

浮き上がっている。

1837は 、底面に籾圧痕の可能性を考え掲載 したものであるが、その後本遺跡の土器を通覧し他の遺跡の籾

圧痕土器を見た結果、今回の調査では籾圧痕土器は出上 していないとの結論に達 した。3220も 、籾圧痕土器

の可能性を考え掲載 したもの (こ れが一番可能性ある ?)。

〔特徴的あるいは例外的な土器〕375の 土器は、胴部に縄文施文忘れたものか。1221は 、あくまで土器の一

部で「土製品」ではないと思う。1267は、蓋なのに赤色付着物が見られミガかれている。1628の 粗製深鉢は、

日縁内面に縄文を持つ。1643は、小型壺なのに底部穿孔され赤色付着物が見 られる。1736は、突起が変。

1855は 、縄文時代晩期末～弥生時代初頭の粗製土器には珍 しく頸部の作 り出しがない。1861は、変わつた工

字文。1880は 、変わった文様。1909は、やや変わった土器。1934は 、合わせ口土器の蓋か。1938は 、文様

を描いてはいるが (真似 してはいるが)、 粗製土器のようであり、胎土に金雲母も含まない。2142は、文様

が変わっているが器形 もやや変。2273は 、付着物から推測すると転用紅皿 (赤色顔料の容器)か。2449は 、

把手端の割口を整形。2451は 、蓋の傘天丼に網代痕が見られる。2452は 、高イなのに無文である。2459は 、

文様一端描いて消 している。2558は、底部穿孔。2565は 、補修子とが6つ もある。2581は 、蓋なのに貫通孔 (蒸

気孔 ?)を持ち、胎土金雲母含まないのに把手内赤色付着物。2588は 、文様やや変わっている。2648は、弥

生前期なのに刻 目列を持つ。2864も 変わっている。2868は 、刻目帯を持ち文様変わつている。3245は 、文様

が変。3394は、器形 。文様構成においてやや変わっている。3569は、文様雑なのにミガキ。3636は、弥生

時代前期なのに内面に刻 目列。3637は 、文様稚拙なのにミガいている。

〔時期・型式〕時期 。型式を同定するに当たっては参考文献に掲げたものを参照 した。時期別の出土量につ
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いては、〔概要〕参照。

縄文時代中期末葉。大木 10式 と思われるのは、25?、 26、 27、 28、 38、

52、  53、  54、  55、  56、  57、  59?、  666、  667、  668、  686、  690?、  691、  693?、

51?、

724?、

2485。725、  726?、  730、  734、  1344、  1345、  1346、  1347、  1348、  1349、  1350、  2471、

大木 10式 と推定はできないが中期末と推測されるものは、21、 29、 30、 31、 37?、

39、 41?、 42??、 46?、 47?、 58、 672?、 689(後期前葉 ?)、 692??、 2483。

縄文時代後期初頭。門前式の可能性があるのは、712、 717、 3649?

縄文時代後期前葉。大湯式 (金子 1998)の 可能性があるのは、662?

縄文時代後期中葉。「新山権現社 1式」 (註 3)に相当すると考えるのは、7～ 17、 18??、 19、 20??、 483??、

512?(弥生 ?)、 682?、 683?、 695??、 698??、 705?、 706～ 708、 711?、 713、 714?、 715、 716、 721、 723、 740、

741、 745。 「新山権現社 2式あるいは 3式J(註 3)2473、 2767。

縄文時代後期後葉。瘤付土器第 I段階 (註 4)と 思われるのは、664、 同第Ⅱ段階の可能性があるのは、685、

737、 同第Ⅲ段階と思われるのは、320、 736、 738。

縄文時代後期末～晩期初頭 (大洞 Bl式古)と 思われるのは、702。

縄文時代後期末～晩期前葉と思われるのは、655、 677、 687。

縄文時代晩期前葉。709は 、大洞 B2～ BCl式。669と 744は、大洞 BC2式 か。6811よ 、大洞 BC2～ Cl

式 くらセヽか。

縄文時代晩期中葉後半 (註 5)。 大洞 C2式古 と思われるのは、2、 684、 728、 1917? 大洞 C2式中と思わ

れるのは、1261。 大洞 C2式後半と思われるのは、1255、 1262。 大洞 C2式の範疇 と思われるのは、329、 435?、

1110?、  2293?、

縄文時代晩期後葉。大洞 Al式と思われるのは、3?、 1227、 1230。 大洞 A2式 と思われるのは、754、 853、

859?、 860、 1252、 1622、 2268、 3514。 大洞 Al～ A2式 と思われるのは、1228?、 1229?、 1245?、 1246?、 1247?、

1248?、  1249?、  1250?、  1613。

弥生時代中期。桝形囲式と思われるのは、619、 1506?、 1507、 2373、 2374、 3022、 3613?

残 りのほとんど全ては、一部大洞 A2式を含む可能性があるが、基本的には縄文時代晩期末 (大洞 A′ 式

から)～弥生時代前期 (山王Ⅲ層式まで ?)に含まれると考える。山王Ⅲ層式と弥生時代中期桝形囲式の間

には、寺下囲式が入ると考えられているようだが (須藤 1983)、 類例が少なくて不明瞭なため、本遺跡から

出土 しているかどうか定かでない。ただし、標式資料と対照する限り、明確に寺下囲式と言えるものは出土

していない。すると、本遺跡では、この時期に断絶が見られることになる。不自然だが、寺下囲式が岩手県

中央部まで広がるのかという地域性にも配慮せねばならず、現状では何とも言えない。

このように考えていたのだが、前述のように平成 17年 7月 24日 の岩手考古学会の際の識者の指摘により、

寺下囲式ではなく鑢沼式が存在することがわかった (2056、 3619な ど)。

(1)遺構 出土 の 土 器 (第 87図 1～第 104図 217、 写真図版 52～ 6の

前年度遺構→次年度遺構の順に掲載 している。竪穴住居跡は紀文時代中期末、土坑は、縄文時代後期中葉、

晩期末～弥生時代前期の土器を主体とし、その他の遺構は縄文時代晩期末～弥生時代前期の土器を主体とす

る (第 78～ 86図 )。

(a)竪穴住居跡出土の土器 (第 87図 1・ 2・ 第 89図 25～第 93図 59、 写真図版 52～ 55)
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S102住居跡だけで、出土土器のほぼ全て縄文時代中期末と思われる。なお、S101住居跡からは晩期中葉の

土器片なども出土 しているが (第 87図 =第 78図 1・ 2)、 住居自体は古代のものである。

以下、観察表の補足。27に は、同じ場所から出土 して接合 しない 1/5周 の上器片がある (た だし「覆土」

として取 り上げ)。 外面の最大径より下二次焼成を受け、内面は全体的にただれている。32と 33が、なぜ掲

載されたのか不明である。選別時のミスか。47の外面は、幅 3～ 4cmで垂直方向に帯状に広がる黒い部分が

あり、その他の部分は二次焼成で赤い。内面は、底面から2.5cmの高さまでが肌色で、それより上は黒い。56

の図の右下角の裏面、角を中心に、右上に続 く辺約 5cm、 左に続 く辺約 3cmの 、扇状に広がる範囲に黒色付

着物見られる。コゲというよりは墨で描いたような感じ。

(b)炉跡・焼土出土の土器 (第 93図 60～ 第 98図 134、 写真図版 55～ 58)

炉跡は、全て新 しい自然堤防上、焼土 も、土器が出土 していない SN01～ 03を 除けば (時期 も他 と異な

る)、 ほぼ全て新 しい自然堤防上で (sN30の み自然堤防上から続 く後背湿地上の捨て場上部)、 遺物包含層

中～下に確認され、出土土器 も、ほとんど全て縄文時代晩期末～弥生時代前期である。

以下、観察表の補足。60の胴下部～底面が久けているのは、野外での取 り上げ時に粉々になってしまった

ためで、元はあつた可能性が高い。92の 出土場所、焼土中が 2/3、 焼土下が 1/3。 94の 取 り上げ場所、「焼土

内」が 1/55、 「焼土下 2層」が 42/55、 単に「焼土」として取 り上げたのが 12/55。 101の 回縁内水平沈線が、

突起下では突起につられて上方に延びて幅を広げている。103は、内面整形と日端摩耗から台と判断した。

(c)土坑出土の上器 (第 87図 4～第 88図 22、 第 98図 135～第 101図 183、 写真図版 52、 58～ 60)

前年度は、全て縄文時代中期末～後期中葉の土器 (21が中期末で、それ以外は全て後期中葉の土器のよう

である)、 次年度は、土器を出土 した土坑が全て新 しい自然堤防上～東斜面の包含層中にあることから、全て

縄文時代晩期末～弥生時代前期の土器である。縄文時代後期中葉の上器は、全体の出土量がそれほど多 くな

いのに、土坑から比較的多 く出土 していることが注目される。

以下、観察表の補足。10の 出土割合、SK30土坑が 3/5、 IⅥ ・Ⅳ c層が 2/5。 13の 出土割合、SK30土坑が

7/8、 IⅥ ・Ⅳ c層が 1/8。 残存状態が異なる三つの部分とは、SK30土坑 7/8の うち6/8が残 りやや悪 く肌色、

1/8が残 り良く内面黒い、IⅥ oⅣ c層 出土分は中程度で灰色。177の外面は、ほぼ中くらいの高さを境に、

上半分がスス付着 し焦げ茶色で下半分がクリーム色、その境は細い帯状にタール状の付着物が見られる。内

面は、下半分のさらに横半分に炭化物が付着 し黒い。外面と内面で基本的な色は同じである。183の 取 り上

げ、「SK91土坑・2層」が 1/3、 単に「SK91土坑」で取 り上げたのが 2/3。 所々欠けるという割れ方で、ある

一箇所の全部が欠けるという在 り方ではない (胴下半部は欠けている所多いが)。 外面は、最大径より上はス

スや吹きこばれ ?が認められ、それより下は場所によって異なり、基本的には白っぽいが、一部二次焼成で

赤 く、下から2cmく らいの高さまでは黒っぽい。内面は、最大径より上はコゲが斑状に見られ、底から4cm

上に幅 8cm程度の帯状にコゲが見られ、上下のコゲの間の中間部分は白っぽい。

(d)柱穴状土坑出土の土器 (第 101図 184～第 102図 206、 写真図版 60～ 61)

次年度に検出された該期の柱穴状土坑は、ほぼ全て新しい自然堤防上に検出されたため、出土土器は全て

縄文時代晩期末～弥生時代前期である。しかし、柱穴状土坑は捨て場中に掘 りこまれているため、実際には

ほとんど全て捨て場からの混入と思われる。 したがって、掲載 してもあまり意味がないと思われるので、(掲

載基準を満たしていても)半分程度割愛 した。

以下、観察表の補足。186の 回縁内面沈線は、突起下で突起頂部に引っ張られ上に山状に広がつている (痕

跡的だが)
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(e)土器埋設遺構出土の土器 (第 88・ 89図 23・ 24、 第 103図 207・ 208、 写真図版 52・ 53・ 61)

いずれも、縄文時代晩期末～弥生時代前期の上器で、新しい自然堤防上に検出された SR01(23)と SR03

(207、 208)は、山王Ⅲ層式、縄文時代以来の自然堤防上に検出された SR02(24)は 、(大洞 A2式～)大

洞 A′ 式古期と思われる。

23の胴下部は人為的に穿孔されたものか。穴の内側の周囲に剥落が認められる。24の 口縁部二山突起の

突起内山と山の間には口唇沈線なし。匹字文だが、ネガ部を削って左右に粘土を盛っている。207の外面は、

所々黒斑が見られ、日縁から胴部へ釉薬が垂れるように赤い部分が広がる。内面も真つ赤なのは二次焼成を

受けているためか。内外面とも、輪積痕が下半部に残る。底面の穿孔部分は、内面では周囲が欠けて剥落し

ているのに姑し、外面はそうでない。208は 、高郭の転用と考えるのが自然だが、高杯にしては口縁部の屈曲

がほとんどない。底部付近のみが欠けておらず、先端部分は別に出土している (第 51図、写真図版 45)。 内

面には酸化鉄様のものが付着。内面口縁は、水平沈線の他に口縁の形に沿う沈線を持つ。

(0そ の他の遺構出土の土器 (第 87図 3・ 第 104図 209～ 217、 写真図版 52・ 61・ 62)

溝跡から出土しているが、明らかに混入である。大洞Al式か。

(2)遺構外 (捨て場含む)出上の上器 (第 105図 218～第396図 3691、 写真図版62～ 241)

前年度調査の ST02捨 て場出土分は、218～ 226、 228～ 550、 ST03捨 て場出土は、227、 551～ 649。 次年

度に主として調査 したsTol捨て場出土分は、739、 746～ 1343、 1352～ 2470、 2473～ 2476、 2488～ 2580、 2582

～ 3610、 3612、 3615～ 3689、 3691で、2471～ 2487付近の欠呑は、南東区南部のⅣ c層、それ以外の久番

は、捨て場範囲内ではあるが出土層が異なるものである。これらの捨て場からは、基本的に縄文時代晩期中

葉～弥生時代中期の土器 (ほ とんど晩期末～弥生時代前期)が出土 している。

捨て場以外でも、時期によって出上位置が比較的偏る傾向が見られる。縄文時代中期末の土器は、JⅥ～

LVグ リッド付近の縄文時代以来の自然堤防の西斜面、FⅨ～ MⅨ グリッド付近の同東斜面 (Ⅳ c層)か ら

点々と出土。JⅥ・Ⅳ c層 を中心にしたIⅥ～ KⅢ、Ⅵグリッドの調査区境付近 (682～ 745付近)では、縄

文時代後期中葉の土器が顕著に出土 している。GⅧ～ HⅥ グリッド付近の風倒木痕から、縄文時代後期後葉

の土器小片が出土 している (736～ 738)。 EⅣ～ MoNⅡ グリッドの縄文時代以来の自然堤防の西斜面に、

晩期前半の土器小片が点々と出土 している。

なお、土偶に含めていた写真図版 247の 44は、観察表作成の時点で「土器の脚」であると気づいた。

218の 回縁部突起は、丁度間の部分だけ欠損 してお り、故意によるものか。口縁内面沈線、水平と口の形に

沿うものの二つ。238に は、接合 しない胴部、底部破片あり。胴部破片は、7× 7cm片 4、 5× 5cm片 13、 3

×3cm片 20あ る。底部破片は2/3周分あり、こちらでは底面はナデているようにも見える。265に は、接合

しない同一個体口縁部破片が 2つあり、片方の破片には図示 したのと同様のクマ形突起が見られる。267の

出土割合、F Ⅷ 15が 1/273、 FⅧが 16/273、 FⅨ Hが 224つ 73、 FⅨが 32/273で ある。270の 出土割合、FⅧ

17が 2/5、 GⅧ 13が 3/5。 両者は残存状況が異なり、外面は F Ⅷ 17の方が残 りが良いが、内面は GⅧ 13の

方が残 りが良い。F Ⅷ 13の 方は内面黒 く、G Ⅷ 13の方は外面は F Ⅷ 13よ り摩耗 しているが、内面はクリー

ム色を呈す。274の外面は、写真図版 64に 見るように、下半にスス付着 し口縁から吹きこぼれたような跡が

ある。内面も同じ場所に同様の痕跡あり。276の 出土割合は、注記不十分で不明。胴部最大径から下で底部

からlocm上 までと口縁部に帯状にススが付着。282のタト面、日縁部に帯状にスス付着 し、胴部にもススある

が、むしろ二人焼成で赤 くなっている。内面は逆に日縁部幅 1 5cmを 残 し (赤い)下はコゲ付着。288の外面
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底部付近スス付着 し、底面も縁だけ付着している。内面は底部から7cmよ り上にコゲが付着。2921よ、中が覗

けないので出土割合不明①肩部は粘土接合面から剥離。295の 出土害!合、GⅦ 9が 5/7、 G llul1 1 1が 2/7。 出土

位置によつて残 りが異なり、GⅦ 9は摩耗、GⅧ llは残 りが良い。296は 、粉々の破片が完形に近い】犬態ま

で復元されたものであ り、また個々の破片の出土位置がモザイク状に入 り混じってお り、さらに次年度のよ

うに出土害1合 を出すことを想定 して注記 していないため、出土割合を出すのは非常に困難である。ただしG

Ⅷ 10。 Ⅳ al層が主で全体の 1/4ほ どを占めることは間違いない。300の 出土割合、G Ⅷ 10が 4/23、 G Ⅶ 10。

Ⅳ a2層が 9/23、 GⅧ 6・ Ⅳ滋 層が 5/23、 GⅧ H・ Ⅳ a2層が 5/23。 305の取 り上げ害J合は、「G Ⅶ 10」 が 2/9、

「G Ⅶ 10。 Ⅳ a2層 」が 7/9。 他に接合 しない同一個体破片が 5× 5cm程度で4片あり、これらを含めた取 り

上げ害↓合は、前者が 4/17、 後者が 13/17と なる。315の 出土割合は、「G Ⅷ 15」 が 2/9、 「G Ⅶ 15。 Ⅳ a2層 」

が 2/9、「GⅧ H」 が 5/9。 336は 、日縁から底部に向かって帯状にスス状付着物が見られ、周囲は赤い。337は、

注記不十分で出土割合不明。338の 出土割合、GⅧ 6が 1/3、 G Ⅷ 12が 1/3、 G Ⅷ 13が V3。 349の注記剥落

し出土割合不明だが、H Ⅷ 20と IⅧ 8が主。同一個体で接合 しない GⅧ llと G Ⅶ 25出土 (接合 している)

口縁部破片あり。350は 、注記不十分で割合不明。突起頂部に刻 目。365の外面の摩耗は、二次焼成によるも

のか。注記 していないは片あって不確かだが、出土割合は、G lll1 16が 13/15、 G Ⅷ 21が 2/15。 375の胴部は、

縄文施文忘れか。388の 内面は、上下で帯状に色が異なり、その割合はほぼ 1:1で文様帯の位置にほぼ対応 し、

上が黒、下がクリーム色である。外面も、これに近い。402の 出土割合、HⅦ 5,10,15,20,25が 3/4、 HⅧ 5が

1/4で あるが、同一個体で接合 しない破片が HⅦ・Ⅱ層から出土 しており、それを含めると、前者が 3/6、 後

者が 1/6、 HⅧ・Ⅱ層が 2/6と なる。429の 出土割合、HⅧ 3～ 5が 6/37、 HⅧ 6が 5/37、 H lll1 11が 12/37、

H Ⅷ 24が 4/37、 IⅧ 2が 4/37、 IⅧ 2が 4/37、 IⅧが 6/37で あ り、これらの残存状況は変わらず、外面スス

内面コゲが認められる。貫通孔はほとんど外側からの穿孔のようである。438は 、接合 しない同一個体片が

あり、HⅧ Hか ら出土 したのは口縁から胴下部まで 1つ 周残存するもので、HⅧ 6か ら出土したのは口縁か

ら胴中央まで 1/4周 強残存するものである。443のタト面は、底から1.5cmが赤い他はススびっしりで、底面は、

中央に円形にススが付着 し、その周囲は赤い。内面は、底面から3.5cmの高さにきっ水線があり、それより

上はコゲがびっしり付着。457の外面、肩部中心にスス付着するが、その上下にも見られる。内面のコゲは、

下半に見られ帯状に広がる。469の 内面底、周囲 1 5cmを 除いた中心の直径 4cmの 範囲が、スポットライ ト状

に赤～クリーム色に残 り、それ以外はコゲがびっしり見られる①固形物も残っており成分分析できないだろ

うか。475の 口縁内部の沈線太い。外面全面スス付着、内面、胴下部～底を除いて、上部コゲ付着。486の内

面、底から5cmま で黄色 くて、その上コゲ付着。外面、全体的に摩耗 しているが、一部分だけ黄色 く二次焼

成を受けているような場所がある。487の外面、胴最大径より下全面スス付着 し、口縁部も一部に。内面は、

肩部以下三箇所にパッチ状コゲが付着。506の重は、接合済みで中が覗けないので出土割合不明。511の 内面、

底部から6cm上 にきつ水線が見られ、その下は肌色。外面は二次焼成で赤 くなっている所あり。胎土砂多い。

525の 内面のコゲは、肩部以下に見られ、ほぼ帯状に広がっている。532の文様交叉部刺突で、ケズリは見ら

れない。535の外面、胴上部の屈曲より上スス付着し、それより下は白い。567の 内面、頸部の屈曲から下 8

cmに きっ水線があ り、屈曲ときっ水線の間に帯状にコゲが広がる。603の 出土割合、E Ⅳ 17が 5/11、 18が

3/11、 22が 3/Hで、E Ⅳ 17か らは接合 しない破片が 4/H程度出ており、これを加えると出土割合は、17が

9/15、 18が 3/15、 22が 3/15と なる。614の 出土割合は、注記不十分のため不明だが、トレンチでの出土が主

体を占める。EⅣ ・I層、E Ⅳ 17か ら、接合 しない同一個体片が出土 しており、日縁から底まで 1/5周程度

分ある。底部穿孔が途中まで行われてお り、穿孔は内面からが主だが、外側も少し開けている。底部以外の
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欠損で中止することになったのだろうか。内外黒斑見られる。638の 内面沈線、水平と回の形に沿うものの

二つだが、水平の方は、ずれてすれ違いになって段になっているところがある。639の外面上部と内面台部

に黒斑あり。640の 出土割合、石膏で汚れている所があり不明だが、トレンチ出上が 8/20、 EⅣ 19が 10/20、 19

か 24が 2/20程度か。E Ⅳ 19か 24か ら出土 したのは、それぞれの出土位置から同じくらいの割合で接合 し

ない同一個体破片が出上 してお り、さらにEⅢ からも同一個体破片が出土してお り、前記の割合では 1/20以

下に相当し、2× 3cm片 1点のみである。これら同一個体破片は、接合 してお り、日縁から胴下部まで 1/5

周程度ある。645は 、胴上部が 1/3周 以上、底部が 3/4周以下残つている。注記不十分で割合不明だが、トレ

ンチ出土がほとんどを占める。他に、日縁～胴下部まで 1/6周程度の接合 しない同一個体破片があるが、ア

チコチ欠けているので実際にはその 1/3程度の分量 しかない。同一個体破片の出上位置は、 トレンチ出土が

2/3と やはりほとんどを占め、残 りの 1/3を掲載分 と同様 EⅣ ・ I層、Ⅱ層、Ⅳ al層が占める。外面縄文以

下は赤い。内面下部にはコゲと言うよリスス状の付着物が見られ、ススは国縁部にも見られる。外面、胴最

大径から下、底より8cm上 までススというよリコゲ状の付着物が見られ、それより下は二次焼成で赤い。底

より8cmと いう線に対応 して、内面も、ここより下はコゲの色が変色 している。口縁内面沈線は、いいかげ

んな施文である。696胴部の縄文施文方向は、上部ヨコ、中央ナナメ、下部タテで、縄文施文部は全体的に

摩耗 している。746は 、珍 しく台の内部 もミガいている。口縁～台下まで 10～ 12cmく らいの幅で、摩耗 し

ている所がある。極めて補修孔が多 く、二個一対の場所が 7箇所、欠けているため一個だけしか確認できな

い場所が 3箇所ある。これらは、いずれも土器の半周に集中している。欠損部分が比較的多 くあるので、お

そらくもっと多 くの補4多孔が存在するものと思われる。747の外面底部付近二次焼成で赤い。内面は、底か

ら4 5cmに きつ水線があり、それより上にコゲが認められるが、底面にもコゲ状の付着物が見られる。土器は

あまり割れておらず、胴部は二つに割れているが、回縁、底部は、それぞれの部位の中で割れていない。763

の突起上部には、短沈線が横にあり、その両側には縦に刻目が入る。日縁内面沈線は、水平と口の形に沿う

もの。外面全面スス、内面全面 (底面も)コゲ付着。772の 出土割合、2b層 が 22つ 7、 3上層が 4/27、 3中層

が 1/27。 口端が隆帯状に肥厚 しているため、内面突起下では、水平沈線との間に三角形状の窪みが見られる

場所 も。底部縄文なし。内面底黒斑見られる。補修孔は、内側から穿孔か。775の 出土割合、L Ⅱ 19が 2/10、

20が 5/10、 20～ 25が 3/10。 内面も丁寧にナデており粘土のつなぎ目ははつきりしない。827に は、3中下

層から接合 しない同一個体胴部破片が出土 (20× 12cmの 面積分)。 外面肩部以下剥落、内面胴中央～肩部剥

落。内面は指圧痕が見られ粘土のつなぎ目あまり顕著でない。828の内面、底から4cm上 にきっ水線があ り、

その上幅 3cmに わたつて帯状にコゲが認められる。847の 内面、底から6cmの高さにきっ水線 (胴 ほIF中 央 )

が見られ、その上国縁部までコゲがある。内面底粘土まくれ痕。855の外面底面に黒斑。内面底面から5cm

の高さ (胴 中央よりやや下)に きっ水線、その上コゲ。856の 内外面赤い? 沈線底粘土まくれ痕少し。857

の接合 しない同一個体片の外面上部にスス、内面上部にコゲ付着。8611よ、L Ⅱ 25'1層 から出土 した接合

しない同一個体日縁部破片 6× 6cmがある。862の 出土割合、 トレンチが 1/17、 3上層が 16/17。 3上層出土

部分は、3～ 4片からなり、そのうちの 1つが 3/4を 占め、くの字に近いような変わつた形の破片もある。外

面摩耗。台内ナデか。内面底付近に黒斑。864の 出土害J合、L Ⅱ 20～ 25が 1/70、 L Ⅲ 17～ 22が 69/70。 外

面、底面以タト全面スス付着。内面、底から5cm上にきっ水線、それより上コゲ。あまり細か く割れておらず、

口縁は細かいが胴は縦にヒビが入っているだけ。920に は、同じ場所から出土 した接合 しない同一個体口縁

部破片 4× 2cmが ある。935の 出土割合、2b層 出土が 6/13、 トレンチが 7/13。 2b層出土破片の内面が赤いの

に対 し、 トレンチ出土の内面は黒と好対照である。963の 内面には、意味のなさそうな深い刺突列がラング
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ムに見られる。内面頸部 ミガキの下にケズリ痕見える。991に は、同じ場所から出土 した接合 しない同一個

体でほぼ同じ部位の破片が 16× 8cmあ る。内面のコゲ、胴最大径より下。胴部縄文 LRヨ コ。胎土金雲母含

む。やや摩耗。

1016の 出土割合、2-3b2層 が 10/24、 Ⅳ a層上面 ?が 1/24、 Ⅳ a層上部が 13/24。 外面ススの付着は肩部 を

中心とするが、一箇所下まで見られる。内面は、底から lcm上 にきつ水線があり、そこから屈曲部までの間

コゲが付着。1045に は、同じ場所から出土 した接合 しない同一個体の同じ部位の破片が 18× 5cmあ る。1057

の出土割合、10層が 2/3、 3-4層が V3。 L Ⅲ 16・ 3層 出土の接合 しない同一個体胴部破片が 22× 5cmあ り、

これを加えて考えると、10層が 4/13、 3-4層が 2/13、 L Ⅲ 16・ 3層が 7/13と なる。1060の 口縁部突起は胴部

文様に対応するが脚は対応 しない。1061の 内面きっ水線、底から5cmと 8cmの所にある。1066は 、接合 して

しまったので中を覗けず出土割合不明。剥落は胴下半部中心。lo67の 出土割合、LⅢ H～ 12が 21/22、 16

～ 17が V22。 接合 しない同一個体破片が、同じ場所 と違う場所から出土 しており、同じ場所の方は L Ⅲ ll

～ 12が 9× 6cmの 胴部片、16～ 17が 6× 4cmの胴部片、違う場所の方はL Ⅲ 17・ 2-3b2層 出土で、9× 9

cmの 口縁部破片で、これらの割合は、2/6:1/6:3/6で、これらを含めた全体の出土害↓合は、67/72却72:1/72と

なる。1084の出土割合、2-3b2層 が 1/5、 3‐4層が 4/5で、3-4層 には接合 しない同一個体破片があり、これを

合わせると、1/7:6/7と なる。1085の 出土割合、2-3b2層 が 10/13、 トレンチが 2/13、 Ⅳ a層が 1/13で、この

三つの破片に割れているだけである。1090の 出土害」合、L Ⅲ 12が 20/21、 17が 1/21。 口唇部の装飾は、写真

図版 101に見るように、立体的な突起の対角線上に二山突起 (図 の右狽1に示 したもの)があり、立体的な突

起の両側に山形突起 (頂部に刻目)があり、立体的な突起と山形突起の間だけ口唇に沈線、その他は刻 目列

がめぐる。交叉部彫 り去 り→粘土左右寄せ集め (中～大 )。 文様間 LRヨ コ。 ミガキ状の工具痕見られるが、

粘土まくれ痕もあり。全体的に破片が大きく、調査時の欠損によるものか。外面、胴屈曲部より下ほぼ中央

付近から上部にスス付着、その下は二次焼成で赤い。内面、欠損 しているので、きっ水線明確でないが、上

半部にコゲ付着。ただし立体的な突起下にはない (第 555図 参照)。 1107の 外面、胴中央屈曲部より上スス

付着、その下対角線方向に二箇所二次焼成で赤い。内面底中央以外コゲ付着。外面黒斑あり。11■ の出土割

合、L Ⅲ 13が 2/59、 17が 3/59、 18が 36/59、 トレンチが 18/59。 1112の 出土割合、L Ⅲ 13が 2/13、 19が 4/13、

23が 3/13、  トレンチが 4/13(注記に不手際があり不正確だが)。 外面スス付着、肩部以下中心だが、一部口

縁部にも。粘土まくれ痕所々に見られる。n16の出土割合、L Ⅲ 14・ 2b層 4μ 16、 L Ⅲ 14・ 10層 6/416、 L

Ⅲ 15。 2b層 133/416、 L Ⅲ 15。 10層 7μ 16、 L Ⅲ② 266/416。 外面下部二次焼成で赤い。内面、底から8cm上

まで帯状コゲで、その上はチリヂリのパッチ状コゲ、底は白い。外面黒斑、内面も? 1132の 出土割合、L

Ⅲ 16・ 1層 2/67、 L Ⅲ 16～ 17・ Ⅳ a層 トレンチ 4/67、 L Ⅲ 16～ 21・ Ⅳ a層 トレンチ 58/67、 L Ⅲ 17～ 22・

Ⅳ a層 トレンチ 2/67、 LⅢ②・Ⅲ～Ⅳ a層 トレンチ 1/67。 1133の 出土割合、注記不十分で不明だが、LⅢ l・

1層 出土分が 2/3く らいを占める。H57の外面、ほぼ全面スス付着し、そうでない所は二次焼成で赤い。内

面は、日縁から下 14cmに きつ水せんがあり、それより上にコゲ付着、さらに、きっ水線から下 6cmの 間は何

もなく、その下にコゲ付着。1169の 出土割合、2中3b2層 7/24、 3上層 V24、 3-4層 16/24。 1170の 出土割合、

注記ミスで不明だが、2-3b2層 が多 く約 2/3を 占める。外面、底から 12cm上 を境に、上はスス付着、下は二

次焼成で赤い。内面、胴部の底ぎりぎりにコゲが見られる。1171の 出土割合、2-3b2層が 1/32、 トレンチが

31/32。 内面沈線底、赤色付着物。H72の胴上部欠損。回縁丸い突起と脚の位置姑応。脚は均等に4つ配置さ

れ、間に匹字文。匹字文は、周夕り去 り→周囲粘土盛 り上げ。外面底は残 りが良いが、他は摩耗。内面突起裏

三角形の彫 り去 り。H77の交叉部刺突→左右粘土寄せ集め。LRヨ コ。摩耗。内面ナデ、輪積痕見える。内
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外赤色付着物 ? 1178の 内面コゲ、底面以外ぶ厚 くビッシリ。H79の 外面、二次焼成による摩耗か。内面、底

から上 6cmに きつ水線があり、その上コゲ。H81の出土割合、3層 10/H、 3-4層 1/H。 外面、髪の毛らしい

圧痕。1185の 出土割合、?(注記読めない)・ Ⅳ a層 トレンチが 3μ、L Ⅲ 16・ 3上層 V4。 外面沈線底、赤色

付着物。m94の外面、底面以外全面スス付着。内面、底から 1/3よ り上コゲ付着。H95の黒色付着物の周囲

に赤色付着物残っている。日縁内部水平沈線、二山突起下では片方の山に向かって枝を出し、九い突起の下

では九みを帯びた三角形の区画 (掘 り去 りはなし)。 同一地点出土の接合 しない同一個体破片、12× 4cm tt。

1198の外面、底から2cm上 に、線状にその縁をなぞるようにススが付着、その下～底との間は、黒斑ない場

所が半周 くらい続 くが、これは二次焼成で “飛んだ ‖ものか。内面 も、この 2cmの ラインに対応するかのよ

うに、底との間は黒斑がなく外面と同じ色である。内面の底には黒斑が大きく広がる。1204の 出土割合、L

Ⅲ 16～ 17が 4/9、 16～ 21が 4/9、 17～ 22が 1/9。 外面、底から上 12cmの ラインを境に、上はスス付着、

下は二次焼成。内面は、コゲが全面に広が り底にも。1206の 口端から土器沿い (斜め)に上に lcm、 天丼か

ら土器沿い (斜め)に下に 2cm空けた、斜めに 3cmの 幅の部分に帯状のオヨゲ。口端摩耗 してお り、このこ

ととオコゲから、蓋 として使用 したことがわかる。内外赤色付着物。把手内整形雑なナデ。あまり壊れてお

らず (破片の数少なく)、 調査時に壊れた可能性が高い。1207の出土割合、注記不十分で不明だが、L Ⅲ 21・

1層が約半分を占め、L Ⅲ 17・ 2b層 出土分はほんの僅か。1208の出土割合、L Ⅲ 16～ 21が 1/3弱 、17～ 22

が 2/3強。補修孔は、タト側からの穿孔である。1211の 出土割合、L Ⅲ 17・ 1層 とトレンチ、ほぼ 1:1で 、ほ

ぼ前者が土器上半、後者が下半に相当。外面、頸部屈曲部付近スス残つているが、他は二次焼成で “飛んだ

‖可能性が高い。内面、肩部～胴中央付近の凹みにのみコゲ。1213の割れ方少なく、国縁部はほとんどが欠

けていて2× lcm大 の破片のみ (ト レンチ出土)、 胴部は完形に復元されているが、二つの破片に割れている

だけで、一つは 6× 3cm大の 2b層 出土土器片、残 り全ては トレンチから出土 した割れていない土器である。

1214の 出土割合、2b層 :ト レンチ =1:1で 、割れ方も少なく、この二片のみである。内面肩菊練 り】犬圧痕。

1217の 外面スス付着口縁部のみで、他は二次焼成で赤い。内面、底から3cm上胴都中央屈曲部付近で幅 3cm

の帝状にコゲ付着、口縁最上部幅 lcmで帯状にコゲ付着。胎土砂多い。1230の出土割合、10層 が 1/17、 ト

レンチが 12/17、 Ⅲ層まで 2/17、 Ⅳ c層下 2/17で、この 4片 に割れているのみ。表面にさらされている部分

は濃い灰色であり、つまり内面は顕部まで濃い灰色だが、それ以下は白色。1245の胴下半部の一部二次焼成

で赤 く、内面のその部分に当たる所の回縁部だけコゲなし。1255の正面の立体的な突起と左右両脇の小さな

突起の間だけ口唇部に沈線見られる。外面二次焼成。内面、屈曲部よりやや下で土器中央部の底から 6cm、

日から6cmに きっ水線が見られ、上にはコゲが付着。内面底黒斑①1262の頸部隆帯上に縄文消 し忘れ。内面

ほぼ全面コゲ付着。1266の内面、垂直方向ではなく土器に沿って、日端から2cm上、天丼から2cm下の間の

幅 4cmに わたって帝状にコゲ付着。口端近 くの 2cmの 部分にもパ ッチ状にコゲが付着 しているが、天丼には

ない。1271の出土割合、1層 3/5、 2b層 が 2/5で、2b層 には接合 しない同一TE体片 10× 8cmがあり、これを

入れると、ほぼ 1:1に なる。1291の 出土割合、2-3b2層 2/22、 3中層 16/22、 Ⅳ a層排± 3/22、 トレンチ 1/22

だが、接合 しない同一個体胴部破片が、2‐3b2層 に 15× 4cm、 トレンチ出土分に9× 9cmあ り、これらを入

れると、2つ4、 16/24、 3つ4、 3/24と なる。1292の 出土割合、2-3b2層 1/9、  トレンチ 8/9、 トレンチ出土には

接合 しない同一個体胴部片 7× 3cm(2片で)があるので、これらを含めると6/34128/34と なる。1293の 出

土割合、 トレンチ出土が 17/19、 2-3b2層 2/19。 1296=1297の 出土割合。1296は 、3層 4/7、 3中層 3/7、 1297

は、3層 2/3、 3中層 1/3、 両方合わせると、3層 26/42、 3中層 16/42。 L Ⅲ 21・ 3-4層 から出土 した接合 しな

い同一個体片が 8× 7cmと 8× 6cmの 2片あり、これらも含めると、3層 26/54、 3中層 16/54、 3-4層 12/54
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1 縄文・弥生土器

となる①1300=1301の 出土割合。1301は 、3層 7/15、 3中層 8/15。 1301は、3層 3/4、 3中層 lμ で、3層 には

接合しない底部直上破片 5× 2cmがあり、これも含めると、1300=1301全体では、3層 3/5、 3中層 2/5と な

る。1302に は、3中層から出土 した接合 しない同一個体破片 14× 2cmがあり、これもふ くめると、3層 :3

中層 :10層 は、1/27:19/27:7/27と なる。1303の 出土割合、3層 2/19、 3中層 12/19、 10層 5/19。 外面、LRイ

ロイロ→底部～底面ナデ。文様内、粘土まくれ痕。外面、二次焼成で赤 く摩耗。内面、底面以外コゲ付着。

1317は 、底部欠損部から高杯と判断 (台の天丼の一部が残つている)。 タト面、粘土まくれ痕。1318の外面上

部スス付着 (帯状でない)、 下部二次焼成で、その境は水平直線でなく上下に大きく蛇行 している。内面、

底部中央除きほぼ全面コゲ付着。内面沈線、突起下、正 しく沈線になっている所と三角形状の窪み (整形痕)

の所もある。1320は、L Ⅲ 21・ 2b層 から、接合 しない同一個体破片 10× 4cmが出土 してお り、これを合わ

せると、出土割合は、 トレンチ出土が 48/75、 L Ⅲ 22が 1/75、 23が 23/75、 21が 3/75。 1322の外面、下半の

口端部分にスス付着、上は二次焼成。内面、土器沿い斜め方向に、口端から8cm上 までコゲ付着、その上 3

cm空 く。1340は、1層 と10層 出土破片が接合 してお り、不自然である。調査時に、1層から雨などで転げ落

ちたものを一番下層の 10層 の精査の際に一緒の袋に入れてしまったものと推測される。1369のスス、コゲ

付着、図のとお り。外面の上部には、赤い付着物が見られ、酸化鉄か。上部、水平に欠損。1376の 出土割合、

注記不十分で不明。M120グ リッドに2b層 はなく、2層か 2-3b層 、2‐3b2層 の何れかの間違いと思われる

が、特定できない。胴部屈曲部より上、外面スス、内面コゲ付着。1467の 出土割合、M124・ 1層 2/11、 M

125。 1‐2層 3/H、 M125・ 2層 6/11で 、M125。 1-2層出土破片は、比較的いろいろな部位に散っている。

1554に は、同一地点出土で接合 しない同一個体の頸～胴上破片 26× 10cmあ り。1555の 出土割合、ほぼ 1:1。

他に、これらと接合 しない同一個体突起片がある。二箇所から出土 して接合 したもので、M125。 2層 出土

破片が 4× 6cm、 M124。 1-2層 が 4× 2cmである。国内沈線、水平と口の形に沿うもの。1563の 出土割合、

注記 ミスで不明。1586=1587の 出土割合。1586は、1層が 2/3、 2b層 が 1/3、 1587は 1層が 3/4、 2b層 が 1//4

で、両方合わせると、1層が 5/7、 2層が 2/7と なる。この他に、1587に は、1層 から接合 しない同一個体胴

部破片 21 C� が出土 しているが、割合としてはほとんど変化なし。1587は、残 りが悪 く摩耗 している。1587

の外面下部、ケズリ状痕跡。1602の 出土害J合、注記不明瞭だが、2b層 47/72、 3上層 24/72、  トレンチ 1/72

で、接合 しない同一個体破片が、2b層 には6× 5cm、 3上層には3× 2cm分あるが、割合はほとんど変わら

ない。1606の 出土害J合、MⅡ 9。 2b層 が 10声 6、 同・3上層が 7μ 6、 M Ⅱ 10・ 1層 2μ 6、 MⅡ 4～ 9・ Ⅳ a

層 トレンチ上から30～ 40cmま で 14/46、 MⅡ 9～ 10・ Ⅳ a層 トレンチ 1326。 底部の欠損状態から高杯 とわ

かる。補修孔、主に外側から穿孔。1628の 出土害J合、MⅢ lが 13/28、 MⅡ 5が 1/28、 トレンチが 14/28。 1654

の出土割合、2c層 2/3、 2b層 1/3。 内面剥落。1663の出土割合、2c層 8/17、 2-3b層 4/17、 2-3b2層 5/17。 1674

の内面沈線底に粘土まくれ痕。1715の 出土割合、トレンチ 1/37、 2-3b2層 27/37、 3上層 9/37。 内面底剥落。口

縁以外はほぼ完形で、特に台は完形で出土。1743の出土割合、注記ミスで不明だが、M Ⅱ 17・ 3層出土分が

1/2弱 を占めるようだ。1753の 出土割合、M Ⅱ 16・ 2-3b2層 8/16、 M Ⅱ ll～ 16・ Ⅳ a層 トレンチ 7/16、 M

Ⅱ17～ 18・ Ⅳa層 トレンチ 1/16で 、M116出土分には、この他接合 しない同一個体破片 3× 3cmがある。1754

の外面胴部縄文わりと疎ら。内面整形、頸部下ケズリに近 く、底は指なで (菊練 り状)。 1757の 出土割合、1

層 18/21、 2-3b2層 1/21、 トレンチ 2Dl。 多 くのきっ水線があり、底から上 6cmと 1lcmの 所がはっきりして

いる。ただし、一部のコゲは底まで垂れ下がっている。1776の 出土害↓合、M113・ 2‐3b2層 5/37、 同・3上

層 4/37、 M Ⅱ 12～ 13・ Ⅳ a層 トレンチ 12/37、 M Ⅱ 12～ 17・ Ⅳ a層 トレンチ 2/37、 M Ⅱ 13～ 18・ Ⅳ a層

トレンチ 8/37、 M Ⅱ 17～ 18・ Ⅳ a層 トレンチ 6/37。 1777の 出土割合、2b層 1/26、 2c層 6/26、 トレンチ
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19/26。 1778の出土割合、 トレンチ 1/14、 トレンチ 60cm下 まで 13/14。 内面コゲ、底付近、胴上部に付着 し、

胴中央にきっ水線状のものがある。1779の 出土割合、注記 ミスで不明。表に示 した他に、「M Ⅱ 12～ 17・

Ⅳ a層 トレンチ上から60cm下 まで」で取 り上げたものがあ り、出土割合が多いのは、「M Ⅱ 12～ 17・ Ⅳ a

層 トレンチ上から40cmま で」である。1780の出土割合、M Ⅱ 16・ 3層が 4/33、 M Ⅱ 17・ 3層 14/33、 MⅡ

12～ 17・ Ⅳ a層 トレンチ 2/33、 M112～ 17・ Ⅳ a層 トレンチ上から60cm下 まで 5/33、 M H 17～ 18・ Ⅳ

a層 トレンチ 8/33。 1786の出土割合、M113・ 1層 3/59、 M113・ 2b層 30/59、 M Ⅱ 13・ 2c層 2/59、 MⅡ

14・ 2b層 6/59、 M Ⅱ 13～ 18・ Ⅳ a層 トレンチ 12/59、 M114～ 19・ Ⅳ a層 トレンチ 6/59。 タト面肩部下、内

面肩部、輪積痕。外面胴部、一部ケズリ状の工具痕。内面下半、ケズリ。外面、上部中心に「吹きこぼれ」

?(一部厚いスス ?)。 内面コゲ、タール状ほIF全面に。1792の 出土割合、各位置出土破片がモザイク状に入

り組み数えにくく正確でないが、2b層 1/5、 2c tt V5、 2-3b2層 3/5。 1804の 内面、底から7 5cm上 にきっ水

線。1816の出土割合、注記不明瞭で不明だが、みんな “どんぐりの背比べ "。 1826に は、M Ⅱ 14～ 19に接

合 しない同一個体破片 9× 6cmがあり、これを合わせると、M Ⅱ 14～ 15が 2/43、 M Ⅱ 14～ 19が 41/43と

なる。内面整形、頸部はナデ (線状痕見える)、 肩部は指なで (菊練 り状圧痕)、 胴部上半 (区局部より上 )

ケズリ、下半ナデ (輪積痕見える)。 1842の 出土割合、1層 が 1/4、 2-3b層 が 3μ、1層 には接合 しない同一個

体破片 12 CMあ る。1895に は、 トレンチ出土分に接合 しない同一個体破片 120 C� 程度あって、これを合わせ

ると、3層 2/13、 トレンチ 11/13。 1909の 口縁部に沿つて、外面スス、内面コゲ付着。外面、赤色付着物。

1920=1921に は、同じ場所から同一個体口縁部破片 5× 4cm片が出土。1948は 、口唇が摩耗 していないので、

蓋ではないと思う。1949の 出土割合、2‐3b層が 1声、2-3b2層 が 3μ。穿孔部分の内面、周囲剥落している。外

面底面、剥落。内面整形、雑なナデの上ミガキ (光沢あり)? 1960の 出土割合、1-2層 V4、 トレンチ 3/4。

トレンチ出土には、この他に接合しない同一個体破片 10× 6cmあ り、少しだが、さらに害」合多 くなる。1-2

層出土破片は部位が離れてお り、 トレンチを入れた際に壊れた可能性が高い。1961の 出土割合、2-3b2層

12/14、 3層 1/14、 トレンチ 1/14。 1975の 沈線底、粘土ひきつれ痕、粘土まくれ痕。外面スス付着。

2029の沈線底、赤色付着物残る。2079の 出土割合、2-3b中 層 8/15、 2‐3b2層 5/15、 トレンチ 2/15。 同一個

体破片 として、口縁～底部まで残存 し 1/8周 ほども残つているものがあるが、手違いで不掲載 となって し

まった。注記 ミスで出土割合 も不明である (2-3b中 層、トレンチ出土分が多い気がするが)。 土器全体 として

は、2-3b中 層出上分が主となるようである。2102の 出土害」合、2-3b中 層 1/12、 2‐3b2層 7/12、 トレンチ 4/12。

2115の 出土割合、M Ⅱ23が 3/5、 24が 2/5。 外面の低い部分 =沈線底、縄文底には、赤色顔料が多 く、今回

の調査では珍 しい くらい残っている。内面沈線、水平と突起間を弧】犬に結ぶもの。2133の 出土割合、2-3b層

1/17、 1層 1/17、 1-2層 7/17、 M124～ 25。 Ⅳ a層 トレンチ 8/17で、2-3b層 には接合 しない同一個体破片

14× 6cm、 トレンチには 13× 9cmあ り、これらを含めると、3/22:1/22:7/22:11/22と なる。内面、底から7cm

上にきっ水線状のものがあるが、これより下にもコゲあり。2140の 出土割合、注記不明瞭ではっきりしない。

表に示 したほかに、「M Ⅱ24～ 4・ Ⅳ a層 トレンチ」出土があり、これが半分以上を占めるのは確かである。

2156の 出土割合、2-3b層 1/3、 2-3b2層 2/3。 底部、粘土接合面から剥離。突起は、欠損部から見ると、中に

粘土芯がある。2159の 出土割合、注記不明瞭で不明だが、2-3b層 が 1/3程度、2-3b2層 が少ないのは確か。接

合 しない同一イ固体破片が、トレンチから他に 10× 5cm、 M Ⅱ 24・ 3層から3× 3cm出土している。2161=2185

の出土割合、2161が、2-3b層 1/3、 トレンチ 2/3で、2185が、2-3b層 2/5、 24～ 4ト レンチが 1/5、 25～ 5

トレンチが 2/5、 両方合わせると、2‐3b層 3/7、 24～ 4ト レンチ 1/7、 25～ 5ト レンチ 3/7と なる。2162の 出

土割合、2‐3b層 が V3、 2-3b2層 が 2/3だが、2-3b層 に接合 しない同一個体破片 14× 5cmあ り、これを入れ
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ると 1/2:1/2と なる。外面、日端付近を除き傘中央中心に帯状にススがめぐるが、下側の境界は直線でなく蛇

行する。内面は、下端は外面とほぼ対応 し口端付近にはないが、コゲがびっしり付着。2163は 、三つの破片

にしか割れていない。日縁内面にタール状付着物。台内整形、見える所はケズリ。2173の 出土割合、注記 ミ

スで不明だが、トレンチ出上分が多いのは確か。2177の 出土割合、注記 ミスで不明だが、 トレンチ出土分が

主で、二つ合わせると3μ 以上を占める。M Ⅱ25～ 5ト レンチには、接合 しない同一個体口縁部破片 7× 4

cmあ り。2183の 外面、土器沿いに斜めに、口端 4cmを 除いてススが付着するが、ススない部分に接する幅 3

cmく らいの所が帯状に濃い。内面も口端なく、口端の上は黒っぽく、さらにその上、傘の中位 (天丼から土

器沿いに斜めに 4cm下)に 3cmく らいの幅で帯状にタール状付着物 (コ ゲ ?)。 内外、黒斑。2185=2161で 、

出土割合は 2161の所に記 した。2186の 出土割合、3層が V17、 4b層が 6/17、 24～ 4ト レンチが 1/17、 NⅡ

2ト レンチが 9/17。 2201は 、欠損部分が少なく、また個々の破片も大きいので調査時に壊れた可能性が高い。

整形丁寧だが、外面頸部には指圧痕残る。外面、胴最大幅～底から 13cmの 高さまで (出 っ張っている所)に

スス付着 し、その下は二次焼成を受けているが、一部、上のススが底に向かって垂れ下がっている。内面、

底から 18cm上 にきっ水線があり、その上薄いコゲ付着 し、一部、コゲが下方まで見られるが底にはない。

2213に は、同一地点・同一個体同一部位 6× 7cm破片があ り、こちらの方が摩耗 しておらず、タト面黒斑あり。

2282の 内面、口縁から locm下 を境に、その下は横方向にコゲが帯状に広がるが、一部、その上にも縦方向

に帝状にコゲが廷びる。2283の 出土割合、3-4層が 25つ 6、 トレンチが 1/26。 底部中央付近に穴が開いている

が、外面はその周囲が大きく剥落 してお り、自然か人為か不明。2289の 出土割合、1-2層 H/35、 Ⅳ a層上面

9/35、 トレンチ 14/35、 「南西区・Ⅳ a層排土J1/35で、「南西区・Ⅳ a層排土」には7× 6cmの 接合 しない同

一個体破片がある。2292の 出土害↓合、2-3b2層 4/7、 3-4層 1/7、 トレンチ 2/7。 外面、摩耗、剥落ひどい。内

面黒斑。2293の 出土割合、注記 ミスで不明だが、MⅢ 4～ 9ト レンチが約半分を占め、2-3b2層 は 3× 3cm

のTs‐ かな刻ヽ片で、10層 も8× 8cmと 少ない。2302に は接合 しない同一個体口縁部破片があ り、同じ場所から

12× 3cm片、「MⅢ 6～ 7・ Ⅳ a層 トレンチ」から8× 3cm片が出土 している。内面、底から3cm上 にきっ

水線があ り、その上はコゲでビッシリ。2312の 沈線底、赤色付着物。内面コゲ付着。2334の 出土割合、2b

層 1/15、 トレンチ 14/15。 内面コゲ底近 くまで付着。2343の 出土割合、注記 ミスで不明だが、「M Ⅲ 16・ 1

層」が多 く約半分を占める。表に示 した他に、「MⅢ H～ 16・ Ⅳ a層 トレンチ」、「M Ⅲ 13～ 18・ Ⅳ a層 ト

レンチ」、「M Ⅲ 16～ 17・ Ⅳ a層 トレンチ」、「MⅢ②・Ⅳ a層上部」からも出土 している。2349の 出土割合、

1-2層 が 27/28、  トレンチが 1/28。 内面、日縁部 ミガキ ? 外面びっしリスス付着。内面コゲ ?上部のみ。胎

土金雲母含む。2352の 出土割合、1層 3/9、 1-2層 2/9、 トレンチ 4/9。 2413の 出土割合、M Ⅲ 21'3層 4/13、

M Ⅲ 22・ lb層 5/13、 トレンチ 2/13、 NⅢ 2・ lb層 2/13。 2422の 出土割合、 トレンチ 4/9、 4-5層 5/9。 内面

きっ水線、下の割れ日から2cm tt。 2423の 出土割合、注記 ミスで不明。肩部、太い隆帯による文様。2429の

内面、口縁から下 2cmス ス付着 ?、 胴部最大径中心に幅 6cmで帯状にコゲ付着。2448の 出土割合、M Ⅲ 22

～ 2ト レンチ 1/3、 NⅢ l～ 2ト レンチ V3、 4c層 1/3。 2451の 内面コゲ、全面にあったようだが、天丼及び

その周辺に顕著。2459の 出土割合、M Ⅲ 23が 3/6、 M Ⅲ 24が 1/6、 M Ⅲ④が 2/6。 2462の外面、ミガキ。台

内は摩耗 して不明だが、ミガキ ?(滑 らか)。 内面底中央に円形沈線。台、日端摩耗。2465の 出土割合、4層

13/34、 トレンチ lo/34、 Ⅳ a層上部 11/34。 2495の 出土割合、注記 ミスで不明だが、4層 出土が約半分を占め、

トレンチ出土は少ない。2533の 出土割合、5層が 1/2、 トレンチが 1/2で、接合 しない同一個体破片が、それ

ぞれ 18× 12cmと 14× 9cmあ り、これらを含めると、6/H:5/11と なる。内面、底から 14cm上 にきっ水線あ

り、その上はコゲ付着 ?、 きっ水線を境に上は焦げ茶色、下はクリーム色。きっ水線より下にもパ ッチ状コゲ
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あり。口縁内面、沈線というより段。2540に は、同一地点・同一個体胴部破片 90C∬ あり。2547の 出土割合、

1-2層 1/7、 2層 6/7で、卜2層 には、接合 しない同一個体破片 6× 6cmあ り、これを含めると、5/23:18/23と

なる。2601の出土割合、 1‐2層 8/17、 2層 9/17で、1-2層 には接合しない同一個体胴部破片 6× 3cmがあり、

これを含めると 10/1919/19と なる。2659=2660の 可能性があり、2659の 同一個体破片中に2660に くつつきそ

うなものがある。2722は 、本来二股突起なのに頂部に刻 目を施 してしまったため、混乱が見られ、二股突起

の内部には口唇沈線を通常持たないのに、日唇沈線が見られる場所がある。ただし、通常通 りない場所もあ

る。2763の 外面、ススビッシリ。内面コゲ、口縁 と下部付着。胎土、金雲母含む。2776の赤色付着物、漆状

付着物の上に見られ、また割れ口にも見られるが、これは、土器の上に赤色顔料が廃棄 ?さ れたのか、ある

いは、水洗の際に赤色付着物が広がったのか。2854の 出土割合、 トレンチ 2/3、 2層 1/3で、2層 には接合 し

ない同一個体破片 6× 6cmがさらにあり、また「N112・ 1層」からも9× 6cm同一個体破片が出上 してお

り、これらも合わせると、 トレンチ 12/25、 2層 10/25、 N Ⅱ 12が 3/25と なる。2934の 内面口縁沈線、水平

と口の形に沿うもの。台内、輪積痕、粘土まくれ痕。2942の 出土割合、N Ⅱ llが 1/16、 12が 15/16で、後

者には接合 しない同一個体胴部破片 6× 5cmがあ り、これも含めると、2/33:31/33と なる。2943の 出土割合、

N Ⅱ ll・ 2層 3/31、 N Ⅱ 16～ 17・ 1層 (Ⅳ a層 トレンチ内)1/31、 N Ⅱ 16・ 2層 12/31、 N Ⅱ 17・ 2層 8/31、

N Ⅱ 12～ 17・ Ⅳ a層 トレンチ 7/31。 3039を蓋 と判断したのは、岩手県二戸市火行塚遺跡出土例 ((財)岩手

県埋蔵文化財センター 1981:第 51図 1)に よる。3079の 出土割合、 トレンチ 5/7、 牛5層 2/7。 内面のコゲ

は、底面少ない。3080の 出土割合、18～ 23ト レンチ 4/15、 19～ 24ト レンチ 11/15。 胎土、金雲母混入。外

面、全面スス付着。内面、上半コゲ付着。底面ナデ→摩耗。3093の 出土割合、N Ⅱ 19(注記剥落 して、層名

不明だが “4‖ の数字が見える)7/16、 OⅡ 3が 9/16。 3102の 内面のきっ水線、半周ごとに高さ異なり、片方

は底から 5cm、 片方は 3cm。 3124の 出土割合、1層 1/114、 3層 13/114、 牛5層 20/114、 Ⅳ a層 トレンチ 78/m4、

Ⅳ b層 2/H4。 二股突起 (頂部刻 目)の内部も口唇沈線。底面、内外円形沈線。脚は、丸い突起と対応。3126

の出土割合、1層 9/12、 2層 1/12、 Ⅲ―Ⅳ a層上面 2/12。 外面、底面接地面摩耗 し、口縁は摩耗 していないこ

と、さらに、内面の整形と内面にコゲが付着 していないことから、蓋でないと判断。3138の 内面、きっ水線

2/3周だけ見られ (底から4cmの 高さ)、 その下にもパッチ状コゲ付着。3157の 内面、底から5cm(ほ ぼ胴中

位)に きつ水線があり、その上はコゲが見られるのだが、突起ある部分 1/4周 にはない。これに対応するよ

うに、外面も、突起ある部分 1/4周 は胴下半にスス付着、それ以外は頸部 (胴屈曲部より上)にススが付着。

第 555図参照。胎土、砂混入。3160は、N Ⅱ 24・ 4-5層 から接合 しない同一個体口縁～胴部破片 6× 8cmも

出土 してお り、これを含めると、N Ⅱ 23の割合は 1/12に 下がる。3163の 出土害↓合、N Ⅱ 23が lμ、OⅡ 3

が 3/4。 内面、底から5cmの高さにきつ水線が見られ、上はコゲ。3166の沈線浅 く、ナデでつぶれている所

も。3167の きっ水線、底から5cm上 で (こ れより上はコゲ)、 ほぼ中位に相当する。3173の 出土割合、注記

ミスで不明だが、Ⅳ a層排土出土破片が多 く、約 2/3を 占める。3180の 出土割合、注記 ミスで不明だが、2‐

3b2層 出土破片が多 く、約 2/3を 占めるか。内面コゲ、底から10cmよ り上で、土器中位より上となる。3181

の出土割合、2c層 3/10、 2‐3b2層 2/10、 4層 3/10、 4c層 2/10。 3215=3221の 出土割合。3215は 、 トレンチ

4/27、 lb層 5/27、 1-2層 10/27、 「2層」8/27で、3221を 含めると、4/38:5/38121/38:8/38と なる。さらに、NⅢ

2・ 1-2層 には接合 しない同一個体胴部破片が 2つ あり、一つは刺突を持つ 5× 3cm片 、もう一つは胴下下半

で縄文のみの4× 2cm片 で、これらを含めると、4脚 5:5/45128/45:8/45と なる。なお、NⅢ 2に「2層」はない

が、2e層 、2-3b2層 のどちらの間違いか特定できなかった①3217の 出土害↓合、1～ 2ト レンチ 5/9、 6～ 7ト

レンチ 4/9。 口縁内面沈線、水平と突起を弧状に結ぶもの。3303の突起頂部に刻目。文様いいかげん。外面
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底面ナデー剥落。内外、一部 ミガキと見える所 も。内面コゲ、底面に貼 り付いているが、底から4cm上 にきっ

水線らしきものも。3316の 内面コゲ、肩直下から6cm幅で水平方向に帯状に広がる。3399の 内面、ケズリ痕

見える。3403の 出土割合、牛5層 11/43、 6～ 7ト レンチ 2μ 3、 6～ 11ト レンチ 30/43。 3407の 出土割合、6

～ 7ト レンチ 3/12、 7～ 12ト レンチ 5/12、 2-3b2層 4/12。 3409の 出土害」合、6～ 11ト レンチ 7/15、 7～ 12

トレンチ 3/15、 1-2層 5/15で、この他に接合 しない同一個体破片が 2片あ り、NⅢ H。 4層 から口縁部片 7

×7cm(前述の大 きさに換算すると 15/15に相当)、 NⅢ③ 。3層から胴部片 11× 6cm(同様に 3/15)で 、こ

れ らは互いに接合する。3423の 内面沈線は、粘土接合面の窪みに引かれている (図参照 )。 3457の内面底、

円形沈線。台内天丼はナデ ? 3461の 沈線底、赤色付着物残る。内面、日縁から3cm下か ら始まって幅 4cm

の帯状にコゲ付着 (胴屈曲部に相当)。 3502の 国内水平沈線、突起下で突起に向かって両側から枝を出 して三

角形状 を呈 し、三角形の内部が若千窪んでいるように見えるのは故意に削ったものか ?3520の 出土害↓合、注

記 ミスで不明だが、4c中層が約半分を占める。タト面文様部 ミガキだが、びっしリスス付着。内面、底か ら 7

cmの 高さにきっ水線 (こ れより上はコゲ付着 )。 胎土金雲母混入。3553の突起 4単位だが、等間隔でない。一

つは頂部に短沈線、他は刻 目。3560は 、赤色付着物あ り? 3582の外面、全面スス付着。内面コゲもほぼ全

面だが、胴屈曲部が主で底付近は少ない。3619の 出土割合、1層 3/5、 Ⅲ層 2/5で 、それぞれに接合 しない同

一個体破片が 12 C� と 60 CMあ り、これ らを含めると 10/23:13/23と なる。3623の外面、赤色付着物→スス付

着。内面コゲ底 まで ? 3633の上の交叉部ナブリ ?、 下は彫 り去 り→左右粘土寄せ集め ? 3642の 出土割合、

OⅡ l～ 6が 2/7、 トレンチが 5/7。 3650の 出土割合、1層 3/45、 3層 4μ 5、 3～ 8ト レンチ 2/45、 7～ 8ト レ

ンチ 36/45。 3661の 内面 も、最上部粘土 まくれ痕。3664の胴隆帯上断続沈線。LRイ ロイロ。タト面底面中央、

円形彫 り去 り。3668の 出土割合、 トレンチ 2/12、 1層 5/12、 2層 5/12。 3672に は、接合 しない同一個体同一

部位破片 72 C� あ り。3684の 内面、底か ら 15cmの高さ (ほ ぼ頸部屈曲部付近)に きっ水せんがあ り、その上

はコゲが付着するが、その下にもパ ッチ状のコゲ見 られる。3686は 、あえて今回の調査結果の中で捜す とし

たら「蓋Jに近い ということである (施文、整形において)。 例えば、傘部に縄文 を持 ち、口端 をナデるこ

ともある点で。 しか し、器の厚 さは、蓋 とは全 く異な り、コゲなどの使用痕 もない。3688の 内面、やや摩耗。

註

(1)2004年 12月 10日 に所内で行われた、スス・コゲ、黒斑についての小林正史氏の研修講義に準拠したつもりである。そ

の他、小林 (1999)、 小林ほか (2003)な ど。

(2)同様の特徴を持ち完形に近い土器が、県教委の試掘の際に出土している (岩手県教育委員会 2002:第 147図 24)。

(3)通用している一般的な型式名がないので、あえて使ったが拘るものではない。新山権現社 1式が加曽利Bl式併行、同2

式が同B2式併行、3式がB3式併行と考える土器型式である (金子 1994)。

(4)高柳圭一氏の瘤付土器編年を参照 (高柳 1988)。 晩期初頭についても同様である。なお、鈴木克彦氏は、私が未だ型式

名を使用せず段階で時期を示すことについて批判されているが (鈴木 1999,145ほか)、 私としては高柳氏の編年案に準拠し

ているつもりなので、その批判は高柳氏に向けられるものであると思う。高柳 (新姓、小林)氏は、近年、「段階」に変えて、

西ノ浜式、金剛寺 1式、金剛寺2a式、金剛寺2b式 という型式名を提唱しているが、資料を福島・宮城・山形県という東北南

部に限つた発表の中での提唱なので (小林ほか 2001)、 これを岩手県に敷行するわけにはいかないだろう。

(5)大洞C2式上器の細分に当たっては、高橋 (1993)を 参照したが、準拠できるほど理解が進んでいないので、古中新の三

つに分けて示した。古段階は、大洞Cl式 に近い様相を示す段階 (高橋氏の第 I段階～第Ⅱ段階の大部分に相当)、 中段階は、

高橋氏の合体型ネガ文様が出現し一般化する段階 (第 Ⅱ段階の一部～第Ⅲ段階に相当)、 新段階は、工字文への近似を示す段

階 (第Ⅳ～V段階に相当)である。
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2005「 岩手県安代町曲田 I遺跡出上の晩期縄文土器 (後編)」 『研究紀要』第 3号  (財 )山形県埋蔵文化財

センター

小林圭一ほか 2001『第 14回縄文セミナー 後期後半の再検討―記録集―』縄文セミナーの会 (群馬県関根‖真二方)

小林正史 1999「 煮炊き用上器の作り分けと使い分け」『食の復元―遺跡・遺物から何を読みとるか』帝京大学山梨文化

財研究所 研究集会報告集 2

小林正史ほか 2003「 黒斑からみた弥生土器の覆い型野焼きの特徴J『 日本考古学」第 16号  日本考古学協会

鈴木克彦 1999「 十腰内文化の上偶の研究」『土偶研究の地平 『土偶とその情報』研究論集 (3)』 勉誠出版

鈴木工博 1985「『荒海式J生成論序説」『古代探叢Ⅱ』早稲田大学出版部

1987「続 大洞 A2式考J『古代』第 84号 早稲田大学考古学会

須藤 隆 1983「 東北地方の初期弥生土器―山王Ⅲ層式‐」『考古学雑誌』第 68谷第 3号  日本考古学会

1987「東日本における弥生文化の受容」『考古学雑誌』第 73窓第 1号  日本考古学会

1997「東北地方における弥生文化成立過程の研究」『歴史』第 89輯 東北史学会

高柳圭- 1988「仙台湾周辺の縄文時代後期後葉から晩期初頭にかけての編年動向」『古代』第 85号 早稲田大学考古学

会

高橋龍三郎 1993「 大洞 C2式上器細分の諸課題」『先史考古学研究』第 4号 阿佐ヶ谷先史学研究会

本間 宏 1994「 大木 10式上器の考え方」Fし のぶ考古』第 10号 (福島県目黒吉明氏)

山内清男 1930「 所謂亀ヶ岡式土器の分布と縄紋式上器の終末」『考古学』第 1巻第 3号

1979『 日本先史土器の縄紋』先史考苦学会

山内清男ほか 1971「 山内清男先生と語る」『北奥古代文化』第 3号 北奥古代文化研究会

2 土 自下器 ・須 恵 器  (第 397図 ～ 400、 写真図版 242～ 244)

両年度併せて大コンテナ (30× 40× 30cm)1箱 に満たない (土師器が 2/3以上)。

前年度は、遺構内 10点、遺構外 27点 を掲載 し、その他、掲載するにはあたらないが遺構 。層位の時期を

判断する上で必要と判断し登録 したもの (呑号を与えノー トに出土位置を記入)が、遺構内 4点、遺構外 19

点ある。次年度の遺構内については、胴部破片は径が復元できるもの、それ以外は、3× 3cm以上を掲載 し

た (須恵器はなし)。 遺構外の土師器についても同様だが、STol捨て場中に混入 した径の復元できない破片

は全て割愛 した。遺構外の須恵器は、5× 5cm以上の比較的大きな破片のみとし、捨て場混入破片は全て割愛

した。手違いで土師器・須恵器一緒に番号をふってしまったので(6のみ須恵器)、 わか りづらくなってしまっ

た。また、土師器とした 27は 、須恵器の間違いである。

遺構外は、縄文時代以来の自然堤防の両側斜面、新 しい自然堤防の東狽‖斜面に顕著だが、これは遺構の分
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2 土師器・須恵器

布 と重なるものである。次年度では、MⅡ付近の出上が 目立った。

(1)土  言雨 器  (第 397～ 399図 、写真図版 242の 1～ 5'7・ 写真図版 243・ 写真図版 244の 50

～ 54、 観察表は写真図版の方にある)

前年度遺構 (1～ 10)、 次年度遺構 (H～ 20)、 前年度遺構外 (21～ 47)、 次年度遺構外 (48～ )の順で

掲載 した。27は須恵器の間違いである。

前年度出土分の図化は、 トレースまで前年度に済んでいた。観察表および本文記載は、人年度担当者が作

成 したため、醜締が見られる所があるが (26)、 時間がなかったので、そのまま掲載 した。次年度の実測図は、

調整痕の種類、方向については点検 したが、各調整痕 (例 えばミガキ)の中での厳密な重複 (切 り合い)関

係については点検 しなかった。

時期。 11、 12、 15は 、土坑で共伴 したと考えて良い資料で、10世紀初めころか。これ以外はセット関係を

捉えられる資料がなく、形と調整から時期を判断するしかないので難 しいが、28は 10世紀前半、47は 9世

紀前半、48～ 50は 、9世紀後半ころか。38は 赤彩土器で、奈良時代か。南西区の後背湿地両側は 9世紀中

頃前後、縄文時代以来の自然堤防の東側斜面は lo世紀初頭前後の土器が目立つようにも思える。

以下、観察表の補足。11の 取 り上げ害J合、「No.1」 が 2/7、 「半裁時」が 5/7で、胴下部は二次焼成を受けて

桃色を呈す。15の取 り上げ割合、「SK80土坑・No.1」 が 7/19、 「SK80土坑・半裁時」が V19、 「SK84土坑・

2層」が 5/19、 「SK84土坑・覆土中」が 6/19。 SK80土坑は南東区南部、SK84土坑は南西区にあ り、その間

は 55m離れている。書き間違いが懸念されるが、注記されている日付が 1ケ 月ほども違ってお り、両土坑か

ら同時期の土器が出土 していることから考えると、事実であるようだ。また、「SK84土坑・覆土中」で取 り

上げた土器片には、色調が大きく異なるものが含まれており、桃色、橙色、灰黒色 (須恵器と同じ色)の も

のがある。外面下部、二次焼成で剥落。内面のコゲはほとんど残つていない。

23の 内面黒色処理とれかかってお り、外面にも炭化物が付着しているが、それとあまり違いがないので、

本当に黒色処理されているか不明である。外面部分的に摩耗。26は 、前年度作成 された図では、ロクロ使用

と表現されているが、そのようには見えない。27は、間違って土師器に登録 していたもので、漸移的だが須

恵器である。33の 図は、前年度に図上で合成 して復元実測したもので、実際には接合 しない同一個体片 5片

から成る。「K～ L、 Ⅳ～V・ Ⅱ～Ⅳ a層」出土分が 4片、そのうち口縁～胴部破片が 3片で、4× 3cm片 1、

8× 5～ 6cm片 2、 残 りが胴下部破片で 7× 7cmの大きさがあり、下部は底部との粘土接合面からの剥離、赤

く二次焼成が強い。「LⅢ oⅢ層」出土片は 1片で、日縁～胴部破片で 5× 3cmの 大 きさがある。全体的に内

外摩耗 しており、調整痕よく見えない。43は、底部がただれており、直径 2～ 3mmの穴がたくさん見える。上

の割れ日の大部分は、粘土接合面からの剥離である。49の取 り上げ害!合は、注記 ミスで不明だが、同じ日付

なので、単なる書き間違いで同じ地点からの出土の可能性もある。50の取 り上げ割合は、「Ⅲ～Ⅳ a層」が

1/8、 「Ⅳ c層」が 7/8。 なお、「Ⅳ c層」は「Ⅳ a層」の書き間違いと思われる。51～ 54の層名も、「Ⅳ c層」

になっているが「Ⅳ a層」の間違いか。

(2)須  恵  器 (第 400図、写真図版 243の 27・ 244の 6・ 55～ 61、 観察表は写真図版の方にある)

前年度遺構 (6)、 前年度遺構外 (55～ 57)、 次年度遺構外 (58～ 61)の順で掲載 した。前年度出上分の図

化は、 トレースまで前年度に済んでいた。破片ばか りで (57は三つの破片を合成 した図上復元 )、 時期の特

定が難 しいが、57は 9世紀後半か。
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Ⅵ 遺 物

以下、観察表の補足。27は 、間違って土師器に登録 していたもの。土師器から漸移的で、焼成温度が低

かったせいか灰白色で土師器に近い色をしているが、敲 くとキンキン高い音がする。57の 図は、前年度に図

上で合成して復元実測 したもので、実際には接合 しない同一個体片 3片から成る。口縁～胴部破片が 2片で、

大 きさは両方とも5× 4cm、 片方が実測図に示されている。もう一つは、底のみの破片で、拓影に示されて

いるものである (25× 2.5cm)。

参考文献

伊藤博幸 1998「北上盆地南部」『第24回古代城柵官衡遺跡検討会 シンポジウム「城柵と地域社会の変容」資料集 東北地

方の古代集落』第3分冊

3 陶  磁  器  (第 400図 7・ 8、 写真図版 244の 1～ 8、 観察表は写真図版の方にある)

当センター文化財専門員の羽柴直人氏の同定を聞き書きしたものであり、間違いがあれば全て担当者の金

子の責任である。中世のものは全点掲載 した (7・ 8)。 近世 (後半)は、遺構の時期に関わる 1～ 6のみ掲載

したが、元々の出土量 も少なく、全部で 30点 にも満たない。

4 土  製  品 (第 401～ 413図、写真図版 245～ 263、 観察表は写真図版の方にある)

今回の調査で出土 した土製品は 397点 で、耳飾 2点、小玉・垂飾品 3点、土偶 99点、動物形土製品 2点、

動物形把手 4点、土版 2点、「スタンプ状」土製品 2点、円盤状土製品 184点、三角状土製品 1点、焼粘土塊

77点 (以上)、 土錘 2点、不明 17点である。全点掲載 したが、図は割愛 したものもある。土錘は古代、それ

以外は、ほとんど全て縄文時代中期末～弥生時代前期と思われる。

整理作業の都合で、遺構内出土遺物を種類に関係なく先に番号を付けてしまったので、わかりづらいと思

われる。ちなみに、1～ 15が遺構内出土品で、 1・ 3は土錘、2・ 10は不明品、4・ 11・ 14・ 15は焼粘土塊、

5・ 6・ 8・ 13は 円盤状土製品、7・ 12は土偶、9は土偶 ?である。遺構外は、種類ごとに番号を付け、それぞ

れの種類の中は、前年度→次年度の順に並べているが、円盤状土製品、土偶の場合は、さらに細別形態に分

けて、その最初に遺構出土品を掲げているので、煩雑になっている。お詫びする次第である。

以下、それぞれについて概要と表の補足を述べていく。なお、表の見方などの注意事項は本章の冒頭にあ

る。

(1) I手 飾 (第 401図 16・ 17、 写真図版245の 16・ 17)

2点出土 した。16は縄文時代後期末と思われる。17は耳飾かどう力W睡 しいが、把手としても、本遺跡で主

体を占める縄文時代晩期末～弥生時代前期には把手がないので、何とも言えない。

(2)小 玉 ・垂 飾 品 (第 401図 18～ 20、 写真図版245の 18～ 20)

3点出土 した。時期は、18は不明、19は縄文時代後期か、20は縄文時代晩期末～弥生時代前期と思われる。

18は、平成 17年 7月 24日 の岩手考古学会の際、識者から「これは側面が摩減 しているためはっきりしない

が、本来側面に刻目を持つもので、類例が青森県八戸市田向冷水遺跡で出土 している」との指摘を受け、図
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4土 製 品

を訂正 したものである。田向冷水遺跡の類例なら、弥生時代前期ころの可能性が高い。

(3)土偶・動物形土製品・動物形把手 (第 401図 7・ 21～第410図 120、 写真図版245の 7・

12・ 21～写真図版 253の 120、 写真図版 252の 9)

(a)土偶 (第 401図 7・ 21～第 409図 117、 写真図版 245の 7・ 12・ 21～写真図版 253の 117・ 写真図版 252

の 9)

100点掲載 したが、44は、観察表作成の時点で土偶でないとわかったので、99点の出上である。土偶と土

偶 ?(9,103～ )に分けて掲載 したが、吟味が十分でなかったため、当初「土偶Jと した中にも「土偶 ?」

が混じってしまった。

時期は、7・ 33?・ 34?が縄文時代後期中葉、63が不明の他は、ほとんど全て、縄文時代晩期末～弥生時代

前期に入るものと思われる。後期中葉の土偶は、該期の土器片が集中する付近からいずれも出土 している。

晩期末～弥生時代前期についても同様である。

大体が摩耗 しているのではっきりしないが、全体的に整形が良いものは少ない。胎土に金雲母含むものは

認められず、胎土は精製土器のそれより明らかに下である。

本遺跡の土偶は摩耗 しているのが普通であったため、観察表では特にひどいものしか指摘 していない。本

章冒頭でも指摘 したように、図の表現に前年度と次年度で若干違いがあり、特に土偶の場合は隆帯が貼付さ

れることが多いため紛 らわしくなってしまったことをお詫びする。

7の土偶は、SK32土坑の底面直上から出土 しており、特別な事情を窺わせるが (副葬品 ?)、 土偶は、出土

時には二つに割れやや離れて出土 したようで (写真図版 19)、 また土坑自体 も断面形は袋状で自然堆積が推定

されており (第 26図 )、 必ず しも土坑に伴うものとは言えないのかも知れない。ただし、同じ層から出土 し

た土器から時期がほぼ特定できる重要な資料であることは確かであろう。

以下、観察表の補足。まず「土偶」としたもの。28は 、左腕先端 と胴中央が十字状に割れたもので (第

402図 の割れ線参照)、 右手～右胸は H Ⅷ 18・ Ⅳ a2層、左胸が G Ⅶ 20・ Ⅳ a2層 、左手が G Ⅷ 22・ Ⅳ a2層、

胴右が G Ⅷ 16・ Ⅳ a2層 出土である。胴は円筒形でなく薄目なので貼 り合わせのように見えるが、粘土輪積

みによる中空と思われる。正面にケズリ痕のようなものが見えるので、整形の最終段階で磨かれた可能性が

高い。44は 、観察表作成時点で「土器の脚」であると気づいた。報告者は、以前にも岩手県大船渡市長谷堂

貝塚で同様のものを土偶 と報告 してお り ((財)岩手県文化振興事業団 1999:第 191図 5、 第 192図 13)、

ここにお詫びして訂正する。45は、図では不明瞭だが、後ろの左耳の部分に刺突がある。図に表現されてい

ないが、正面の胸の隆帯上沈線の付け根に刺突がある。6字文を持つ。50の縦方向の断面が表現されていな

いが、短沈線のある方がイモムシの頭状に盛 り上がっている。裏面に粘土まくれ痕が見える。短沈線の様子

からは、41の ような結髪土偶の可能性を窺わせる。57は 、大洞 A2～ A′ 式古期の可能性があり、胸の隆帯

の先端 (乳房部分)が分離 しつつあるようなので大洞 A′ 式古期か (金子 2004a)。 沈線底、粘土まくれ痕。

ナデで沈線つぶれ。背中 6字文。62は 、二箇所から出土 した破片が接合 したもので、はっきりと図示 しな

かったが、上面図の三角形状に狭れた部分を結んだ線より下 (先端)が M Ⅲ 21か ら出土 したもののようで

ある。63は、丸く小さな瘤状の突起を乳房と見立てて腕と考えたいが、その下の粘土接合面からの剥離が不

自然であり、結髪の可能性 もあろう。もし、腕なら縄文時代後期中棄、もし結髪なら縄文時代晩期末～弥生

時代前期の可能性がある。側面図に示 した窪みは、スプーン状の窪みである。65の側面に見られる沈線は何

を表現 したものであろうか。75は、股のところで接合 したもので、左側の図の左の長い方の破片が トレンチ
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出上で、右側の短い破片が M Ⅲ 22・ lb層 の出土である。77は胴部破片と思われるが、背中の刻 目が側面図

の平らな所まで続いていて短沈線状を呈 しており、胴にしてはやや変な在 り方である。80は 、図示 し忘れた

が、下面の頸欠損部は剥落 しているのだが、その左端に 2つ、右端に 1つ刺突文が見える (深 い刺突がここ

まで買いたもの)。 81は、表と裏の粘土板を貼 り合わせて作ったもので胴中央に空洞が見られる。正面の文

様に比べ裏の文様はよくなぞってお り深 くはっきりしている。82は 、胎土、砂 も見えないが金雲母も見えな

い。97は 、正面から背中に向けて粘土板 3枚を貼 り合わせたもののようである。98は 、典型的な大洞 A′ 式

古期の結髪土偶である (金子 2004)。 勝は、粘土粒を貼付 した上に刺突を施 したもので、背面背中の装飾も

同様である。右側乳房の上に隆帯に沿って溝状に黒斑が認められる。6字文。

次に「土偶 ?」 ①91よ、見た目が焼粘土塊で、そちらに含めた方が良いように思うが、芯棒痕が気になる。「不

明」として分類 した 10は 、9に似てお り、逆に「土偶」の腕の可能性がある。104の上下位置の判断は、岩

手県一戸町田中4遺跡例を参考にし (金子 2004住 第 4図 6)、 脚でなく結髪と判断した。112に は、土偶に

は珍 しく胎土に金雲母が認められ、土器の脚の疑いがあるが、四脚浅鉢にしては有機質な印象を受ける。

(b)動物形土製品 (第 410図 118・ 119、 写真図版 253の H8・ 119)

2点出土した。両方とも縄文時代晩期末～弥生時代前期と思われ、出土層から、118は 青木畑式期、119は

山王Ⅲ層式期の可能性がある。118は、鼻の穴状に二つ穴がある。119は 、背中に黒斑がある。腹側、腕と腕、

脚と脚の間は窪んでいる。イノンシか。

(c)動物形把手 (第 410図 120、 写真図版 253の 120)

4点出土 し、土器の方で扱つたものが 3点ある (第 108図 265。 第 361図 3241・ 第 389図 3624)。 いずれも

縄文時代晩期末～弥生時代前期 と思われ、3241は 、土器の文様から青木畑式期 ?、 3624は 、土器の文様から

大洞 A′ 式古期の可能性がある。120は、酸化鉄付着、やや摩耗 している。

(4)土   版 (第 410図 121、 122・ 写真図版 253の 121・ 12の

2点出土。時期は、縄文時代晩期後葉～末であろう。

(5)「 ス タ ン プ状 」 土 製 品 (第 410図 123・ 124、 写真図版 253の 123・ 12つ

縄文時代後期後半に見られる一般的なスタンプ形土製品とは異なり、縄文時代晩期末～弥生時代前期のも

のと考えられるが、類例を見つけることができなかったので、形状から便宜的に命名 したものである。2点

出土 した。先端が二股に分かれ、そこに刻 目を持つことなど、形状は、岩手県小田遺跡のスプーン状土製品

の柄の部分に似ているが (大迫町教育委員会 1979:第 24図 4)、 該期の同じような形状の例を今回見つける

ことができなかったので確信は持てない。

(6)円盤 状 ・三 角 形 土 製 品 (第 410図 125～第 412図 305、 写真図版 254の 125～写真図版 260

の 305)

再利用の土製品である。

(a)円盤状土製品 (第 410図 125～第 412図 295、 写真図版 254の 125～写真図版 260の

の 13・ 写真図版 258の 5、 6、 8)

穴あき (完形→破片)→穴あき未成品→穴なし→不明 (破片)の順に掲載 しているが、

時に (穿孔)未貫通、300も 同様 ?、 296は (穿孔)欠損品とわかった。184点 出土 した。

304・ 写真図版 255

260は 観察表作成

土器 と同様に、
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ST01を 中′とヽにした捨て場からほとんどが出上しており、縄文時代晩期末～弥生時代前期に帰属するものが

ほとんどと思われるが、5と 6の ように縄文時代後期中葉の土坑から出土しているものも存在し、特に穴あき

でないものには、その他の時期のものも含まれていると推定される。

観察結果から読みとれる傾向。厚さは比較的均質。同じ場所から複数出土することが比較的多く見られる。

穴あきのものは、主として裏側から穿孔開始し、壼の胴らしきもの多い。他の時期の穴の開いてないのに比

べ、器面平らで凹凸がないものが好みで (厚 さ平均 4～ 5mm)。 中心からずれると良くないようで、ずれたも

のは未成品。製作工程は厳密なものはないようで、周辺研磨してから穿孔するものとその逆のものがあるよ

うだ。

5と 6は、SK32土坑から出土し、この土坑からは完形に近い状態に復元された土偶 (7)が出土しており、

特別な事情を読みとる必要があるだろうか (土偶の項参照)。

以下、観察表の補足。126は、図では全周研磨ということになっている。下半は確かに完全に研磨されて

いるが、上半は欠損時の凹凸が残り、研磨はされているようだが表面平らではない。また、表裏面どちらも

研磨されているが、本来重の胴部であったようなので、片側の部分は元々は磨かれていなかったのではない

か。127の 周辺の研磨、断面平らになるほどではなく凹凸を残す。128の左右辺は平らになるほど研磨してい

るが、上下辺は凹凸を残す。129の周辺の研磨、全周凹凸残す。深鉢の胴部片を再利用。130の上の半周凹凸

残す。132の 周辺の研磨、表面平らになっている所ない。133も 、表面平らになっている所ほとんどない。

134は 、利用した土器自体が摩耗しているので不明瞭だが、周辺の研磨、全周表面ほぼが平らになる位行われ

ている。136の 周辺の研磨、表面が平らになっている所ほとんどなし。137の周辺の研磨、表面が平らになっ

ている所 1/3周 くらい。138の害」れ回は、それほど新しく見えないので調査時にやった可能性は低い。未成品

力ち 139の 周辺加工、研磨しているようには見えないが、凹凸もほとんどないので、135、 138を 参考にすれ

ば調整している可能性が高い。140は、摩耗ひどいのでよくわからないが、周辺研磨してないようであるが、

139の例を参照すれば調整している可能性もある。1411よ 、研磨されている可能性ある部分もあるが、全体的

に凹凸がある。142は、一部表面が平らになるくらい研磨されている。143の周辺、研磨されているようには

見えないが、凹凸ほとんどないので調整されている可能性が高い。144は、摩耗しているので周辺の研磨

はっきりしないが、一部表面が平らな所あるので研磨しているのは確実。一部大きく凹んでいて円形をなし

ていない。146の周辺研磨、表面平らなのは 1/2周。珍しく利用土器の外側を中心に穿孔している。147の周

辺の研磨、表面平らなのは3/4周。珍しく、穿孔は、表、裏のどちらかに偏るのではなく、表裏ほぼ 1:1で

穿孔している。1481よ 、ほぼ全周研磨で表面も平らだが、一部窪んでいる所には及んでいない。これも147同

様、表裏 1:1の穿孔である。149の周辺の研磨、表面平らなのは 1/3周 以下で凹凸多い。これも表裏 1:1の穿

孔に近いが、やはり裏が多めである。150の周辺の研磨、表面平らなのは2/3周で、これも表裏 1:1の穿孔で

ある。151の 周辺の研磨、元々欠損、剥落あってはっきりしないが、表面平らな所もある。152は 、元々摩耗

しているので周辺研磨はっきりしないが、表面はそれほど平らでもないが滑らかではある。穴も滑らかだが、

欠けている所あり。153の穴が中心からずれているのは、周囲に欠けている部分があるためか。全体的に摩

耗気味なので研磨はつきりしない。154の 周辺の研磨、表面が平らになっている部分僅か。155の 周辺研磨凹

凸多い。157の 周辺の研磨、表面が平らになっている部分僅か。159は 、全体的に摩耗しているのではっきり

しないが、周辺の研磨ほぼ一周している。ただし表面が平らな所は少ない。160は 、全体的に摩耗している

のではっきりしないが、周辺の研磨ほぼ一周しているようだ。ただし表面が平らな所は少ない。穴は中心か

らずれている。161の周辺の研磨、ほぼ全周平ら。穴は中心から僅かにずれる。穴の周囲に橋り鉢状の遊び
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がなくまっすぐである。162の周辺の研磨、あまりはっきりせず凹凸多い。穴は、ほんの僅か中心からずれ

る。164の 穴は、ほんの僅か中心からずれる。悟り鉢状の遊びは、裏表ほぼ同じ大きさである。165の周辺の

研磨、表面平らな部分 1/3周 くらい。166の周辺、研磨しているようには見えないが、凹凸少ないので割る

際に調整していることは確実である。168の周辺の研磨、表面平らになっている部分 2/3周以上。169の周辺

の研磨、平らな部分なし。利用上器は、裏を見ると底部のような接合痕が見え、そのような角度をしている

が、表面は普通の胴部である。170の周辺、研磨と言うより摩耗。凹凸著しい。172の周辺の研磨、平らな所

僅か。173の周辺の研磨、表面平らな所 1/3周 。175の 周辺の研磨、表面全て平らであり、穿孔途中に欠損し

たものか。176の周辺、研磨と言うより摩耗に近い。177の研磨部分、表面全て平ら。178の周辺の研磨部分

凹凸あり。179の周辺、研磨というより摩耗に近く、凹凸ある。180の周辺の研磨部分、凹凸著しい。181の

周辺の研磨部分、表面平ら。182の周辺の研磨部分、凹凸若干あるがほぼ平ら。183の周辺の研磨部分、平ら。

184の周辺の研磨部分、凹凸あり。185の研磨部分、ほぼ平ら。186の研磨部分、平らな所もある。187の研

磨部分、半分以上平ら。188の研磨部分、半分以上平ら。189の研磨部分、凹凸著しく、研磨していない可能

性もある。厚さ不均衡で、3mmの所と4mmの所がある。192の研磨部分、凹凸あり。193の研磨部分、ほぼ平

ら。195の研磨部分、凹凸あり。197の周辺凹凸著しいが、一応残存部全て研磨しているらしい。198、 199、

200の研磨部分平ら。201と 202の 研磨部分ほぼ平ら。203の研磨部分凹凸あり。204の研磨部分一部平ら。

205の研磨部分ほぼ平ら。206の 周辺、凹凸著しく研磨しているかどうかはっきりしないが、割ってそのまま

でもない。207と 208の研磨部分ほぼ平らで、同じ個体の破片を再利用しているようだ。209の研磨部分平ら。

穴が径 3mmと 小さい(通常は 5mm)。 210の研磨部分平ら。211の研磨部分ほぼ平ら。215の 欠損部の割れ口新

しく、調査時に欠損したものか。研磨部分の 2/3周 平ら。219の研磨部分 2/3周平ら。220の 穿孔は、珍しく

表中心に行われている。225の 穴、径 7、 深さ4mm。 226の表の穴は、ほんの僅かで227と 同じくらいであり、

径 2mm、 深さlmm以下。裏はかなり大きく、238と 同じくらいで、径 7mm、 深さ4mm。 228の 穴は、径 5mm、 深

さ3mm。 229の研磨部分、1/4周程度平らで、穴の径は 5mm、 深さは 2mm。 233の穴は、径 5mm、 深さ3mm。 237

の周辺の研磨、平らな部分僅か。穴の径 5mm、 深さ2mal。 238の周辺の研磨、平らな部分ほとんどない。利用

土器の表、LR→半裁竹管状工具を引いた痕跡。239の穴、中心から3皿皿ずれている。径 4mm、 深さ211m。 表

にも少し削つた痕跡が見られるが、穴のようなのではなく移植ベラの「ガジリ」に似る。周辺の研磨、平ら

な部分なく、研磨しているかどうかも微妙。240の周辺の研磨、平らな所はないが凹凸もほとんどない。241

の全体の形状は五角形で、粗割段階であることを意味するか。しかし、割れ国の凹凸は少なく、一部研磨し

ているように見える部分さえある。242の 図を見てわかるように、裏面の周囲の欠損部通常より内側に及ん

でいる。243の穴は中心から5mm程度ずれ、径 5mm、 深さ2mm。 土器は反つており、周辺の割れ日の凹凸著し

いが一部研磨しているように見える部分もある。244の穴は中心から4mmずれ、径 2mm、 深さ lmm。 245は 、

全体形が角張っているが、割れ日は整形しているようで凹凸非常に少ない。260の 穴は、単なる剥落と見間

違うくらいの穴だが、中心部にあるので穿孔に間違いないだろう。径 15、 深さ0 5mm。 265の左上の直線的な

部分は、研磨していない所で粘土接合面から剥離した部分である。267の 周辺、研磨しているか不明瞭だが、

全体的には直線的で凹凸少ない。内 (裏)面整形からは底部のように見えるが、外 (表)面は普通の胴部の

ように見える。276は 、研磨していないが凹凸少ない。287の全体形は、整円形で整っているが、周辺の加工

が研磨様ではなく見えるのは、胎土に砂多いせいか (一周研磨 ?)。 2911よ 、前年度作際された図では中央に

穴があることになっているが、そのように見えない。293は 、図の下半を研磨している可能性もある。300は 、

観察表作成時に気づいたが、キズのように見えていたがほぼ中央なので未貫通孔であろう。径 2mm、 深さ0.5
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mm。

(b)三角状土製品 (第 412図 305、 写真図版 260の 305)

円盤状土製品と同じ再利用品であるが、全体が円盤状ではなく三角形を呈するものである。1点出土 した。

305の上器は、反っている。

(7)焼 粘 土 塊 (第 412図 308、 写真図版 260の 4・ 11・ 14・ 15・ 306～写真図版 262の 378)

登録は 77点であるが、2個 を 1点 と数えているものもあるので、出土個数はもっと多くなる。形状から大

きく5種類に分けられるが、多いのは次の 3種類である。粘土をそのまま手の中でひねったような形で (人

糞状)、 表面は害Jと ザラザラしてお り、やや重 く橙色を呈するもの (手びねりと仮称 )、 方形を基本としたブ

ロック状で軽 く、表面が滑 らかで、朱～クリーム色 (白色基調)を呈するもの (軽石状と仮称)、 橙色で薄

く粘上の圧痕がはっきりしない土器破片状。この 3種類は、他の時期・地域でも一般的に見られるようであ

る (金子 2004b,209)。 しかし、金子 (2004b)で 指摘 した、表面の凸凹著 しく (ギザギザ)金平糖のよう

な形状で、やや重め、土器破片 (が摩耗 した)の ように見える場合 もあるもの (金平糖状と仮称)は、本遺

跡ではほとんど見られなかった。また、逆に、本遺跡では、橙色で土器破片状に似るが (薄 く表面ツルツル)

ねじれているもの (樹皮状と仮称)が認められた。 しかし、金平糖状、樹皮状を加えて 5種類ということに

なるが、これらは、それぞれ土器破片状あるいは手びねりの変形 と捉えることもできるので、ほとんどが以

上の 3種類のいずれか、あるいは折哀的なものとすることができる。

大部分が捨て場出上で、縄文時代晩期末～弥生時代前期に帰属するものがほとんど思われるが、4の よう

に縄文時代後期中葉、11の ように縄文時代中期末に帰属する可能性を持つものもある (306は古代の上坑の

混入)。

なお、306は 遺構内出土だが、古代の土坑への混入のため最初の通 し番号になっていない。「土偶」に含め

た写真図版 252の 9も 、焼粘土塊の可能性がある。

以下、観察表の補足。357は 、1.7× 1.7× 0.8cm、 282gが 1個、1.3× 1.3× 1.3cmが 2個で、重さ 1,o5、

0.688ヽ 1・3× 0。7× 0.7cm程 度が 5個で、重さ o.87、 0,36、 0.46、 037、 0.25gで、全体的に軽い。365の もう

1片は、3.0× 2.5× 1.Ocm、 5.01g。 他のものと違って破片同士で色調異なり、“寄せ集め‖は肌～白色、もう

一つは橙色。

(8)土    錘 (第 412図 1・ 3、 写真図版 263の 1・ 3)

古代の管状土錘が 2点出土 したが、共伴土器等が明確できないため時期を特定するのは難しい。

(9)不    明 (第 412図 10・ 381～第 413図 393、 写真図版 263の 2・ 10'379～ 393)

特定できない土製品が、17点ある。写真図版 263の 10は、写真図版 252の 9に似ており、土偶の可能性

もある。

以下、観察表の補足。384の瘤状に近い半円形の突起部分に下から刺突 (貫通はしてない)。 胎土は精選さ

れている印象を受ける (た だし金雲母は見えない)。 386は 、ドーナツ状かu字状の土製品か (387と 同様 ?)。

参考文献

(財 )岩手県文化振興事業国 1999『長谷堂貝塚発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第296集
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大迫町教育委員会 1979『小田遣跡発掘調査報告書』大迫町埋蔵文化財報告第 4集

金子昭彦 2004a「結髪土偶と刺突文土偶の編年」『古代』第 114号 早稲田大学考古学会

2004b「 V3(4)焼 粘土塊」 F平清水遺跡発掘調査報告書』 (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

5石 器  (第 414～ 488図 、写真図版 264～ 321、 観察表は写真図版の方にある)

〔概要〕原料も含めると、30× 40× 20cmの コンテナで約 780箱出土している。石器は23,453点、剥片類は

683,65913g出土した。出土点数の項に示したように、磨製石斧の未成品が 5,008点、その製作に関係したと

思われるハンマー類、台石、砥石を合わせると 17,218点 となり、磨製石斧の製作関係品が大部分を占める。

その他の未成品としては、石鏃の411点 があり、石製品に含めた石剣類 219点 、環状石斧 61点、独鈷石 31

点などから、本遺跡は石器類の製作を中心とした遺跡であることは確実であろう。ただし、少ないながらも、

石匙や石皿、凹石なども出土しているので、通常の生活も営まれていたことも確かである。これらには、縄

文時代中期末を中心にして、その他の時期の石器も含まれているが、その出土点数は誤差範囲に収まり (第

2表 (15)参照)、 ほぼ縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器組成と見なして良いと考える。

〔分類〕本書では、大別―器種分類―細別という分類体系を採った。通常の器種分類の上に大別という括りを

設けたのは、(B)の 「ハンマー類」が原因である。ST01捨 て場精査の段階から、磨製石斧未成品の多さ、

そして「多面体石器」を初めとした石器製作に使用する石器が極めて多いことに気づいた。また、整理の際

に、逆に凹石が極めて少ないこと、その使用痕は後述のように通常の凹石とは異なると思われたことから、

本遺跡は石器製作に特化した遺跡で、敲打痕を持つ石器は全て石器製作に関連しているのではないかと推測

するに至ったのである。また、「多面体石器」は使用痕から名付けられたものだが明らかに石器製作具であり、

ハンマーの一種である。しかし、敲石に含めてしまうには、あまりに類型的であり機能が特化している。そ

こで、これらの器種を含む石器製作具としての「ハンマー類」という上位概念 (分類)が必要だと考えたの

である。なお、後述のように、本遺跡の凹石は、推測とは違い、石器製作具ではなく通常の植物加工具だつ

たようである (第Ⅸ章参照)。

器種分類は、原則として一般的な分類方法を採つたつもりだが、やや異なる掻・削器 A、 B類とは、いわ

ゆる不定形石器のうち、一般的に剥片石器を作る石材が使われているものをA類、それ以外のもの (例 えば

磨製石斧製作時の剥片を利用)を B類 としたものである。各器種内の細別分類は、粗 (器種)分類の際に把

握した本遺跡での出土傾向を元に、製作工程や推測される用途に配慮しながら作成したものである。詳細は、

各器種の項参照。

以上の分類は、次年度に行った分類である。前年度分は既に済んでおり、原則として前年度分は分類をそ

のまま残そうと考えたが、前年度分も観察表を作成したのは次年度担当者であるため、器種名や分類を若千

変更・移動して統一性を持たせた。前年度の器種名を特に記す必要がある場合は、「 」内に示した。特に

大きく変更したのは、次の通りである。尖頭器→石鏃未成品、○○類→○○ (例 えば凹石類→凹石)。 その他、

denticultteな どは、掻 。削器等に一括した。尖頭器については、単なる名称以上の変更になるが、本遺跡か

らは両面を全面剥離して尖頭器然とした石器はほとんど出土しておらず、次年度に大量に出土した類似資料

の検討から、これらは石鏃の未成品と捉えた方が良いのではないかと考えた。このことは前年度でも既にそ

の可能性が指摘されていたことではあるが。さらに、(A)(B)(C)の大別の中では前年度分の細かい移動

があり、特に石錐の比較的多数を石鏃未成品に変更した。
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なお、前年度出土分の中でもsTol捨て場 トレンチ出土品に関しては、次年度とのつながりから未選別で

あったので、次年度に選んでいる。

写真図版 319の 459、 460に ついては、類例を見つけることができず「不明」としたが、形状は石製品の独

鈷石未成品によく似ている。ただし、非常に薄く石質も明らかに異なる。

石鏃完成品、石鏃未成品、石錐などの器種分類は、調査員が行った。各器種内の細別は、調査員が分類を

示しはしたが、実際の作業は時間の関係で作業員に任せぎるを得なかった。全員実測にも慣れており、中に

は調査員より多くの石器を見てきたと思われる方もいて、分類を任せることにそれほど無理はないと考えて

いたが、観察表作成時に掲載分の細分を見て若千気になる点があった。もちろん大半は問題はないのだが、

「本来の○○が欠けてこうなっている」、すなわち「○○の一部であるJと いう「欠損」品という概念が念

頭になく常に「完成品」として取り扱つてしまう方がいたようで、例えばハンマー類の4Cの欠損品を小さ

いからと言って 5Bに分類しているような場合が見られた。掲載分は調査員が変更したが、不掲載は時間的

にどうにもならなかった。したがって、以下の細分に示された点数は若千の誤差を含むものとして考えてい

ただきたい。しかし、大きな変動はないものと思われるし、何より調査員自身が行っていたとしても誤差は

含まれるものと予想される。途中で考えが変わることや (大 きさなどの概念が)いつの間にかずれてきてし

まうということはよくあるし、当然ケアレス・ミスもあるからだ。途中で気づいても、本遺跡のように大量

に出土した場合には、元に戻って再度ということは不可能である。したがって、本稿の分類は、調査員自身

が行う分類結果から大きく外れていないと考えている。

〔出土点数〕石鏃 223点、石鏃未成品411点 、石錐 144点、石箆 18点 、石匙 16点、掻・削器等 A類 (Uフ

レイク・Rフ レイク、ピエス・エスキーユ含む)68点、掻・削器等 B類 9点、磨製石斧 24点、磨製石斧未

成品 5,008点、打製石斧 1点、「ハンマー類」13,181点、台石 1,037点 、砥石 3,000点、石皿 22点、凹石 58

点、磨石 231点、不明2点、剥片石器製作時の剥片 221,404.96g、 その他 (磨製石斧の製作剥片主体)の剥片

462,254.17gが調査で出土した。「ハンマー類」13,181点のうち、2,086点 は多面体石で、また493点は通常の

凹石に分類される可能性がある。その他は敲打痕を持つ様々な石器群である。第 2表参照。

〔器種組成〕縄文時代晩期末～弥生時代前期のこの地域の石器の器種組成については多くの研究があるが (オロ

原 1989、 1990、 禰宜田 1993、 佐藤 1997)、 概要と出土点数の項で述べたように、本遺跡は、石器製作、

特に磨製石斧の石器製作に偏った遺跡であるため、一般的な傾向は当てはまらない。

ただし、基本的な器種も揃ってはいるので、石器製作に特化した遺隊 (工房)で もなく、集落でもあるの

だろう。さらに、第 2表 (15)を 見る限り、晩期後葉から弥生時代前期にかけて、石器組成に大きな変化は

認められず、この間石器製作は継続して行われていたと考えて良いだろう。

〔掲載基準〕前年度は、石製品も含めて登録作業を行い、そこから選別されている。登録は、剥片類を除い

て基本的に全ての出土石器について行われているようで、仮番号を付け、ノートに出土位置と器種 (分類)

が記されている。前年度出土遺物のほとんどを占める ST02、 03捨て場では、977点が登録され、324点が掲

載されている。石製品も含んでいるので正確ではないが、いずれにしろ通常よりかなり高い掲載率である (1

割は確実で、2割を超えているかも)。 この他、遺構内剥片石器 5点、石斧類未成品2点、その他 (ほ とんど

石製品)4点、遺構外剥片石器 17点、石斧類未成品 12点、礫石器 10点、その他 (ほ とんど石製品)6点で、

全部で 385点掲載した (さ らに、写真のみの接合資料が 3点 )。 ちなみに、ST01捨て場出土分 (ト レンチ)

の選別は、次年度に行っている。

次年度は、出土石器が原料も含めてあまりに大量であつたため (前述)、 分類作業に多くの時間をとられ

器
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て図化にはほとんど時間を割けなかった。そこで、遺構出土分以外は (捨 て場 も遺構外扱い)、 前年度に図

化されなかった器種を中心に穴埋め的に掲載することとした。ただし、石匙、凹石は出土点数も少なく、ま

た特殊な意味を持つと考え、全点掲載 した。結果として 75点のみの掲載となった。

なお、写真は、礫石器については実測図に準 じて撮影 したが、剥片石器は裏表のみとした。

〔掲載順序〕報告者 (金子)は、前年度の不掲載石器を見ていないことと石器の記載に自信が持てないので、

前年度分 と次年度分を明確に分け、本番号を、遺構 (前年度遺構→次年度遺構)出土 (1～ 38)→前年度

(39～ 347、 461～ 463)→次年度 (348～ 460)の順に原則 として付けた。ただし、このまま掲載すると読

者にご不便をおかけするので、図や写真図版への掲載は器種ごととし、そのため呑号が飛んでいる。

掲載順序は、遺構内については出上位置 (遺構)に従つて、遺構外については分類に従つている。遺構外

の分類内順序は、出土位置に従つてお り、細別ではない。

〔記載要領・表の見方〕写真だけのものも多いので観察表は写真図版の方に掲載 した。観察表中の石質の略

称について。 (奥羽)→ (奥羽山脈)、 (北上)→ (北上山地)、 (第四紀)→ (第 四紀火山)。 その他、本章の

冒頭部分参照。

〔石器集計表について〕次年度は、ST01捨 て場から大量の石器類が出土 した。sT01捨て場は、縄文時代晩

期中葉～弥生時代中期 という時間幅で形成され、この間の変遷は多 くの遺物包含層から追うことができる。

特にも、本遺跡の場合は磨製石斧を中心にした石器製作関係品の出上が多 く、その変遷を辿ることも遺跡の

記載をする上で重要な事項となろう。そこで、各遺物包含層ごとの出土石器の点数を集計することにしたが、

最終的に全部の出土点数を集計 しなければならないということで、ついでにその他の出土地点の集計も示す

ことにした。ただし、紙幅と時間的な問題で次年度 (03年度)出土分に限ることにした。

なお、ST01捨 て場出土品の場合は、層位別だけでなく地点別 (小 グリッド)で も集計したが、むしろ層の

分布範囲に左右され、あまり意味がなかったので掲載を害」愛 した。

〔作業工程〕前年度の整理作業は平成 14年 11月 1日 から行われた。大体の器種分類を行い登録作業は終了

したが、石器と石製品を一緒にするなど最終的な器種分類は保留された。登録 977点 中 324点 を掲載するこ

とに決め、平成 14年度中に 118点の実測を終了していたが、残 り206点 の実測は平成 15年 5月 1日 ～ 7月

中旬に作業員約 4名 で行った。

大量の石器が出土 した次年度の作業工程。水洗は、土器とともに平成 15年 ■月30日 までに終了 した。冬

は大量の石器を広 tデる場所がないので土器のみの作業とし、本格的な整理作業が再開された平成 16年 5月 に

調査員を含め全員で器種分類を行った。当初細別まで同じ体制で行うつもりだつたが、器種分類までで 6月

上旬までかか り、再考せざるを得なくなった。報告書は基本的に図を載せてこそであり、この時点でまだ土

器の図化が全 く行われていなかったからである。そこで、先に石器以外の図化作業を行い、この作業に目途

がついた 8月 上旬から石器の細分類を始めた。石器の実測を何年 も行い石器の扱いに憤れている作業員約 6

名を選抜 し、調査員が図示 した分類に従って行い、9月 中旬に終了 した。調査員の指示が適切でなく分類が

周知徹底 しなかったため、一部や り直 しも含んでいる (分類の項参照)。 細分類の後、作業員は、そのまま

石器実測に移行 し10月 一杯で終了した (次年度分 75点 )。 その後、12月 一杯まで石器も含めた トレースを

行い、1月 からは掲載石器の計測および石器製作時の剥片 (不掲載)の重量計測・集計を、作業員約 3名で

3月 前半まで行つた。1～ 2月 に石器の図版、写真図版の作成 も行っている。なお、石質鑑定は、基本的にそ

れぞれの年度ごとに鑑定者を招いて数日間かけて行い、作業員 1～ 2名が補助でつき、その入力を作業員 1

名が数日間かけて行っている。
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〔補足〕最後に、前年度出土品のうち ST02・ 03捨て場から出土した石器について。ST02・ 03を 記すとST01

も記載せざるを得なくなり、煩雑になるので出土地点の4関 から省略し、出土グリッド・層だけを記すことと

したので、ここで補ってお く。ST02出土は、39～ 44、 46～ 54、 56～ 63、 66～ 75、 79～ 82、 86～ 93、 95

～́ 98、  101⌒ン103、  105-110、  112´ ンヽ125、  127´-133、  139´-145、  150⌒ン154、  157´-168、  170- 175、  178

～ 184、  186、  187、  189、  191- 206、  209´ ンヽ218、  223、  225、  229´～ 237、  239´-245、  247´-249、  252´～ 276、

279～ 303、 316～ 341、 344、 346、 347、 ST03出 土 品 は、 55、 83、 94、 104、 146～ 148、 155、 176、 177、

188、 219、 220、 226、 228、 277、 278、 304´-307、 345である。

(A)剥 片 石 器 類 (第 414～ 426図、写真図版 264～ 276)

石鏃 (未成品含む)、 石錐、石匙、石箆、掻・削器等その他 (Rフ レイク、Uフ レイク、ピエス・エスキー

ユ含む)である。

(1)石鏃 (第 414～ 418図 、写真図版 264～ 267)

粗分類の際に、未成品があると気づいていたので、製作段階に基部の形状を組み合わせた分類を考えた。

阿部 (2000)を 参考にして、明らかな未成品を I類、黒色付着物が見られ明らかな完成品と考えられるもの

をⅢ類、完成品かどうかはつきりしないものをⅡ類 とし、破片でわからないものを o類 とした。 I類は製作

段階で、Ⅱ、Ⅲ類は、基部の形状で分けたが (第 2表 (1)の 下)、 I類の中の 1類 と21類は、主観に左右さ

れる意味のない分類であった。なお、基部の形状の A類は凸基、B類は凹基である。

上記の分類に従つて、次年度出土品について分類を試みたのが第 2表 (1)上である。

なお、第Ⅶ章では、未成品も含めた石鏃の石質、完成品と未成品の大きさの違いについて検討 している。

(a)完成品 (第 414～ 415図 、写真図版 264の 3・ 4・ 11・ 39～ 56・ 348～ 350・ 写真図版 265の 351～ 353)

ここでは、Ⅱ類 も含めて完成品とする。223点出土 した。次年度出土分について詳細に検討 したが (第 2

表)、 凸基 (A類 )が多いことしかわからない。

(b)未成品 (第 415～ 418図 、写真図版 265の 8・ 12・ 13・ 26・ 57～写真図版 267の 88。 354～ 360)

411点 出土 した。次年度出土分について詳細に検討 したが (第 2表 )、 特に顕者な傾向は読みとれず、細別

層ごとの出土点数では、基本的に土器の出土量に一致するようであり、晩期後葉から弥生前期まで継続 して

存在するようである。石川 (1996)や 松本 (2000)に よれば、石鏃の未成品は、この時期の拠点集落では普

通に認められるもののようである。

(2)石錐 (第 417・ 418図 、写真図版 267の 5・ 31・ 89～写真図版 268の 100)

144点出土 した。なお、次の石匙に含めたものの中に、把手 (つ まみ)を持った石錐 といつた形状の物が

見られる (第 419図 361・ 367・ 368な ど)。 使用痕分析でも (第Ⅸ章)、 他と違って先端部に顕著に使用痕が

見られ、石錐に含めた方が良いのかも知れない。

次年度出土分について、把手 (つ まみ)の有無によつて三つに分類 し、詳細を検討 したが、特に顕著な傾

向は認められなかった。晩期後葉～弥生時代前期については、土器の出土量をほぼ反映し、いつの時期にも

見られる。

(3)石匙 (第 418・ 419図 、写真図版 268の 15。 101～写真図版 269の 104・ 361～ 371)

16点出土 した。他の器種と比べ、極端に出土点数が少ないのが注 目される。点数が少ないので、特に細分

しなかった。次年度の詳細は、第 2表 (4)参照。

前年度出土品と次年度出土品とは、同じⅣ a層 出土でも、形や石質が大きく異なっている。前年度出土品

器
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がⅣ a層のうち下層のⅣ a2層 を主体 とし、次年度出土品が ST01捨 て場を主体とすることの違いが現れてい

るのだろうか。

361～ 371の 次年度出土石匙は、使用痕分析に出した (第 Ⅸ章参照)。 通常と異なり、つまみが付いている

とは言え、どちらかと言えば石錐への近似を示 し、元々石匙の出土量が少ないこと、さらに本遺跡が石器製

作址であることから、通常 とは異なる特殊な用途に使われたのかと考えたためである。1点 (表土)を除き、

何れもsTol捨て場出土であることも、石器製作l■ である遺跡の特別な道具であることを思わせたが、使用痕

分析では明確な結論は出なかった。ただし、動物解体具等の通常の石匙が明らかに含まれていることと、先

端が尖つている石匙は、通常 とは異なる用途が想定されることは確認できた (第Ⅸ章参照)。

(4)石箆 (第 420・ 421図、写真図版 269の 105～写真図版 270の 106・ 372～ 376)

18点出土した。磨製石斧などを製作する際にできる剥片に刃が付けられ、全体が石箆状の形をなすものが

認められ (Ⅱ 類)、 これらも含めたが、非常に少なく2点のみである。また、 I・ Ⅱ類 とも、剥離の及ぶ範囲

によって 1～ 3類 に分けたが (1類 は一部のみ、2類 は一部ない部分あ り、3類は中まで剥離が及ぶもの)、

ほとんど意味はないようである。

(5)掻・削器等その他・Uフ レイク・Rフ レイク・ピエス・エスキーユ (第 421～ 427図 、写真図版 271

～ 276)

石器製作過程で生み出された剥片に二次加工を施したものを主とし、いわゆる不定石器に相当するが、U

フレイク、Rフ レイク、ピエス・エスキーユを含む。押圧剥離系列の石器を製作する過程でできる剥片を加

工 したものをA類、磨製石斧などを製作する過程でできる破片を加工 したものをB類 とした。

掻・削器等 A類 (Uフ レイク・Rフ レイク、ピエス・エスキーユ含む)68点、掻 。削器等 B類 9点出土 し

た。他の器種に比べて非常に少ない。

(a)掻・削器等 A類 (第 421～ 423図 、写真図版 271の 14・ 18'23・ 25。 107～写真図版 272の 382)

楕円形の小さなものが日に付いたので、これを 1類、その他を2類 とした。

(b)uフ レイク (第 421図 6、 写真図版 271の 6)

(c)Rフ レイク (第 426・ 427図、写真図版 275の 112～写真図版 276の 122)

(d)ピエス・エスキーユ (第 427図、写真図版 276の 123～ 126)

(e)掻・削器等 B類 (第 423～ 426図 、写真図版 273の 383～写真図版 275の 391)

9点 と非常に少なく、磨製石斧製作時の剥片が大量に出土しているが、これを加工して別の作業を行うと

いう複合的な石器システムではなかったようである。383は、一見独鈷石の未成品に似ているが、ずっと薄

く小さいものである。

(B)「ハンマー類」(主 として打撃に使われる礫石器)(第 431～ 449図、写真図版279～

292)

多面体石器、敲石等である。13,181点 のうち2類に含めた493点は、(C)の凹石に含められる可能性が高

い (理由は凹石の項で)。

「ハンマー類」という大別を作った理由は、本節冒頭の分類の項で述べた。敲打痕が認められるものを次の

ように分類した。1類は、片手で持てる通常の大きさの敲石、2類は凹石、3類は板状のもので台石に近いも

の (ギリギリ片手で持てる程度の重さ。台石との違いは、敲打痕が縁辺部に見られることで、台石は中央に

認められる)、 4類 は長く棒状のもの、5類は掌に隠れる程度の小さなもの、6類は大きなもので片手では持
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てないもの (石皿に近いが、縁辺部に敲打痕を持つもの)。 3類 に関して補足すると、板状でも、円盤状で縁

辺部に敲打痕が認められるものは、環状石斧の未成品と判断した

2類 (凹石)を補足する。凹痕が認められる礫石器には、大別すると二種類のものがあり、通常の敲石と

クルミ割りに使われるものである (池谷 2004)。 前者は、台のように使われるため、凹痕は中央にあり、深

いそうで、後者は、片手で握って敲くように使うため、凹痕は中軸線の上下に分かれ、凹痕は小さなクボミ

痕の集合体であるそうだ。この話を聞いて改めて金附遺跡の凹石を見ると、凹痕は中央にあり深いものがほ

とんどであるように見えた。そこで、これらの石器を「ハンマー類」に入れて分類し、念のため、次年度出

土分のうち凹痕が比較的はっきりしている14点 (396は 間違って混入)を分析に出したのだが (第 Ⅸ章)、

意外にも全て “クルミ割り"と のことであった (報告書の出土点数では、凹石 (C類 )に変更してカウント)。

したがつて、2類に含めた493点 も、石器製作具ではなく “クルミ割り‖の可能性が高いことをお詫びする。

各類の細別について。1類は、lA類 は、非常に一般的なもの (花 筒岩が多い)、 lB類は、lA類に似るが

石質が異なるもので (見 た目)、 多く見られるものを中心に、lBa類は青いもの、lBb類 は茶色いもの、lBc

類はその他、lC類 は多面体石器、lD類 は軽石 (溶岩)に分けた。3類は、直径 10cm以上で片手ではもてあ

ますものをA類、それ以外の小さなものをB類 とした。4類は、型として比較的多く見られるものを基準と

し、指程度の大きさ (長 さ 15cm以 内)の小さなものをA類、茶色い石で主として片方の先端を敲いている

ものをB類、それ以外をc類 とした。5類 は、九くコロコロしているものをA類、板状のもの (3B類 と区

別するため、最大長5cm未満のもの)を B類 とした。

次年度に出土した「ハンマー類」について、使用痕からこちらに含めた方が妥当と思われた磨石 5類 も含

めて、出土位置の詳細を検討したが (第 2表 (8))、 分類が適当でないためか、顕著な傾向は読みとれない。

晩期後葉～弥生時代前期については、基本的に土器の出土量に比例しており、有意味な偏りは見られない。

以下、特に特徴的な器種について述べる。

(6)多面体石器 (第 441～ 444図、写真図版 287の 189～写真図版288の 208・ 写真図版 289の 394・ 395)

野球の硬球程度の大きさの石に面をなすほどの敲打痕が認められるもので、緻密で硬い石材であることを

特徴とし、磨製石斧製作時の敲打に使われるものである (阿部 1984、 1990ほか)。 本書の lC類 に相当する。

石質だけでも他の器種とはっきり区別できるものが多いので、念のため使用痕のないものも集めてみた。

出土点数が多いので、さらに細分した。大きさにより、1類は掌に中にすっぽりと収まるもの、2類は片手

で握れるもの、3類は10cm以上の大きなもの、4類は片手では持てないような大きなもので、破片で不明な

ものを0類 とし、さらにそれぞれの中を、A類敲いていない (使用痕なしの原石)、 B類敲いている、C類面

ができるほど敲いている (割れている)に分けた。

分類した結果、4類は原石のみで、3類 もlocm程度のものを上限として、それ以上はほとんど見つからな

かった。出上位置別の詳細では (第 2表 (9))、 やはり顕著な傾向は読みとれず、晩期後葉～弥生時代前期ま

で継続しているようだが、大きさ (1～ 3類)と使用状況 (A～ C類)が顕著に対応しているようだ。これ

については、石質も含めて、第Ⅶ章で扱いたい。なお、石質は、緻密で硬い石質である以外に顕者な拘 りは

ないようである。

(7)凹石 (B類)(第 445～ 449図、写真図版289の 209～写真図版290の 222・ 396～写真図版292の 409)

396～ 409は 、使用痕分析に出している (第Ⅸ章参照)。 本遺跡からの凹石の出土は少なく、その凹石も、

小さく浅い円形の穴が幾つも集まってあばたを形成しているという、よく見られる使用痕でなく、深く、脱

落しているという印象を持つものが多かった。そこで、これは石器製作具 (台石の一種 ?)なのではないか
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と推測 し、使用痕分析を委託した次第であるが、残念ながら報告者の推測は誤 りで、通常の一般的な植物加

工具のようである。396～ 409つ いては、凹石 (C類 )と してカウントしたが、凹石 (B類)と した 493点

も、凹石 (C類)の可能性が高い。

(8)その他の「ハンマー類」 (第 431～ 441図、写真図版 279の 19・ 20・ 27・ 28・ 30。 32・ 写真図版 280

の 33・ 34'36・ 37・ 139～ 写真図版 286の 188'392・ 393)

142は、石器加工具ではなく明らかに植物加工具である

(c)その他の礫石器 (第 449～ 488図、写真図版292～ 31動

砥石、磨石、凹石 (C類 )、 台石、石皿、磨製石斧 (未成品含む)、 打製石斧 ?、 不明品がある。

(9)砥石 (第 449～ 457図 、写真図版 292の 1・ 7・ 16、 写真図版 293の 24・ 223～ 写真図版 294の 234・

410～ 写真図版 298の 435)

3,000点 出土 した。

基本的に類型で細分 した (1～ 3類 までは大 きさだが)。 1類は棒板状の一般的な砥石 (長 さ 15cm以上)、

2類は石皿状のもの (底が面で窪むA類 と筋状の痕跡を残す B類に分ける)、 3類 は両手でも持てない大きな

もの、4類は拳大のもの (1類 よりは小さく15cm未満。「ハンマー類」の 1類に近いで、板状の A類 と立体

的なB類に分ける)、 5類は平らな茶色いもの (「ハンマー類」の lBb類 と同じ石質)、 6類 は小石状の小さな

もの (5cm未満で、「ハンマー」の 5類 と同じ大きさ)、 7類は丸棒状のもの (石質は 5類 に似るものが多い。

真っ直 ぐのものをA類、バナナ状に屈曲するものをB類に分ける)、 8類は溶岩 (2類 と同様に A、 B類に分

ける)、 破片でよくわからないものを o類 とした。分類がわかりづらくて、細分には間違いが含まれている可

能性 もある。次年度出土分を出土位置別に細分 したが (第 2表 (H))、 特に顕著な傾向は読みとれない。

(10)磨石 (第 458～ 460図 、写真図版 299の 235～ 238。 436～ 写真図版 300の 444)

231点 出土。「ハンマー類」に準 じて分類 し、1類は片手で持てる楕円形の一般的なもの、2類は板状、3類

は長い棒状、4類は掌に収まる小石状 (板状 も含む)、 5類は赤色顔料が付着しているもので、1類は、さら

に、特に一般的なもの (花商岩が多い)を A類、溶岩をB類、その他をC類 としたが、B類は存在 しなかっ

た。次年度出土分を出土位置別に細分 したが (第 2表 (14))、 特に顕著な傾向は読みとれない。

(11)凹 石 (C類 )

前述の凹石 (B類)参照。58点確認 しているが、551点 まで増える可能性がある。

(12)台石 (第 461～ 468図 、写真図版 301の 10。 17・ 239、 写真図版 302の 38・ 写真図版 303の 240～写

真図版 304の 242・ 244・ 245、 写真図版 305の 243・ 445)

石器製作等の台とすると考えられるもので、石皿より薄 く小さいものを主とするが、砥石 と思われるもの

でも使用痕がはっきりしない板状のものは本類に含めた。1,037点 出土 した。

大きさで分類 し、1類は最大長 22cm以下で片手で持てるもの、2類は 23cm～ 30cmで片手だと苦 しいもの、

3類はそれ以上で、A類とB類 (特大。50cm以上で二人がかりでも持てないもの)に分けた。破片で不明な

ものは 0類。3類は、台石と言えるかどうか疑間である。次年度出上分を出土位置別に細分 したが (第 2表

(10))、 特に顕著な傾向は読みとれない。

(13)石皿 (第 469～ 472図 、写真図版 306の 21・ 246・ 247・ 446～ 写真図版 308の 452)

22点出土した。少ないながら比較的多様なので、分類 したが、あまり意味はないようだ。大 きさで分類 し、

(長 さでなく)幅が、1類は 10cm未満のもの、2類は 10～ 15cm、 3類は 15～ 25cm(赤色顔料が付いて、使
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用痕が砥石状のものをB類、中央にやや深めの穴が開いているものをc類、その他をA類と細分)、 4類 は

25cm以上の大 きなもの (赤色顔料がついているものをB類、付いていないものをA類 と細分)、 破片で不明

なものを0類 とした。次年度出土分を出土位置別に細分 したが (第 2表 (12))、 特に顕著な傾向は読みとれ

ない。なお、表中の 02、 08は別々の場所から出土 した破片が接合 したもので、出土量に応 じて配分 した。

(14)磨製石斧 (第 473～ 488図、写真図版 308～ 319)

完成品 24点、未成品 5,008点出土 している。未成品が圧倒的に多い。

(a)完成品 (第 473図 、写真図版 308の 248～ 251・ 453～ 457～ 写真図版 309の 458)

24点出土し、次年度出土品は少ないので全点掲載 した。

(b)未成品 (第 473～ 488図、写真図版 309の 2・ 9・ 29'35・ 252～ 写真図版 319の 345。 347)

5,008点出土 し、今回発見された単独の「器種」の中では最 も多い (群 なら「ハ ンマー類」)。

製作段階によつて細分 し、原石を o類、剥誰段階を 1類 (形がほぼできあがっているものをB類、それ以

外をA類 )、 敲打段階を2類、研磨段階を 3類 とした。破片については、少 しでも敲打が認められるものを

2類、少 しでも研磨云々のものを 3類 としたが、分類の性質上 1類が多 くなるのは否めない。

次年度出土分を出土位置別に細分 したが (第 2表 (7))、 基本的に土器の出土量に一致 し、特に顕者な変化

は読みとれず、縄文時代晩期後葉～弥生時代前期まで、同じように石器製作が行われていたようである。

426点の石質を見ると(第 Ⅶ章)、 意外に分かれるようである。また、長さと幅を見ると、長さ10cm前後、幅

4cm程度をふさわしい大きさと考えていたようである (第Ⅶ章)。

252は 、第474図 に示したように、三つの破片に分かれ、上の破片がH Ⅷ 23、 中央が EⅧ 18、 下が HⅧ

6の出土である。この石器について、前任者は次のような主旨のメモを残している。「HⅧグリッドで大形磨

製石斧を目的として剥離整形→下の破片が事故で取れてしまう→磨製石斧になりそうもないので、環状石斧

への転身を図り、上の破片を折り取る→中央部の、両端が取れた面の剥離、敲打整形に着手→気まぐれで側

縁を剥離整形しようとして深く取れすぎEⅧグリッドに廃棄・― ・か ?」。三つの破片になった後中央の破

片を他とは別に剥離していたことは確実である。

(15)打製石斧 ?(第 488図 346、 写真図版 319の 346)

磨製石斧の未成品とは考えにくいもので、ST02捨て場から1点出土している。

(16)不明 (第 488図 459、 460、 写真図版 319の 459、 460)

2点出土しており、両方とも似た形状で、ST01捨て場の近い場所から出土している。全体的な形状は、独

鈷石の未成品に似るが、薄く、石質が顕著に異なる。石錘か ?

(D)剥 片 ・ 残 核 (第 428～ 431図 、写真図版276～ 279。 320～ 321)

(17)剥片 A類・残核・接合剥片資料 (第 428～ 431図 、写真図版276の 22・ 123～写真図版 279の 138・

写真図版 320の 461～写真図版321の 462・ 463)

押圧剥離系列の石器製作時に出る剥片である。221,40496g出 土した。461～ 463は、接合剥片資料である。

それ以外は、原則として掲載を割愛したが、前年度分を一部掲載している。なお、途中まで多面体石器の破

片の一部を、それとは気づかずに、剥片 A類に含めていたので、重量は若干減る。

次年度出土分を出上位置別に示したが (第 3表 )、 特に顕著な変化は読みとれず、縄文時代晩期後葉～弥生

時代前期まで、同じように石器製作が行われていたようである。

(18)剥 片 B類
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磨製石斧等の石器製作時に出る剥片である。462,254.17g出 土した。掲載は割愛した。

次年度出土分を出上位置別に示したが (第 3表 )、 特に顕著な変化は読みとれず、縄文時代晩期後葉～弥生

時代前期まで、同じように石器製作が行われていたようである。
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6 石  製  品 (第 489～ 531図 、写真図版322～ 354、 観察表は写真図版の方にある)

今回の調査で出土した石製品は457点で、岩偶 1点、玉類 14点、その未成品 69点、垂飾品 6点、その未

成品 10点、有孔石 6点、琥珀 3点、環状石斧 4点、その未成品61点、独鈷石未成品 31点、石冠未成品 2点、

陽物型石製品 1点、石棒 (ほ とんど未成品)8点、石剣類未成品219点 、不明 (完成品)4点、不明 (未成

品)18点である。コハクと石棒 1点以外は、ほとんどが縄文時代晩期末～弥生時代前期と思われる。

整理作業の都合で、遺構内出土遺物を種類に関係なく先に番号を付けてしまったので、わかりづらいと思

われる。お詫びする次第である。ちなみに、1～ 14が遺構内出土品で、1は独鈷石 (未 )、 2は不明品、3、 4

は管玉、5～ 10は小玉、11は石棒、12は勾玉未成品、13は不明品、14は垂飾品である。遺構外は、器種ご

とに番号を付け、それぞれの器種の中は、前年度→次年度の順に並べている。

石製品は、石剣類未成品を除いて全点掲載したが、写真のみで済ませたものもある。図は、他の遺物と同

様、原則として欠損部分は細い線で示し補助線を引いているが、石製品は未成品が多 くわかりづらいため、

必ずしもこの原則が守られていない。

本遺跡の石製品は、未成品が多いのが特徴であるが、環状石斧や独鈷石などの未成品は、研磨途上のもの

が少ない。これは、おそらく、この製作段階では壊れることがほとんどないためであろう。しかし、石剣類

は、敲打段階の未製品もあまりないのはなぜであろう。

観察表中の石質の略称について。(奥羽)→ (奥羽山旅)、 (北上)→ (北上山地)、 (第四紀)→ (第四紀

火山)。
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以下、それぞれについて概要 と表の補足 を述べてい く。なお、表の見方などの注意事項は本章の冒頭に述

べている。

(1)岩   偶 (第 489図 15、 写真図版 322の 15)

1点のみの出上である。岩版あるいは線刻礫 と呼ぶ方がふさわ しい形状だが、この時期の岩版はほとんど

な く土版が主流で、またその文様 も幾何学的で本例 とは大 きく異なっている (磯前 。斎藤 1999ほ か)。 む

しろ、背中の 6字文など、土偶の方に類似 した特徴が見 られることか ら (佐藤 1996)、 岩偶 と考えた。北上

市内で も、蔵屋敷遺跡から岩偶が出土 してお り6字文を持っている (江釣子村教育委員会 1983,p66)。 全

体の形状は大 きく異なるが。金附遺跡例は、出土層からは山王Ⅲ層式期の可能性がある。 15の 印刻は、場所

により、深い、浅いの違いがあ り、その違いはナゾリの数が多いか少ないかによるもので、6字文は最初の

印刻だけでナブリはほぼなし。

(2)玉 類 ・垂 飾 品 (第 489～ 494図、写真図版322～ 326)

(a)管玉 (第 489図 3・ 4・ 16、 写真図版322の 3・ 4・ 16)

3点の出上である。いずれも、縄文時代晩期末～弥生時代前期と思われ、4は 山王Ⅲ層式期の可能性が高い。

周辺にある軟質石材で作られている。

(b)勾玉 (第 489図 17～ 20、 写真図版322の 17～ 20)

4点出土した。いずれも、鈴木克彦氏の言う「定形勾玉」で (鈴木 2004)、 周囲にある軟質石材で作られ、

縄文時代晩期末～弥生時代前期のものと思われる。未成品なのか、遺構から出上したものはない。

(c)小玉 (第 489図 5～ 10・ 21、 写真図版 322の 5～ 10。 21)

7点出土し、そのうちの 6点が SR02土器埋設遺構から出土している。広義の副葬品で、大洞 A′ 式古期と

思われる。残りの 1点 も、縄文時代晩期末～弥生時代前期のものであろう。全て周辺にある滑石で作られて

いる。              '

(d)玉類未成品 (第 489～ 494図、写真図版 322～ 326)

69点 出土 した。産地の限られた石材による玉類の製作遺跡はよく知られているが、本遺跡のように在地の

石材を使った玉類製作l■ は、どの程度知られているのだろうか (瑛状耳飾の未成品はしばしば見られるが)。

残念ながら今回は類例を見つけることができなかつた。

・管玉未成品 (第 489図 22～ 24、 写真図版の 322の 22～ 24)

3点認定。22は 、珍 しく硬い石材に挑んでいる。いずれも縄文時代晩期末～弥生時代前期と思われる。

・勾玉未成品 (第 489図 12・ 25～ 28、 写真図版 322の 12。 25～ 28)

5点認定した。いずれも軟質石材で、縄文時代晩期末～弥生時代前期 と思われる。

・玉斧未成品 (第 489図 29、 写真図版 322の 29)

1点認定した。形状から「玉斧」と呼んだが、一般的な玉斧 とは大 きく異なる別物のようである (安孫子

2004)。 軟質石材を用いてお り、縄文時代晩期末～弥生時代前期と思われる

。その他 (第 489図 30～第 494図 89、 写真図版 323の 30～写真図版 326の 89)

60点認定 した。製作過程が窺われるものはなく、石質と大きさで判断したもので、ほとんどただの石に近

い。かなり怪 しいものも含んでお り、特に 30～ 51・ 55・ 56・ 59・ 60は 怪 しい。50は 、変な形だが環状石斧

の未成品の可能性もある。玉類未成品と垂飾品未成品の違いは、前者が九いのに対 し後者は平らなことであ
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る。

(e)垂飾品 (第 494図 14・ 90～第 495図 103、 写真図版 326の 14・ 90～写真図版 327の 103)

垂飾品としたものは、貫通孔 と大 きさで判断したもので、別のものの可能性 も十分ある。垂飾品未成品と

玉類未成品の違いは、前者が平らなのに対 し後者は九いことである。16点出土 した。

(3)有 孔 石 (第 495図 104～ 109、 写真図版 327の 104～ 109)

中央に穴の開いた自然礫である。前年度に 6点出土。lo5～ 107は、ST02捨 て場からの出土である。

(4)琥   珀 (写真図版の 110～ 112)

3点出土したが、いずれもsK29土坑からの出土である。SK29は 、その出土土器片から縄文時代後期中葉

と考えられており、他に焼粘土塊も出土している。出土した琥珀は、小片であり、加工されているかどうか

定かではない。

(5)環 状 石 斧 (第 496図 113～ 第508図 177、 写真図版 328の 113～写真図版 337の 17の

65点出土し、未成品が 61点 と大多数を占める。これまで環状石斧の未成品の幸R告 はそれほど多くないと

思われるので、全点実測掲載した。岡本孝之氏の集成では、岩手県では、これまで 17遺跡 44例の出土が確

認され、そのうち縄文時代早期の大渡野遺跡の27点が最多ということであり、北海道～東北地方でも、134

遺跡 183点 (う ち東北地方は H4遺跡 160点 )しか知られていないので (岡本 2001,.36)、 本遺跡の様相は、

岩手県のみならず東北地方全体の様相を大きく塗り替えることになる。

大きさも石質も多様であり、垂飾品よリー回り大きい程度のものもある。第Ⅶ章では直径の推定できる50

点について分布を見たが、直径 5～ 9cmに 集中し、それより大きなものは分散して出土する (完成度の高い

物ほど小さいということもあるだろうが)。 石質については、出土地点によって偏 りが存在する可能性があ

ると思い ST01捨て場出土の 30点 に限って検討したが、見事に割れている。真ん中で二つに割れているもの

がほとんどである。こうした傾向は、縄文時代早期の大渡野遺跡 (相原 1979)と 製作方法も含めて同じで

ある。

113～ 115は 、壊れて出土したので「完成品」かどうかは定かでない。116は、黒色付着物が付いているの

で、おそらく使用して壊れたものと思われる (144も ?)。 139は 、環状石斧から独鈷石に転用しようとした

ものである。

ST02捨 て場からの出土が約半分を占めており、捨て場の規模を考慮すれば特筆すべきものである。環状

石斧の製作に関しては、ST01捨 て場よりST02捨て場の方で主に行われていたのであろう。

以下、観察表の補足。123は、場所による厚さの不均衡著しく、左に示した面の右上隅は、左下断面図に

示した中央付近より、さらに厚い。139は、1/2の破片で、成形時に中央部分敲打により割れてしまったもの

と思われる。その際、片方の破片で独鈷石を製作しようとしたらしいが、何が気に入らなかったか、成形途

中で破棄したようである。144は、剥離の状態からは未成品のように見えるが、貫通孔に黒色付着物が付い

ている。147は 、石質の関係か、中央の敲打部分、他の粗くゴツゴツしたものと違って級密で凹凸なくザラザ

ラしたという程度。148は 、石質や形状 (大 きさ、厚さ)か ら環状石斧と判断したが、はっきりしない部分

を残す。169の右図右辺中央に見られる二つの溝状のものは、刻目状で断面は三角形状を呈す。
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(6)独鈷石 (第 509図 1・ 178～第 515図 207、 写真図版 338の 1・ 178～写真図版 343の 207)

31点 出土 した (環状石斧から独鈷石に転用 しようとした 139を 含めると32点 )。 磨製石斧の未成品の中に、

独鈷石の未成品が含まれている可能性 もある。独鈷石は、ほとんどが破片であり、またほぼ全て未成品と思

われたので、他 と違って完成品と未成品を分けることなくまとめて位置順で掲載 した。全て実測掲載 した。

独鈷石も、環状石斧 と同様に、形 (厚 さ)は多様なものを含んでお り、石錘と見間違うようなものもある。

また、石器の不明品とした、写真図版 319の 459、 460(第 488図 459・ 460)は、形だけ見たら独鈷石未成品

に似ているが、非常に薄 く、また石質も明らかに異なる。扁平な独鈷石 もあるらしいが (岡本 2003)、 それ

とは異なるようである。環状石斧と同様、石質も多様である印象を受けていたが、第Ⅷ章で環状石斧と同様

に検討した結果、頁岩がほとんどを占めていることがわかった。

出上位置は、捨て場の規模を反映して ST01か らが多い。

独鈷石は、現在 1,000点以上の出土が確認されているらしいが、東日本と西日本のそれは異なり、また近

年の集成は地域・県別に行われているので、その実態はよくわからないようである (岡本 1999)。 この時期

の独鈷石については、岡本孝之氏が検討を加えている (岡本 1996)。

以下、観察表の補足。189は、石質も石剣状である。

(7)石   冠 (第 516図 208。 209、 写真図版343の 208・ 2091

2点出土した。怪しいもののみであるが、209は確かか。208の 写真は、調査員の指示が悪く側面がない。

お詫びする次第である。

(8)陽 物 形 石 製 品 (第 516図 210、 写真図版343の 210)

類例をあまり見ないもので、形状から仮称 した。本遺跡出土の石棒や石剣類とは明確に異なり、溶岩を加

工 したものである。1点出土 した。

(9)石   棒 (第 517図 211～ 第 519図 217・ 11、 写真図版の 211～写真図版 344の 217・ 11・ 写

真図版 345の 216)

いわゆる大型石棒の類を一括 したが、怪 しいものがほとんどである。8点出土した。ほぼ全て sTol捨て場

から出土 し、縄文時代晩期末～弥生時代前期の土器のものと思われるが、11は、縄文時代中期末の竪穴住居

跡から出土している。

種類の欄に記載 してある分類は、次の通 りである。まず、石棒の形が見える物を I類、何かよくわからな

いものをⅡ類とし、それぞれ、剥離の段階を 1類、敲打の段階を2類、研磨の段階を 3類 とし、 I類の 1類

は特に、破片を lA類、形がある物を lB類 としたが、怪 しい物がほとんどであるためか、あまり意味ある分

類ではなかったようである。

以下、観察表の補足。11は 、敲打痕が残 り角に面ができていることから、未成品と考えたが、完成品の可

能性 もある。頭部も欠けている。

(10)石  父J :頌 (小型石棒・石剣・石刀)(第 519図 218～第 527図 276、 写真図版 345の 218

～写真図版 351の 276)

219点 出土 し58点掲載 した。ほぼ全て未成品と判断する。掲載 した以外に、次年度に出土した石剣類は
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161点あり、出土位置については第 5表の通 りである。掲載分と同様に観察表を作成するつもりであったが、

写真も撮影しなかったということで、手違いで「不掲載遺物」の中に入れられてしまい、うずたかく積まれ

た大量の「不掲載遺物」の中に収納され捜すのも困難という状況に陥ってしまったので、割愛させていただ

く。これらを不掲載としたのは、基本的に 10cm未満の胴部破片で、情報が極端に少ないと判断したためであ

る。

第Ⅶ章では、次年度出土分 210点について石質を検討 した結果、頁岩が大部分を占めていることがわかっ

た。出土層に偏 りはなく、縄文時代晩期末～弥生時代前期にかけてほぼ満遍なく出土しているようである。

石剣類の製作については、近年多 くの遺跡で観察されてお り (後藤 1999、 長田 2000、 鈴木 2002)、 原

石採取→剥離→敲打→研磨の過程が確認されている。本遺跡でも全ての段階が確認されるが、やはり剥離～

研磨の段階での欠損が多いようである。本書では、原石をo類、剥離段階を 1類、敲打段階 2類、研磨段階

3類、完成品 4類 とし、1類 をさらに、lZ類 (破片で A、 Bに分類できないもの)、 lA類 (剥離が一部だけ

のもの)、 lB類 (剥離が全体に及んで形ができているもの)に分けたが (観察表の種類の欄 )、 出土品のほと

んどが破片なので意味のない分類であった。

以下、観察表の補足。220は 、石質と薄さから石剣類未成品に含めたが、非常に小さいので不明。独鈷石未

成品 ?? 233も 、同様に、石質と薄さから石剣類未成品に含めたが小さすぎる。

(11) コド 明 (第 528図 2、 13、 277～ 第 531図 295、 写真図版 352の 2、 13、 277～ 写真図版 354

の 295)

類例を見つけられず、明瞭な形態的特徴 も持たず形容 しがたい物を一括 した。剥離痕や加工痕が明瞭に残

り何 らかの未成品と推測 されるものとそれ以外に分けた。

(a)完成品 (第 528図 2、 13、 277、 278、 写真図版 352の 2、 13、 277、 278)

4点認定 した。

(b)未成品 (第 528図 ～第 531図 、写真図版 352の 279～写真図版 354の 295)

18点認定。これらの中で、286、 287、 290、 2911よ 、類似 した形状 を持つ。独鈷石の未成品と考えるべ きで

あろうか。ただし、形はやや似ていてもずっと薄 く石質も異なる。また、これら4つの間も、それほど共通

性があるわけではない。石剣類 に含めた 220も 、289の類似性から、ここに含めた方が良かったか も知れない。

293は 、垂飾品の未成品に似ているが、石質がそれらしくない。294は 、黒色付着物が側面に点在する。
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14号 茨城県考古学協会

7鉄 製 品 。鉄 津 に真図版35→

(1)鉄 製 品 に真図版355の 1～ 7)

7点出土 し (近現代を含めると 13点 )、 写真のみだが全点掲載 した。全て前年度の出土。3は共伴遺物から

中世末期であろう。その他は、出土位置からは特定 しかねる。ほとんどが近世後半以降と思われるが、4は

古い可能性 もあるか (出土層に帰属するなら縄文時代晩期末～弥生時代前期になるが)。 3は、墓から出土。

(2)鉄 津  (写真図版 355の 1～ 9)

9点出土 し、写真のみだが全点掲載 した。全て前年度の出土である。4や 5の ような例もあるが、基本的に

は出土位置から古代以降なのは確実である。1のその他の三つの塊の計測値は、長さ×厚さ×幅、重量の順

で、3.24× 1,70× 1 60cm、 8.05g、 2.90× 1.80× 1.80cm、  1422g、 1.80× 1.40× 1.02cm、  1.58g。 最も河ヽさく軽いものは

灰色で、その他は錆色。2の もう一つの塊は、1と 同様の順で、3.12× 2.90× 1.52cm、 19.70g。 7の その他の塊

は、1と 同様の順で、3.38× 1.94× 1.56cm、 1709g。 本来、写真の最 も大きなものと左下の二番目に大 きなもの

と二つの塊だつたものであり、その他の小塊は、最大塊から割れたものである。割回は青灰色である。

8 銭     婆豊 (第 532図 、写真図版 356、 観察表は写真図版の方にある)

11点 出土 し、全て掲載 した。全て前年度の出土である。ほとんどが、中世末期の土坑墓の副葬品である

(1～ 9)。

以下、観察表の補足。日よ、大きさと見た日からは本銭と思われる。2～ 5も 、同様である。4と 5は、背

中合わせに癒着 し、2と 3は、表と裏が癒着していたが、若干ずれていたので同定が可能であった。さらに、5

の表と2の裏が癒着 していたようである。つまり、4と 5と 2が重なり、最後の 3だけはみ出した状態で出

土 したのである。また、4の表と3のずれてはみ出していた部分の残存状況が良いのは、表を向いていたため

か。6と 7は、表面と裏面の癒着で、表を向けている 6は、さらに別の銭に癒着 していたらしい。大 きさは

十分だが錆がひどく、本銭かどうか不明である。8は、大きさも見た目からも本銭 としか思えないが、断言は

できない。9は、前年度担当者により□元□宝とまで特定されている。やや薄い印象で、模鋳銭か ? 一部

はっきりと緑青を吹いているが、全体的には摩減 した印象を受ける。10は 、永井 (1996)の No.105に 示 さ

れた皇宋通賓の③「塩野 真書」とされているもの (p H5)に極めてよく似ている。11は、摩滅ひどく本銭

かどうかわからないが、大きさはよく似ている。

参考文献

東北中世考古学会編 2001『中世の出土模鋳銭』東北中世考古学叢書 1 高志書院
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Ⅵ 遺   物

永井久美男編 1996『 日本出土銭総覧 1996年版』兵庫埋蔵銭調査会

羽柴直人 2004「 第 5章第 11節 金属製品」『下構遺跡第 2次発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

第 446集  (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

9 自 然 遺 物 ほ か l-3真図版 357～ 373、 観察表は第 4表 )

炭化物も、詳細がはっきりしたものはないので、ここに含めて報告するが、小片も含めると数が膨大なの

で一覧表は作成しなかった。211、 212は、赤色顔料を含む土壌と間違って掲載されたものであるが、ただの

土壌サンプルである。

(1)動 物 遺 体  (人骨含む)(1～ 143、 写真図版357～ 364)

形が残っているものについては全て登録 し観察表を作成 したが、骨粉状のものについてはほとんどを割愛

したので、実際の出土量はずっと多い。No.1～ 48の人骨同定は、前年度担当高木氏による。動物骨はほとん

ど全て火を受けている。

人骨は、SK01、 07土坑、SX01遺構から出土 している (全て埋葬遺構であろう)。 49の SK70土坑出土物

は、その後の検討で人骨ではないらしいことがわかった。その他の動物骨は、ほぼ全て捨て場からの出土で、

縄文時代晩期末～弥生時代前期に帰属する可能性が高いが、113～ 115は新 しい可能性が高い。

動物骨のうち骨端が残っていて残存状態が良いものの多 くを分析鑑定に出した (第 Ⅸ章)。 大型獣は、イノ

シンが複数、その他ニホンジカやキツネ ?な ど一般的なものが同定されている。これに対 し、魚骨は、これ

まで東北地方で出土例の少なかったギギ類が主合で注目されている。

以下、観察表の補足。113は 、歯が残ってお り多 くの情報を持つが、出土層が SⅡ ～Ⅲ層で、表土に近い

ため混入がの可能性 も高 く、同定は害J愛 した。歯の残 り具合から見て、最近のもの (近現代)の可能性が高

ヤ`。

(2)植 物 遺 体 (144～ 190・ 213～ 215、 写真図版364～ 371・ 373)

種実や繊維、樹皮状のもので、全て登録 し観察表を作成 した。213～ 215が別に掲載されているのは、特

に 214・ 215の 出土位置から、加工物 (編物)かと判断したためで、実際には自然のままの植物繊維のようで

ある。153は、加工がされている。

152・ 213～ 215を 除いて全て捨て場及び捨て場下の SK90土坑からの出土で、ほとんど全て縄文時代晩期

末～弥生時代前期に帰属するものであろう。SK90土坑は、上面に焼土が見られ、下に炭化クルミの層が見ら

れた特徴的な土坑である (第 V章 )。 152は下の捨て場からの紛れ込みであろう。213～ 215は 、沖積末期の

墓の副葬銭の下から確認されたものである。

比較的残 りがよく出土点数の多いものを分析鑑定に出し (第Ⅸ章)、 180・ 184は、イネ科タケ亜科、186は

不明だった。繊維なので結果についてはあまり期待 していなかったが、よくここまでわかったものである。

逆に、極めて出土点数が多 く、また見た目には壊れていないように見えた 146・ 149・ 162・ 163に ついては、

遺存状態が悪 くて種不明とのことで、意外な結果であつた。この他、現地で層ごとにサンプルをとって花粉

も含めて分析 してもらっている (第 Ⅸ章)。

以下、観察表の補足。175は 、二種含んでお り、写真図版 368の 175の 一番上の段の右から二番目とそれ
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9 自然遺物ほか

以外である。前者は、お茶の実に大きさ、形とも非常に良 く似ており炭化 している。完形と思われる。それ

以外のものは、全て炭化クルミと思われ、1/2～破片まで様々である。177は、180と 同じ素材。180bの写真

は、第Ⅸ章にある。189の主体は、185と 同じである。

(3)(2)以外 の炭化物、炭化材 (191～ 197、 写真図版371)

ST01捨て場を中心に出土点数は極めて多く、一覧表や掲載は断念した。191～ 1971よ、前年度出土品で、手

違いで掲載品に含まれてしまったものである。

比較的残 りの良い一部を分析鑑定に出している (第Ⅸ章)。 分析の結果は、クリが圧倒的に多 く (24個体)、

その他、ニレ属 5、 コナラ節 2、 ケヤキ 1、 カツラ 1個体が確認されている。

観察表の補足。193の写真図版 371の 中央より右側に写っているのは、石器素材剥片である。

(4)ア ス フ ア ,レ ト (198、 写真図版371)

sTol捨 て場の自然堤防上から1点出土 した。出土層からは山王Ⅲ層式期に帰属する可能性が高い。198の

表面は滑 らかで、何かに覆われていた可能性がある。

(5)生 粘 土 塊 (199～ 201、 写真図版372)

遺構内外から3点出土 した。199は、縄文時代後期中葉、200・ 201は 、縄文時代晩期末～弥生時代前期の

可能性がある。200の 表面、土師器のケズリ痕状の痕跡。201の 表面、ナデ痕状の痕跡。

(6)赤色顔料 ・赤鉄鉱 oo2～ 210、 写真図版372～ 373)

全て、縄文時代晩期末～弥生時代前期の遺構および遺物包含層から出土 したもののようである。顔料につ

いては全て登録 し、土器に付着するものについては特に厚みを持っているものだけを掲げた。実際には非常

に多 くの該期の土器に付着 している。また、石器に付着するものも、ここでは比較的厚 く付着 している 209

だけ掲げたが、実際には石皿や磨石等には比較的頻繁に見 られた。

205は 、付着場所から、これ自体に塗られたとするよりは赤色顔料の容器と考えた方が良いかも知れない。

208は 、付着場所から、これ自体に塗られたと考えた方が自然だが、天丼部付着分が異常に厚 く、不 自然な

黒色付着物 も併せて考えれば、廃棄後に赤色顔料 も同じ場所に捨てられた結果と考えるべきかも知れない。

以下、観察表の補足。205の付着土器、底部片。外面底部 LRヨ コ、ナナメ、底面ミガキ ?(滑 らか)。 内

面 ミガキ ?、 赤色付着物でよくわからない。赤色付着物は内部のみ。208の付着土器、高郭台部 1/4周 。内外

ミガキ、やや摩耗。内外赤色付着物で、内部の天丼付近に厚 く堆積。内外黒色付着物 (ス ス、コゲ状)?

210は 、第 194図 1343の 中に入っていたもので、土の塊に銀色の粉～小塊が混 じっているような状態で出土

した。
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第 2表 石器集計表 (次年度中心)

(1)石鏃

アラビア数字層

捨て場 (ST01)
分類

出土層
計

] ll

合計
0 1 21

アラビア簿 層 0 94 4 42 0 2 0 4 81

捨て場相当グリッ

ドVa層
0 22 I 0 0

計 0 8 0 3 0 4 ■7

Ⅵ 遺   物

集計表
分類

出iS
I

計
Ⅱ Ⅱ

合計
Ab

03遺儒間 0 2 1 1

03 1V a層 出上分 0 8 a 砲 0 3 0 5

n3その他 5 16 7 42

合 計

分類

未成品  0       " 破片不朔

未成品 1  1       2類 以前

21   -  石鏃の形が出来始めている (剥 離半分以上 )

22       ほぼ石鏃 (剥 離一部未など)完成品
 : 

ギ
 ill壕 3与

ぞ3j:い
|:‡§完成品

 ま す ill擦 33ぞ

3ぢ
:いキ:‡§

※ 第2表は、個々の遺物の観察表作成前に作成 したもので、若千変動 した点があったが、変更はできなか

った。

分頚 I

計
Ц ll

合計
AL

8 3 1 7 7 15

0

lb層 1‐2層 0

Iη 層 6 5 2 1 3 3

1 0

,c層 0

2層 5 S 14 1 3 I 5

2b層 3 7 10 1 2 3

」c層 0

2d層 1

23層 1 0

J3h層 3 I 5

2‐3b上層 |

23b2層 6 8 2 16 I 1 2 4

〕層 〕 2 り

3上層 1 1

34層 2 2 0

22 5

4b層 3 ll 5

4b層 上面 | 0

3

4e上層 3 1

1 I 1 1

2 2

4‐5層 7 3 1

45上層 0 1 1

0

5層 1 5 2 8

6屠 0

0

10層 1 1

計 0 抱 0 2 0 4 81

Ⅳ a層 出土分
分類

出土層

I

計
コ Ⅱ

合計
0 22 0 Ab

捨て場 (ST01)

こ穴梓 0 1 1

2 2

計

Ⅳ a層以外のローマ数字層

潤
I

計
コ Il

合計
0 22 0 舶

SI～ Ⅲ層 2 2 0

El層 2 7 3 3 6

冊層 支で

Ⅲ層 の上 1 1

Ⅲ (Ⅳ a層含む ) 1 I 2 2

Wb層
Ⅳ b層上 向 1 2 3 0

Ⅳ c層 2 3 5 5 1 6

計 0 5 0 15

その他
分類

出土屠
計 合計

0 , 0

う層

椀者L 2

クリーニング中 1 1 0

層 な 1 2

乗 土 1 1 2

表 採 0 0

Wト レンチ 6 10 21

計
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分類

出土層
0

コ
合計

あ

1層 1

1つ 層 7

1‐2b層

2層 2 3

2b層 I

24b層

23b9層 4 2

3層

4層

lb層 1 1

層

4c上層

1 1

1_S層

5層

計 4 10 4

(2)石鏃

アラビア数字層                 Wa層 出上分

分類

0… ……破片不明

Iあ ……棒状欠損

しヽ  棒状完形

Ⅱあ…… 持つ ところ (把手)がある欠損

い… 持つ ところ (把手)がある完形

出土層
合計

あ

捨て場 (sTol) 7 8 ,S 7 69

柱穴群

その他のⅣa層

計 7 8 ,5 7

Ⅳ a層以外のローマ数字層
分類

出土層

圧
合計

あ あ

Ⅱ～Ⅲ層 1 1

ll層 2 I 3

Ⅱ層まで 1

Ⅱ (Ⅳ a層含む) 1

計 3 〕 6

捨て場 (ST01)
分類

出土層
0

I I
合計

あ あ

アラビア4‐F層 4 6

3 2 1

計 7

その他
頒

出土層
合計

あ

1

T TYト レンチ 8 3 4 7 1 23

計 8 2

集計表
分壊

B土層
0 合計

あ

)3遺構内

03 Ⅳ a層 出土分 7 13

03その他 8 4 5 11 3 31

合 計 13 10 102
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Ⅵ 遺   物

(4)石匙

アラビア数字層 Ⅳ a層出土分

(3)石箆

アラビア数字層 Ⅳ a層 出土分

分類

I I ttFlliが ある

2 剥離がある一部は中央まで

3 ほば完成 (中 まで剥・8Fが及んでいる両面 )

・
Ⅲ障:gi:鳳態書ζ♀話撃f郭練触でぃる両面)

(5)掻・削器等A類

アラビア数字層

1 全体力可有円形のもの

2 その他

(6)掻・削器等B類

アラビア数字層

分類 I Ⅱ
合計

3 1 2 3

含て場 (STOけ 1 10 1 2 14

こ交群
そのれのWa居

al 1 10 1 0 2 0 14

分坂

出土層

コ
合計

1 3 1 2

1懸

卜2b層

2b層

23b2思 J

3上層

45層

10層

0 10

分類

出土層
合.l

捨て防 (ST01) 7 7

梓丈群

その他のⅣa層

計 7 7

Ⅳ a層以外のローマ数字層
分類 I Ⅱ

合計

ll層

Ⅱ層まで

ぎ

捨て場 (ST01) その他
分類

出十層
合計

2

T13

苗西ヌ苗側1表 十

計 4

捨て場 (ST01)

出土層
合計

1 2 3 1 2 3

アラビア数年鳳 0 8 0 10

捨て場オ日当グリ

ドⅣa層
1 2 1

計 10 0 2 0 μ

集計表

出土層

I 圧
合計

1 2 3 1 〕

)3活構内

)3Ⅳ a層 ‖上分 1 1 0 2 14

)3その他 0 0 2

合 計

集計表
分類

合計

03適 lll内 |

03 Ⅳ a層 出上分 7 7

,3そ のttl

合 計 12

出土唇
1 2 合計

卜2層 1

2層 1 1 2

Jb層

23b居 1 1

23b2婚 2

4層 3

1 2

45層 1 5

計 25

Ⅳ a層 出土分

分類

出土層
1 2 合計

瞥て場 (ST01) 7

‖矢群

0

計 8

分類

出土層
合計

1層 2 2

「 層

計 3 3

Ⅳ a層 出土分
分類

出土層
合計

陰て場 (sTol) 5 S

lI穴許

その他のⅣa題 0

計 5 S

Ⅳa層以外のローマ数字層
分類

出土層
1 2 合計

Ⅱ層

Il層 6

Ⅱ層の上

Ⅱ (Ⅳ a層含む)

肛 (Ⅳ a層含む)上面 1

Ⅳb層上血

Ⅳc層

計

捨て場 (ST01)
分類

出土層

本
白

アラどア数字層 3

陰て場相当グリッドTV劣 層

HI 5

Ⅳa層以外の国―マ数字層
分類

出土層
合計

Ⅲ層の上 3 3

イⅣη層合す|

計

捨て場 (ST01)

出土層
2 合計

アラビア数年層 26

捨て場相当グリッドⅣa層 1 16 17

計 7 35

集計表
分類

合計

03遺構内 0

03 W a層 出土今 5 5

03その他

合 計 9 9

その他

分娠

七■層
2 合計

aほ +撹乱 2 2

計 0 2 2

集計表

出土層

分類
2 合計

)3遺
‐
E内

〕3Ⅳ B層 出■芥

)3そ の他 0 15

合 計 8
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分類

十層
0 2 〕 合計

1層 4 52 11 5

1ほ (一部2b層含む〕

la層

lb層 3 2 2 1

2

2層

1‐2b層 2 5 7

卜2c層 2 2

層

9b層
1 8

26思 (一部⊇3b2層含む)

層

2d層

2e層

必3b層

23b甲層 1

2‐3b下層 2

」Bb2層

3層 15

3上ほ 23 ,7 2

〕中層

3甲層上部 2 2

3中下ほ 5 2 14

〕b層

3b2層 3 6

3‐4層 87 9

3イ 甲層 1 3 4

4層 2 51 7

Ib層

4c層
"

I

〕 3 2

4cド 層 10 17 3

45層 3 19

1‐5上層

45F層 2 2 8

5層 21 14

s層 12

7層 〕 2 5

8層 22 5 9

9屠

Ю層 1 2

‖層 5 5 5

計

(7)磨製石斧 未成品

アラビア数字層                 Ⅳ a層出土分

分類

1含 i診糸五葉奪状る)剥
離段階

2  敲打の跡 (形 を整える様)がある →敲打段階

3 …磨いている           →研磨段階

分類

1+層
0 2 3 合計

B

捨て場 (ST01)

柱丈群 10

その他のⅣa層 3 1

計

Ⅳ a層以外のローマ数字層

1線
___ 分類

0 2 〕 合計
A

I層 I

圧目上部

1 3 1 1 6

lll層 lll 8 4 2

Ⅱ層まで 8 24

Ⅲ層の上 1 2

Ⅲ (Ⅳ a層含む B 6 1

Ⅱ (Ⅳ a層含む) 上部 8

V層 卜部 3 11

lV～ Ⅳa層上部 1 1

6 7

whg r百 1 3

Ⅳb暦～V層 1

Ⅳ c層

計 2 34

その他
分坂

0 2 3 合計

う層 1 1

え層 3 3 7

お層 〕

1 1 2

`乱表■

竪掃除 4 4

7 2

計

集計表

出こ梁
1

2 3 合計
B

ュa播椎内 2

03 Ⅳ a層 出上分 4583

03その他 2 31

合 計捨て場 (ST01)

出土目
0

I

2 3 合計

アラビア数年層

捨て場鵜当グリッドⅣa層 796 229 411 1、 553

計 I勁 4569
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(8)ハ ンマー

アラビア数字層

Ⅵ 遺   物

分類
0 2

3 5
6

0 IA 2
合計

C D B B C B 磨 5 疼 S 磨 S

3 ,5

1層 (―括 )

I 2

1層 (一 部 1,含む, 2 2

1 2

層 3

1層  卜2層 2層
lb愚 7 5 2 4 2 2 1 33

S 7

lc層 2 2 5

卜2層 1 19 34 15 16 4 2 1 16

7 2 2

r2b層 (2層 含む) 2 S

卜2c層 〕 |

2層 14 25 51 18 | 〕

2層 4b層 I 3 8

2b層 58 15 Ю I 11 3 〕

2 I

2c層 2 23

2dほ 1 4 t 2

2e目 7 3 3 2

23唐

2‐3b層 37 11 9 13 10 4 4 2 5 11 21

23b L層 2 1 4

23b甲 層 1 2

2‐3b下層 1

23b2層 89 15 18 b 7 13 2 2

23b2甲 層 1 2

2‐3ψ 下層 1 | | I

]層 18 B 3 13 9 1 10725

,上層 2

3中 層 〕 2 4 I 1, 2 a 2 1 2 S 2 1 6`

3中 層比部 5 1 1 2 15

3甲 下層 I 6

3b唐 2 2 9 2 6 2 1 2 Ю 2 ψ

34層 16 8 51 11 3 B 3 7 6

34上層 2 10

3‐4中 層 Ю 1 | 2 1 1 2

34下 層 2 2

4層 78 7 3

4b層 1835 13 7 B 7 6

4c層 6 63 2 9 2 2 3 11 2

4c上層 8 μ 2 化

4e中 層 4 2 5 34 2 2 1 1 11

下層 6 6 53 5 7 I 2 1 7 2

卜5層 27 9

卜5上層 17 3 1 2 8〔

卜5下層 15 1 I 6 31

5層 釧 3 9

〕 14 2 1 2 2 3 1 3:

層 1 19

I層 15 6 9

7 5 6 1 3 2 2 2 2
‐

l

0層 3 22 3 3 2

11層 3 B 46

計 137` ? 11

捨て場 (ST01)
分類

出土層
0 2

3 4 S
6

0 2
合計

A 藤 5 磨 5 磨 5

アラビア数字層 137` 2磁 7 ‖2 列 0 2

浄て場相当グリァドWa層 18 5 48 51 1 4 3

計 1、427 4、
p9 1215(

(次頁に続 く)
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ハンマー

Ⅳ a層 出土分

受I駐他lω
陣駆

C  ―多面体

D   溶岩、軽石等

片手で持てる通常の敲石

一

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

一

―凹石 (中 央 に凹があ る )

=:藝
ヨぢ刀(ピ評

以上))板】犬

I岳鞠
謀薫琴

蜘
1緋

I宗写鶏棋罠昆F異両)常に隠れる小さいもの
大 きくて片手で持てないもの

出土層
0 2 6 合計

A Ba C D A B A B C A B 暦 5 層 5 屠 5

憲て場 (sTol) 1427 462 鬱 11 5

柱穴群

その他のⅣa層 4 | S 1 11

計 463 p
1 11 5 1222j

Ⅳ a層以外のローマ数字層
分類

出土層
0 2 6 合計

A C D A B A B C A B 婚 5 屠 5 暦 5

I～ Ⅱ層 I

I層

Ⅱ層上部 1 7 I 2 12

SI～ Ⅱ層 3 9 〕 7 2 2

I層 5

Ⅱ層まで 51 1 8 8 3 2 2 1 4 5 1

Ⅱ層の上 3 1 6

‖ (Va層合む) 7

Ⅱ (Ⅳ a層含む,上部 2 12 1 2 3 1 21

Ⅱ (Ⅳ a上属含む) 2

W層

Ⅳ層上部 9 8 2 2 2 2 1 30

Ⅳb層 3 15 5 5 5 〕 1 2

Wh層「 面

Ⅳb～ V層 3 1

Ⅳ c層 IS 3 2 6 | 3

Vc中層

Ⅳe下暦 1 1

V題

計

その他

出土属

卜`｀｀｀｀ヽFを
0

1

2
〕 5

6
0 lA 2

合計
C D B C B 層 5 磨 S 暦 5

う堤雪 2 9 3 1 1 3 1

5 2 〕 I 〕 11

お層

表土 3 3 1 1 1 9

構乱 2 6

壁掃除

疑lll現 象 1

J

Va層境乱

層なし 3 3 I 2 2 1 I 1 14

計 S 3 7 11 3 0 1 0 1 3 0 0 1

集計表

出土層
0 2 6 合計

A C D A A B C A B 暦 5 暦 5 暦 S

03損構内 1 2 2 I

BⅣ a層 出上分 |■ 48

Bその他 276 16 22 7 8 3 11 4 8 0 1 1

合 計 4934 15 12
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(9)多面体 (ハ ンマー lC内訳)

アラビア数字層

Ⅵ 遺   物

分類

堅土層
0

2 3
合計

A B B C C B C

層 20 p

1上層

1層  12層 2層 I

16層 2 1 5 1 10

lb層  19層 I

卜2目 19 7

2b層 |
7

「
2b層 (2層 合む)

1 1

1,c思 1

2層 19 | 9 SI

2層 4b層 I
2

2b層 17 2 9 5 5 14 〕

2b層 (―都 2‐3b2目含む)
1

1 1 1

2e層 3

2d層 | 1 2

2‐ 3b層 1 8

23b上 層 1
2

23b中層 1

2‐3b2層 狼 3 42 3

3層 6 2 6 1

3上層 6 1 5 22

3中層 6

中属上部 2 4

3b層 2 2

3‐4層 6 2 1

2

34中層 2 2

3 1

4b層 2 3 1

4c層 6 1
63

4c上層 6

2 34

4c下層 7 1 W

45層 1

11 17

45下層 4

5層 14

,層 4

7層

層 1 18

)層 1

10層 3 I 12

n層 1

計 206 I 0 2 1379

捨て場 (ST01)
分類

出土層
0

2 3
合計

A B C B C A B C

アラビア救字層 30 1 0

冶て場相当グリッドWa層 8 8 14 , 0 12

捨て場 (ST01)計 24 2 0 乾 1 0

(次頁に続 く)
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多面体 (ハ ンマー lC内訳)

Ⅳ a層 出土分
分類

」十層
0

3 4
合計

A B C B C B C B C

捨て場 (ST01) 748 3` 24

柱丈群 0 0 , 0 5

その他のⅣa層 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 3` 24

Ⅳ a層以外のローマ数字層
分類

十層
0

3

合計
A C A B B C B C

I層 I

SⅡ ～Ⅲ層 2 7

Ⅲ層 5 2 3 5 15

El層 まで 2 2

El目 の上 3

(Ⅳ a層含む) 1 1

Ⅲ (Ⅳ a層含む)上固 2 I

Ⅳほ上部 2

Ⅳb層 2 3 5

Vb層上血 2 1 7

計 0 0 64

その他
分類

出土層
0

I 2 3

合計
C B C B C

う層 3

え層 2 2

お層

悔乱 2

Ⅳa層撹乱 1 1

旨なし 2

計 3 0 0

集計表
分類

出土層
0

1 2 3 4
合計

B C B C C C

03遺橋内 0 0 0 0 0 0

BWa層 出十分 39 24 24 2 0 ゆ 2 0 2

laそ の1也 3 0 0 〕 0 0

合 計 35 2 2062

0… … 破片

lA―  敲いていない

B一  敲いている

C… … 面が出来ている

2A―  敲しヽていない

B  敲いている

C一  面が出来ている

3A― ―敲いていない

B― ―敲いている

C  面が出来ている

4   片手では持てな�

掌に収 まる

片手で持てる

10cm以上の大 きなもの

ような大きなもの
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分類
0 2

3
合計

B

1層 8 8 3 I 1

lb層  1‐2層 1 1

2層 8

1,b層 1 1

I?b層 (一部2層含む) I 1

2層 18 2

2b婚 10 3 3

2e層 〕 1 2

23層

2‐3b層 2 I 1 1

23b2屠 13 11 4 2

3目 32

3上層 5 3 6

3中層 1 6 2 9

3中下層 2 3

3b層 3

3イ 層 17 7 1

23 10

4b層 27 16

9 8 3 2 1

4c卜唐

4c中層

5 4 3 2 μ

7

45上層 5

4‐5下層 1

S目 8 5

6層

7思 3

!眉 3 7

9層

10層 5 1 9

計 57 10

(10)台石

アラビア数字層                 Ⅳ a層 出土分

Ⅵ 遺   物

分好

ヒ土層
0 | 2

〕
合計

捨て場 (ST01)

lI穴祥 3 2 4 4 13

その他のWa層 0

Ⅳ a層以外のローマ数字層

出殺 0 1 2
3

合計

I層

Ⅱ層上部 | 1

SI～ Ⅱ層 2 2

HT層

Ⅲ層まで 2 1 2

Ⅱ (Ⅳ a層含む) 3

V(Wa層 含ね〕 L都

Ⅳb層 2

Ⅳb層上面 3 〕

IF c層

計 8 6 2 0 η

その他
分類

0 2
3

合計

ろ層 I 1

え層 I 2 3

お層

壁掃除 1

証似現象 1

計 3 I 2 0 10

捨て場 (ST01)
分親

出土ほ
0 1 2

3
合計

B

アラビア救卒層 57 10

俗て助相当グリツドⅣ a層

計 246 75 11 904

集計表
分類

0 2
3

合計

)3遺構内 1 1 2

)3Ⅳ a層出上分 240 11

Bそのlll

合 計 !1 976

分類

0… … 破片 不明

1  -大 きさが 22cm以下 (片 手で持てる)

2   大 きさが 23～ 30cm(片 手では苦 しい )

:台 |:il突 gg身さ::三誤F以
上

}大きさが30cm以上
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(11)祗石

アラビア数字層
鑢

L土層
↓ 1

2
〕 S る

8
合計

B

厩 24 を 】 87

1層 (一部 2b懸含む, 1 1

1 〕

2

1・2層 17

Ⅲ2層 14b層
I 1 2

1筑 嬉| S

1 2b tt t21層 含ひ) I 1

1鬱庁層 1 1 2

」層 40 3 17 2 寓

あ層 5 12

2c層 1 4 5

た層 1 3 6

2el層

23層 1 1

2_ah層 m 20 4 2 1 2 5

歩昴上層

23b中 層 1

》3h下層 I

2352懸 32

23b2輝 1 !

23b2下層 1 2

B層 27 1%
B上層 , 2 も 2

`
3 4 1 35

}中層 , 1 11

3甲懸■ul

3申下唇 2 2

4思 2 1 2 23

134-層 49

34J圏 1 3 4

]4-■楢 2 a

4層 20 ,

4b層 24 87 7 タ 6 a6 6 9 1 1 1 餌 1

17 2
`

15 4

41上層

4,中層 鬱 I I | 9 2 ,

, 34

4ヽ 層 抒

4`上層 I 1 a 6 27

■!下膠 2

,層

6層 , 〕 a 1

“ケ層 2 S

8層 2

,層 飯 7 8 1

16層 2 2

計

捨て場 (ST01)

殿 d I

2
3

4
; 6

7 8
合計

A A ユ

アラF7敷写層
―

209 684 1

で孵 リッドⅣa illl 352 7 0 24 如 151 〕 4 932

計 止036 28 | 88 636 393 7B ♂ , 42 2780

(次頁に続く)
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Ⅵ 遺   物

石氏石

Ⅳ a層 出土分

出土層
0 1 3 5 6 合計

B A B B B

陰て場 (sTol) 1 71 393 9 17

住穴群 2

その他のⅣa層 0

計 1062 1 640 71 9 17

Ⅳ a層以外のローマ数字層

dI上層
0 1 3 5 6 合計

A 8 A B A B A B

I～ I層 I

Ⅱ層

Ⅱ層上部 2 3 1 6

I層下部 1 1

SI～Ⅲ層まで 3

ll婚 6 2 1 2 15

Ⅲ層まで 6 17 9 3 2

Il(Ⅳ a層含む)

Ⅳ層上部 3 1 1 S

Ⅳb層 3 1 11

Ⅳb層上面

Ⅳ 層～V懸 1 1 2

Ⅳc屠 4 3 21

lV

IV e滅 下層 I 1

計 0 5 1 る 0

その他
分類

出土層
0 1 3 5 6 合計

A B A B A B A B

う層 I 5 2 8

え層

表土 1 1

壁掃険 2 1 4

疑似現象

Ⅳ a層 撹乱 6 1

層なし 1 2

計

集計表
分筆

出土層
0 1

2
3 5 6

7 8
合計

B B B

03遺構内

03 Ⅳ a層 出土分 r062 〕 640 71 69 9 つ 17

03その他 81 0 5 16 1 6 0 2 1

合 計 672 2984

0  -破 片

1   普通の棒板状 (15cm以上 )

2含
II唐ぞ扉果以客

でいる
}硼犬

3   大 きい。両手でも運ぶのが大変

4含
● 燃

は が面で凹んでいか
}1類 より小 さくヽm�

5   平たい茶色の石

6   小石

7含
II≦三多尉耳,記こ屈D}棒状

8含
I糧ご扉果雰客

a略
)鰐
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分類
0 2

3
合計

B

1層 1

2思 1

3層

3上層 〕 1

1

4b層

45層 1

計 3 0 6 0 2 0

(12)石皿

アラビア数字層

0  -不 明

1 - 大 きさが 10cm未満

2… ……大 きさが 10～ 15cm位
3A … B、 C以外

B  赤色顔料付着 使用痕がある (砥石に似ている)

C …真中が凹んでいる

4A  赤色顔料力W寸着 していない

B… 赤色顔料力Y寸着 している

半3層 出土の02(1/5)及 び、捨て場相当グリッドⅣ a層出土

の 08(4/5)は 同一固体の為、接合済

大 きさが 15～ 25cm

大 きさが 2Scm以 上

(13)凹石

アラビア数字層        Ⅳ a層 出土分

Ⅳ a層 出上分

出■層

~ ~~~―
F 0 2

3
合計

C

曾て場 (ST01) 0 2 7 1 0 2 0

七穴群 0

その他のWa層

捨て場 (ST01)
分類

出土層
0 I 2

3
合計

A

アラビア数字唐 3 0 6 0 0 2 0

蔭て場rg当 グリッドⅣa層

at

集計表

出燕 0 2
3

合計
C B

03道構閃 0

03 Ⅳ a層 出上分 0 2 7 0 2 0 16

〕3その他

分堰

出土層
合計

卜2層 2

23b層

2‐3b2層 I

2

Ib層

計

分類
合計

捨て場 (ST01) 14

梓丈群

4の llllの WAほ 0

計 14

捨て場 (ST01)

出十層
｀``｀`` とヽ

'類

合計

アラピア敷年層 13 13

書て場相当グリッドⅣ a 1

計

集計表
分類

出土層
合計

)3選種内 0

)3その他 0 0

合 計
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ll土
層

0
I

2 3 5 合計
B C

lb層 I

12層 1 1 5

2層

3b層 2 2

雰3b2悟 2 1 1

3層

層上層 1 1

3b層

34懸

1 1 I 2 9

4b層 1 3 3 1 8

2

中層 1 I 2

45層 1 4 5 1 2 B

S層

1層 2 , 3

9悟 1 2 3

計 6

(14)磨石

アラビア数字層                 Ⅳ a層 出土分

分類

!子彗種ざ
の

1榊霊鋤螂の
3  …長い棒状

4  -小 石 (掌 に入る)

5 … …赤色顔料が付着 している

Ⅵ 遺   物

分類
0 2 3 5

ハ
ロC

宿て場 (ST01) 19 1 5 3 10

笹欠辞 0

その41の Wa層 0

計 J 5 3 10

Ⅳ a層以外のローマ数字層
鱒

出i層
0

1

2 3 5 合計
C

Ⅲ層 1

Ⅲ層まで
Ш層の上 4

Ⅱ (Ⅳ a上層合む) 1

Ⅳb層

Vb層 上面 1

3 2 0 7 0 0 0 0 12

その他

分類

4土層
2 3

`

合
「I

1

計 0 1 0 0

捨て場 (ST01)
分野

出土層
0

1

2 3 4 5 合計
A B C

アラビア数字層 1 18

容て場相当グリッドWa層 t 2 0 62

計 | 5 〕 10 10 142

集計表
分類

`十

層
0 2 3 4 5 合計

B C

B遺穏内

BⅣ a層出i介 5 〕 142

Bそ の他 3 3 0 7 0 0 0 0

合 計 62 5
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(15)層位別集計表

アラビア数字層

出土層
石鏃

石鏃

未成品
石錐 石箆 石匙

棧 副器 根 肯1群 磨製石狩

芙茂温
台石 砥石 石皿 凹石 磨石 不明 合計

層 2 4 2 1

1層 (一括)

1層 (一 部 卜2層含む) 2 4

層 (一部2b層含む) 2 9 II

1層  卜2層  2層 2

3 3

a層 1 1 2

lb層 8 1

lb層  12日 , 7 2 11

C層 3 8

卜2層 74 8 2 5

卜2層 4b屠 2 2

2h層 1 35 SI

,ワb層 (一部2層含む)
5 1 〕

1,c層 1 2 2 9

を層 5 14 5 2 7

2層 4b層 8

2b層 3 1 142 498

どb層 (一 部2Bb2層含b) 1

2c層 6 23 5

2d層 1 9 6 17

2e層 2

23層 1 1 1

2‐ 3b層 5 δ 3 6 3 2

2Bb_L層 I
7

23b中 唐 1 2

2‐3b下屠 2

23b2層 7 3 | 2

23b2上 砦 1

2‐3b2中 層 2 2

23b2下 層 Ю

6 1072S

3■思 1 1 2 1

3中 層 18

3甲 層上部 2 15 1

3中 下ほ 10 〕 2

3b層

3悦 層 6

3‐ 4層 2 29 1 871

8

3-4甲 層 4 19 3

3イ 下層 2 2

3 3 2 9

4b層 2 76 1 5 8

4b層上面 1 I

層 1 2 3

4c上層 1 8

1 2 16 I 17 2

下層 2 2 2 14

4‐5層 5 〕 2 13

4も 上層 1 10

15下層 8 31

5層 22 1

1
33 2

5 〕

8層 7 3

71 18 3

10層 1 , 9

n層 15

計 46 lll 13 1 142082

捨て場 (ST01)
分類

出土層
石鏃

石鉄

未成品
石錐 石箆 石匙

A El盃

等A類 等B編
磨製石斧

悟裂石斧

来成品
T駐石斧 台石 砥石 石皿 凹石 磨石 不明 合計

アラビア救字層 Ю 3 25 3 13

捨て場相当グリッドWa眉 23 17 2 0 3905 69218

5 4569 0 12156 904 2780 μ

(次頁に続 く)
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Ⅵ 遺   物

層位別集計表
Ⅳ a層出上分

分類

出■層
石錬 融一継

石鈍 石箆 石匙
畔

ξ

端

繭 鴨一鯛
打製石斧 台石 砥石 石皿 凹石 磨石 不明 合計

捨て場 (ST01) ■7 H , 5 5 0 12156 904 2780

柱穴祥 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 11 0 0 0 0 0 0

計 ,4 , 5 5 0

Ⅳ a層以外のローマ数字層

出土層

分類
石鋲 融一綿

石錐 石箆 石匙
艦
薦

艦
閣 聯一棚

台石 砥石 石皿 凹石 磨石 不明 合計

～Ⅱ層 1

Ⅱ層 16

Ⅱ層上部 1 12 | 6

Ⅱ層下部 1

SI～ Ⅲ層 2 1 41

SⅡ ～Ⅲ層まで 3 3

41層 6 3 1 る 94 94 S 3

皿層まで 1 1

2 6 4

Ⅲ Va層 合む) 2 1 , 1 21 3

lI Va上 層含む) 2 4

Ⅲ (Ⅳ a層 含む〕上部 11 21 1 33

Ⅲ Wa層 含む)上面 I

Ⅳ層 2

Ⅳ層上部 11 5 46

ly～ Wa層

1
I 70

Ⅳb層上面 22 5

Ⅳb～ V層 4 2

6 5 2

Ⅳ c中 層 1 1

Ⅳc下層 1 1

Ⅳc最下唇 2

V目 1 1

計 0 B 4 1 0 0 0

その他
分類

彗土層
石鏃

石鉄

キ耐品
石錐 石箆 石匙

鵬

鵡

機 削器
磨製石斧踊一棚

台石 砥石 石皿 凹石 磨石 不明 合計

あ層

か層 1

う思 1 8

え層 7 3 1

お層 12

表土 1 9 1 IS

2 1 1 6

クリーニング中
TVト レンチ 23 3

翻以現象 3

F土 l

fV a層 +撹乱 2 2 15 7

2 1

計 0 0 0 0

石器集計表
分蒙

出土層
石鏃 撤一綿

石錐 石箆 石匙
瞼 膏1希

等A編

崎

箪

障

隼 層裂石斧 踊一縞
台石 砥石 石皿 凹石 磨石 不明

02慣檻内 0 1 0 0 3 0 9 1 2 0 0 3 0

D2遺構外 44 41 , 5 0 18 6

03遺構内 0 0 2 2 0 0 0 0

03 Ⅳ a層 出i介 5 1 0 12225 16 M 2

D3そ の他 2 15 5 57

合 計 16 9 22 2
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第3表 石器・ 石製品剥片重量集計表

剥片A
餌 場 職 泌 虚 奔計

その範つⅣれ層 i S25 n

101a493t

1錐争り131

捨て場十る0他のW生懸 いと総 抑|

総 内 翰餌

碑 0709

`～

Ⅳ層十Ⅳbをv層 12a21紳

なの他 1.鰤

協.歳鷺鶴 斯 側 』

1214瑞剰腑 1■弱■

“オ年plJF 航 m傷
223X214

12年授醐片 Iam llF

4年麓期片 靱 醐

ω
・

a

金罐 跡 剥片石器重灘集計 lgj

攀 ∞岬甲J静
摩監活穂合

蒸 ST‐ 01とは、ST01捨て場のこと。

1～ ■層 Ⅲ等Ю
「

簗
Wね 層 電87距

`1648901

そ働魃

alltt B

総て場爛 重さ (ω

26SCS811`

Ⅳ体層 135926舶

1鉗類 ″M賀
を分他 225524
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剥片 A
層位別重量 (1層～ H層 )

剥片A
層位別重量 〔I層～ (SⅡ ～Ⅲ層)〕

Ⅵ 遺   物

出土グリッド 層位
内訳

重さ (g) 計

MI～ Ⅲ、NI,I、 L

I Ⅲ、00～ ■、PI
1層

1層 、1上 層、1悟 (12

層合む)

10,21762

la層

MⅢ 、N Il、 LⅡ lb層 119811

265[

lh層  ●2目

MI～ Ⅱ、NI～Ⅱ 1‐2層 696507

NI Ⅱ Ⅲ2b層 12b層 (2層 含む)

1層 、1,層、2層 14606

MI,I、 NI)Ⅱ 、L

Ⅲ、00～ T
2層 2層 、2層上部 6,61847

KⅢ 、LⅡ .Ⅲ 、ME
ll、 NI

2b層
2b層 、土壌サンブル、2b

層
7,18455

2c層

2d層 13060

NI Ⅲ 2c層

2眉、4h層

MI 雰3層

MI～ Ⅲ、NI～Ⅲ 2‐3b層
23b上 層、23b中 層、2

3b下屠、昔楊缶
4,70693

LⅡ ～Ⅳ、MI～ I、 N
Ⅱ,I

23悦 層

2‐3b2甲層、2‐3b2下層、

23b2層土壊サンブル、 13,97309

LI.I、 MI～ Ⅱ、N
I～ I、 OI,I

3層

3層 、SN16焼上下3層、

SN焼上下3層、3上層、

3中層、3中下層、3中 層

上部

18,11535

3b層 72588

3_4遭

MI Ⅲ、NI～ 肛、01 4層
4層、SN焼上下4層 、SN

焼土下4層
8,66809

MI～ Ⅲ、NI～Ⅱ 4b層
4b層、SN15焼上下4b層

SN16焼上下4b層
12,88384

MⅢ、NI.Ⅲ 4c層
4e層、4c上層、4o中層、

7,19570

MI.Ⅱ 、NI.Ⅲ、0
1

45層 4‐ 5層 、45上層、45下層 6,88190

MI, I、 NI Ⅱ 5層
5層、SN焼 土下5層、

SN16焼上下5層
ヒ72414

MI Ⅱ 88591

MI Ⅲ 8層 45259

MI Ⅱ り層 12865

と]「 、M II 10層

KⅢ 、MI、 II層 7202

1144077B

出土グリッド 層位
内甜

重さ (8) 討

GⅧ、MI、 NI I唐 I層、センター抗 I唐 5628

NI

MI～ Ⅱ、NO、 01 Ⅱ層

Ⅱ層、1層 上部、工層上

部 (灰色土)、 I層 下部上

面クリーニング、1層下部

39352

MⅧ Ⅱb層

GⅧ、KⅢ～V、 LⅢ ～V
MI～Ⅳ、NI～ V、 O
I. Ⅱ、南西区南端、南
西区南端トレンチ

Ⅱ層
Ⅱ層、ll層 のと、東部Ⅲ

層,Ⅲ層まで、南東隅I層
5.97137

Ⅱ層上面権乱

ベルトI層

KⅣ ,V、 LⅡ、MI～
Ⅳ、NI～Ⅲ、OI I Ⅲ～Ⅳa層

Ⅲ.Ⅳ a層、Ⅲ,Wa層
上面、Ⅲ Ⅳa層上部

LⅡ、MⅡ 、 Ⅲ～Va層 トレンチ

Ⅱ. Ⅳa層 トレンチ、Ⅲ

Va上層トレンテ、■,

Va上部トレンチ

55633

LⅡ ,ll、 MI～ Ⅱ、N
I～ Ⅱ、OI,I、 PO,I

Ⅳa層

Ⅳa層 、Ⅳa層 ?、 Ⅳ a

層上面、Ⅳa層上面 ?、

Ⅳa層上部、Ⅳa層上層

Ⅳa層と、Ⅳa層 (1層 、

2b層合む)

6,28264

MI,Ⅱ 、NⅡ 、OI、 南

西F Ⅳa層

'「

土 71777

ベルトⅣa層 19458

Po、 商西区商端 トレンチ Ⅳa層撹乱 Ⅳa層構d、 Ⅳa層 十精a

試掘トレンチⅣa層

LI,I、 MI～ lll、 N
I～ Ⅱ、oI,Ⅱ 、Po,I

朝,十

Ⅳ a層 トレンチ 49,00401

Ⅳa層 トレンチ 1層 39140

I Ⅳa層 トレンチ 2層

Ⅳa層 トレンチ,3層

MI
Va層 トレンテ,あ
圏

`膳

綱れヽ
10486

MI
Ⅳa層 トレンチ, V

層 (畢色)

コ
Ⅳa層 トレンチ う

層 (暗褐色)

1
Va層 トレンテ,お
雪 イ昭音It4石 】

[
ri a層 トレンチ上か

ら15～ 30cm

NⅡ 、MⅡ
Ⅳa層 トレンチ上か

ら2oem
16323

Ⅳa層 トレンチ上か

ら20～ 30cnl

Ⅳa層 トレンチ上か

ら30cm
70837

MⅡ
Va層 トレンテ上か

ら25～ 3Sem

MI I
Ⅳa層 トレンチ上か

ら30～ 35cm

MI
Ⅳa層 トレンチ土か

ら30～ 40cIIl
55658

MⅡ
Ⅳa層 トレンチ上か

ら40cm
7471

MI
Ⅳa層 トレンチ上か

ら60cn
18457

12層 とIV a層 トレ

ンチ

LⅣ、MI.Ⅱ′Ⅳ、N

I～Ⅲ、OT l、 PI
Ⅳb層 Ⅳb層、Ⅳb層上面

EⅨ 、CⅧ、KⅣ ,V、

LⅣ V,Ⅷ ,Ⅸ、MⅣ
Ⅸ X、 NX

Ⅳc層

Ⅳc層 、Ⅳc中 層、Ⅳc

最下層、センター抗Ⅳe

層

1,28320

V層

トレンテ Ⅳb

層

NI、 00, I、 P0 SI～ Ⅲ層
63575

7298447
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出土グリッド
内訳

重さ (g) 計

LⅡ ,Ⅱ、MI～ Ⅱ、N

I I、 oI I、 PI
1層 ,層 15、41371

層 (一部 12層合む〕

1層 (一部 2b層 含む)

MI 「 層

lb層

2123

lb層 、12層

1暦 、12層、2層

M Ⅲ、NI～Ⅲ S44776

NI Ⅲ 12b層 67875

卜2c層

LⅡ 、MII I、 NI
I、 00～ I、 PO I

2層 14,12829

2層杭

KⅢ 、LI,Ⅲ 、MI
Ⅲ、NⅡ

2b層 2b層 1432027

あ層 (2-3b層 )

2b層 (23b2層 )

2c層 130153

NI 23124

M NI 2e層 66552

MⅡ 23層

MI～ Ⅱ、NI 23b層 2‐ 3b層

MI 23b中層 (貢褐色)

MⅢ

LⅡ  Ⅱ、MI～ Ⅱ、N

II Ⅲ
23b2層

MⅡ 23b2層 (土境サンブル)

LI Ⅲ、MI～ Ⅱ、N

I～ I、 OI I
3層 3層 50,64715

MI 3層 (SNIS絆土下)

01 3層 (釧 H焼土下)

0 3層 (SN26焼土下,

〕層航 杭下

3層杭 (SN27焼 土下)

Il、 MI, I 3上目

Il、 MI i中層

LⅡ 3甲下層

3中上部 (責褐色)

LⅡ Ⅲ、MI Ⅱ、NI 3b層 L77196

LI Ⅲ、Mコ Ⅱ 34層 〕‐4層

3イ 層上部

MⅡ i4属 L層

〕‐4婚 甲層

M ll 34層下層

Ⅱ、NI～ ll、 Ol ll 4層

4層 (SN15焼土下)

Ⅱ、NI～Ⅱ 4b層 4b目

あ層 (SNIStti下 )

M 4b層 (SN16焼土下)

MⅡ、NI,ll IS348 90

4c L層  中層

4c下層

Ⅲ、NⅡ ,Ⅱ 、0 45思

NI I 4_S tt L層  下層
NI 5層 4,69708

M 5層 (SN焼 土下)

Ml S層 (SN16 1t土 ト

Ⅲ 1、 44050

MI 20296

MI Ⅱ 293259

Ⅱ 9暦 1,13367

10層 401594

MⅡ  NⅡ 132600

剥片 B
層位別重量 (1層～ 11層 )

剥片 B
層位別重量 〔I層～ (SⅡ ～Ⅲ層)〕

出土グリツド 居位
肉訳

重さ (g) 計

I層 I層

G VII [層 、センター杭

MI Ⅲ、NO、 00,I
P0

Ⅱ層 Ⅱ層 1,02882

Ⅱ層上部 上部 (灰色 )

M ll Ⅱb層

Nと 、00 1、 P0 sI Ⅲ層 50600

LⅡ ,Ⅳ 、MI～ V、 N

I～ Ⅲ、OI Ⅱ、PO I
Ⅱ層 El目 9,4■ 23

KⅡ  Ⅳ、LⅢ ～V、 M
I Ⅳ、NⅢ

Ⅲ層まで

Ⅱ層 (一部Ⅳ層含む)

GⅧ Ⅲ層ベルト

Ir層 苛東隅

KⅡ 、LⅡ 、MI～ Ⅳ、

NI,I
Ⅱ～Ⅳa層 Ⅲ～Ⅳ a層 283929

NI、 0コ

LⅡ、MⅢ Ⅱ～Ⅳa唇上剖∫

Ⅲ～IV a上 思

‖～TIr a属 トレンチ

LⅢ 、MⅢ 、 Ⅱ～Ⅳa層上部トレンチ

GⅧ、LⅡ Ⅳ、N lll、

TY
Ⅳa層 Ⅳa層 139,73673

しI, Ⅳ、T Ⅳa思 ?

LⅢ、MⅢ 、NI Ⅱ

OI
Ⅳ a層 上面

LI Ⅱ、Ml Ⅱ、N

I～ Ⅱ、OI I
Ⅳ a層 上面 ?

Ⅳa層 上面 ?(1層 、2b

層合す11

LⅡ 、MⅢ 、 W att L部

Ⅳa層上層

MⅡ ,Ⅲ 、NI Ⅱ、01
■、南西区

Ⅳa層 J「土

GⅧ  Ⅷ Ⅳa層ベルト

LⅡ ,I、 MI～ Ⅲ、N

I～ Ⅱ、OI I、 P01
南西区

Ⅳa層 トレンチ

Ⅳa層 トレンチ 15～ 30cm

W 層 トレンチ20～ 30cm

MⅡ lV 層トレンテ25～ 35cm

MI,Ⅱ Ⅳa唇 トレンチ30～ 35cm

層トレンチ(12層 含

Ⅳa層 トレンチ20em

MI Ⅳa層 トレンチ20em下 まで

NⅡ Ⅳ a肝 トレンテ30cm

Ⅳa層 トレンチ上から30cm

MI Ⅳa層 トレンチ30～ 40cm

Ⅳ a層 トレンテ40cm

MI Ⅳa層 トレンチ60em

Ⅳa層 トレンチ 2層

Ⅳ a層 トレンテ 3層

グリッド不明 Ⅳa層 トレンチ 排土

L rl、 MI～ Ⅳ、Nコ

OI I、 PI
rlr b層 Ⅳb層 3.83201

MI、 NI Ⅱ、00,I

PO I、  00
Ⅳb層上面

Ⅳb層上血 ?

PI Ⅳb層上層

Ⅳb層 (柱穴?)

IⅣ、KⅣ 、LⅨ 、M lll

Ⅸ
Ⅳc層 Ⅳc層

GⅧ Ir e層 、センター杭

Ⅳb～ V層 rl b～ v層

MⅣ ―V層 までトレンチ

15778910
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剥片 A
撹乱～層位なし 明細表

剥片 A
遺構内 明細表

剥片 B
撹乱～層位なし 明林Ⅲ表

剥片 B
撹乱～層位なし 明細表

Ⅵ 遺   物

出土グリッド 層位
内訳

重さ (8)

う層

え層

お暦

LV Ⅱ層まで 類似現象

MI,I、 NI,I、 O]
I、 PO I

撹乱 撹乱、南東隅検出面撹乱 45903

南東区、T 壁掃隙 21723

南東区北側、南東区南41

南東区ベルト
表土 〕1812

クリーニング中

排土 6275

NI～ Ⅱ、OI、 PO, I

表採
層位なし

出土グリ ド 層位
肉訳

重さ (8) 計

あほ あ層 (1き楊色)ト レンチ 55625

い層 (呈iⅢ トレンチ 25770

うほ皓褐色)

う層 (膳 R舅仕)ト レンチ

え層

MI え層 (責褐色)

NI お層 お層 57,S(

お層 (明貢褐色)

MⅡ
お層 (明貰褐色)ト レ

チ

NI.Ⅱ 、OI、 PO、 Q℃

南東区
撹乱 撹乱

高西区 FI部 十Va層 トレンチ

MI 薯位不明撹乱

MI Ⅱ 南夷鵬絵出百精m

南西区 表土 南側表土 97468

面西区 ベルト表土
ベルト近くの風倒木

痕

NI Ⅱ、ol Ⅱ 婚位不明

LV、 M ll 類似現泉

T 排土 832

T、 商東区 壁掃除

MI 試掘トレンテ

4.58323

出土グリッド 層位 重さ (g) 計

SK90( )土坑 2居

SЮO土坑 2層 (ク ルミ)

3層 (椰十〕

SK90土坑

SN4粧土内 2600

弓N2A雄十 (sK00+琉 )

SR13土 器埋設遺稿

出土グリッド 層位
内訳

重さ (g) 計

SK90土坑 2層 (ク ルミ)

SK90(?)土坑 2層

SK90土坑 〕層 (焼土)

SK90上坑 2579

SN28帰土 (sK90■ 坑〕 層

SR03土 器埋設遺構

02年度  剥ナ十A
出土グリッド 重さ (α ) 計

ST02 E ll～ EV、 EⅧ 1.32721

FⅥ～FⅨ

ST02 GⅥ、GⅦ、CF Ⅸ

ST02 HⅧ、HⅧ、ⅢⅥ,Vl

ST02
`Ⅵ

、lⅧ、IⅨ 241540

ST02

ST02

ST02 32000

ST02 GⅧ 12 Ⅳ″層 ■750

ST02

臣Ⅷ7 25920

HⅧ 17

IⅧ 2 1Va2層

FⅥ 19 Ⅳa層

阻Ⅶ Ⅱ層

田Ⅷ Ⅱ唇

7、35405

021手度  剥 ,キ B
出土グリッド 琶卜 (α〕 計

ST02 17173

ST02 E FⅧ 、GⅥ ～Ⅷ、F GⅨ、出土地点不明 164223

ST02 HⅦ Ⅷ

ST02 HⅧ、lⅧ 285274

ST02

ST02

ST02

ST02 22863

03年度に入れる剥片 B 捨て場
出土グリット 重さ (宮 ) 計

53129

TF3

rr5 25423

16.50442

ST01

2107798

03年度に入れる剥片 A 捨て場
出土グリット 豆さ (e

r8ト レンチ

TBト レンテ

fY3ト レンチ 94300

rV4ト レ チ

TV5ト レンテ 17964

TY7ト レンチ

※ sTol、 o2は 、捨て場。
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第 4表  自然遺物等観察表

No 出土地点 層位 種類 残存状態 備考 亜
９ 図版 有無

火

改

小

記

SK01土坑 細片 (土 ごと採取) 上下肢骨 部位不明 357

2 SK01土坑 細片 (土 ごと採取) 上下肢骨 部位不明 357

3 SKlll土 抗 柵片 (土 ごと採取) 上下肢骨 部位不明 357

SK01土坑 人骨 細片 (土 ごと採取) 骨 部位不明

5 SK01土坑 人骨 細片 (土 ごと採取) 骨 部位不明

6 SK01土坑 人骨 細片 (土 ごと採IfR) 頭看

7 SK01土坑 人骨 細片 (土 ごと採取) 頭肴

8 sЮ l土坑 大骨 細片 (土 ごと採取) 鼻甘 右

9 SKlll土 坑 人骨 細片 (土 ごと採取) 頬骨 右

SKll土坑 大骨 細片 (土 ごと採取) 下顎ξ 右

11 SК01■坑 人骨 細片 (土 ごと採取) 下顎骨 右

12 SK01土坑 人青 細片 (土 ごと採取〕 頭骨

13 SK01土坑 人骨 細片 (土 ごと採取) 頭骨

14 SK01土坑 人骨 細片 (土 ごと採取) 四肢骨か ?

15 sKol土坑 人瑠 細片 (土 ごと採取) 四肢骨か ?

16 SKlll土 坑 大骨 細片 (土 ごと採取)

17 SKll土坑 大骨 細片 (土 ごと採取) 骨 部位不明

18 SKll i坑 大弓 細片 土ごと採取) 骨 部位不明

19 SK01土抗 大骨 細片 土ごと採取) 骨 部位不明

SK01土坑 た骨 細片 部位不明

21 SK01土抗 人青 (歯 ) 細片 上顎切歯 部位不明

22 s鮒 1土坑 人骨 (歯 ?) 細片 部位不明

SЮ l■坑 人滑 (歯 ) 細片 1-? 部位不明

SK01土坑 人青 (歯 ) 細片 切歯
「

2P 部位不明 004

25 SK01土坑 人骨 (歯 ) 細片 前歯舌面 部位不明

SK01土坑 入骨 (歯 ) 細片 咬合面 部位不明

27 SK01土坑 大骨 (歯 ) 細片 部位不明

SKl11土坑 大骨 (歯 )
L3

SK01土坑 大骨 (占 ) 3」

SK01土坑 人骨 (歯 ) 完形 P

SK01土抗 人骨 (歯 ) 完形 ?

32 SK01土 17i 人骨 (歯 ) 細片 3

33 ,K01土坑 人弓 (歯 ) 割れている 4

sKol土坑 人骨 (歯 ) 5

35 SK01土坑 人骨 歯) 割れている 匠6

36 sKol土坑 人骨 (歯 ) 破片 D① 12P(2¬ )? 右下

37 SK01土坑 人骨 (商 ) 割れている D② C  (3¬ )P 右下

38 SK01土坑 人骨 (歯 ) 害Jれている D②③  16J)右 上

39 SK01土坑 人骨 (歯 ) 完形 D①    (7J)右 上

40 SK01土坑 人召 (歯 ) 完形 D③ Pl (4¬ )右下

SK01土坑 大号 (歯 ) 完形 D ④P2 (5¬ )右下 016

SK01土坑 人骨 (歯 ) 完形 D③ MI (6¬ )右下 037

SK01土坑 人骨 (歯 ) 告1れているが完全 ? DO M2 (7¬ )右下

SK07土坑 人骨 ? 破片 (土 ごと採取) 部位不明

SK07主坑 人骨 (歯 ) 割れている 3の舌面

SK07土坑 粉々に割れている 部位不明

SK07土坑 入弓 (歯 ) 割れているが完全 P 6¬ 古

SK07土坑 入弓 (歯 ) 言!れているが完全 P 7-歯

SK70土坑 人骨 破片 (土 ごと採取)
「骨 (歯)J 歯以外の部位主

50 SK90土坑 (SN28焼土)1層
‐
lJ物 骨 資料番号Bl Ⅸ章

SI SK90土坑 2層 動物骨 細片 骨端あり

52 SK90(?)土坑 2層 動物召 資料番号B18 Ⅸ革

SK90土坑 3層 (焼土) 動物看 資料番号B14 立
早

SNQ4炉 (SNS焼土下)3層 動物骨 ?

E IV 県教委トレンチ 動物骨 ? 破片
占
小

LⅡ lる 2b層 動物唱 ? 破片 弓端
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57 M 244層 動物骨 破片 資料番号B29 イノシシ Ⅸ軍

58 M 24 Ⅳb層上面 動物滑 ? 滑幹P破片

59 M 25 Ⅳb層上面 動物渭 ? 骨幹?破片

25 Ⅳb層上面 動物骨? 骨幹?破片

61 25 TTb層 上面 動物骨 P 破片 骨瑞も少し残っている

25(SN16焼 土下)5層 動物骨 ? 破片 弓端あり

52e層 桂化木? 礎片 未洗のため動物骨幹に分類されていた

M 15～ 20 Wa層 トレンテ 動物骨 P 骨幹破片

M 162‐ 3b層 動物召 ? 骨幹破片 小動物? 複数点

M 17 2‐ 3b2層 Lj物 骨? 内部破片

M 172‐3b2属 動物骨 資料番号B42 キソネ?、 イノシシ 笠
早

M 173層 動物骨 ? 破片 骨端あり

M117 Ⅳa層 排土 動物骨 ? 破片 滑端

M I 18 23b2層 動物骨 ? 破片 土ごと採取) 骨幹

71 Ml 18 23b2層 rl物骨 ? 破片 土ごと採取) 骨幹

M l 18 23b2層 動物骨 ? 破片 土ごと採取) 骨幹

M118 23b2思 上面 動物骨 ? 破片 土ごと採取) 壻幹

M Ⅱ 18 23b2日 上面 動物滑 ? 破片 土ごと採取) 骨幹

75 M11923ゆ 層 動物骨 ? 破片 土ごと採取) 骨幹

M122 2‐ 3b層 動物肴 ? 破片 土ごと採取) 下顎骨 ?

77 M1224b層 動物骨 ? 破片 (土 ごと採取) 骨幹

78 M Ⅱ22“b層 動物掲 ? 破片 唱幹 623

79 M123 Ⅳa層 トレンチ 動物骨 ? 細片

M■ 2423b層 動物骨 P 破片 (土 ごと採取) 骨幹

81 M12423b2層 動物骨 P 細片 (土 ごと採取)

M12423b2唇 動物骨 ? 破片 (土 ごと採取) 骨端

M12423b2層 動物骨 ? 破片 骨幹

M124～ 25 Ⅳa属 トレンチ 動物骨 ? 破片 骨幹

M125 2‐ 3b層 動物掲 P 極小破片 不能

MⅡ 25 2‐3b層 動物唱 ? 破片 骨幹

M125Чヽ層 動物骨 ? 破片 宥幹

M172‐ 3b2層 動物骨 ? 破片 骨幹小片

M17 Ⅳa層排土 動物骨 P 破片 骨端含む ?

M19 3上層 動物骨 ? 破片 内部破片

MⅢ n 3層 動物骨 P 破片 骨幹 ?

Ml117 23b層 動物肴 破片 資料番号B64 イノ Ⅸ章

M1214b層 jll物骨 破片 資料番号B65 ニホンジカ

94 M Ⅲ 21～ l Ⅳa層 トレンチ 動物甘 ? 細片 骨幹

M l122 23b層 動物骨 ? 細片 (土ごと採取) 骨幹

N12 1層 動物骨 ? 破片 骨端 ?

N16 4層 動物骨 ? 破片 骨端 :

Nl10 5層 動物骨 P 細片 骨幹

N■ 22層 動物骨 ? 極小破片 召幹

N13 23b2層 動物骨 ? 破片 骨端近く

N11845層 動物骨 極小破片

N12223b層 動物骨 破片 (上 ごと採取) 骨幹

N1223層 動物骨 破片 椙幹

104 動物骨 ? 破片 内部破片

NⅡ 8 1b層 動物骨 ? 破片 (■ ごと採取) 骨辞

12層 動物骨 P 破片の集まり (土 ごと) 骨幹

動物召 ? 破片の集まり (土 ごと) 骨幹も 明らかな焼片含む

12層 動物骨 ? 破片 骨幹

12層 動物骨 ? 破片 骨幹

NⅢ 8 4e中 層 動物骨 P 破片 複数点 骨幹合む?

111 OⅡ 2 3層 動物骨 ? 破片 骨幹 明らかな焼片

OⅡ 3 3層 動物骨 極小破片 骨幹

Ⅵ 遺 物
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P04 SI～ Ⅲ層 動物唱 ? 顎の骨、粉 |々 顎、歯あり p217

P04 SI～ Ⅲ層 ‖3と 同じものと思われる 1238

P05 SI～ Ⅲ層 動物弓 ? 粉々 (上 ごと採取) 内部破片

P16 2層 動物弓 ? 破片 骨幹破片 明らかな焼片

117 ST01捨 て場 トレンチTY5 動物骨 ? 粉々 (■ ごと採取) 形ある部分も「焼骨片」

ST01捨 て場 トレンチT8 動物骨 ? 粉々 (土 ごと採取) 骨瑞付近もある

ST01捨 て場 トレンチT8 l」 物骨 ? 破片 複数 弓端も「焼骨類J

ST01捨 て坊 トレンチT8 動物骨 ? 破片 複数点 比弓

ST01捨 て場 トレンチTB 動物増 P 破片 (土 ごと採取) 骨端付近も

S101捨 て場 トレンチTY3 動物唱 P 破片 骨端も

SXOI遺構 No l召 人肴 P 破片 骨辞

SX01遺構 No l骨下 人骨 ? 破片 (土 ごと採取) 複数●

SX01追構 No 2骨 破片 掲幹

SX01遺構 No 3唱 破片 (土 ごと採取) グズグズだが形ある部分も

SX01道構 No 3増 右下 破片 (土 ごと採取) グズグズだが形ある部分も

SX01遺構 No 4 破片 土ごと採取) 広がりのある部分

SX01遺構 No 4に付着 人骨 ? 薄片 土ごと採取) ほんの僅か

SX01道構 下部 破片 土ごと採取)
「火非督」骨幹

SX01送鳩 枡々 土ごと採取)
「境増―括」

SX01遺樹 No S省 人骨 ? 破片

SX01送柑 No 6督 人骨 ? 破片粉々

SX01遺構 No 6/H 人骨 ? 小片 (土 ごと採取)

SX01遺構 No 7骨 破片 (土 ごと採取)

SX01遺構 No 8骨 破片 広がりのある部分

SX01遺構 No 9台 人召 ? 粉々 (土 ごと採取)

SX01遺構 No 10骨 人骨 ? 破片 焼掲 骨幹

SX01遺構 No ll′目 人骨 ? 粉々 (土 ごと採取) 複数点

SX01遺構 人召 ? 粉々 (上 ごと採取)
「焼骨J

SX01遺精 人骨 ? 粉々 (土 ごと採取) 「焼骨」

SX01 北西部捨て場 EIV Tl l層 (パイブライン用地) 人唱 ? 粉々 (土ごと採取)

ST01捨 て場 トレンチT8 Ⅳa層 ? 動物骨 ? 破片 滑端

144 SK90土坑 (sN28焼土)1層 植物遺体 (炭化種実) 破片、細片 炭化クルミ 1767

SK90土坑 2層 (炭化種実) 欠損 1点 炭化クルミ

SK90土坑 2層 (炭化種実) 完形 Pの 集合 資料番号B5 種不明 Ⅸ章

SK90土坑 2層 (炭化種実) 12～ InN々 炭化クルミ 145274 〕64～ 367

SK90土坑 2層 (炭化種実) 完形?～破片 146と 同じ 060

sK9o土 坑 2層 (炭化種実) 破片 資料番号B20 種不明 上
早

SK90土坑 3層 (焼土) (炭化種実) l14～ 粉々 炭化クルミ

SK90土坑 4層 (炭化種実) Ihk々 炭化クルミ

SD08溝跡 覆土 (炭化種実) クリ?完形、クルミ l14 炭化クリ?、 クルミの2点 171

GⅧ 17 Ⅳ a層 (STo2捨て場) (加工種実) 穿孔→完形 両側から穿子し

GⅧ 21 Ⅳ a2層 (ST02捨て場 ) (炭化種実) 破片 炭化クルミ

HⅧ ll Ⅳ a2層 (ST02捨て場) (炭化種実) 破片 炭化クルミ

HⅧ ll Ⅳa2層 (ST02捨て場) (炭化種実) 破片粉々 炭化クルミ

HⅧ 2 Ⅳa2層 (ST02捨て場) (炭化種笑) 破片 掟化クルミ

M120 卜2層 (炭化種実) 12弱 頂部矢 文化クルミ

M120 卜2層 (炭化種実) V2、 l14 頂部欠 2点→同一個体? 炭化クルミ 347

M120 卜2層 (炭化種実) 破片 炭化クルミ

M120 19層 (炭化種笑) 12 頂き卜欠 ? 戊化クルミ

M172b層 (炭化種実) 資料番号B94 種不明 Ⅸ章

M17 23b2層 (炭化種実) 欠損 資料番号895 種不明 一
早 Ⅸ章

M11623b2層 礫 径 3mm 資料番号B96 極実と間追い Ⅸ章

MⅡ 17 4b思 (炭化種実) 炭化クルミ

MⅡ 18 23b用 (炭化種実 ?) 破片 炭化種実 ?

MⅡ 22 23b属 (炭化種実) 破片 炭化クルミ

M Ⅱ 22 23b2日 (炭化種実) 1つ,12耳耳 2点 炭化クルミ
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M124～ 4 Ⅳ a層 トレンチ (炭化極実) 破片 炭化クルミ

MI③  Ⅳa層 _L部 (炭化種実) 炭化クルミ

171 N l 14～ 15 Ⅳa層 トレンチ (炭化種実) 1′3、 頂部欠 炭化クルミ

Nll12 12層 (炭化種実) 1'2弱 、頂部矢 炭化クルミ

NⅢ 3 23b2層 (炭化穐実) 破片 炭イヒクルミ 137

NⅢ 7 1b居 (炭化種実) 1/3 炭化種実 (ク ルミ)

sT01捨 て場 トレンチT8 (炭化極実) 炭化クルミ他

SK90土坑 2層 植物遺体 破片 掟化 不明、皮状

177 SK90土坑 2層 (繊維 ) 破片の集まり 炭化? 出土時は綱代状だった?

SK90 2層 (繊維) 破片の集まり 炭化? 不明、章の≧状

SK90土坑 2層 (繊維) 破片の集まり 炭化 ? 不明、整】夫

SK90(?)土坑 2層 (繊維 )
資料番号826 汗

一
早 p217

sTol捨 て場 トレンチT8 炭化材 破片の集まり 複数の種頚 711

SK90土坑 2層 植物遺体 (繊維) 破片 炭化 竹の皮状 053

SK90土坑 2層 (繊維) 破片の集まり 炭化 樹皮、≧等、複数種

SK90土坑 2層 (繊維) 破片の集まり 資料番号B9 科 923 よ
早

slc9o土 坑 2層 (繊lt) 破片の集まり 炭化 植物の茎状

SK90土坑 2層 (繊維 破片の集まり 資料春号BH 種不明 Ⅸ章

SK90土坑 2層 (繊維 破片の集まり 炭化 樹皮状

SK90土坑 2層 (繊維 ?) 破片の集まり 炭化 小枝 P 022

SK90土坑 2層 (繊維) 破片の集まり 炭化 樹皮主体だが材状も

SK90土坑 3層 (焼■) (繊維) 破片の集まり 炭化 18う と同じ?

M110 11唇
山
仄 破片 前年度出土 参考

19 Ⅳa層
山灰 破片 前年度出土 参考

sTol捨 て場 トレツチT8 炭化材 破片の集まり 前年度炭用フローテーシヨン 参考

HⅧ n IVa2層 (ST02捨て場 ) 炭化物 破片 前年度出土 参考

HⅧ 4(ST02捨 て場) 炭化ll 破片 前年度出土 参考

HⅧ 18(ST02捨て場) 炭化材 破片 前年度出土 参考

EⅣ 23 Ⅳa層 (ST03捨て場) 炭化材 破片 前年度出土 参考 〕71

O123 1層 アスフ7ル ト 塊→調査時割れて 末鑑定

s迎 9土坑 覆土下部 生粘土塊 塊破片 ほとんどが土で自色粘土僅か 372

SN30焼土 生粘i塊 薄い板状破片 白色粘土 写真左狽1は、ただの土

NⅡ 2 23b2層 生粘土塊 ? 板状破片 費色粘土 写真左側は、ただの上

SR01埋 設土器内部 2層 赤色顔料 ほとんど土 372

aⅧ 12 Ⅳa2層 (ST02捨て場) 赤色顔料 小塊 010

3119 Ⅳa2層 (ST02捨て場) 赤色顔料 小塊

N 117「Tb層上面 ク付上器 土器にll着 比較的厚く残る 浅鉢 ? p217

M11823b2層 赤色顔料 ほとんど土 散布 ? 73904

45層 赤色顔料 ほとんど土 散布 ?

MⅡ 22 23b上層、NⅡ 7 牛5層 ク付土器 土器にll着 厚く残る 高不台部

HⅧ ll(ST02捨 て場) 赤色顔料 敲石にll着 薄い塊

LⅢ② Ⅳa層上部P 赤色顔料 土器内に上の塊として 赤鉄鉱 (和 資仙人)

SROI土 器埋設遺構 1層 土壊サンブル 出土遺物なし

SR01土 器埋設遺構 2層 上壊サンプル 出土遣物なし 12254

SK01土坑 「繊維質遣物」 破片 ただの植物繊維

SK01■坑 南側 銭貨No lの下 植物繊維 (≧ ?) 破片の集まり 「永楽通宝lNle lの 下の繊維」

SK01土坑 銭貨No 3の下 植物繊ll 破片 「永楽通宝h3の 下の綾維」
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察考Ⅶ

1 縄文時代晩期末～弥生時代中期土器の型式編年的検討

①金附遺跡の土器様相

(1)分類

金附遺跡で出土 した縄文時代晩期中葉～弥生時代中期の土器を、sTol捨て場を中小とした本遺跡の出土

状況を基に、既知の土器型式編年 と対照 して、群別した。その結果、第 I群、第Ⅱ群、第Ⅲ群、第Ⅳ群、第

V群の 5群に分けられたが、本遺跡での出土量と近年の研究動向から、第Ⅲ群は、さらに 1類、2類、第Ⅳ

群も、1類、2類に細分される。逆に、本遺跡では分離が難しいが、研究動向から、第 I群は、a～ c類、第

Ⅳ群 2類 も、a、 b類に細分されるようだ。数字は、主として層位差・地点差に基づ く分類で、アルファベッ

トは、主として型式学的分類を示す。

層位的には、第 I群、第Ⅱ群、第Ⅲ群 1類、2類、第Ⅳ群 1類、第Ⅳ群 2類～第V群の 6つの階梯にしか

分けられず、第Ⅳ群 2類 と第V群の分離は、既知の土器型式編年との対照によるものであ り、第 I群 と第Ⅱ

群の境に位置する第 I tt c類 と第Ⅱ群の分離も同様である。

各群の序列 (上下関係 =新旧関係)が確認された地点については逐一掲げないので、各群の層位的まとま

りを比較されたい。参考までに挙げると、N Ⅲ 16、 17グ リッドで、第Ⅱ群→第Ⅲ群 1類→第Ⅲ群 2類→第Ⅳ

群 1類の序列が確認でき、L Ⅲ 17、 18グ リッドで第 I群→第Ⅱ群の序列が確認でき、あまり明瞭ではないが、

NⅡ l、 9グ リッドで第Ⅳ群 1類→第Ⅳ群 2類の関係が示唆される。

大雑把に言うと、 I群は、lo層、工群は、3層、3-4層、4-5層、Ⅲ群 1類は、4層、4b層、4c層 、Ⅲ群 2

類は、2b層 、2-3b層 、2-3b2層 、Ⅳ群は、1層、1-2層 、2層、2b層 に主として見られるが、第V章に記 した

ように、層相が途中で変化 して上下層との識別が難 しい地点があり、絶対的なものではない (特 に 2b層 は微

妙)。 特に、Lグリッドは、上下の層に違いが少なく自然堤防の崩れた再堆積層を基本としているため、NI
～ Oグ リッドは、自然堤防上で表土が薄 く包含層が薄いため、上下の混入が多い。遺物包含層が薄い地点で

は上下混 じり合うことが多いので、一つの層を全体に敷行せずに、むしろ地点ごとの層序の重なりを見てい

ただいた方が良いと思われる。

(2)各群の内容

群ごとに内容を述べていくが、御多分に漏れず本遺跡の出土土器も破片が主体で、他遺跡の残 りの良い類

例 との比較検討を経ないと型式内容は十分に掴みされない。今回類例を検討する十分な余裕がなかったので、

型式内容については、概要と特に気の付いた点にとどまっていることをお断 りしておく。なお、第Ⅱ群～第

Ⅳ群については集成図を作成 したが (第 533図～第 536図 )、 第Ⅵ章では原則 として出土地点・層別に並べた

ので、ここでは層位的なまとまりより残 りの良い土器を中心に掲げた。

ST01捨 て場では、第Ⅲ、Ⅳ群が主体を占め、次いで第Ⅱ群で、第 I群 は少なく、第V群はほとんどない

(第 Ⅵ章参照)。 最近の研究動向を見ると (品川 2002、 2005a、 b、 石川 2005b、 c)、 第Ⅲ、Ⅳ群土器はさ

らに分かれる可能性が高 く、本遺跡でまとまった量が出土 したことから、その可否についても検討を試みた。

ST02、 03捨て場は、ST01捨 て場と比べて出土量はずっと少ないが、sTo3捨て場の場合は調査面積によると

ころが大きく、ST01捨 て場 と一連のものである可能性が高い。ST02捨 て場は、概ね第Ⅱ群～第Ⅲ群 1類 を
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主体とし、2層 に細分されているが、隣接する時期のせいか層位差にあまり反映されていない。ST03捨 て場

は、sTol捨 て場と同じ後背湿地に形成されているためか、ST02捨て場より新 しい第Ⅳ群 1類 を主体とする。

,第 I群土器

〔概要・オロ当型式〕ST01捨 て場では最下層に出土 した土器のうち、型式学的に第Ⅱ群より古いと判断される

ものを一括 した。量的に少なく層位的には分けにくいが、周知の型式編年 (山 内 1930、 1971、 鈴木 1987ほ

か)を参照すれば、三つの異なる型式を含むことは確実である。そのうち、大洞 C2式に相当するものを a

類、大洞 Al式に相当するものをb類、大洞 A2式に相当するものを c類 とする。

〔出土グリッド・層〕a類は、L Ⅲ 20グ リッド (以下、「グリッド」省略)・ 10層でまとまりが確認される。

これ以外にはほとんど出上 していないが、第 186図 1255も a類 に含められ、これもlo層 からの出土である。

b類は、L Ⅲ 17と 18・ 10層 でまとまった資料が見られる。これ以外にはほとんど出土 していないが、第

171図 Hll・ 1112も b類に含められ、これらもlo層 から出土している。

a類 とb類の両方ともlo層 からまとまりが確認されていることからわかるように、10層 は、縄文時代以来

の自然堤防 (の砂)が崩れてできた再堆積層で、他の ST01捨て場のほとんどの層のような廃棄層ではない。

供給元 も、他の層のほとんどが西側の新 しい自然堤防上から供給されたと考えられるのに対 し、10層 は明ら

かに東側の縄文時代以来の自然堤防上から供給されている。したがって、この層から主として出土する第 I

群 a、 b類を、c類以降の土器群と全 く同様に扱うわけにはいかない。

c類には、層位的なまとまりは認められない。N110・ 5層が、これに相当する可能性 もあるが、基本的

には次の第Ⅱ群に混在 して出土する (第 181図 1195な ど)。 まとまりは認められないが、明らかに新 しい自

然堤防上からの廃棄層に含まれているということで、a、 b類 とは一線を画す。

〔内容〕attL Ⅲ 20。 10層 出土土器は、大洞 C2式の中でも、さらに網かい時期のまとまりを示しており、

高橋龍三郎氏の第Ⅲ段階に相当する (高橋 1993)。 b類は大洞Al式なので、この間 (第Ⅳ～V段階)の時

期の上器が欠落している可能性が高い。

a類 は、磨消縄文の磨消部が合体して水平方向に連続し工字文に向かい始める時期で (第 186図 1261)、 沈

線文も棘を出し工字文への胎動が窺われる (第 186図 1261)。 b類 は、いわゆる工字文の時期で (第 184図

1230)、 粗製深鉢は頸部に連続して施されてきた水平沈線が整理される (第 184図 1228)。 c類は、本遺跡で

はまとまりが認められず、他遺跡の成果を型式学的に敷行しただけなので、特に述べることはないが、文様

帯が狭まり、匹字文に代表される時期で、同じ文様の繰り返しだけでなく他の文様が間に入ることがある(第

181図 1195・ 第 186図 1252・ 第 277図 2268。 第381図 3514)(山内ほか 1971、 鈴木 1987、 小林 1997、

高瀬 2000ほ か)。

・第Ⅱ群土器 (第 533図 )

〔概要・相当型式〕大洞 A′ 式の古段階に相当する。山内清男氏の設定した大洞 A′ 式 (山内 1930)が新

古に分かれることは、宮城県山王囲遺跡での出土状況 (須藤 1987)な どから示唆され (小林 1997ほ か)、

近年では「大洞 A′ 式」と言えば、いつのまにか古段階の土器を指すことになっているようだ (須藤 1987、

高瀬 2000、 品川 2002、 石川 2003な ど)。 文様帯がまだ狭く、この時期を代表する変形工字文は立体的で、

変形工字文を描く斜線は直線的で瘤はまだ小さい段階である。高杯の台部はまだ小さい。

〔出土グリッド・層〕L Ⅱ 25。 3上層、L Ⅲ 16・ 3層 (中 層含む)、 L Ⅲ 18・ 3-4層 、MⅡ 4・ 3層 (上層含

む)、 MⅢ 2と 6の 3-4層、N Ⅱ 14と 15と 18と 20と 24の 牛5層、N工 16・ 3層、NⅢ lと 3と 6～ 8と

Hと 16の 牛5層、OⅡ 3・ 3層～ 牛5層 などにまとまりが見られる。
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〔内容〕器種組成の中に、四脚付浅鉢がこの時期まで明確に位置づけられているが、これ以後消滅するよう

だ。「三角形モチーフを主客とした定型的な変形工字文」● 林ヽ 1997ゃ 85)が 出現するが、大洞A2式の匹

字文に代表される彫り去 り技法が残り、交叉部を彫り去って余った粘土を左右に寄せ集めて瘤を形成すると

いう施文技法が採られる。このため、別途粘土粒を用意する第Ⅲ群土器に比べて貧弱な瘤となり、土器に

よつては不明瞭で実測図に描かれない場合もある。前段階に盛行した匹字文は、この段階まで残る。

・第Ⅲ群土器

第Ⅱ群と第Ⅳ群の間は、悩ましい時期である。この間に、大洞 A′ 式の新しい部分と青木畑式が入るのは

確実であるが、それがどのような関係なのか今一つはっきりしないからである。青木畑式は型式学的に導出

され、前後の型式との関係が同時に層位的に確かめられていないのである。山王囲遺跡では、縄文時代晩期

末～弥生時代前期の資料が細分が可能なほど豊富に層位的に出土しているのに、青木畑式だけ欠けているよ

うだ (不 自然 ?)。 該期の地点別一括資料が得られた山形県北柳 1遺跡でも、大洞 A′ 式古段階と青木畑式段

階のブロックは認められたが、大洞 A′ 式新段階のブロックは欠けている 1/1ヽ林 1997)。 須藤隆氏によれば、

岩手県中神遺跡の北斜面包含層A東区では両者が確認され、14～ 18層から山王囲Ⅳ上層出土土器、8～ 13

層から青木畑式が出土しているとのことだが (須藤 1997,64)、 第 13図の図示には、肝心の9～ 18層 分

が省略されており、追認できない。

青木畑式を設定した佐藤信行氏 (佐藤 1980、 1981)も 、須藤氏 (須藤 1983)も 、青木畑式の型式学的

特徴を述べており、大洞 A′ 式との違いについてもふれている。佐藤氏は、その違いを、甕口唇部の刻みが

青木畑式にはなくなること、高杯台部の波状文、蓋形土器、甕 b種が青木畑式から出現し、高杯台部が大形

化することとして挙げている (佐藤 1981:表 1)。 しかし、これでは、代表的な浅鉢や高郭の胴部文様 (特

に変形工字文)の違いについては全くわからず、甕b種に至っては、南部しか出土しないようである。須藤

氏の指摘も同様だが、他に高郭台部の「透し孔」を挙げている (須藤 1983ゃ。25)▼ ず`れにしても、一部の

器種や一部の部位の特徴しかわからない。

金附遺跡では、この第Ⅲ群土器が最も多く出土しており、違いを掴むのに打ってつけなはずである。資料

を見ると、確かに上記のような特徴は窺え、瘤の付く変形工字文と付かない流水文 (小林 1997ゃ.77)で は、

流水文の割合が徐々に増えていく傾向は看取される。しかし、変形工字文の施された土器片だけを見せられ

て、これがどちらに帰属するか問われても答えられない。

このような微妙な違いで土器型式を分けるのは現実的ではないだろう。先に、山内清男氏が、(第Ⅲ群土器

の)古い方も含めて大洞 A′ 式としたので (山内 1930)、 後進の我々がそれに従うのは当然ではあるが、混

乱を招いてまで古いものに縛られるのは本末転倒である。ここは、現実にそうなりつつあるように (第 Ⅱ群

で前述)、 大洞 A′ 式は、古い部分だけに限定して、新しい部分は「青木畑式」と一括し、両者を併せて青木

畑式と呼び、その中で新古を指摘できる場合のみ、古段階、新段階とするのが現実的なやり方であろう。新

古がいろいろ出てきてわかりづらいが、整理すると、大洞 A′ 式新十佐藤、須藤氏の「青木畑式」=青木畑

式ということで、青木畑式の古段階が従来の大洞 A′ 式新段階、青木畑式の新段階が従来の「青木畑式」で

ある。

同じ大洞 A′ 式の後出型式でも、青森県を中心に分布する砂沢式は、もっとわかりやすいようである (品

サ十1 2002)。 文様帯の広がり方がより顕者なこと、変形工字文自体が変化し (複線化など)、 次型式につなが

る「連携入組文Rsr系列」(品川 2002)が 目立ち始め、胴部の文様帯より下の地文が消失し、逆に文様内に

刺突を充填するようになるなど、変化がより見えやすいためである。品川欣也氏は、金附遺跡の第Ⅲ群に相
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当する時期の土器 (品川氏はこの時期全てを砂沢式と呼称)を三段階に分け、これは青森県砂沢遺跡での遺

物集中区による地点差によつて裏づけられている (品川 2002、 品川 2005a)。 品川 (2005a)の 第 1図 28

に図示 した高杯土器は、狭義の「青木畑式」にも類似するものが認められ (本遺跡の 933、 2166な ど)、 狭義

の「青木畑式」は品川氏の砂沢式第 3期 に併行する可能性が高い。すると、それ以前の段階は、砂沢式に倣

えば二段階に分けられることになるが、前述のように変化が漸移的でとても見極められない。狭義の「青木

畑式」さえ見極められないものがあるのだから。そこで、狭義の「青木畑式」を新段階と捉え、それ以前を

古段階と一括 したい。ここでは、後者を第Ⅲ群 1類、前者を第Ⅲ群 2類 とする。再編された青木畑式は、品

川氏の示す砂沢式とほぼ完全に併行すると考えて良さそうである。このことは、後述のように、砂沢式を基

準として東北地方の弥生時代を捉えようとする研究動向にとって極めて都合が良い (石川 2005dp.1)。

・第Ⅲ群 1類土器 (第 534図 )

〔概要 '相当型式〕大洞 A′ 式の新 しい部分に相当し、広義の青木畑式の古段階に相当する (前述)。 第Ⅱ

群土器との違いは、「変形工字文の多段化や、斜線の平行沈線構成・弧線化」「口縁部突起の発達、台付の大

型化」 (小林 1997ゃ .85)と して比較的明瞭に捉えられるが、この特徴は次の 2類 にも当てはまるため、次

の段階との違いははっきりしない。この時期の多数の遺物包含層が認められた本遺跡についても同様である。

大洞 A′ 式古 (第 Ⅱ群)→新 (第 Ⅲ群 1類 )への変化がより顕著に進展 したのが 2類なのであり、流水文に

ついても、第Ⅲ群 2類が主体だとは言え、本段階にも一定割合見られるので、明瞭な区分にはならない。

〔出土グリッド・層〕NⅡ 3・ 4b層 に特に良好なまとまりが見られる。その他、M115・ 2-3b2層 、M120

と25の 4b層 、M Ⅱ 17と 20の 3層、M Ⅱ 21と 22と 23の 4b層、M Ⅲ 21・ 2-3b2層 、NⅡ 4と 5と 9の 4b

層、N Ⅱ 15・ 4層、NⅢ l・ 4b層、N Ⅲ 2 Чc層、NⅢ 3Ч 層、NⅢ 6・ 4b、 4c層 、NⅢ 7・ 4層、N Ⅲ 12・

4c層、N Ⅲ 16・ 4層 などにまとまりが見られる。

〔内容〕第Ⅱ群に比較的頻繁に認められた四脚付浅鉢は見られなくなるが、蓋が存在するのかはっきりしな

い (第 325図 2799が可能性あり)。 主要な文様は、交叉部に瘤を持つ変形工字文と瘤を持たない流水文で、

前者の割合がかなり多い。前者は、第Ⅱ群の変形工字文と異なり、前述のような変化が認められ、さらに交

叉部を狭 りそれを左右に盛 り上げることで瘤を形成 していたのが、別途粘土粒を用意するようになり、これ

に伴って瘤は大形化する。浅鉢を中心とした胴部の文様帯の下には二本沈線が出現 し、やがて文様から遊離

し独立色を強めていく (Ⅲ文様帯 ?)。 匹字文は消滅するようである。地域的な特徴なのか、突出部に刻目を

施す土器が見られる (第 371図 3381)。

・第Ⅲ群 2類土器 (第 535図 )

〔概要 。相当型式〕狭義の「青木畑式」、広義の青木畑式新段階に相当する (前述)。 台部の発達した高杯を

特徴とし、台部には3本沈線による波状文がよく見られるが、透かしが入る場合もある (第 140図 746)。 文

様帯がかなり広がった浅鉢も認められる。

〔出土グリッド・層〕L Ⅱ 24・ 2b層、L Ⅲ 16・ 2b層 、M工 18・ 2b層、M Ⅱ 17～ 20と 22の 2-3b～ 2‐3b2層 、

M Ⅱ 23・ 2-3b層、M Ⅱ 24・ 2b、 2-3b、 2-3b2層 、M Ⅱ 25・ 2-3b層 、N15。 2-3b2層 、NⅢ 6と 7の 2‐3b2

層などにまとまりが見られる。MⅢ lと 2'2b層 も第Ⅲ群の範疇で捉えられるか。

〔内容〕蓋が明確に器種組成の中に位置づけられる。文様は、流水文が主体だが瘤を持つ変形工字文も残る

ようだ。胴部および台部とも、2～ 3本の水平沈線のみの文様も多い。この段階にも突出部に刻目を施す土

器が見られる (第 246図 1909)。 重頸部の隆帯上は、断続した沈線あるいは縦の刻目が施されることが多い。

第208図 1524の砂沢式の深鉢は、本段階の土器と共伴しており、併行関係が窺われる。
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・第Ⅳ群土器

第Ⅳ群土器は、山王Ⅲ層式に相当する (須藤 1983)。 精製土器は、胎土に金雲母を顕者に含み、また色調

もこげ茶色を呈するなど、それまでの段階とは見た日でも顕著に異なる。重の口縁部の装飾として、二本沈

線が顕者に認められる。

近年、石川日出志氏ほかが、研究史を遡って名称の変更を求め、最近の資料に基づいて三細分を提唱して

いる (石川 2005b、 2005c、 品川 2005b)。 氏の示 した三段階の変遷は、NⅡ lグ リッドで 1層→新、1‐2層

→中、2層→古段階と朧気ながら窺われるが、金附遺跡では、中段階以降の資料が少なく、はっきりしない。

しかし、NⅡ 9グ リッドでも、1_2層 が古、1層が新段階と、細分の妥当性が示唆され、古段階の資料は金附

遺跡でも比較的まとまってお り、層位的なまとまりも認められる (後述)① そこで、石川氏の「古段階」を

古段階とし、「中段階」「新段階」を新段階とまとめ、それぞれを第Ⅳ群 1類、2類 と称 したい。2類について

も、層位的なまとまりがある程度認められるが、1類 と2類が上下に重なっている地点は少なく、むしろ地

点差として認められるようである。それも、「中段階」「新段階」が混ざつているのではなく、「中段階」は

「中段階」、「新段階」は「新段階」と分けてまとまる場合が多い。 したがって、1、 2類 (古、新段階)では

なく、1～ 3類 (古、中、新段階)に分類 しても良いが、資料が少なく、また破片が主体であることに用心

して、 1、 2類の二細分とし、2類 を a、 b類に細々分することにした。

。第Ⅳ群 1類土器 (第 536図 )

〔概要・相当型式〕石川 日出志氏ほかの谷起島式古段階に相当する (石川 2005b、 2005c、 品川 2005b)。

「変形工学文頂部の沈線反転部が角張る」 (石川 2005cゃ .8)須藤隆氏の Cl型 (須藤 1983)が主体を占め、

磨消縄文はまだない。

〔出土グリッド・層〕M118と 21と 22と 23の 卜2層 に良好なまとまりが見 られる。その他、L Ⅲ 21・ 2b

層、MⅡ 8'1層、MⅡ 9・ 2b層 、M Ⅱ 14・ 1層 、M Ⅱ 19。 1～ 2層、M Ⅱ 20・ 1～ 1-2層 、M Ⅱ 22・ 1-2

～ 2層、M Ⅱ 23。 2層、M124。 1、 1-2層 、M Ⅱ25'1‐2層 、M Ⅲ ll'1、 1_2、 2b層 、M Ⅲ 12・ 2b層 、

NⅡ 5。 1層、NⅢ 2と 6と 7と 8の 卜2層、NⅢ 3・ lb、 1‐2層 、NⅢ llの 1～ Ⅲ2層、N Ⅲ 12・ 1-2層 な

どにまとまりが見 られる。

〔内容〕蓋が器種組成の中で大きな割合を占めてくる。Ⅲ群2類にも顕著に見られた、2～ 3本の上下の区

画線だけで肝心の胴部文様がないような高郭も、まだ存在する (第 217図 1605、 第289図 2364)。 第238図

1809の ような、蓋を想定した紐孔らしきものが見られる壼も存在する。二山突起が盛行し、それを省略した

ような水平口縁を一箇所窪ませただけのような装飾も見られる (第 217図 1605)。

。第Ⅳ群2類土器 (第 536図 )

〔概要 。相当型式〕磨消縄文が復活する段階であり、壷の胴部にも磨消縄文が見られるようになる。a類は、

石川日出志氏ほかの谷起島式中段階に相当し、b類は、谷起島式新段階に相当する (石川 2005b、 2005c、

品川 2005b)。 a類は、「変形工字文を描く沈線の頂点が大きなπ字形をなし、斜辺や底辺に沈線が沿う須藤

氏 〔須藤 1983〕 のC2型と、C2型 に縄文充填する類、変形工字文が一本描きの扁平8字形となるC3型 に縄

文が充填される類」(石川 2005c,8)な どからなる。変形山字文の祖型には、副線が伴う(品川 2005bip.41)。

b類は、沈線のみの類が稀で、ほとんどが磨消縄文の段階である。

〔出土グリッド・層〕a類 は、M120の 1、 1_2、 2層 (2b層 も?)、 M125。 2層、M117・ 1-2層 、NI
9・ 1層、N115。 2層 などにまとまりが見られる。b類は、M Ⅱ21・ 卜2層 、N16・ 1-2層 (b類 も含むか)、

NⅡ 9。 1層、N Ⅱ ll・ 1層、N Ⅱ 16と 17と 21の 1層 などにまとまりが見られる。OI～ Ⅱグリッドの 1
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層に比較的多く出土しているが、表土と包含層自体が浅かったためカクランが多く良好な出土状態ではない。

〔内容〕資料に乏しく、はっきりしないが、a類は、1類に縄文を充填したような段階、b類は、紀文部が独

立色を強め、細くなる段階と言えようか。

第336図 2934は 、胴部には谷起島式の文様、台部には仙台平野に分布する原式 (石川 2005a)の文様が

見られ、両者の併行関係を裏付ける良い例であろう。第 198図 1388、 第202図 1454、 第337図 2951、 第 338

図2963第 395図 3675な どには、磨消縄文の区画沈線 (文様描線)に沿って刺突列がめぐる。これは、石川

氏によれば、次の川岸場古段階に顕者なようだが (石川 2005b、 c)、 その “走り‖と考えて良いものであろ

うか。しかし、氏の提示した岩手県湯舟沢遺跡の中段階の例 (Ⅶ‐la住居)に混じって似たようなものが見

られるが (石川 2005b:第 4図 40)、 氏は、谷起島式土器に後続する土器に位置づけている (石川 2005bi

註 2、 2005c:第 2図 14)。 ただし、1454の高杯台部に見られる磨消縄文の意匠自体は、谷起島式に非常に良

く似ており、谷起島式の段階にも存在する可能性を捨てきれないように思われるが。

・第V群土器

既知の型式編年と対照して型式学的に第Ⅳ群以降と判断されるもので、実際には第Ⅳ群と一緒に出土する

ことが多い。全て破片で、出土点数は少ない。第 131図 619、 第 207図 1506?、 1507、 第290図 2373、 2374、

第343図 3022、 第388図 3613?な どが相当する。全て桝形囲式と判断される。

この時期の土器は、近年、石川日出志氏が、より地域性に配慮しながら二細分し、前半を高田B式、後半

を中在家南式と称した (石川 2003、 2005a)。 報告者は、仙台平野の土器をほとんど見たことがないので確

かではないが、全て高田B式に相当するようだ。

第V群に相当する在地の上器は、存在しないのであろうか。該期のこの地域の土器型式は、最近まではっ

きりしなかったが (石川 2005bゃ .23)、 石川氏により川岸場式が設定され、三段階の変遷が辿られている

(石川 2005b、 c)。 本遺跡では、明確に川岸場式と言える土器を見つけることができないが、基準となる石

川氏の提示した資料がそれほど多くなく、本遺弥もこの時期の上器については破片しか出土していないので、

過って谷起島式に含めている可能性がある。第Ⅳ群 2b類の中で、刺突文がめぐる類が、これに相当するので

あろうか。確かに、第395図 3675は 、川岸場式に入れても良さそうだ。しかし、前述のように、第202図 1454

は谷起島式の可能性も捨てきれない。第337図 2951、 第338図 2963を 含むNⅡ ll～ 12グ リッドの 1～ 2

層には新しそうな特徴を持つ土器が多く (特に第338図 2953)、 これらは川岸場式に含められるのかも知れ

ない。しかし、第338図 2953の 日縁部は大波状で波頂部に刻目が認められ、谷起島式に存在してもおかしく

ない。第343図 3022の 高田B式が出土したN Ⅱ 16グ リッド1層 出土土器も、新しい特徴を持つものが多く、

川岸場式に含められるかも知れない。歯切れは悪いが、川岸場式が存在すると考えた方が良さそうである。

(3)異系統土器

第Ⅵ章に記したように、金附遺跡からは比較的多くの異系統土器が出土している。その多くは、平成 17年

の岩手考古学会の際に識者から指摘されたものである。地域別に記す。まず北から。弥生時代前期の 1524、

2645?は、東北地方北部の粗製系。特に 1524は 、砂沢式の粗製深鉢の搬入品か。弥生時代初頭の3094は 、

東北地方北部系の深鉢 ? 2864は 、砂沢系か。3645の突起も、砂沢式の影響か。2975も 、砂沢式の搬入品だ

そうである。

次に南。大洞A2式の3514は 、阿武限川流域 (イ山台市赤生津遺跡より南)からの搬入品だそうである。大

洞 A′ 式の2318は 、仙台湾周辺からの搬入品か。谷起島式新段階と共伴する 2822、 2823も 、仙台湾からの

搬入品か (原式 ?)。 2056、 2658、 3619は、鱚沼式 (搬入品?あ るいはそのもの)ら しい。619、 1506?、 1507、
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2373、 2374、 3022、 3613?は、高田 B式 らしい。2934は、胴部は谷起島式、台部は原式の文様の “キメラ‖

である。3623は 、胴部上半が原式、下半が谷起島式の “キメラ‖か。3221は 、福島県辺 りからの搬入品か。

3613は 、内面ハケメ整形で明らかに “弥生 ‖系の甕のようである。

最後に、その他の地域。1317は、大船渡市下船渡貝塚の土器によく似ているようだ。2040は 、秋田県横長

根遺跡の土器に似るが、そのものではない。2427は 、山形県小田島城跡などの土器に似るが、交点の処理の

仕方が異なるようだ。

大洞 A2式、砂沢式、艦沼式には、変形していない「そのもの」の上器が存在するようだ。特に阿武限川

流域との結びつきは継続的で、それはむしろ地理的に近い松島湾と比べて顕著である。北は、砂沢式期だけ

出土 しているようだ。そして、石川日出志氏が北上川流域ほかの特徴 として指摘するように (石 川

2003ゃ 。363、 2005,.2)、 類遠賀川系土器は全く認められなかった。搬入土器の量は、在地の土器の出土量にほ

ぼ比例しているようだが、第V群期は、搬入土器の割合が高いようである。ただし、調査は遺跡の一部にし

か及んでいないので、調査していない箇所に第V群期の在地の土器が多く存在している可能性もあるが。

②該期の型式編年をめぐる諸問題

(1)編年研究と呼称

本書では、これまで (特 に第Ⅵ章)、 第Ⅳ群に相当する型式名を「山王Ⅲ層式」と呼んできた。これは、

報告書 という性格上周知のものを使うべきとの判断によるものだが、当該型式については、近年、石川 日出

志氏ほかが、学史を紐解き、「谷起島式」の “再審請求 山をしている (石川 2005b、 品川 2005bほ か)。 実

にもっともと思われるので、報告者も以後「谷起島式」の名称を使うことにしたい。

岩手県では、これまで該期については須藤隆氏の編年が主として使われてきた (須藤 1983、 1987ほ か)。

氏の研究は、主として宮城県山王囲遺跡の出土状況に基づ くものである。しかし、氏は、慎重なあまり、山

王囲遺跡から離れようとせず、型式学的に踏み込んだ検討 (あ るいは一般化)を避けるため、そこから導か

れた型式が前後の型式と型式学的にどう違うのか不明な点が残る。例えば、山王囲遺跡のⅣ a、 k、 Ⅳ l、 m

出土土器 (須藤 1987:第 5・ 8図)に は異質なものを含んでお り混入が推測されるが、氏は、「この中で○

と○は混入である」という指摘はしない。出土状況に型式学的に踏み込み、そこから型式学的特徴を芋由出す

るという作業を避けるからだ。そして、そのまま「山王Ⅳ a、 k層出土土器群」のように扱い話を進めて しま

うので、読者は、山王囲遺跡から一歩も外へ出ることはできない。他の遺跡の土器に応用 して判断すること

はできないのである。ある遺跡でポロリと出た一片の上器を何式と判断したら良い力W脳 む埋文関係者には、

どうしても不満が残る。この点、近年当該土器の研究を積極的に推 し進めている石川氏とその高弟は、型式

学的にもかなり踏み込んだ検討をしているので、今後大いに期待される。

慎重な型式操作に対 して明瞭に示されているのが、須藤氏の併行型式の判断である。これについては、石

川氏に「各地域での序列は妥当であろうが、宮城県内でも仙台平野の原式と県北の山王Ⅲ層式に編年的ズレ

があるし、さらには東北北部や西日本との編年対比にも問題がある」と批判されている (石川 2005ap.9)。

東北北部とのズレについては、本遺跡でも、砂沢式は青木畑式と共伴 し、氏の指摘 (須藤 1987:第 1表)

とは異なることがわかった。土器型式が時間軸の目盛 りなら、少なくとも日本全体で統一すべ きであ り、須

藤氏に従つて前期 と判断してきた山王Ⅲ層式も、西 日本との併行関係に配慮 した、石川氏の中期初頭 との判

断に従うべ きであろう(石川 2005aほ か)。 弥生時代の始まりも、「砂沢式併行の土器群をもって弥生前期 と

理解するJ(石川 2005と p.1)と いう考えに従って、青木畑式 (第 Ⅲ群)からとする。
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(2)細分と併行型式

既に前項で示 しているが、金附遺跡の土器の出土状況からは、第 I tt c類 →第Ⅱ群→第Ⅲ群 1類→第Ⅲ群

2類→第Ⅳ群 1類→第Ⅳ群 2類→第V群に分けられ、それぞれ、大洞 A2式→大洞 A′ 式 (古のみ)→大洞

A′ 式 (新)=青木畑式古段階→青木畑式新段階 =従来の「青木畑式」→谷起島式古段階→谷起島式新段階

→川岸場式 (古段階 ?)、 高田 B式に相当する。谷起島式については、本遺跡では出土量が少なくて細分を保

留 したが、石川氏ほかが指摘するように、三細分の可能性は十分ある (前述)。 第 I群、第V群 も、出土量

が少なくて検討に値 しない。

逆に、出土量は十分あるのに不明な点が多いのが、第Ⅲ群 (青木畑式)である。石川氏は、該期の岩手県

域の土器について、「大洞 A′ 式や谷起島式との識別に難渋する資料が該当するようである。少なくとも私

は苦慮のさなかであ り、北上市金附遺跡で纏まりがつかめることを期待する」と述べているが (石 川

2005dゃp■ ～ 2)、 あまり期待に応えられないかも知れない。確かに、出土量は多 く層位的まとまりも認めら

れるので、他遺跡との検討を経て型式学的検討を推 し進めれば、理解が進むであろう。しかし、元々大洞 A
′

式からの変化に乏しいようで、併行する砂沢式が比較的明瞭な形で三細分される (品川 2002、 2005a)の

に対 し、二細分がやっとである (前述)。 それも、従来の大洞 A′ 式の新 しい部分と従来の青木畑式に相当す

るということで、型式区分は以前のままである。二細分でさえ、どちらに含めたら良い力W脳 む資料が存在す

る。今後の識者の検討に期待 したい。

併行関係について。まず量的に恵まれた青木畑式と砂沢式の関係。第208図 1524の砂沢式の深鉢は、青木

畑式の古段階に共伴する可能性が高い。搬入品と指摘された第 339図 2975も 、青木畑式古段階に共伴するよ

うだ。前述のように、品川欣也氏が砂沢式第 3期 とした高郭土器は (品川 2005証 第 1図 28)、 青木畑式新

段階に類似するものが認められ、以上から、再編 した青木畑式は、品川氏の砂沢式に完全に併行する可能性

が高い。

搬入土器およびキメラ土器から、谷起島式新段階が原式新段階に併行する可能性が高いことは、前述 した。

鮨沼式は、本遺跡の出土状況からは、どれに伴うのか判断できない。

③土器型式編年からみた金附遺跡

石川日出志氏の指摘に従えば (石川 2005と p.1)、 砂沢式併行の土器群から弥生土器ということになるの

で、本遺跡では第Ⅲ群からということになる。四脚付土器の消滅、蓋の出現 (?)が ここにあり、確かに一つ

の画期であろうが、変形工字文に代表されるように、むしろ系統性の強さが指摘できる。本遺跡の出土量の

傾向も、第 I tt c類 から、第Ⅱ群を経て第Ⅲ群にかけて目に見えて増え、第Ⅳ群で減少するという連続性が

認められる。これは、土器の系統性の強さをほぼ反映しているように思えるし (目 に見えて減少する第Ⅳ群

2類から磨消縄文土器)、 搬入土器も、この間4匹続的に存在する (搬入土器は第V群 まで顕著)。 金附遺跡の

土器は、縄文 /弥生の時代の画期には左右されておらず、第Ⅵ章に見たように、石器生産についても土器と

同様である。

搬入土器が比較的顕考に継続的に認められるというのは、何を意味するのだろうか。本遺跡は、石器製作

跡なので、その対価 (あ るいは対価の入れ物)と 考えるべきだろうか。中でも、阿武隈川流域との結びつき

が強いことが窺われるが、交易相手と見るべきであろうか。

本遺跡では明らかな移入品として他にアスフアルト塊がある (第 4表 198)。 O123グリッド・1層から出

土したものである。掲載土器がなく、また自然堤防上で表土が浅いため混入土器が多く不確かだが、層から
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言えば谷起島式期である。本遺跡のこの時期には、第 258図 2040の秋田県横長根遺跡 (若美町教育委員会

1984)付近の土器に似ると指摘 された破片がある。その ものではないらしいが、この時期 この地域 と何 らか

の交流があつたことは確実である。搬入あるいは影響 を受けた土器が存在する時期 。地域については、同様

に考えて良いのではないか。
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追言己

岩手県における弥生土器研究の第一人者、岩手県教育委員会文化財保護監故小田野哲憲氏が、調査中に本

遺跡 を訪れたことがあった。その時は ST01捨 て場の覆土 をやっと剥 ざ終わった段階で、残念なが ら土器に

ついて御教示 を受けることはできなかった。

平成 17年 7月 23日 (土 )、 小田野氏の一周忌に合わせて、岩手考古学会第 34回研究大会「岩手県におけ

る弥生前期か ら中期の諸問題―土器型式 と地域間交流―」が開催 され、石川 日出志氏 を初め、氏に縁のある研

究者が集い、研究発表がなされた。まさに、金附遺跡の報告書作成のために開催 されたと言って も良いよう

な研究大会で、大変ためになった。翌日には、当セ ンターにおいて金附遺跡の土器を見ていただ き、多 くの

御教示をいただいた。異系統土器のほとんどは、この時の御教示によるものである。
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第 533図  金附遺跡の大洞 A′ 式古土器
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第 534図  金附遺跡の青木畑式古 (大洞 A′ 式新)土器 (2292は 大洞 A′ 式古 ?)
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第 536図 金附遺跡の合起島式土器



Ⅷ 考 察

2 縄文時代晩期末～弥生時代前期土器の製作・使用状況

文様の系統などの型式編年的観点からは、縄文時代晩期末から弥生時代前期にかけて強い連続性 (系統性 )

が見られ、この間に大 きな変化はほとんど見られなかった。器種 として蓋が出現するのが、縄文時代と弥生

時代を分ける、ほとんど唯―の違いといって良い (他の地域では、遠賀川式系土器 も)。 それでは、その蓋

はどのように使用されたのだろうか。土器の製作や使用の状況には、変化は認められるだろうか。十分な検

討はできないが、これらの問題について少 し考えてみたい。幸い、平成 16年 12月 に所内の研修で、北陸学

院短期大学の小林正史氏から、焼成時の黒斑、使用時のスス・コゲについて若千の指導を受けることができ

たので、黒斑、スス・コゲを中心に検討 していきたい。第 537図 ～第 573図 は、小林氏の指導を元に金子が

作業員に指示 して作成 したものである。スス・コゲが認められる器種・器形のうち基本的に底まで残ってい

る土器について作成 した。僅かな時間の研修だけで理解が十分でないと思われるので、間違いが存在する可

能性が高 く (下の記載についても同様である)、 御配慮いただければ幸いである。

①製   作

(1)黒斑から見た焼成状況 (第 537図 ～第573図 )

深鉢は、一般的な縄文土器と同様の黒斑を持つものがほとんどのようであり 御 林ヽほか 1999、 2003)、 中

に薪を差し込んで焼いているようだ。小型の鉢や浅鉢は、黒斑が残っていないものも多く、はっきりしない

部分もあるが基本的に深鉢類に準じているようだ。また、縄文土器と弥生土器との間に違いはないようである。

蓋は、傘の外側に黒斑が付 くことが多く、特に把手頂部からその底への付着が顕者である。傘の内面に付

くものも比較的多く見られることから全部そうだとは言い切れないが、基本的には傘を下にして置き周囲に

薪を立てかけて焼いているのではないだろうか。内面に見られるのは、途中で倒しているためか。内面に見

られるのは小形に顕者なことから、小形の場合は必ずしも傘を下にして置いていないのかも知れない。

(2)その他

山王Ⅲ層式の精製土器に金雲母を多く含むことは、よく知られている (須藤 1983ゃ .5)。 本遺跡の様子を

見ると、青木畑式にも見られ、大洞 A′ 式古にも僅かながら確認された (第 387図 3602な ど)。 しかし、顕

著になるのは山王Ⅲ層式からである。

色調も、山王Ⅲ層式は、焦げ茶色というか、土色帖で言えば黒褐色 (7 5YR3/2)～暗褐色 (7 5YR3μ)を

呈しているのが特徴的である。それ以前の土器が、赤みというか「橙み」(7 5YR6/8)を 呈するのに姑し、そ

の違いは比較的顕著である。

胎土や色調が、土器製作上においてどの程度の意味を持つのか、わからないが、山王Ⅲ層式期が一つの画

期となっている可能性がある。これは、この時期に磨消縄文 (単なる帯縄文でなく文様内に)が復活すると

いう大きな変化が見られる点にも符合する。

しかし、色調と磨消縄文以外の変化については漸移的で、また縄文と弥生時代の境にも符合しているわけ

でもない。

②使用状況―スス・コゲー (第 537図～第573図 )

小林正史氏が、金附遺跡の北北西約 3kmに ある北上市九年橋遺跡の縄文時代晩期後半の土器について分析
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したのと同様の傾向を示す。すなわち、「コゲが付かない土鋼は特小型にしかない点と、特大型でも高い比率

で水面下にバンド状コゲが付 く点が特徴です」 (小林 1999:p7)。「出土土器量が多い東北地方中部の縄文晩

期では、浅鉢に炭化物が付 く比率は低いですJ(同 :p45)。

弥生時代から新たに出現する蓋はどうだろうか。今回の調査では、文様を持つ装飾性の高い蓋は稀だが、

第 573図 1874や 3677は器形が顕者に異なり、重用の蓋の可能性がある。第 238図 1809と 第 243図 1872の

ような重には口縁部に貫通孔が巡 り、おそらく蓋とセットになるのだろうが、同じく貫通孔を持つ蓋は今回

見つけられなかった。なお、第 103図 208を 見ると、合わせ口土器棺墓で深鉢と組み合うのは高郭に非常に

近い装飾蓋のようである。

これら以外の大部分は煮炊 きに使われたものと思われる。基本的には傘とす巴手からなる形態がほとんどを

占めるが、中には第 573図 2106、 3618の ようなやや異形のもの、さらには把手部を持たない第 573図 2181

のようなものも存在する。

スス・コゲの付 き方としては、口端に帝状に巡るものとほぼ全体に及ぶものなどが見 られるが、大 きさな

どで顕者なまとまりは読みとれない。 しかし、第 568図 に示 した大きさの一群は、中央に巡るということで、

他の大きさのものに比べ、比較的統一性が見られる。これらは主として「かぶせ蓋」として使用され、他は

主として「落とし蓋」として使用されたことを意味するのであろうか。

小林正史氏によれば、弥生土鍋においての蓋は、「大半が落とし蓋」 1/1ヽ林 1999ゃ。47)と のことである。

東北地方の中でも明らかに稲作が行われ米を炊いていたであろう、弥生時代中期の官城県仙台市中在家南遺

跡 (仙台市教育委員会 1996)の蓋 も、落とし蓋と考えている (p.50)① 中在家遺跡の蓋は、桝形囲式のもの

で、金附遺跡の山王Ⅲ層式のものと比べ、把手が退化 して「つまみ」と呼ぶような状態になり、逆に傘の部

分は発達している。この違いを、単に時期による型式変化によるものとすべきか、用途が異なるためと考え

るべ きか。

岩手県の蓋については、小田野哲憲氏の先駆的研究があり (小 田野 1983)、 炭化物の付着状況から「かぶ

せ蓋」と「落とし蓋」の区分 もしている。そして、「す ぐに『米』と結びつけるつ もりはないが、いずれ従

来は無かった食糧の調理に蓋形土器は大いに使用されたであろう。新 しい食糧 として米だけに限らずアワ、

ヒエなどの穀類一般を想定することは、あながち見当違いとは言い切れぬであろう」(p.73)と している。

今回の調査では、炭化米や籾圧痕など米の存在を裏付けるものは全 く出土 しなかった。これをもってして

米がなかった証拠とするわけにはいかないが、小田野氏が指摘 した米以外の穀類の可能性は今後も検討 して

い く必要があろう。

以上、金附遺跡における縄文時代晩期末～弥生時代前期土器の製作、使用の状況を見てきたが、はっきり

した結論を導 くことはできなかった。しかし、この時期細かな変化は確かに認められるが、どちらかと言え

ば継続性の強さの方が日に付いた。つまり、土器の型式編年的検討と同じ結論 となる。
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第 537図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (1)

- 257 -



2 縄文時代晩期末～弥生時代前期土器の製作・使用状況

0       1:5     10cm

―

- 258 -

第 538図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (2)
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第 539図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (3)
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2 縄文時代晩期末～弥生時代前期土器の製作・使用状況
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第 540図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (4)
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第 541図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (5)
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第 542図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (6)
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第 543図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (7)
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第 544図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (8)
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第 545図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (9)
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第 546図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (10)
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第 547図  金附遺跡の黒斑・ スス、コゲ痕 (11)
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第 548図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (12)
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第 549図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (13)
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第 550図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (14)
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第 551図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (15)
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第 552図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (16)
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第 553図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (17)

- 273 -



2 縄文時代晩期末～弥生時代前期土器の製作・使用状況

0     1 :5    10Cm

―

- 274 -

第 554図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (18)
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第 555図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (19)
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第 556図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (20)
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第 557図 金附遺跡の黒斑・ スス、コゲ痕 (21)
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第 558図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (22)
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第 559図 金附遺跡の黒斑・スス、 コゲ痕 (23)
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第 560図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (24)
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第 561図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (25)
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第 562図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (26)
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第 563図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (27)
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第 564図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (28)
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第 565図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (29)
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第 566図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (30)
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第 568図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (32)
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第 569図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (33)
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第 570図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (34)
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第 571図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (35)
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第 572図 金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (36)
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第 573図  金附遺跡の黒斑・スス、コゲ痕 (37)
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器・石製品

金附遺跡の土器については、この間に顕者な変化は認められなかったが、石器については、どうであろう

か。石器は、普通に出土する遺物の中で最も生業や生活・社会を反映していると考えられるので、幾つかの

問題について検討してみたい。なお、環状石斧のように、石器と石製品のどちらに含めたらよいかわからな

い遺物が存在するので、ここでは両方扱うこと,こ する。

(1)組   成

第Ⅵ章に記 したように、石器は、原料も含めると、30× 40× 20cmの コンテナで約 780箱 出土 している。

石器は23,453点、剥片類は683,65913g出 土 した。内訳は、石鏃 223点 、石鏃未成品 411点 、石錐 144点、

石箆 18点、石匙 16点、掻・削器等 A類 (Uフ レイク・Rフ レイク、ピエス・エスキーユ含む)68点、掻・

削器等 B類 9点、磨製石斧 24点、磨製石斧未成品 5,008点、打製石斧 1点、「ハンマー類」13,181点 、台石

1,037点 、砥石 3,000点、石皿 22点、凹石 58点、磨石 231点 、不明 2点、剥片石器製作時の剥片 221,404,96g、

その他 (磨製石斧の製作剥片主体)の剥片 462,254.17gが 調査で出土 した。「ハンマー類」13,181点 のうち、

2,086点は多面体石で、また 493点 は通常の凹石に分類される可能性がある。

石製品は 457点 で、岩偶 1点、玉類 14点、その未成品 69点 、垂飾品 6点、その未成品 10点、有孔石 6点、

琥珀 3点、環状石斧 4点、その未成品 61点、独鈷石未製品 31点 、石冠未製品 2点、陽物型石製品 1点、石

棒 (ほ とんど未成品)8点、石剣類未成品 219点 、不明 (完成品)4点、不明 (未成品)18点である。

縄文時代中期や後期の石器が混 じっているとは言え大きな変動はないはずである。磨製石斧を中心として

環状石斧や独鈷石、石剣類の製作が主として行われていた場所であることは間違いない。石鏃の未成品は、

第Ⅵ章で見たように、この時期の拠点的な集落の一般的な在 り方を示 しているだけかも知れない。少ないと

は言え、石匙や不定形石器、石皿も出土しているので、単なる製作跡ではなく集落跡でもあったのだろう。

何より、大量に出土した土器が、それを裏づけるものと思われる。

第 574図 、第 575図 に、晩期の代表的な遺跡の石器組成を示 した。目に付いた報告書のうち、出土石器が

100点 を越えていて他時期の土器の混 じりが比較的少ないものを選んだだけで (川 岸場Ⅱ遺跡は混 じりが多

い)、 ここから云々するのは問題が多いが、最大公約数を捜せば、それほど的はずれな結果は出ないと考える。

これを見ると、晩期の遺跡は、石鏃もしくは石匙や不定形石器が突出する遺跡が多いことがわかる (尖頭器

とされているものの多 くは、石鏃の未成品と考えて良いだろう)。 また、この中で基準となるのは、比較的短

期間に営まれ、立地からそれほど偏った生業でないと判断される、岩手県盛岡市本宮熊堂 A遺跡である。他

の遺跡と比べて、実にバランスの取れた石器組成を示 している。

以上の点に配慮 して再び金附遺跡に戻る。石器製作跡と通常の集落跡を比較するのは意味がないので、そ

れ以外の器種をみると、石錐や磨製石斧、磨石や凹石、石皿に比べて、石匙や不定形石器が極端に少ないよ

うに思われる。

本遺跡の石匙の検討結果 (第Ⅸ章))を他の晩期の遺跡にも敷行できるとすれば、主として動物の解容作

業に使われたことになる。あるいは毛度の加工 (皮なめし)ま で含めても良いのだろうか。第 574図 、第 575

図によれば、石匙と不定形石器の両方とも多い遺跡は少なく、もし補い合う関係にあるとすれば、不定形石

器も同様に使われる道具であるのかも知れない。
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Ⅶ 考 察

想像に想像を重ねてしまったが、いずれにしろ、本遺跡では、礫石器製作関係の石器が多いと共に、石匙

と不定形石器が少ないのが特徴と言える。礫石器製作を主体とする生業と石匙や不定形石器を使用する生業

とは両立しないのかも知れない。なお、第Ⅶ章で見たように、石器の製作は、晩期末から弥生前期まであま

り大きな変化はなく続くようである。

(2)石   材

前任者から、基本的に本遺跡の石材は近接する北上川起源であるとの見通しを示されていたが、この方面

の知識のない報告者 (金子)に は、よくわからない。また、この地域の石材についてまとめた論孜もないよ

うである。したがって、現時点で明らかになることは少ないが将来に向けて、幾つかの器種の石材について

検討してみた。まず、本遺跡で作っていた、石鏃、磨製石斧、石剣類、環状石斧、独鈷石、玉。本遺跡での

製作品なら、周辺の石材の在り方を反映しているだろうとの見通しによる。基本的に100点 を越えないと有

意味な結果と言えないが、環状石斧や独鈷石にそれを求めても無理であろう。玉は、遺跡によっては100点

を越える場合もあるだろうが。この他に、多面体石器を取り上げてみた。主に磨製石斧を敲くための石器で

あり、磨製石斧より珪質で硬く緻密な石材でならねばならない (阿部 1990)。 つまり、特に石材を選ぶ石器

で、そんな石でも近接する北上川河原から拾ってきたのか検討してみたのである。

掲載していないものが大部分なので、第 5表に、その内訳を示した。結果を示したのが、第576図～第 579

図である。以下、特に気の付いた′点について述べていく。

まず、石鏃。黒曜石の少なさに、石材を近隣に求める本遺跡の特徴が窺える。それでも鋭利さを追求する

ゆえか頁岩に拘つていると言える。頁岩への拘りは、石剣類にも見られ、さらに何故か独鈷石にも認められ

る。もっとも、独鈷石の場合は、対象点数が少ないことによる偶然の可能性も高い。玉類は、加工しやすい

凝灰岩とそれに硬さをプラスした頁岩を選んでおり、残りの石材の点数から考えれば、偶然でなく必然の可

能性が高い。

その他の環状石斧、磨製石斧、多面外石器は、石材が分かれることを積極的に評価した方が良いようだ。

磨製石斧は、製作点数が多いので選んでいられないのだろう。多面体石器も同様で、とにかく硬くて緻密な

ら何でも良いという姿勢が窺える。環状石斧が分かれるというのがよくわからない。点数も少ないのだから、

もっと積極的に石材に拘っても良いように思うのだが。用途を推測する手がかりになるかも知れない。

(3)そ の 他

その他、幾つかの点について検討 してみた。

・石鏃の完成品と未成品の大きさの違い

内訳を第 6表に、結果を第 580図 に示 した。当然といえば当然だが、未成品はバラつき、完成品より大き

い方に偏るのに対 し、完成品は比較的集中している。未成品の中でもより完成品に近い 122の方がバラツキ

が少ないのも納得できる。完成品は、幅に比べて長さが比較的バラついており、これはおそらく欠損による

再生の有無を物語っているのであろう (三上 199o)。 したがって、本遺跡は、石鏃を作るだけではなく使用

もしていたことが窺われる。

・磨製石斧の完成品と未成品の大きさの違い

内訳を第 6表に、結果を第 581図 に示 した。石鏃と同様で、完成に近づ くにつれ一箇所に集中してくるが、

石鏃と違って破片がほとんどで全体のわかるものが少なく、それ以上はよくわからない。
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器・石製品
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第 574図  縄文時代晩期の石器組成 (1)
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器・石製品

・環状石斧の完成品と未成品の大きさの違い

内訳を第 6表に、結果を第 582図 に示 した。磨製石斧と同様で、完成に近づ くにつれ一箇所に集中してく

るのはわかるが、それ以上はよくわからない。

・多面体石器の廃棄時の大きさ

内訳を第 6表に、結果を第 582図 に示 した。分類が不適当でわかりづらくなってしまったが、1～ 4は大

きさで、B、 Cが使用痕が認められるものである。4cm付近のものは破片 (0類 )を 間違って分類 している可

能性もあり、基本的には6cmよ り小さくなってしまうと耐用限度を超え、捨てられる運命にあったと考えて

良さそうである。これは、手の大きさと敲打という激しい作業におそらく関係しているのだと思われる。す

なわち、これより小さいと手を打ち付ける恐れが高いということであろう。

組成に示したように、本遺跡は石器製作跡であり、この点に関しての多くの情報が含まれているはずであ

る。特に磨製石斧については、東北地方でも有数の製作跡であり、検討すべき課題も多く、文献もそれなり

に集めてみた。近年刊行された報告書では、新潟県朝日村アチヤ平遺跡が石器製作跡であり、詳細な分析が

なされているが (朝 日村教育委員会 2002)、 東北地方では、まだ規模の大きな石器製作跡の報告はないよう

であり、本報告書の果たす役割は大きいのであろう。

しかし、遺物水洗が終了してから1年 4ケ 月後に図版まで終了するというスケジュールでは、土器を中心

として各層の時期を示すという調査成果の基本中の基本を示すにとどまり、その他は遺物の観察表を作成す

るだけで精一杯であつた。石器に不慣れな報告者 (金子)は、最も多く未成品が発見された磨製石斧につい

ても、剥離中敲打‐研磨という通常の製作段階を経ていること、研磨段階での失敗は少ないこと、など当たり

前の事実以上の知見を短期間の観察で得ることはできなかった。

ただし、第Ⅲ章で述べたように、遺物はなくなるわけではない。各層の時期は示したつもりなので、これ

を元に石器について再整理することも十分可能である。意欲的な研究者を待望するものである。
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環状石斧 (未成品)

的万 出土地点 百質 備考

M 20 23b2層 凝灰岩 (興羽 完

'レ

品

22 23h2層 デイサイト(興羽) 年形品

N 13 五層 閃緑岩 (北上) 字形品

M 244b居 、M l 16 4b層 砂岩 (奥羽)

254h属 デイサイト(興羽)

M
M

■, 1る rT a層 トレンチ

22 2 Ⅳa層 トレンチ
砂岩 (奥羽)

‐
t山岩 (興羽 )

221層 砂岩 (奥羽)

3 Ⅳa僧 トレンチ デイサイト (奨羽)

デイサイト(興羽)

" 4 
Ⅳa層 トレンチ 安山岩 (奥羽)

И 25 Va暦 トレンチ 猛灰者 (奥羽,

山岩 (興羽)

MⅡ 13 34層 デイサイト (鳳羽〕

MⅢ 21 2‐ 3b婚 烹山岩 (奥羽)

M¶② Ⅳ層上部 刃緑岩 】ヒ上)

MⅡ① Ⅲ～Ⅳa層上部 疑灰岩 奥羽)

N15 4層 責山岩 奥羽)

疑灰岩 奥羽 )

N16 H Ⅳa層 トレンチ 癖灰岩 E羽〕

NⅡ 7 8 Va婚 トレンチ り岩 (

「
2層 と4b罵 トレンテ 砂岩 ( 羽 )

N1103層 砂岩 (4羽 )

NⅡ 16 21 Ⅳa層 トレンテ デイサイト (奥】】,

NⅡ 19 24 Ⅳa層 トレンチ
=山

岩 (興羽)

N■ 1 3層 疑灰岩 (奥羽)

NⅢ 6 ‖ Ⅳ a層 トレンテ 安山岩 奥羽)

花面閃緑岩 lHヒ上)

171 012 1層 デイサイト(ユ羽〕

01222層 疑灰岩 奥羽)

独鈷石 (未成品)

番号 出土地点 石質 備考

L Ⅱ24 2b層 デイサイト (奥羽)

LⅡ② Ⅲ～Ⅳa暦 トレンチ こ岩 上)

しⅢ② Ⅲ～Ⅳa層 トレンチ 葺岩 ‖ヒ上)

MⅡ 4 3層 買岩 (北上)

M15 34層 Hl統岩 (北上)

M19 16 Ⅳa居 トレンテ 旺縦拮 Iヒ上)

M11534層 凝灰岩 (奥羽)

M11623b2層 ］石 上)

M1232層 葺岩 Iヒ上)

MⅢ l,6 Ⅳ a層 トレンチ 百井 L)

MⅡ 21 9浮 ］石 上)

MⅢ 22 2 Ⅳ a層 トレンテ 頁岩 (興羽)

MⅢ② Ⅲ～Ⅳa層 上部トレ
ツチ

頁岩 (北 ヒ)

N134b層 頁を (北上 )

N1163層 を山井 (n羽 )

NⅢ 1 4c層 ホルンフェルス (北上

NⅢ 2 4c唇 頁を 1ヒ上)

NⅢ 4,5 Ⅳa層 、ST01 T〔 百井 ユ羽

200 NⅢ 7 4c下層 山
石 奥羽

NⅡ 16 45層 砂岩

OI, 1層 肝組据 (ヤ「

O15 2層 【石 上

204 013 3層 膏岩 (北_L)

oTa R Wa層 トレンチ F1/N岩 ト

Ⅶ 考   察

第 5表 石質分析資料一覧

※ 第 5～ 6表 (お よび第576～ 582図 )は、個々の遺物の観察表作成前に作成したもので、個々の遺物の

観察表と若千違う点がある。

玉 (未成品)

番号 出土地点 石質 備考

葺措 (興羽)

LⅡ 24 25 Ⅳa層 トレンチ 頁岩 (奥羽

LⅡ 7 10層 凝灰岩 (奥羽)

Ⅲ9 10層 羅灰措 (襲羽)

Ll110 1c層 凝灰岩 (奥羽)

LⅢ 16 3中 層 糀灰岩 (奥羽)

Ⅱ 16 21 Ⅳa層 トレンチ 羅灰岩 (興羽)

LⅡ 18 10層 摩辰岩 (鼻羽)

LⅢ 19 23b2層 中石 (奥羽

LⅢ 21 10層 凝灰岩 (奥羽)

L ll123 34層 摩灰岩 (工羽)

LⅢ 23 3-4層 凝灰岩 (奥羽)

M115 Ⅳ a層 トレンチ 貫岩 (興羽)

M1253層 百岩 (R羽 )

M1254b壇 (SN16焼土下) デイサイト (奥剪】)

M125 2「 Ⅳ a層 トレンチ 凝灰岩 (奥羽)

M16 3上層 摩灰井 (4羽 )

MⅡ 10 Ⅳb層 疑灰岩 (奥羽)

M1106層 凝灰岩 (興羽)

M113, 18 Ⅳ a層 トレンチ 浄灰岩 (黙羽)

MⅡ 22 23 Ⅳ a層 トレンテ 凝灰岩 (奥羽)

53 M1232層 頁岩 興羽)

54 MI,3,3 Ⅳa層 トレンテ 百岩 H羽 )

55 MⅡ 25 23b層 負君 奥】】)

56 N15 5層 頁岩 興羽)

57 NⅡ 3 4b層 百舛 旦羽〕

NⅡ 4 3層 負者 奥】】)

59 NⅡ 4 4b層 罷灰岩 (興羽)

N址 3層 言岩 (4羽 〕

61 NⅡ 10 45層 貴君 (奥】】)

Q N11545層 罷灰岩 (興羽)

63 N117, 18 Ⅳ a層 トレンチ 浄灰岩 (■羽〕

64 NⅡ 19 45層 凝灰岩 (奥羽)

65 NⅡ 19 45日 頁岩 (興羽)

66 NⅡ 24 4‐5層 百井 (■羽〕

67 1 45層 凝灰岩 (奥羽)

68 NⅡ 1 2 rva層 トレンチ 頁岩 (興羽)

69 言鍔 (■羽〕

N124e層 凝灰岩 (奥羽)

71 NⅡ 6 卜2層 買岩 (興羽)

72 壻猫 (】 比L〕

73 NⅡ H 45層 凝灰岩 (奥羽)

74 12日 頁岩 (奥羽)

75 N■ 16 12b層 百岩 (翼羽〕

NⅡ 16 23b2層 貞君 (奥羽)

77 N11645層 凝灰岩 (興羽)

78 N皿∪ Ⅳa層 百井 (4羽 )

OⅡ 2 3漕 凝灰岩 (奥羽)

80 O133層 買岩 (奥羽)

81 014 4ち 層 浄灰崇 (4羽 )

82 OⅡ 11 2層 真岩 (奨羽)

83 I 2層 凝灰岩 (興羽)

閃緑岩 (ヤ L)
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器・石製品

石父1類 (未成品)

者号 出土地点 石質 種類
尾大計 ll植 にm)

備考
長 さ 幅

質岩 (北_D 2

LⅢ l1 2b層 葺州 |】監「 2

L11223b2層 l1/岩 (北上) 3

L116 17 Ⅳa層 トレンチ 頁岩 (北上) 〕

231 M120 23b2層 百暑 日化上) 〕

M124 4o層 更岩 (北上) 3

M132c層 頁岩 (北上) 2

M1523b2層 ホルンフェルス(1と L) 〕

M■ 53層 頁岩 (北上)

M■ S 10 Ⅳa層 トレンチ 貫岩

M192b層 百岩 (1ヒ L)

M19 Ю Ⅳ a層 トレンチ 買岩 (北 _ヒ )

MⅡ 12 17 Ⅳa居 トレンテ

上から60cm下まで
買岩 (】 ヒ上) 2

MⅡ 13 1上層 珪化木 (北上 ?)

M11423b2屠 買岩 2

M1152b居 百科 (北上 3

M1203層 砂岩 (北

M1213層 砂岩

貫岩 (北上

M Ⅱ22 23b層 ホルンフェルス(北 ヒ

M Ⅱ 23 23b2日 頁岩 2

岩 (北上 3

M123 3 Ⅳ a層 トレンチ 頁岩 (北上

MⅡ 24 23悦 層 買岩 lA

耳И 4 Va層 トレンチ 葺岩 北上

〕‐4層 買岩

2b思 買岩 北上 3

砂X 】と上 3

16 Ⅳ a層 トレンチ 砂岩

257 23b2層 砂岩 北上

Va層 トレンチ 買岩 】ヒ■

MⅣ① 南端トレンチⅣb～

V層
買岩 3

冨岩

NIS I Ⅳa層 トレンチ 砂岩

N1105ほ 北上

貰据

NIS 4b層 更岩

NⅡ 6 12屠 北上 2

N110,15 Ⅳa層 トレンチ

上から15～ 30cmま で
買岩 (北上

NⅡ l Чc唇 貝岩 9ヒ上)

貰指 3

NⅢ 1 2 Ⅳa層 トレンテ 頁岩 (北上

NⅡ 7 4c下層 貫岩 3

N‖ 7 12 Va層 トレンテ 百岩

NⅢ H 4層 買岩 (北

OⅡ 3 45層 買Fi 2

TV aロ トレンチ 賓鍔

P12 1層 木ルンフェルス(】ヒ上)

P12 Ⅳ a謳 トレンチ 岩 0ヒ上

百拷 北上)

L120 3上 層 ?岩 (北上)

L Ⅱ24 2b層 頁岩 (北上

しl110 2b層 賓井

LⅢ 12 2‐ 3b2層
ホルシフェルス (朽

摺石混入)(北上)

lA

阻 2‐3b2層 頁岩 (北

34層 買岩 (北

23b2層 買岩

阻 2b層 上

LⅢ 18 34層 買岩 (北上

LⅡ tB 10層 頁岩 北上 )

LⅡ 20 10層 ホルンフェルス(1ヒ上l

Ll117 22 Ⅳal曽 トレンテ 頁岩 (北上) lA

Ⅱ 17 22 Ⅳ a層 トレ チ 頁岩 (北上)

L Ⅱ 17,22 Ⅳa層 トレンチ ホルンフェルス(1に LI

L120 25 Ⅳ a層 トレンチ 買岩 (北上) lA

120 25 Ⅳ a層 トレンチ 買岩 (北上)

L1241 25 Ⅳ a層 トレンチ 百井 (Hr「

LⅡ 24 25 Ⅳ a層 トレンテ 買岩 (北上)

石剣類 (未成品)

番号 出土地点 石質 種類
rtttll涸 ‖値(cm)

引i考

L Ⅱr49 Ⅳ a層上剤∫ 買岩 (北 ヒ) lZ

頁岩 (北上)

Ⅳ RT層 主で ホルンフェルス(ヤ上) lZ

15 2‐ 3b層 頁岩 (北上) IA

15,3bほ 頁岩 (北上)

頁岩 (北上)

15 20 Ⅳa層 トレンチ 買岩 (北上) lA

2023b2層 閃緑岩 (北上 ) 3

賓岩 】ヒヒ) lZ

204b層 頁岩 (北上)

204b懸 ホルンフェルス(北 L)

ホルンフェルス (北上) lZ

20 16 Ⅳa層 トレンチ デイサイト (奥羽)

M124 2‐ 3b悟 (SN15焼 土

下)

頁岩 (北上) lA

244層 閃緑岩 (北_L)

244層 琲岩 (北上) 2

24 Ⅳb層上面 頁岩 北上) lZ

24 4 Ⅳ a層 トレンチ 頁岩 北L)

25 2‐ 3b唇 北上|

貫岩 北上) 2

25,21 Ⅳa層 トレンチ 買岩 (北上)

21 Va悟 トレンチ 貞岩 (北 _L) IA

3 Ⅳa層 トレンチ 貫岩 (北上)

7 Ⅳa層 トレンチ デイサイト(■羽)

2b磐 ホルンフェルス (北上) lA

百岩 (北 _ヒ ) lZ

2b層 II岩 (北 L)

2c懸 ホルンフェルス(北上) 2

3上層 閃緑岩 (北上) lZ

2b層 砂岩 (北上)

2b層 ホルンフェルス (北上) IA

2‐ 3b層 膏岩 (北上 ) lA

23b2層 買岩 (北上)

2b層 夷岩 (北_E) IA

頁岩 (北上 )

3上層 閃緑岩 (北上)

〕懸 ］石 IA

3上犀 膏7i 北上 IA

3_L層 猾岩

2b層 砂岩 2

頁岩 北上 IZ

10 Ⅳa層 トレンチ 責岩

H 2‐ 3b2種 ］石 Hヒ L 2

葺岩 北上

132b層 世
石

14 15 Ⅳ a層 トレンテ ］石

14 19 Ⅳ a層 トレンテ 買岩 北上

15 20 Ⅳa層 トレンチ 中
石

1も 4b僧 ホルンフェルス (北上)

買岩 (北上

174b層 ボルンフェルス (北上) lZ

74b層 真岩

頁井 (北上

203層 買岩 (】ヒ土 lZ

14bほ 買岩 (北上

l1/N岩 (北■

224b層 砂岩 (北上

22 2 1Va層 トレンテ 紛岩 (北上

22 23 Va層 トレンチ 頁岩 北上

23 2‐ 3b層 買岩 (北上

M 2323b2思 ホルンフェルス (北上)

234h層 ホルンフェルス (北上} lZ

234b層 買岩 (北上) 3

242b暦 頁岩 興羽 )

И 4TV a層 トレンチ 百岩 (】 化_「

M 24 4 Ⅳ a層 トレ 琲岩 (北 比)

M 24 4 Ⅳa唐 トレンテ ネルンフェルス (北上) lZ

И 4Va層 トレンチ 百岩 (ヤ _ヒ

"25 
Ⅳ a層 トレンテ ホルンフェルス (北上) lZ

M 25 12層 砂岩 (北上 ) 2

2S i Va層 トレンチ ホルシフェルス(1に L)

(次買へ続く)
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石剣類 (未成品 )

番号 出土地点 石質 極類
最大謝川1値 化n)

怖考

M125 5 Ⅳ a層 トレンテ 貫岩 2

頁揖 2

MⅢ 1 2 Ⅳ 2層 トレンチ 頁岩

MⅢ 1 6 Ⅳ a胴 トレンテ 負岩 2

猾岩 北上 3

M I14 23b2層 魔稲岩 (北 L)

MⅢ 6 7 Ⅳa懸 トレンテ 買岩 tZ

H‐ 舛 】ヒ上 IZ

M1934層 買岩

MII, 2b懸 】し「 2

貫岩 北 L 2

MIIH 34属 頁岩 】ヒ

MⅡ ‖ 1る Va層 トレンテ 北 L 2

MⅢ 21 23b層 買岩 】ヒト 3

MⅢ 21 4b層 買岩 北上

MⅢ 21 l Ⅳa層 トレンチ 北上 2

百培 】ヒ■) lZ

M12423b2層 頁岩 北上)

M■ 248層 ホルンフェルス(北上) lZ

頁措 (北_L) 2

MⅡ② Ⅳ層L部 頁岩 (北上)

M■ 0 4層 まで ホルンフェルス(1ヒ L) lZ

百措 IA

NIIS Ⅳa層 トレンチ 頁岩

N122 SI～ Ⅲ煙 山石 0

頁岩 lA

NⅡ 4 4b層 ‐ｎ石買

N14 5 Ⅳa懸 トレンチ 石̈ 2

NⅡ 4 5 Ⅳa居 トレンチ 頁岩 lA

NIS 3層 頁岩 (北上

N15 3)曽 貞岩 9ヒ 上 2

頁岩 (北 と,

NⅡ 5 4b層 閃緑岩 (北上)

N16 12層 ホルンフェルス(北上 lZ

頁を

N Ⅱ 15」 5思 買岩 (北上

Nl17 22 Ⅳa層 トレンチ

Lか ら30cnま で
頁巻 (北上)

NⅡ 19 24 Ⅳ a層 トレンチ 聡岩 (Hヒ上

Nl19 24 Ⅳ a周 トレンチ ホルンフェルス (北上 lA

ホルンフェルス(1ヒ上) lA

NⅡ① Ⅲ層 砂岩 (北上

NⅡ 1 2‐ 3b2層 貞号 (北 2

頁岩 (北 ヒ

NⅢ 2 4c■ 属 頁岩 (北

NⅡ 9 4‐ 5上暫 ホルンフェルス(北 ヒ, 2

ホルンフェルス(北 r)

NⅢ 6 4b唇 買岩 (北上

NⅡ 6 ‖ Ⅳa婚 トレンチ 貫岩 (北 2

買岩 (北上

NⅢ 8 45上 層 頁岩 (北上

NⅢ 16 4c思 ホルンフェルス(北上) 2

貰岩 (北上 )

005 Ⅱ詈

O12 Ⅳ a層 トレンテ 負岩 (北上 IA

4 Va層 トレンテ ホルンフェルス(】ヒ上)

O1153悟 頁岩 (北上)

O121 Ⅳa居 トレンチ ホルンフェルス(北上)

ひ岩 (北 工) 2

012 3婚 頁岩 (北上) lA

OⅡ 3 3居 月緑七 (北 L)

ホルンフェルス(1と上)

013 3唇 頁岩 (北■)

OⅡ 3 45懸 ホルンフェルス(北上)

耳井 (北 lZ

O17 1月 買岩 (北■ lA

OⅡ 7 2層 寛巻 (北「

017 8 Ⅳa層 トレンチ 巨岩 (】 ″ 2

更岩 (北上 lA

o ⅡQ)IIl層 買岩 (北上)

01② Ⅲ層 ホルンフェルス (引[L) lZ

P13 1層 貫岩 (北上)

石鏃

春弓 出土地点 石質 種類
競犬言i則植 (en)

柿考
長さ

26 SK87上坑 頁岩 (奥羽) 未成品

N123(層 位不TIB】 興羽)

頁岩

M Ⅲ 1 23b2層 買岩 (奥羽)

N133層 興羽)

買岩 奥羽 }

N125 4層 赤色頁岩(奥羽) 未成乱

NⅢ 6 1l Ⅳa思 トレンチ 興羽) 未成品

貫岩 ■羽) 未成I孔

NⅢ 8 4c中 唇 と質 岩 (奥粉) 未成汗

M122 23 Wa層 トレンチ
頁岩 (兜羽) 121 未成品

3Ⅷ 21ベ ルト El層 買岩 (奥羽)

L120 1'曽 負岩 (興羽)

赤色頁岩 (襲羽)

LⅡ 20 25 Ⅳa層 トレンチ 買岩 (奥刑) 21

L123 2b層 赤色 岩 (奥羽)

赤色 岩 (庭羽)

LⅡ 25 1層 買岩 (奥羽)

LⅢ IS 2b層 赤色 岩 (興羽)

」Ⅲ16 3■属 頁岩 (F/t羽 )

LⅡ 17 22 Ⅳa層 トレンチ 頁岩 (奥羽)

L Ⅲ 18 23b2層 貞岩 (奨羽)

とⅢ222b周 密山 (4羽 )

LⅣ① Ⅲ層まで H‐ 岩 奥羽) 21

LV③ Ⅲ層まで ］石 奥羽)

Ⅲ屑女で 膏岩 兇羽)

201ほ 頁岩 奥羽) |

16 Ⅳa漕 トレ 赤色 岩

赤色百岩

5層 (SN16焼 上下 未仕百岩 (4羽 )

21 1Ta層 トレ チ ］石 興羽)

25 21 Va層 トレンチ 膏を (現羽)

7 8 う層 (暗褐色) ホ仕冨岩 (4羽〕

102b)曽 史岩 (製羽)

貰岩 (奥羽 )

H I層 Tズ イ(H刑〕

11 1懸 赤色

如石 兇羽)

1223b2層 押
石 奥羽)

164b層 石̈ 奥刑)

(興羽)

1723b2層 買岩 発羽)

真岩 (興羽 )

17 18 Ⅳa属 トレンテ 頁岩 (見羽)

182b層 赤色買岩 (奥羽)

19 3層 赤色

頁岩 (良羽)

223層 頁岩 (奥羽)

224b層 真岩 (奨羽)

百岩 (堤

22 2 Ⅳ a層 トレンテ 頁岩 (奥羽

3 Ⅳa暫 トレ チ 真岩 (奥羽

葺井 (4

2423b2属 買岩 (奥羽)

24 4 Ⅳa層 トレンチ 真岩 (興羽)

「la層 トレンチ 木仕葺岩

M 24 4 Ⅳa肝 トレ 珪質買岩 (奥羽)

M 25 卜2ほ 王スイ (興羽)

貰岩 (墜羽)

M 25 5 Ⅳa唇 トレンテ 頁岩 (奥羽)

M 25 5 Ⅳa思 トレンテ 赤色 岩 (興羽)

貫岩 (現羽)

M1161‐2層 頁岩 (奥羽)

MⅢ 21 1層 貫岩 (興羽) 21

21 2_362日 百岩 (4羽 )

MⅡ 22 1Vatt■ 血? 頁岩 (奥羽) 21

MⅢ 22 2 Ⅳa層 トレンチ 赤色頁岩 (奥羽) 21

23 4‐ 5層 貫■ (■羽〕

MⅢ③ Ⅳa月 上割∫ 買岩 (奥羽) 21

N015 SⅡ ～Ⅲ層 頁岩 (興羽)

貫岩 (■羽〕

(次頁へ続 く)
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器・石製品

石鏃

番弓 出土地有 石質 種類
長大計ll値 にm)

lr考
幅

貫岩 (奥羽)

R岩 (奥羽) 〔21

王ズイ (民羽) 〔21

105層 茉仕耳岩 (H刑

I Ⅳa暦 トレンテ 土スイ (奥羽) 〔21

3 Ⅲ目 膏岩 (興羽) 121

3 11t苦し 膏舛 (ユ羽)

41層 H資貞岩 (奥 /11 121

5 12層 葺岩 (奥羽) 121

5 3層 言岩 (H羽 )

53層 赤色貞岩 (奥羽 21

5 Ⅳ a層 トレンチ 貢岩 (興羽) 121

sI～ Ⅲ層 旨井 (A羽 )

N 8 Ⅳa肝 トレンチ 民岩 (奥】】) 21

N 20 Ⅳa属 トレンチ 更岩 (興羽) 121

百鍔 (H羽 )

N 231層 巨岩 (奥羽) 121

N 25 Ⅳa唇 トレンチ 頁岩 (興羽) 121

巨岩 (■羽

N 4b層 真岩 (北上) 121

N 3層 責せ (貝羽 ) 121

E「 岩 (■羽

N 2‐3b2居 玉ズイ (奥羽) 121

N 4層 頁岩 (奥羽 ) 121

Wa属 トレ チ 言井 (■羽)

N 8 Ⅳa層 トレンテ 赤色買岩 (奥羽) 21

13 Ⅳaロ トレンチ 色買岩 (奥羽)

百井 (単羽

N 5層 赤色買岩 (奥羽)

N 9 10 Ⅳaほ トレンチ 王スイ (奥羽 )

辟暫百措 (bl羽

N 104b層 ll質買岩 (奥羽) 121

104b層 真岩 (興羽) 121

巨岩 (4羽 )

N 104b層 赤色頁岩 (奥羽)

N Ⅳa層 トレンチ 葺岩 (興羽)

百岩 (■羽)

N 121層 買岩 (奥羽) 21

N 134層 赤色夏岩 (興羽)

14 1S Wa属 トレンチ 巨措 (4羽 )

N IS 4層 頁岩 (奥羽)

N 154層 ホ色頁岩 (奨羽)

貫岩 (4羽 ) 21

N 154層 Fl質頁岩 (奥羽)

N 163ほ 王スイ (興羽)

茉仕夏井 (真羽〕 21

N 18 Ⅳa層上間 ? ボ色頁岩 (奥羽)

N 22 Ⅳb層 更岩 (奥羽)

頁岩 (奥羽) 21

N 2445'曽 土質頁岩 (奥羽) 21

N 0)Ⅲ 層 買岩 (奥羽)

■暫百鍔 (■羽

N 4c層 イ (奥】】

N 4c層 麗岩 (奨羽)

百井 (寃羽〕

N 4層 貝岩 (奥羽) 21

4層 と笞買岩 (興羽)

‖ Ⅳa層 トレンテ 巨措 (盛羽)

N 4c下暦 ミ岩 (奥羽)

11 12b層 葺岩 (興羽 )

‖ 4c層 王ズイ (二羽〕

N 12 12層 赤色負君 (奥羽)

12 45下層 買岩 (興羽)

162‐ 3b2層 百井 (ユ羽)

N 164層 赤色貞岩 (奨羽)

0 1層 買岩 (堤羽 )

Ⅳa層 トレンテ 買岩 (奥羽)

員岩 (興羽)

0 Ⅳa層 トレンテ 頁岩 (興羽)

千ズイ(a羽 )

石鏃

な号 出土地● 石質 種類
最大計瀾‖値 にm)

備考
長 さ

0 15 Ⅳa層 トレンチ 買岩 (奥羽)

O1181層 真岩 (興羽) 21

O120 3層 貰岩 (見羽)

買岩 (奥羽)

O1231層 4質負岩 (興羽)

O Ill)Ⅱ 層 頁岩 (晃羽)

Ⅳb層上面 頁岩 (奥羽) 1

3悟 (SN26規 土下 ) 赤色貞岩 (奨羽) 21

〕目 ll質頁岩 (興羽)

2層 百岩 (鼻羽) 1

I婚 Pt質貞岩 (奥羽) I

Ⅳb目上面 世督頁岩 (興羽)

rF a層 トレンチ 百井 (冤羽)

Ⅱ～Ⅳa層上薗 負岩 (奥羽) 1

貫岩 (興羽)

Va層 トレンチ 百岩 (工羽)

P16 2膳 赤色負岩 (奨羽) 1

ST01 T8 貰岩 (興羽)

百据 (n羽 )

ST01 T8 貞岩 (奥羽) 1

ST01 TS 貫岩 (興羽) 1

百井 (輿羽〕

ST01 T8 赤色貞岩 (奥】】,

ST01 T8 頁岩 (91羽 ) 21

干ズイ (4羽 )

ST01 T8 負岩 映 羽) 21

ST01 T8 賢岩 (興羽 ) 21

百井 (翼羽)

ST01 T8 赤色買岩 (奨羽) 21

ST01  T8 赤色買岩 (堤羽 ) 21

未任貰岩 (風羽)

ST01 T8 ヒ賓買岩 (奥羽) 121

ST01 T8 赤色買岩 (興羽) 121

諄暫百井 (■羽)

ST01 T8 負岩 (奥】】) 121

ST01 T8 更岩 (興羽) 121

赤■言州 (4羽 〕

ST01 T8 赤色負岩 (災羽) 121

ST01 T8 王スイ (奥羽) 121

ネ打百措 (軍羽〕

ST01 T8 貫岩 (興羽) 〔21

ST01 T8 赤色頁岩 (堤羽) 〔21

モズイ (4羽 )

ST01 T13 員岩 (奥羽, 121

ST01 T13 頁岩 (奥羽) 121

赤れ百井 (郷 羽)

STOr TY7 負岩 (奥羽)

STOI ,「 土 頁岩 (奥羽)

赤仕百岩 (4羽 〕

天抹 貝君 (奨羽) 1

G Ⅶ 21ベ ルト Ⅳa思 避貿頁岩 (興羽) 22

Ⅶ21ベルト Vaぼ 百措 (棗羽)

クリーエング中 貞岩 (奥羽) 22

Ⅲ属まで 買岩 (興羽) 22

L TV Ⅲ層まで 未任言岩

`n羽

) 22

M 15 20 Ⅳa層 トレンテ 貞岩 (奥羽, 22

M IV b層上面 赤色貫岩 (興羽) 22

23 Va層 トレンチ 買岩 (奥羽) 22

M 25 Ⅳb層上画 貫岩 (奥羽) 22

M Ⅳb層 上面 玉ズイ (堤羽) 22

M 25 5層 (SN16焼 上下) 買岩 (奥羽) 22

M 25 21 Ⅳa層 トレンテ 貫岩 (奨羽) 22

M125 21 Ⅳa層 トレンチ 頁岩 (亮羽) 22

2c層 赤色買岩 (奥羽) 22

1層 貞岩 (興羽) 22

23b層 頁岩 (興羽)

4b層 頁岩 (奥羽) 22

4b肝 赤色買岩 (興羽) 22

23 Ⅳa層 トレンチ 王ズイ (里羽〕

MΠ 2 ah層 千ズイ (4洲 )

(次頁へ続 く)
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石鏃

瞼● 出土地点 石質 種類
最大Fll淑↓値 (cn)

柿考
長さ

M112‐3b2懸 頁岩 (奥羽)

M Ⅲ 18卜 2目 頁岩 9しよ)

MⅨ① Ⅳc層 冨鍔 (翼羽)

MⅨ14N Ⅳ c層 買岩 (奥羽)

Ⅳ c層 貫岩 (興羽)

N [10 Ⅳa層 トレンチ 貰岩 (■羽)

Nl10 5層 赤色買岩 (奥羽)

I 1‐2層 買岩 (堤羽)

N118 Ⅳ a層 トレンチ 更岩 (rI羽 )

N120 Ⅳ a層 トレンチ 頁岩 (奥羽)

N123 Ⅳa層 トレンチ 員を (興羽)

N1244層 ズイ (興羽)

N1252層 ホ色買岩 (臭羽)

頁岩 (製羽)

NⅡ l Ⅳa層 排土 葺岩 (F■羽)

N■ 24b層 頁岩 (奥羽)

132d属 員岩 (奨羽)

NⅡ 3 4b層 冨岩 (毘羽)

NⅡ 4 1婚 赤色貫岩 (英羽)

N154b層 買岩 (奥羽|

N Ⅱ 61 ■ Wa層 トレンチ 玉ズイ (興羽)

N17 12 Ⅳa層 トレンチ 買岩 (奥羽)

N17 12 Ⅳa層 トレンチ (奨羽)

1 Ⅳa層 トレンチ 貰岩 覺羽)

NⅡ 10 15 Ⅳa層 トレンチ

上から15～ 30cmま で
頁岩 奥羽)

N1121層 買岩 興羽)

NⅡ 18 23 Ⅳ a層 トレンチ 王ズ (央羽)

NⅡ 21 2層 貰岩 奥羽) 22

NⅡ 23 2層 赤色頁岩 (興羽) [22

N1645悟 買岩 (奥羽)

NⅡ 7 4c中 屠 赤色ナ (興羽) 22

NⅡ 16 2‐ 3b2層 貰岩 (堤羽) と22

O13 Ⅳ a層 トレンテ 赤色買岩 (奥羽)

018 Ⅱ属 貫岩 奥羽, 22

O1132層 賃措 (興羽)

OⅡ 3 3層 玉ズイ (奥羽)

■63層 赤色5 (奥羽) 22

ST01 T8 貰岩 (民羽) 22

ST01 T8 黒曜石 (産地不明) 22

ST01 T8 赤色買岩 (奥羽) 22

ST01 T8 頁岩 (興羽) 22

ST01 T8 買岩 (奥羽) 22

ST01 T8 頁岩 (奥羽) 22

南西区南端トレンチ② Ⅲ層

の上
買岩 (奥羽)

前砥区南端トレンチ③ rlla摺 赤色頁岩 (奥羽) 22

商西区南端トレンチ① Ⅳa層 赤色頁を (興羽) 2

南西区商端トレンチ⑤ Ⅳa層 買岩 (奥羽) 22

覇西区南端トレンチel Va層 買岩 (奨羽) 22

3Ⅷ 22 Ⅳ a層 葺岩 (堤羽)

LⅡ 15 23b2層 買岩 (奥羽:

Ⅱ202b層 赤色 岩 (奥羽) Ab

L1241層 王ズイ (堤羽) 0

L124 2b層 更岩 (奥羽)

しⅢ7 Ⅳ a層 排土 疑灰岩 (興羽)

Ll120 Ⅳa層 上面 ? 百岩 (■羽)

M123 Ⅳ a層 トレンテ 買岩 (奥羽)

M124 1‐2層 赤色 岩 (奥羽)

M1244層 百岩 (4羽 )

MIS 10 Ⅳ a層 トレンテ 買岩 (奥羽) T Aa

岩 (興羽)

M19 10 Ⅳa層 トレンチ 百井 (嬰 羽) I Ba

Ml■  1層 赤色買岩 (英羽)

買岩 (興羽)

M1142b層 百■ (里羽) 正Ab

M116 12層 買岩 (奥 ]】 )

買岩 (興羽)

M11623b層 赤色貫岩 (奥羽)

坂サ

ンブル

石鏃

春号 出土lt■ 石質 種類
最大TIl削 値 (e ll)

術考
長さ

Ml16 3層 赤色買暑 (奥羽)

163層 赤色 (171羽 ) 巨Ab

M Ⅱ17 4b層 玉ズイ (4羽〕

MⅡ 17 18 Ⅳa悟 トレンテ 赤色買岩 (奥羽) ll Aa

MⅡ 20 1層 玉スイ (興羽) Ⅱ Aa

M Ⅱ21 卜 2層 赤■頁鍔 (■羽 ) Ⅱ 0

MⅡ 22 1増 頁岩 (英羽)

'AaM1223層 頁岩 (興羽)

M122 2 Ⅳa層 トレンチ ホ仕 岩 (奥羽)

M122 23 Ⅳ a悟 トレンテ 頁岩 (奥羽) T Ah

MⅡ 22 23 Ⅳagト レンテ 赤色 (奨羽)

MⅡ 2S I層 葺71 斑羽 )

M1252‐3b層 玉ズイ (奥羽)

M125 23b層 ］石 興羽)

M 254b層 耳措 (曳羽) Ⅱ Aa

M125 5 Ⅳa悟 トレンチ 赤色買岩 (奥羽)

M125 5 Ⅳa層 トレンチ 負岩 (興羽)

Э 境乱 頁州 (堤羽 ) Ⅱ Ab

M Ⅱ21●‐5脂 買岩 (奥羽)

MⅢ 22 Ⅳatti面 ? 睾躍石 (産地不明)

Mよ∪ ⅣC月 買岩 (見羽)

MⅨ② Ⅳe居 買岩 (奥羽)

M Ⅸrl)Ⅳ c居 負七 (奨羽)

MⅨυ ⅣC悟 猛灰州 (興羽)

MⅨO Ⅳo層 買岩 (奥羽)

M Ⅸa)Ⅳ c層 山石 奥羽)

N 城乱 言川 見羽)

N 4 Ⅲ～Ⅳ a婚 頁岩 奥羽)

N 5 1 Ⅳ a層 トレンテ ］石 奥羽)

N 5, 「Ta層 トレンチ 責H 現羽 ) Ⅱ Aa

N 9 Ⅱ層 買岩 (奥羽) T Aa

N lo Ⅳa層 トレンチ 王スイ (奥羽)

N 貫岩 (堤羽)

N μ 買岩 (英羽) T Aa

N 144層 貞岩 (奥羽)

14 Ⅳa層 トレンチ 赤色貰岩 (奥羽)

N 151層 買岩 (奥羽)

N 15 貞岩 (奥羽)

頁岩 (奥羽)

N IS 1 買岩 (奥羽)

N 15 2層 貞岩 (奥羽)

〕層 買71(In羽 )

15 4層 買岩 (奥現) 「 Aa

N 15 Ⅳa層 トレンチ 貞岩 (奥羽) 巨Aa

rr a層 トレンチ 貰岩 (奥羽 )

15 Ⅳa層 トレンチ 早曙石 (産地不明) F0

21 Ⅳa橿 トレンチ 負岩 (災羽) II Aa

23 4層 百岩 (現羽 ) Ⅱ Aa

23 Ⅳa属 トレンチ 瑳質買岩 (奥羽) 「 Ah

23 Ⅳa層 トレンチ 貫岩 (興羽) 圧Aa

25 Ⅳa層 トレンチ 赤&貫岩 (見羽)

25 Ⅳa層 トレンテ 買岩 (奥羽) 「 Ah

14a Ⅲ～Ⅳaほ 貫岩 (奥羽) 圧Aa

1 Ⅳa居〕,土 潮え措阻羽) 圧Ab

N 2“ 層 赤色頁岩 (奥羽) 10

N 24b層 頁岩 (興羽 I Aa

2, 3 Ⅳ a彊 トレンチ 玉ズイ (其羽〕 圧Aa

N 2 3 Ⅳ a層 トレンチ 頁岩 (奥羽) ll Aa

N 3 Ⅳ 2層 トレンチ 頁岩 (興羽

N 2, 3 Ⅳ a層 トレンチ 玉ズイ (電羽) I Ab

61層 頁岩 (奥羽) 圧Ab

赤色頁岩 (興羽 )

N 7 4層 ホ■夏岩 (興 羽) I Ab

N 9 14 Ⅳa層 トレ 珪質頁岩 (奥羽)

王スイ (興羽) 圧Ab

N

上

110 15 Ⅳa層 トレンチ

トら15～ 30cmま で
王ズイ (奥羽) Ⅱ Aa

Ⅳa層 トレンチ 頁岩 (興羽)

Nl12 1目 Er井 (4羽 )

NIIる  1層 赤色頁岩 (奥羽) Π Ah

(次頁へ続 く)
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器・石製品

石鏃

春号 出土地■ 石質 種類
景大,「 秋1値 (cm)

前考

貫井 (奥刑) ll Ab

NⅡ 16 3肝 玉ズイ (奥羽)

NⅡ 16 4b層 赤色買岩 (興羽 )

玉ズイ (

N123 3層 頁岩 (奥羽)

NI③ Ⅲ層 貫岩 (興羽)

赤仕百井 (輿羽 )

NⅢ 1 41層 玉ズイ (奥羽) ll Ab

Nl12 23b2層 避賞頁岩 (興羽 ) I Aa

頁岩 (輿羽)

NⅢ 2 4c層 Fl質買岩 (奥羽)

NⅡ 3 12層 頁岩 (興羽)

赤仕頁岩 (II羽 )

NⅢ 6 4b層 王ズイ (奥羽)

NⅢ 6 4b層 頁岩 (興羽)

赤仕貰井 (■羽) ll Ab

N16 7 Ⅳa居 トレンチ 頁岩 (奥羽) Ⅱ Aa

NⅡ 7 41下思 玉スイ (

NⅡ 7 4c下層 貰措 (4羽 )

NⅡ 7 45下 層 辻質買岩 (奥羽)

NⅡ 8 4e上層 岩 (覺羽) Ⅱ Aa

FL留貰措 (■朔)

NII18 45上居 頁岩 (奥羽) Ⅱ Aa

NⅢ l1 2‐3b2層 頁岩 (興羽)

玉ズイ (

NE112 4層 王ズイ (奥羽)

N E116 4c層 赤色買岩 (興羽 ) Ⅱ Aa

頁岩 (LIBΣ )

NⅢ 16Ч 5層 頁岩 (奥羽)

NⅡ 16 4‐ 5懸 頁岩 (興羽) 圧Ab

赤れ貰岩 (4羽 )

0 SI層 頁岩 (奥羽)

0 S2層 避貨頁岩 (興羽) Ⅱ Aa

赤竹葺岩 (剪 羽)

0 181層 頁岩 (奥羽)

0 231層 赤色頁岩 民羽)

赤色貰岩 奥羽)

0 63層 赤色頁岩 奥羽)

3 Ⅳa懸 トレンテ 赤色買岩 覺羽)

Va層 トレンチ 貫措 (豊羽)

ST01 T8 珪質買岩 (奥羽) Ⅱ 0

ST01 T8 班質頁送 (雙羽)

貰岩 (4羽 )

ST01 TS 買岩 (奥羽) IO

ST01 T8 頁岩 (興羽)

■警頁磐 (4羽 )

ST01 T8 玉ズイ (奥羽)

ST01 T8 エスイ ( 羽 ) 肛Aa

貫井 (4羽 ) 圧Aa

ST01 T8 王ズイ (奥羽)

ST01 T8 王スイ ( 羽 ) 履Ab

百岩 (聾羽〕

ST01 T8 買岩 (奥羽)

ST01 T8 頁岩 (興羽)

千ズイ (■溺)

T13 Ⅳa～Ⅳb居 貞若 (奥】】)

ST01 頁岩 (興羽) Ⅱ0

百岩 (疑羽)

貞岩 (奥羽)

ST01 TY4 買措 (興羽 ) I Ab

南西区南端トレンチ② Ⅱ層の上 言岩 (■羽)

貞岩 (奥

を西区南鮒トレツチ 赤色葺岩 興羽 )

南西区南端トレンチ 百岩 (n羽 ) 打Aa

両西区商端 Il婚 赤色貞岩 兜羽)

南西区南側 表土 黒曜石 (産地不明)

占西ヌ苗la 芙十 百岩 (4羽 )

磨製石斧 (未成品)

洛弓 出土地点 石雪 種類
最大刊涸1値 にn)

怖考
長さ

船井

`北

「 ) 2

3S SK90土坑 2層 真岩 (北_L) 3

N1231層 ホルンフェルス(北 L) 弁形

N12 3 Ⅳ a層 トレンチ 玲岩 (北上
| 完形

N1142層 勁者 (北上) 完形

N12045題 紛岩 (北 比) 字形

NT22 23 Va層 トレンチ 掛井 (北「 ) 宇形

NX① Ⅳc層 勁岩 (北 し,

MI10 1層 閃緑岩 (北 1)

百岩 (北 L)

MⅡ 10 2b暦 ホルンフェルス(北 に, lA

MI10 2b層 頁岩 (北 _ヒ )

賃岩 (H羽 )

M1102b懸
M1102b層 フェルス(北 L〕

猾措 (ヤ 比)

M11023b2婚 IA

M11023b2層 紛岩 (北■)

ホルンフェルス(】イト)

M110 3上 悟 l1/岩 (北上)

Ml10 3上 層 買岩 (北_L)

枡井 (】 k「 )

M110 3上 悟 fVIl者 (北上)

M1103上 ほ ホル フェルス(北 と)

研岩 (北 L)

MⅡ 10 6懸 花同問緑岩 9ヒ_ロ IA

MIЮ  6層 ホルンフェルス(1ヒ L〕

ホルンフェルス(】r'

M1106層 ホルンフェルス(北 上) lA

M1106層 斑椛者 (北_L)

紛井 (ヤ「 )

M1106層 琲岩 (】 ヒ「 ) lA

MIЮ  6唐 紛岩 (北 _し )

閃緑岩 (ヤ「 )

MⅡ 10 6増 琲岩 (北上) IA

M1106層 安山岩 (奨羽)

研培 (】 竹ト

MⅡ 10 6婚 ホルンフェルス(北 ヒ

M1106層 頁岩 (北上) 2

ホルンフェルス(ヤ「)

MI 2‐3b層 負岩 (北上

23b層 ホルンフェルス(北上)

閃緑井 (ヤ「 〕

2‐3b2層 火山際凝扶岩 (北上 P

M] 3b2層 扮岩 (北 _ヒ )

ボルンフェルス(lr「

2‐3b2層 研若 (北上)

M] 3b2層 ホルンフェルス(北上)

M打 11 3あ2層 除■ (北 L〕

MIH 3b2層 対緑岩 (北上)

MIH 3b2層 ホルンフェルス(北上)

MIH 3b2層 買岩 (北上) 2

MIn 層 ホルンフェルス(北■)

M112 層 除岩 (北上)

紛岩 (北上) 2

M11223b層 研岩 (北_L) IA

M Ⅱ 12 3b2層 除岩 (北上)

M112 3b2層 研岩 (北上) IA

M112 3b2層 ホルンフェルス(北 L)

M112 3b2層 ホルンフェルス (北上)

MⅡ 12 2‐ 3b2層 火山礫凝Fk岩 (北上?) IA

M11223b2層 ホルシフェルス(北上)

Ml12 2‐ 3b2罵 雷井 (北 L) B

M11,23b2層 紛岩 (北 _こ )

M112 23b2層 紛岩 (北上) 2

M1131層 lll緬 岩 (北 上)

MⅡ 13 2c層 閃緑岩 (北 _「 ) IA

M113 2c層 安山岩 (興羽)

M113 23b2層 猾措 (北_L)

MI B 23b2層 ホルンフェルス (北上) IA

M Ⅱ 13 23b2婚 ホルンフェルス (北■)

(次頁へ続 く)
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磨製石斧 (未成品)

呑号 出土地点 百貨 種類
最大計削値 にm)

長さ 幅

安山岩 (北上) lA

23b層 獅ltF井 (ヤ「

23b層 幻緑岩 (北上) 3

閃緑岩 0ヒ ■) lA

3層 石主排井 (北■)

M12「 4b思 紛岩 (北上) IA

ボルンフェルス (北上) IA

M121 4b層 閃緑岩 (Hr_L)

M12, 4b層 紛岩 (北上) IA

ネルンフェルス (北上) lA

M1214b層 百措 (北_L)

M1214b層 安山岩 (北 I・ l

M121 4b層 砂岩 (北上) lA

M Ⅱ21 4b層 猾井 (北 L)

M1214b豚 安山岩 (北 ヒ)

MⅡ 21 4b層 ホルンフェルス(北 L) lA

MⅡ 21 4b層 閃緑磐 aヒ _卜 )

M121 4b悟 ホルンフェルス (北上)

M1214b層 ホルンフェルス (北上)

MⅡ 2「 4b層 引措 (北上) 2

M121 4b層 閃緑岩 (北 L)

M121 4b属 閃緑岩 (北上) 2

石交斑7T(北 と) 2

M1214b懸 ホルンフェルス(1ヒ 上)

M1214b屠 Ijせ (北上) 2

ME 4b層 ホルンフェルス(北 ヒ) 2

M1214b層 ホルンフェルス (北上)

45層 紛岩 9ヒ L)

4う 層 ホルンフェルス (北上)

M121 45層 掛岩 (北 _ヒ )

牛5属 F/岩 (北 L)

Mコ 45層 字山岩 (I・H羽 )

M12145層 安山岩 (奥羽)

21 45層 角閃岩 (北上)

MⅡ 21 45居 砂岩 (北 上)

M121Ч 5層 安山岩 (北 上)

M121 45層 斑糀者 lHヒ■) 2

MⅡ 21 45層 ホルンフェルス (北上) 2

MⅡ 21 45層 駈稲岩 (北上)

MⅡ 21 45層 紛岩 (北上) 2

MⅡ 21 45層 紛岩 (北上 ) 2

M121 45層 閃緑岩 (北 _ヒ )

M121 ホルンフェルス(北 L) 0

M121 関緑岩 (北上)

M121 4b唇 閃緑岩 (北 し)

M Ⅱ21 4b層 頁岩 (北上) lA

M Ⅱ21, 4b層 開緑岩 0ヒ■ )

M121 Ъ 層 ホルンフェルス (北上)

M121 4b層 ホルンフェルス(北上) IA

M Ⅱ 21 存絨措 側ヒ上〕

M121 閃緑岩 (北 ヒ) I

斑岩 (北上) lA

M121, lll閃 岩 ロヒ上)

M121 ホルンフェルス (北上)

紛岩 (北 L)

M121 閃線州 (北上)

M121 砂岩 (北上)

ホルンフェルス(北上)

M Ⅱ21 46層 デイサイト(4羽 )

M121 4b層 砂岩 (北上)

砂送 (北_L)

書dI岩 (Hr「 2

MⅡ 砂岩 (北 L) 2

IBN岩 (北上) 2

デイサイト(■羽) 2

デイサイト (奥羽) 2

閃緑岩 lHヒ■ )

M1221層 買岩 (北上)

M1221層 ホルンフェルス (北上, lA

ホルンフェルス(北上)

M1221唇 よルンフェルス(ヤ L

磨製石斧 (未成品)

番号
ttj土

地点 石質 種類
最大計測植 (cln)

備考
幅

M Ⅱ 22 卜2局
=山

井 (引 ヒi→

M Ⅱ 22 卜2'曽 女山岩 (北■)

M Ⅱ22 23b層 買岩 (北上) 0

MⅡ 22 2‐ 3b層 夷緑岩 (北_L)

M Ⅱ 22 23b2層 閃緑岩 (北 1) IA

M122 23b2層 け岩 (北上) lA

M122 2‐ 3b2層 ホ,レ ンフェルス (北上)

M Ⅱ 22 23b2悟 買岩 (北 L) 〕A

M Ⅱ 22 23b2題 ホルンフェルス(北上)

M122 2‐ 3b2層 除岩 (】 ヒト)

M12223b2層 ホルンフェルス(北 上) IA

M12223続 層 買岩 (北上)

M12223b2属 デイサイト(4羽 )

M122 ,3b2層 安山岩 (奥羽) IA

M122 23b2日 ホルンフェルス(北上)

齢岩 (北 上〕

M1223砦 ホルンフェルス(北 L) IA

MⅡ 22 3層 デイサイト (奨羽)

除岩 (北上 |

MI,2 4b肝 紛岩 (北 上)

M122 4b層 角閃岩 (北上)

砂措 (北上)

M122 4b層 閃緑岩 (北 _「 )

M Ⅱ22 4b層 ホルンフェルス (北上十

引緑岩 (北上)

M1224b層 紛岩 (北上) lA

M Ⅱ22 4b層 砂七 (北上)

Fil岩 (北上)

M122 4b婚 囚緑岩 (北上)

MⅡ 22 4b層 ホルンフェルス (北上)

M1224h厨 ホ,レ ンフェルス(】ヒヒ)

M Ⅱ22 4b層 買岩 (北 _L)

M Ⅱ22 4b層 買岩 (北上)

M1224b層 閃緑岩 (北上)

M Ⅱ22 4b層 紛岩 (北 _L) lA

M122 4b層 ホルンフェルス(北 に)

M Ⅱ22 4b層 lt3岩 (北上)

M1224b層 ボルンフェルス(北上)

M Ⅱ22 4b層 ホルンフェルス (北上)

M1224b層 ホルンフェルス (北上)

M Ⅱ22 4b解 買岩 (北上)

M Ⅱ22 4b層 け岩 (北上)

M1224b層 研堵 (北上)

M1224b階 班稲岩 (北_L)

M1224b属 吟岩 (北上)

M1224b層 醗端 (北上)

M1232層 安山岩 (奥 ]】 ) IA

MⅡ 23 2層 安山岩 (北上)

M1232層 頁培 (北■)

M1232層 ホルンフェルス(】ヒ上)

M123 23b2層 ホルンフェルス (北上)

M123 2‐ 3b2層 閃緑岩 (北上)

M123 23b2層 琲岩 (北上) lA

M123 23b2日 粉岩 (北上) 2

M1232‐ 3b2層 獅紙鍔 (北上)

M123 23b中 層 ホルンフェルス (北上)

M123 3層 け岩 (北上)

M1233層 1/紋 井 (北 L)

M1233懸 勁岩 (北上) 2

M1233層 砂岩 (北_L) 2

M1233層 閃緑井 (北上)

M123 4b層 け岩 (北上) lA

砂岩 (北上 )

M1234b層 ホルンフェルス(】 r「

M1234b懸 LII灰岩 (奥羽) lA

M1234b層 ホルンフェルス(北上)

MⅡ 23 4b層 を山措 甑羽)

M1234b眉 け岩 (北上, lA

鳴緑岩 (】ヒ_L)

M123 4b層 ホルンフェルスイ】rL)

M五 23 4b層 ホルンフェルス (北 ヒ)

(次頁へ続 く)
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磨製石斧 (未成品 )

向▼ 出土地点 石質 種類
荒大計ll値 (田■)

FI考
長さ

字止岩 (4羽 )

M1234b層 閃緑岩 (北上

M1234b層 閃lR岩 (北上) 2

扮州 (北_L)

M124 層 ホルンフェルス (北上) lA

M124 紛岩 (北 L) Iハ

字山岩 (4羽 )

M124 属 安山岩 (北上) lA

M124 層 砂岩 (北上 ) lA

開緑岩 (北上)

M124 唇 紛岩 (北_L) 3

M124 2懸 安 日岩 (北上) lA

M1242b層 ホルンフェルス (北■}

MⅡ 24 23b層 紛岩 (北上) IA

MⅡ 24 23b暫 ホルンフェルス(】し上)

MⅡ 24 2‐ 3b層 I1/・ 井 (北_L) 2

MⅡ ?423b2層 ホ,レ ンフェ,レ ス(1ヒ _L) lA

M Ⅱ 24 23b2層 ボルンフェルス (北上)

MⅡ 24 2‐3b2層 穿山措 (北上)

M Ⅱ 24 23b2層 頁岩 (北 _に , 2

M124 層 紛岩 (北上)

M124 層 砂井 (北上)

M Ⅱ 24 居 安山岩 (奥羽) IA

M124 層 安山岩 (封 し上)

M124 層 貰岩 0ヒ上)

M Ⅱ 24 唇 Fl岩 (北上) IA

M Ⅱ 24 層 安山岩 (興羽)

M124 層 チャート(北 ヒ)

M124 層 閃緑岩 (北_L)

M Ⅱ 24 層 ホルンフェルス(北上)

M124 層 ホル フェルス(】と上)

M124 層 FAl線岩 (北上)

M Ⅱ 24 唇 ホルンフェルス (北上)

MI?4 層 砂鍔 0ヒ上)

M124 唇 斑紙岩 (北上)

M Ⅱ 24 層 砂岩 (北 ヒ)

M124 層 裾紙岩 (北上 ) 2

MⅡ И 層 ホルンフェルス (北上) 2

M124 層 砂岩 (北上 ) 2

M Ⅱ 94 居 紛岩 (北上 ) 3

M1244b層 ホルンフェルス (北上)

MⅡ 25 12肝 安山岩 (北 :

M Ⅱ25 Ⅲ21目 デイサイト(興羽)

M125 12層 砂岩 (北上
|

lA

MⅡ 25 12層 坊岩 (北上 )

MⅡ 25 19層 紛岩 (北上 )

M125 23b層 ホルンフェルス (北上) lA

M Ⅱ25 23b2層 ホルンフェルス (北上) lA

M125 23b2層 斑椒岩 (北上)

MI'53層 買岩 (北上)

MⅡ 25 3層 ホルンフェルス(北上)

M1253層 ホルンフェルス(】と上)

M1253層 砂岩 (北上) 2

M1254層 紛岩 (北上)

MⅡ 25 4層 猾岩 (北上)

M1254b層 猾岩 (北上)

M1254b婚 買岩 9ヒ上)

M1254b層 閃緑岩 (北 L)

M1254b層 ホルンフェルス(北 ヒ) 2

M1254b層 紛岩 (北上) 3

M12545属 ホルンフェルス (北上十

MⅡ 25 45層 ホルンフェルス (北上)

M1254‐ 5層 紛岩 (北上十

言岩 (北上 )

M1258層 ホルンフェルス (北上) IA

M125 8解 紛岩

14井

M■ 258層 砂岩 2

M1258層 安山岩 (北上) 2

凋緑措 (北 L)

M125 9層 頁岩 (北上) lA

3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器・石製品

多面体

番号 出土地点 石質 種類
景夫訂測1埴 (cm)

1,考
幅

204b層 流紋岩 (奥羽) 3C

10 3上 婚 流紋岩 (奥羽 ) 3C

M 243屠 (SNIS lfFi下 ホ竹頁培 (盛羽
243詈 (SNIS焼 土下 石英 (奥冽) 4C

M 244b層 豊イヒ変貨岩 (興羽) 0

244b層 玉ズイ (4Σ 勁

M 244b層 花前閃緑岩 (北上) 0

M 244b層 赤鉄鉱 (和賀仙人) IC

M 244b層 諄留貰岩 (真羽) 2C

M 244b層 王ズイ鶴珀)(奥羽) 2C

M 244b層 チヤート(北上) 2C

M 244b層 赤■貰井 (4羽 ) 2C

M 244b月 赤色頁岩 (奥羽) 2C

244b層 赤色慎岩 (興羽) 2C

M 244b層 赤仕貰岩 (Lfl羽 ) 2C

赤色買岩 (奥羽)

M 253層 石英 (興羽) IC

M 2,4b層 (SN16絆 上下 辞化変管岩 (屋羽)

M 254b層 (SN16焼 土下 石英 (奥羽) 0

M 254b層 (SN16焼 土下 F■化変質岩 (興羽) 2C

M 2,4b層 (SN16埒 上下 赤色買岩 (奥羽)

珪化変質岩 (奥羽) IC

254b層 ll化変質岩 (奥羽) 2C

254b層 赤色頁措 (興羽)

赤色買岩 (奥羽) 2C

254b層 避化変質岩 (興羽) 2C

254b層 障化変旨岩 (奥羽)

珪化変質岩 (奥羽) 2C

255層 登化変資岩 (興羽) 0

255唐 赤色買岩 (奥羽) lC

赤色買岩 (奥羽) IC

255層 州緑岩 (北上) 2C

255層 昨化変管岩 (塁羽)

2c層 赤鉄鉱 (和賀仙人) IC

22c層 デイサイト(興羽) 〕C

M 2 3上層 時化変雪岩 (輿羽)

2b層 瑳化変質岩 (奥羽) IC

M 32b層 王スイ(鶏珀)(興羽)

M 32b層 色冨岩 (見羽〕

ヒ化変質岩 (奥羽)

M 33層 示色貞岩 (興羽

3 3上層 ■化変管岩 (襲羽) IC

ズイ(馬珀)(奥羽) IC

M 41層 デイサイト(興羽)

M 42b層 升化変暫措 (■羽)

珪化変質岩 (奥羽)

M S2b層 赤色貞岩 (奥羽)

M 5 3上層 赤色冨井 (聾羽) lC

珪化変賓岩 (史羽)

M 53-4層 石美 (興羽 )

M 6 23b2居 閃緑井 (北上)

M 3上層 閃緑岩 (北上)

72c層 IIイヒ変質岩 (見羽) 0

72c層 玉ズイ隠 珀)(4羽 )

7 2‐ 3b2層 赤色頁岩 (奥羽)

M 7 8 う用岬音褐色) 赤色頁岩 (興羽) 0

M 7 8 う屑 (1音褐仕) 王ズイ鯨 珀)(4羽 〕

M 7.8 う層 (R音褐色) 睦化変質岩 (奥羽)

M 82c層 石英 (興羽)

M 8 2‐ 3b2属 許イヒ変管岩 (4羽 )

M S 3b2層 赤色買岩 (奥羽) 2C

M 8 唇 石英 (奥羽)

M 9 層 ホ鉄鉱 (荊I習仙人〕

M 9 層 畦化変質岩 (奥羽)

M 92b層 赤色貫岩 (興羽) ,C

M lo l層 末鉄鉱 (和習れb人 )

M 101層 赤色貞岩 (災羽)

M 102b層 赤鉄鉱 (41賀 仙人) 0

102b層 赤任貰井 (4羽 )

M Ю 23b2層 土スイ嶼羽, 0

M 10 3上 層 石英 (奥羽 ) 0

石革 (H羽 )

M 106層 珪質貞岩 (奥羽) 0

M 106層 雄化変質岩 (堤羽)

石英 (奥羽)

M 106層 赤色負岩 (奥羽)

M H 23b2ほ 玉ズイ隠 珀)(興 羽) 2C

赤色買岩 (奥羽)

M H 23b2層 赤色貞岩 (奨羽) 2C
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多面体

番号 出土地点 石質 種類
盈(計測‖格 化m〕

術考
長さ

MI‖  2‐ ab2層 諄イイ方暫措 (襲 羽 )

M11223b2層 駐化変質岩 (奥羽) 0

登質頁岩 (奥羽) 2C

MI13 2‐ 3b目 干ズイ(垢魅)(襲羽) 2C

MIB 2‐3b2層 石英 (奥羽) iC

避資頁岩 (興羽) 2C

M Ⅱ 13 23b2層 算イヒ変暫岩 (興羽 ) 2C

M113 3上 懸 玉ズイ (奥羽) 2C

避化変資岩 (興羽 ) 2C

M1141層 Flイヒ変晉岩 (輿羽) 2C

MⅡ 14 1上層 百英 (奥羽)

未色買岩 (興羽) 0

Ml15 2b層 千ズイ (4羽 ) 2C

M1153層 デイサイト (奥羽)

MTIS 34屑 石英 (貝羽) 2C

MIIS 7層 14tイ ヒ変宵岩 (奥羽) 2C

M1161層 赤色頁岩 (奥羽)

鮭化変質岩 (興羽) lC

M11623b層 モズイ隠珀)(BI羽 ) IC

Ml16 23b層 片麻岩 (北上) 2C
古生代デボン祀

(母体変成岩類)

M11623b2層 ネ仕貰岩 (奥羽) 2C

M1162‐ 3b2層 赤色頁岩 (奥羽)

赤色買岩 (興羽)

M1164b層 赤■百岩 (■羽 )

MIIる 4b隠 水品 (奥羽)

ヒ化変質岩 (興羽 0

M1172‐3b2層 鮮イk変瞥岩 (4羽 ) 0

MI17 2‐ 3b2層 砂岩 (北J=)

赤色頁岩 (児羽)

M1173層 llイヒ変管岩 (襲羽)

MI17 3層 赤色買岩 (奥羽) 2C

赤色頁岩 (興羽)

M l 18 23b2層 F4イ ヒ変THF岩
(141羽 ) IC

M1183層 ホルンフェルス (北上)

Mπ 18 3層 アブライト(北上)

Ml19 12層 #イ k変曽岩 (4羽 ) 2C

M1192‐3b層 石英 (奥羽)

■化変質岩 (興羽) 0

M120 23b層 赤鉄鉱 (和智仙人) lC

M120 2‐ 3b婚 王ズイ (奥羽)

豊質頁老 (興羽)

M1214b層 Tズイ (4羽 ) 0

M121 4b層 王ズイ(略珀)(奥羽)

登化変資岩 (興羽)

M121 4b属 ilイ ヒ変旨岩 (4羽 ) 2C

M121 4b層 王ズイ (奥羽)

晶 (興羽)

MⅡ 21 4b層 百岩 (4羽 ) 2C

MⅡ 21 4b層 生化変質岩 (奥羽)

M12145層 示色買岩 (貝羽 )

M1214‐5層 茉任百州 (4羽〕

M121「 2層 赤鉄鉱 (ll費 佃人, 0

M121,14b層 赤色買岩 (興羽) 0

M121 14b層 rl質 頁活 (奥羽)

MⅡ 21 1 4b思 デイサイト (奥羽) 0

M121,14b層 玉ズイ (興羽 ) 0

M121「 4b層 玉ズイ (奥羽)

M12114b層 豊化変質岩 (奨羽)

M121 14b層 赤色買岩 (興羽)

M121「 4b層 赤色買岩 (奥羽)

M1222種 陛化変質岩 (製 /11,

M1222層 玉ズイ (Fll羽 )

M Ⅱ 22 23b2皆 Pt化変質岩 (奥羽) IC

M Ⅱ 22 23b2層 避貿貞岩 (奨 plr)

MⅡ 22 3層 砂岩 (北上)

M1223唐 珪化変質岩 (奥羽)

M1224b層 赤色買岩 (興羽) 2C

M1224b層 玉ズイ (真羽)

M■ 224b層 王ズイ(馬珀)(奥羽)

斑覇岩 9ヒ■ )

M1224b層 賓措 (罠羽)

M1224b層 安山岩 (北上)

玉スイ (興羽)

M1224b層 ホ任貰井 (41羽 )

M1224b層 珪化変賃岩 (奥羽) 2C

玉スイ (興羽)

M1224b層 デイサイト(4羽 ) 2C

M1232層 玉ズイ鶴珀)(奥羽)

多面体

番号 出土地点 石質 種類
減大計‖1値 (cm)

lw考
長さ

MⅡ 23 2層 強化変質岩 (奥羽)

M123 23b中層 赤色貫岩 (興羽) 0

M1233悟 玉ズイ(JFj珀 )(l■ 羽)

M1233層 登化変質岩 (奥羽)

MⅡ 23 3層 水品 (奥羽)

石美 (奥羽)

M1233層 赤色買岩 (奥羽)

M1234b冦 赤色貞岩 (奨羽) 0

赤色百岩 (興羽)

M1234b層 王ズイ (奥羽)

M1234b層 石英 (奨羽)

赤色買岩 (興羽)

M1234b悟 ト (lr,

M1234b層 監化変貨岩 (央羽)

閃緑岩 0ヒ■)

M42423b2属 未供鉱 (殉習仙人|

M1243層 赤色貞岩 (災羽) 0

と旨買岩 (奥羽) 0

M1243層 玉ズイ (■羽Ⅲ IC

M1243層 &化変質岩 (奥羽)

葺岩 (製羽)

M124 3層 辟イL恋 旨岩 (劇 羽) 2C

M1243思 王スイ(特嬉)嶼羽)

赤色買岩 (興羽)

M1243層 昨イヒ亦百岩 (r■羽)

M12423b悟 畦化変質岩 (堤羽 2C

玉ズイ (興羽)

M125 23b2層 チ ャ 卜(】 佐ヒ)

MⅡ 25 34層 赤色負岩 (製羽) lC

茉色頁岩 (興羽)

M1254b層 Tズ イ (■羽)

MⅡ 25 4b厚 赤色貝岩 (奥羽) 0

M1254h層 湿I(II羽 )

M■ 254b層 赤色買岩 (奥羽)

M Ⅱ25 4b目 赤色負岩 (災羽) 2C

玉ズイ (堤羽) 0

MⅡ 3‐ 4層 珪化変質岩 (奥羽)

34層 夷緑岩 (北 上) 2C

2b屑 赤鋲鉱 (TR省 仙人) IC

3‐ 4層 強化変質岩 (奥羽)

登化変質岩 (941羽 )

?岩 (北上)

2‐ 3b2悟 玉ズイ (奥羽)

34思 エスイ(瑞珀)(奨 羽) 2C

MⅢ 3 10層 赤■百岩 (堤羽) lC

M162b層 赤鉄鉱 (和 賀仙大)

MⅡ 6 2b層 を化変質岩 (奨羽, 2C

M162b層 赤任貰岩 (4羽 ) 2C

MⅢ 6 3層 王ズイ(馬珀)(奥 羽) lC

M16 3上層 赤色買岩 (興羽 3C

M163‐4層 赤行百岩 (4羽 ) 0

MⅡ 6 8層 F.化 変質岩 (英羽) 2C

M1610層 角閃岩 (北上) 2C
古生代デボン紀

(lJ体 変成岩類)

MⅢ 23b2層 「I化 変質岩 (英羽) 2C

34層 と化変資を (興羽) lC

MⅡ 7 34層 辞イL変警井 (聖羽)

MⅢ 34層 石英 (奥羽) 2C

3b層 ヒ化変賞岩 (貝羽) 2C

MⅡ 〕4_ヒ層 未鉄鉱 (Tl習 仙人) 2C

MⅢ 34中 層 生化変質岩 (奥羽) 2C

MⅢ 8 34中 層 角閃岩 (北上) 2C
古生代デボン紀

(El体 変成岩娘)

M■ 10将 赤色貞岩 (奥羽, 2C

と化変質岩 (覺羽) 2C

M19 3上層 千ズイ (■羽〕 2C

MⅢ 34壇 壁化変質岩 (奨ガ】) 2C

整化変貿岩 (民羽)

3層 辞イkttζ岩 (4羽 〕 2C

3麿 閃縁岩 (北上) 2C

赤色貫を (奥羽) lC

3b層 冨井 (4羽 )

3イ 層 王スイ鶴 娼,(奥 r1/1) 2C

rF化変旨岩 (興羽) 2C

2b層 (2-3b2層 含む Fl化変質岩 (奥羽)

M Il 34ほ 赤色貞岩 (奨羽) 2C

赤色頁岩 (興羽) 2C

M ll 8層 計イヒ亦暫岩 (4羽 )

(次頁へ続く)
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器 石製品

多面体

番号 出土地点 石質 種類
最大計測llに m〕

備考
長さ 幅

M Ⅱ 14 4層 F■化変質岩 (興羽)

M Ⅱ 16 2e層 末■百岩 (暉羽)

M116 層 赤色買岩 (奥羽) 2C

MⅡ 17 2層 巴化変質岩 (興羽)

M Ⅱ 18 2層 百岩 (■羽)

MⅢ 18 23b2層 赤色頁岩 (奥羽)

MⅢ 18 3b2層 ヒ化変質を (興羽)

洋イヒ変暫州 (4羽 〕

MⅡ 18 懸 チャート (北上)

M l118 ほ 玉スイ饂 珀)(興 羽)

障イヒ変暫井 (■羽〕 0

M Ⅱ 19 4層 lll糖岩 (北上)

M119 厘 石葵 (興羽)

鮮イ監変ζ井 (興羽) 2C

M Ⅱ 19 展 王ズイ (奥羽)

MⅡ l, 層 赤色頁岩

末■賓岩 2C

MⅢ 20 2‐ 3b層 赤色買岩 (奥羽)

M Ⅱ 21 3b唇 王スイ (興羽)

末■百岩 (4羽 ) 2C

MⅢ 21 2‐ 3b2層 ま化変質岩 (奥羽)

MⅡ 21 4b層 魅化変資岩 (興羽)

オパール

Ml122 2‐3b上層 玉ズイ (奥羽)

MⅡ 23 12層 赤鉄鉱 (刑賀仙人) 0

末仕百培 羽 ) 0

Ml123 3‐4層 珪化変質岩 (央羽)

MⅡ 23 4c下層 赤色買岩 (興羽)

開緑岩 (北 _L〕

M Ⅲ 23 層 駐化変質岩 (央羽)

M Ⅲ 23 層 赤色買培 羽 )

ホ■貰井 (4羽 ) 2C

M Ⅱ 23 層 駐化変質岩 (奥羽)

M IE 23 層 石英 (興羽)

赤■百岩 羽 )

M123 層 ボルンフェルス (北上)

M Ⅱ 23 橿 玉スイ (興羽)

碑粕措 (北上) 2C

MⅡ 23 11層 王ズイ (奥羽)

MⅡ 24 2‐ 3ψ 属 避化変資岩 (奥羽)

赤鉄鉱 (fl督 仙人)

N 24b層 玉ズイ(Jry珀 )(央羽) 0

N 24b思 赤色買岩 0

μイヒ変雪岩 (興羽)

N 43層 建化変質岩 (奥羽)

N 44ほ 赤色貫岩 (興羽) 0

津暫貫岩 (■羽) lC

N 44層 赤色買岩 (奥羽)

N 4 4a層 上面 建賞貫岩 (興羽) 0

頁措 (4羽 ) 2C

N 54層 Fl化変質岩 (奥羽)

N 54層 建化変質岩 (興羽)

砕イ膠 警措 (4羽 ) 0

N 54b層 赤色買岩 (奥羽) 0

N 54bほ 王スイ隠 珀)(興 羽) 0

チャート(】 ヒ上) 2C

N 5 4bl_4 赤色買岩 (奥羽)

N 55層 魅質買岩 0

5層 鮮督言岩

N 55層 土スイ (奥】】) 0

N 55層 魅資貫岩 0

N , 層 石主 (H羽 〕

N 55層 駐質貞岩 (奥】】, 2C

N 55層 王ズイ (興羽)

55層 ホ■言岩 (rll羽 )

N 55籐 石美 (奥羽)

N 64層 産化変質岩 (奥羽) 0

64層 看薬 (a羽 〕 0

N 64層 赤色貞岩

N 4層 デイサイト 奥羽)

64層 砕イr蒼 督岩 n羽 )

N 64婚 デイサイト 災羽)

7W層 離化変旨岩 興羽) 0

N 81唇 千ズイ (4羽 )

N 84層 王スイ鴨 端)嶼羽) 0

玉ズイ (興羽) 0

93層 赤鉄鉱 (和賀仙大)

N Ю 4層 王スイ (興 0

籠化変者措 (rtl羽 ) 0

多面体

［▼ 出土地点 石質 種類
緒★計細棺 化ll)

備考
長さ

104ほ 赤色買岩 (奥羽) 0

赤鉄鉱 (和習仙人)

N 105層 赤色買岩 (奥羽) 0

N ,05層 避化変貨岩 (興羽) 2C

砕イ比変腎岩 (In羽 )

N 14層 買岩 (奥羽) 2C

N 1 4暫 赤色買岩 (興羽)

浣管賓井 (興羽)

2 1唇 赤色頁岩 (奥羽) 2C

N 〕 1層 玉スイ (興羽) IC

131犀 石葵 (F14羽 )

〕 1唇 赤色頁岩 (奥羽) 2C

N 〕 t唐 赤色負岩 (興羽) 2C

144属 石葵 (興羽) IC

144層 駐化変質岩 (奥羽) 2C

N 152旨 壮質貞岩 (興羽) 0

N 52層 赤色百岩 (奥羽)

153層 王ズイ(馬珀)(奥 羽) 0

153層 壁化変貨岩 (興羽) 0

N 15 3層 世笹百岩 (奥羽) 0

153層 王ズイ (英羽) 0

153層 赤鉄鉱 (和賀■人)

N 154層 驚化変町岩 (貝羽) 0

154目 王ズイ(鶏殆)(奥羽) 0

N 154層 赤鉄鉱 (刑貿仙人) 0

154層 石葵 (tFl羽 ) 0

15Ч 層 赤色買岩 (奥羽) 0

16単 層 石英 (興羽) 0

174層

“

ζ賓岩 (見羽)

174層 玉ズイ(JHJ珀 )(奥 羽)

174唇 壁化変質岩 (奨羽)

181層 頁岩 (見羽) IC

181悟 珪質頁岩 (奥羽)

94層 壁化変L―
I岩 (奨羽) 0

N 94層 玉ズイ (奥羽)

201層 珪化変質岩 (奥引) 0

N 201層 赤欽鉱 (PR賀 仙人) IC

N 201層 赤鋲鉱 (4R習 仙人) iC

N 201月 玉ズイ(llu珀 )(奥羽) IC

N 202層 赤色貞岩 (奨羽) 0

N 224層 確ζ頁岩 (民羽)

N 22」 層 赤色買岩 (奥羽)

231題 赤鉄鉱 (剤貿仙人, IC

N 234層 王ズイ (見羽)

N 234層 赤色頁岩 (奥羽) 0

23単 籐 IL化変資岩 (奥羽)

N 241層 「TL化 変雹岩 (奥羽) 0

N 252日 珪質買岩 (奥羽) 0

N 253層 |■ 質負岩 (奨羽) 0

N 253属 玉スイ (奥羽) 0

N 253層 珪化変質岩 (英羽) 0

N 253層 竪化変質岩 (奥羽) 0

253厨 驚化変召芳 (奥羽) 0

N 253層 登化変質岩 (奥羽) 0

N 253層 整化変貿岩 (興羽)

?措 (北上 )

N1253層 角閃岩 (北上)

古生代デボン紀

(母体変成岩類)

ホ付賃岩 (Ftl羽 )

N125 4層 班化変質岩 (奥羽)

N125 4層 赤色頁岩 (興羽)

赤れ貫井 (奥羽)

NⅡ 1 4b層 王ズイ(馬瑞)(奥羽) 0

Nl1 4b層 赤色頁岩 (興羽) 0

玉ズイ(垢珀)(4羽 )

Nl1 4b層 赤色買岩 (奥羽) 2C

N11 4b懸 赤色頁岩 (奥羽)

砕イr変 旨井 (4羽 )

N12 1層 赤色頁岩 (奥羽) 0

N12 2層 赤色買岩 (興羽)

ホれ百措 (4羽 )

NⅡ 2 3層 赤色貞岩 (奥羽) 0

NⅡ 2 3思 と資貫岩 (奥羽) 0

3層 干ズイ (見羽〕

NⅡ 2 3層 赤色貝者 (奨羽) IC

NⅡ 2 4層 王スイ隠 魁)(興 羽) 0

ホ■百岩 (工羽〕

N124層 デイサイト (奥羽) 0

NⅡ 2 4層 赤色貫岩 (奥羽) IC

(次頁へ続 く)
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多面体

否号 出土地点 石質 種類
大計測値 (cm)

備考
長さ

赤色貫岩 (現羽)

Ц 千ズイ(踊務)(■刑)

Ⅱ 赤色負岩 (奥羽) 0

井化変賢岩 (興羽) 0

コ 4b層 石‡ (4羽 )

コ 4b層 玉スイ (興羽) IC

貫岩 (毘羽) IC

] 12層 葺イヒ亦曽碧 (虫羽Ⅲ

1 2層 登化変質岩 (奨羽) 0

2層 苺化変旨岩 (奥羽) 0

コ ,層 珪質買岩 (奥羽)

コ 2d層 F■ 化唆 El岩 (奥羽)

Ⅱ 23悦 層 王ズイ (奨羽) 0

圧 2‐3b2層 吐資頁岩 (奥羽)

巨 23b2層 石英 (製羽) 0

巨 2‐3b2層 玉スイ(JrJ瑶 )(興 羽)

圧 2‐3b2層 「Fイヒ亦曽井 (翼羽〕

圧 23b2層 赤色貞着 (奨羽) IC

I 2‐3b2層 買岩 (奥羽)

圧 23b2唇 諄イヒ方召州 (東羽)

圧 王スイ (奥羽) 0

圧 3層 陛質夏岩 (製羽 ) 0

圧 ホ任百井 (n羽 )

圧 石美 (奥羽)

Ⅱ 4b層 玉ズイ (奥羽) 0

Ⅱ 4b居 諄イヒ方を井 (4羽

4b居 王スイ (奥羽) 0

I 4b層 赤色買岩 (奥羽) IC

4b層 王ズイ(H羽

4b層 赤色負着 (奥羽, lC

4b層 赤色買岩 (奥羽) IC

4b層 ホt百岩 (■羽)

4b層 駐化姿賀岩 (奥羽

4b用 赤色頁岩 (奥羽)

4b層 ホ仕百岩 (康羽)

4b層 魅質貞岩 (奥】】)

2層 頁岩 (興羽)

赤仕百井 (4羽 )

23b2屑 赤色貞者 (奥羽) 0

23b2ほ 王スイ (興羽) 0

葺イヒ密暫岩 (4羽 〕

3層 土スイ (製】】, 0

3層 玉スイ(鳩珀)(興 羽) 0

玉ズイ(壻珀)(4羽 )

3層 赤色貝岩 (製羽) 0

赤鉄鉱 (Tl賀 仙人) 0

十イ佐変暫井 (H羽 )

4b層 (奥ガ】) 0

4b層 玉スイ (興羽) 0

キイk恋 旨井 (4羽 )

4b唐 色天 (奥刈) 0

4b屠 笠化変質岩 (興羽)

Ъ 層 ペグマタイト(ヤ「
5層 と箕貝岩 (奥羽) 0

5層 花前閃緑岩 (北上) 0

I層 許督百岩 (4羽 Ⅲ

12層 赤鉄鉱 (相 安仙人) 0

12層 Iズイ (興羽) 0

2層 巨岩 (aЯ月)

12層 ヒ化変賞岩 (興羽)

EEズ イ (興羽)

2B鬱 層 眸菅言井 (a羽 )

2362層 玉スイ 映 羽) 0

23b2層 赤色頁岩 (9_I羽 ) 0

23b2層 陛化変質岩 (奥羽)

〕層 赤色夷岩 (奥羽) 0

N■ 3層 玉ズイ (興羽) 0

〕層 赤色買岩 (奥羽)

4b層 百英 (奥羽) 0

4b層 離化変質を (奥羽)

4b層 赤色買岩 (奥羽) 0

4b層 赤色負岩 (奨羽) 0

4b層 玉ズイ (奥羽)

4b層 赤色頁岩 (奥羽) 0

4b馬 赤色貫岩 (興羽) 0

NI 4b層 玉ズイ (興羽)

NI 4b層 王ズイ(踊珀)(奥羽) IA

NI あ 層 貫岩 (興羽)

NI 4b層 「F化変雷岩 (真羽) lC

多面体

番号 出土地■ 石質 種類
最大訂削値 lelI)

備考
星 ト 幅

N154b層 玉スイ(興羽) IC

NIS 4b層 赤色貰培 (奥羽) lC

NⅡ 5 4b層 赤色頁岩 (奥羽)

NⅡ 5 4b層 王スイ (奨羽) IC

NⅡ 5 4b層 ホ鋲鉱 (和省租人)

N154b層 チャート (lrト

NⅡ 5 4b層 と化変質岩 (奨羽)

N■ 54b層 玉ズイ (興羽)

N15 45層 王ズイ (奥羽)

N1545層 石英 (奥羽) 0

N154‐5層 玉ズイ (堤羽〕 0

N1545層 玉ズイ (奥羽)

層 12悩 2層 王スイ (興羽) 0

巨 6 ‐2層 赤鋲鉱 m督仙人) 0

Ⅱ 6 層 庄化変質岩 (奥羽)

Ⅱ6 層 赤欽鉱 (和賀仙人, 0

N16 層 赤色買岩 (興羽)

N16 層 王ズイ阻羽)

N16 層 王スイ (奥羽) IC

N16 層 砂岩 (北上)

N16 層 (焼土下) モズイ(H羽 Ⅲ

N16 遷 玉スイ鶴 増)(奥羽) 0

N16 層 赤色買岩 (艮羽) 0

NⅡ 6 層 モズイ(瑕熟)(H羽 )

NⅡ 6 層 玉スイ (奥羽) IC

NⅡ 7 層 μ化変管を (興羽)

N17 千ズイ (4ЯЛ)

NⅡ 7 玉スイ鶴 始)(製 羽)

N17 層 玉ズイ (興羽) 0

N17 層 末仕百岩

`n羽

)

N17 層 赤色負七 (5kl羽 ) 0

NⅡ 7 層 赤色買岩 (興羽) IC

N17 層 諄イイ方管井 (4羽 Ⅲ

NⅡ 7 層 雄鵜岩 0ヒ上)

N174b層 赤色買岩 (奥羽)

NⅡ 8 層 未仕百井 (■羽

NⅡ 8 層 玉スイ (製羽) 0

N18 石英 (奥羽) 0

N18 #イ k亦 菅井 (H羽 ) iC

NIB 4b層 赤色貴岩 (奥羽) IC

NIB 4b層 空化変質岩 (奥羽) lC

N192層 王ズイ (鳳羽)

N192層 髭化変質岩 (奥】】, lC

N1923b2層 王ズイ (奥羽) lC

N194層 末■百岩 (H羽 〕

N194層 エスイ (奥羽) 0

N194層 赤色頁岩 (興羽) IC

NⅡ 9 4層 千ズイ (4羽Ⅲ

NⅡ 9 4層 玉スイ(端蟷,(奥 羽) IC

NⅡ 9 4層 赤色百岩 (興羽)

NⅡ 9 4層 学イk恋 暫井 (鳳羽)

NⅡ 9 4層 赤色貞岩 (奥羽) 2C

N■ 94b層 豊化変質岩 (興羽) IC

N11012層 干ズイ(螺瑞)(猟羽〕

N110 12層 互化変質岩 (奥】】, lC

N1101‐ 2層 玉ズイ(鳩瑶)(奥 羽) IC

NⅡ 10 12層 未■冨岩 (4羽 〕

N110 卜2b層 赤色負岩 (奥羽) lC

玉ズイ (良羽) 0

NⅡ 10 3層 赤色頁岩 (奥羽)

NⅡ 10 4層 五スイ (興羽) IC

丼化変旨岩 (興羽) lC

NⅡ 10 4層 玉ズイ (奥羽)

N1104b層 陛化変貨岩 (奥羽) 0

石葵 (墜羽)

N1104b層 赤色頁岩 (奥羽)

NI`04b層 EL化変質岩 (興羽)

赤色冨井 (奥功) 0

NⅡ 10 45層 赤色買岩 (奥羽)

Nl10 4‐5層 隆化変質岩 (f」_羽 )

梓イヒ変ζ岩 (4羽 ) 0

NII 3層 赤色買岩 〈奥羽) 0

NII 3層 睦化変質岩 (興羽) 0

3層 石莫 (4羽 ) 2C

NII 3層 赤色買岩 (奥羽)

NⅡ l 3屠 巴化変質岩 (興羽) 2C

モズイ(薫甦)(4羽 l

NI12 2層 赤色買岩 (奥羽) lC

NⅡ 12 4題 赤色買岩 (興羽)

―
IN仕百岩 (4羽 ) 2C

Ⅶ 考   察
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器・石製品

E]凝灰岩

■ デイサイト

饉 閃緑岩

■ 砂岩

II安山岩

II花筒閃緑岩

□ 砂岩

■ デイサイト

藍雛頁岩

■I斑濡岩

田凝灰岩

■I安山岩

■lホ ルンフェルス

花満閃緑岩 1
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第 576図  石質分析グラフ (1)



デイサイト1 馬蒲 1  閑緑岩 1

Ⅶ 考

匡]貢岩

1日 凝灰岩

田lデイサイト

■ 鳴襲

■閃緑岩

第 577図 石質分析グラフ (2)
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3 縄文時代1晩期末～弥生時代前期の石器・石製品

凝灰岩 3

安山岩 1

E]ホ ,レンフェルス

■ 買岩

厘]関緑岩

■ 斑糖岩

園lホ ルンフェルス

■ デイサイト

■紛岩

■日歳化木

■ 砂岩

(拓鵜石混入)

匠]黒曜石

ll頁岩

E]安山岩

■ 玉ズイ

躍 凝灰岩

1日 壕質貢岩

1日 赤色買岩

ド2 珪化木1 ホルンフ■ルス (柘摺石混入)1

黒曜石 4
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第 578図 石質分析グラフ (3)



火山礫凝灰岩 2

花筒閃緑岩 2

チャート1

ホルンフェルス2  砂岩 3 チヤー ト6 ォパール 1 流紋岩 2

紛岩 2

デイサイト8

角閃岩 3

斑/1H岩 4

アプライト1 閃緑岩7 ペグマタイト1 水晶4 花筒閃緑岩 2 頁岩 13 安山岩 1

E]安山岩

■ 斑岩

□ 砂岩
斑岩5   

■ロディサイト

E]蛇紋岩

3‡ζ:卜
 :1客:斑岩

礫岩 1   
□ 角閃岩

ll頁岩

躍副凝灰岩

II閃緑岩

麟 チャー ト

II花前閃緑岩

囲:斑糖岩

II火山礫凝灰岩

IIホ ルンフェルス

II花筒岩

匠]玉ズイ (馬璃)

日日玉ズイ

E]片麻岩

田日珪化変質岩

匠]安山岩

■日頁岩

匠]花商閃緑岩

■日赤鉄鉱

□ 水晶

■Eペ グマタイト

匠]閃緑岩

■日石英

匠ヨァプライト

■日赤色頁岩

E]斑楯岩

■1角閃岩

園 デイサイト

■日ゆ岩

踵霊ホルンフェルス

■日珪質頁岩

国 砂岩

■ チヤート

園 オパール

■日流紋岩

Ⅶ 考   察

花筒岩 I

凝灰岩 1 角閃岩4石英斑岩 5

第 579図  石質分析グラフ (4)
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器・石製品

第 6表 石器 。石製品法量分析資料一覧

石鏃

番号 出土地点 石蜜
減大計激1個

種類 怖考
長さ

百碧 (

M1253層 買岩 (奥羽)

Ml11 23b2層 買を ( ll Aa

百岩 (

Nll18 2‐ 3b2唐 頁岩 (奥羽) Ⅱ Aa

M122,23 Ⅳa層 トレンチ
買岩 (奥羽) 121 未成品

L1152‐ 3b2層 買岩 (奥羽) 14

LⅡ 20 1思 買岩 (ll_羽 ) 31 121 来成話

赤付貰岩 (襲羽) 121 来成品

L1202b層 赤色頁岩 (英羽) 18 Ⅱ Ab

LⅡ 20 25 Ⅳ a層 トレンチ 買岩 35 121 来成話

赤色頁措 (真羽) 2 121 来茂品

L Ⅱ24 2b層 赤色買岩 (奥羽) 19 121 未成品

L1242b層 買岩 (興羽) 圧胞

買猪 (翼羽〕 〕7 [21 来成品

LⅡ 7 Va層 排土 凝灰岩 (奥羽) 27 13

LⅡ 15 2b暦 赤色買岩 (興羽) [21 未炭脱

冨培 27 145 121 来成品

LⅡ 17 22 Ⅳa層 トレンチ 頁岩 (奥羽) 32 195 121 未成品

LⅡ 18 23b2層 買培 36 121 来成乱

しⅡ20 ⅣattL面 ? 冨岩 羽 ) Ⅱ Aa

LⅡ 22 2b層 安山岩 (奥羽) 5 121 未成品

15 20 Ⅳ a層 トレンチ 頁岩 (興羽) 2 122 来成品

201層 買岩 (興羽) 19 121 芙茂品

M 201 16 1V a層 トレンチ 赤色頁岩 (奥羽) 18 121 未成品

23 Ⅳa詈 トレ 岩 (興羽) 4 22 来成品

M 23 Ⅳa層 トレンチ 賓岩 (興羽) 12

M 23 Ⅳb層上面 赤色頁岩 (奥羽) 21 122 未成品

M 24 12層 赤色買岩 (興羽) Ⅱ Aa

M 244層 百井 (奥羽) 146 Ⅱ Aa

M 25,21 1V 層トレンチ 買岩 (奥羽) 121 芙成品

M 252「 Iv 層トレンテ 真岩 (奥羽) 121 未成品

M 25 21 Wa層 トレ チ 膏岩 (奥羽) 249 25 122 未成品

M 25,21 1V 層トレンチ 買岩 (奥羽) T22 芙歳品

M 255層 (SN16焼 上下 赤色貫岩 (興羽) 〕24 121 未炭品

M Va層 トレンチ 葺岩 (奥羽) 107

M 7,8 う層 (暗掲色) 赤色買岩 (奥羽) 未成品

M 102b層 真岩 (奥羽) I 未茂温

M 111唇 王ズイ (興羽) 138 I 未成品

M ■ 1層 ホ色買岩 (奥羽) 未成£

M Hl層 赤色負岩 (興羽) 113 Ⅱ Ab

M ■ 2層 葺岩 (奥羽)

M H 23b2層 真岩 (奥羽) 1 未成品

M 1223b2壇 貫岩 (奥羽) 121 来成注

M 141層 葺岩 (興羽) I″ 来成品

M 142b層 買岩 (奥羽) ll Ab

M 16 12層 貫岩 (興羽) Ⅱ Ab

頁岩 (興羽) 122 茉成品

M1162‐3b層 赤色買岩 (奥羽)

サ

ル

壊

ブ

＋
エ
ン

示色買, (興朔)

MⅡ 16 3層 赤色買岩 (奥羽)

M l16 4b層 員岩 (奥羽) 121 未成汗

172‐3b層 王ズイ (興羽) 121 茉茂
『

M Ⅱ 171 18 Ⅳ a層 トレンチ 赤色買岩 (奥羽) 144

M1182b層 赤色買岩 (興羽) 121 未成£

頁岩 (奥羽) 122 来茂£

MⅡ 21 45層 買岩 (奥羽) 121 未成品

M1221層 貫岩 (奥羽 084

頁岩 (興羽 121 来成£

M1223層 買岩 (奥羽) I Ab

M1224b懸 頁岩 (興羽 121 来成注

224b層 買据 羽 121 来茂湿

M122,2 Ⅳa層 トレンチ 赤色頁岩 (奥羽)

M122 23 Va層 トレンチ 玉スイ 兇羽) 122 来成注

M122 23 Va層 トレンチ ホ■冨 (輿羽)

M123,3 Ⅳa層 トレンチ 買岩 (奥羽) 37 121 未成品

M1242‐3b2層 買岩 ( 121 未成辞

M124 4 Ⅳ a層 トレンチ 貰据 ( 121

石鏃

香号 出土地点 石質
鼻丈計削lB(0■ )

種類 柿考
長さ 嶋

MIИ 4 Ⅳ a層 トレンチ 赤色頁岩 (Fa羽 ) 121 未成∫

M1251層 買岩 (奥羽)

MⅡ 25 23b層 王ス (興羽) 122 未成品

M■ 2523b層 玉ズイ (興羽) I Ab

百岩 (斑刑) 121 茉成皐

M125 4b層 貫岩 (奥羽)

M125 5 Ⅳa屠 トレンチ 買岩 (興羽)

MI11 2_3h2層 言措 (m朋 ) 122 茉茂温

Ml12 1層 貫岩 (奨羽 121 口
ＨＨ

成未

MⅢ 16 12層 買岩 (興 121 未成£

言井 (北 097 12つ 来成£

MⅢ 21 1層 員岩 奥羽) 121 末成品

MⅢ 21 23b2層 頁岩 17 121 来成注

言■ 鳳羽 099

MⅢ 22 Ⅳ a層 上血 P 負岩 奥羽 274 [21 未成品

MⅡ 22 2 Ⅳ a思 トレンチ 赤色買岩 (興羽) 〔21 未成辞

百措 H羽 121 来茂混

N 4 Ⅲ～Ⅳ a層 負君 奥羽 E Aa

N 2題 買岩 興羽) 121 来成辞

言措 疑羽) 121 末成
『

N 5S層 買岩 奥羽) 18 121 未成母

N 55層 王スイ (奥羽) 121 来茂辞

Va層 トレンチ 百磐 4羽 ) 圧Aa

N 105層 赤色買岩 (奥羽 77 [21 未成母

N Ⅳaロ トレンチ 王ズイ (奥羽) 267 Ⅱ Ab

li Va層 トレンチ モズイ (黙羽) [21 来成
『

N 144層 頁岩 (奥羽) 23 117 I Aa

N 14 Ⅳaほ トレンチ 赤色貫岩 (興羽) 89 巨Ab

百岩 4羽〕 18 と21 未成品

N 15 卜2層 貞岩 奥羽) 111 巨Ab

N 15 12層 買老 臭羽) 079 Ⅱ Ab

貫培 員羽〕 3a 13 I Ab

N IS 3層 負岩 奥羽) 43 121 芙歳吊

N 153層 買岩 奥羽) Ⅱ Ab

百州 4羽 ) Z2

N 15 Ⅳ 頁岩 (奥羽) 121 夫蔵品

N 15 Ⅳ a諷 レンチ 買岩 (興羽) I A6

20 V レンチ 百井 (H羽 ) 419 121 未茂品

N 21 Ⅳ 買岩 (奥羽) 394

N 231層 頁岩 (奥羽) 313 121 未成品

百井 (4羽 ) Ⅱ れ

N 23 Ⅳa層 トレンテ 買岩 (奥羽) 122 芙成品

N 23 Ⅳa層 トレンチ 避質頁岩 (興羽) 1

23 Va層 レンチ 言井 (4羽 ) Ⅱ 血

N 244層 王ズイ (奥羽) 12, 芙成IB

N 252層 赤色頁岩 (災羽) 122 未成品

Tl a層 トレンチ 百井 (4羽 〕 121 未成品

N 25 Ⅳa層 トレンチ 赤色買岩 (奥羽) 22 I Ab

NⅡ 1 4b層 買岩 (奥羽) 443 未成品

麟反井 (4羽 〕 235 Ⅱ Ab

NⅡ 2 4b層 買岩 (北上) 未成品

NⅡ 2 4b層 買岩 (奥羽) 未炭品

4b層 葺州 (見羽〕 Ⅱ Aa

N12 3 Ⅳ a層 トレンテ 王ズイ (奥羽) 337 Ⅱ Aa

NⅡ 2 3 Ⅳal トレンチ 真岩 (興羽) Ⅱ Aa

Va層 トレンチ 千ズイ (興羽Ⅲ 212

N13 2d層 真を (奥羽) 未成品

N工 34b層 買岩 (晃羽) 未坂品

ホ任百井 (理羽〕 122

N143層 貞岩 (奥羽) 芙成辞

NⅡ 5 4b層 葺岩 (41羽 ) 未成‖

N 1悟 三井 (n羽 〕

N164層 赤色笑岩 (奥羽) 13 Ⅱ Ab

NⅡ 6 1l Ⅳa層 トレンチ 玉スイ (興羽) 来炭注

N174層 百■ (4羽 〕 末成呈

NⅡ 7 8 Ⅳa層 トレンテ 赤色 岩 (奥羽) 末成滉

N17 12 Ⅳ a層 レンチ 頁を (興羽) 来成辞

NⅡ 7,12 Ⅳ a層 レンチ ‐Iズ イ(m羽 ) 122 来成晶

NⅡ 7 12 Ⅳ a懸 レンテ 貫岩 (奥羽) 341 178 未成品

NⅡ 8 13 Ⅳ a層 レンチ 赤色買岩 (奥羽) 329 来成肝

(次頁へ続く)
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石鏃

番号 出土地点 石質
最大副測値 (cm)

種類 備考
長さ

N19 5層 赤色 を (興羽) 21 禾成品

N1104b層 障FHF 岩 (II羽 ) 126 茉成品

N1104b層 買岩 (奥羽) 夫茂品

N1104b層 貫岩 (興羽) 未成品

NⅡ 10 4b層 赤任百岩 (奥羽) 来成∴

NⅡ 10 15 Ⅳa層 トレンテ 買岩 奥羽)

N110 15 Ⅳ a層 トレンテ 買岩 捉羽) 13 Ab

N I 10, 15 Ⅳa層 トレンチ

上から15～ 30cmま で
頁岩 奥羽) 172 122 未茂品

Ⅱ H 思 買岩 興羽) 未成品

買州 臭羽) 来成品

居 買岩 (奥羽) 来成品

I112 層 買岩 奥羽)

ホ&買岩 (興羽) 未成∴

Ⅳ a層 トレンチ 買岩 (奥羽) 来茂品

Ⅱ15 層 負岩 (興羽) 未成品

掟壇 岩 (興羽) 来成品

赤色買岩 (奥羽)

層 負岩 (奨羽)

π16 層 王ズイ (興羽) 77 来成品

層 玉ズイ (奥羽) Ab

117 目 赤色実岩 (興羽) 未成品

∴色買岩 (堤羽) 来成品

N118 23 Ⅳa層 トレンチ 玉ズイ (奥羽) 来成品

N12045層 (災羽) Ab

葺岩 (興羽) 来成昂

N Ⅱ 23 赤色買岩 (奥羽) 来成品

N Ⅱ 23 屠 真岩 (奨羽) 6 未成品

層 葺岩 (奥羽)

N124 珪質買岩 (奥羽) 来茂温

NⅡ l 12層 赤色負岩 (奥]り

昨賃頁を (興羽) 211 5 未成註

NⅢ 2 2‐ 3b2層 瑳質頁岩 (奥羽)

NⅢ 2 4e下 層 貞岩 (奥羽) 3 口
ＨＨ

成未

頁岩 (興羽) 来成汗

NI13 1ワ 層 頁岩 (奥羽)

N164層 ヒ質負岩 (奥羽,
口
ＨＨ

成未

赤色買岩 (興羽)

NⅢ 6 4b層 頁岩 (奥羽)

NⅡ 6 4b層 赤色 岩 (奥羽)

頁岩 (興羽) 未坂汗

NⅢ 6 7 Ⅳa層 トレンチ ｗ
石 (奥羽

NⅢ 6 n Wa層 トレンチ 石̈ 興羽 14 口
ＨＨ

成未

Nπ 7 4c下 層 玉スイ (興羽)

NⅡ 7 4e甲 層 赤色買岩 (奥羽) 22 茉成滉

N18 4c中 層 ヒ貿 岩 (奨羽) 218

NΠ R 45L層 買芳 (興羽) 337

NⅡ n l‐2b層 頁岩 (奥羽 未成温

NⅡ 12 12日 赤色良岩 (奨羽 3つ 21 自
ＨＨ

成未

葺岩 (興羽) 21 未成鈷

鬱 4層 王ズイ (奥羽)

N Ⅲ 16 23b2層 買岩 (興羽) 375 22 未成品

ホ&買岩 (rkl羽 ) 未成品

NⅡ 16 4c層 赤色買岩 (奥羽

N11645ほ 貫岩 臭羽) 322

百岩 奥羽)

NⅡ 16 45層 頁岩 奥羽)

0 2P l層 買岩 興羽) 21 未成出

0 Va層 トレンチ ホれ百岩 (見羽) 23る 22 来成誌

0 71婚 玉ズイ (奥羽)

0 231層 逆質 岩 (興羽) 21 未成品

0 231層 赤付貰措 (興羽) れ

0 231層 赤色買岩 (央羽)

0 23屑 整質 岩 (興羽) 21 未炭品

0 Ⅲ 2層 貰岩 (4羽 ) 25 21 来成品

0 63層 赤色買岩 (奥羽) 来茂品

0 71層 透壇 岩 (興羽) 21 未炭品

0 7, 8 Wa層 トレンチ 百井 (聾羽) 277 2 21 来成品

0 Ⅲ～Ⅳa層上由① 頁岩 (奥羽) 来茂品

Va層 トレンチ 頁岩 奥羽) Aa

磨製石斧

番号 出土地点 石質
最大at llに (cm)

種類 備考
さ

3 SK90土 除措 (】 ヒ上) 81 2 来成品

4 SK90■ 坑 2層 頁岩 (北上) 来茂品

N122 23 Ⅳ a題 トレンテ 猾岩 (北上) 完形品

MI Ю 2b層 葺岩 (塁羽) 31 来成品

MI Ю 2b層 ボルンフェルス (北上)

M11023b2層 ホルンフェルス (北上) 355 IA 未成品

M110 上層 葺岩 (北 _L〕 1225 未成品

MIЮ 上層 来茂品

M110 上層 14岩 (北上) 4 SS 2 未成品

匪穂, (北上) 137 9 来成品

M Ⅱ 10 層 勁岩 (北上) 来茂品

MIH 2‐ 3bほ 員岩 (北 74 未成品

Mイ 11 2 ah厨 ホルンフェルス (北 と) 835 来成品

Mll「 2‐3b9層 ホルンフェルス (ヤ ト 来成品

MIm 23ψ 層 肉緑岩 (北上)
口
ＨＥ

成未

M l ll ホルンフェルス (北上 ) 835 来成品

M I 12 研岩 (北上 来茂品

M Ⅱ 12 3b2ほ ホルンフェルス (北上) 未成品

肛紙, (北上) 3 来成品

M Ⅱ 13 上層 ホザレンフェルス (ヤ 来茂品

M Ⅱ14 2b層 ホルンフェルス (北上 1315 未成品

頁岩 (北上 ) 1215 3 来成品

M114 層 除岩 (】 k「 来茂品

M115 4層 砂岩 】ヒ上 ■25 未成品

ホルンフェルス (北上) 121 来炭話

M116 3b2層 砂岩 】4「 来茂品

M116 詔 ］石 北上 178 未成品

ボルンフェルス (北 ヒ) 未炭品

MI17 2‐ 3b悟 を山岩 (北「 乗成品

M11723b2屠 砂岩 1ヒ上 未成品

砂岩 (北上) 2 来成品

M1173層 砂岩 (】 ヒ「 来成品

MⅡ 17 3日 斑鵜岩 (北上) 未成品

除岩 (北 ヒ) 992 未成温

M11823b屈 ボルンフェルス (】監ト 末成品

M1182‐ 3b2層 ホルンフェルス (ヨ ヒ上) 未成£

醗岩 (北上 ) 2 未成‖

Ml19 1層 ボルンフェルス (北「 来成ニ

M1193層 閃緑岩 (北上) 1064 IA 未成£

買岩 (北上 ) 3 未成‖

M120 12層 閃緑井 (北 ト 2つ 未成品

M12023b層 ］石 奥羽) 未成£

斑瓶; (北上) 2 未成辞

M121 4b層 ホルンフェルス (ヤ ト 未茂呈

M121 4b層 石美斑岩 (北上, 2 未成辞

ホルシフェルス (北上) 2 未成辞

M121 4b層 ボルンフェルス (ヤ「 夫茂滉

M121 4b層 【石 北上 未成辞

閃緑を (北_L) 来成扉

M122 2層 安山岩 (北上) 夫成温

M122 2層 安山岩 (北上, 257 未成滉

l・0を (北上) 来成辞

M1224b層 閃緑岩 (北上) 未成
『

M122 4b層 け岩 北上 未成品

ホルンフェルス (北上 ) 未成注

M1232層 買岩 (北上) 夫成
『

M12323b2層 閃緑岩 (北上) tA 口
ＨＨ

成未

M1234b脂 紛岩 (北上) 未成注

M Ⅱ23 4b肝 来成湿

M1234b層 閃緑岩 (北上) 未成品

M1241層 ホルンフェルス (北上 ) 934 未成注

M1241層 閃緑岩 (北上) 茉成£

M12423b2層 ホルンフェルス (北上) lA 未成品

M1243層 ホルンフェルス (北上 ) 977 来成£

MⅡ 25 4層 it岩 来成β

M1254層 紛岩 IA 口
ＨＨ

成末

M1254b層 静指 北上 1447 来成汗

MⅡ 25 45婚 琲岩 来茂滉

M1258層 安山岩 (北上) 2 !成 辞

(次頁へ続 く)
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器 石製品

磨製石斧 (未成品)

番号 出土地点 石質 極頻
呈大計測れ (cm)

柿考
長さ li

13 2‐ 3b2層 ホルンフェルス (北上)

M11323b2層 閃緑磐 (Jkト

M113 層 閲緑岩 (北上) 2

上層 ホルンフェルス (北上)

M114 層 閃緑措 (ヤ L)

M114 層 ホルンフェルス (】 ヒ■) lA

頁岩 (北 L)

M I 14 14井 (北 L)

M114 将 貫岩 (奥羽) 2

M1142b層 火山際凝灰せ (北上 ?

M1142b層 II岩 (ヤ L)

MⅡ 14 2b層 安山岩 (奥羽) lA

MⅡ 14 2b層 ホルンフェルス (北上)

M1142b層 ホルンフェルス (北■)

M1142b層 頁岩 (北■) 3

M l14 2b層 買岩 9ヒ上 ) 3

M1142b層 百井 (北上 )

MI14 23鬱 層 扮岩 (北■)

M11423b2層 勁岩 (北上 ) 3

Ml14 3悟 賓岩 (奥羽)

M1143層 琲岩 (北 L)

'AM1143層 砂岩 (北上) lA

紛岩 (】 ヒ■)

M1147居 け岩 (北上)

MⅡ 14 7層 IJl岩 (北上) 2

M IIsか 層 44耐閃緑端 (北上)

M1152b層 批楯岩 (北上)

MⅡ 15 2b層 ホルンフェルス (北上)

MTIS 34Fn 4措 (北上)

MIIS 34層 砂岩 (北上)

M Ⅱ 15 4思 ホルンフェルス (北上)

14丹 (北上)

M115 層 砂岩 (北上)

M116 2橿 安山岩 llヒ _丘 )

紛岩 0と上〕

M116 2層 買岩 (北上)

MIIる 3b2層 安山岩 (北上) lA

閃緑据 (北上)

M I 16 3b2層 琲岩 (北上)

M116 3b2ほ 砂岩 (北上) 2

閃緑岩 (北_L) 3

M116 層 砂岩 (北上)

M I 16 ほ ホルンフェルス (北上) lA

ホルンフェルス (北上)

M116 層 け岩 (北上) 1

M Ⅱ 16 層 紛岩 (北上) lA

ボルンフェルス (北上)

M116 層 石英斑岩 (北_L)

M116 層 石英死岩 0ヒ上)

除措 (】 ヒ上)

M l16 Чb層 閃緑岩 (北上) lA

MⅡ 16 4b尼 ボルンフェルス (北上) IA

除岩 (北_L)

M1164b層 安山岩 (北上) lA

M1164b題 ボルンフェルス 9ヒ上)

ボルンフェルス 0に上)

M1164b層 砥楯岩 (北 _ヒ )

M1164b層 砂岩 (北上) 2

M117 層 字山岩 (北_L)

M Ⅱ 17 2層 吟岩 (北上) 2

M Ⅱ 17 ホルンフェルス 9ヒ上) IA

M117 を山岩 0ヒ上

M11723b層 安山岩 (北上)

M117 23b2居 安山岩 0ヒ L) lA

M1172‐3b2層 砂井 (〕 竹ヒ)

M117 23b2層 ホルンフェルス (北上)

M l 17 23b2層 砂岩 (北上) 2

M1173層 l1/N岩 (ヤ ト

M1173層 妥山者 (北上 lA

M1173層 ltI統岩 0ヒ上)

ボルンフェルス (ヤ「

磨製石斧 (未成品)

山〓 出土地点 石質 種類
景大計削値 (cm)

備考
星 ト

M1173婚 責山岩 (北_L) IA

M1173層 ボルンフェルス (北上)

M1173層 琲岩 (北 ヒ)

M1173層 け岩 (北 _「 )

MⅡ 17 3層
=山

岩 (北 L) 2

V1/N岩 (】 イL)

M1174b層 tJj岩
(北上)

M1174b層 同岩 (北 _「 )

臓F組井 (北 に)

MⅡ 17 4b層 ホルンフェルス (北上

MⅡ 17 4b層 π山岩 (北_L)

今井 (ヤ「

M Ⅱ17 4b層 枡岩 (北上) 2

M1182b層 頁岩 (北_L)

弁岩 (ヤ L)

M1182b層 え山岩 (北上)

M1182b思 ホルンフェルス (1ヒ ヒ)

ボルンフェルス (】 ヒ_「

M118 2‐ 3b2増 町丙岩 (北 上)

M118砲 3b2思 ホルンフェルス (北 ヒ)

ホルンフェルス (ヤ L)

M1182‐ 3b2層 少岩 (北 L)

M11823b2思 ホルンフェルス (北上)

砂措 (北「 )

M1183層 閃緑岩 (北 L) lA

M1183懸 頁岩 (北上)

紛措 佃ヒ「

M1183層 勁岩 (北「 ) 2

M1191ほ ホルンフェルス (北 上)

紛岩 (北 L)

M119 1つ 層 安山岩 (北■)

M119,層 ホルンフェルス (北上 )

ホルンフェルス (北上)

M1192‐ 3b層 斑相岩 (北_L)

M1192‐ 3b層 斑岩 (北上)

t紋井 (】 佐上)

M119 23b2悟 買岩 (奥羽) 1ハ

M11923b2層 安山岩 9ヒ上) lA

百岩 (北 L) 2

M1193婚 安山岩 (央羽) Iハ

M1193ほ 閃緑岩 (北上) lA

関緑岩 (北上)

M1193婚 買岩 (北■) 3

M1201層 紛岩 (北上) 2

閃緑措 (北上)

M1202‐ 3b層 安山岩 (北上) IA

M12023bほ 安山岩 (北■)

葬緬岩 (ヤ「

M1202‐ 3b層 安山岩 (奥羽)

M120 23b思 紛岩 (北上)

百井 (4羽 )

M120 23b層 ホルンフェルス (北上)

M12023b2層 安山岩 (北上 ) lA

デイサイト(H羽 )

M1202‐ 3b2層 賃山岩 qヒ上) 2

MⅡ 20 3層 安山岩 (見羽) lA

砂措 (】 ヒ「
MⅡ 20 3層 斑岩 (北上) JA

MⅡ 20 3属 安山岩 ロヒ上 )

`AM1203層 腱州

M12034層 班加岩 (北上) 2

M120 34層 フェルス (Hヒ上 2

MI?09層
MⅡ 20 9層 ホルンフェルス (】 ヒ上 lA

M120 9層 石爽斑岩 (北 _し )

M1209層 li磐 (】 kト

M1209暦 デイサイト (災羽,

M120 9層 密山岩 (北上)

M1209層 ホルンフェルス (】 イト

MⅡ 21 2層 ホルンフェルス (北上)

M121 2‐ 3b層 班岩 (北上 )
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環状石斧

洛号
tlJ土

地点 種類 残存
最大・I漑!値 (cm)

均値き)

重量 石質
長さ 隔

j1/N岩 佃佐_L)

M12223b2懸 完形品 1′ 2 59 37) S9 デイサイト (奥羽)

NIB I層 完形経 76 76 対緑七 (北上)

全
=山

岩 (■羽)

未成品 I′ 2 S6 安山岩 (奥 /11)

FⅧ ,2 Ⅳa2層 、Fi117 来成汗 全 77 82 秒岩 (北 上)

未成温 令 7 1752 デイサイト(■羽)

F Ⅷ 22、 G Ⅷ l llra2層 未成品 令 87 女山岩 (奥羽)

GⅦ 20 Ⅳ a2層 茉成汗 75 砂岩 (北上)

令 5799 F1/N措 ( ヒ)

GⅧ H rTa2層 未成品 lρ 112 ホルンフェルス(北 い

GⅧ 12 Ⅳ a2鳳 来成辞 87 87 デイサイト(興羽)

来茂湿 63 才山岩 ロヒ_L)

GⅧ 22 Ⅳa層 未成品 全 67 940 買岩 (北上)

CⅧ 22 Ⅳa2層 未成す 全 75 76 安山岩

来成況 69 空山岩

HⅦ 5、 HⅧ l 未成品 全 1286 129 6754 安口岩 え羽)

HⅦ 6～ 9 未成』 全 2605 安山岩

HⅧ I 来成
『

75 75 窪山井 覺羽)

H Ⅷ 12 未成品 78 安山岩 奥羽)

HⅧ 12 18 来炭齢 命 122 砂岩 (

lⅧ 14 Ⅳ a2罵 5 砂岩 ( ■ )

H Ⅷ 16、 Hlu21 Ⅳa2層 末
「

k品 全 118 砂岩 (北上)

E F、 V～Ⅶ I Ⅱ層 来炭品 肉緑措 (北 L)

末茂品 命 2 冨岩 (

MI"4b層 、M Ⅱ 16 4b

層
木成品 命 97 715 1883 砂岩 (奥羽)

茉茂品 2969 デイサイト(奥羽)

MI 11, 16 Ⅳa層 トレンチ

M122 2 Ⅳa層 トレンチ
未成品 仝 122 H6 砂岩 (奥羽)

[221層 茉成品 lρ 82 82 砂川

M122 3 Ⅳa層 トレンチ 未成品 116 H6 1801 デイサイト(HЯЛ

M1234b層 未成品 全 デイサ (製羽

M124 4 Ⅳ a層 トレンテ 来茂品 今 133 132 6247 安山岩 良羽)

M124,25 Ⅳa層 トレンチ 未成品 凝灰岩 央羽)

MⅢ 4 23b2層 未成品 全 87 安山岩 興羽)

MⅡ 21 23b目 来茂品 全 102 4275 密山培 興羽)

MⅡ② IV層 ヒ部 未成品 H9 (55) 1742 閃緑岩

MⅢO Ⅱ～IV a層 上部 未炭品 凝灰岩 奨羽)

N15 4層 来成品 lρ (55ヽ 安」培 堤羽)

N16. H Va層 トレンチ 未成品 lρ (32) 297 凝灰岩 奥羽)

NⅡ 7 8 Ⅳa層 トレンテ 未成品 砂岩 (奥羽)

N19J?層 と4b層 トレンテ 末成品 855ヽ 337 r1/・ 岩 羽 )

NⅡ 10 3居 芙成品 lρ 砂岩 (奥羽)

N116 21 Ⅳ a層 トレンテ 未脱∴ デイサイト (奥羽)

N119"rr a層 トレンチ 未成品 1を 119 安止岩 (堤羽)

N11 3層 夫成品 61 凝灰岩 (奥羽)

NⅡ 6 1l Ⅳa層 トレンテ 未成品 全 安山岩 (奨羽)

ST01 T8 茉茂品 75 1363 デイサイト(現羽)

ST01 T8 未成品 86 デイサイト(■朔)

ST01 T8 未成品 全 83 1235 疑灰岩 (奥羽)

南西区南端トレンテ① ll層

の「
未成品 1口 3 砂岩 (奥羽)

多面体

春号 出土地点 石質
Fk大 岳「測値 (ω■)

種類 ll考
長さ

394 M120 4b層 怖縦井 (奥羽) 3C

M1103i層 流紋岩 (奥羽)

M124 4b思 チヤート(北 L) 2C

M124 4b層 赤■貰岩 (■羽) 67 655 2C

M124 4b層 赤色頁岩 (奥羽)

M1255婚 凋緑岩 (北上) 2C

MⅡ 4 1日 デイサイト(奥羽) 2C

M15 34層 石英 (奥羽)

M Ⅱ6 23b2層 閃緑岩 9ヒ ヒ) ,6 2C

M Ⅱ 7 23b2層 赤伍貰州 (堤羽) 2C

M183層 石英 (奥羽)

MⅡ 10 1婚 赤色貰岩 (奨羽) 565 2(

M1106層 石笑 (l■
l羽

) 905 2C

2‐3b2層 赤色買岩 (英羽)

23b2壇 赤色良岩 (製羽) 75 2C

23b2目 士化変雪井 (興羽)

(鶏lLH)(奥羽) 2C

MⅡ 13 3上層 玉スイ (製羽) 805 2C

MⅡ 14 1層 鷺化変雪措 (興羽)

砕イヒ少告岩 (■羽) 2C

M1164b層 赤色負岩 (奥羽) 815 71 2C

MⅡ 16 4b厨 水品 (製羽)

赤色買岩 (奥羽) 2C

M1183将 ホルンフェルス (北上) 74

MⅡ 18 3悟 アプライト(北上)

許イk恋

`殆

(■羽 2C

M121 4b層 貞岩 (奨羽) 77 2C

M121 4b層 J:化変質岩 (興羽) 67

ホ■言井 (東羽) 2C

M1223層 H化変資岩 (奥羽) 7

M Ⅱ22 4b目 百岩 (興羽)

M T22 4b層 干ズイ (rll羽 ) 2C

M Ⅱ23 4b贈 チヤート (北 上) 6

M Ⅱ23 4b層 閃緑岩 (北■) 82

王ズイ (工列])

34層 lyl禄岩 (北 上) ■65 72

MⅢ 2b層 赤色頁岩 (奥羽) 64

M16 10層 角閃岩 (北上)

古生代デボン紀

(母体変成岩類)

M狙 34中 懸 避化変質岩 (9・
l羽

) 62

MⅡ 8 34中 層 角閃岩 (北上)

古生代デボン紀

(母体変成岩類)

M田 3層 と化変質岩 (ra羽 ) 54

臣鍔 (革羽〕 9 2C

MⅢ 8層 ホ色貫岩 (奥羽) 8 57

上化変資岩 (興羽) 75

十イk参 督岩 (H羽 ) 2C

83‐ 4層 H化資質岩 (奨羽) 71

934慰 延糀岩 (北 と)

月緑井 (北 ト 2C

MⅢ 23 8皆 百災 (奥羽) 67

MⅢ 23 8層 ヒ頁岩 (奥羽) 55

M‖ 2311層 王ズイ(n羽 ) 125 2C

NIS S層
「

英 (奥羽)

N16 4層 PI化変質岩 (興羽)

王ズイ(4羽 〕 2C

N1121層 ホ色買岩 (史羽)

NIB I層 頁岩 (興羽) 65

F輩 (■羽)

N1201層 イ (務始)(其羽)

N1253層 角閃岩 (北上) 1395
占生代デボン肥

(母休変成岩類)

赤色貴iH(奥 羽) 2C

赤色買岩 (災羽)

4層 茉仕百井 (■羽) lC

NⅡ 2 4b層 石英 (製羽) 61 5

4b層 赤色貰岩 (興羽) 695 65

2層 頁岩 (奥羽) 2C

4b層 ペグマタイト(Hヒ「 ) δ

23b2屠 rF化変管岩 (興羽) 57

NI 4b層 王ズイ (奥羽) lC

4b層 チヤート9ヒ■) 59

NI 2層 示鉄鉱 (弄H省 対1人 ) 0

赤色買岩 (奥羽)

砂岩 (北上) 915

NI 斑組岩 (北上 ) 67

NⅡ 7 4b層 赤色頁岩 (奥羽)

NⅡ 10 12唐 赤色貫岩 (興羽) 6 57 2C

Ⅱ104b層 石爽 (■羽)

NⅡ l卜 3層 強化変質岩 (奥羽)

NⅡ 12 2層 赤色貞岩 (奨羽) 435 IC

NⅡ 12 4層 派仕貰岩 (翼羽) 74 635

N 5層 ホ●百井イ襴刑〕

※ 第 5～ 6表 (お よび第 576～ 582図 )は、個々

の遺物の観察表作成前に作成したもので、個々の遺

物の観察表と若千違う点がある。



3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器・石製品
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第 580図  石器・石製品法量分析 (1)



磨製石斧 (52点 )
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第 581図 石器・石製品法量分析 (2)
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3 縄文時代晩期末～弥生時代前期の石器 。石製品

環状石斧 (掲載分60点 )
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第 582図  石器・石製品法量分析 (3)



めとまⅧ

今回の調査成果をまとめ、若干の解釈を加えて今後の課題としたい。もっとも大きな成果があつた縄文時

代晩期末～弥生時代中期を中心に述べる。

1 縄文時代晩期末～弥生時代中期の金附遺跡

①遺物

土器が大コンテナ (30× 40× 30cm)で 約 200箱、石器は、原料 も含めると、30× 40× 20cmの コンテナ

で約 780箱、土製品は 386点 、石製品は 453点で、土器以外は、他時期のものが若千含まれている (特に石

器、円盤状土製品)。 そのほとんどは捨て場、特に ST01捨 て場から出土している。

土製品の内訳は、耳飾 1点、小玉・垂飾品 2点、土偶 96点 、動物形土製品 2点、動物形把手 4点、土版 2

点、「スタンプ】犬」土製品 2点、円盤状土製品 184点、三角状土製品 1点、焼粘土塊 75点 (以上 )、 不明 17

点。

石器は23,453点、剥片類は 683965913g出上 した。内訳は、石鏃 223点 、石鏃未成品 411点、石錐 144点、

石箆 18点、石匙 16点、掻 。削器等 A類 (Uフ レイク・Rフ レイク、ピエス・エスキーユ含む)68点、掻・

削器等 B類 9点、磨製石斧 24点、磨製石斧未成品 5,008点、打製石斧 1点、「ハンマー類」139181点、台石

1,037点 、砥石 3,000点、石皿 22点、凹石 58点、磨石 231点 、不明 2点、剥片石器製作時の剥片 221,404,96g、

その他 (磨製石斧の製作剥片主体)の剥片 462,254178が 調査で出土した。「ハンマー類」13,181点のうち、

2,086点 は多面体石で、また 493点 は通常の凹石に分類される可能性がある。

石製品の内訳は、岩偶 1点、玉類 14点、その未成品 69点 、垂飾品 6点、その未成品 10点 、有孔石 6点、

環状石斧 4点、その未成品 61点 、独鈷石未成品 31点、石冠未成品 2点、陽物型石製品 1点、石棒 (ほ とん

ど未成品)7点、石剣類未成品 219点 、不明 (完成品)4点、不明 (未成品)18点である。

自然遺物として、アスファル ト塊 1点、生粘土塊 3点、動物遺体 (人骨含む。魚骨ではギギあ り)、 植物遺

体 (炭化クルミほか)、 赤色顔料・赤鉄鉱、その他大量の炭化物 (樹種はクリが多い)が出土 している。

土器と石器・石製品については、第Ⅶ章で検討 しているので、ここでは土製品について若千見ていきたい。

土製品の中で比較的まとまって出土 した土偶について (第 401～ 409図 )。 まず、土器型式編年と対応する

形で土偶を編年 した金子 (2004)の 結果と照らしてみる。結髪土偶では、乳房の形に変遷が顕著に認められ

るとしており、その形から、88・ 95。 98は大洞 A′ 式古、81・ 93は 大洞 A′ 式新と判断され、共伴土器ある

いは出土層を見ると確かに符合する。95の 場合は、大洞 A′ 式新を主体とする層だが、周囲には大洞 A′ 式

古も見られる (第 366図 3312)。 しかし、乳房の形では大洞 〆 式新と判断される 90は 、大洞 A′ 式古を主

体とする層から出土 している。小形のためであろうか (金子 2004ゃ .24)。

46・ 64・ 67・ 80・ 106な どは、出土層や共伴土器から、従来の青木畑式期の可能性が高 く、小形扁平化 し、

刺突文や短沈線を多用するなど、宮城県青木畑遺跡の出土土偶に似る (宮城県教育委員会 1982:第 22図 )。

大きさやつくりから、急速に土偶の造形が衰えていることが窺える。75は 、lb層 の出土ということで比較的

新 しい時期と推定されるが、明確な共伴土器がなく、周囲から出土する土器からは、青木畑式 (新)～谷起

島式古期 としかわからない。

以下、単純に型式学的に判断して、大洞 A′ 式古期と思われるのは、45・ 57、 大洞 A′ 式新期以降と思わ
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1 縄文時代晩期末～弥生時代中期の金附追跡

れるのは、21・ 24・ 28'75'100・ 101・ 104。 小破片が多 く、また共伴土器が明確でないものも多いため、時

期ごとの細かい変遷については不明である。青木畑式期の土偶が比較的多いのは、土器の出土量を反映して

いるのだろうが、大洞 A′ 式古期は土器の出土量に比べて土偶の割合が多いと言える。

石製品は、土器の出土量にほぼ比例 しているようだが、ST02捨て場から出土 した環状石斧 (未成品)は、

土器の出土量に比べて多い。

以下、今回の調査でわかったことを箇条書きにする。

・該期の遺物は、ST01捨て場を中心に出土 してお り、この捨て場は、後背湿地底に形成されて覆土が厚 く、

包含層自体 も最大厚が 1.5mを 超えているため、層位的に比較的良好な状態で遺物が出土しており、編年学的

な検討を可能にしている。このうち土器については、第Ⅶ章に記 し、基本的に石川日出志氏ほかの編年案を

追認したが、最 も出土量の多い青木畑式については、その系統性の強さゆえか、本遺跡においても実態を掴

めず細分することはできなかった。

・土器の出土量は、大洞 A2式から徐々に増え始め、青木畑式でピークを迎え、山王Ⅲ層式で減少し、桝形

囲式併行期で激減 し、その後見られなくなる。

・この間、継続 して異系統土器が見られ、砂沢式以外はほとんどが阿武限川下流域の土器である。

・土製品、石器・石製品の出土量は、基本的に土器の出土量の変化に比例するが、土偶は、もともと時期に

よる盛衰があるため若千異なり、環状石斧にもやや変わった点が見 られた。

。土器の製作痕、使用痕についても若千検討 したが (第Ⅶ章)、 使用痕 (ス ス・コゲ)は、金附遺跡から約 4

km程度 しか離れていない晩期後葉の九年橋遺跡と同様の傾向が認められ、製作痕については、山王Ⅲ層式 と

それ以前の上器に顕著な違いが認められる (胎土、色調)。

・石器・石製品には未成品が多 く認められ、磨製石斧を中心に、石鏃、環状石斧、独鈷石、石剣類、石棒、

玉類・垂飾品が本遺跡で製作されていたと推測される。出土量の変遷から、その製作時期は、ほぼ土器の盛

衰に合わせているようである。

・石器・石製品の石材のほとんどは、北上川起源の可能性が高い (第Ⅶ章)。 石鏃や石剣類、玉類、独鈷石 ?

には、石材の拘 りが窺われ (頁岩中心)、 環状石斧、磨製石斧、多面体石器は、石材が分かれることを積極

的に評価すべ きようだ (第Ⅶ章参照)。

・磨製石斧の製作 (敲打)具である多面体石器は、直径 6cmよ り小 さくなると捨てられるようだ (第 Ⅶ章 )。

。明らかな移入品は、異系統土器の他はアスファル ト塊 しか認められないと

②遺構

・遺跡は、幅約 40mあ る縄文時代以来の自然堤防と、その西側にある幅約 20mの縄文時代晩期以降の自然

堤防、この二つの自然堤防の間の後背湿地、縄文時代以来の自然堤防とその東側に広がる段丘の間の後背湿

地に立地する。

・該期の捨て場は、後者の後背湿地にも小規模なものが見られるが (ST02捨て場。大洞 A/式古～新期が主 )、

前者が主で、大洞 A2式～山王Ⅲ層式期に主として形成された (sTol・ 03捨て場)。

・該期の竪穴住居跡は検出されていないが、新 しくできた自然堤防の上から4基の炉跡と27基の焼土、おび

ただしい数の柱穴が検出されている。これらは、遺物包含層の上、中、下から検出されたもので、平地住居

の残骸の可能性が高い。

・土坑は、7基検出されているが、このうち 3基は柱穴と考えられ、また 3基は疑似現象の可能性がある。残

り1基 (sK90)は 、上面から焼土とえ化物層の交互層が認められ、炭化物層には大量のクルミや種子などの

植物遺体が、焼土層には魚骨を中心にした動物骨が含まれていた。魚骨には、東北地方で出土例の少ないギ
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Ⅷ ま と め

ギが出土しており注目される (第Ⅸ章第 4節 )。

。この他に、土器構墓が検出されているが、3基 と非常に少ない。おそらく再葬墓であり改変を受けている

のだろうが、出土遺物量の割に極めて少なく、該期の土坑墓も全くといって良いほど認められない。

③遺跡

。金附遺跡の「縄文晩期から弥生時代においてクリ、 トチノキ、オニグルミが食料として利用されていたこ

とは確かで、さらにクリは建築材や燃料材などに多用されていたとみられる。周辺の植生を復元するための

資料は少ないが、少なくとも河畔ないし谷筋にはオニグルミやトチノキ、カツラが分布し、その後背の山地

にクリ、ニレ属、コナラ節、ケヤキなどの落葉広葉樹、林縁にはニワトコ属などが分布していたと推定され

る」(第 Ⅸ章第 1節 )。

・金附遺跡の周囲には、同じような立地で大量の遺物が出土している、牡丹畑遺跡 (大洞 C2式主体)、 九年

橋遺跡 (大洞 C2～ Al式)な どがあるが (第 Ⅱ章)、 金附遺跡の場合は、これらとは異なって石器製作跡と

しての性格が顕著である。

。大量の未成品 (失敗品)の存在から、作られた石器は、自家消費ではなく交易品であったと考えられるが、

明らかな移入品は土器とアスフアルト塊しかない。土器に入つていたものが対価であったのだろうか。異系

統土器は、阿武限川下流域のものが顕著だが、そちらにこちらの製品が見つかるかどうか。

・石鏃の大きさや土器の使用状況 (第Ⅶ章)か ら、本遺跡は、石器製作跡だけでなく集落跡でもあることが

窺われるが、石匙や不定形石器が極端に少ないなど、通常の集落跡の石器組成とは大きく異なる (第Ⅶ章)。

・隣接する相田遺跡との関係。相田遺跡の方が古い時期から長期に認められるが、晩期末は重なっている。

相田遺跡は段丘上に立地し、金附遺跡はその下の自然堤防に立地する石器製作跡ということで、集落と作業

場という機能による使い分けを想定したくなるが、金附遺跡では、大量のススコゲが認められる土器も出土

し、土偶などの土・石製品も少なからず出上している。

・以上とも関係するが、今回の調査は、遺跡の北端の一部にとどまっており、遺跡の範囲・存続期間が確定

しているわけではないので、今後確認する必要がある。

・金附遺跡では、縄文 /弥生時代の画期はほとんど関係なく、むしろ出土遺物の変遷や集落の在 り方からみ

れば、晩期末から始まって弥生時代へ極めて継続性が強いと言える。時代の画期は、四脚付浅鉢の消滅 /蓋

の出現くらいにしか認められなかった。

参考文献

金子昭彦 2004「 結髪土偶と刺突文土偶の編年」『古代」第■4号 早稲田大学考古学会

宮城県教育委員会 1982『 青木畑遺跡』宮城県文化財調査報告書第85集

2 金附遺跡の歴史

・縄文時代中期末

自然堤防上に竪穴住居が作られた (南西区北端)。 覆土から石棒 (未成品 ?)が出土 している。土坑 も掘 ら

れたらしい。出土土器も比較的多い。

・縄文時代後期初頭～前葉

数は非常に少ないが、土器片が出土 している。

・縄文時代後期中棄
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2 金附遺跡の歴史

比較的多 くの土坑が掘られ (中央区)、 完形に近い土偶が SK32土坑から出土 し、土器も比較的多い。

・縄文時代後期中葉～晩期中棄

数は非常に少ないが、この間ほぼ継続 して土器片が出土 している。土坑 (墓 ?)の 中にこの時期のものが

含まれている可能性がある。

新 しい自然堤防は、この間に起こった大洪水によって形成されたと考えられるが、土器が継続 しているた

め特定できない。土器の摩減状態から推測すれば、後期末あたりか。

・縄文時代晩期中葉後半～後棄前半

ST01捨 て場では、最下層の縄文時代以来の自然堤防が崩落した再堆積層の中に、完形に近い土器が出土 し

ており (南西区)、 後期中葉以来の積極的な活動が推測される。土坑 (墓 ?)の中にこの時期のものが含まれ

ている可能性がある (中央区)。

・縄文時代晩期後葉～弥生時代中期

前節のとお り、縄文時代晩期以降の自然堤防を中心に集落が形成され、石器の製作が盛んに行われた (南

西区、東区)。

・弥生時代中期～奈良時代 (8世紀前半)

本遺跡では全 くの空白期で、土器も出上 していない。この時期のいつか、再び大洪水が起き、捨て場を含

む斜面を覆った。

。奈良時代 (8世紀中頃)

竪穴住居がつ くられた (北西区の縄文時代以来の自然堤防の西端)。

本遺跡は、背後に国見山、南南東約 3kmに瀬谷子窯、対岸約 7km南に胆沢城、という古代の重要な遺跡に

囲まれた場所に立地するが (第 Ⅱ章)、 自然堤防という低い土地が当時嫌われたのか、あまりぱつとしない。

・平安時代 (10世紀初頭前後)

土坑や焼土が検出され (南東区南部、南西区)、 二つの自然堤防の間の両方の斜面から比較的多 くの上器

が出土している (南西区)。 SK80、 84土坑は、焼土や火を受けた礫など特殊な状況が認められ、埋葬に関係

する施設であろうか。

今回の調査では竪穴住居は確認されていないが、立地からいっても、おそらく、この時期に見られる月ヽ規

模集落の拡散化現象の一部と捉えられよう (第 Ⅱ章)。 また、奈良時代の集落との間の断絶は、志波城廃絶

の原因と同じ理由が考えられる。すなわち、この間、洪水等にさらされ、近づきにくい場所であつたのでは

ないか。洪水堆積砂層が明瞭でないので、それほどの規模ではなかったと思われるが。

。中世

中世前半に製作された常滑焼の破片が出土しているが、この時期に捨てられたものかどうか定かではない

(南西区)。 土坑墓などの埋葬施設は、副葬銭が出土 し中世末期 と判断される (東区 SK07、 10土坑)。

本遺跡のこの時期の考古学的痕跡は薄いが、もともと考古学的証拠が少ない時期なので、実際にどの程度

の活動が行われていたか定かではない。なお、本遺跡で奈良時代以後に顕者な大決水の痕跡を認めることが

できないのは、おそらくこの時期以後に堤防が築かれたためであろう。

・近世

南北方向に延びる大溝 (SD08)、 墓墳が検出され、陶磁器小片が出土している (南西区)。 この大溝は、江

刺平野に灌1既用水を提供 した大堰に関係があるものと推測される (第 Ⅱ章)
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Ⅸ 自然科学的分析

金附遺跡で行つた自然科学的分析は、古環境復元 (1)、 動植物遺体の同定 (2～ 4)、 石器の使用痕分析

(5・ 6)、 炭素 14年代測定 (7・ 8)である。以下、その分析を委託した理由と結果についての若子のコメン

トを述べていく。なお、本章は、変則的な構成 (書式、害J付)に なっているが、図表を既に害より付けして原

稿を提出してきた場合には、変更するとその主旨を損なう恐れがあると判断したためである。また、本章は

本来なら第Ⅷ章の前に入るべきものだが、造本上の理由で最後になったことをお断りしておく。

1 金附遺跡における縄文晩期から弥生時代の植物化石群

引き継ぎ時の打ち合わせで、前年度の担当者から、sTol捨て場にトレンチを入れたところ (T8)厚い戊

化物層が検出され、次年度に採取から含みで分析を委託しようと考えていたとの判断を受けて委託した。

後背湿地に形成された捨て場ということで花粉の残存が期待されたが、報告のように、ほとんど残ってい

なかったようである。それは、土層からも裏付けられ、薄い縞状の交互層という水成堆積を示すのは、一番

低い場所だけであり (第 57図下の 8層 )、 それ以外は、地山が砂層ということで、洪水の後比較的早い段階

で乾燥してしまったのであろう。せっかく現地にまで来ていただいて採取したのに残念なことであった。花

粉が残っていないということで、代わりに炭化材を多めに分析していただいた。

炭化した植物遺体しか得られなかったので限界があるのだろうが、金附遺跡では、オニグルミ、 トチノキ、

クリが主に利用され、青森県是川中居遺跡における植物利用に共通するものがあったと推測している。

周辺では、北上市九年橋遺跡 (第 Ⅱ章参照)の遺物包含層で花粉分析が行われている (山 田 1980)。 共通

する点も多いが、九年橋遺跡の方がより湿地性が強いようである。

2 金附遺跡の炭化種子

SK90土坑は、縄文時代後期以降に形成された自然堤防の東斜面で、晩期末～弥生時代前期の遺物包含層の

下から検出された土坑で、焼土層と炭化物層が交互に見られ、炭化物層から多量のクルミなどの植物遺体が

出上した特異な土坑である。炭化物層から種子も多く出土したため、その同定を委託し、併せて他の遺物包

含層から出土した種子の同定を委託した。結果は、種不明とのことである。SK90土坑出土資料は、素人目に

はそれほど残りが悪いようには見えず、何よりその出土量から楽観していたが。

3 金附遺跡の炭化植物遺体

同じくSK90土坑の炭化物層から出土した樹皮状のもの、植物の茎状のものの同定を委託した。同定が困

難な部位で望みは薄いと考えていたが、茎状のものについては、イネ科タケ亜科の秤と同定された。

4 金附遺跡出土骨の同定

同じくSK90土坑の焼土層から出土した骨の同定を委託し、併せて捨て場出土資料のうち骨端の残ってい

る骨片の幾つかの同定も委託した。後者については、骨端が残つている資料がまだこれと同じくらいあるが、

出土地点・層もマチマチで、何より第V章に記したような粗い調査で偶然発見されたものだけを悉く同定し

てもコス ト的にどうかと考えたので、特に出土層が明確で撹乱の少ない資料を選んで委託した。

報告の表 2の ような結果が得られ、同定した金子浩昌氏は、東北地方で出土例の少ないギギに注目してい

る。その他は、縄文時代に一般的な動物であろう。

5 金附遣跡出土石匙の使用痕分析
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(次年度)出土石器のうちで、石匙は特に少なく、またその形 も通常とは異なり石錐に似たものが多かった。

通常とは異なる用途、特に石器製作跡ならではの用途があったかと考えて使用痕分析を委託 した。

分析の結果、一般的な形態の No.364、 365、 369、 370は 、動物解体等の通常の石匙の用途に使われたこと

がわかった。結果が期待 された石錐に似た形態を示す一群は、No 361以 外は光沢が検出できなかったようで

ある。No 361 1よ 、植物で生 じるAタ イプ光沢で、前・中期の石匙への近似を示すものか。

6 金附遺跡出土礫石器の使用痕分析

(次年度の)調査で出土 した凹石は、前・中期の遺跡で多 く見られる一般的な凹石の窪みとは見た目が異

なり、細か く浅いあばたの集合体というより鋭角的で深い穴が多い気がした。石器製作具の一種ではないか

と考え、使用痕分析を委託 した。

結果は、一般的な凹石であり、クルミなどの尖ったものを打撃 した結果生 じた使用痕で、筆者の判断は全

くの誤 りであることがわかった。本遺跡の石器分類 (第Ⅵ章)は有効でないことになる。

7 金附遺跡の放射性炭素年代測定

調査当時の調査課長の指示で委託 したものである。コス ト面から3点の委託となった。また、本格的な整

理作業の始まる前に委託 したため、単純に炭化材の残 りの良さと汚染の有無の可能性で選んだので、結果的

には周囲にあまり良好な土器が出土 しておらず時期推定の困難な地点を選んで しまった。具体的に示すと、

試料 3は、M Ⅱ 21グ リッド4b層 上面から出土しているが、4b層上面には掲載に足る土器は出土 していない。

4b層からは、第 255図 2005、 2018、 2019の土器が出土 してお り、これらは大洞 A′ 式新と判断される。試

料 4は、M Ⅱ25グ リッド4b層 で、第 275図 2229～ 2231の 土器が出土 してお り、大洞 A′ 式古～新に相当

する。試料 5は、MⅢ 8グ リッド10層 から出土 しているが、掲載に足る土器は出土 していない。他のグリッ

ドでは、10層 は大洞 C2式～ Al式が主として出土 しているようである (第Ⅶ章第 1節参照)。

試料 3か ら判断すると、暦年較正年代では、大洞 A′ 式新のころが紀元前 400年 ということになる。試料

4は芳しい結果が得 られていないので、試料5を参考にすると、確かにこれより古い年代が得られているので、

一応の目安と考えて良さそうである。

8 金附遺跡出土試料の HC年
代測定

金附遺跡の時期に興味を示された小林謙一氏 (国立歴史民俗博物館)の御厚意で、土器付着炭化物 と出土

炭化物の両方を分析 していただいた。なお、IWM9～ 12に ついては、手違いで報告書に付着土器を掲載でき

なくなってしまったことをお詫びする。

土器付着炭化物については、海洋に由来するおこげのためか古い値を示 しているが、多くの資料が伴出す

る炭化材と整合的である。出土炭化物については、層位と整合 した良好な結果が得 られているようである。

小林氏は、今回の測定による実年代を次のように推定している。弥生時代中期山王Ⅲ層相当期を、較正年

代で紀元前 400～ 200年、大洞 A′ 式・砂沢併行期を、較正年代で紀元前 350年 頃よりおおむね古い年代。

パリノ・サーヴェイ株式会社の分析は、試料が少なくて正当な比較はできないかも知れないが、大洞 A′

式 新期 (砂沢式併行期)を紀元前 400～ 200年 と判断する小林氏の結論とは符合すると言える。

参考文献

山田悟郎 1980「 第3章第6節 花粉分析」『九年橋遺跡第6久調査報告書』北上市教育委員会 文化財調査報告第29集
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Ⅸ 自然科学的分析

1 金附遺跡における縄文時代晩期から弥生時代の植物化石群

吉川純子・吉川昌伸 (古代の森研究舎)

(1)は  じ め に

金附遺跡は、北上川左岸の自然堤防上に立地する縄文中期から近世にわたる遺跡である。縄文晩期末から

弥生時代前期には最 も栄えた時期とみられ、石器やその未製品、原

料の石、土器など多量の遺物が出土し、北上川の礫を利用 して粂な

どの石器をつくっていたと考えられている。この時期の堆積物には

彩 しい炭化物や木炭片が含まれ、さらに自然堤防間に旧河道跡が確

認された。こうしたことから、生業と周辺の植生復元のための資料

を得ることを目的に花粉化石、大型植物化石、木材化石の植物化石

群の調査を行った。

(2)堆 積 物 の概 要

調査は自然堤防上の KTA、 及び旧河道のKTB、 KTCで行った。調

Ｎ＋

一

O
1 10m .

査地点の位置を図 1に 、分析

採取地点の地質柱状図を図 2

に示す。各地点とも縄文晩期

から弥生時代の堆積層からな

る。堆積物は、自然堤防上の

KTAで はシル ト質細粒砂 な

いし砂質シル トからなり、2‐

3bや 2-3b2層 には彩 しい炭化

物を含むため黒色を呈する。

旧河道内の KTBと KTCは、

主に灰 オリーブ色ない しオ

リーブ黒色シル ト質細粒砂か

らなり、牛5層や 3-4層、KTC

の 2-3b層 ではシル ト分 を多

く含む。また、木炭片が散在

し、牛5、 4、 2-3b2、 1-2各 層

では部分的に炭化物を多 く混

入する。8層 ではシル ト質細

粒砂から砂質シル トヘの級化

成層が 4サ イクルみられる。

なお、堆積物の詳細な記載に

ついては関係する章を参照さ

れたい。

図 1 分析試料採取位置図
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1 金附遺跡における縄文時代晩期から弥■時代の植物化石群

(3)花 粉 化 石 群

花粉化石群の調査は旧河道のKTBと KTC地点で行った (図 2)。 花粉化石の抽出は、単位体積あたりの花

粉量を算出するため体積を測定後、10%KOH(湯 煎約 15分 )一 傾斜法により粗粒な砂を取 り除く-48%HF

(約 15分 )一 重液分離 (比重 215の臭化亜鉛)一 アセ トリシス処理 (濃硫酸 1:無水酢酸 9の混液で湯煎 7

分)の順に処理を行った。プレパラート作成は、残澄を適量に希釈 しタッチミキサーで十分撹拌後、マイク

ロピペットで取 リグリセリンで封入した。また、堆積物の性質を調べるために、花粉分析層準において有機

物量、泥分 (シ ル ト以下の細粒成分)、 砂分量、
´
及び微粒炭量について調査 した。有機物量の変動について

は強熱減量を測定 した。強熱減量は、るつばと乾燥試料約 28の 質量をはか り、るつぼを電気マッフル炉内に

置き、750℃ で 3時間強熱 し、強熱による減量を乾燥重量百分率で算出した。微粒炭量は、デジタルカメラ

でプレパラートの顕微鏡画像を取 り込み、画像解析ソフトのNH Imageで微粒炭の面積を測定 した。

表 1 金附遺跡の花粉分析試料の堆積物の性質 (重量°
/。 )

Jr積物の14:質 (重 長°o)

試十 騒位        ナに積物の特徴 含水比
強熱減it    微粒炭量

(有機物呈 )  (脈 /� )

KTB (NⅢ 9)

b1   4‐ 5

b2   4-5

KTC(M Ⅲ 24)

c1   2‐3b

c2    3-4

c3    3-4

c4     8

c5     8

c6     8

c7    9

c8     9

オリーブ黒色細粒砂賃シル ト

オリーブ早色細粒砂質シル ト

オリーブ灰色シル ト質対1～ 中li砂

灰オリーブシル ト質莉」～中粒砂

灰オリーブシル ト質細～中粒砂

灰色ンル ト質細粒秒

灰色ンル トに灰オリーブ細粒砂が不定形に況入

灰色シル ト質細ll砂

灰オリーブシル ト貨率H粒砂

灰オリーブシル ト質網粒砂

286

433

283

304

352

409

418

407

424

374

474

401

610

646

519

557

445

549

509

643

411

488

325

291

412

367

467

375

395

283

115

108

65

63

69

76

88

76

96

2653

998

281

312

512

583

1412

830

1270

779

旧河道のKTBと KTC地点の 10層準で花粉

化石の調査 を行 つたが、c4で カバ ノキ属

(】勃 肋)が 1粒、b2でハンノキ属 (И J/Ptrs)

1粒 とヨモギ属 (力た胞な,α)3粒が産出したの

みで、それ以外の試料からは産出しなかった。

一方、図 3に示 したように各試料には彩しい

微粒炭が含まれ、特にblでは著しく多い (表

1)。

分析層準の堆積物は、有機物量が 6～ 12%、

泥分量が 29～ 49%占 め、砂は細粒砂を主と

する (表 1)。 花粉は流水環境ではシル ト以下

の細粒成分と挙動を伴にするため、本遺跡の

粒度組成からは通常含まれていることが多い。

一方で、処理後の残澄は微粒炭からなり炭化

していない植物片は含まれない。こうしたこ

とから、花粉の大半は分解されたものと推定

される。花粉の外壁は、湿地や水域など還元

lmm

図 3 花粉処理後の残澄の状況
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Ⅸ 自然科学的分析

環境下では保存性は高いが、陸上の土壌のような酸化条件下では化学的分解やバクテリアの食害により保存

性は者 しく低い。したがって、旧河道は増水 した短期間のみ河川環境にあったが、普段は水のない乾陸化 し

た状態であったと推定される。

(4)大型植物化石群

1)大型植物化石群の記載

大型植物化石の分析は、ICTA、 KTB、 KTCの 11層準で行った (図 2)。 各層準から堆積物をブロックで採

取し、o,25alm目 の節で水洗を行った。実体顕微鏡を用いて残澄から同定可能な植物化石を選別し、分類群別、

産出部位別に計数した。選び出した炭化物は 600/。 のアルコール液侵標本にしてガラス瓶で保管されている。

各試料には、多量の災化物のほか、木炭片、土器片、石質剥片などの生業に由来する遺物を含む。旧河道

堆積物には炭化していない植物遺体が含まれていることが予想されたが、堆積物中の黒色を呈する部分はい

ずれも炭化物に由来し、根や細かい葉片などの腐敗していない植物遺体はまったく認められなかった。

産出した大型植物遺体を表 2に、また堆積物 500ccあ たりに換算した層位別産出個数を表 3に示す。各試

表 2 金附遺跡より出上 した炭化種実

Al   A2   A3   A4

1‐2    2-3b   2‐3b2     3

330     400     440     200

KTC
Cl    C2

3-4       9

160     350

KTA KTB
試料番号

層位

分類群 出上部位＼体積

Ｂ５

４
．

５

３２０

Ｔ

ｌ２

・

３

７

一

Ｂ４

４
．

５ 上

３４０

下

‐４

・

１

‐７

・

‐

・

〓

Ｂ３

４

８００

Ｔ

４９

２

３

２２

・

・

・

‐

Ｂ２

２
．

３ｂ２

２６０

Ｔ

２０

．

１

１６

・

・

・

・

Ｂ‐

〕

２５〇
一
１

３３

・

〓

‐９

・

‐

オニグルミ 内果皮 1/4片

内果皮破片

果皮破片

果皮破片

種皮破片

子葉破片

内果皮

果実

菌核

2   1

クリ

ブナ科

トチノキ

ニワ トコ属

サナエタデ近似種

核菌網

5      34

1      2

1      2

5      22

表 3 金附遺跡より出上 した層位別の炭化種実

分類群 出上部位＼層位  1‐ 2 2‐3b   2-3b2

KTA オニグル ミ    内果皮破片

クリ       果皮破片

3

ブナ科 果皮破片

トチノキ     種皮破片

子葉破片

サナエタデ近似種 果実

出上部位＼層位  1‐ 2 2-3b2

KTB オニグルミ

クリ

内果皮 lμ 片

内果皮破片

果皮破片

４０

　

．
　

２

　

３２

　

・
　

・

２

　

６６

　

・
　

・
　

３８

　

２

　

「

．　

２０

　

．　

３

　

略

　

１

．

３０

１

２

‐４

・

プナ科      果皮破片

トチノキ     種皮破片

ニフ トコ属    内果皮

核菌綿      菌核

出上部位＼層位

KTC オニグルミ

クリ

ブナ科

トチノキ

内果皮破片

果皮破片

果皮破片

種皮破片

４９

３

３

３‐

‐６

３

３

１６

各試料の出土個数はlt積物 500ccあ た りの個数
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1 金附遣跡における縄文時代晩期から弥生時代の植物化石群

料から産出した大型植物遺体はすべて炭化 したものであった。1～ 9各層の炭化種実の産出傾向は、有意な

差は無 く概ね類似する。つまり、オニグルミとトチノキが大半の試料でいくぶん多 く産出し、クリ、ブナ科、

ニワトコ属、サナエタデ近似種が一部層位で産出している。また、2-3b2層 には細かい災片が多 く含まれ、中

にはイネ科の草本 と確認できる節のある炭片があつた。試料の処理量を増しても種類の増加はみられず、同

じ分類群の個数が増加する傾向にある。これは主にオニグルミや トチノキ、クリの呆皮がしばしば燃料とし

ても利用されたことを示唆させる。

2)炭化種実の形態記載

オニグルミυ呼肋ηs'肋ηカカ肋 Ca_):内呆皮が 4分の 1程度に割れたものと、3-12mm程度の破片を出土

した。オニグルミの内呆皮は大変緻密で硬 く、炭化すると断面に光沢が しばしば見られる。果皮内部は複雑

な曲面で構成されてお り平滑で、果皮表面は緩やかなおうとつがあり、不規則な線が入る。

ブナ科 (Fagaceae):5mm程 度の破片を出土した。果皮は 3層構造で果実の上下方向に配列する細胞のため

上下に筋が走 り、縦に裂けやすい。クリの果皮も同様の特徴を持ちブナ科と区別がつきにくいため、基部を

付随しない果皮破片はすべてブナ科 と同定した。

クリ硬餌力ヵθ
'C胞

力
'勉

SiCb.et Zucc):5-13alm程 度の破片を出土 した。果皮はブナ科の特徴を持ち基部を付

随している。基部は果皮が厚 く表面はいば状もしくはそれらがつながった突起がある。

トチノキ留盗じクJDJ6V才ク′う力αtt Blume):5-13mm程 度の種皮の破片 と9nmの子葉の破片を出土した。種皮は

3層構造だが、細胞が不規則に配列 しているため、ブナ科のように縦には裂けずに不規則な形になりやすい。

表面は平滑で大変細かい網目もしくは指紋状や流理状の模様になる。炭化した子葉は子葉の中心部に向かつ

て割れ目が無数に入 り、その割れ目に沿って割れ易い。

ニワトコ (肋脇うクじ第 s,あοJ7iαヵ,GIiq.)Blulne ex Gracbn):内 果皮の完形を出土 した。内果皮の外観は基部が

突出した楕円形で、横面観は薄 く表面全面に波状のおうとつがあり、基部には孔がある。

サナエタデ近似種 lPοゥ即カクp Cf∫じαう秘躍Moench):完形の果実を出土 した。果実は 2面形で円形、扁平で

中央部分がへこむ。果実の基部と花柱が果実から突出する。表面は平滑である。

核菌綱 (PyrcnOmycctes):菌核を出土した。核菌綱の仲間は樹皮などに着生して最外部に菌核を作る。菌核

は球体が多い。

(5)木材化石群

1)炭化材の樹種

炭化材試料は、発掘調査時に層位別に取 り上げられた試料を用いた。炭化材は乾燥させてから横断面、放射

断面、接線断面を書より出し、プレパラー トに粘上で固定 した後、落射光を使って顕微鏡で観察 し、樹種を同

定した。表 4に出土した炭化材の樹種を層位ごとにまとめた。表中で破片とした試料は、炭化材が 2-3mm程

度の細かい破片で堆積 したもので同定不可能であつた。

出土した炭化材は、4層及び4-5層 は大半がクリで、4b層 に 1試料だけニレ属が産出した。3層はクリ、2層

はほとんどがクリで 1試料のみコナラ節であった。1層 にはクリのほかにニレ属が多 く、コナラ節、カツラ、

ケヤキが各 1試料産出している。また、試料 2、 4、 31は 年輪の発達状態から枝 とみられ、14、 38、 39は木

材組織構造から根材とみられる。大半の炭化材がクリであることから、クリが食料や建築材などに多用され

ていたことが伺える。また、エレ属やカツラ、ケヤキ、コナラ節 も利用しているため、これらは周辺に分布

していたと推定される。
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Ⅸ 自然科学的分析

表 4 金附遺跡より出土 した炭化材の樹種

層位 位置     樹種    試料番号   層位 位置 樹種 試料番号

1

1

lb

l-2

1-2

1つ

1-2

1-2

1-2

1-2

1-2

1-2

12

1-2

21

35

32

2

6

16

18

19

24

25

28

30

33

37

3上

3

L120  クリ

M Ⅲ 21  ニレ属

M■ 23  クリ

M Ⅲ 22  クリ (枝材 )

M Ⅲ 23  散孔材

NⅢ 2  エ レ属

M117  散孔材

M■ 22  ケヤキ

M Ⅱ25  クリ

M Ⅲ 22  エレ属

M■ 17  ニレ属

M Ⅲ 18  カツラ

M■ 18  クリ

NⅢ 3  ヨナラ節

2-3b    M 125

23b2上   M116
2‐3b2     M1 16

2‐3b2    M116

23b2  N正 20

2-3b2    N Ⅲ 16

23b2   M112

2-3b2    M116
2e   M Ⅲ 21

散孔材 (根材)  39
クリ(枝材)   4
クリ        1
クリ         8
クリ        9
破片       34
クリ       38
クリ       41
クリ        13

L■ 25  クリ

M17  破片

NⅡ 4  クリ       10
M■ 12  ヨナラ節      7
L Ⅲ 21  クリ       40
M122  クリ       5
M■ 17  破片       12
M125  破片       15
M122  クリ(枝材 )   31
M■ 17  破片       42

N Ⅲ 16  クリ

N15  ニ レ属

M125  クリ

N Il1 7  樹皮       3
M122  クリ(根材)   14
NⅢ 3  散孔材      26
M123  クリ        27
NⅢ 3  クリ       H
MⅢ 2  クリ        22
M Ⅲ 17  クリ      29

4

4b

4b

4c上

4c

4c下

4c下

4-5上

4‐ 5

4-5

23

17

20

２

２ｂ

２ｂ

２
．

３ｂ

２
．

３ｂ

２
．

３ｂ

２
．

３ｂ

２
．

３ｂ

2)炭化材の組織構造の記載

コナラ節 (2クθκ2VS Sect.Pinus):年 輪の初めに大きい道管が 1-3列 並び、その後急に径が小さくなって火炎

状に並ぶ環孔材。小道管は壁が薄 く角ばっている。放射組織は単列と大きい集合放射組織がある。

クリ憚斜勉″αθ躍力,力 Sieb.et Zucc。 ):は じめに大 きい道管が並んでその後徐々に径を小さくしなが ら火炎

状に小道管が配列する環孔材。道管は単穿孔で中にチロースが炭化 したものが薄い膜状に見られる。放射組

織は単列のみ。

エレ属 ρ協クs):は じめに大きい道管が 2-3列並んで小道管は複数が接合 して複合管孔を形成 し、これが花

弁状や接線状にやや規則的に配列する。道管は単穿子とで、小道管の側壁にはらせん肥厚がある。放射組織は

6-7列 でほぼ同性。東北の河川沿いにはしばしばハルニレが多 く生育している。

ケヤキ働 "∫
9rrp力 Makino):は じめに大きい道管がほぼ 1列並んで小道管は複数が接合 して複合管孔を

形成 し、これが花弁状や接線状にやや規則的に配列する。道管は単穿孔で、小道管の側壁にはらせん肥厚が

ある。放射組織は6-7列で異性、上下の細胞にはときどきシュウ酸石灰の結晶が見られるが、炭化材ではわ

かりにくい。

カツラ (攪κ効 秒肋胸ブψο力
'Cク

脇Sttb.et Zucc.):道 管が単独または2-3個連結 して年輪内にほぼ均―に分布

する散孔材。年輪界はややわかりにくい。階段穿孔で道管中にはチロースが発達する。放射組織は単列から

2列で異性。

(6)金附遺跡の堆積環境および古植生と生業に関する若千の考察

自然堤防間に形成された旧河道内堆積物は、8層で級化成層が 4サ イクルみられるなど明らかに流水域で

形成された堆積物である。しかし、堆積物中には炭化種実や木炭片などの炭化 した植物遺体 しか残っていな

かった。また、地積物の粒度特性からは花粉が含まれていることが多いことから、炭化 していない植物遺体

は酸化環境下で分解されたとみられる。つまり、旧河道は洪水や増水 した期間のみ河川環境であったが、普

段は水のない干あがった環境であったと推定される。
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1 金附遺跡における縄文時代晩期から弥生時代の植物化石群

縄文晩期から弥生時代に産出した木炭片は、クリが 24個体と最 も多 く、次いでエレ属 5、 コナラ節 2、 ケ

ヤキ、カツラ各 1である。大型植物化石では、オニグルミが多 く、 トチノキ、クリ、ニワトコ属、ブナ科な

どを産出している。こうしたことから、縄文晩期から弥生時代においてクリ、 トチノキ、オニグルミが食料

として利用されていたことは確かで、さらにクリは建築材や燃料材などに多用されていたとみられる。周辺

の植生を復元するための資料は少ないが、少なくとも河畔ないし谷筋にはオニグルミや トチノキ、カツラが

分布 し、その後背の山地にクリ、ニレ属、コナラ節、ケヤキなどの落葉広葉樹、林縁にはニワトコ属などが

分布 していたと推定される。縄文晩期の是川中居遺跡では住居l■の周囲にクリ林、開析谷沿いや河畔に トチ

ノキ林やオニグルミ林を配置 して、人為的な生態系をつ くり植物食を確保 していたことが推定されている

(吉川、2002)。 金附遺跡においてもオニグルミ、トチノキ、クリが主要であることから、植物利用が是)|1中

居遺跡と同様であつたことを示唆させる。

以上のように炭化 した植物遺体 しか得 られなかったため選択的な資料ではあるが、縄文晩期から弥生時代

にはオニグルミ、 トチノキ、クリが主に利用されていたことが明らかになった。

引用文献

吉川昌伸 (2002)是川中居遺跡D区における縄文時代晩期の花粉化石群 八戸市教育委員会編「八戸市埋蔵文化財調査報告書

第91集 是川中居遺跡 1」 ,70-75
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Ⅸ 自然科学的分析

図版1 金附遺跡より産出 した炭化種実
1.オニグルミ、内果皮1/4破片(B3)2,3.オ ニグルミ、内果皮破片(2:B3,3:A3)4.ク
リ、果皮基部破片(A3)5.ト チノキ、種皮破片(B3)6ニ ヮトコ、内果皮 (左は腹面、
右は背面)(B4)7サナエタデ近似種、果実(A3)8核菌綱、菌核 (B3)

(ス ケールはlmm)
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1 金附遺跡における縄文時代晩期から弥生時代の植物化石群

図版2 金附遺跡出上炭化材の頭微鏡写真 (1)

1.ク リ(2-3b層、No.4)2,コ ナラ節 (2b層、No.7)3.ニ レ属 (1-2層 、No.28)

(a:横断面 b:接線断面 c:放射断面 スケールは0.lmm)

韓
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図版3 金附遺跡出土炭化材の顕微鏡写真 (2)

4.ケヤキ (1-2層 、No.19)5.カ ッラ (1-2層 、No.30)

(al横断面 b:接線断面 ci放射断面 スケールは0.lmm)

Ⅸ 自然科学的分析

―
―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

- 335 -



2 金附遺跡の炭化種子

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

金附遺跡は、岩手県北上市稲瀬町字金附に所在 し、北上川右岸の自然堤防上に立地する。本遺跡の発掘調

査の結果、包含層と洪水堆積層が認められており、包含層については、検出された遺構及び遺物から、縄文

時代中―後期の遺物包含層、弥生時代、古代―近世以降であることが確認されている。

本報告では、弥生時代と考えられる遺構や土層から検出された炭化種実遺体の検討を行い、当該期の植物

利用に関わる資料を作成する。

(1)試   料

試料は、SK90土坑 2層 (B5)、 SK90土坑 (?)2層 (B20)、 M Ⅱ 72b層 (B94)、 M Ⅱ72-3b2層 (B95)、

M Ⅱ 162‐ 3b2層 (B96)よ り検出された炭化種実遺体 5試料である。SK90 2層 から出土 した炭化種実遺体

は 1000個体以上からなり、この他の試料では 1中5点以上認められる。試料の詳細は、結果と共に表 1に示す。

(2)分 析 方 法

試料を双眼実体顕微鏡下で観察 し、形態的特徴を現生標本および原色 日本植物種子写真図鑑 (石川 ,1994)、

日本植物種子図鑑 (中 山ほか ,2000)等 と比較 して種類を同定し、個数と重量を求める。分析後の種実遺体は、

種類毎にビンおよびプラケースに入れて保管する。種実以外の分析残試料は、袋に戻 して保管する。

(3)結 果 及 び考 察

結果を表 1に示す。SK90土坑 2層 (B5)か ら■55個、

M Ⅱ72-3b2層 (B95)か ら 1個の計 1156個 の種実が

検出された。ただし、いずれも、遺存状態は不良であ

り、種類の特定には至らなかった。その他に、部位・

種類不明の植物片 (M Ⅱ 72b層 (B94)'M172‐ 3b2

層 (B95))や 、部位 。種類不明の炭化物 (SK90土坑

表 1 種実同定結果

(?)2層 (B20))、 土塊、礫等が検出された。検出された種実遺体は、全イ固体とも炭化 してお り、遺存状態

は不良である。以下に、本分析で得られた種実遺体の形態的特徴を記す。

・不明種実 A(U�nownA)

SK90土坑 2層 (B5)か ら■55個確認された。全て炭化しており黒色を呈す。広卵体でやや偏平。二枚か

らなる呆皮の中に種子が入る。径 3mm程度。頂部に突起状の花柱基部が残る。基部はわずかに突起 し、薯が

残る個体 もみられる。両面の正中線上には鈍稜がある。果皮は薄 く堅 く、表面は微細な網目模様が縦列する。

タデ科タデ属 (Polygottm)の 果実に似る。

・不明種実 B(U�nownB)

M172‐3b2層 (B95)か ら 1イ固確認された。上述の不明種実Aと は異なる形態であることから区別した。炭

化してお り黒色を呈す。紡錘体で頂部と基部がやや尖る。長さ4mm、 径 2mm程度。表面には微細な網目模様

があり、 ざらつ く。

SK90 2層 (B5)や M Ⅱ72-3b2層 (B95)か ら検出された種実遺体は、上述のように種類の特定には至ら

試料名 種類名 イ固数 重 量

KT030929 SK90土 坑 2層
不明種実 A ■55個

土の塊 2個

KT030930 SK90土 坑 (?)2層 B20 不明炭化物

KT030822 M172b層 B94 不明植物

KT030822 M172‐ 3b2層
示明種実 B 個 ・01宣

不明植物 個 <01真

KT030822 M11623b2層 B96 礫 個 <018
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Ⅸ 自然科学的分析

なかった。ただし、本分析結果によれば、少なくとも食用可能な堅果類 (オ ニグル ミや トチノキ)や、穀類

等の栽培種などの有用植物に由来する種実 とは区別される。また、恐 らく、これらの種実遺体は全個体炭化

していることから、火熱の影響を受けたと考えられ、何 らかの用途で利用されていた痕跡の可能性がある。

引用文献

石川 茂雄 ,1994,原 色日本植物種子写真図鑑 石川茂雄図鑑刊行委員会 ,328p

中山 至大・井之口 希秀・南谷 忠志 ,2000,日 本植物種子図鑑 東北大学出版会 ,642p

図版1種実遺体

2cm    2mm

ー
(1)       (2-6)

1.不明種実A(SK90土坑 2層 ;B5)

3.不明種実A(SK90土坑 2層 ;B5)

5,不明種実A(SK90土坑 2層 iB5)

2.不明種実A(SK90土 坑 2層 ;B5)

4.不明種実A(SK90上坑 2層 ;B5)

6.不明種実B(MH72-3b2層 ;B95)
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3 金附遺跡の炭化植物遺体

パリノ・サーヴェイ株式会社

金附遺跡は、岩手県北上市稲瀬町字金附に所在 し、北上川右岸の自然堤防上に立地する。本遺跡の発掘調

査の結果、包含層と洪水堆積層が認められており、包含層については、検出された遺構及び遺物から、縄文

時代中―後期の遺物包含層、弥生時代、古代―近世以降であることが確認されている。

本報告では、弥生時代と考えられる遺構より検出された植物遺体の検討を行い、当該期の植物利用に関わ

る資料を作成する。

(1)試料

試料は、SK90土坑 2層 より検出された植物遺体 3試料点 (B9,Bll,B26)で ある。各試料中には複数の試

料が認められる。試料の詳細は、結果と共に表 1に示す。

(2)分析方法

試料を双眼実体顕微鏡と一部を走査型電子顕微鏡下で観察 し、形態的特徴を現生標本や図鑑等と比較 して

種類を同定 し、重量を求める。分析後の種実遺体は、プラケースに入れて保管する。

(3)結果及び考察

結果を表 1に示す。SK90 2層 から出土 した

B9・ B26は、炭化 しており黒色、径 5～ 9mm

程度の円柱状で、中空。節はやや膨 らむ。内

表 1 種実同定結果

試料名 種類名 部位 状態 重 量

KT030929 SK90土 坑 2層 (ク ルミ ) イネ科タケ亜科 得 炭 化 898

KT030929 SK90土 坑 2層 (ク ル ミ ) 種類不明木本類 樹皮

KT030930 SK90(?Ⅲ 土坑 2層 イネ科 タケ亜科 秤 炭化

部は縦方向の繊維が密に配列する。イネ科の秤と判断される。形態的特徴から得られた所見をさらに検証す

るため、B9試料中より遺存状態の良好な試料を 1点抽出し、横断面の走査型電子顕微鏡下で観察を行つた。

その結果、維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱が認められ、放射組織は認められないことから、イ

ネ科タケ亜科 (Gra14inCaC subfam.Ba14buSOidcac)に 同定された。

一方、BHは、木本類の樹皮であった。未炭化であり灰褐色を呈 し、内部は責掲色を呈する。樹皮は、種

類毎に特徴的な組織が認められない点や、いずれの種類 も組織が類似するため、種類の特定は困難である。

なお、これらの試料 とともに、別報で行った炭化 した種実遺体 も検出されている。出土状況や同定された

種類からは、詳細な用途について言及することはできないが、イネ科の秤は炭化していることから火熱の影

響を受けたことが示唆される。
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図版1植物遺体

1樹皮(SK90上坑 2層 ;Bll)

3.イネ科タケ亜科 禅(SK90上坑 2層 ;B9)

5.イネ科タケ亜科 導(SK90土坑 2層 ;B9)

Ⅸ 自然科学的分析

2cm   200μ m2cm

―

              
…(2,5)  (6)(1,3,4)

2.樹皮(SK90上坑 2層;Bll)

4.イネ科タケ亜科 得(SK90(?)上 坑 2層 iB26)

裸(SK90土坑 2層 ;B9)6.イネ科タケ亜科
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4 金附遺跡出土骨の同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

金附遺跡は、岩手県北上市稲瀬に所在 し、北上川の後背の低地部に位置する。これまでの発掘調査により、

縄文時代中期・後期中葉、縄文時代末～弥生時代初頭、平安時代の遺構、遺物が検出されている。

これらの遺構の内、縄文時代晩期から弥生時代初頭の焼上を伴う土坑、および同時期とされる包含層から

骨が出土した。これら出土骨は、当時の動物利用を明らかにする上で貴重な資料を提供してくれると期待さ

れた。そこで、今回の調査では、焼土を伴う土坑覆土および包含層中から出土した骨の種類や部位等を明ら

かにする。

(1)試   料

試料は、焼土 (SN28)を 伴う土坑 (SK90)の 覆土、および包含層から出上した骨である。これらの試料

は、既にクリーニングされた状態にあり、いずれも1試料中に複数点の骨片が混在する。なお、試料の詳細

については、結果とともに表示する。

(2)分 析 方 法

一部の試料については、一般工作用接着剤を用いて接合を行う。試料を肉眼およびルーペで観察し、その

形態的特徴から、種と部位の同定を行う。

計測は、デジタルノギスを用いて測定する。同定および解析には、金子浩昌先生に協力をお願いし、署名

原稿として結果を頂いた。

(3)結果および考察

金附遺跡出土骨について

金子浩昌

(1)試料別出土状況

確認された種類は、魚類 3種類 (ウ グイ、ギギ類、サケ・マス類)、 両生類 1種類 (カ エル類 )、 鳥類 1種

類 (ス ズメ類)、 哺乳類 3種類 (キ ツネ ?、 イノシシ、ニホンジカ)である (表 1)。 各試料別の結果を表 2に

示す。

焼土 (sN28)を 伴う土坑 (SK90)で概 して魚類が多 く、中でもギギ類の多 くの部位が確認される。これ

に対 して、包含層では、中型ないし大型獣など、獣類が多 く見られる。以下、各試料ごとに産状を述べる。

くBl SN28焼土 (sK90土坑)1層 >

・ウグイ

鰭棘片が 4点みられる。

・ギギ類

上顎骨、左右口蓋骨、舌顎骨、舌骨、頭骨、椎骨、擬鎖骨、胸鰭第 1棘が確認される。椎骨は、権体長

2.02-2.97Hlmを 計る椎体の他、破片となっている中に椎体径 5.08mmに達するものがみられるなど、大小の椎体

が出土する。これより、大小の個体が含まれていたことがわかる。

。その他

魚類の鰭棘や魚骨片が多 くみられ、鳥獣類の破片が僅かに出土する。この他にも、種類不明の破片も多 く

みられる。
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<B14 SK90土坑 3層 (焼土)>
・ウグイ

尾椎が 1点みられる。

・ギギ類

腹椎、椎骨、部位不明破片がみられる。

・サケ 。マス類

1点ほぼ完存する椎体 と椎骨の破片がみられる。

・カエル類

左寛骨の骨体片が 1点みられる。

・スズメロ

腫骨の骨体片が 1点みられる。

。その他

魚類の鰭棘や破片、獣類の破片が僅かにみられる。

毬 18 SK90(?)土 坑 2層 >

・ウグイ

尾椎が 1点確認される。

・ギギ類

胸鰭第 1棘が 3点確認される。内、1点は、ほぼ完存する。

思われる。体長 20cm程度と推定される。

・カエル類

左寛骨の破片が 1点確認される。

(B29 M124 4サ 詈>

Ⅸ 自然科学的分析

表 1 出上分類群一覧

脊椎動物門 Phjlula Venebrata

硬青魚綱 Clrass Ostdch�ysc

条鰭亜綱 Subclass AcinoptcOgi
コイロ ordcr cン ψinifomcs

コイ科 Famlly Cヵ�nidac

ウグイ亜科 SubFalllity Leuciscinac

ウグイ 抒あοああヵ力,あИf4s西

ナマズ ロ Order shttfomacs
ギギ科 Familj/Bagidae

ギギ類 Bagidac
サケロ ordcr saimoniformes

サケ科 FamⅢ  S』mOnidac

サケ マス類 Oποるゎ力ηC力郷 ψ

両生綱 class Anaphlbia

無尾 目 Order AIIura
カエル類 Anura

鳥綱 Ctass � cs

スズメロ Order Passeres
スズメ類 Passeres

哺乳綱 CIass MaIIImaia

ネヨロ(食肉目)Ordcr Camh7ora
ネコ亜目 SubOrder Fissゃ cdia

イヌ不斗 Family Canidac
キツネ? /7″ 餐ツク″6タ

ウシロ(偶蹄目)Order Artlodactyla
イノシシ科 Family Suidae

イノンシ sぃ 。¢η協
シカ科 FamⅢ C呻

'dac_ホ ンジカ 3σpッ♂

残 り破損 した 2点 も、ほぼ同程度の大 きさと

・イノシシ

第 1指基節骨の近位端である。近位端部に新 しい破損がみられ、埋没時に完存 していたと思われる。

<B42 M117 2-3b2)冒 >

・キツネ ?

左下顎骨の破片がみられる。小片のために原形が伺い難たいが、キツネ程度の大きさである。

・イノシシ

第Ⅲ /Ⅳ 中節骨である。近位端の一部が欠損する。ただし、破損が新 しいことから、埋没時、完存 してい

たと思われる。

<B64 MⅢ 17 2-3b層 >

・イノシシ

左腫骨の遠位端である。4片 となっているが、本来は同一個体同部位 とみられる。ただし、2片のみ接合で

きただけで、残 り2片の接合が困難であつた。破砕がはげしく、断片が回収できなかったと思われる。この

腫骨は大型になることが予想される。

<B65 MⅢ 21 4b層 >

・ニホンジカ

中手骨 /中足骨の遠位端片である。両面に新 しい破損口をみるので、埋存時に今少 し残された部分があつ

たと推定される。ただし、骨体部にみる破損口が古いことから、骨端の破片であったと思われる。
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4 金附遺跡出土骨の同定

表 2 骨同定結果

移号 試 /14 年 月 日 種 類 分類群 部 位 左  右 部 分 引測1値 イ1■ m) 教 ニ 備 考

SN28焼 土 (sK90土fTL)1層 030929 硬骨魚綱 ウグイ 鮨棘 破 片

ギギ類 J二 ち損′肯 破 片 2

日 _‐ 置 7fr 破 片

破片 I

舌顎骨 破 片 1

舌 骨 llk片

破片 6

オ住→ヨ tff体 椎体長 297
椛体長 258

椎体長 202 1

イ

“

体片 lF体径 508

蹄鎖骨 雅 片 1

胸鰭第 1棘 遊位端

破 片 2

サケ マス類 椎 骨 1椎休 1

椎 体 権 14N長 416 1

椎体片 3

魚類 鰭 棘 破 片 15

不 明 破 片

烏細 鳥類 四月支骨 破,キ 6

哺▼し孫lil 獣 叛 不 朋 破 片

杏稚動物 門 不 明 不 明 破片 歩

SK90上 坑 3層 (lrt上 ) 破骨魚細 ウグイ 尾 椎 椎 体 令長 265
ギギ類 1猛オ能 椎 体 令長 225

椎骨 椎体 1

不 HIl 破 片

サケ マス類 犀 椎 椎 休 オ監休長43
オ能掲 破片 2

魚類 鰭 棘 破 片

不 明 破 片

カエル拓 寛骨 左 破片 骨体長 199 1

時刑可 ススメ類 破 片 I

獣 類 不 明 破 片

SK90(?)土坑 2層 硬将魚綱 ウグイ 尾椎 惟体 粧体長 246 I

ギギ類 左 ほぼ完存 全長 2057
午 端

破 片 1

魚 穀 不り甘 破 片 3

両生細 カエ ル類 す′冒 芹 破 片

B29 M1244層 I甫学1孫同 イノシシ 第 I指基節 骨 近位端 逝位端幅 H79 1

M11723b2層 TIH了し不lll キツ不 ? 下牧唱 左 破)キ 1

イ ノ 第Ⅲ /Ⅳ 中節侶 /T 破キロ ■l長 25石 3

MⅡ 17 2‐ 3b層 1甫学 1/hR 怪 骨 左 遠位端片 1 接合 他破片 2

B65 MⅢ 21 4b層 030912 1爾工L糸阿 ニホンジカ I仰 手′膏 /呵]足′旨 遠 llI端

2)種類別特徴

本遺跡の動物遺体は、縄文時代晩期から弥生時代初頭の土坑および包含層から出土 しているが、土坑が魚

骨を中心とし、包含層が大型獣を中心とすることが特徴である。

上記 したように土坑では、魚骨を主とする焼骨、魚骨を主として獣骨 も含まれる細片がみられ、両生類が

僅かに確認される。土坑内には焼土が混入 してお り、この中に焼骨が混在 していたのであろう。採集された

焼土中には魚骨片が多 く、魚を調理 した際に残Δが混じったと思われる。魚種は、ウグイ類とギギ類の 2種

が知られている。両種類 ともに、遺跡付近の河川に棲息 した淡水魚である。ギギ類は、現在、内水面漁業で

も主要な位置を占めないようであるが、古 くから漁獲 もあり、かなりの漁獲があったと思われる。これまで

の調査によると、ギギ類は、河川や湖沼に面 した縄文時代の遺跡から検出されることが多 く、内陸部で漁獲

されていたことを示す報告がある (例 えば、金子 ,1970;パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,1997な ど)。 北上川流

域では、フナの出土の多い中にギギ類が混在する状態である事例がある (金子 ,1982)。 本遺跡の場合は、む

しろギギ類が主体 となってお り、これまで東北地方で出土例の少なかったギギ類の検出例として注目される。

これには、ギギ類の胸鰭は頑丈で保存され易いことも関係すると思われる。ところで、今回の試料中には、

椎骨からみると、体長 5‐6cm程度の個体になるとみられる幼魚 も出土 している。このことから、本遺跡付近

の水域には、産卵およびふ化する場所 もあったと推測され、網を使っての漁獲が考えられる。なお、ギギ類

は、鰭棘が鋭いため、直接手で持つことが禁物である。漁獲の際に、どのような工夫がされたか興味深い①
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両生類の骨片は、僅かに骨片を残すのみであった。大きさからみると、トノサマカエル (Rana nigromaculata)、

ニホンアカガエル (Rana japonica)な ど、中型のカエルと思われる。これらのカエル類は、当時遺跡付近の

沼地などに棲息していたと思われる。

一方、大型獣骨片は、いずれも現状でかなり破損しているが、新しい割れ日もみられるものも多く、埋存

時に完存していたことが推定される。一般には、焼骨で完存するような例が少なく、多数の焼骨片中に幾つ

かの完存あるいはそれに近い状態の骨が残されるのが普通である。本遺跡の場合のような骨の保存状況から

すると、高熱で何度も被熱することがなかったと思われる。形を残す程度の焼成であるとすると、骨を焼く

ことに目的意識があったことも考えられ、祭祀的な意図もあった可能性も考慮しなければならないだろう。

以上、本遺跡では、魚骨を中心として獣骨が確認される。これは、当時の内水面漁業の一つの様相を示して

いるのであろう。今回出上した骨の状況を見る限り、本遺跡は、内水面漁業を行い、時に狩猟も行う人々の

生活址であったと推定される。この点については、隣接地あるいは周辺地域における資料を蓄積した上で、

改めて検討を行う必要があるだろう。

引用文献

金子 浩昌 ,1970,神 明貝塚出土の動物遺存体の概要 .庄和町文化財調査報告2 神明貝塚 ,庄和町教育委員会

,61-69,

金子 浩昌 ,1982,魚 介 と日本人 世界の食べ もの 日本編 ,週刊朝 日百科 H,102,朝 日新聞社 ,29-33.

パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,1997,側 ヶ谷戸貝塚出土貝類・魚骨・獣骨の同定 ,大宮市遺跡調査会報告第 58

集側ヶ谷戸貝塚 一第 2次調査 ―,大宮市遺跡調査会 ,75‐76.
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図版 1 出土骨
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1.ウグイ尾椎 (B14)

3ギギ類上顎骨(Bl)

5.ギギ類右口蓋骨(Bl)

7.ギギ類舌骨(Bl)

9.ギギ類右胸鰭第1棘 (Bl)

11.ギギ類椎骨(Bl)

13.カ エル類左寛骨(B18)

15スズメ類睡骨(B14)

17.イ ノシシ胆骨 (B64)

19.イ ノシシ第 I指基節骨 (B29)

0          1cm

2ギギ類上顎骨 (Bl)

4.ギギ類左口蓋骨 (Bl)

6.ギギ類舌顎骨 (Bl)

8.ギギ類左胸鰭第1棘 (B18)

10.ギギ類椎骨 (Bl)

12.サケ コマス類尾椎 (B14)

14,カ エル類左寛骨 (B14)

16.キツネ?左下顎骨 (B42)

18.イ ノンシ第Ⅲ/Ⅳ中節骨 (B42)

20.ニホンジカ中手骨/中足骨 (B65)
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5 金附遺跡出土石匙の使用痕分析

(株)ア ルカ 高橋哲

は じ め に

岩手県北上市金附遺跡出土石匙 11点の使用痕分析を行った。これまで東北地方の縄文時代前期 。中期の分

析資料から、石匙が植物の切断に使用されている事例が多 く確認されている。縄文晩期・弥生の石匙は分析

事例が少なく、その機能が注 目される。

分析方法と観察項目

分析方法

キーエンス社のデジタルマイクロスコープvHx_looの 落射型レンズ (vH_Z450)を 用いた。観察前に試料

表面の手の脂などによる汚染をエタノールで拭 き取つた。

使用痕光沢

東北大学使用痕研究チームの成果に基づいている(梶原・F可子島 1981,芹沢他 1982)。 同種実験は、高橋 も行っ

ており (高橋 2003)、 その際得 られた結果 も、東北大学において行われた実験成果と大きく異なることはな

線状痕

石器は被加工物と接触 した際に生 じる傷であり、石器の運動方向を示す重要な属性である。そのため、線

状痕の方向の検出に努めた。刃部に姑 して直交に線状痕が走る場合「直交」、平行 して走る場合「平行」、斜め

に走るのを「斜め」とした。「不明」は線状痕が刃部にみられるが、方向を特定できないことを指す。

摩耗

顕微鏡下で観察できる程度を「軽微」、肉眼でも摩耗が観察できるのを「重度」とした。縁辺の本来の鋭さが

残っている場合、「なし」とした。

石匙の形態

石匙の形態を以下の様に分類 した。

Ala縦形石匙。細身の刃部をもち、先端部が尖る形態の石匙である。

Nos.361 ・362・ 363 ・367・ 368

Alb:縦形石匙。幅広の刃部をもち、先端部が尖る形態の石匙である。 No.365

A2:縦形石匙。先端部は尖頭形態でない。    Nos.370・ 371

B:横形石匙。       Nos.364・ 369

No 366は 加工がないため、この分類からはずれる。

観察結果

No.362 Cl(図 1)

両面加工の縦形石匙である。細身で、先端が尖頭形態である。

表面を観察 したところ、石器全体の原因不明の摩耗や光沢がみられた。

縁辺を検鏡 したが、摩耗、光沢、線状痕とも確認できなかった (写真 1か ら 3)。

No.363 C2(図 1)

両面加工の縦形石匙である。細身で、先端が尖頭形態である。
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石器全体の原因不明の摩耗や光沢がみられた。

右辺の先端部側の両面に軽微の摩耗が確認できた (写真 1・ 2)。 左辺には使用痕は観察できなかつた (写

真 3)。

No.364 C3(図 1)

横形石匙である。

石器全体の原因不明の摩耗や光沢がみられた。特に主要剥離面と、背面に強い変化がみられた。

刃部両面に、摩耗 と光沢が確認できた (写真 1・ 2)。 光沢は、小パ ッチ状で、パンチ上はまるく、縁辺の

狭い範囲に広がる。Elタ イプと考えられる。

摘み部に光沢と摩耗がみられた (写真 4)。

No.366 C4(図 2)

縦形石匙である。摘みを作 り出している他は、刃部などに加工は確認できない。

石器の表面は、変化がほとんどみられなかった (写真 3)。

縁辺も検鏡 したが、光沢、線状痕、摩耗はみられなかった (写真 1・ 2)。

No 365 C5(図 2)

両面周辺加工の縦形石匙である。幅広で、先端が尖頭形態である。

石器全体の原因不明の摩耗や光沢がみられた (写真 3)。 特に主要剥離面などが鈍 く粗い光沢で覆われてい

る。

右辺刃部両面の稜上に、光沢 と刃部に対 して平行方向の線状痕、それに伴い摩耗が確認できた (写真 1・

2)。 使用痕光沢は、石器表面を覆う光沢と重なるが、表面のきめなどの特徴からEタ イプに分類できると考

えられる。

左辺には、線状痕、摩耗は確認できなかった。

No.371 C6(図 3)

縦形石匙である。細身の片面加工である。摘み部にアスファル ト状付着物がみられる。

石器全体の原因不明の摩耗や光沢がみられた (写真 3)。 また背面稜上に摩耗が観察できた (写真 5)。

刃部右辺両面には粗い光沢がみられる (写真 1・ 2)。 刃部に対 して平行方向の線状痕が確認できた。

刃部左辺の両面には軽微の摩耗と非常に発達の弱い光沢がみられた (写真 4)。

主体的な刃部は使用痕の発達程度から右辺と考えられる。しかし、石器全面の光沢と類似 しているため、

光沢タイプは同定できない。線状痕の方向から切断に使用されたと考えられる。

No.370 C7(図 3)

両面周辺加工の縦形石匙である。やや幅広で、先端が九い。

石器全体の原因不明の摩耗や光沢がみられた (写真 3)。

両側辺の両面に、鈍い光沢と摩耗が確認できた (写真 1・ 2)。 Elタ イプ光沢と考えられる。線状痕はみら

れないが、光沢が各刃部の両面にみられることから、平行方向に使用 し、被加工物を切断したと考えられる。

- 346 -



Ⅸ 自然科学的分析

No 361 C8(図 3)

両面加工の縦形石匙である。幅広で、先端が尖頭形態である。

石器全体の原因不明の摩耗や光沢がみられた。

刃部先端付近に肉眼でも光沢が確認できた。顕微鏡で観察 した結果、この光沢は植物で生 じる Aタ イプ光

沢であった (写真 1・ 2)。 刃部に対 して斜めに走る線状痕が確認できた。光沢が広がるのは、先端部近 くの

非常に限定された部分であり、摘み部に近いところには使用痕は観察できなかった (写真 3)。

刃部中央付近には刃部尖頭部分を利用 して植物の切断に使用されたと考えられるが、その光沢の範囲が非

常に限定される。先端部を利用 して植物でも木質の堅いものを溝切 りした操作が考えられ、それが斜めの線

状痕を生成 したと考えられる。

No.367 C9(図 4)

両面加工の縦形石匙である。細身で、先端が尖頭形態である。摘み部にアスファル トが付着 している。

石器全体の原因不明の摩耗や光沢がみられた (写真 3)。

縁辺を検鏡 したが、摩耗、光沢、線状痕とも確認できなかった (写真 1・ 2)。

No.368 C10(図 4)

両面加工の縦形石匙である。細身で、先端が尖頭形態である。摘み部にアスファル トが付着 している。摘

み部分は欠損 している。

石器全体の原因不明の摩耗や光沢がみられた。

縁辺には使用痕は確認できなかった (写真 1・ 2)が、先端部分に、摩耗が確認できた (写真 3)。

No 369 Cll(図 4)

片面加工の横形石匙である。

石器全体の原因不明の摩耗や光沢がみられた (写真 2)。 摘み部分に摩耗と光沢がみられた (写真 3)。

刃部の主要剥離面側に、粗い光沢や摩耗が確認できた (写真 1)。 光沢がつながり面的に広がっているが大

月ヽ ピットが多 く、滑らかな表面でないことからE2タ イプ光沢と考えられる。

考   察

観察できた使用痕の特徴

11点中 8点に使用痕が確認できた。使用痕光沢は、Aタ イプ光沢が 1点、Eタ イプ光沢が 4点、摩耗のみ

が 3点の他は、光沢は検出できなかった。

6点の石匙に使用痕光沢が観察できなかった理由として、被加工物が非常に柔らかいことが考えられる。

他の石匙で確認できた光沢が Eタ イプという、動物の皮や肉などで生 じる光沢であるため、これらの石器も

同様な被加工物に使用されて、使用痕光沢が形成されなかった可能性がある。実際これらの被加工物は、実

験でも光沢形成が遅い。

線状痕は、溝切 りに用いたと考えられるNo.361(C8)に 斜め方向の線状痕が確認できた以外は、すべて平

行方向の線状痕であった。
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摘み部に摩耗や光沢がみられる。保持により生 じたと考えられるが、現時点で石匙の保持の実験データが

ないため、柄なのか紐づれなのかまでは特定できなかった。

器種類型と使用痕

光沢分布、線状痕の方向と、石匙の形態がどのような関係かを検討 していく。

Ala類は、先端部やその付近に光沢や摩耗が確認できた。木質の被加工物に対 して溝切 りの作業に用いら

れたNo.361(C8)や 、先端部に摩耗が確認できたNo.363(C2)と No.368(C10)がこれに属する。多 くは

使用痕が確認できないうえ、側辺に表面の変化はみられず、きれいな縁辺がほとんどである。このことから

考えられることは、この Ala類 は、石匙の側辺より、先端部が重要な機能部であったことが考えられる。

Alb,A2類 は、ともに石匙の側辺に使用痕が確認できた。確認できた光沢はEタ イプであることから、主に

動物の解体作業であつたと考えられる。

B類の横形石匙は、Alb,A2類同様に刃部縁辺に使用痕が確認できた。確認できた光沢はEタ イプであり、

線状痕は平行であることからやはり主に動物の解体作業に使用されたものと考えられる。

以上まとめると、石匙の形態において、少なくとも先端部の尖頭形態を利用 して作業する石匙と、側辺を

利用 して作業する石匙に分類できた。縦形と横形においては、明確な区分はみられなかったが、用途に応 じ

て石匙の形態を作 り分けていた可能性 も考えられる。

他地域・時代との比較

これまで、青森県、山形県、岩手県の使用痕分析成果によると (高橋 2002,2003,2004)、 縄文時代前期・中

期の多 くの石匙からAタ イプ光沢が検出されている。遺跡によってその確認数は異なるが、比較的高い割合

で Aタ イプ光沢が確認されている。

縄文時代晩期の使用痕分析の事例は非常に少ない。岩手県北部の浄法寺町上杉沢遺跡においては、Cタ イ

プが確認されている (高瀬 2001)。 岩手県花泉村の中神遺跡出土の両面加工の紡錘形の石匙 1点には Fタ イ

プが確認されている (須藤編 1997)。

このことから晩期以降の石匙の機能は、縄文時代中期以前と異なる可能性 も1つ考えられる。

ま と め

・石匙 11点 に確認できた光沢はAタ イプ 1点、Eタ イプ4点である。縄文前期・中期の石匙にAタ イプが

多 く観察できるのと異なる。

・線状痕は、刃部に対 して平行方向が主に観察できた。先端で溝切 りに使用された石匙は、縁辺に斜めに線

状痕がみられる。作業に応 じた石匙刃部の形態の作 り分けの可能性がある。

石匙の使用方法が、縄文時代前中期 と晩期の間で異なるのか、作業に応 じて石匙形態を作 り分けていたの

かは今後さらに資料を増やしていき検討する必要がある。

参考文献

阿子島香 1981「 マイクロフレイキングの実験的研究 (東北大学使用痕研究チームによる研究報告その 1)」 『考古学雑誌』

66-4  pp l-27

1989『石器の使用痕』考古学ライブラリー 56 ニユー・サイエンス社

1992「 実験使用痕分析 と技術的組織―パレオインディアン文化の一事例を通して―」『東北文化論のための先史学

歴史学論 集』カロ藤稔先生還暦記念会編 pp 27-53

梶原洋・阿子島香 1981「頁岩製石器の実験使用痕研究―ポリッシュを中心とした機能推定の試み ?(東北大学使用痕研究チー

ムによる研究報告その 2)J『考古学雑誌」67-lpp l-35
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地阿教育委員会

No. アルカ器継 嬢 石材 使層艇光沢 線状療の方向 刃部の罐 備考 回阪番号

CI 362 縦形石匙 Al, 貢岩 な し な し な し 図 1

C2 363 翻 須 匙 AIa 貫岩 なし な し ・鯉 図 1

9 364 機閉 匙 B 頁岩 E 蹄 曇微 図 1

C4 366 縦形石匙 Z 真岩 なし な し な し 描な部以外に加工は/aV、 一国

CS 365 縦形石匙 Alひ 買岩 H 聯 軽微 図 2

C6 鰤 須 藩 A2 真岩 な し 踏 懃 図 〕

C7 370 縦形石匙 A2 貫岩 聯 轍 図●

Ca 鱗 匙 A14 1真岩 A 鐵わ 鰍 図

`C9 3る7 縦形石匙 Aia 寅岩 な し な し なし 図 4

C10 368 鰤 笏 廷 AI盛 頁 岩 な し な し 轍 先端部 に摩耗螂 図 4

Cll 節 模諺石藩 B 買措 鬱 踏 酔 図 4
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6 金附遺跡出土礫石器の使用痕分析

考古学研究所 (株)ア ルカ・池谷勝典

は じ め イこ

金附遺跡 (岩手県北上市稲瀬町・縄文時代晩期～弥生時代前期)か らは、多量の礫石器が出土している。

ここでは、まずそれらの中で摩耗面をもつ石器と敲打痕をもつ石器 14点を分析対象とし、その摩耗や敲打痕

について人為的なものであるのか自然的なものであるのか分析をおこなった。人為的なものである場合は、

どのような使い方によって形成されたものであるのかを明らかにするためにより詳しい分析をおこなった。

これらの分析により遺跡内でどのような作業が行われていたのという点について、石器からどういう情報を

引き出し、そのことによつて当時の作業を復原していけるのか試みたい。

分析資料 と分析方法

多量に出土している礫石器の中から、摩耗面と敲打痕をもつ石器 14点 を分析対象とした。それら 14点 を

分析資料とし、使用痕の特徴について詳細に観察した。

キーエンス社のデジタル HDマ イクロスコープ (vHX-100)に よる低倍率ズーム (vH_z05)と 高倍率ズー

ムレンズ (vH_Z100)を 用いて低倍率と高倍率の使用痕光沢の観察をおこなった。観察倍率は、5倍～ 40倍

と200倍～ 1000倍 (倍率はマイクロスコープでの倍率で従来の金属顕微鏡の倍率比とは異なる)である。観

察面は、中性洗剤で洗浄をおこない、適宜アルコールを浸した脱脂綿で軽 く拭き取 り、手の脂分などの汚染

を取 り除いた。観察範囲は、石器表面全体を詳細に観察 し、使用痕光沢および線状痕の認定をおこなった。

使用痕光沢分類は東北大学の分類基準梶原・阿子島 1981、 芹沢他 1982、 阿子島 1989)、 および池谷 (2003)

によっている。

観察時には、適宜観察面のデジタル写真を撮影 し記録 した。さらに、器種分類、石材、使用痕については、

属性表にまとめた (表 1)。

分析資料の観察所見

396敲石 (安山岩)図 1

風化により全体的に摩耗が見られる。素材はいびつな形をした亜角礫である。正面側に敲打痕の集中が観

察される (写真 1・ 2)。 敲打痕自体も表面が摩耗 している。敲打痕は、敲打による一つ一つの敲打痕の集積

によって形成されている。分布は石器の中心よりもやや上に偏る位置にある。

400敲石 (安山岩)図 1

風化により全体的に摩耗が見られる。小形の楕円礫を素材としている。正裏面に敲打痕の集中が観察され

る (写真 1,2)。 正面側の敲打痕はかなり顕著であるが、裏面側は面的に凹むほどにはなっていない。敲打痕

は、敲打による一つ一つの敲打痕の集積によって形成されている。分布は石器の中心よりもやや上下に偏る

位置にある。

409敲石 閃緑岩)図 2

素材は、楕円礫である。正裏面に敲打痕の集中が観察される (写真 1-3)。 正面側には縦軸方向に上下に並

ぶ敲打痕の集中がある。敲打痕の分布は石器の中心から上下に偏る位置に分布 している。裏面には敲打痕の

集中が一カ所あり、中央部よりわずかに下に偏る位置に分布 している。敲打痕の広が りは、横方向に広がる

ものである。

表裏面は一見磨面のように見えるが、人為的な磨面は形成されておらず、線状痕も観察されない (写真 牛

5)。

402敲石 (凝灰岩)図 3

素材は、ややいびつな形の縦長の亜角礫である。正面、側面、裏面に敲打痕の集中が見られる (写真 1‐4)。

正面側の敲打痕の集中は、縦軸方向に上下三カ所あり、上の敲打痕は凹みの中が大きな凹凸もなく滑らかな

状況が観察される (写真 2)。 一方、下の敲打痕は敲打による打撃痕が明瞭であり、上の敲打痕を切っている

状況である (写真 1)。 敲打痕の広が りは、横軸方向に広がるものである。側面の敲打痕は、正面狽]に比べる
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と程度の弱いものである (写真 3)。 敲打痕の広が りもほぼ円形になるものである。裏面根1の敲打痕は、上記

2面の敲打痕よりも程度が弱いもので、凹みが形成されるまでには至っていない (写真 4)。

敲打痕の広が り方は横方向に広がるものである。

404 敲石 (安山岩)図 4

素材は、楕円礫である。被熱資料である。先端部がわずかに欠損 している。正面に見られる凹痕は中の石

材の色が他 と違い、敲打痕や線状痕 も観察されない。おそらく自然に形成されたものと考えられる (写真

5,6)。 裏面には凹痕は形成されていないが、敲打痕の集中範囲が形成されている (写真 1・ 2)。 側面には、部

分的に敲打痕の集中が見られる (写真 4)。 正裏面は自然面であり、いわゆる磨面は形成されていない (写真

3)。

406 敲石 (安山岩)図 5

素材は、いびつな楕円礫である。正面に敲打痕の集中が観察される (写真 1・ 2)。 敲打痕の特徴は、一つ

一つの敲打痕が観察され、横軸方向に広がる。石器中央部よりも上に偏る位置に分布 している。敲打痕以外

の使用痕は観察されない。全体的に摩耗 しているのは自然摩耗である。 (写真 3・ 4)。

407 敲石 (凝灰岩)図 6

素材は扁平な楕円礫である。その礫が分割されている。折れ面には裏面側の中央付近に打撃が加えられて

いるのが分かる。正裏面に敲打痕の集中が観察される (写真 1・ 2)。 正面側の敲打痕が顕著で、裏面側は数

個の打撃痕が観察される程度のものである。敲打痕の分布位置を見る限 りでは、分割された後の使用によつ

て形成されている可能性がある。 したがつて、分割は意図的なものである可能性も否定できない。

401 敲石 (凝灰岩)図 6

素材は楕円礫である。断片資料である。全体的に風化が激 しい。正裏面に敲打痕の集中が観察される (写

真 1,2)。 敲打痕は、敲打の集積により深さ4mmほ ど凹んでいる。敲打痕の広がりは横軸方向に広がつている。

石器の表面形状から正裏面に磨面が形成されていた可能性があるが風化により不明瞭である。

397 敲石 (凝灰岩)図 7

素材はややいびつな楕円礫である。被熱資料である。正裏面に敲打痕の集中が観察される (写真 1-4)。 敲

打痕は、正面側に縦軸方向に上下に一カ所ずつ形成されている。敲打痕は石器の中心から上下に偏る位置に

分布 している。裏面側は、一カ所形成されている。敲打痕の広が りは横軸方向である。また、敲打痕の集中

部周辺は平坦な磨面が形成されている。この磨面は、いわゆる磨石等に見られる磨面とは違い、表面が荒れ

た状態のものである。推淑1さ れるのは、この磨面は敲打面を平坦にするための加工ではないかということで

ある。

399 磨石 十敲石 (凝灰岩)図 8

素材は楕円礫である。正面側に顕著な敲打痕の集中が観察される (写真 1)。 裏面狽1は程度が弱いが敲打痕

の集中が形成されている (写真 2)。 敲打痕は、石器の中心からやや上に偏る位置に分布 している。敲打痕の

広が りは横軸方向であるが、やや左斜め上方向に広がる。敲打痕は、一つ一つの敲打痕が確認できるもので

ある。また、正裏面には磨面が形成されているが部分的に強い摩耗部見られる程度である (写真 3‐ 6)。 磨面

は原礫面の形状に沿うように形成され、線状痕も縦軸にほぼ直交するか斜行する方向に主体的に見 られる。

405   磨石十敲石 (凝灰岩)図 9

素材はやや縦長の楕円礫である。正裏面に敲打痕の集中が観察される (写真 1・ 2)。 敲打痕の集中は縦軸

方向に石器中央を境として上下―力所ずつ形成されている。敲打痕は、一つ一つの敲打痕が確認できるもの

である。また、裏面側には磨面が形成されてお り、縦軸に対 してほぼ直交か斜行する方向に主体的に観察さ

れる (写真 3,4)。

398 磨石 十敲石 (凝灰岩)図 10,■

素材は、精円礫である。正面に顕著な敲打痕の集中が見られる。敲打痕は一つ一つの敲打痕が明瞭で横軸

方向に広がる特徴をもつものである。また、正裏面には磨面が形成され、原礫面の形状に沿うように磨面が

形成されている (写真 2・ 5'6)。 線状痕は、縦軸に対 してほぼ直交するかやや斜行するものである。右側面

には敲打によつて形成された細長い面が形成され、その面の凸部は摩耗 している状態である (写真 3・ 4)。 左

側は右側よりも激 しい敲打痕みられ、縁辺に敲打による剥離がみられる。
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磨面の遺存状態がよいと判断 し、高倍率による観察を試みたが使用痕光沢は非常に微弱なものであった

(写真 7・ 8)。 線状痕は横軸方向に主体的に観察することができた。

408 磨石十敲石 (緑色現灰岩)図 H
小形の楕円礫を素材 としている。正面に敲打痕の集中が顕著にみられる (写真 1・ 2)。 敲打痕は、一つ一

つの敲打痕が明瞭であり、横軸方向に広がる。また、正面側に磨面が形成され、線状痕が明瞭である。線状

痕は、縦軸方向と横軸方向に主体的に見られる。線状痕は部分的に敲打痕を切っている場合とまたその逆も

観察されることから敲く、磨るという行為が交互に為されていたと考えられる。この石器に見られる磨面は、

いわゆる磨石に見られるような磨面とは違い、面的な摩減は見られず激しい線状痕のみで形成されている磨

面である。鋭い凹凸のある対象物に対して擦り付けるように使用したものではないかと推定される。裏面側

には特に使用痕は観察されない。

403 被熱礫 (安山岩)図 12

いびつな形の楕円礫である。被熟資料である。使用痕は観察されない (写真 1,2,3)

ま とめ と考 察

今回の分析結果から石器に観察される主体的な使用痕 (敲打痕と磨面)の特徴が明らかとなった。以下、

敲打痕と磨面の特徴について箇条書きで挙げていきたい。

(主面部に見られる敲打痕の特徴)

。敲打痕は一つ一つの敲打痕の集積によつて形成されている。

・敲打痕の集中は、縦軸方向の対称軸線上に石器中央部から上下にやや偏った位置に分布する
。敲打痕の広がりは横軸方向に広がり、縦軸に対してやや斜めに傾く傾向がある。

(主面部に見られる磨面の特徴)

・礫面の形状に沿つて形成されている。

・石器の横軸方向に主体的な線状痕が伴う。

・主面部を覆い尽くすような顕著な磨面は観察されない。

(※ 408の磨面は例外的なもので上記の特徴には当てはまらないものである。)

以上、二つの使用痕が本分析資料に見られる主なものである。これらの使用痕はどのような作業の結果形

成されたものなのだろうか。敲打痕から考えてみたい。観察から得られた使用痕の特徴は、使用者の動作、

被加工物について有益な情報を与えてくれる。まず、一つ一つの敲打痕が観察される点からは、姑象物に角

があるものや尖った部分があるものを敲いた結果であると推測することができる。また、敲打痕の集中する

位置や広がり方からは、石器の保持の仕方や動作について推測することができる。敲打痕が集中する位置が

対象軸線上で石器の中心からやや上下に偏るという特徴は、図15の ような石器の持ち方をしていることが推

測される。また、広がりが横軸方向に展開することは、石器の運動方向を示しており、右手で石器を持った

場合、図 16の ような右斜め前方向に振り抜く動作が復原される。

これらのことから主面部にみられる敲打痕は、クルミなどの尖ったものを図 16■ 7の ような動作で打撃し

た結果であると考えられる (池谷 2003)。

磨面の特徴については、礫面形状に沿って形成されている点から手首を返しながら石器を動かしていたこ

とが推測される。線状痕の方向からは、石器の保持の仕方が推測され、横軸 (短軸)方向に石器を保持して

磨っていたと考えられる。摩耗度が低いことからは、本遺跡での磨るという作業があまり行われていなかっ

たことが考えられる。

以上のように使用痕の特徴を個別に観察し、特徴を把握していくことで遺跡内でどのような使用痕が主体

であり、どういう使用痕が少ないのか明らかにしていければ、遺跡内の活動内容がより具体的に復原できる

のではないかと考えられる。
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本遺跡は、縄文晩期から弥生前半期にかけての遺跡であり、時代の過渡期にあたる。このような遺跡の内

容を詳細に分析することで、東北地方での弥生文化へ移行がどのような変化をとtデたのかをより具体的に解

明していけると考える。このような視点から、礫石器は食物加工具としての機能・用途をもつものが多 く、

当時の食生活を復原 していく上で重要な石器群である。今後、本遺跡での礫石器の全体的な使用痕の内容把

握が食物加工の実態解明において重要になっていくと思われる。
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ムによる研究報告その2)」 『考古学雑誌』67‐ 1

芹沢長介・梶原洋・阿子島香 1982「実験使用痕研究とその可能性 (東北大学使用痕研究チームによる研究報告その 4)」

『考古学と自然科学』14号

阿子島香 1989『石器の使用痕』考古学ライブラリー56 ニユー・サイエンス社

池谷勝典 2004 縣電文時代の機能研究―使用痕分析を中心に一」『考古学ジャーナル』520 ニユー・サイエンス社

池谷勝典 2003「礫石器の使用痕研究―磨石類を中心として一J『古代』115早稲田大学考古学会

池谷勝典 2003「磨石・敲石・石皿の実験考古学的研究」『アルカ研究論集』第 1号 考古学研究所 (株)ア ルカ

凶版沓号 分析 No 器種 な 材 素材形熊 残存度 所 見 重 さ

1 敲 石 安山岩 楕円礫 完形 表面風イ監顧著、正面 に誰打痕の集中あ り 5050

敲 石 ヨ円礫 完 形 正裏に敲打痕の集中あり、敲打痕の集中面は平坦に磨 られている。

磨石 十散石 凝灰岩 楕円礫 完形
正裏に磨面が形成され、正面側に顔著な敲打痕の集中がある。側面には敲打により
形成された面があり、表面に産耗がみられる。

8 磨石 +敲石 凝灰岩 楕円礫 完形
正裏に磨面が形成され、正面側に顕著な敲打痕の集中が見 られる、裏面にも蔽打痕

の集中があるが程度は弱い。
5777

I 蔽 石 安山岩 楕円礫 端都欠 表面風イ監顧著、正墓面 に誰打痕の集 中あ り、異面側 は程度が弱し 2483

6 敲 石 凝灰岩 楕円礫 半 欠
表面風化顕者、正裏に敲打痕の集中あり、磨面が形成されていた可能性があるが風

化により不明瞭
2424

3 402 敲石 凝灰岩 楕円礫 完形
正、側面に顕者な敲打痕の集中あり、裏面は凹みが構成されない程度の敲打痕の集

中あり。
6199

被熱礫 客 山猪 楕円礫 隼 形 彼熱 3859

404 敲石 安山岩 楕円礫 頂部久

被熱、裏面に赦打痕の集中があるが、程度は弱い。正面側に滑 らかな凹痕があるが

人為的なものかどうか不明である。裏面倒はよく摩耗 してお リー見磨面のように見

えるが、磨面は形成されていない。側面にも敲打痕が見 られるが、散漫である。

5733

9 磨石 十敲石 凝灰岩 楕円礫 卒 形 正薬面 に講打度の集中あ り、墓面 には磨面が形成 されている。 3553

5 敲 石 安山岩 楕 円礫 完形 正面に敲打痕の集中あ り。

講 石 凝灰舛 扁平楕 円礫 端部断片 正嚢 に敲打痕 の集中あ り。

磨石 十敲石 凝灰岩 楕円礫 宇 形 下面 に磨面 と護打痕の集中あ り、磨面 には線】犬痕が明瞬である。

2 駁 石 閃緑岩 楕 円礫 完形
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6 金附遣跡出土礫石器の使用痕分析

1 正面敲打痕拡大

司 正面敲打痕の拡大 2 裏面の弱い敲打痕

図1 敲石の低倍率観察

★
破線の十字線は石器の対称軸を示し、
トーンの範囲は敲打痕の集中部を示す396 s=司 /4

400 s=1/4
①

2 写真1の拡大
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*数字の天地が写真の大地にXl応



6 正面側自然面の拡大

図2 敲石の低倍率観察

Ⅸ 自然科学的分析
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4 裏面側自然面の拡大

5 写真4の拡大
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6 金附追跡出土礫石器の使用痕分析

402  s=1/4

1 正面敲打痕拡大 敲打痕の拡大 (やや滑らかな表面 )

3 側面の敲打痕の拡大 4 裏面側敲打痕
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図3 敲石の低倍率観察 *数字の大地が写真の天地に刈応



404  s=1/4

3 正面の自然面の拡大

Ⅸ 自然科学的分析

*数年の天地が写真の天地に刈応

- 361 -

2 裏面の敲打痕の拡大

4 側面の敲打痕の拡大

5 凹痕の拡大 (滑らかな表面 ) 6 正面の凹痕と自然面の境界

図4 敲石の低倍率観察



6 金附遣跡出土礫石器の使用痕分析

406 s=1/4

1 正面敲打痕拡大 2 写真1の敲打痕の拡大

3 正面の自然面の拡大 4 裏面の自然面の拡大
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図5 敲石の低倍率観察 半数字の天地が写真の天地に対応



407  s=1/4

Ⅸ 自然科学的分析

*数守:の 大地が写真の大地に州応

2 正面敲打痕の拡大

裏面の敲打痕の拡大

3 正面敲打痕の拡大

401  s=刊 /4

2 裏面の敲打痕の拡大

図6 敲石の低倍率観察

1 正面の敲打痕の拡大
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6 金附遣跡出土礫石器の使用皮分析

1 正面の敲打痕と磨面の拡大

397  s=1/4

2 写真1の拡大

4 写真3の拡大
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図7 敲石の低倍率観察 *数年の大地が写真の大地に州応



6 裏面の磨面の拡大

図8 磨石+敲石の低倍率観察

Ⅸ 自然科学的分析

*数年|の大地が写真の天地に対応

- 365 -

399 s=1/4

正面の敲打痕と磨面の拡大 2 裏面の敲打痕と磨面の拡大

4 裏面の磨面の拡大

5 正面の磨面の拡大



6 金llll追 跡「H上礫石器の使)∫ 痕分析
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寝
角1 正面の敲打痕と磨面の拡大 2 裏面の敲打痕と磨面の拡大

4 裏面の磨面の拡大
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図9 磨石+敲石の低倍率観察 *数
`十

:の ツく地が写真の大地に州応



Ⅸ 自然科学的分析

〔 :三 三 二 )∞

398 s=1/4

6 裏面の磨面の拡大

図10 磨石+敲石の低倍率観察 半数年の大地が写真の大地に対応
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∪

1 正面の敲打痕と磨面の拡大 2 裏面の敲打痕と磨面の拡大

3 裏面の磨面の拡大 4 裏面の磨面の拡大

5 裏面の磨面の拡大



6 金附遺跡出土礫石器の使用痕分析

7 正面の敲打痕と磨面の拡大 8 裏面の敲打痕と磨面の拡大

―〇 403  s=1/3

▼::° |
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図11 磨石+敲石の低・高倍率観察 半数字の天地が写真の大地に刈応



403 s=1/4

3 側面自然面

図12 被熱礫の低倍率観察

Ⅸ 自然科学的分析

半数字の天地が写真の天地に対応
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刊 正面自然面

2 裏面自然面



6 金附遺跡出土礫石器の使用痕分析

小さな敲打痕が集中する 横方向に広がる凹痕が形成される

図14 対象物の違いによる敲打痕の違い

図13 クルミとクルミ割り実験石器 (敲打痕が集中し横軸方向に連続している)

浴篭講泌  へq瑾違″ク
r

北 ミま五こ
タタク

」

振り抜く動作

腕の運動方向

右腕

（

〔

中

）

．

、

、

垂直方向の動作

オニグルミ(鋭く堅い尖頭部をもつ)

対象物(頂部が円錐形) 対象物 (頂部が直線状)

図16 敲石の使い方 (動作)の模式図(怖廠)
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図15 敲石の持ち方模式図 図17 敲石の運動軌跡 (側面から見た図)



Ⅸ 自然科学的分析

7 金附遺跡の放射性炭素年代測定

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

岩手県北上市稲瀬町に所在する金附遺跡は、北上川と和賀川の合流点から南へ約 2.5kmの付近に位置 し、

北上川左岸の低位段丘に形成された自然堤防上から後背湿地にかけて立地している。本遺跡の発掘調査の結

果、縄文時代晩期～弥生時代前期を主体として、縄文時代中期末～後期中頃、さらに、平安時代、中世末、

近世の遺構・遺物が確認されている。

本報告では、上記 した自然堤防の後背湿地にかけて検出されている捨て場遺構の年代を検証するため、各

土層から採取された炭化材を姑象に放射性炭素年代測定を行 う。

(1)試   料

試料は、捨て場遺構の縄文時代晩期後葉 (大洞 Al式期)～弥生時代前期 (山王 ⅡI式期)の遺物が検出さ

れる土層中より採取された炭化材 5′点(No.1～ 5)である。これらの試料から、MI121 4 b層上面 (血 3)、 MI125

4b層 (No 4)、 MⅢ8 10層 (血 5)の 3点 を放射性犬素年代測定の対象とする。

h3は、旧河道東側の自然堤防上より、血 4・ 5は前述の自然堤防間の旧1可道際より採取された試料で、い

ずれも発掘調査で確認された土層下部、あるいは地山直上の土層に相当する。なお、炭化材は 5点全点 とも

炭化材同定を行い、樹種や由来等に関する情報を合わせて得ることとした。結果は、放射施炭素年代測定結

果とともに表 1に示す。

(2)分 析 方 法

1)放射性炭素年代測定

測定は株式会社加速器分析研究所の協力 を得て、AMS法 によ り行 った。なお、放射性炭素の半減期 は

LIBBYの半減期 5,568年 を使用する。また、測定年代は 1950年 を基点 とした年代 (BP)であ り、誤差 は標

準偏差 (one sigma)に 相当する年代である。なお、暦年較正は、RADЮCARBON CALIBRATION PROGRAM

CALIB REV4.4(Copyright 1986-2002 M Stuiver and PJ Reimer)を 用い、いずれの試料 も北半球の大気圏にお

ける暦年校正曲線 を用いる条件を与え計算を行っている。

2)炭化材同定

木口 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製 し、実体顕微鏡および走査

型電子顕微鏡 を用いて木材組織 を観察 し、その特徴から種類 を同定する。

(3)結   果

結果を表 1・ 2に示す。試料の測定年代 (補正年代)

暦年較正年代は、h3は約 2200～ 2400年前 (calBP)、

表 1放射性炭素年代測定および樹種同定結果

1)年代値の算出には、LIbbyの半 5568年 を使用。

2)BP年 代値は、 1950年 を基点 として何年前であるかを示す。

3)付記 した誤差は、測定誤差 σ (測定値の 68%が入る範囲)を年代値 に換算 した値。

は、いずれも約2300～ 2400年前の値を示す。一方、

No4 1よ 糸92300´ヤ2700と|百,(calBP)、  No 5は 糸92300

M11223b2

M Ⅲ 810
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7 金附遺跡の放射性炭素年代測定

表 2 暦年較正結果

1)計算には、RADIOCARBON CALBRATION PROGRAM CALB闇 4A(CoPyrlnt l,86 20112 M Stulver and PJReinerlを 使用
21付記した誤差は、測定誤差す (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

～2500年前 (caBP)の 年代を示す。恥 4で暦年代の幅が大きい要因としては、当該期の較正に用いられる

較正曲線の傾きが水平に近くなるためと考えられる。

既存の東北地方における縄文土器型式と放射性え素年代との対応関係の研究成果 (キ ーリ・武藤 ,1982)に

よれば、縄文時代晩期は3250～ 2250年前 (BP)と いう年代値が与えられている。したがつて、この所見に

よれば、本分析結果は、縄文時代晩期の範囲にある。現段階では、各土層の考古学的所見は検討中であるが、

発掘調査時に得られている所見と概ね整合する結果と言える。

引用文献

キーリC.■・武藤康弘,1982)縄文時代の年代 .縄文文化の研究1縄文人とその環境 ,艤山閣 ,246‐275.
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Ⅸ 自然科学的分析

8 岩手県北上市金附遺跡出土試料のWC年
代測定

小林謙-1)。 坂本 稔
1)。

尾寄大真
1)・

新免歳靖
1)・

村本周三 D・ 金子昭彦 9

1)国立歴史民俗博物館 炭素 14年代測定グループ

2)総合研究大学院大学

3)(財 )岩手県文化振興事業団 埋蔵文化財センター

岩手県北上市金附遺跡出土試料の HC年
代測定を試みた。試料は、縄紋時代晩期～弥生時代前期包含層出

土の炭化材片と、土器付着物である。岩手県埋蔵文化財センターにおいて、金子昭彦が提供 した資料から、

小林・村本が採取 した。試料番号はIWMと した。

試料については、表 1に示す。炭化材は細かく破砕 し、樹種は不明である。

(1)炭 化 物 の 処 理

試料については、以下の手順で試料処理を行った。(1)の作業は、国立歴史民俗博物館の年代測定資料実

験室において小林 。新免、(2)(3)は、坂本・尾毒が行った。IwM_13の試料は、炭素量が少なく、 (3)に

ついては、地球科学研究所を通してベータアナリテイック社へ委託 した。炭化材は、(2)(3)に ついて伽パ

レオラボ社に委託 した。

(1)前処理 :酸・アルカリ・酸による化学洗浄 (AAA処理)。

AAA処理に先立ち、土器付着物については、アセ トンに浸け振 とうし、油分など汚染の可能性のある不純

物を溶解させ除去 した (1回 )。 AAA処理として、80℃ 、各 1時間で、希塩酸溶液 (lNぃHCl)で岩石などに

含まれる炭酸カルシウム等を除去 (1回 )し、さらにアルカリ溶液 (NaOH、 1回 目0.001N、 2回 日以降 0.01N、

5回 目以降 0.lN)でフミン酸等を除去 した。5～ 6回行い、ほとんど着色がなくなったことを確認 した。さ

らに酸処理 (lN―HCl、 10時 間以上)を行い中和後、純水により洗浄 した (4回 )。

炭化材および漆のAAA処理は自動処理装置 (Sakamoto et al.2002)を用いた。炭化材は、80℃ 、各 1

時間で、希塩酸溶液 (lN―HCl)で岩石などに含まれる炭酸カルシウム等を除去 (2回 )し、さらにアルカリ

溶液 (lN―NaOH)で フミン酸等を除去する工程を 5回、さらに2回酸処理 (lN― HCl、 240分以上)を行い中

和後、純水を使つて洗浄 した (5回 )。 漆については、酸処理 3回、アルカリ処理 3回、酸処理 3回、純水 4

回の設定で行った。

試料は、AAA前処理を行った量 (処理量)、 処理後回収 した量 (回収量)、 二酸化炭素化燃焼に供 した量

(燃焼)を 表に記す。処理 した量に対するAAA処理後に回収された試料の重量による重量比を含有率 1、 二

酸化炭素に精製 して得 られたガスの炭素相当量による炭素含有率 (含有率 2)、 含有率 1と 2を掛けて処理 し

た量に対する炭素量の重量比を含有率 3と して表 2に付す。

(2)二酸化炭素化 と精製 :酸化銅により試料を酸化 (二酸化炭素化 )、 真空ラインを用いて不純物を除去。

(3)グ ラフアイ ト化 :鉄触媒のもとで水素還元 しグラフアイ ト炭素に転換。アルミ製カソー ドに充填。

AAA処理の済んだ乾燥試料を、500mgの 酸化銅とともに石英ガラス管に投 じ、真空に引いてガスバーナー

で封 じ切った。このガラス管を電気炉で 850℃ で 3時間加熱 して試料を完全に燃焼させた。得られた二酸化

炭素には水などの不純物が混在 しているので、ガラス製真空ラインを用いてこれを分離・精製した。

1.5mgの グラフアイ トに相当する二酸化炭素を分取 し、水素ガスとともに看夫ガラス管に封 じた。これを

- 373 -



8 岩手県北上市金附遺跡出土試料の
コ
C年代測定

電気炉でおよそ600℃ で12時間加熱 してグラフアイトを得た。ガラス管にはあらか じめ触媒となる鉄粉が投

じてあり、グラフアイ トはこの鉄粉の周囲に析出する。グラフアイトは鉄粉 とよく混合 した後、穴径 llalmの

アルミニウム製カソー ドに 600Nの圧力で充填 した。

(2)測定結果と暦年較正

AMSに よる
HC測

定は、lWM-13は 、地球科学研究所を通してベータアナリテイック社へ委託 した。土器付

着物は、棚加速器分析研究所 (機関番号 IAAA)で行った。炭化材は、(株)パ レオラボ (機関番号 PLD)に

委託 した。

年代データの
HCBPと

いう表示は、西暦 1950年 を基点にして計算 した
山
C年代 (モ デル年代)であること

を示す (BPま たはyr BPと 記すことも多いが、本稿では
HCBPと

する)。

HCの
半減期は5,568年 を用いて計

算することになっている。誤差は測定における統計誤差 (1標準偏差、68%信頼限界)である。

AMSでは、グラフアイ ト炭素試料の
HCr2c比

を加速器により測定する。正確な年代を得るには、試料の同

位体効果を測定 し補正する必要がある。同時に加速器で測定 した
BC/惇C比により、

HCr2c比
に対する同位体効

果を調べ補正する。
BC/胞C比は、標準体 (古生物 bclcnlnite化石の炭酸カルシウムの

BC/2c比
)偏差値に姑する

千分率 δ BC(パ ーミル,%。 )で示され、この値を中25%0に 規格化 して得 られる
日
Cメ

2C比
によつて補正する。補

正 した
HC/2c比

から、
HC年

代値 (モ デル年代)が得られる。

∂
BC値

は、加速器分析研究所・パ レオラボ沢1定分については、加速器による浪1定であるため、土器付着物

については資料に余分がある場合、前処理済みの試料を (株)昭光通商に委託 し、安定同位体質量分析計で

測定 した。昭光通商に委託 しなかった試料については、加速器による測定を ()で参考として付す。ベータ

アナリテイツク社の測定分は、
い
C用 ガス試料を質量分析計により測定 した

BCダ'C比の値を示 してある。

測定値を較正曲線 Inだa104(HC年代を暦年代に修正するためのデータベース、2004年版)(Reimcrctal,

2004)と 比較することによつて暦年代を推定できる。両者に統計誤差があるため、統計数理的に扱う方がよ

り正確に年代を表現できる。すなわち、測定値と較正曲線データベースとの一致の度合いを確率で示すこと

により、暦年代の推定値確率分布として表す。暦年較正プログラムは、OxCЛ PrOgra14に準 じた方法で作成

した RIIcalを用いている。統計誤差は 2標準偏差に相当する、95%信頼限界で計算 した。年代は、較正され

た西暦 cal Bcで示す。()内は推定確率である。図は、各試料の暦年較正の確率分布である。

(3)年代的考察

まず、土器付着物の δ
口C値について検討 してお く。これまでの測定例から (小林ほか 2004な ど)、 δ ttC

値が-20～ 24%Oの 値を取るもののなかに、同一の時代と考えられる試料より、数百年程度ふるい炭素 14年代

を示す例が多 く、海洋リザーバー効果の影響を考える必要が認識されている。通常は、海岸部の遺跡や貝塚

遺跡の土器付着物に認められるが、東 日本の縄紋文化では、サケ・マスの遡上や交易等での内陸での海洋資

源の利用も考慮する必要があり、割合 としては少ないながらも、北海道 。青森県・秋田県などにおいて、い

くつかの事例が報告されている。今回の測定結果を見ると、すべての土器付着物において安定同位体質量分

析計で測定 していないものの、おおむね一定の数値を示 している。IWMll・ 12を 除いて、δ BC値が-25%Oよ

り軽 く、陸生の植物質資源由来の炭化物である可能性が高い。ITVMll・ 12に ついては、ともに内面付着物で

約-23%。 と、微妙な数値であり、検討を要する。ともに 3層 出土の胴部小破片であ り、土器自体の編年的位置

づけが不明瞭であるため、年代が整合的かどうかは検討 しにくいが、lWM12は 254ばCBPと 、金附遺跡の測

- 374 -



Ⅸ 自然科学的分析

定結果の中では比較的に古い測定値 となってお り、海産物または海洋に由来する炭素が付着 していたために、

古い年代が測定された可能性がある。

土器付着物では、同一個体の土器から、部位を異にして採取 した、lwMla_c、 2ab、 3ab、 4a― c、 5abに つい

て検討する。 la,3aぅ 4aは 口縁外面、lb,2a,4b,5aは 胴部外面のスス、lc,2b,3b,4c,5bは 胴部または蓋口縁内面の焦

げ付 き状の付着物である。1については、laが 2200HCBPと やや新 しく、lbが 229ばCBPと やや古いが、lc

の 2230HCBPを 中心に考えると、1あ ともlcの誤差範囲に収まり、ほぼ一致するとみなせ、較正年代で紀元

前 380-200年 の中に含まれると考えられる。2abと 3abお よび 4abc、 5abは、ともに内面付着物である 2b・

3b・ 4c・ 5bが外面のススよりも
Hc年

代で約 100年古い測定値となっている。δ EC値 は、内夕M寸着物ともに、―

26%。程度であり、海洋リザーバー効果の影響は認めがたい。これらは、2・ 3は弥生中期の所産と考えられ、年

代的には2200にC年 ころの大 きく波行する時期に当たり、4は弥生前期の 2400卜C年 ころの横に寝る較正曲線の

時期に当たる。前者は 2200年問題、後者は 2400年 問題と呼ばれる、暦年較正の上で広い範囲に確率密度が

及んでしまう問題がある時期 とされている。そのため、実年代が同一でも、その実年代を含む幅広い炭素年

代を示 してしまうことがあ り、そうした事例になってしまった可能′
陛もある。しか しながら、4例 もの事例

で内面付着物が
角
C年代で約 100年古い波J定値であることは、偶然 とは捉えがたく、なんらかの要因が介在 し

ていることも否定できない。年代としては較正年代を幅広 く取つてお く必要があり、今後年代を絞ってい く

上で検討 していく必要がある。

つぎに、層位別出上の災化物についてみると、おおむね上層 (1-2b層 )は新 しく、下層 (3層以下)は古

いことがわかり、前者は弥生中期山王Ⅲ層期、後者は縄紋晩期～弥生前期に相当するものと考えられる。層

位的に出土 している土器付着物の測定結果とも矛盾はない。

上記の点を勘案 して、今回の測定による実年代の推定を行ってお く。

弥生時代中期山王Ⅲ層相当 (金附遺跡 2層 )は、炭化物では Cl～ 4、 土器付着物では 1～ 3、 7が相当

し、
PC年

代では 2200～ 2300RCBPの
HC年

代であり、暦年較正の結果では紀元前 400～ 200年 の間に含まれ

る。

より古い大洞 A'式・砂沢式併行の土器 1寸着物 4～ 6・ 9お よび、3層以下の出土炭化物 C6～ 10、 弥生前

期末砂沢式併行の漆 IWM13は、炭素年代で 2500-2300日 CBP、 較正年代で紀元前 350年頃よりおおむね古い年

代に高い確率で含まれる。

以上の推定は、これまでの東 日本での小林による実年代比定と整合的であり、大洞 A'式期は紀元前 400

年より古 く、砂沢式併行期はそれ以降を含む年代から紀元前 350年頃まで、東日本弥生中期前半は、さらに

それよりも新 しい年代から紀元前 200年 頃までを含む年代であると推定できる。

この報告は、平成 17年度文部科学省・科学研究費補助金 学術創成研究「弥生農耕の起源と東アジアー炭

素年代測定による高精度編年体系の構築―」 (研究代表 西本豊弘)の成果の一部である。本稿を草するに

当たり、国立歴史民俗博物館今村峯雄教授には、暦年較正についてご協力を得ている。

<参考文献>
小林謙-2004「東日本」『弥生時代の実年代』(春成秀爾 。今村峯雄編)学生社

Reimct・ Paula J; Ba■ lie, Mikc GLi Bard,Edouard; Baylss,Alex; Bcck)JヽValTcn; Bcrtrand, Chanda J H;Blacる 炉FC■, Paul G;

Buck, Caidin E; BulTj Gcorge S i Cu■cL Kirs俺 ■ B; Dalalon, Paul E; E6valdsゥ  R Lawrencc; Fairbanks,Richard C; F� cd�ch,

Michacl; Guilderson, Thomas R; Hogg, Alan C; Hughcnゥ IColrad A; Kromet Bcmd; McConllac, Geny; �lalming, Sturl;

Ramsett Cttistopher Bro五 に; ReimeL Ronヽ粧;Remmelc, Sabine; Southon,Joha R; Stuivet Minzc;Talamo,Salara; Taylor,F Wi;
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van der Plicht,Johalmcs;WeyhcnlneyeL Constanze E 2004 1ntCa104 Terresttial Radiocarbon Age Calibration,0- 26 Cal職 /r

BP Radiocarbon 46(3), 1029-1058(30)

M  Sakantoto et a1  2002 An Automatcd AAA preparation systeni for  AMS radiocarbOn daging Nuclear lnstmments and

Mehods in Physics Research B 223-224298-301

表 1 年代測定用試料一覧

試料番号 種類 時 期 型 式 器種 出土 区 層位 付着状況

tWヽlC   I 旋化材 弥生中期 山王 3層 MⅢ 21区 1層

IHIM C 溌イヒ材 弥生 中期 山王 3層 MⅢ  23区 lb層

IWWI C   3 炭化材 株生中期 山王 3層 MⅢ  22区 卜2層

炭化材 弥生中期 山王 3思 MⅢ  7区 2b層

IWhI C 汚とィrんォ 弥 生 MⅢ  18区 23b2層

凸ΨⅢl‐C   6 炭化材 組縦晩期 ～孫生前期 大 lll A'～ 砂沢 MⅢ  17区 3層

`Wヽ
1_C   7 炭化ルオ M1 17区 34層

IヽW“IC
"き

イヒおオ 縄紋晩期～弥生前期 MⅢ  7区 4層

IヽWh4-C   9 λ化材 絹縦晩期～弥生前期 夫 ll「l Al～ 砂沢 MⅢ  22区 4b層

IれヽTC  10 炭化材 縄紋晩期 M1 19区 8層 (34層 の下 )

lWM   la i器付着 弥生中期 山王Ⅲ層 決鎌 MI 3区 2b tt B376 回縁クト面スス

[lVM-    lb 上紹 寸着 株千 中期 山王 Ⅲ層 深鉢 MI 3区 2b tt B376 lal上 旨レト向スス

土器付落 弥生中期 山王 Ⅲ層 深 MI 3区 2b tt B376 胴_[者Ъ内面焦 げ

A〃M    2a 土器付着 弥生 中期 山王Ⅱ層 浜 NⅢ 区 C2060 胴 卜害砂卜面 スス

IWM_  2b 土静 付看 弥生中期 山王 Ⅲ層 深鉢 NⅢ 区 C2060 l同上部内面焦げ

土器付着 弥生中期 山王 Ⅲ層 蓋 LⅢ  22区 2btt B280 回縁9f・面スス

IWM‐    3b 土器付着 弥生 中期 山王 Ⅲ層 LⅢ  22区 2b tt B280 回緑 内面焦ι

IヽΨヽ
「

   4a 土細 寸看 綴純晩期～珠生前期 夫洞 Al～砂沢 深鉢 NⅢ  6区 4層 c2415 口縁 71・向スス

Iれ

“

f   4b 土器付着 縄紋晩期～弥生前期 深 鉢 NⅢ 6区 4層 C%15 胴中部外面 スス

IWM    4c 土器付着 大洞 A'～砂沢 浜 鉢 NⅢ 6区 4層 C2415 胴中部内面焦げ

IIVM    5a 土器付着 縄紋晩期～弥生前期 夫洞 AI～砂 沢 深鉢 19区 2b層

IWM   5と 土器付着 縄紋晩期～弥生前期 大洞 A'～砂沢 深 鉢 19区 2b層 胴中部 内面焦 げ

IIVM-  6 土器付着 縄紋晩期～弥生前期 大洞 A'～砂沢 濃 鉄 LⅢ 16区 3層 C60⊇ 胴内面焦げ

IWヽ
「

   7 土器付着 弥生中期 山王 3層 深鉢 M可  1217区 4a層 トレ牙 B499

土器付着 縄紋晩期～弥生前期 深 鉢 L■  16区  3上層 回縁 外 面 ス ス

IWh・1   10 土器付着 鉢 LⅢ 17区 2b層 胴上部内面焦げ

IWM    H 土器付着 深鉢 う反 3層 胴中部内面焦げ

土器付 着 深 鉢 LⅢ 21区 3層 胴中部内面焦 げ

IWM 称生前期末 漆容器 ? MⅢ 21区 1層 瞑部内面 漆塗膜
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IWM8～ 12は、
図を作成していないので

下の写真参照

0            1:6          20cm

図 1 試料付着土器
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表 2 試料の出上位置と時期推定根拠

試料番号 種類
出上位置 同一箇所出土土器

備   考
出土層序図 掲載箇所 時期

とWM‐C  l 炭化材 第 70図 第 291図 2385～ 2387

IWM C  2 炭化材 M Ⅲ 23区  lb層 第 71図 第 297図 2457、 2458 夫洞 A′ 新～青木畑テ

IWヽlC 局せ化材 M Ⅲ 22区  12層 第 71図 第 294凶 2424～ 2428 谷起島式古

IWM―C  4 炭化材 第 68図 第 283図 2313、 2314 時期不詳

IWM―C  5 睫化材 M Ⅲ 18区 2‐3b2層 第 71図 掲載土器なし

炭化材 M Ⅲ 17区 3彊 第 71図 第 290凶 2377

IWM‐C  7 炭化材 第 71図 掲載土器 な し

IWM C  8 炭化材 MⅢ 7区 4層 第 68図 揚載 十器 な 1

炭化材 M Ⅲ 22区 4b層 第 71図 掲載土器なし

IWM‐ C 10 炭化材 M IH 阪 8層 r34層 の下 第 71図 揚載土器 な し

IWM-  1 土器付着 MI 区 2b層 第 67図 第 23う 図 1777、 第 236図 1786～ 1792 青木畑式 らしい

もの もあるが、

谷起島式古主。

土器自体も、谷起島式

古であろう。土琴伺着 lヽI 区 2b tt B376

IWM―   k 土器付着

IヽΨヽ4    2a 土静 付着 NⅢ I区 12層 C2060 第 73図 第 356図 3174～ 3177 青 木 畑 式 ～

へ HE菖十 士

土器自体は、谷起島式
古であろう。土器付着 N Il I区 1‐2層 C2060

IWM‐   3a 土器付着 第 66図 第 193図 1322～第 194図 1322ほか 青木畑式新 土器自体も、青木畑式

新であろう。IWM-  3b 土器伺看 L Ⅲ 22区 2b tt B280

土器付着 N Ⅲ 16区 4層 C2415 第 75図 第 386凶 3580～ 3590
大洞 だ

(古～ )

式

新

土器自体は、大洞 A′

古か。
IWM-  4b 土器句着

Iヽ�

“

1    4c 土器付着 N Ⅲ 16区 4層 C2415

土器付着 L119区 2b層 凶な し 第 142凶 762～ 765 大洞 A′ 式
～青木畑式

土器 自体 は、大 /1111だ

斯か (古 の可台Й‖■ ?)〔WM-  5b 土器付着

IWM_   6 土器付着 L Ⅲ 16区 3層 C602 第 64図 第 178～ 180図 1172～ 1182 大洞 A′ 式古 大洞 A′ 古カ

「WM_   7 土器付着 M Ⅲ 17 1‐ 2層ほか B499 第 71図 第 289～ 290図 2364～ 2374 容・tE島式古 高日 B式片含 む。

IWM-   9 土器付着 第 64図 第 177図 ■69、 第 178図 H70 大洞 だ 式古 ? 十器 自休 志大洞 だ 式古 ?

IWM-  10 上器付着 LⅢ 17区 2b層 第 64図 路 182同 1207、 第 183図 1212～ 1214 谷起 島式古 土器は青木畑式～ ?

土器付 着 015区 3層 図な し 掲載土器なし olsと 半1断 。土器の時期不明。

IヽスたヽI-    12 土器付着 第 65図 第 189～ 190図 1294～ 1300等 大洞 A′ 式古 ? 十器 自体 は判 断不可能。

IWM‐   13 土器付看漆 M Ⅲ 21は 1層 第 70図 第 291図 2385～ 2387 谷起島式古～新 谷れ鳥廿古 つ
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採取量・処理量・回収量・燃焼量は、炭化物の重量 (mg)、 ガスは二酸化炭素の炭素相当量 (mg)、 含有率は

%含有率 1は 回収量 /処理量 (%)、 含有率 2は ガス/燃焼量 (%)、 含有率 3は含有率 1*含有率 2(%)

表 3 炭素量一覧

試I.番号 採取豊 処理曇 回J又量 含有率 1 前処理後 黙焼量 含有率 2 含有率 3

IヽWhI C     l 22300 22300 570 337 591% 102%

IWM C 2 14700 14700 642,る 良 396 629% 403,4

IWNI C 94% 良 470 5700/c 54%

IWM C 4 2500 352/ 圧 560% 197%

Iヽ /ヽlC 5 11900 11900 660% 良 6089る 401%
IWM C 2506 1640/O 良 586髪 96%

IWM C 7 1509 260% 農 558% 145%
「部/ヽlC 8 10300 721% 良 365 598% 431%

Iヽ7M C 5169る 良 582%

Iヽ″

“

I‐C    10 458% 農 5879る 269/

13450 458% 良 266 6489る 296%

IヽΨ

“

1   lb 1605 424% 艮 216 531% 225%

とヽΨヽ 1‐     lc 2207 466% ミネラル少 266 652% 304%
IWM_   2a 15594 222% 良 552%
IWM― 86` 234,る 良 255 582潔 1369る

IWM‐ 51 959る 自 237 456% 43%
16089 4619る 良 609% 2810/O

IWヽ1      4a 309% 良 244 601% 1869る

IヽVヽ 1‐     4b 7651 1209 240% 良 257 619ツむ 149%

3801 291% 良 5099る 148%

IWヽ互      5a 84% 良 173 520%
IヽWヽ1‐     5b 4522 1143 2539る 良 239 586% 148%

14399 4344 639% 良 672% 430%
IWM-    7 58046 3939お ミネラル少 570% 2249お

IWM      9 32985 5779 410,る 良 413 276 668% 274%

1321 1321 317 240% 良 642% 15494

IWヽI      H 48653 522% 良 271 663% 34694

1ヽVヽ

`      12
13218 4336 2667 615% 良 415 277 667% 411%

13 10135 4793 2255 470% 良 702% 3309る
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謝辞 1響幣 1写計 |(1話檀)

麿年畷止 cal BC

rO/。 Ⅲlま確 率密度

IWM Cll   PLD 4069  (-2637)  2280 ■25 400-355

290‐230 319%

WM C21   PLD 4070  (つ 496】 1  2220 ■25 380-340 1880/f

325‐ 200 766%

Iヽ〃

“

I C3 1    PLD‐ 40711  (2706)1   2240  ■30 390-345 2690/n

320‐205 686%

IWM C41  PLEl‐ 40721(2506Ⅲ   2245 ■25 390-350 3010/n

310‐ 205 654%

lWM C51   PLEl望 0731 (2329Ⅲ 1  2400 ■25 720-695 470/

9080/

IWM C6 1    PLD 40741  (2576う 1   2435  -25 750-685 204ツ

665-645 55%
590‐ 575 16%
560-405

IWM C71   PLD4075  (‐ 2289)  2440 ■25 227%
665‐ 640 66%
590-405 665%

IIVM C8 1    PLE1 4076 1 (2535)1   2335  ■25 230/r

060/c

415-365 926,4

IWM C91   PLD望 0771  r2684ヽ +  2225 ■30 385-340 17%
330-200 738%

IWM C101    PLD‐40781  (2697)   2455  ■25 750_68` 277%
665-630 115%
625‐ 610 25%
595_41C 5389る

IW“I Ial  IAAA 41899   ⊇67  2200 ■40 380‐ 170 9540/d

IIVM lb l  IAAA-419001    _2641   2290  ■4G 405-350 523%
310‐205 431銘

IMIM Ic l  IAAA望 1901     ‐2771   2230  ■40 385-200 955%

IWM 2a l  IAAA‐ 419021    2521   2270  ■40 400_345 398%
320-205 5560/O

IWM 2b l  IAAA‐ 419031     2561   2360  ■40 730_690 490/0

660-650 08%
545‐ 375 8970/0

IM/ヽ1 3a l  Lヽu嘔(-419041   r‐ 2838ヽ 1   2210  ■40 385-185

【WN1 3b l  IAAA‐419051    ‐2531   2310  望 0 040/

485-460 23%
450‐ 440 080/c

645%
5‐205 2759る

表 4 測定結果と暦年較正年代

Ⅸ 自然科学的分析

翻需 1拶瑠 1写緋|(緒檀)

麿年較止 cal BC

r%ヽ は確率密度

IWM 4a l  IAAA 41906   ‐263  2440 望 C

1260/O

595-405 126%

謙(4b l  IAAA望 1907    立621  2450 ■40 755-685 2329る

670-605 154%
600_405 569,そ

IWM 4o l  IAAA-419081   261   2610 ■40 890-875 120/O

845‐ 750 580/f

685-665 50%
640-615 i49/0

615‐ 59C 10/n

IヽVM 5al IAAA 41909  (-264う 1  2430 ■4( 750-685 198%
665‐ 63G 770/。

625-610 1 80/0

595-400 661%

IWM 5bl  IAAA-419101   _2651  2520 ■4G 795‐515 930%
460450 10%
435-430 05%
415‐ 410 050/O

IWM 6 1 14AA 419n 1   24 41  2390 ■40 745-685

665‐ 645 28%
585-580 050/O

550-390 807e/。

IMIN4 7 1 1れ 屯(41912   ‐272  2240 ■40 390-335 274%
330-200 6780/。

IWM 9 1  1AAA 419131   ‐269   2430 ■40 750‐ 685 198%
665-630 770/6

595‐400 6610/O

MM 101  1AAA-419141  r2838ヽ +  2450 ■40 2320/O

154%
600-405 5690/t

凸VM lll  IAAA望 19151   ‐2321  2470 ■40 765‐680 269%
571%
150/O

IWM 12 1 1AAA 41916   230 1  2540 ■40 800-705 369%
5860/0

IWM 13 1  Bctと2012561    2951   2320  ■40 510-435 1080/O

740/O

290,30 161%
220-210 080/6
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岩手県北上市金附遺跡出土試料の
日
c年代測定

試料番号   ll M■ a

機関番号  ,AAA 41899 機関番号  IAAA 41900

企
箇
や

し
守
Ｌ
≡

器
ヽ

較二年代   405 cm BC -350 ctt BC 52 3X

中央値   3SS ed BC

金
口
や
し
ギ
壁
≡
繋
堅

襲

二

　

一
　

一
　

一
　

二

　

一
　

一

較二年代 (caけ

較二年代 (餡ゆ

試料番号  llVM 2b
機関番号  lAAA 41909
n41441t    23里 坐 ≧ 牛

較工年代   700 cd BC -690 cal BC  4 9X

機関番号  lAAA 41905

鼓二年代    505 cal BC ― ゆ5 cal Bc  04

機関番号  IAAA 41907

較二年代   385 cd BC
企
口

，
ｔ
ギ
奸
言
器
茎

餌

研
　
一
　

一　

一
　

一　

一
　

一
　

一　

一

中央値   295 cal BC

試料番号  WM 3a
機関番号  lAAA■ 904

含
ａ
ｐ
彰
望
Ｆ
≡
器
Ｘ

金
ａ
ｐ
し
ギ
＝
喜
繋
遵

全
ｏ

，

彰
ギ

＝
言

繋

ヽ

跡

甑

∝

射

第

二

二

一

金
口
や
し
ギ
■
≡
Ｈ
ヽ

企
口
や
し
ギ
■
言
繋
蒸

全
Ｄ
゛
し
ギ
↓
工
器
ポ

嶺 二年■    385ぬ BC ― leS m BC

破工年代 Nrc』 ) 稜三年代 (caけ

較工年代 (c剖 ,

中央値   290 ωlBC

蛍料善号  WN1 4a
機関番号  lAAA 41906
員素14年代    2440■ 40 HC 8P

較正年代   750 cd BC -035 cal BC 21 6X

較二年代 (o工 )

較二年tt(∽ け
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図 2 確率密度分布



Ⅸ 自然科学的分析

機関書二  laAA 41910

鼓正■代   795例 BC -515 ral BC 95 4
金
ｏ
ｐ
し
望
Ｉ
≡
器
さ

金
Ｄ
゛
ｔ
ギ
廿
≡

略
茎

F
uF
К

鞍三年代 (cJ)

較工年代 こ〕)

較二年代 (caけ

較二年lt(ca)

ER将番号  lVい Iイ

機関番号  :AAA 41912
決素

“

年代     2240■ 40 MCBP
敬二年代   800 ca Bc - 335 ed BC  27蝸較三年代   745 cal BC - 685 cal BC II$

香

香

料

関

試

機

ε
ａ
ｐ

し
ギ
＝
≡

Ｈ
さ

ａ
ａ
ｐ
し
ギ
↓
言
撃
巡

ａ
口
Ｐ
し
ギ
↓
言
器
ヽ

全
ｏ
や
し
ギ
＝
〓
憔
繋

機関番号  lF AA 41914
HC BP

嶺二年代   755 cal BC -685 cd BC 23外
全
ａ
ｐ
し
ギ
■
言
繋
茎

金
α
Ｐ
彰
ギ
■
言
器
さ

機関番号  Iハ郎 ―■915

炭素

“

年代     2470と 40 XCaP
鼓正年代   765 ctt BC -6SO od BC 26 911

機関善号  8etr20,2SG

中央値   56S ca BC

鼓二年代 (cJ)

較二年代 led)

機関番号  IAAA■ 1916

炭素

“

年代     2540■ 40 HCBP____
較三年代   800画 BC - 70,cコ ac  36 9X

試料番号  lWM― Ci

機関番号  PLD 4069

番号  ,WM■ 2

嶺二年代   400 ca Bc - 355c』 BC  63酬

図 3 確率密度分布
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8 岩手県北上市金附遺跡出土試料の
い
C年代測定

試料番号  帥M C3
機EH番号  ■ Dユ071

炭素

“

年代    2240と 90 HC 8P
較二年代   890ca Bc -945c』 BC 26 9X

ａ
口
Ｐ

↓
ギ
■
言

繋
当

全
口
ｐ
ｔ
ギ
＝
言
器
ヽ

金
Ｏ
Ｐ
七
ギ
ヤ
喜
器
茎

金
Ｇ
ｐ
し
ギ
↓
≡
紫
ヽ

較正年代   380 cal BC 螂
脚
．　．
．　．
．　．　．
．一蜘 中央値   280 ca BC

改正年代 taけ 鼓二年代 (c』 )

前器器   lIM CS
機関番号  PI D 4073

機関番号  LD望 076

及素

“

年代    2335■ 25 肖C BP

敬正年代   485 ctt BC - 40S cコ BC  2a%

一
螂

螂

一
　

二

　

学
　

二

　

一

務

酪
　
一
　

一
　

一　

二

　

二

　

一

鼓正年代 (cJ)

教正年代 Ca)

機関番号  PLD 4074

較正年代   750 cal BC ― SeS cal DC 20窃

中央値   S10 cBI BC

敏正年代 (fraけ

全
口
ｐ
し
ギ
↓
≡
紫
Ｘ

金
ａ
ｐ
彰
ギ
■
草
繋
茎

鼓三年代   ?う O cal BC -685 cal BC 郵

鶴

説

一

一

二

一

一

一

藪三年代 (caけ

敏二年代 (ぬけ

中央値   400 cal BC 中央値  28Scd BC

鼓正年代 (o■ )

技工年代 (ca)

機関番号

喜

誂

醗

鶴

．

」

．

二

一

中央値   57S raI BC
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図 4 確率密度分布



IWM‐ la胴上部外面

IWM-3b蓋上部内面

IWM‐ 12胴上部内面

写真図版 1

Ⅸ 自然科学的分析

IWM‐ lb胴 中部外面 IWM-lc胴上部内面

IWM‐ 2a胴上部外面 IWM-2b胴上部内面 IWM‐ 7胴中部外面

IWM-3a蓋上部外面

IWM-4a胴上部外面

IWM‐ 9胴上部外面

IWM-4c胴上部内面

IWM‐ 5a胴上部外面 IWM 5b胴上部内面 IWM-10胴上部内面

IWMコ 1胴上部内面 IWM 13胴上部内面漆
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8 岩手県北上市金附遺跡出土試料の“C年代測定

IWM‐ la 処理前 125倍

IWM‐ la 処理後 125倍

IWM‐2a 処理前 125倍

IWM-2a 処理後 125倍

IWM-3a 処理前 12.5倍

IWM-lb 処理前

IWM‐ lb 処理後 125倍

i C1819

IWM‐ lc 処理前 125倍

IWM‐ 司c 処理後 12.5倍

IWM‐2b 処理前 12.5倍 IWM‐7 処理前 12.5倍

IWM-2b 処理後 125倍 IWM-7 処理後 125倍

IWM‐ 3b 処理前 12.5倍 IWM‐9 処理前 125倍

IWM‐3a 処理後 125倍 IWM-3b 処理後 125倍

- 384 -

写真図版 2

IWM-9 処理後 12.5倍



IWM‐4a 処理前 125倍

IWM-5a 処理前 125倍

IWM-5a 処理後 125倍

IWMコ O 処理前 12.5倍

IWMo4b 処理前 12.5倍

IWM-4b 処理後 125倍

IWM-5b 処理後 125倍

IWM-11 処理後 12.5倍

写真図版 3

Ⅸ 自然科学的分析

IWM-6 処理前 125

IWM‐6 処理後 12.5倍

IWMコ 2 処理前 125倍

IWM‐4c 処理前 12.5倍

IWM-4a 処理後 125倍 IWM-4c 処理後 125倍

IWM-5b 処理前 125倍

IWM-11 処理前 125倍

IWM-12 処理後
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ふ り が な

所収遺跡名

な

地

ヵ

在

ふ

所

コ ー ト 耳ヒ糸革 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡香号

かねつき ヤヽ せき

金附遺跡
峨
稲
　
　
　
か

し
市
　
　
　
ほ

紳壮
　　　　‐９５．‐

”課
”町　　棒釧

叫岩
せ瀬
　
が字

03206 ME76-2058 35度

14分

57秒

138度

46分

16秒

2002.04.11

2002.0822

2002.10.17

200211 14

20030409

200310,10

800■ド

142■ド

2,2051N

緊急地方

道路整備

事業およ

び県営ほ

場整備事

業に伴う

事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

金附遺跡 集落跡 縄文中期末

ク後期

ク晩期

竪穴住居跡1棟 (縄文中期)

土坑 ,土坑墓

焼土  ・遺物包含層

土器 (中期末△、後期中葉△、

後期後葉△、晩期前～中葉△
)

土偶 ,耳飾

縄 文 晩

期末

～ 弥 生

時代

中期

掘立柱建物跡?(柱穴群)

炉跡4基、焼±27基

土坑8基

土器棺墓 3基

捨て場 3ケ所

土器 (大洞A2式△、桝形囲式?△

大洞r～山王Ⅲ層式◎)

土偶、土版、クマ把手

石製玉類

磨製石斧、環状石斧、石剣、石鏃

の未成品

余良時代

平安時代

竪穴住居跡 1棟

土坑・焼土 ?

土師器、須恵器

鉄製品 。鉄津

中世 火葬墓 陶器片・古銭

近 世 溝跡 16条・土坑墓 ?

柱穴状土坑群 ?

陶磁器片 江刺平野に続 く大溝

跡 1条

要  約 北上川に近接する自然堤防上と後背湿地に立地ざ斜面は、厚い洪水堆積層を間層に挟むこと

で、縄文時代晩期以前、晩期後葉～弥生時代中期初頭、奈良時代以降の層に分けられる。

主な時期と遺構は、縄文時代中期末の竪穴住居跡、晩期末～弥生時代中期初頭の集落跡、奈良

平安時代の小規模集落跡、中世の火葬墓、近世の集落跡と大溝跡 (江刺平野に向かう)。

最も多くの遺構、遺物が発見されたのは、晩期末～弥生時代中期初頭の集落跡で、新しくでき

た西側の細い自然堤防上に主に住み (掘立柱建物)、 東側の縄文時代以来の大きな自然堤防の間

にできた後背湿地に大量の土器、石器を捨てている。磨製石斧等の未成品が大量に出土したこ

とから、石器製作を主たる生業としていたと推沢1さ れる。
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